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ご あ い さ つ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

学 長  飯 田 慎 司 

  国立大学法人福岡教育大学附属福岡小学校の令和３年度教育研究発表会の開催にあたり，ひとこ

とごあいさつを申し上げます。 

 附属学校は，地元教育委員会と大学との緊密な連携のもと，地域の教育課題を解決し，新しい教育

を推進するモデル校であり且つ先導的・実験的な取り組みを行う「国の拠点校」として位置付けてお

ります。そこで，本学において附属学校園と連携を強化して教育研究の開発を行い，その成果を地域

の諸学校に還元し，地域教育界の発展に貢献することをめざしています。 

 さて，昨年度全面実施の新学習指導要領では，これまで以上に資質・能力重視の教育のあり方が求

められます。そのような中，本校では本年度から令和４年度までの４年間の文部科学省研究開発学校

の延長指定を受け，未来社会を創造する資質・能力の育成をめざして，新たなカリキュラム・マネジ

メントの在り方を研究しています。本年度教育研究発表会は，「未来社会を創造する主体を育成する

カリキュラム・マネジメントⅢ ～アセスメントを基にしたカリキュラム・デザイン～ 」のもと，

延長３年次としてこれからの研究の方向性について発表し，ご参会の皆様からご示唆いただくもので

あります。本教育研究発表会が地域の学校のみならず，我が国における初等教育実践の進展に少しで

も寄与できれば，これに優る喜びはありません。ご参会された皆様のご指導・ご助言を切にお願いい

たします。 

 最後になりましたが，ご多用の中，ご講演等を快くお引き受けくださいました，上智大学教授 奈

須正裕様，國學院大學教授 田村学様，京都大学准教授 石井英真様，に深く感謝申し上げます。ま

た，学習協議会におきまして，指導助言者としてご協力いただきました諸先生方にも，心より御礼申

し上げます。 

 今後とも，附属学校園の教育研究活動を介して，各地域の公立学校及び教育関係機関との連携を深

めてまいりたいと考えています。関係する皆様方に一層のご指導・ご助言をお願い申し上げまして，

ごあいさつといたします。 
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は じ め に 

  
 
 
 
 
 
 
 

校 長   相 澤 宏 充 

 平成 29 年の学習指導要領が小学校では昨年度で全面実施となりました。学習指導要領の改訂ポイ

ントには，各学校のカリキュラム・マネジメントを確立するということが述べられています。また，

令和３年１月には，この指導要領の理念の明確化のために，『「令和の日本型学校教育」の構築を目指

して』という答申が中央教育審議会より発出されました。ここにも「カリキュラム・マネジメントの

充実に向けた取組の推進」として教科等間のつながりを意識して教育課程を編成・実施するというこ

とが記述されております。 

 これらは，従来行われてきた，教科ごとの縦割の学習を教科書を基本として行うという教育活動が，

教師の様々な授業の研鑽や素晴らしい工夫を産み出してきた一方で，「教科」という枠組みの影響か

ら局所的な安定を引き起こし，社会の中で生きていくための大きな文脈の学びに比すれば，どうして

も小さくまとまってしまっていたという反省から考えられたのではないでしょうか。 

 子どもに主体的な学びを求めるということは，子どもに活動させるということに留まらず，教師も

絶えず社会の実情，学びの文脈に合わせて，学習をより能動的に，柔軟に組み替えてゆくことを前提

としています。このような活動の中でこそ，教師は現代的な課題に対応したカリキュラムを模索して

いく力を身につけてゆけると考えられます。 

 そのため，学校としては，学習を柔軟に創るという教師の力を高めるための下支えとして，学校全

体としての基本的なカリキュラム・マネジメントの方針を示してゆくという意図を示しているという

ことなのでしょう。 

 福岡教育大学附属福岡小学校では，文部科学省研究開発学校指定を平成27 年に受け，子どもの学

び文脈を重視した３つの学び方を提案し，それを用いたカリキュラムを創造し，学習内容を精選し，

子どもの資質・能力を高めてゆくための研究を行なって参りました。その延長(令和元年から4年度)

の第３年次である本年度は，「未来社会を創造する主体を育成するカリキュラム・マネジメントⅢ」

と題しまして，３つの学び，７つの教科という本校の開発したカリキュラムを実施する中で，その改

善サイクル，子どもの資質・能力の高まりの捉え方について，いくつかの試みを行ってまいりました。

本校のご提案をご覧になっていただき，数多くのご助言いただければ幸いでございます。 

 今回の研究発表会を開催するにあたり，多くの方々のご指導・ご支援を賜りましたことに深く感謝

申し上げます。今後ともご助言やお力添えを賜りますようよろしくお願いいたします。 

MEMO 
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年度 研究主題等 年度 研究主題等

昭和 51 ○学びとる力を伸ばす学習指導法の究明

23 ○学習効果判定の理論と実際 　操作を通した学習の構造化

学習効果判定の理論と実際（永⽥書店から出版） 52 ○学びとる力を伸ばす学習指導法の究明

24 ○カリキュラムの構成と実際 　操作を通した学習指導法の展開

25 （発表会なし）  「できるまで育てる」（秀巧社から出版）

26 ○学習深化の指導 53 ○「できるまで育てる」学習指導の計画と運営

27 ○学習深化の指導 　交流でよりよい操作を身につける学習指導

28 ○学習深化をめざす指導  「⾃由活動の時間」（秀巧社から出版）

29 ○学習指導における諸問題の再検討 54 ○現代化をめざす指導内容と指導法の実証的究明

30 ○学習指導における新課題の再検討 　教材の価値にせまらせる操作学習の評価

31 ○学習指導深化をめざす新課題の究明 55 ○自己実現の喜びを生みだす学習指導

32 ○組織化をめざす学習指導法の究明 　見直し活動を生かした操作学習の深化

33 ○組織化をめざす学習指導法の究明 56 ○自己実現の喜びを生みだす学習指導

34 ○学習指導の系統化 　自己を見直し，考えを深める指導のしくみ

35 ○改訂指導要領による学習指導の諸問題 57 ○自己実現の喜びを生みだす学習指導

36 ○考える子どもを育てる指導法の究明 　自ら見直し活動に取り組み，自己を深める指導のしくみ

37 ○考える力をのばす学習指導法の考察  「学ぶ喜びを⽣み出す授業」（北⼤路書房から出版）

38 ○考える力をのばす学習指導法の考察

39 ○考える力をのばす学習指導法の考察 58 ○自己実現の喜びを生みだす学習指導

40 ○考える力をのばす学習指導法の考察 　個が生きる課題づくり

41  ○考える力をのばす学習指導法の考察　 59 ○自己実現の喜びを生みだす学習内容の検討

 「授業における思考訓練」（明治図書から出版） 　学習実態の多様性に即応する学習指導

42 ○教科の本質に立脚した学習指導法の考察 60 ○自己実現の喜びを生みだす学習指導法

 「思考をのばす学習過程の評価」（明治図書から出版） 　子どもの個性が生きる指導

43 （発表会なし） 61  ○自己実現の喜びを生みだす学習指導法

44 ○現代化をめざす指導法の究明　  「学習の個性化をめざす指導法の開発」（明治図書から出版）

　教材の現代的価値と児童の実態と反応に基づく指導内容の検討 62  ○自己実現の喜びを生みだす学習指導法

45 ○現代化をめざす指導法の究明　 　学習の個別化をめざす学習過程

　基本的内容にせまらせる学習の開発 63    ○自己実現の喜びを生みだす学習指導法

46 ○現代化をめざす指導法の究明 　「学習の個性化」をめざす授業の改造

　ひとりひとりを生かす合理的な学習指導のしくみ  「感動体験を中核とした⽣活科の授業づくり」(明治図書から出版）

47 ○現代化をめざす指導法の究明

　学習の連帯化をはかる指導のしくみ

48 ○現代化をめざす指導法の究明

　連帯性を育てる学習指導のしくみ

49 ○現代化をめざす指導法の究明

　連帯の力で学びとる姿勢の形成をはかる学習指導のしくみ

 「学習を連帯化する指導法」（明治図書から出版）

50 ○現代化をめざす指導法の究明

　学びとる力の育成をはかる学習指導のしくみ

本　校　研　究　の　あ　ゆ　み　Ⅰ　（昭和23年度～63年度）

文部省研究開発学校指定Ⅰ（昭和58年度～61年度）　

年度 研究主題等 年度 研究主題等

平成  ○個が生きる授業の創造 21 ○豊かな学びを育む学習の創造

元年 　自己理解の学習過程 　知のネットワーク化を図る活用・探究の授業づくり

2  ○個が生きる授業の創造　 22 ○未来を豊かに生きる学力を育む学習指導の創造

　考えを確かにする活動構成 　活用の質を高める学び方を活かした指導法の開発

3 ○個が生きる授業の創造 23 ○未来を豊かに生きる学力を育む学習指導の創造

　考えを深める自己吟味活動を通して 　学び方の連続・発展を重視した授業づくり

 「個が⽣きる授業づくり」（北⼤路書房から出版） 24 ○「開かれた個」を育てる学習指導の創造

4 ○生きる喜びを生み出す授業の創造 　チームを活かした学習過程の工夫　

　思い・願いをもって問いつづける活動づくり 25 ○「開かれた個」を育てる学習指導の創造

5 ○生きる喜びを生み出す学習の創造 　チームの活動が活性化する学習の工夫

　思いをあらわしていくよさを実感する活動の展開 26 ○「開かれた個」を育てる学習指導の創造

　チームの活動を活かす重点単元の設定と評価の工夫

6 ○生きる喜びを生み出す学習の創造

　自分のよさを実感する表現活動の展開 27 ○未来社会を創造する主体としての子供の育成Ⅰ　

7 ○生きる喜びを生み出す教育課程の創造 　未来創造型の資質・能力に基づく新領域構想

　新しい教育課程における教科領域の学習の具体化 28 ○未来社会を創造する主体としての子供の育成Ⅱ　

8 ○生きる喜びを生み出す教育課程の創造 　未来創造型の資質・能力を育成する新領域の学習展開

　子供主体の活動からみる教育課程の編成 29 ○未来社会を創造する主体としての子供を育成する教育課程の編成　

 「新時代の授業を創る」（明治図書から出版） 　子供の学ぶ欲求と現代的課題をつなぐ新領域の開発

9 ○生きる喜びを生み出す教育課程の創造 30  ○未来社会を創造する主体を育成する教育課程の編成

　子供主体の活動からみる教育課程の編成 　子供の文脈を重視した探求の学び

10 ○豊かな人間の育成をめざす教育の創造

　活動や体験を基盤にした学習の総合化 元年 ○未来社会を創造する主体を育成するカリキュラムマネジメントⅠ

 「学習創造」（算数・⼈間・障害児教育）出版 　子供の文脈を中心とした７教科における３つの学びの究明

11 ○豊かな人間の育成をめざす教育の創造 ２年 ○未来社会を創造する主体を育成するカリキュラムマネジメントⅡ

　子供と創る教科・総合的学習の展開 　３つの学びで創るカリキュラム・デザイン

 「学習創造」（理科・図画⼯作・⾳楽）出版 ３年 ○未来社会を創造する主体を育成するカリキュラムマネジメントⅢ

12 ○豊かな人間の育成をめざす教育の創造 　アセスメントを基にしたカリキュラム・デザイン

　知恵と心情をはぐくむ教科・総合の調和的展開

 「学習創造」（国語・体育）出版

13 ○豊かな人間の育成をめざす教育過程の創造

　調和的に展開する教科領域・総合的学習像の明確化

 「新世紀の学⼒づくり」（明治図書から出版）

14 ○豊かな人間の育成をめざす教育課程の創造

　教科・総合の学びを連動する〈ふくおかプラン〉の展開

15 ○豊かな人間の育成をめざす教育課程の創造

　「自己追究」の学びを拓く〈ふくおかプラン〉の展開

 「評価で変えるカリキュラムづくり」（明治図書から出版）

16 ○豊かに生きる子どもをはぐくむ教育課程の創造

　「生活・文化・人間の学び」を位置付けた〈ふくおかプラン〉の構想

17 ○豊かに生きる子どもをはぐくむ教育課程の創造

　自己開発と「生活・文化・人間の学び」を統合する〈ふくおかプラン〉の展開

18 ○豊かに生きる子どもをはぐくむ教育課程の創造

　協働を中核とした学習の展開

19 ○学びを強め確かにする学習の創造

　学びの体験を活かす３つの統合による授業づくり

20 ○豊かな学びを育む学習の創造

　子どもの「問い」を深化・拡充させる授業づくり

本　校　研　究　の　あ　ゆ　み  Ⅱ（平成元年度～令和３年度）

文部省研究開発学校指定Ⅱ（平成６年度～８年度）　

文部科学省研究開発学校指定Ⅲ（平成27年度～30年度）　

文部科学省研究開発学校指定Ⅲ　延長（令和元年～４年度）　
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年度 研究主題等 年度 研究主題等

昭和 51 ○学びとる力を伸ばす学習指導法の究明

23 ○学習効果判定の理論と実際 　操作を通した学習の構造化

学習効果判定の理論と実際（永⽥書店から出版） 52 ○学びとる力を伸ばす学習指導法の究明

24 ○カリキュラムの構成と実際 　操作を通した学習指導法の展開

25 （発表会なし）  「できるまで育てる」（秀巧社から出版）

26 ○学習深化の指導 53 ○「できるまで育てる」学習指導の計画と運営

27 ○学習深化の指導 　交流でよりよい操作を身につける学習指導

28 ○学習深化をめざす指導  「⾃由活動の時間」（秀巧社から出版）

29 ○学習指導における諸問題の再検討 54 ○現代化をめざす指導内容と指導法の実証的究明

30 ○学習指導における新課題の再検討 　教材の価値にせまらせる操作学習の評価

31 ○学習指導深化をめざす新課題の究明 55 ○自己実現の喜びを生みだす学習指導

32 ○組織化をめざす学習指導法の究明 　見直し活動を生かした操作学習の深化

33 ○組織化をめざす学習指導法の究明 56 ○自己実現の喜びを生みだす学習指導

34 ○学習指導の系統化 　自己を見直し，考えを深める指導のしくみ

35 ○改訂指導要領による学習指導の諸問題 57 ○自己実現の喜びを生みだす学習指導

36 ○考える子どもを育てる指導法の究明 　自ら見直し活動に取り組み，自己を深める指導のしくみ

37 ○考える力をのばす学習指導法の考察  「学ぶ喜びを⽣み出す授業」（北⼤路書房から出版）

38 ○考える力をのばす学習指導法の考察

39 ○考える力をのばす学習指導法の考察 58 ○自己実現の喜びを生みだす学習指導

40 ○考える力をのばす学習指導法の考察 　個が生きる課題づくり

41  ○考える力をのばす学習指導法の考察　 59 ○自己実現の喜びを生みだす学習内容の検討

 「授業における思考訓練」（明治図書から出版） 　学習実態の多様性に即応する学習指導

42 ○教科の本質に立脚した学習指導法の考察 60 ○自己実現の喜びを生みだす学習指導法

 「思考をのばす学習過程の評価」（明治図書から出版） 　子どもの個性が生きる指導

43 （発表会なし） 61  ○自己実現の喜びを生みだす学習指導法

44 ○現代化をめざす指導法の究明　  「学習の個性化をめざす指導法の開発」（明治図書から出版）

　教材の現代的価値と児童の実態と反応に基づく指導内容の検討 62  ○自己実現の喜びを生みだす学習指導法

45 ○現代化をめざす指導法の究明　 　学習の個別化をめざす学習過程

　基本的内容にせまらせる学習の開発 63    ○自己実現の喜びを生みだす学習指導法

46 ○現代化をめざす指導法の究明 　「学習の個性化」をめざす授業の改造

　ひとりひとりを生かす合理的な学習指導のしくみ  「感動体験を中核とした⽣活科の授業づくり」(明治図書から出版）

47 ○現代化をめざす指導法の究明

　学習の連帯化をはかる指導のしくみ

48 ○現代化をめざす指導法の究明

　連帯性を育てる学習指導のしくみ

49 ○現代化をめざす指導法の究明

　連帯の力で学びとる姿勢の形成をはかる学習指導のしくみ

 「学習を連帯化する指導法」（明治図書から出版）

50 ○現代化をめざす指導法の究明

　学びとる力の育成をはかる学習指導のしくみ

本　校　研　究　の　あ　ゆ　み　Ⅰ　（昭和23年度～63年度）

文部省研究開発学校指定Ⅰ（昭和58年度～61年度）　

年度 研究主題等 年度 研究主題等

平成  ○個が生きる授業の創造 21 ○豊かな学びを育む学習の創造

元年 　自己理解の学習過程 　知のネットワーク化を図る活用・探究の授業づくり

2  ○個が生きる授業の創造　 22 ○未来を豊かに生きる学力を育む学習指導の創造

　考えを確かにする活動構成 　活用の質を高める学び方を活かした指導法の開発

3 ○個が生きる授業の創造 23 ○未来を豊かに生きる学力を育む学習指導の創造

　考えを深める自己吟味活動を通して 　学び方の連続・発展を重視した授業づくり

 「個が⽣きる授業づくり」（北⼤路書房から出版） 24 ○「開かれた個」を育てる学習指導の創造

4 ○生きる喜びを生み出す授業の創造 　チームを活かした学習過程の工夫　

　思い・願いをもって問いつづける活動づくり 25 ○「開かれた個」を育てる学習指導の創造

5 ○生きる喜びを生み出す学習の創造 　チームの活動が活性化する学習の工夫

　思いをあらわしていくよさを実感する活動の展開 26 ○「開かれた個」を育てる学習指導の創造

　チームの活動を活かす重点単元の設定と評価の工夫

6 ○生きる喜びを生み出す学習の創造

　自分のよさを実感する表現活動の展開 27 ○未来社会を創造する主体としての子供の育成Ⅰ　

7 ○生きる喜びを生み出す教育課程の創造 　未来創造型の資質・能力に基づく新領域構想

　新しい教育課程における教科領域の学習の具体化 28 ○未来社会を創造する主体としての子供の育成Ⅱ　

8 ○生きる喜びを生み出す教育課程の創造 　未来創造型の資質・能力を育成する新領域の学習展開

　子供主体の活動からみる教育課程の編成 29 ○未来社会を創造する主体としての子供を育成する教育課程の編成　

 「新時代の授業を創る」（明治図書から出版） 　子供の学ぶ欲求と現代的課題をつなぐ新領域の開発

9 ○生きる喜びを生み出す教育課程の創造 30  ○未来社会を創造する主体を育成する教育課程の編成

　子供主体の活動からみる教育課程の編成 　子供の文脈を重視した探求の学び

10 ○豊かな人間の育成をめざす教育の創造

　活動や体験を基盤にした学習の総合化 元年 ○未来社会を創造する主体を育成するカリキュラムマネジメントⅠ

 「学習創造」（算数・⼈間・障害児教育）出版 　子供の文脈を中心とした７教科における３つの学びの究明

11 ○豊かな人間の育成をめざす教育の創造 ２年 ○未来社会を創造する主体を育成するカリキュラムマネジメントⅡ

　子供と創る教科・総合的学習の展開 　３つの学びで創るカリキュラム・デザイン

 「学習創造」（理科・図画⼯作・⾳楽）出版 ３年 ○未来社会を創造する主体を育成するカリキュラムマネジメントⅢ

12 ○豊かな人間の育成をめざす教育の創造 　アセスメントを基にしたカリキュラム・デザイン

　知恵と心情をはぐくむ教科・総合の調和的展開

 「学習創造」（国語・体育）出版

13 ○豊かな人間の育成をめざす教育過程の創造

　調和的に展開する教科領域・総合的学習像の明確化

 「新世紀の学⼒づくり」（明治図書から出版）

14 ○豊かな人間の育成をめざす教育課程の創造

　教科・総合の学びを連動する〈ふくおかプラン〉の展開

15 ○豊かな人間の育成をめざす教育課程の創造

　「自己追究」の学びを拓く〈ふくおかプラン〉の展開

 「評価で変えるカリキュラムづくり」（明治図書から出版）

16 ○豊かに生きる子どもをはぐくむ教育課程の創造

　「生活・文化・人間の学び」を位置付けた〈ふくおかプラン〉の構想

17 ○豊かに生きる子どもをはぐくむ教育課程の創造

　自己開発と「生活・文化・人間の学び」を統合する〈ふくおかプラン〉の展開

18 ○豊かに生きる子どもをはぐくむ教育課程の創造

　協働を中核とした学習の展開

19 ○学びを強め確かにする学習の創造

　学びの体験を活かす３つの統合による授業づくり

20 ○豊かな学びを育む学習の創造

　子どもの「問い」を深化・拡充させる授業づくり

本　校　研　究　の　あ　ゆ　み  Ⅱ（平成元年度～令和３年度）

文部省研究開発学校指定Ⅱ（平成６年度～８年度）　

文部科学省研究開発学校指定Ⅲ（平成27年度～30年度）　

文部科学省研究開発学校指定Ⅲ　延長（令和元年～４年度）　
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文部科学省研究開発学校指定（令和元年～４年度） 延長第３年次 令和３年度 全体研究構想 

未来社会を創造する主体を育成するカリキュラム・マネジメントⅢ 
〜 アセスメントを基にしたカリキュラム・デザイン 〜 

〇 はじめに 
本校はこれまでに３度の研究開発学校指定を受けてき

た。３度目は平成 27 年度から４年間であり，未来社会を

創造する主体を求めて，全教科等を見直す研究を進めた。

そこでは，カリキュラムを７領域で編成し，内容を整理す

ることで，子供たちがダイナミックな探究を行うことがで

きるようにした。そして，その延長として４年間の指定を

受け，今に至る。「less is more」（少ない方が豊かである）

を大切にすることで，子供たちが生き生きと学び合うこと

ができるカリキュラムを実現したいという志をもち，令和

元年度から４年間の研究開発を進めるに至っている1。 

 

 １ 目指す子供像 
 本校の目指す子供の姿は「自己の学びを多角的に見つめ

たり，仲間や他者と協働的に実践したりすることを通して，

自らの意思で社会を切り拓き，新たな価値を創り出そうと

する未来社会を創造する主体」である。このような子供た

ちに育成したい資質・能力は以下である。 

 

２ 資質・能力 
本校は３つの資質・能力を育成する。創造性，協働性，

省察性である（図１）。この３つの関係は，同心円状に重

なりあって考えることができ，互いに影響を与え合ってい

る。核となるのが省察性，その周りに協働性，創造性が位

置付く2。省察性と協働性は非認知能力として捉えること

ができ，現行学習指導要領の「学びに向かう力，人間性等」

とのつながりが強い。省察性は自己に向かい合うための資

質・能力，協働性は他者に向き合うための資質・能力とし

て考える。また，創造性は非認知能力を捉えられることも

あるが，現行学習指導要領の「思考力，判断力，表現力等」

と「知識及び技能」とのつながりが強く，二つを類別せず

に一体として捉えた資質・能力として考えている。３つの

資質・能力が互いに影響を与え合うことによって，それぞ

れの資質・能力がより発揮され，育成されると考えている。

３つの定義は以下の通りである（図１）。 

 

【図１ 本校の３つの資質・能力の構造】 

 

３ これまでの開発研究の成果 
(1) ３つの資質・能力からつくる７教科の設定 

 本校では，３つの資質・能力に対応した７つの教科を設

定している（図２）。 

 

 

【図２ ７教科の構造の概要】 

一般的な教育課程編成の原理は，佐藤や安彦，奈須が示

すように，子供の欲求，社会現実への対応，文化継承・発

展の３つからなると言われる3。内容重視のカリキュラム

であれば，当然，重視される順序は文化継承・発展からで

ある。しかしながら，資質・能力を本当に重視するのであ

れば，学び手である子供の求めが重要である。そこで子供

に育みたい３つの資質・能力に対応した７教科（人間，社

会，言葉，数学，科学，芸術，健康）を設定した。 

(2) 知の構造による内容のスリム化 

７教科における内容を設定する際に，教科の見方・考え

方から考えた。本校における教科の見方・考え方とは，各

教科の知の構造のことを指し，教科の本質（その教科の存

在意義）とも呼べるものである。 

石井（2015）はエリクソンや西岡の論を基に，教科の本

質としての教科の見方・考え方を次のように整理している

（図３）。内容知としての概念はその下に事実的知識があ

り，方法知としての方略はその下に個別的知識がある。こ

れらの知の構造を教科によって整理する。そうすることで

重要な概念と迫るための方略が明らかになる。この知の構

造を各教科で作成し，必要な内容を考えた。本校版学習指

導要領においては，どの教科であってもそれぞれの内容を

概念と方略で整理して述べている（【方略】を通して，【概

念】に気付く，理解する等）。 

 

【図３ 知の構造（教科の本質としての見方・考え方）】 

そうすることでその教科で扱うべき内容（概念と方略）

が際立ち，未来社会を生きる子供たちに必要な内容を構成

することができる。そして，本校と現行の学習指導要領を

比べると内容のスリム化を図ることができている。 

 

 

 本校の設定した教科と現行の教科において育みたい資

質・能力が違うため，単純に比較できるものではないが，

本校と現行の学習指導要領を比較し，どのようにスリム化

が図られているのか分析した（図４）。その結果，大きく

３つに分類することができた（下記のア～ウ）。また，逆

に内容を新設している教科もある（下記のエ）。 

  ア 実用的ではない内容の削除・削減 

奈須（2020）はそろばんや漢文など，学制が始まった明

治期に実用的であったものがそうではなくなっているの

にも関わらず，見直されていない内容が学習指導要領に多

く残っていると指摘している4。その指摘から，数学科にお

いては「そろばん」を取り扱う内容を削除している。5また，

高等教育からは芸術としての位置付けが強くなる毛筆に

ついても４年生以上では芸術科やチャレンジの選択的な

活動に取り入れ，削減している。現行家庭科の住環境や被

服なども，その多くは低学年社会科や家庭教育の中で取り

扱われるべきものと考え，削減している。 

  イ 日常生活や学習活動の中で扱える内容の削除・削減 

 数学科では「時計の読み方」は日常指導の中で学ばせる

ことができるため削除している。中学年以上の言葉科にお

いては，「形を整えて書く」や「配列に注意して書く」は，

どの教科でも指導できる内容として削除している。また，

高学年の「話し言葉と書き言葉の違いに気付く」について

も，同様の理由から削除している。 

  ウ 重複部分の統合 

 社会科では４年生の「自然災害から人々を守る活動」，

５年生の「防災」において，学習対象の重なりがあるため

共に扱った方がよいと判断し，統合している6。「食」に関

わる内容は現行教育課程においては社会科，生活科，家庭

科，体育科，特別活動，総合的な学習の時間などで取り扱

われる。それぞれの教科によって内容は違うが，子供から

すると同じ学習対象である。そこで，健康科において系統

的に学ばせることで，子供にとってより価値ある学びにな

ると考え，統合している。 

  エ 現代社会への対応のために新設 

 社会科においては「経済」の内容を新設し，１年生から

お金の価値や経済によって社会がどのように形成されて

いるのか系統的に学ぶことができるようにしている。言葉

科においては，映像リテラシーを育むために「見ること」

を新設し，現代的課題に対応している。科学科においては，

「テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ」を新設し，系

統的に学ぶことができるようにしている。 

 

【図４ 学習指導要領の比較による内容のスリム化等の分類】 

(3) 子供の文脈を重視した３つの学び 

子供の文脈とは，子供が学習の意義（レリバンス）を感

じ，学ぶ対象を選択したり，自分の学びを評価したりしな

がら学びをコントロールするプロセスのことである。豊か

な学びを創るためには子供の文脈を重視する必要がある。  

１つは，テーマ学習である。テーマ学習とは，子供と教

師で設定した学年テーマの実現を目指し，各教科が解決の

ための役割を果たしながら１つのプロジェクトとして教

科横断的に進める学びである。基本的には人間科の問いが

テーマの中心となり，他教科はその解決のために関わる。

２つは，リレーション学習である。リレーション学習とは，

ある教科で生まれた問いを解決するために，他教科と行っ

たり来たりしながら合科的・関連的に進める学びである。

リレーション学習に関わるその教科も資質・能力が発揮さ

れ，価値ある学習となることが前提となる。３つはフォー

カス学習である。フォーカス学習とは，教科の見方・考え

方を基に，概念と方略の獲得に焦点化した学びである。 

以上の３つの学びを年間指導計画に位置付けていく。こ

れが３つの学びで創るカリキュラム・デザインである。こ

のカリキュラム・デザインは次のように進める（下表１）。 

【表１ カリキュラム・デザインの基本的な手順】 

フェーズ 活動と留意点 

１ 

４月 

学級目標と学年テーマを話し合う 

 ・学年で目指す姿を明確にし，共有すること 

２ 

５月 

６月 

学年テーマからテーマ学習を話し合う 

 ・目指す姿に近付くためにどのような学習が

必要か考えること 

 ・各教科がどのように関連するか考えること 

 ・前期後半と後期に１本ずつ設定すること 

３ 

６月 

テーマ学習が各教科の内容を満たすか検討する 

 ・子供の文脈を大切にしながら，教科の学習

内容を満たす材を探すこと 

４ 

６月 

リレーション学習，フォーカス学習を設定する 

 ・子供の文脈が形成されるように，単元の配

列を変更すること 

 ・リレーション学習が設定できないものは，

フォーカス学習とすること 

５ 各学習の実施 

 ・教師はルーブリックの提示など目指すゴー

ル像を子供と共有すること 

 ・「学習としての評価」を基に，子供自身が学

習をコントロールできるようにすること 

６ カリキュラムの見直し 

 ・子供たちの資質・能力の発揮の視点，教科の

見方・考え方の育成の視点から単元とその

配列などのカリキュラムを評価すること 

 以上の手順は，基本的に教師と子供の協働によって行う。

フェーズ３・４は教師のみで行う。 
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文部科学省研究開発学校指定（令和元年～４年度） 延長第３年次 令和３年度 全体研究構想 

未来社会を創造する主体を育成するカリキュラム・マネジメントⅢ 
〜 アセスメントを基にしたカリキュラム・デザイン 〜 

〇 はじめに 
本校はこれまでに３度の研究開発学校指定を受けてき

た。３度目は平成 27 年度から４年間であり，未来社会を

創造する主体を求めて，全教科等を見直す研究を進めた。

そこでは，カリキュラムを７領域で編成し，内容を整理す

ることで，子供たちがダイナミックな探究を行うことがで

きるようにした。そして，その延長として４年間の指定を

受け，今に至る。「less is more」（少ない方が豊かである）

を大切にすることで，子供たちが生き生きと学び合うこと

ができるカリキュラムを実現したいという志をもち，令和

元年度から４年間の研究開発を進めるに至っている1。 

 

 １ 目指す子供像 
 本校の目指す子供の姿は「自己の学びを多角的に見つめ

たり，仲間や他者と協働的に実践したりすることを通して，

自らの意思で社会を切り拓き，新たな価値を創り出そうと

する未来社会を創造する主体」である。このような子供た

ちに育成したい資質・能力は以下である。 

 

２ 資質・能力 
本校は３つの資質・能力を育成する。創造性，協働性，

省察性である（図１）。この３つの関係は，同心円状に重

なりあって考えることができ，互いに影響を与え合ってい

る。核となるのが省察性，その周りに協働性，創造性が位

置付く2。省察性と協働性は非認知能力として捉えること

ができ，現行学習指導要領の「学びに向かう力，人間性等」

とのつながりが強い。省察性は自己に向かい合うための資

質・能力，協働性は他者に向き合うための資質・能力とし

て考える。また，創造性は非認知能力を捉えられることも

あるが，現行学習指導要領の「思考力，判断力，表現力等」

と「知識及び技能」とのつながりが強く，二つを類別せず

に一体として捉えた資質・能力として考えている。３つの

資質・能力が互いに影響を与え合うことによって，それぞ

れの資質・能力がより発揮され，育成されると考えている。

３つの定義は以下の通りである（図１）。 

 

【図１ 本校の３つの資質・能力の構造】 

 

３ これまでの開発研究の成果 
(1) ３つの資質・能力からつくる７教科の設定 

 本校では，３つの資質・能力に対応した７つの教科を設

定している（図２）。 

 

 

【図２ ７教科の構造の概要】 

一般的な教育課程編成の原理は，佐藤や安彦，奈須が示

すように，子供の欲求，社会現実への対応，文化継承・発

展の３つからなると言われる3。内容重視のカリキュラム

であれば，当然，重視される順序は文化継承・発展からで

ある。しかしながら，資質・能力を本当に重視するのであ

れば，学び手である子供の求めが重要である。そこで子供

に育みたい３つの資質・能力に対応した７教科（人間，社

会，言葉，数学，科学，芸術，健康）を設定した。 

(2) 知の構造による内容のスリム化 

７教科における内容を設定する際に，教科の見方・考え

方から考えた。本校における教科の見方・考え方とは，各

教科の知の構造のことを指し，教科の本質（その教科の存

在意義）とも呼べるものである。 

石井（2015）はエリクソンや西岡の論を基に，教科の本

質としての教科の見方・考え方を次のように整理している

（図３）。内容知としての概念はその下に事実的知識があ

り，方法知としての方略はその下に個別的知識がある。こ

れらの知の構造を教科によって整理する。そうすることで

重要な概念と迫るための方略が明らかになる。この知の構

造を各教科で作成し，必要な内容を考えた。本校版学習指

導要領においては，どの教科であってもそれぞれの内容を

概念と方略で整理して述べている（【方略】を通して，【概

念】に気付く，理解する等）。 

 

【図３ 知の構造（教科の本質としての見方・考え方）】 

そうすることでその教科で扱うべき内容（概念と方略）

が際立ち，未来社会を生きる子供たちに必要な内容を構成

することができる。そして，本校と現行の学習指導要領を

比べると内容のスリム化を図ることができている。 

 

 

 本校の設定した教科と現行の教科において育みたい資

質・能力が違うため，単純に比較できるものではないが，

本校と現行の学習指導要領を比較し，どのようにスリム化

が図られているのか分析した（図４）。その結果，大きく

３つに分類することができた（下記のア～ウ）。また，逆

に内容を新設している教科もある（下記のエ）。 

  ア 実用的ではない内容の削除・削減 

奈須（2020）はそろばんや漢文など，学制が始まった明

治期に実用的であったものがそうではなくなっているの

にも関わらず，見直されていない内容が学習指導要領に多

く残っていると指摘している4。その指摘から，数学科にお

いては「そろばん」を取り扱う内容を削除している。5また，

高等教育からは芸術としての位置付けが強くなる毛筆に

ついても４年生以上では芸術科やチャレンジの選択的な

活動に取り入れ，削減している。現行家庭科の住環境や被

服なども，その多くは低学年社会科や家庭教育の中で取り

扱われるべきものと考え，削減している。 

  イ 日常生活や学習活動の中で扱える内容の削除・削減 

 数学科では「時計の読み方」は日常指導の中で学ばせる

ことができるため削除している。中学年以上の言葉科にお

いては，「形を整えて書く」や「配列に注意して書く」は，

どの教科でも指導できる内容として削除している。また，

高学年の「話し言葉と書き言葉の違いに気付く」について

も，同様の理由から削除している。 

  ウ 重複部分の統合 

 社会科では４年生の「自然災害から人々を守る活動」，

５年生の「防災」において，学習対象の重なりがあるため

共に扱った方がよいと判断し，統合している6。「食」に関

わる内容は現行教育課程においては社会科，生活科，家庭

科，体育科，特別活動，総合的な学習の時間などで取り扱

われる。それぞれの教科によって内容は違うが，子供から

すると同じ学習対象である。そこで，健康科において系統

的に学ばせることで，子供にとってより価値ある学びにな

ると考え，統合している。 

  エ 現代社会への対応のために新設 

 社会科においては「経済」の内容を新設し，１年生から

お金の価値や経済によって社会がどのように形成されて

いるのか系統的に学ぶことができるようにしている。言葉

科においては，映像リテラシーを育むために「見ること」

を新設し，現代的課題に対応している。科学科においては，

「テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ」を新設し，系

統的に学ぶことができるようにしている。 

 

【図４ 学習指導要領の比較による内容のスリム化等の分類】 

(3) 子供の文脈を重視した３つの学び 

子供の文脈とは，子供が学習の意義（レリバンス）を感

じ，学ぶ対象を選択したり，自分の学びを評価したりしな

がら学びをコントロールするプロセスのことである。豊か

な学びを創るためには子供の文脈を重視する必要がある。  

１つは，テーマ学習である。テーマ学習とは，子供と教

師で設定した学年テーマの実現を目指し，各教科が解決の

ための役割を果たしながら１つのプロジェクトとして教

科横断的に進める学びである。基本的には人間科の問いが

テーマの中心となり，他教科はその解決のために関わる。

２つは，リレーション学習である。リレーション学習とは，

ある教科で生まれた問いを解決するために，他教科と行っ

たり来たりしながら合科的・関連的に進める学びである。

リレーション学習に関わるその教科も資質・能力が発揮さ

れ，価値ある学習となることが前提となる。３つはフォー

カス学習である。フォーカス学習とは，教科の見方・考え

方を基に，概念と方略の獲得に焦点化した学びである。 

以上の３つの学びを年間指導計画に位置付けていく。こ

れが３つの学びで創るカリキュラム・デザインである。こ

のカリキュラム・デザインは次のように進める（下表１）。 

【表１ カリキュラム・デザインの基本的な手順】 

フェーズ 活動と留意点 

１ 

４月 

学級目標と学年テーマを話し合う 

 ・学年で目指す姿を明確にし，共有すること 

２ 

５月 

６月 

学年テーマからテーマ学習を話し合う 

 ・目指す姿に近付くためにどのような学習が

必要か考えること 

 ・各教科がどのように関連するか考えること 

 ・前期後半と後期に１本ずつ設定すること 

３ 

６月 

テーマ学習が各教科の内容を満たすか検討する 

 ・子供の文脈を大切にしながら，教科の学習

内容を満たす材を探すこと 

４ 

６月 

リレーション学習，フォーカス学習を設定する 

 ・子供の文脈が形成されるように，単元の配

列を変更すること 

 ・リレーション学習が設定できないものは，

フォーカス学習とすること 

５ 各学習の実施 

 ・教師はルーブリックの提示など目指すゴー

ル像を子供と共有すること 

 ・「学習としての評価」を基に，子供自身が学

習をコントロールできるようにすること 

６ カリキュラムの見直し 

 ・子供たちの資質・能力の発揮の視点，教科の

見方・考え方の育成の視点から単元とその

配列などのカリキュラムを評価すること 

 以上の手順は，基本的に教師と子供の協働によって行う。

フェーズ３・４は教師のみで行う。 
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(4) 時数削減の実現 

 ７教科の設定，教科の見方・考え方を基にした内容のス

リム化，３つの学びで創るカリキュラムによって，現行の

教育課程比で 873 時間の削減を実現した。その上で子供の

関心のあることを徹底的に追究するチャレンジ学習を４

年生以上に年間 70 時間設定した。チャレンジ学習を設定

しても 663 時間減であり（令和３年度），捻出された時間

は研修や授業準備に充てることができている（図５）。 

 

【図５ 本研究による時数の変化（現行教育課程比）】 

 

Ⅰ 序論 

○ 本年度の研究設定の理由 
 これまで本校は，未来社会を創造する主体に必要な資

質・能力（創造性，協働性，省察性）と資質・能力に対応

した７教科を設定し，子供の文脈を重視した３つの学びを

カリキュラムに位置付けてきた。そして，カリキュラムの

中での子供たちの学習の様子を評価することによって，各

教科における単元レベルの資質・能力の発揮については捉

えることができてきた。また，カリキュラムをデザインす

る流れについても明確になってきた（前頁表参照）。 

しかし，このカリキュラムによって年間を通してどのよ

うに子供たちが資質・能力（特に非認知能力）を発揮して

いるのかを捉えるまでに至っていない。また，資質・能力

の見取りが職員によって異なることで，作ったカリキュラ

ムをどのように改善するかの判断が難しい現状がある。加

えて，「学習評価の改善の基本的な方向性」7において「①

児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと，②教

師の指導改善につながるものにしていくこと」が挙げられ

ているが，本校においても，評価がカリキュラムの改善に

有効的に位置付くようにシステム化できているとは言い

難い。そこで，評価をカリキュラム・デザインの中に位置

づけることによって，未来社会を創造する主体を育成する

カリキュラムをよりよいものへと変更，更新できるように

したい。そして，これらの課題を克服しカリキュラム・デ

ザインの一方途を見いだすことは，子供たちの資質・能力

を育む上で一層の効果があり，カリキュラム・オーバーロ

ードの克服へともつながると考える。 

そして同時に，本校がカリキュラムを構成する際に拠り

所となる「本校版学習指導要領」についても，適宜見直し

を図る。資質・能力や内容の系統性が適切に設定できてい

なければ，カリキュラムを構成することができない。この

点についても引き続き改善を図る。 

Ⅱ 本論 

 １ 本年度の研究の目的 
 本校のカリキュラムにおける子供たちの学びの姿から

資質・能力の発揮の様子を捉え，それによってカリキュラ

ム改善を図り，アセスメントを基にしたカリキュラム・デ

ザインの在り方を明らかにする。 

 

【図６ 研究の全体構造】 

 

２ 本年度の研究の仮説 
 アセスメントに関する次のような点を明らかにするこ

とで，非認知能力を含む３つの資質・能力の育成を促す未

来社会を創造する主体を育成するカリキュラム・デザイン

を行うことができるであろう。 

(1) アセスメントを支える基準合わせ 

(2) 教科や学年に適したアセスメントの方法の選択 

(3) アセスメントによるカリキュラム改善サイクル 

 まず，アセスメントする際に解釈の助けとなる「基準」

を整えるプロセスを明らかにする。次に，学習の中で子供

の姿を捉えるのに適したアセスメントの方法を検討する。

これまでの授業づくりに対する蓄積から教科や学年に応

じたアセスメントの方法を選択できるように整理する。そ

して，捉えた子供たちの姿を基にカリキュラムの改善が行

われるサイクルを構築する。 

 

３ 研究の仮説を実証する方法 
 以上の研究の仮説の効果を，教師の設定した「基準」を

基に観察・解釈した子供の学びの姿とその姿の変容，全国

学力・学習状況調査の昨年度からの推移，児童質問紙調査，

保護者質問紙調査，教師の自己評価などを基に検証してい

きたい。 

 

 

４ 研究の具体 
 アセスメントとは，子供の現在の学習状況を多様な資料

から多角的に捉え，教師の支援や学習の展開について判断

することを目的とした情報収集・分析のことである。8つま

り，学習者（子供）によって「何がどのように学ばれてい

るか」教師が知ることである。 

 アセスメントを基にしたカリキュラム・デザインとは，

多様な資料から子供を観察し，解釈し，明らかにした学び

の様子から，子供がより資質・能力を発揮できるようなカ

リキュラムに変更，更新することである。そのためには，

子供の学び姿からカリキュラムを評価できるようにする

ことが重要であり，以下の２つのことを明らかにし，共有

する必要がある。 

○ どのような子供の姿を目指しているのかの共有 
○ どのような場面で評価するのかの共有 

 専科制である本校において，１つの学年のカリキュラム

に関わる教員は多数いる。その教員がカリキュラムを子供

の姿から評価するためには，「どのような子供の姿を目指

しているのか」を明確にし，共有する必要がある。この「基

準」が教師によって違うとカリキュラムの評価を適切に行

うことができない。 

 また，どのような場面で評価するのかを明らかにするこ

とも重要である。この場合の評価は，授業改善を目的とし

た形成的な評価を指すものではなく，総括的な評価として

行う。つまり，カリキュラムが子供たちにとってよりよい

ものになっているのか，ある場面での子供の姿を目指す子

供の姿と照らして，複数の教師のアセスメント（情報収集・

分析）から判断していく。複数の教師が関わることによっ

て，カリキュラムの変更・改善の精度があがると考える。

また，専科制の導入が今後一層進む中で，複数の教員によ

るカリキュラム・デザインの提案は意義があると考える。 

(1) アセスメントを支える基準合わせ 

 学校の教育目標の実現に向けてカリキュラムは構成さ

れる。そして，その目標を共有することが大切である。そ

こで，本年度は「どのような子供の姿を目指すか」をより

明確にし，共有することを「基準合わせ」と呼び，２つの

側面から整理する。１つは，教師間・教師子供間における

目指す姿の共有である。「教師間」で共有する目的は，作

成，実施したカリキュラムが有効であったか，子供の学び

の姿から適切に判断するためである。「教師子供間」の共

有の目的は，子供の求めを大切にしたカリキュラムに変更，

更新していくためである。２つは，各教科のルーブリック

の作成である。これは，６年間のその教科のカリキュラム

によって，どのような姿を目指しているか明らかにするこ

とである。これらによって，子供の資質・能力育成につな

がるカリキュラムか判断できるようになる。 

 ア 教師間・教師子供間における目指す姿の共有 

 本校の学校教育目標は「未来社会を創造する子供の育成」

である。つまり，本研究の主題であり，創造性，協働性，

省察性の３つの資質・能力を発揮する子供である。その実

現に向けて，教師は各学年のテーマを設定する（【表】に

示しているフェーズ１のこと）。これは，４月当初に子供

たちから集めた「１年後，このような姿になっていたい」

という願いを基に，設定する（教師子供間の共有）。子供

たちの求めには協働性や省察性（非認知能力）に関わるこ

とが多く含まれる。目指す子供の姿をテーマとして設定し，

アセスメントしようとすることは，非認知能力の育成と発

揮をとらえる上でも価値がある。そして，このテーマを実

現することは，子供の願いを実現することであり，子供が

カリキュラムに価値を見出すことにつながる。 

そのために教師間ですべきことは，２つある。 

・ テーマが実現したときの姿を具体化（発言，記述，

行動などで設定）し，教師間で共有する。 

・ 共有した目指す姿の具体を，見直しながら子供の実

態に応じて，教師間で更新していく。 

 以上のことを学年内で共有しながら，子供と関わる中で

定期的に更新し，年度末に現れる子供の姿からカリキュラ

ムを評価できるようにしていく。 

  イ 各教科のルーブリックの作成 

各教科には，育成したい資質・能力がある。その資質・

能力がカリキュラムの中でどのように発揮されているか

定期的に評価することで，カリキュラムの変更，更新へと

つなげる。昨年度までの本研究の課題は，年間レベルで資

質・能力の発揮を捉えることができていなかったことであ

る。そこで，各教科が６年間で育みたい資質・能力を５段

階のルーブリックとして設定することで，どの学年のどの

場面においても評価できるようにする。６段階ではないの

は，子供の資質・能力は学年があがる度に自動的にあがる

ものではなく，個に応じてその成長には違いがあるからで

ある（なお，５段階としているが，設定する中で系統性な

どに応じて４段階や３段階が適していると判断した場合，

４段階や３段階でも設定している）。 

また，このルーブリックを教科毎に作成することによっ

て，教科の目指す姿がより具体的になると共に，非認知能

力である協働性や省察性の具体的な姿を示すことができ

るようになる。非認知能力をどのように評価するのかにつ

いても明らかにしていくことができると考える。 

以上の２つの「基準合わせ」を基に，アセスメントを行

い，カリキュラムの変更，更新へとつなげる（図７）。 

 

【図７ 基準合わせとカリキュラムの関係】 
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(4) 時数削減の実現 

 ７教科の設定，教科の見方・考え方を基にした内容のス

リム化，３つの学びで創るカリキュラムによって，現行の

教育課程比で 873 時間の削減を実現した。その上で子供の

関心のあることを徹底的に追究するチャレンジ学習を４

年生以上に年間 70 時間設定した。チャレンジ学習を設定

しても 663 時間減であり（令和３年度），捻出された時間

は研修や授業準備に充てることができている（図５）。 

 

【図５ 本研究による時数の変化（現行教育課程比）】 

 

Ⅰ 序論 

○ 本年度の研究設定の理由 
 これまで本校は，未来社会を創造する主体に必要な資

質・能力（創造性，協働性，省察性）と資質・能力に対応

した７教科を設定し，子供の文脈を重視した３つの学びを

カリキュラムに位置付けてきた。そして，カリキュラムの

中での子供たちの学習の様子を評価することによって，各

教科における単元レベルの資質・能力の発揮については捉

えることができてきた。また，カリキュラムをデザインす

る流れについても明確になってきた（前頁表参照）。 

しかし，このカリキュラムによって年間を通してどのよ

うに子供たちが資質・能力（特に非認知能力）を発揮して

いるのかを捉えるまでに至っていない。また，資質・能力

の見取りが職員によって異なることで，作ったカリキュラ

ムをどのように改善するかの判断が難しい現状がある。加

えて，「学習評価の改善の基本的な方向性」7において「①

児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと，②教

師の指導改善につながるものにしていくこと」が挙げられ

ているが，本校においても，評価がカリキュラムの改善に

有効的に位置付くようにシステム化できているとは言い

難い。そこで，評価をカリキュラム・デザインの中に位置

づけることによって，未来社会を創造する主体を育成する

カリキュラムをよりよいものへと変更，更新できるように

したい。そして，これらの課題を克服しカリキュラム・デ

ザインの一方途を見いだすことは，子供たちの資質・能力

を育む上で一層の効果があり，カリキュラム・オーバーロ

ードの克服へともつながると考える。 

そして同時に，本校がカリキュラムを構成する際に拠り

所となる「本校版学習指導要領」についても，適宜見直し

を図る。資質・能力や内容の系統性が適切に設定できてい

なければ，カリキュラムを構成することができない。この

点についても引き続き改善を図る。 

Ⅱ 本論 

 １ 本年度の研究の目的 
 本校のカリキュラムにおける子供たちの学びの姿から

資質・能力の発揮の様子を捉え，それによってカリキュラ

ム改善を図り，アセスメントを基にしたカリキュラム・デ

ザインの在り方を明らかにする。 

 

【図６ 研究の全体構造】 

 

２ 本年度の研究の仮説 
 アセスメントに関する次のような点を明らかにするこ

とで，非認知能力を含む３つの資質・能力の育成を促す未

来社会を創造する主体を育成するカリキュラム・デザイン

を行うことができるであろう。 

(1) アセスメントを支える基準合わせ 

(2) 教科や学年に適したアセスメントの方法の選択 

(3) アセスメントによるカリキュラム改善サイクル 

 まず，アセスメントする際に解釈の助けとなる「基準」

を整えるプロセスを明らかにする。次に，学習の中で子供

の姿を捉えるのに適したアセスメントの方法を検討する。

これまでの授業づくりに対する蓄積から教科や学年に応

じたアセスメントの方法を選択できるように整理する。そ

して，捉えた子供たちの姿を基にカリキュラムの改善が行

われるサイクルを構築する。 

 

３ 研究の仮説を実証する方法 
 以上の研究の仮説の効果を，教師の設定した「基準」を

基に観察・解釈した子供の学びの姿とその姿の変容，全国

学力・学習状況調査の昨年度からの推移，児童質問紙調査，

保護者質問紙調査，教師の自己評価などを基に検証してい

きたい。 

 

 

４ 研究の具体 
 アセスメントとは，子供の現在の学習状況を多様な資料

から多角的に捉え，教師の支援や学習の展開について判断

することを目的とした情報収集・分析のことである。8つま

り，学習者（子供）によって「何がどのように学ばれてい

るか」教師が知ることである。 

 アセスメントを基にしたカリキュラム・デザインとは，

多様な資料から子供を観察し，解釈し，明らかにした学び

の様子から，子供がより資質・能力を発揮できるようなカ

リキュラムに変更，更新することである。そのためには，

子供の学び姿からカリキュラムを評価できるようにする

ことが重要であり，以下の２つのことを明らかにし，共有

する必要がある。 

○ どのような子供の姿を目指しているのかの共有 
○ どのような場面で評価するのかの共有 

 専科制である本校において，１つの学年のカリキュラム

に関わる教員は多数いる。その教員がカリキュラムを子供

の姿から評価するためには，「どのような子供の姿を目指

しているのか」を明確にし，共有する必要がある。この「基

準」が教師によって違うとカリキュラムの評価を適切に行

うことができない。 

 また，どのような場面で評価するのかを明らかにするこ

とも重要である。この場合の評価は，授業改善を目的とし

た形成的な評価を指すものではなく，総括的な評価として

行う。つまり，カリキュラムが子供たちにとってよりよい

ものになっているのか，ある場面での子供の姿を目指す子

供の姿と照らして，複数の教師のアセスメント（情報収集・

分析）から判断していく。複数の教師が関わることによっ

て，カリキュラムの変更・改善の精度があがると考える。

また，専科制の導入が今後一層進む中で，複数の教員によ

るカリキュラム・デザインの提案は意義があると考える。 

(1) アセスメントを支える基準合わせ 

 学校の教育目標の実現に向けてカリキュラムは構成さ

れる。そして，その目標を共有することが大切である。そ

こで，本年度は「どのような子供の姿を目指すか」をより

明確にし，共有することを「基準合わせ」と呼び，２つの

側面から整理する。１つは，教師間・教師子供間における

目指す姿の共有である。「教師間」で共有する目的は，作

成，実施したカリキュラムが有効であったか，子供の学び

の姿から適切に判断するためである。「教師子供間」の共

有の目的は，子供の求めを大切にしたカリキュラムに変更，

更新していくためである。２つは，各教科のルーブリック

の作成である。これは，６年間のその教科のカリキュラム

によって，どのような姿を目指しているか明らかにするこ

とである。これらによって，子供の資質・能力育成につな

がるカリキュラムか判断できるようになる。 

 ア 教師間・教師子供間における目指す姿の共有 

 本校の学校教育目標は「未来社会を創造する子供の育成」

である。つまり，本研究の主題であり，創造性，協働性，

省察性の３つの資質・能力を発揮する子供である。その実

現に向けて，教師は各学年のテーマを設定する（【表】に

示しているフェーズ１のこと）。これは，４月当初に子供

たちから集めた「１年後，このような姿になっていたい」

という願いを基に，設定する（教師子供間の共有）。子供

たちの求めには協働性や省察性（非認知能力）に関わるこ

とが多く含まれる。目指す子供の姿をテーマとして設定し，

アセスメントしようとすることは，非認知能力の育成と発

揮をとらえる上でも価値がある。そして，このテーマを実

現することは，子供の願いを実現することであり，子供が

カリキュラムに価値を見出すことにつながる。 

そのために教師間ですべきことは，２つある。 

・ テーマが実現したときの姿を具体化（発言，記述，

行動などで設定）し，教師間で共有する。 

・ 共有した目指す姿の具体を，見直しながら子供の実

態に応じて，教師間で更新していく。 

 以上のことを学年内で共有しながら，子供と関わる中で

定期的に更新し，年度末に現れる子供の姿からカリキュラ

ムを評価できるようにしていく。 

  イ 各教科のルーブリックの作成 

各教科には，育成したい資質・能力がある。その資質・

能力がカリキュラムの中でどのように発揮されているか

定期的に評価することで，カリキュラムの変更，更新へと

つなげる。昨年度までの本研究の課題は，年間レベルで資

質・能力の発揮を捉えることができていなかったことであ

る。そこで，各教科が６年間で育みたい資質・能力を５段

階のルーブリックとして設定することで，どの学年のどの

場面においても評価できるようにする。６段階ではないの

は，子供の資質・能力は学年があがる度に自動的にあがる

ものではなく，個に応じてその成長には違いがあるからで

ある（なお，５段階としているが，設定する中で系統性な

どに応じて４段階や３段階が適していると判断した場合，

４段階や３段階でも設定している）。 

また，このルーブリックを教科毎に作成することによっ

て，教科の目指す姿がより具体的になると共に，非認知能

力である協働性や省察性の具体的な姿を示すことができ

るようになる。非認知能力をどのように評価するのかにつ

いても明らかにしていくことができると考える。 

以上の２つの「基準合わせ」を基に，アセスメントを行

い，カリキュラムの変更，更新へとつなげる（図７）。 

 

【図７ 基準合わせとカリキュラムの関係】 
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 (2) 教科や学年に適したアセスメントの方法の選択 

 子供たちの学習状況を多角的に捉える方法は様々ある

が，その方法を教科の特性や学年段階などに応じて選択す

ることが，子供たちの状態を的確に捉える上で重要である。

そこで，各教科や学年における適切なアセスメントの方法

とそれを活用するタイミングを明らかにしたい。適切な方

法を選択することで精選された情報を基に教師は支援を

考えることができ，働き方改革へともつながる。また，ア

セスメントを行う適切なタイミングを明らかにすること

で，効果的なアセスメントを行い，カリキュラムを変更，

更新に生かすことができるようにしたい。 

アセスメントの方法を大きく２つ考えている。パフォー

マンス評価とポートフォリオ評価である。 

パフォーマンス評価とは，資質・能力の発揮を促すパフ

ォーマンス課題における子供の様子を観察・解釈する評価

方法である。ここでは，ルーブリックの設定とそれに伴う

モデレーション9，ルーブリックの各段階を示すアンカー

作品が必要となる。本研究においては，特にモデレーショ

ンを重視する（図８）。モデレーションとは「評価統一の

ための手続き」である。具体的には，授業者が作成したル

ーブリックをカリキュラムに関わる教師間で共有し，同じ

子供の姿をイメージできるのかルーブリックを修正する。

この際，各段階のルーブリックを具体的に示したアンカー

作品（表現物や発言，活動の様子）を用いて，ルーブリッ

クが示すイメージを共有する。そうすることで，より適切

に子供の姿を観察・解釈できるようになり，カリキュラム

が有効であったかを検討することができると考える。 

ただ一方で，このルーブリックづくりに時間と労力がか

かることも指摘されている10。そこで活用するのが，教科

ルーブリックである（図８）。教科ルーブリックをモデル

として単元ルーブリックを作成することで，子供の姿を常

に教科の目指す姿から捉え，ルーブリックを作成する時間

と労力の最小化にもつなげることができると考える。 

また，子供たちの資質・能力を最大限発揮させるような

パフォーマンス課題であれば，非認知能力の発揮について

も捉えることができるのではないかと考えている。 

 

【図８ 本研究におけるパフォーマンス評価のポイント】 

ポートフォリオ評価とは，ポートフォリオと呼ばれる子

供の作品や学習の記録を系統的に蓄積したものを基に，子

供自身が学習の在り方について自己評価することを促す

評価方法である。ここでは，子供との意義の共有，子供が

蓄積した作品を編集するための機会の設定，子供のポート

フォリオ検討会11が必要となる。これを本校ではマイタイ

ムの時間に行う。子供とどのように意義を共有し，何を集

め，どう編集し，検討するのか，そしてこれからの学習に

どのように生かすことができるのかも明らかにする。ICT

も活用しながら12，子供たちの学びの蓄積をすることによ

って，教科の見方・考え方の自覚や資質・能力の発揮の実

感を促すことができると考える。長期的にポートフォリオ

を比較していくことで，非認知能力の発揮についても捉え

ることができるのではないかと考えている（図９）。 

 

【図９ 本研究におけるポートフォリオ評価のポイント】 

(3) アセスメントによるカリキュラム改善サイクル 

カリキュラム・デザインにアセスメントを生かしていく

ためには，具体的なカリキュラム改善サイクルが必要とな

る。以下のようなサイクルで，カリキュラムの変更，更新

を行う（図 10）。 

 

【図 10 アセスメントによるカリキュラム改善サイクル】 

 まず，検証する単元と場面を設定する。それぞれの教科

の学習の中で，最も資質・能力の発揮が期待できる単元と

その場面を設定する。また，３つの学習（テーマ，リレー

ション，フォーカス）にも留意して設定する（図 10 の①）。

テーマ学習やリレーション学習であれば，ダイナミックな

活動展開となり，子供の資質・能力が発揮されやすい。ま

た，フォーカス学習であれば，目指す資質・能力を焦点化

している分，資質・能力の発揮の有無を捉えやすい。効果

的なアセスメントを期待することができる。次に，モデレ

ーションタイムによるルーブリックの共有と再構成を行

う（図 10 の②）。ここでは教科ルーブリックを活用して作

成した単元ルーブリックとそれを具体化したアンカー作

品を示す。子供の表現（ノートの記述，ビデオ記録した発

言や動き，作品など）をアンカー作品として，授業者の求

める姿を説明し，参観者と共有する。このモデレーション

タイムはあくまでも，授業者の目指す姿を共有するための

ものであり，学習計画や指導案の検討会ではない。 

 授業者と参観者はモデレーションタイムで共有した目

指す子供の姿から子供たちの様子を観察する（図 10 の③）。

本年度，実証授業の整理会は公開した翌日に設定している。

撮影した動画から解釈を行い，翌日の授業整理会に参加す

る。授業整理会では，授業者，参観者の観察，解釈を共有

し，そのズレや共通点を整理することによって，改善の方

向性を見いだす。そして，次時，次の単元，次年度の実践

にどのようにつなげるかといった視点で成果と課題を整

 

 

理し，必要に応じてカリキュラムの変更，更新を行う（図

10 の④⑤）。授業者は単元終了後，子供たちの表現を次年

度のアンカー作品として記録し，次年度のカリキュラムの

変更，更新に活用できるようにする。 

(4) カリキュラムの変更，更新の具体 

 カリキュラムの変更，更新をする場合，以下の３つのパ

ターンがあると考える（表２）。 

【表２ カリキュラムの変更，更新のパターン】 

パターン 変更，更新する対象 

１ 学習指導要領に含まれる目標や内容 

２ 年間指導計画内の単元配列 

３ ３つの学びの選択や単元構成，活動構成 

 パターン１の変更，更新が最も大きく，研究開発学校指

定を受けている本校ならではのカリキュラム改善と言え

る。一方，パターン２や３は多くの学校でもできる部分の

カリキュラム改善と考える。パターン１の変更，更新をす

れば，必然的に２や３に影響が出る。２の変更，更新をす

れば３に影響が出る。変更，更新する必要がない場合も含

め，変更，更新について考える。 

 

Ⅲ 結論 

 本年度は，子供の姿を総括的に評価しながら，カリキュ

ラムと子供の資質・能力の育成にどのような関係があるの

か，そして，どのようなカリキュラムに変更，更新すると

子供の資質・能力をより育成できるのか検証してきた。 

 ここからは，６年生のカリキュラムを事例として，カリ

キュラムの変更，更新の様子を述べる。 

１ アセスメントを基にしたカリキュラム・デザインの具体 
(1) 学年での基準合わせを基にしたテーマ学習の設定 

  ア 学年での基準合わせ（６年） 

 ４月当初に，「１年後，どのような姿になっていきたい

のか」という子供たちの願いを集めた。子供たちからは，

「附属小のリーダーとして，下級生にあこがれられる存在

になりたい」など，学校をつくる担い手としての考えが多

く見られた。このような子供たちの考えを基に，教師間に

おいて，学校教育目標である「未来社会を創造する子供の

育成」とつなぎ「よりよい学校や社会の担い手として主体

的に行動する」という学年テーマを設定し，学年の教師間

でどのような姿を目指すのか話し合った（資料１）。 

 

【資料１ 教師間における６年生の目指す姿の共有】 

さらに，子供たちが学年テーマの具体の姿について話し

合い，教師子供間で目指す姿の共有を行った（資料２）。 

 

【資料２ 教師子供間における目指す姿の共有】 

具体的には，「担い手」「主体的」「行動」の３つから，

それぞれの姿について話し合い，具体化を図った。 

  イ テーマ学習（小島実践／６年人間科） 

上記のように教師間，教師子供間において目指す姿を共

有したことで，後期前半に行うテーマ学習の具体を構想す

ることができた。具体的には，資料２の板書のような話合

いの中で，「学校」と「社会」の２つの言葉に着目し，そ

れらの関係について「社会の中に学校があると思うから，

まずは，学校の担い手として主体的に行動するということ

を目指した学習がしたい」という子供の発言から，後期前

半に行うテーマ学習の内容を決定することとなった。 

さらに，学年テーマにせまっていくための中心の問いを

設定するには，どのような資料や情報が必要かを子供たち

に問うと，「学校の中心として活躍している人の話を聞き

たい」「生徒会の人たちの話を聞きたい」などという意見

が多く挙がった。そこで，中学校，高等学校で活躍する生

徒会長からのインタビュー映像を子供たちに提示し，中心

の問いを設定した。さらに，中心の問いを解決するために，

どのような問いを解決する必要があるのかについて話し

合った。その中で，「これらの問いは，人間科の学習だけ

では解決できない。社会科や芸術科，言葉科の学習が必要

だ。」という子供の意見が挙がった（資料３）。 

 

【資料３ 中心の問いの設定と学習の見通し】 

このようにして，人間科で生まれた問いを社会科，芸術科，

言葉科の学習を基に解決していくという教科横断的な学

習が生まれることになった。これは，教師間による基準合

わせとともに，教師子供間による基準合わせを行うことに

よって，学年テーマにせまっていく学習を子供主体で構想

することができたからだと考える。 

実際の学習では，福岡小学校にわたしたちは何を残して

いきたいのかという問いの応えについて話し合う中で，

「わたしたち側の視点」だけではなく「受け継ぐ側の視点」

から問いの応えを見直す姿や，「受け継ぐ側の視点」を取

り入れた上で，自分たちの「思い」を伝えていきたいとい

う志を新たにする姿が見られた（資料４）。 
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 (2) 教科や学年に適したアセスメントの方法の選択 

 子供たちの学習状況を多角的に捉える方法は様々ある

が，その方法を教科の特性や学年段階などに応じて選択す

ることが，子供たちの状態を的確に捉える上で重要である。

そこで，各教科や学年における適切なアセスメントの方法

とそれを活用するタイミングを明らかにしたい。適切な方

法を選択することで精選された情報を基に教師は支援を

考えることができ，働き方改革へともつながる。また，ア

セスメントを行う適切なタイミングを明らかにすること

で，効果的なアセスメントを行い，カリキュラムを変更，

更新に生かすことができるようにしたい。 

アセスメントの方法を大きく２つ考えている。パフォー

マンス評価とポートフォリオ評価である。 

パフォーマンス評価とは，資質・能力の発揮を促すパフ

ォーマンス課題における子供の様子を観察・解釈する評価

方法である。ここでは，ルーブリックの設定とそれに伴う

モデレーション9，ルーブリックの各段階を示すアンカー

作品が必要となる。本研究においては，特にモデレーショ

ンを重視する（図８）。モデレーションとは「評価統一の

ための手続き」である。具体的には，授業者が作成したル

ーブリックをカリキュラムに関わる教師間で共有し，同じ

子供の姿をイメージできるのかルーブリックを修正する。

この際，各段階のルーブリックを具体的に示したアンカー

作品（表現物や発言，活動の様子）を用いて，ルーブリッ

クが示すイメージを共有する。そうすることで，より適切

に子供の姿を観察・解釈できるようになり，カリキュラム

が有効であったかを検討することができると考える。 

ただ一方で，このルーブリックづくりに時間と労力がか

かることも指摘されている10。そこで活用するのが，教科

ルーブリックである（図８）。教科ルーブリックをモデル

として単元ルーブリックを作成することで，子供の姿を常

に教科の目指す姿から捉え，ルーブリックを作成する時間

と労力の最小化にもつなげることができると考える。 

また，子供たちの資質・能力を最大限発揮させるような

パフォーマンス課題であれば，非認知能力の発揮について

も捉えることができるのではないかと考えている。 

 

【図８ 本研究におけるパフォーマンス評価のポイント】 

ポートフォリオ評価とは，ポートフォリオと呼ばれる子

供の作品や学習の記録を系統的に蓄積したものを基に，子

供自身が学習の在り方について自己評価することを促す

評価方法である。ここでは，子供との意義の共有，子供が

蓄積した作品を編集するための機会の設定，子供のポート

フォリオ検討会11が必要となる。これを本校ではマイタイ

ムの時間に行う。子供とどのように意義を共有し，何を集

め，どう編集し，検討するのか，そしてこれからの学習に

どのように生かすことができるのかも明らかにする。ICT

も活用しながら12，子供たちの学びの蓄積をすることによ

って，教科の見方・考え方の自覚や資質・能力の発揮の実

感を促すことができると考える。長期的にポートフォリオ

を比較していくことで，非認知能力の発揮についても捉え

ることができるのではないかと考えている（図９）。 

 

【図９ 本研究におけるポートフォリオ評価のポイント】 

(3) アセスメントによるカリキュラム改善サイクル 

カリキュラム・デザインにアセスメントを生かしていく

ためには，具体的なカリキュラム改善サイクルが必要とな

る。以下のようなサイクルで，カリキュラムの変更，更新

を行う（図 10）。 

 

【図 10 アセスメントによるカリキュラム改善サイクル】 

 まず，検証する単元と場面を設定する。それぞれの教科

の学習の中で，最も資質・能力の発揮が期待できる単元と

その場面を設定する。また，３つの学習（テーマ，リレー

ション，フォーカス）にも留意して設定する（図 10 の①）。

テーマ学習やリレーション学習であれば，ダイナミックな

活動展開となり，子供の資質・能力が発揮されやすい。ま

た，フォーカス学習であれば，目指す資質・能力を焦点化

している分，資質・能力の発揮の有無を捉えやすい。効果

的なアセスメントを期待することができる。次に，モデレ

ーションタイムによるルーブリックの共有と再構成を行

う（図 10 の②）。ここでは教科ルーブリックを活用して作

成した単元ルーブリックとそれを具体化したアンカー作

品を示す。子供の表現（ノートの記述，ビデオ記録した発

言や動き，作品など）をアンカー作品として，授業者の求

める姿を説明し，参観者と共有する。このモデレーション

タイムはあくまでも，授業者の目指す姿を共有するための

ものであり，学習計画や指導案の検討会ではない。 

 授業者と参観者はモデレーションタイムで共有した目

指す子供の姿から子供たちの様子を観察する（図 10 の③）。

本年度，実証授業の整理会は公開した翌日に設定している。

撮影した動画から解釈を行い，翌日の授業整理会に参加す

る。授業整理会では，授業者，参観者の観察，解釈を共有

し，そのズレや共通点を整理することによって，改善の方

向性を見いだす。そして，次時，次の単元，次年度の実践

にどのようにつなげるかといった視点で成果と課題を整

 

 

理し，必要に応じてカリキュラムの変更，更新を行う（図

10 の④⑤）。授業者は単元終了後，子供たちの表現を次年

度のアンカー作品として記録し，次年度のカリキュラムの

変更，更新に活用できるようにする。 

(4) カリキュラムの変更，更新の具体 

 カリキュラムの変更，更新をする場合，以下の３つのパ

ターンがあると考える（表２）。 

【表２ カリキュラムの変更，更新のパターン】 

パターン 変更，更新する対象 

１ 学習指導要領に含まれる目標や内容 

２ 年間指導計画内の単元配列 

３ ３つの学びの選択や単元構成，活動構成 

 パターン１の変更，更新が最も大きく，研究開発学校指

定を受けている本校ならではのカリキュラム改善と言え

る。一方，パターン２や３は多くの学校でもできる部分の

カリキュラム改善と考える。パターン１の変更，更新をす

れば，必然的に２や３に影響が出る。２の変更，更新をす

れば３に影響が出る。変更，更新する必要がない場合も含

め，変更，更新について考える。 

 

Ⅲ 結論 

 本年度は，子供の姿を総括的に評価しながら，カリキュ

ラムと子供の資質・能力の育成にどのような関係があるの

か，そして，どのようなカリキュラムに変更，更新すると

子供の資質・能力をより育成できるのか検証してきた。 

 ここからは，６年生のカリキュラムを事例として，カリ

キュラムの変更，更新の様子を述べる。 

１ アセスメントを基にしたカリキュラム・デザインの具体 
(1) 学年での基準合わせを基にしたテーマ学習の設定 

  ア 学年での基準合わせ（６年） 

 ４月当初に，「１年後，どのような姿になっていきたい

のか」という子供たちの願いを集めた。子供たちからは，

「附属小のリーダーとして，下級生にあこがれられる存在

になりたい」など，学校をつくる担い手としての考えが多

く見られた。このような子供たちの考えを基に，教師間に

おいて，学校教育目標である「未来社会を創造する子供の

育成」とつなぎ「よりよい学校や社会の担い手として主体

的に行動する」という学年テーマを設定し，学年の教師間

でどのような姿を目指すのか話し合った（資料１）。 

 

【資料１ 教師間における６年生の目指す姿の共有】 

さらに，子供たちが学年テーマの具体の姿について話し

合い，教師子供間で目指す姿の共有を行った（資料２）。 

 

【資料２ 教師子供間における目指す姿の共有】 

具体的には，「担い手」「主体的」「行動」の３つから，

それぞれの姿について話し合い，具体化を図った。 

  イ テーマ学習（小島実践／６年人間科） 

上記のように教師間，教師子供間において目指す姿を共

有したことで，後期前半に行うテーマ学習の具体を構想す

ることができた。具体的には，資料２の板書のような話合

いの中で，「学校」と「社会」の２つの言葉に着目し，そ

れらの関係について「社会の中に学校があると思うから，

まずは，学校の担い手として主体的に行動するということ

を目指した学習がしたい」という子供の発言から，後期前

半に行うテーマ学習の内容を決定することとなった。 

さらに，学年テーマにせまっていくための中心の問いを

設定するには，どのような資料や情報が必要かを子供たち

に問うと，「学校の中心として活躍している人の話を聞き

たい」「生徒会の人たちの話を聞きたい」などという意見

が多く挙がった。そこで，中学校，高等学校で活躍する生

徒会長からのインタビュー映像を子供たちに提示し，中心

の問いを設定した。さらに，中心の問いを解決するために，

どのような問いを解決する必要があるのかについて話し

合った。その中で，「これらの問いは，人間科の学習だけ

では解決できない。社会科や芸術科，言葉科の学習が必要

だ。」という子供の意見が挙がった（資料３）。 

 

【資料３ 中心の問いの設定と学習の見通し】 

このようにして，人間科で生まれた問いを社会科，芸術科，

言葉科の学習を基に解決していくという教科横断的な学

習が生まれることになった。これは，教師間による基準合

わせとともに，教師子供間による基準合わせを行うことに

よって，学年テーマにせまっていく学習を子供主体で構想

することができたからだと考える。 

実際の学習では，福岡小学校にわたしたちは何を残して

いきたいのかという問いの応えについて話し合う中で，

「わたしたち側の視点」だけではなく「受け継ぐ側の視点」

から問いの応えを見直す姿や，「受け継ぐ側の視点」を取

り入れた上で，自分たちの「思い」を伝えていきたいとい

う志を新たにする姿が見られた（資料４）。 
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【資料４ 中心の問いの答えについて話し合った板書】 

整理会の中では，上記のように省察性を発揮していた姿

と共に，子供たちの具体的な実践活動についての議論が不

十分であるという課題について議論となった。具体的には，

視点を変えて問いの応えを見直すことで，わたしたちが残

していきたい「思い」を明確にする姿が見られた一方で，

子供たちが本時に解決したい問いは，中心の問いではなく，

そこから発展した問いがあったのではないか，子供たちは

これからの具体的な実践活動について議論を進めたかっ

たのではないかという議論になった。 

 以上のようなサイクルを経て，本実践でのカリキュラム

の変更，更新は表２におけるパターン１，３が主であった。

具体的には，省察性の教科ルーブリックに示す「批判的思

考・メタ認知」では，「批判的に思考し，本質は何かと追

究しようとする姿」の具体として，「立場や視点を変えな

がら，本質は何かと追究しようする姿」へと変更を行った。

また，単元構成，活動構成についても，問いの解決状況を

全体で共有する場や，これからの実践活動を構想する場を

設定する必要があった。理由としては，省察性を重視した

単元構成，活動構成にしていたため，子供たちが実生活に

結びつけて思考をすることが不十分であったからである。

さらに，これを改善していくことが，さらなる省察性の育

成につながることが期待されると考える。 

（本実践の具体は，人間科実践事例を参照） 

(2) リレーション学習，フォーカス学習の設定 

  ア リレーション学習（西島実践／６年数学科） 

 第６学年数学科単元「文様の美しさのひみつにせまろう」

は，上記のテーマ学習で探究している過程で生まれた「美

しい形にはどのようなひみつがあるのか」という問いを基

に，芸術科と数学科のそれぞれから，日本の文化にある「美」

を捉えることをねらいとしたリレーション学習である。主

に数学科では，「美しい文様はどのような形の特徴がある

のだろう」という問いを基に，対称性という観点から文様

や既習の図形を見直し，その性質を捉えて美しさを見いだ

すことができることをねらいとした。 
 モデレーションタイムでは，芸術科の学習において，折

り紙を用いて作成した文様を基に，数学科の創造性を具体

化した単元ルーブリックについて議論した。議論の中心と

なったのは，論理的思考における「場面の発展」や「妥当

性の確かめ」についてであった。特に，「場面を発展させ

て考察」することについては，授業者の発問から学習活動

として設定してしまうと，子供自身の創造性が発揮された

とは言えないのではないかという意見があり，本時におけ

る活動構成を再検討していった。 

 実際の授業では，折りの回数が偶数や奇数のときの形の

特徴に帰納的に気付き，それがなぜ成り立つかを図や表を

使って説明する姿や，子供自らが場面を発展させて６回折

りではどうかと問いをもつ姿，角度という視点に着目して

何度回転するかということと，点対称や線対称という形の

特徴とを関係付けて捉えようとする姿が見られた。 

【写真 子供の気付きを整理した本時の板書】 

 整理会の中では，上記のように創造性を発揮していた姿

と共に，ある文様について，点対称と言えるかどうかを話

し合う姿について議論となった。同じグループで追究して

いた他者の発言をきっかけに，実際に折ってみたり，対応

する部分の長さを測ってみたりすることで繰り返し考察

する姿が見られた。このように他者と共に対象に働きかけ，

自分の考えを洗練していく姿は，数学科における協働性の

発揮と言えるのではないかという議論となった。 

 以上のようなサイクルを経て，本実践でのカリキュラム

の変更，更新は表２におけるパターン１が主であった。具

体的には，数学科の教科ルーブリックにおける創造性の

「論理的思考」と共に「規則性を見つけ，新たな問いを見

いだす」力も育成するべき重要な資質・能力と言えるので

はないかということである。また，創造性の育成において，

個の追究に加えて他の気付きを受け入れ，取り込む協働性

の発揮が効果的であることが明らかになってきた。 

（本実践の具体は，数学科実践事例を参照） 

  イ フォーカス学習（永松実践／６年健康科） 

 第６学年健康科単元「食で全力！脳力アップ！」は，健

康によい食生活の一つに脳の働きをよくするものがある

ことに気付き，これからの食生活に取り入れていこうとす

ることをねらいとしたフォーカス学習である。学年での基

準合わせにおいて，テーマ学習にもリレーション学習にも

当てはまらないことから，フォーカス学習として設定した。 
 モデレーションタイムでは，２年前の実践で当時の子供

たちが作成した献立を基に，単元ルーブリックについて議

論した。議論の中心となったのは，健康科の食領域の中で

子供の創造性が育成される場面はどこなのか，そして，創

造性を育成するための給食献立の条件である。特に，献立

を考える際の条件については，「給食としての実現可能性」

と「脳の働きをよくする食事」の２つの視点で考えさせる

とよいのではないか，という意見があり，本時における活

動構成や内容を再検討していった。 

 実際の学習では，授業の導入段階において，子供と共に

つくった献立に関するルーブリックを提示し，給食として

の実現可能性と脳の働きをよくする食事の２つの視点，そ

 

 

して栄養バランスのよい献立を作成するというゴール像

を共有した。展開段階では，アレルギーへの対応や適した

おかずの組合せ，カロリー計算アプリを活用してカロリー

を算出した。また，食に対する関心や生活経験の違いを生

かすために，意見交流を重視した結果，よりよい給食の献

立をつくろうとする姿が見られた。これは協働性の発揮で

あり，健康科の創造性を育成することにつながると考える。 

 

【資料５ 子供たちが作成した献立と家庭で調理した写真】 

整理会の中では，健康科の学習において健康に関する課

題を解決する過程の中で，対象との新たな関わり方を見い

だす創造性を育成するには，協働性や省察性の発揮が重要

なのではないかという議論になった。本時の中で，健康科

の協働性にあたる自他のよいところを生かし合ったり，不

十分なところを補い合ったりしながら献立を練り上げて

いく姿が見られたからである。学習の中に協働性や省察性

が発揮される体験的活動を組み込んでいくことで，健康科

の創造性を育成することができるのではないかという議

論になった。 

 以上のようなサイクルを経て，本実践でのカリキュラム

の変更，更新は表２におけるパターン３が主であった。具

体的には，創造性を育成するために協働性が発揮されるよ

うな生活経験の違いから互いの知識を求め合うような活

動の設定と単元構成の見直しである。 

（本実践の具体は，健康科実践事例を参照） 

(3) ６年生の実践に関する考察 

 ６年生において，「学年テーマ」を設定するまでの教師

間・子供教師間における「基準合わせ」の効果があること

が分かった。それは，学年での基準合わせを経て，テーマ

学習を子供自身がカリキュラムを構成し，それによって，

それぞれの教科の学習において資質・能力が発揮されてい

るからである。また，教科ルーブリックを基につくった単

元ルーブリックで子供たちの学習の様子を総括的に評価

したことによって，カリキュラムのどの部分を変更，更新

していくべきか複数の教員の目で判断し，明らかになって

きた。このサイクルを繰り返すことによって，カリキュラ

ムがよりよいものになっていくと考える。 

 また，教科ルーブリックを基に子供の姿を分析したこと

によって，各教科が主として育成する資質・能力とそれ以

外の２つの資質・能力の関係が教科毎に特性があることが

分かってきた。ここからは，各教科において明らかになっ

てきたことを述べる。 

２ 各教科の成果と課題 
(1) 人間科（○小島，宇戸） 

  ア カリキュラムの変更，更新の方向性 

 人間科におけるカリキュラムの変更，更新はパターン１，

３が主であった。人間科「わたしたちが残したいもの」の

学習において，６年生の授業中の実際の姿から，省察性の

具体が明らかとなった。教科ルーブリックに示す「批判的

思考・メタ認知」では，「問い直す姿」のとして，「視点を

変えて物事を捉え直す姿」へと変更を行った。また，単元

構成，活動構成についても，改善を行う必要があった。理

由としては，省察性を重視した単元構成，活動構成にして

いたため，子供たちが実生活に結び付けて思考をすること

が不十分であることが明らかとなったからである。 

  イ アセスメントの方法の選択 

 人間科におけるアセスメントの方法としては，主にポー

トフォリオ評価が中心となった。特に，テーマ学習におい

ては，子供が学習の過程で，中心の問いの答えを蓄積し，

自分の考えの変容を自覚していくことによって，資質・能

力の発揮を捉えることができた。自己の変容が明確になる

ことで，自分自身と人や社会，自然との関わりを考え，よ

りよい自己の生き方についての考えを深めようとする姿

が現れるからである。４年生「成長する自分たち」におい

ては，自分はどのように成長してきたのかという問いに対

して学習してきたことをポートフォリオとしてノートに

蓄積した。それを分析することで，自己理解を深める子供

の様子を捉えることができた。 

  ウ ３つの資質・能力の関係 

 人間科は主に省察性の育成を担う教科であるが，協働性

の発揮によって省察性が育成できると考える。自分の学び

方や在り方を深く内省し，これからの志を明らかにしよう

とするためには，人間科の協働性を発揮し，仲間や他者の

考えに耳を傾け，自分と同じように尊重しようとすること

が重要であった。６年生「わたしたちが残したいもの」に

おいて，「わたしたち側の視点」で，これからの学校に残

していきたいものについて追究する姿があった。しかし，

協働性を発揮し，「受け継ぐ側の視点」から思考している

友達やモデルとなる人物の考えに耳を傾け，何を残してい

くのかを問い直す中で，自分の学びを深く内省し，これか

らの志を明らかにしようとする姿が見られた。 

  エ 課題 

 省察性と協働性の関係は見えてきたが，人間科における

創造性がどのような役割を果たしているのかが明らかに

なっていない。それは，創造性の教科ルーブリックに課題

があるためであり，内容固有の創造性の具体を示す必要が

あると考える。具体的には，価値創造と文化創造の内容に

おいて，子供たちがつくり出している対象が違う（前者は

「価値」をつくり出し，後者は，学校生活を向上させるた

めの具体的な考えをつくり出している）。このことを実際

の子供の様子から明らかにする必要がある。 
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【資料４ 中心の問いの答えについて話し合った板書】 

整理会の中では，上記のように省察性を発揮していた姿

と共に，子供たちの具体的な実践活動についての議論が不

十分であるという課題について議論となった。具体的には，

視点を変えて問いの応えを見直すことで，わたしたちが残

していきたい「思い」を明確にする姿が見られた一方で，

子供たちが本時に解決したい問いは，中心の問いではなく，

そこから発展した問いがあったのではないか，子供たちは

これからの具体的な実践活動について議論を進めたかっ

たのではないかという議論になった。 

 以上のようなサイクルを経て，本実践でのカリキュラム

の変更，更新は表２におけるパターン１，３が主であった。

具体的には，省察性の教科ルーブリックに示す「批判的思

考・メタ認知」では，「批判的に思考し，本質は何かと追

究しようとする姿」の具体として，「立場や視点を変えな

がら，本質は何かと追究しようする姿」へと変更を行った。

また，単元構成，活動構成についても，問いの解決状況を

全体で共有する場や，これからの実践活動を構想する場を

設定する必要があった。理由としては，省察性を重視した

単元構成，活動構成にしていたため，子供たちが実生活に

結びつけて思考をすることが不十分であったからである。

さらに，これを改善していくことが，さらなる省察性の育

成につながることが期待されると考える。 

（本実践の具体は，人間科実践事例を参照） 

(2) リレーション学習，フォーカス学習の設定 

  ア リレーション学習（西島実践／６年数学科） 

 第６学年数学科単元「文様の美しさのひみつにせまろう」

は，上記のテーマ学習で探究している過程で生まれた「美

しい形にはどのようなひみつがあるのか」という問いを基

に，芸術科と数学科のそれぞれから，日本の文化にある「美」

を捉えることをねらいとしたリレーション学習である。主

に数学科では，「美しい文様はどのような形の特徴がある

のだろう」という問いを基に，対称性という観点から文様

や既習の図形を見直し，その性質を捉えて美しさを見いだ

すことができることをねらいとした。 
 モデレーションタイムでは，芸術科の学習において，折

り紙を用いて作成した文様を基に，数学科の創造性を具体

化した単元ルーブリックについて議論した。議論の中心と

なったのは，論理的思考における「場面の発展」や「妥当

性の確かめ」についてであった。特に，「場面を発展させ

て考察」することについては，授業者の発問から学習活動

として設定してしまうと，子供自身の創造性が発揮された

とは言えないのではないかという意見があり，本時におけ

る活動構成を再検討していった。 

 実際の授業では，折りの回数が偶数や奇数のときの形の

特徴に帰納的に気付き，それがなぜ成り立つかを図や表を

使って説明する姿や，子供自らが場面を発展させて６回折

りではどうかと問いをもつ姿，角度という視点に着目して

何度回転するかということと，点対称や線対称という形の

特徴とを関係付けて捉えようとする姿が見られた。 

【写真 子供の気付きを整理した本時の板書】 

 整理会の中では，上記のように創造性を発揮していた姿

と共に，ある文様について，点対称と言えるかどうかを話

し合う姿について議論となった。同じグループで追究して

いた他者の発言をきっかけに，実際に折ってみたり，対応

する部分の長さを測ってみたりすることで繰り返し考察

する姿が見られた。このように他者と共に対象に働きかけ，

自分の考えを洗練していく姿は，数学科における協働性の

発揮と言えるのではないかという議論となった。 

 以上のようなサイクルを経て，本実践でのカリキュラム

の変更，更新は表２におけるパターン１が主であった。具

体的には，数学科の教科ルーブリックにおける創造性の

「論理的思考」と共に「規則性を見つけ，新たな問いを見

いだす」力も育成するべき重要な資質・能力と言えるので

はないかということである。また，創造性の育成において，

個の追究に加えて他の気付きを受け入れ，取り込む協働性

の発揮が効果的であることが明らかになってきた。 

（本実践の具体は，数学科実践事例を参照） 

  イ フォーカス学習（永松実践／６年健康科） 

 第６学年健康科単元「食で全力！脳力アップ！」は，健

康によい食生活の一つに脳の働きをよくするものがある

ことに気付き，これからの食生活に取り入れていこうとす

ることをねらいとしたフォーカス学習である。学年での基

準合わせにおいて，テーマ学習にもリレーション学習にも

当てはまらないことから，フォーカス学習として設定した。 
 モデレーションタイムでは，２年前の実践で当時の子供

たちが作成した献立を基に，単元ルーブリックについて議

論した。議論の中心となったのは，健康科の食領域の中で

子供の創造性が育成される場面はどこなのか，そして，創

造性を育成するための給食献立の条件である。特に，献立

を考える際の条件については，「給食としての実現可能性」

と「脳の働きをよくする食事」の２つの視点で考えさせる

とよいのではないか，という意見があり，本時における活

動構成や内容を再検討していった。 

 実際の学習では，授業の導入段階において，子供と共に

つくった献立に関するルーブリックを提示し，給食として

の実現可能性と脳の働きをよくする食事の２つの視点，そ

 

 

して栄養バランスのよい献立を作成するというゴール像

を共有した。展開段階では，アレルギーへの対応や適した

おかずの組合せ，カロリー計算アプリを活用してカロリー

を算出した。また，食に対する関心や生活経験の違いを生

かすために，意見交流を重視した結果，よりよい給食の献

立をつくろうとする姿が見られた。これは協働性の発揮で

あり，健康科の創造性を育成することにつながると考える。 

 

【資料５ 子供たちが作成した献立と家庭で調理した写真】 

整理会の中では，健康科の学習において健康に関する課

題を解決する過程の中で，対象との新たな関わり方を見い

だす創造性を育成するには，協働性や省察性の発揮が重要

なのではないかという議論になった。本時の中で，健康科

の協働性にあたる自他のよいところを生かし合ったり，不

十分なところを補い合ったりしながら献立を練り上げて

いく姿が見られたからである。学習の中に協働性や省察性

が発揮される体験的活動を組み込んでいくことで，健康科

の創造性を育成することができるのではないかという議

論になった。 

 以上のようなサイクルを経て，本実践でのカリキュラム

の変更，更新は表２におけるパターン３が主であった。具

体的には，創造性を育成するために協働性が発揮されるよ

うな生活経験の違いから互いの知識を求め合うような活

動の設定と単元構成の見直しである。 

（本実践の具体は，健康科実践事例を参照） 

(3) ６年生の実践に関する考察 

 ６年生において，「学年テーマ」を設定するまでの教師

間・子供教師間における「基準合わせ」の効果があること

が分かった。それは，学年での基準合わせを経て，テーマ

学習を子供自身がカリキュラムを構成し，それによって，

それぞれの教科の学習において資質・能力が発揮されてい

るからである。また，教科ルーブリックを基につくった単

元ルーブリックで子供たちの学習の様子を総括的に評価

したことによって，カリキュラムのどの部分を変更，更新

していくべきか複数の教員の目で判断し，明らかになって

きた。このサイクルを繰り返すことによって，カリキュラ

ムがよりよいものになっていくと考える。 

 また，教科ルーブリックを基に子供の姿を分析したこと

によって，各教科が主として育成する資質・能力とそれ以

外の２つの資質・能力の関係が教科毎に特性があることが

分かってきた。ここからは，各教科において明らかになっ

てきたことを述べる。 

２ 各教科の成果と課題 
(1) 人間科（○小島，宇戸） 

  ア カリキュラムの変更，更新の方向性 

 人間科におけるカリキュラムの変更，更新はパターン１，

３が主であった。人間科「わたしたちが残したいもの」の

学習において，６年生の授業中の実際の姿から，省察性の

具体が明らかとなった。教科ルーブリックに示す「批判的

思考・メタ認知」では，「問い直す姿」のとして，「視点を

変えて物事を捉え直す姿」へと変更を行った。また，単元

構成，活動構成についても，改善を行う必要があった。理

由としては，省察性を重視した単元構成，活動構成にして

いたため，子供たちが実生活に結び付けて思考をすること

が不十分であることが明らかとなったからである。 

  イ アセスメントの方法の選択 

 人間科におけるアセスメントの方法としては，主にポー

トフォリオ評価が中心となった。特に，テーマ学習におい

ては，子供が学習の過程で，中心の問いの答えを蓄積し，

自分の考えの変容を自覚していくことによって，資質・能

力の発揮を捉えることができた。自己の変容が明確になる

ことで，自分自身と人や社会，自然との関わりを考え，よ

りよい自己の生き方についての考えを深めようとする姿

が現れるからである。４年生「成長する自分たち」におい

ては，自分はどのように成長してきたのかという問いに対

して学習してきたことをポートフォリオとしてノートに

蓄積した。それを分析することで，自己理解を深める子供

の様子を捉えることができた。 

  ウ ３つの資質・能力の関係 

 人間科は主に省察性の育成を担う教科であるが，協働性

の発揮によって省察性が育成できると考える。自分の学び

方や在り方を深く内省し，これからの志を明らかにしよう

とするためには，人間科の協働性を発揮し，仲間や他者の

考えに耳を傾け，自分と同じように尊重しようとすること

が重要であった。６年生「わたしたちが残したいもの」に

おいて，「わたしたち側の視点」で，これからの学校に残

していきたいものについて追究する姿があった。しかし，

協働性を発揮し，「受け継ぐ側の視点」から思考している

友達やモデルとなる人物の考えに耳を傾け，何を残してい

くのかを問い直す中で，自分の学びを深く内省し，これか

らの志を明らかにしようとする姿が見られた。 

  エ 課題 

 省察性と協働性の関係は見えてきたが，人間科における

創造性がどのような役割を果たしているのかが明らかに

なっていない。それは，創造性の教科ルーブリックに課題

があるためであり，内容固有の創造性の具体を示す必要が

あると考える。具体的には，価値創造と文化創造の内容に

おいて，子供たちがつくり出している対象が違う（前者は

「価値」をつくり出し，後者は，学校生活を向上させるた

めの具体的な考えをつくり出している）。このことを実際

の子供の様子から明らかにする必要がある。 
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(2) 社会科（○井手，烏田） 

  ア カリキュラムの変更，更新の方向性 

 社会科におけるカリキュラムの変更，更新はパターン２，

３が主であった。低学年においては，学習の対象を家や学

校内から地域へと広げていくように内容【A環境】の系統

を見直した。それは１年生と２年生における公園を対象と

した遊びにおいて重なりが見られたためである。高学年に

おいては，リレーション学習を展開する価値があったため，

新たに設定した。一例として，５年生における科学科との

リレーション学習である。５年生においては，産業の課題

を分析することによって科学科のプログラミングの必然

性が高まった（科学科実践事例）。 

  イ アセスメントの方法の選択 

 社会科におけるアセスメントの方法としては，主にパフ

ォーマンス評価が中心となった。特に，プロジェクト型の

課題によって，資質・能力の発揮を捉えることができた。

解決したい中心の問いが明確になることで，プロジェクト

の達成が誰に影響を与えるのかが明確になり，地域や社会

の一員として働きかける姿が現れるからである。６年生

「未来へつながるまちづくり」においては，まちづくりプ

ランを行政や民間企業の方にプレゼンすることによって，

小学生であっても社会へ影響を与える可能性を実感する

子供の様子を捉えることができた。一方で，低学年におい

てはポートフォリオ評価も必要であった。それは，問いが

連続的に発展する中で学びが生まれるからである。２年生

「西公園の み力 はっけん プロジェクト」では，西公園

の魅力を考えている子供たちが大濠公園に関心をもち，比

較することによってそれぞれのよさを捉え，働きかけよう

とする姿があった。これは問いの連続とそれによる子供の

変化をポートフォリオとして蓄積したノートを分析する

ことで捉えることができた。 

  ウ ３つの資質・能力の関係 

 社会科は主に協働性の育成を担う教科であるが，創造性

の発揮によって協働性が育成できると考える。学校や地域，

社会に存在する多様な他者を受け入れ，働きかけようとす

るためには，社会科の創造性を発揮し，多面的・多角的に

考え，バックキャスティングのように未来志向的に考える

ことが重要であった。６年生「未来へつながるまちづくり」

において，社会課題の多さに初めは悲観的になる姿があっ

た。しかし，創造性を発揮し，課題に取り組む多様な人々

の存在を知り，目指す社会を設定して課題を解決する道筋

を考える中で，社会課題が多くあっても，その社会の一員

として働きかけようとする協働性の発揮が見られた。 

  エ 課題 

 協働性と創造性の関係は見えてきたが，社会科において

省察性がどのような役割を果たしているのかが明らかに

なっていない。それは，教科ルーブリックに課題があると

考える。社会科の中で子供たちがどのように省察性を発揮

させ，それが他の資質・能力にどのような影響を与えてい

るのか，子供の様子から明らかにする必要がある。 

(3) 言葉科（○大村，扇，中河原，藤） 

  ア カリキュラム改善の方向性 

 言葉科におけるカリキュラムの変更，更新はパターン２

が主であった。特に年間指導計画における日本語と英語の

単元配列を見直した。それは，第６学年「心を動かすプレ

ゼンテーション」に意図的に先行する配列で行った「This 

is my opinion.」の学習との関連によって顕著に見られ

た。具体的には，話すことにおけるノンバーバルコミュニ

ケーションに関わる資質・能力を日本語と英語で生かし合

うことができた。さらに，第３学年言葉科「バイリンガル

絵本の世界」では，英語の直訳と意訳を比較し，物語の展

開における訳語の効果を捉えた。その際，日本語の文学的

文章で「起承転結の効果」など，物語の構造を捉えた後に

単元配列することが母語の文化的背景や言葉が意味を伝

達する論理を捉えるという創造性の発揮につながった。 

  イ アセスメントの方法の選択 

 言葉科におけるアセスメントの方法としては，主にパフ

ォーマンス評価が中心となった。言葉科における創造性を

長期的に見取るために，パフォーマンス課題を単元の山場

となる場面に設定した。４年生「This is me.」では，show 

and tell の動画を蓄積し，自己評価することで，表情，声

の大小，間，反復，資料提示など話し方の効果を追究する

ことができた。さらに，６年生「心を動かすプレゼンテー

ション」では，聞き手の評価を視覚化するパフォーマンス

評価を行うことで，４年生で発揮した話し方に加え，ユー

モアやキラーフレーズ，聞き手の理解を推し量るやりとり

などの話し方に着目し，追究していく姿を捉えることがで

きた。一方で，低学年期において，劇化など「なりきる」

学びに没頭して創造性を発揮する子供の姿の評価の在り

方と具体的方途についてさらに追究していく必要がある。 

  ウ ３つの資質・能力の関係 

 言葉科は主に創造性の育成を担う教科であるが，他者意

識が自分の言葉に働きかける協働性によって言葉を介し

た認識や伝達を担う創造性が発揮されていることが明ら

かになってきた。また，言葉は，実用的側面・文化的側面

が内在することから，言葉を届ける他者と言葉を使う当事

者との相互作用による協働性の発揮が重要である。例えば，

６年生「心を動かすプレゼンテーション」において，プレ

ゼンテーションの話し方を追究する中で，協働性である聞

き手意識が構成や話し方に深く結びついていた。ここから

言葉科では，協働性自体が創造性そのものとして表出する

関係が有り得ることが明らかになってきた。 

  エ 課題 

 創造性と協働性との包含関係が今年度までの実証授業

によって見えてきたが，創造性を育成する上で，省察性の

具体を明らかにできていない。「日本語とは～な言語だ」

「日本語を英語とともに学ぶと～な価値がある」といった，

言葉そのものを見つめる視点から，言語横断的学習の効果

としてのメタ言語能力が創造性の発揮にどのような影響

を与えているかを明らかにする必要がある。 

 

 

(4) 数学科（○石橋，西島，田中） 

  ア カリキュラム改善の方向性 

 数学科におけるカリキュラムの変更，更新はパターン１

が主であった。数学科の教科ルーブリックにおける創造性

の下位概念としている「論理的思考」や「問いの見いだし」

について見直した。それは，第６学年リレーション学習に

おいて，発展的に考察するという論理的思考は，規則性を

見いだし，問いをもつことから働いているものということ

が明らかになったからである。さらに，創造性が十分に発

揮された学習では，他者と共に対象に働きかけていく協働

性も発揮されていることが明らかになったことから３つ

の資質・能力の関係について改善の必然性が高まった。 

  イ アセスメントの方法の選択 

 数学科におけるアセスメントの方法としては，主にパフ

ォーマンス評価が中心となった。数学科における創造性を

長期的に見取るために，パフォーマンス課題を単元の山場

となる場面に設定した。６年生「文様の美しさのひみつに

せまろう」では，単元の後半に「文様の折りの回数と形の

特徴にはどのような関係があるのか」というパフォーマン

ス課題を設定することによって，形の特徴である対称性は

もちろん，偶数や奇数，さらに角度などに着目し，学年や

内容を超えて追究していく姿を捉えることができた。また

３年生「重さの世界」では，単元の展開段階において，「ど

ちらが重いか」，「どれだけ重いか」，「どの方法が便利か」

という課題を解決するために行った３時間の測定活動で，

直接比較，間接比較，任意単位による比較，普遍単位によ

る比較の４つの測定方法の違いに着目したり，既習の量で

ある長さと関連付けて重さの測定方法を説明したりする

姿を捉えることができた。 

  ウ ３つの資質・能力の関係 

 数学科は主に創造性の育成を担う教科であるが，創造性

が発揮されているときほど，他者と共に対象に働きかける

協働性も発揮されていることが明らかになってきた。問い

を見いだし，論理的思考を働かせながら問題解決を図るた

めには，他者の問いやアイデアも取り込みながら自分の考

えを洗練していく協働性の発揮が重要である。それは，６

年生「文様の美しさのひみつにせまろう」において，多様

な視点から問いが生まれることによって，他者と関わる必

然性が生まれ，そのことによって場面の発展や演繹的な説

明等の創造性が発揮された姿が見られたからである。 

  エ 課題 

 創造性の具体や協働性との関係は今年度までの実証授

業によって見えてきたが，創造性を育成する上で，省察性

がどのような役割を果たしているのかは明らかにできて

いない。教科ルーブリックの省察性には，問題解決過程の

振り返りを最も重視しているが，そのタイミングは必ずし

も１単位時間の後半だけではないと考える。そのような視

点から数学科の中で子供たちがどのように省察性を発揮

させ，それが創造性の育成にどのような影響を与えている

か明らかにする必要がある。 

(5) 科学科（○関，大橋） 

  ア カリキュラム改善の方向性 

科学におけるカリキュラムの変更，更新はパターン１，

２が主であった。Ｃ領域においては，６年間を通して発揮

を促していく「問題解決における情報技術を活用する力」

について見直した。それは，５年生における社会科とのリ

レーション学習において，産業の課題に合わせてプログラ

ミングを行うことで，子供のプログラムに対する評価・改

善の基準が明確になり，創造性の発揮につながることが明

らかになったからである。また，Ａ領域においては，「振

り子の規則性」と「ビー玉コースター」の単元配列を連続

させることにした。重力の影響下で動くものを距離や高さ，

速さや重さの視点で条件を制御して追究する活動を連続

して位置付けることにより，エネルギーの移り変わりから

妥当な考えをつくり出そうとする姿が見られた。 

  イ アセスメントの方法の選択 

 科学科におけるアセスメントの方法としては，主にパフ

ォーマンス評価が中心となった。導入段階に子供と共に追

究する問題を設定し，終末段階においてこれまでの学びを

生かした問題の解決を位置付けることで資質・能力の発揮

を捉えることができた。５年生，Ｃ領域の「未来をのせて！

ドローン」においては，動作制御や画像認識を使用して，

社会の課題を解決するプログラムをつくることによって，

未来社会におけるドローンの有用性や科学技術を利用す

ることの良さを感じる子供の様子を捉えることができた。

一方，Ａ領域の「ビー玉コースター」においてはポートフ

ォリオ評価も必要であった。それは，概念変容がどのよう

に行われたのか子供自身が自覚することできるからであ

る。初めは，重さと速さを関係付けていた子供が実験を繰

り返すことを通して，重さを変えることでもの速さを変え

ることはできないことになかなか受け入れることができ

なかった。しかし，重さが違うものを衝突させて速さを変

えることができることに気付き，自分自身が動くものの重

さに対してもっていた捉えを更新する姿があった。 

  ウ ３つの資質・能力の関係 

科学科は主に創造性の育成を担う教科であるが，創造性

が発揮されているときほど，自身の考えの変容を自覚して

いく省察性も発揮されることが明らかになってきた。それ

は創造性と省察性は往還することで発揮されるからであ

る。第５学年「ふりこの規則性」において，振り子の振れ

幅は周期に関係するという考えを否定するデータが出て

きた際，移動する距離の差に目を向けていた子供は矛盾を

感じていた。そこで，動くおもりの速さを計測する実験を

行うことで，距離が長い分，速く動くことで周期に変化が

なくなっているという考えをつくり出した。 

  エ 課題 

 科学科において，創造性の発揮に協働性がどのような役

割を果たしているのか明らかになっていない。実験・観察

場面における協働や結果考察の場面の協働など，場面ごと

の子供の様子から明らかにする必要がある。 
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(2) 社会科（○井手，烏田） 

  ア カリキュラムの変更，更新の方向性 

 社会科におけるカリキュラムの変更，更新はパターン２，

３が主であった。低学年においては，学習の対象を家や学

校内から地域へと広げていくように内容【A環境】の系統

を見直した。それは１年生と２年生における公園を対象と

した遊びにおいて重なりが見られたためである。高学年に

おいては，リレーション学習を展開する価値があったため，

新たに設定した。一例として，５年生における科学科との

リレーション学習である。５年生においては，産業の課題

を分析することによって科学科のプログラミングの必然

性が高まった（科学科実践事例）。 

  イ アセスメントの方法の選択 

 社会科におけるアセスメントの方法としては，主にパフ

ォーマンス評価が中心となった。特に，プロジェクト型の

課題によって，資質・能力の発揮を捉えることができた。

解決したい中心の問いが明確になることで，プロジェクト

の達成が誰に影響を与えるのかが明確になり，地域や社会

の一員として働きかける姿が現れるからである。６年生

「未来へつながるまちづくり」においては，まちづくりプ

ランを行政や民間企業の方にプレゼンすることによって，

小学生であっても社会へ影響を与える可能性を実感する

子供の様子を捉えることができた。一方で，低学年におい

てはポートフォリオ評価も必要であった。それは，問いが

連続的に発展する中で学びが生まれるからである。２年生

「西公園の み力 はっけん プロジェクト」では，西公園

の魅力を考えている子供たちが大濠公園に関心をもち，比

較することによってそれぞれのよさを捉え，働きかけよう

とする姿があった。これは問いの連続とそれによる子供の

変化をポートフォリオとして蓄積したノートを分析する

ことで捉えることができた。 

  ウ ３つの資質・能力の関係 

 社会科は主に協働性の育成を担う教科であるが，創造性

の発揮によって協働性が育成できると考える。学校や地域，

社会に存在する多様な他者を受け入れ，働きかけようとす

るためには，社会科の創造性を発揮し，多面的・多角的に

考え，バックキャスティングのように未来志向的に考える

ことが重要であった。６年生「未来へつながるまちづくり」

において，社会課題の多さに初めは悲観的になる姿があっ

た。しかし，創造性を発揮し，課題に取り組む多様な人々

の存在を知り，目指す社会を設定して課題を解決する道筋

を考える中で，社会課題が多くあっても，その社会の一員

として働きかけようとする協働性の発揮が見られた。 

  エ 課題 

 協働性と創造性の関係は見えてきたが，社会科において

省察性がどのような役割を果たしているのかが明らかに

なっていない。それは，教科ルーブリックに課題があると

考える。社会科の中で子供たちがどのように省察性を発揮

させ，それが他の資質・能力にどのような影響を与えてい

るのか，子供の様子から明らかにする必要がある。 

(3) 言葉科（○大村，扇，中河原，藤） 

  ア カリキュラム改善の方向性 

 言葉科におけるカリキュラムの変更，更新はパターン２

が主であった。特に年間指導計画における日本語と英語の

単元配列を見直した。それは，第６学年「心を動かすプレ

ゼンテーション」に意図的に先行する配列で行った「This 

is my opinion.」の学習との関連によって顕著に見られ

た。具体的には，話すことにおけるノンバーバルコミュニ

ケーションに関わる資質・能力を日本語と英語で生かし合

うことができた。さらに，第３学年言葉科「バイリンガル

絵本の世界」では，英語の直訳と意訳を比較し，物語の展

開における訳語の効果を捉えた。その際，日本語の文学的

文章で「起承転結の効果」など，物語の構造を捉えた後に

単元配列することが母語の文化的背景や言葉が意味を伝

達する論理を捉えるという創造性の発揮につながった。 

  イ アセスメントの方法の選択 

 言葉科におけるアセスメントの方法としては，主にパフ

ォーマンス評価が中心となった。言葉科における創造性を

長期的に見取るために，パフォーマンス課題を単元の山場

となる場面に設定した。４年生「This is me.」では，show 

and tell の動画を蓄積し，自己評価することで，表情，声

の大小，間，反復，資料提示など話し方の効果を追究する

ことができた。さらに，６年生「心を動かすプレゼンテー

ション」では，聞き手の評価を視覚化するパフォーマンス

評価を行うことで，４年生で発揮した話し方に加え，ユー

モアやキラーフレーズ，聞き手の理解を推し量るやりとり

などの話し方に着目し，追究していく姿を捉えることがで

きた。一方で，低学年期において，劇化など「なりきる」

学びに没頭して創造性を発揮する子供の姿の評価の在り

方と具体的方途についてさらに追究していく必要がある。 

  ウ ３つの資質・能力の関係 

 言葉科は主に創造性の育成を担う教科であるが，他者意

識が自分の言葉に働きかける協働性によって言葉を介し

た認識や伝達を担う創造性が発揮されていることが明ら

かになってきた。また，言葉は，実用的側面・文化的側面

が内在することから，言葉を届ける他者と言葉を使う当事

者との相互作用による協働性の発揮が重要である。例えば，

６年生「心を動かすプレゼンテーション」において，プレ

ゼンテーションの話し方を追究する中で，協働性である聞

き手意識が構成や話し方に深く結びついていた。ここから

言葉科では，協働性自体が創造性そのものとして表出する

関係が有り得ることが明らかになってきた。 

  エ 課題 

 創造性と協働性との包含関係が今年度までの実証授業

によって見えてきたが，創造性を育成する上で，省察性の

具体を明らかにできていない。「日本語とは～な言語だ」

「日本語を英語とともに学ぶと～な価値がある」といった，

言葉そのものを見つめる視点から，言語横断的学習の効果

としてのメタ言語能力が創造性の発揮にどのような影響

を与えているかを明らかにする必要がある。 

 

 

(4) 数学科（○石橋，西島，田中） 

  ア カリキュラム改善の方向性 

 数学科におけるカリキュラムの変更，更新はパターン１

が主であった。数学科の教科ルーブリックにおける創造性

の下位概念としている「論理的思考」や「問いの見いだし」

について見直した。それは，第６学年リレーション学習に

おいて，発展的に考察するという論理的思考は，規則性を

見いだし，問いをもつことから働いているものということ

が明らかになったからである。さらに，創造性が十分に発

揮された学習では，他者と共に対象に働きかけていく協働

性も発揮されていることが明らかになったことから３つ

の資質・能力の関係について改善の必然性が高まった。 

  イ アセスメントの方法の選択 

 数学科におけるアセスメントの方法としては，主にパフ

ォーマンス評価が中心となった。数学科における創造性を

長期的に見取るために，パフォーマンス課題を単元の山場

となる場面に設定した。６年生「文様の美しさのひみつに

せまろう」では，単元の後半に「文様の折りの回数と形の

特徴にはどのような関係があるのか」というパフォーマン

ス課題を設定することによって，形の特徴である対称性は

もちろん，偶数や奇数，さらに角度などに着目し，学年や

内容を超えて追究していく姿を捉えることができた。また

３年生「重さの世界」では，単元の展開段階において，「ど

ちらが重いか」，「どれだけ重いか」，「どの方法が便利か」

という課題を解決するために行った３時間の測定活動で，

直接比較，間接比較，任意単位による比較，普遍単位によ

る比較の４つの測定方法の違いに着目したり，既習の量で

ある長さと関連付けて重さの測定方法を説明したりする

姿を捉えることができた。 

  ウ ３つの資質・能力の関係 

 数学科は主に創造性の育成を担う教科であるが，創造性

が発揮されているときほど，他者と共に対象に働きかける

協働性も発揮されていることが明らかになってきた。問い

を見いだし，論理的思考を働かせながら問題解決を図るた

めには，他者の問いやアイデアも取り込みながら自分の考

えを洗練していく協働性の発揮が重要である。それは，６

年生「文様の美しさのひみつにせまろう」において，多様

な視点から問いが生まれることによって，他者と関わる必

然性が生まれ，そのことによって場面の発展や演繹的な説

明等の創造性が発揮された姿が見られたからである。 

  エ 課題 

 創造性の具体や協働性との関係は今年度までの実証授

業によって見えてきたが，創造性を育成する上で，省察性

がどのような役割を果たしているのかは明らかにできて

いない。教科ルーブリックの省察性には，問題解決過程の

振り返りを最も重視しているが，そのタイミングは必ずし

も１単位時間の後半だけではないと考える。そのような視

点から数学科の中で子供たちがどのように省察性を発揮

させ，それが創造性の育成にどのような影響を与えている

か明らかにする必要がある。 

(5) 科学科（○関，大橋） 

  ア カリキュラム改善の方向性 

科学におけるカリキュラムの変更，更新はパターン１，

２が主であった。Ｃ領域においては，６年間を通して発揮

を促していく「問題解決における情報技術を活用する力」

について見直した。それは，５年生における社会科とのリ

レーション学習において，産業の課題に合わせてプログラ

ミングを行うことで，子供のプログラムに対する評価・改

善の基準が明確になり，創造性の発揮につながることが明

らかになったからである。また，Ａ領域においては，「振

り子の規則性」と「ビー玉コースター」の単元配列を連続

させることにした。重力の影響下で動くものを距離や高さ，

速さや重さの視点で条件を制御して追究する活動を連続

して位置付けることにより，エネルギーの移り変わりから

妥当な考えをつくり出そうとする姿が見られた。 

  イ アセスメントの方法の選択 

 科学科におけるアセスメントの方法としては，主にパフ

ォーマンス評価が中心となった。導入段階に子供と共に追

究する問題を設定し，終末段階においてこれまでの学びを

生かした問題の解決を位置付けることで資質・能力の発揮

を捉えることができた。５年生，Ｃ領域の「未来をのせて！

ドローン」においては，動作制御や画像認識を使用して，

社会の課題を解決するプログラムをつくることによって，

未来社会におけるドローンの有用性や科学技術を利用す

ることの良さを感じる子供の様子を捉えることができた。

一方，Ａ領域の「ビー玉コースター」においてはポートフ

ォリオ評価も必要であった。それは，概念変容がどのよう

に行われたのか子供自身が自覚することできるからであ

る。初めは，重さと速さを関係付けていた子供が実験を繰

り返すことを通して，重さを変えることでもの速さを変え

ることはできないことになかなか受け入れることができ

なかった。しかし，重さが違うものを衝突させて速さを変

えることができることに気付き，自分自身が動くものの重

さに対してもっていた捉えを更新する姿があった。 

  ウ ３つの資質・能力の関係 

科学科は主に創造性の育成を担う教科であるが，創造性

が発揮されているときほど，自身の考えの変容を自覚して

いく省察性も発揮されることが明らかになってきた。それ

は創造性と省察性は往還することで発揮されるからであ

る。第５学年「ふりこの規則性」において，振り子の振れ

幅は周期に関係するという考えを否定するデータが出て

きた際，移動する距離の差に目を向けていた子供は矛盾を

感じていた。そこで，動くおもりの速さを計測する実験を

行うことで，距離が長い分，速く動くことで周期に変化が

なくなっているという考えをつくり出した。 

  エ 課題 

 科学科において，創造性の発揮に協働性がどのような役

割を果たしているのか明らかになっていない。実験・観察

場面における協働や結果考察の場面の協働など，場面ごと

の子供の様子から明らかにする必要がある。 
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(6) 芸術科（○池田，坂本） 

  ア カリキュラム改善の方向性 

芸術科におけるカリキュラムの変更，更新はパターン３

が主であった。子供の思いが表現物として残る芸術科は，

テーマ学習やリレーション学習で他教科と関連しやすく，

子供たちの問いの解決に合う材を選択し，かつ芸術科とし

ての資質・能力の育成をする学習の設定が可能であった。

６年生「文様デザイン～わたしの思いをこめて～」はテー

マ学習として，３年生「言葉から形・色」はリレーション

学習として実施した。また，活動構成の工夫においては，

発達段階や材の特徴に応じて，試したり遊んだりする時間

を確保することで，表現を高めていくことができた。１年

生「ふぞくオリジナルソングをつくろう」では，拍に合わ

せて歌詞をつくって歌ったり，歌うことで出てきた子供た

ちの思いから音の高低をつけてメロディをつくったりす

るなど，思いと表現が一体化した活動構成にした。 

  イ アセスメントの方法の選択 

芸術科におけるアセスメントの方法としては，主に音楽

ではパフォーマンス評価，造形ではポートフォリオ評価が

中心となった。１年生「ふぞくオリジナルソングをつくろ

う」で，「１年生のよさを拍に合うように入れて表現する」

というパフォーマンス課題を設定することによって，実際

に拍に合わせて表現を試すことを繰り返しながら，歌詞の

リズムや旋律を工夫する様子が見られた。また，表現の工

夫していく中でさらに「こうしたい」という思いが更に膨

らんでいく姿を捉えることができた。一方，造形では，作

品や気付きを写真や動画でポートフォリオとして残すこ

とで，思いが表現できたか振り返り，自覚した課題を次時

の表現に生かすことができた。３年生「ランタンアートを

つくろう」では，使う材料や組合せによって表現が変わり，

つくり変えやすいものであったため，試した作品や表現の

過程を残した写真や動画から，自分の思いに合う表現を選

択することができた。また，光を生かした表現であったた

め，その瞬間を残すことができるポートフォリオは有効で

あった。 

  ウ ３つの資質・能力の関係 

 芸術科は主に創造性の育成を担う教科であるが，協働性

の発揮がさらに創造性が発揮につながると考える。友達の

表現のよさに触れる鑑賞で協働性を発揮することで，さら

に思いに合う表現に高めていくことができる。それは，１

年生「わくわくりずむみいつけた」で，子供たちがそれぞ

れ考え出したリズム表現を他者に聴いてほしい，もっとよ

くするためにアドバイスをもらいたいなど自分の求めを

解決するために動く子供たちが多く見られたからである。 

  エ 課題 

 創造性と協働性の関係はみえてきたが，芸術科において

省察性の役割が明らかになっていない。表現を振り返り，

次の表現の見通しにつながっているが，表現のよさを多面

的に捉え，客観視するまでに至っていない。省察性が創造

性の発揮に与える影響を子供の様子から明らかにしたい。 

(7) 健康科（○新田，永松，古賀） 

  ア カリキュラム改善の方向性 

健康科におけるカリキュラムの変更，更新はパターン

２・３が主であった。自分やチームの健康課題を追究して

いく健康は，子供たちが，年間を通して，どのように学び

を積み上げていく必要があるのか，そのためのよりよい単

元の配列は何かを検討した。２年生「力を合わせて ボー

ルエネルギーをあつめよう！」はフォーカス学習として，

低学年におけるチームでの連携の在り方について，年間を

通した単元配列について検討した。これまで積み上げてき

たゲーム領域に関する学習を系統立てて俯瞰することで，

２年生としての単元の順番や追究させる動きについて見

直すことができた。また，この単元全体を見直す過程の中

で，単元をどのように構成すれば，発達段階に合った追究

になるのか，さらには，そのための１単位時間の積み上げ

の在り方を検討することもできた。 

  イ アセスメントの方法の選択 

健康科におけるアセスメントの方法としては，主に身体，

食ではパフォーマンス評価，運動ではポートフォリオ評価

が中心となった。食では，６年生「全力脳力アップタイム

ズ」で，「考えた給食の献立を提案する」というパフォー

マンス課題を設定することによって，栄養バランスや実現

可能性を視点に，自分たちの献立を見直し，ゴールである

献立づくりを見直すことができた。一方，運動では，単元

全体で取り扱う内容を基にして，動きのこつや運動の楽し

さを見付けながら追究活動を行わせることで，動き方や学

び方（関わり方）を視点に振り返り，次時の活動に生かす

ことができた。５年生「マット運動でマイメロディーをつ

くろう」では，多様にある単技の中から，自分が取り入れ

たい技を選び，マイメロディーとして技の大きさや速さを

視点にすることで，自分の奏でたいメロディーに向かって

技を追究することができた。できるようになった技を蓄積

し，マイメロディーを動画として残すことで，ゴールの姿

を更新することができた。 

  ウ ３つの資質・能力の関係 

健康科は主に創造性の育成を担う教科であるが，協働性

の発揮がさらに創造性の発揮につながると考える。教科の

特性上，集団で運動を行うことが多いため，目的を共有し

たペアやグループの友達の考えのよさを取り入れたり自

分の考えを伝えたりしながら協働性を発揮することで，追

究する動きを高めたり，運動の楽しさを広げたりすること

ができた。 

  エ 課題 

創造性と協働性の関係はみえてきたが，健康科において

省察性を発揮させながらいかに創造性の育成につなげて

いくのかが明らかになっていない。単元を通して，自分の

変容や周囲との関わり方を基に振り返りを行っているが，

それをどのように次時の健康課題に生かし，次の追究へと

つなげていくかが課題である。省察性が創造性の発揮に与

える影響を子供の様子から明らかにしたい。 

 

 

 (8) 各教科の成果と課題の考察 

 カリキュラム改善の方向性としては，表２のパターン１

から３まで変更を行っていることから，指導要領の目標や

内容レベルからの変更，更新を重ねていく必要がある。そ

の一方で，系統性が整理されてきたことを子供の姿から実

感している様子もある。また，アセスメントの方法の選択

についても，教科毎の特性や内容領域毎の特性によって，

パフォーマンス評価とポートフォリオ評価のどちらが適

しているか明らかになってきている。これによってより効

果的・効率的に子供たちの姿を捉えることができるように

なると考える。３つの資質・能力の関係については，各教

科による特性が明らかになりつつある。どのように資質・

能力が発揮できるような場面をつくると，育成したい資

質・能力へよい影響が生じるのか，３つの資質・能力の関

係が明らかになることによって，カリキュラムを効果的に

デザインすることができるようになると考える。 

 

３ 児童質問紙調査と保護者アンケートの分析 
 本年度の研究への取組に対する評価を３つの視点で分

析し考察する。 

(1) 児童自己評価，保護者評価 

 ここでは，子供たちがどのように自分たちの資質・能力

を自己評価しているのかということと，その子供たちを通

して本校のカリキュラムに対して保護者が感じているこ

とを見ていく。 

 

【資料６ 児童質問紙の変容（2021 年２月～12 月）】 

 

【資料７ 同時期の児童と保護者の評価の比較】 

資料６は，子供たちの令和３年２月，７月，12 月にとっ

た児童質問紙調査の結果の変容を示している。高い位置に

あるのは，協働性の「役立つ人になりたい」，創造性の「自

分にしかできないことをしたい」である。創造性に関する

「最後まで調べる」，省察性に関する「言動を思い返す」

や「志を立てて振り返る」についても段階的に高まってい

るが，他の項目に比べると低い位置にある。引き続き，探

究的に学習に取り組めるように支援するとともに，取り組

んだ達成感や充実感の裏側に自分のどのような言動があ

ったのか思い返す場面を設定していく必要がある。 

 資料７は，令和３年度 12 月に行った児童質問紙調査と

保護者アンケートの結果を比較してみた。いくつかの点で

違いが見られた。創造性に関する「より正しい考え方を求

める」「分かるまであきらめない」の項目においては，保

護者の方が凹んでいる。また，省察性の「思い返す」に関

しても同様である。逆に，子供たちと同じような形になっ

ているのは，協働性に関する「意見をもつ」という点であ

る。子供たちが自分の考えをもって学習に取り組んでいる

様子が家庭で感じることができるのだと考える。 

 次に，保護者を対象に本校のカリキュラムに関する満足

度と自由記述でアンケートを行った。 

研究開発に関する保護者アンケート（無記名可） 

実施時期：令和３年 12 月２日～４日 

対  象：全保護者（回答総数 262 名） 

調査項目：カリキュラムに関する満足度（５段階）  

     カリキュラムに関して自由記述 

＜本校のカリキュラムはどうですか＞ 

＜肯定的な意見＞ 

○ 学校の学習に積極的に取り組んでいるようで，生き生き

として学校に通っています。他の子供さんも積極的に自分

の考えを持ち，他者に共有する力が備わってきており，いつ

も感心しています。学校の取り組みや環境のおかげです。 

○ 新しい時代で必要な教育理念がうまく組み込まれている

と思います。発言力，発信力，コメント力を高めるディスカ

ッション，みんなで解決策をみつける時間なども取り入れ

ているのが素敵です。この時間は必要だと思います。 

○ 何事も興味をもちやすく，自分で考え意思をもことで，お

友達との話し合いでも互いに良い刺激を受け与え，目標に

向かって，たくさんのルートを探し経験しているように感

じています。 

○ これから社会に出た時に必要な大事な自分の意見をも

つ，人と話し合いの力等，人間力を養って頂いている事に感

謝しています。 

○ これからの社会に必要な内容をしっかりと身に付けてい

けると思います。そして，かたよること無く，総合的に優れ

た成長が出来ると思います。 

＜否定的な意見＞ 

○ 教科書通りでなく，戸惑う事もありますが，子どもは楽し

そうだからよいとおもいます。 

○ ７教科はシンプルでよいですが，芸術に関して言えば，音

楽と美術と分けて考えても良いのかなと思います。感性を

磨く上では同じ方向性ですが，活動内容が違うため，子ども

も混乱することがあるそうです。 
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(6) 芸術科（○池田，坂本） 

  ア カリキュラム改善の方向性 

芸術科におけるカリキュラムの変更，更新はパターン３

が主であった。子供の思いが表現物として残る芸術科は，

テーマ学習やリレーション学習で他教科と関連しやすく，

子供たちの問いの解決に合う材を選択し，かつ芸術科とし

ての資質・能力の育成をする学習の設定が可能であった。

６年生「文様デザイン～わたしの思いをこめて～」はテー

マ学習として，３年生「言葉から形・色」はリレーション

学習として実施した。また，活動構成の工夫においては，

発達段階や材の特徴に応じて，試したり遊んだりする時間

を確保することで，表現を高めていくことができた。１年

生「ふぞくオリジナルソングをつくろう」では，拍に合わ

せて歌詞をつくって歌ったり，歌うことで出てきた子供た

ちの思いから音の高低をつけてメロディをつくったりす

るなど，思いと表現が一体化した活動構成にした。 

  イ アセスメントの方法の選択 

芸術科におけるアセスメントの方法としては，主に音楽

ではパフォーマンス評価，造形ではポートフォリオ評価が

中心となった。１年生「ふぞくオリジナルソングをつくろ

う」で，「１年生のよさを拍に合うように入れて表現する」

というパフォーマンス課題を設定することによって，実際

に拍に合わせて表現を試すことを繰り返しながら，歌詞の

リズムや旋律を工夫する様子が見られた。また，表現の工

夫していく中でさらに「こうしたい」という思いが更に膨

らんでいく姿を捉えることができた。一方，造形では，作

品や気付きを写真や動画でポートフォリオとして残すこ

とで，思いが表現できたか振り返り，自覚した課題を次時

の表現に生かすことができた。３年生「ランタンアートを

つくろう」では，使う材料や組合せによって表現が変わり，

つくり変えやすいものであったため，試した作品や表現の

過程を残した写真や動画から，自分の思いに合う表現を選

択することができた。また，光を生かした表現であったた

め，その瞬間を残すことができるポートフォリオは有効で

あった。 

  ウ ３つの資質・能力の関係 

 芸術科は主に創造性の育成を担う教科であるが，協働性

の発揮がさらに創造性が発揮につながると考える。友達の

表現のよさに触れる鑑賞で協働性を発揮することで，さら

に思いに合う表現に高めていくことができる。それは，１

年生「わくわくりずむみいつけた」で，子供たちがそれぞ

れ考え出したリズム表現を他者に聴いてほしい，もっとよ

くするためにアドバイスをもらいたいなど自分の求めを

解決するために動く子供たちが多く見られたからである。 

  エ 課題 

 創造性と協働性の関係はみえてきたが，芸術科において

省察性の役割が明らかになっていない。表現を振り返り，

次の表現の見通しにつながっているが，表現のよさを多面

的に捉え，客観視するまでに至っていない。省察性が創造

性の発揮に与える影響を子供の様子から明らかにしたい。 

(7) 健康科（○新田，永松，古賀） 

  ア カリキュラム改善の方向性 

健康科におけるカリキュラムの変更，更新はパターン

２・３が主であった。自分やチームの健康課題を追究して

いく健康は，子供たちが，年間を通して，どのように学び

を積み上げていく必要があるのか，そのためのよりよい単

元の配列は何かを検討した。２年生「力を合わせて ボー

ルエネルギーをあつめよう！」はフォーカス学習として，

低学年におけるチームでの連携の在り方について，年間を

通した単元配列について検討した。これまで積み上げてき

たゲーム領域に関する学習を系統立てて俯瞰することで，

２年生としての単元の順番や追究させる動きについて見

直すことができた。また，この単元全体を見直す過程の中

で，単元をどのように構成すれば，発達段階に合った追究

になるのか，さらには，そのための１単位時間の積み上げ

の在り方を検討することもできた。 

  イ アセスメントの方法の選択 

健康科におけるアセスメントの方法としては，主に身体，

食ではパフォーマンス評価，運動ではポートフォリオ評価

が中心となった。食では，６年生「全力脳力アップタイム

ズ」で，「考えた給食の献立を提案する」というパフォー

マンス課題を設定することによって，栄養バランスや実現

可能性を視点に，自分たちの献立を見直し，ゴールである

献立づくりを見直すことができた。一方，運動では，単元

全体で取り扱う内容を基にして，動きのこつや運動の楽し

さを見付けながら追究活動を行わせることで，動き方や学

び方（関わり方）を視点に振り返り，次時の活動に生かす

ことができた。５年生「マット運動でマイメロディーをつ

くろう」では，多様にある単技の中から，自分が取り入れ

たい技を選び，マイメロディーとして技の大きさや速さを

視点にすることで，自分の奏でたいメロディーに向かって

技を追究することができた。できるようになった技を蓄積

し，マイメロディーを動画として残すことで，ゴールの姿

を更新することができた。 

  ウ ３つの資質・能力の関係 

健康科は主に創造性の育成を担う教科であるが，協働性

の発揮がさらに創造性の発揮につながると考える。教科の

特性上，集団で運動を行うことが多いため，目的を共有し

たペアやグループの友達の考えのよさを取り入れたり自

分の考えを伝えたりしながら協働性を発揮することで，追

究する動きを高めたり，運動の楽しさを広げたりすること

ができた。 

  エ 課題 

創造性と協働性の関係はみえてきたが，健康科において

省察性を発揮させながらいかに創造性の育成につなげて

いくのかが明らかになっていない。単元を通して，自分の

変容や周囲との関わり方を基に振り返りを行っているが，

それをどのように次時の健康課題に生かし，次の追究へと

つなげていくかが課題である。省察性が創造性の発揮に与

える影響を子供の様子から明らかにしたい。 

 

 

 (8) 各教科の成果と課題の考察 

 カリキュラム改善の方向性としては，表２のパターン１

から３まで変更を行っていることから，指導要領の目標や

内容レベルからの変更，更新を重ねていく必要がある。そ

の一方で，系統性が整理されてきたことを子供の姿から実

感している様子もある。また，アセスメントの方法の選択

についても，教科毎の特性や内容領域毎の特性によって，

パフォーマンス評価とポートフォリオ評価のどちらが適

しているか明らかになってきている。これによってより効

果的・効率的に子供たちの姿を捉えることができるように

なると考える。３つの資質・能力の関係については，各教

科による特性が明らかになりつつある。どのように資質・

能力が発揮できるような場面をつくると，育成したい資

質・能力へよい影響が生じるのか，３つの資質・能力の関

係が明らかになることによって，カリキュラムを効果的に

デザインすることができるようになると考える。 

 

３ 児童質問紙調査と保護者アンケートの分析 
 本年度の研究への取組に対する評価を３つの視点で分

析し考察する。 

(1) 児童自己評価，保護者評価 

 ここでは，子供たちがどのように自分たちの資質・能力

を自己評価しているのかということと，その子供たちを通

して本校のカリキュラムに対して保護者が感じているこ

とを見ていく。 

 

【資料６ 児童質問紙の変容（2021 年２月～12 月）】 

 

【資料７ 同時期の児童と保護者の評価の比較】 

資料６は，子供たちの令和３年２月，７月，12 月にとっ

た児童質問紙調査の結果の変容を示している。高い位置に

あるのは，協働性の「役立つ人になりたい」，創造性の「自

分にしかできないことをしたい」である。創造性に関する

「最後まで調べる」，省察性に関する「言動を思い返す」

や「志を立てて振り返る」についても段階的に高まってい

るが，他の項目に比べると低い位置にある。引き続き，探

究的に学習に取り組めるように支援するとともに，取り組

んだ達成感や充実感の裏側に自分のどのような言動があ

ったのか思い返す場面を設定していく必要がある。 

 資料７は，令和３年度 12 月に行った児童質問紙調査と

保護者アンケートの結果を比較してみた。いくつかの点で

違いが見られた。創造性に関する「より正しい考え方を求

める」「分かるまであきらめない」の項目においては，保

護者の方が凹んでいる。また，省察性の「思い返す」に関

しても同様である。逆に，子供たちと同じような形になっ

ているのは，協働性に関する「意見をもつ」という点であ

る。子供たちが自分の考えをもって学習に取り組んでいる

様子が家庭で感じることができるのだと考える。 

 次に，保護者を対象に本校のカリキュラムに関する満足

度と自由記述でアンケートを行った。 

研究開発に関する保護者アンケート（無記名可） 

実施時期：令和３年 12 月２日～４日 

対  象：全保護者（回答総数 262 名） 

調査項目：カリキュラムに関する満足度（５段階）  

     カリキュラムに関して自由記述 

＜本校のカリキュラムはどうですか＞ 

＜肯定的な意見＞ 

○ 学校の学習に積極的に取り組んでいるようで，生き生き

として学校に通っています。他の子供さんも積極的に自分

の考えを持ち，他者に共有する力が備わってきており，いつ

も感心しています。学校の取り組みや環境のおかげです。 

○ 新しい時代で必要な教育理念がうまく組み込まれている

と思います。発言力，発信力，コメント力を高めるディスカ

ッション，みんなで解決策をみつける時間なども取り入れ

ているのが素敵です。この時間は必要だと思います。 

○ 何事も興味をもちやすく，自分で考え意思をもことで，お

友達との話し合いでも互いに良い刺激を受け与え，目標に

向かって，たくさんのルートを探し経験しているように感

じています。 

○ これから社会に出た時に必要な大事な自分の意見をも

つ，人と話し合いの力等，人間力を養って頂いている事に感

謝しています。 

○ これからの社会に必要な内容をしっかりと身に付けてい

けると思います。そして，かたよること無く，総合的に優れ

た成長が出来ると思います。 

＜否定的な意見＞ 

○ 教科書通りでなく，戸惑う事もありますが，子どもは楽し

そうだからよいとおもいます。 

○ ７教科はシンプルでよいですが，芸術に関して言えば，音

楽と美術と分けて考えても良いのかなと思います。感性を

磨く上では同じ方向性ですが，活動内容が違うため，子ども

も混乱することがあるそうです。 
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○ 心の育成，教科を超えた学びの場があることは良いと感

じます。但し，一般的な授業内容が網羅できていないように

思われるときがあります。自学の必要性を感じます。 

○ 教科が７教科となりその分，内容が充実していますが，時

間的に省かれている点がどういう所なのかがよく分からず

気になります。 

 子供たちの学校に通う様子から，本校のカリキュラムへ

の満足感をもっていることが分かる。また，７教科になっ

たことへの理解と共に期待感を感じていることも分かる。

一方で，芸術科が例にあげていたように，子供にとって分

かりにくいのではないかという指摘もあった。子供たちと

各教科がどのような力を培うものであるのか共有し，自分

の成長を自覚できるようにする必要がある。学習内容に関

しては，必要な内容であることを感じていることが分かる。

一方で，一般的なことを網羅できていないのではないかと

いう不安を感じていることが分かる。学習構成については，

教科横断的な学習や合科関連的な学習によさを感じてい

ただいていることが分かる。 

概ね肯定的に本校のカリキュラムを捉えていただいて

いるようだが，さらに本校のカリキュラムの理念や目指す

姿を保護者と共有することができれば，このカリキュラム

の実現性は高まるのではないかと考える。コロナ禍でなか

なか学習参観も実施できず，説明も難しかったが，積極的

に保護者への説明を行い，子供の素晴らしい部分と共に共

有していく必要がある。 

(2) 全国学力・学習状況調査 

 

【資料８ 令和元～３年度の結果の比較】 

 令和３年度の学力学習状況調査の算数，国語の全国比較

である。選択式，短答式，記述式，全体，どれもが全国を

100 とした場合，上回っているのが分かる。昨年度は総時

数で現行教育課程比 733 時間減，663 時間減である。内容

を整理し，時数が削減されていても，全国学力学習状況調

査の結果に大きな影響はなかったと考える。むしろ記述式

に関しては，高い数値を示しており，子供たちが粘り強く

考え，記述できていることが分かる。 

(3) 職員の意識調査 

研究開発に関する職員アンケート（記名） 

実施時期：令和３年 11 月４日 

対  象：学習に関わる職員（回答総数 21 名） 

調査項目：力量向上に関する意識調査（自由記述） 

＜本年度の取組によって自身の力量向上を実感すること＞ 

○ 授業に対する見方や考え方が広がった。以前はどのよう

に内容を捉えさせるかが主だったが，今は，いかに資質・能

力を発揮させるかという考え方もできるようになってき

た。しかし，資質・能力の育成までできていないため，発揮

から育成へと壁を越えたい。（本校１年目） 

○ アセスメントの意味がだんだんと分かってきたので,モ

デレーションタイムや整理会の際にもどのような視点から

授業を見て,発言すべきなのかも分かってきた。自分自身が

授業者になる場合も,先にルーブリックから決めることで

授業が見えてくるのを知ることができた。（本校１年目） 

○ 共同研究者や研究協力者の先生方からご指導いただく中

で，自分の教科への理解がさらに膨らんできたことを実感

している。合わせて，１年目の先生方も審議の中でどんどん

意見を言う姿から負けられない思いがあって，さらに勉強

するようになった。（本校２年目） 

○ これまでは指導案に目標や目指す姿は書いてあったが，

その具体が見えず，授業者が本当にねらっている姿が何な

のかは推測するしかなかった。本年度はモデレーションの

時間があるため，授業者が思い描くゴール像を共有するこ

とができ，それによってカリキュラムの何を改善する必要

があるか明確になっている。（本校２年目） 

○ 子供の発言や様子から子供の実態を把握して，その後の

授業展開に反映させること。教師が教えるのではなく，子供

が気付き，学ぶ授業の実現。まだまだだが，この２点が以前

よりも変化していると感じる。モデレーションタイム，整理

会，ルーブリックと子供の姿とのすり合わせや授業整理会

でのルーブリック改善といった点が，子供が主体的に学ぶ

授業の具体を共有することにつながり，目指す授業像を以

前よりも明確にできている。それによってカリキュラムの

どこを見直すべきか見えてきている。（本校３年目） 

○ モデタイムを設定し，基準を合わせていることで，整理会

での深まりがあるように思う。それぞれが，どのような姿が

資質・能力を発揮しているといえるのか，というところから

常に話題が出発するので，教科ルーブリックの変更・改善や

教科間のつながり（例：協働性の捉え方は○○科と△△科は

似ているなど）まで見えてきている。（本校３年目） 

 本校１年目から３年目の職員の自由記述の内容を抜粋

した。１年目の職員は，一単位時間，単元の授業改善に関

する記述が多かったが，２年目，３年目となってくると教

科として育みたい資質・能力に関することやルーブリック

を基にしたカリキュラム改善に関する記述が増えた。また，

共同研究者や研究協力者の関わりについて記述している

職員もいた。今年度はコロナ禍ではあったが，来校してい

ただける機会も増えたため，学校に足を運んでいただき，

授業を見ていただいたり，整理会に参加していただいたり

した。そのような外部リソースを活用したカリキュラム・

マネジメントの在り方が，職員の力量アップの実感へとつ

ながることになったと考える。 

 

４ 成果と課題 
 本校が研究開発学校として延長指定を受けた令和元年

度より解決を目指す研究開発課題は以下である。 

 未来社会を創造する主体に必要となる非認知能力を

重視した資質・能力を育成するため，子供の文脈を中心

に据えた７つの新教科の枠組みを構築する研究開発。 

 この研究開発課題を踏まえ，本年度の研究に関する成果

と課題について述べる。 

(1) 成果 

 ○ カリキュラムの変更，更新につながるアセスメント

を行うためには，「基準合わせ」を教師間・子供教師

 

 

間で行い，定期的に行い共有（学年会やモデレーショ

ンタイムにて）することが有効であること 
 ○ 各教科には主に育成したい資質・能力が位置付けて

あるが，その育成には他の二つの資質・能力（非認知

能力との関係）の発揮が重要であり，各教科において

特性があるということが明らかになってきたこと 
 ○ 非認知能力（本校での省察性，協働性）の育成は一

単位時間，一単元で目指すものではなく，テーマ学習

のような教科横断的な学習や年間を通して行う必要

があることが分かってきたこと 
 ○ 非認知を含む資質・能力の育成には，教師間の情報

共有と学び合う関係性が重要であり，そのような組織

が子供たちの資質・能力を育成するカリキュラムづく

りの土台となることが分かってきたこと 

(2) 課題 

 ○ カリキュラムの変更，更新を判断する場面（総括的

に評価する場面）として，本年度は実証授業と教育研

究発表会における公開学習場面とした。しかし，その

場面の選択にどのような条件が必要であったのか明

らかになっていない。 

 ○ 非認知能力（本校での省察性，協働性）の育成には

長いスパンによる取り組みが関係していることが分

かってきたが，子供の文脈を重視した三つの学習を始

め，各教科における活動構成や単元構成との関係性に

ついて明らかになっていない。 
 ○ 本年度のカリキュラムの変更，更新の考察について

は，現段階では十分とは言えず，年度の終了時，並び

に次年度の子供の様子などから考察する必要がある。 
 ○ このカリキュラムについて，多角的に分析するため

に，現在の保護者への十分な説明と共に，卒業生やそ

の保護者などからヒアリングも行い，本校のカリキュ

ラムと資質・能力の育成の関係を捉える必要がある。 

 (3) 最終年度である次年度の方向性 

 これまで行ってきた内容の見直しやカリキュラム・デザ

インの手順，子供の文脈を重視した３つの学びについては

継続し，本年度，取り組んだ「アセスメントを基にしたカ

リキュラム・デザイン」によって，カリキュラムの変更，

更新を行っていく。また，総括する１年とするためにも現

行の学習指導要領との比較，研究開発学校ではない学校に

おいて活用できる部分を整理し，発信できるようにしてい

く。平成 27 年から８年間におよぶ研究の最終年度である。

これまで関わっていただいた全ての方々への感謝の気持

ちを込めて，素晴らしい子供たちの姿と共に，この研究を

総括していきたい。 

 

研究部 ○井手 司  石橋大輔  西島大祐 

            大村拓也  坂牧 淳） 
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○ 心の育成，教科を超えた学びの場があることは良いと感

じます。但し，一般的な授業内容が網羅できていないように

思われるときがあります。自学の必要性を感じます。 

○ 教科が７教科となりその分，内容が充実していますが，時

間的に省かれている点がどういう所なのかがよく分からず

気になります。 

 子供たちの学校に通う様子から，本校のカリキュラムへ

の満足感をもっていることが分かる。また，７教科になっ

たことへの理解と共に期待感を感じていることも分かる。

一方で，芸術科が例にあげていたように，子供にとって分

かりにくいのではないかという指摘もあった。子供たちと
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一方で，一般的なことを網羅できていないのではないかと

いう不安を感じていることが分かる。学習構成については，

教科横断的な学習や合科関連的な学習によさを感じてい
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いるようだが，さらに本校のカリキュラムの理念や目指す

姿を保護者と共有することができれば，このカリキュラム

の実現性は高まるのではないかと考える。コロナ禍でなか

なか学習参観も実施できず，説明も難しかったが，積極的

に保護者への説明を行い，子供の素晴らしい部分と共に共

有していく必要がある。 

(2) 全国学力・学習状況調査 

 

【資料８ 令和元～３年度の結果の比較】 

 令和３年度の学力学習状況調査の算数，国語の全国比較
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を整理し，時数が削減されていても，全国学力学習状況調

査の結果に大きな影響はなかったと考える。むしろ記述式

に関しては，高い数値を示しており，子供たちが粘り強く

考え，記述できていることが分かる。 

(3) 職員の意識調査 
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実施時期：令和３年 11 月４日 

対  象：学習に関わる職員（回答総数 21 名） 

調査項目：力量向上に関する意識調査（自由記述） 

＜本年度の取組によって自身の力量向上を実感すること＞ 

○ 授業に対する見方や考え方が広がった。以前はどのよう

に内容を捉えさせるかが主だったが，今は，いかに資質・能

力を発揮させるかという考え方もできるようになってき

た。しかし，資質・能力の育成までできていないため，発揮

から育成へと壁を越えたい。（本校１年目） 

○ アセスメントの意味がだんだんと分かってきたので,モ

デレーションタイムや整理会の際にもどのような視点から

授業を見て,発言すべきなのかも分かってきた。自分自身が

授業者になる場合も,先にルーブリックから決めることで

授業が見えてくるのを知ることができた。（本校１年目） 

○ 共同研究者や研究協力者の先生方からご指導いただく中

で，自分の教科への理解がさらに膨らんできたことを実感

している。合わせて，１年目の先生方も審議の中でどんどん

意見を言う姿から負けられない思いがあって，さらに勉強

するようになった。（本校２年目） 

○ これまでは指導案に目標や目指す姿は書いてあったが，

その具体が見えず，授業者が本当にねらっている姿が何な

のかは推測するしかなかった。本年度はモデレーションの

時間があるため，授業者が思い描くゴール像を共有するこ

とができ，それによってカリキュラムの何を改善する必要

があるか明確になっている。（本校２年目） 

○ 子供の発言や様子から子供の実態を把握して，その後の

授業展開に反映させること。教師が教えるのではなく，子供

が気付き，学ぶ授業の実現。まだまだだが，この２点が以前

よりも変化していると感じる。モデレーションタイム，整理

会，ルーブリックと子供の姿とのすり合わせや授業整理会

でのルーブリック改善といった点が，子供が主体的に学ぶ

授業の具体を共有することにつながり，目指す授業像を以

前よりも明確にできている。それによってカリキュラムの

どこを見直すべきか見えてきている。（本校３年目） 

○ モデタイムを設定し，基準を合わせていることで，整理会

での深まりがあるように思う。それぞれが，どのような姿が

資質・能力を発揮しているといえるのか，というところから

常に話題が出発するので，教科ルーブリックの変更・改善や

教科間のつながり（例：協働性の捉え方は○○科と△△科は

似ているなど）まで見えてきている。（本校３年目） 

 本校１年目から３年目の職員の自由記述の内容を抜粋

した。１年目の職員は，一単位時間，単元の授業改善に関

する記述が多かったが，２年目，３年目となってくると教

科として育みたい資質・能力に関することやルーブリック

を基にしたカリキュラム改善に関する記述が増えた。また，

共同研究者や研究協力者の関わりについて記述している

職員もいた。今年度はコロナ禍ではあったが，来校してい

ただける機会も増えたため，学校に足を運んでいただき，

授業を見ていただいたり，整理会に参加していただいたり

した。そのような外部リソースを活用したカリキュラム・

マネジメントの在り方が，職員の力量アップの実感へとつ

ながることになったと考える。 

 

４ 成果と課題 
 本校が研究開発学校として延長指定を受けた令和元年

度より解決を目指す研究開発課題は以下である。 

 未来社会を創造する主体に必要となる非認知能力を

重視した資質・能力を育成するため，子供の文脈を中心

に据えた７つの新教科の枠組みを構築する研究開発。 

 この研究開発課題を踏まえ，本年度の研究に関する成果

と課題について述べる。 

(1) 成果 

 ○ カリキュラムの変更，更新につながるアセスメント

を行うためには，「基準合わせ」を教師間・子供教師

 

 

間で行い，定期的に行い共有（学年会やモデレーショ

ンタイムにて）することが有効であること 
 ○ 各教科には主に育成したい資質・能力が位置付けて

あるが，その育成には他の二つの資質・能力（非認知

能力との関係）の発揮が重要であり，各教科において

特性があるということが明らかになってきたこと 
 ○ 非認知能力（本校での省察性，協働性）の育成は一

単位時間，一単元で目指すものではなく，テーマ学習

のような教科横断的な学習や年間を通して行う必要

があることが分かってきたこと 
 ○ 非認知を含む資質・能力の育成には，教師間の情報

共有と学び合う関係性が重要であり，そのような組織

が子供たちの資質・能力を育成するカリキュラムづく

りの土台となることが分かってきたこと 

(2) 課題 

 ○ カリキュラムの変更，更新を判断する場面（総括的

に評価する場面）として，本年度は実証授業と教育研

究発表会における公開学習場面とした。しかし，その

場面の選択にどのような条件が必要であったのか明

らかになっていない。 

 ○ 非認知能力（本校での省察性，協働性）の育成には

長いスパンによる取り組みが関係していることが分

かってきたが，子供の文脈を重視した三つの学習を始

め，各教科における活動構成や単元構成との関係性に

ついて明らかになっていない。 
 ○ 本年度のカリキュラムの変更，更新の考察について

は，現段階では十分とは言えず，年度の終了時，並び

に次年度の子供の様子などから考察する必要がある。 
 ○ このカリキュラムについて，多角的に分析するため

に，現在の保護者への十分な説明と共に，卒業生やそ

の保護者などからヒアリングも行い，本校のカリキュ

ラムと資質・能力の育成の関係を捉える必要がある。 

 (3) 最終年度である次年度の方向性 

 これまで行ってきた内容の見直しやカリキュラム・デザ

インの手順，子供の文脈を重視した３つの学びについては

継続し，本年度，取り組んだ「アセスメントを基にしたカ

リキュラム・デザイン」によって，カリキュラムの変更，

更新を行っていく。また，総括する１年とするためにも現

行の学習指導要領との比較，研究開発学校ではない学校に

おいて活用できる部分を整理し，発信できるようにしてい

く。平成 27 年から８年間におよぶ研究の最終年度である。

これまで関わっていただいた全ての方々への感謝の気持

ちを込めて，素晴らしい子供たちの姿と共に，この研究を

総括していきたい。 

 

研究部 ○井手 司  石橋大輔  西島大祐 

            大村拓也  坂牧 淳） 
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子供が対話の中で展開を柔軟に考えるもの，③子供主導のものである。本校は，②から③の形で検討会の実施を目指す。 

西岡加名恵（2003）『教科と総合に生かすポートフォリオ評価法』図書文化.p.69. 
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いる。子供たちの学習の様子を ICT を活用して蓄積することで，子供たちの学習をより円滑にすることができる。 

― 19 ―

全
体
研
究
構
想



MEMO 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学習指導要領令和元年度〜４年度
⽂部科学省研究開発学校指定 延⻑ 第３年次

学習指導要領

― 20 ―



MEMO 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学習指導要領令和元年度〜４年度
⽂部科学省研究開発学校指定 延⻑ 第３年次

学習指導要領

― 21 ―



⼩学校学習指導要領（福岡教育⼤学附属福岡⼩学校）   

 総則編                                     

第１章 教育課程の基準 

〇第１節 本校教育課程の意義 
 本校教育課程は，学校教育⽬標「未来社会を創造する主
体の育成」を達成するために，教育の内容を児童の⼼⾝の
発達に応じ，授業時数との関連において総合的に組織した
各学校の教育計画であると⾔うことができ，その際，学校
の教育⽬標の設定，指導内容の組織及び授業時数の配当が
教育課程の編成の基本的な要素になってくる。 
 そこで，まず，⽬指す⼦供の姿を「⾃⼰の学びを多⾓的
に⾒つめたり，仲間や他者と協働的に実践したりすること
を通して，⾃らの意思で社会を切り拓き，新たな価値を創
り出そうとする⼦供」と規定した。その上で，このような
⼦供は，「省察性」「協働性」「創造性」の３つの資質・能
⼒をもっていると考えており，そのような⼦供を育成する
教育課程について考えるものである。 
 

〇第２節 教育課程に関する法制 
 本校の教育課程は学校教育法に基づいて，⽂部科学⼤⾂
による学校教育法施⾏規則第 55 条の規定により，本校の
教育課程は，⼈間，社会，⾔葉，数学，科学，芸術，健康
によって編成することを定めている。 
 

第２章 教育課程の編成及び実施 

〇第１節 ⼩学校教育の基本と教育課程の役割 

１ 教育課程編成の原則 
 教育基本法及び学校教育法その他の法令並びにこの章
の以下に⽰すところに従い，児童の⼈間として調和のとれ
た育成を⽬指し，児童の⼼⾝の発達の段階や特性及び学校
や地域の実態を⼗分考慮して，適切な教育課程を編成する
ものとし，これらに掲げる⽬標を達成するよう教育を⾏う
ものとする。 
 (1) 教育課程編成の主体 
 省察性，協働性，創造性の３つの資質・能⼒が⼗分に発
揮される状況づくりのある学びの中で，⼦供の⽂脈を中⼼
とした教育課程編成を⾏う。⼀⼈⼀⼈の教師が⼦供と共に
主体となって，⼦供が中⼼となる教育課程の編成を⾏う。 
 

 (2) カリキュラム編成の原理 
 本校の教育⽬標である「未来社会を創造する主体の育成」
を⽬指したカリキュラムづくりを本義とする。それは，３
つの資質・能⼒を育成することを⽬指すことであり，未来
社会を作る⼦供たちが捉えるに適した内容を設定するこ
とでもある。その上で以下の４点を⼤切にする。 

①３つの資質・能⼒の育成に必要な教育活動の設定。 
 本校独⾃の資質・能⼒である「創造性，協働性，省察性」
の育成を常に⽬指して教育活動を展開する。この３つの詳
細や関係性については後述するが，この３つの資質・能⼒
をバランスよく育成することは未来社会をよりよく⽣き
る上で重要であると考える。そのために必要な教育活動を
実施する。 

②教科の論理ではなく⼦供の論理で内容を⾒る。 
 例えば，体育科，特別活動，家庭科のそれぞれに「⾷」
に関する指導がある。「⾷育」の観点から，体系的に⾏う
動きはあるものの，現⾏教科等にはそれらの内容が点在し，
⼦供にとって同じ指導が繰り返されている。⼦供の論理で
つくる内容配列ではこの重なりを排除できる。 

 
【図１ ⼦供の論理で内容を⾒る例】 

③資質・能⼒を発揮できる内容設定を重視する。 
 ブルーナーの論にある，構造を理解し1，未来社会にお
いても必要となるであろう内容を設定する。資質・能⼒は
内容を通して発揮されることを考えると，より質の⾼い学
習内容を設定することが不可⽋である。つまり，激しい変
化の中で必要とされなくなるかもしれない事実的知識や
個別スキルを扱うのではなく，概念や⽅略といったものを
内容として設定することが重要となる。 

 
【図２ 「知の構造」⽯井（2015）を基に加筆2】 

これは⽯井（2015）が⽰す本質的な内容を整理させ，深
く学ぶべき内容を重視すべきだという指摘と合致する。 

④⼦供の学びと育ちを常にスタートとする。 
「カリキュラム」という表現には，「⼦供のこれまでの

学び，育ち」といった意味合いが含まれる。⼦供をゼロと
して捉えるのではなく，多様な体験と経験によって学びを
積み重ねた存在として捉え，その上に何を重ねていくのか，
または，その学びをどうすれば引き出し，伸ばすことがで
きるのかという視点でカリキュラムを編成していく。また，
カリキュラムを実施した場合も，実施したことによってど
のような学びが⼦供に蓄えられたのかを評価し，そこから
カリキュラムを変更，更新していく。常に⼦供の学びや育
ちによって形を変えることをいとわないカリキュラムづ
くりを⽬指す。 

 

２ 育成を⽬指す資質・能⼒ 
 先述した通り，未来社会を創造する主体の資質・能⼒は
次の３つである。 

省察性 ⾃⼰をあるがままに認め，これからの志を
明らかにしていく資質・能⼒ 

協働性  異なる他者の存在を受け⼊れ，他者と共に
⼒を合わせ働きかけようとする資質・能⼒ 

創造性 知をつないだり組み合わせたりしながら
新たな知を創造する資質・能⼒ 

 本校の３つの資質・能⼒の構造は同⼼円であり，中核は
「省察性」が担い，⼈間としてよりよく⽣きていくための
⼤切な部分を担っている。松下（2016）は，「省察性」が
様々な資質・能⼒論のキーとなるとしている 。わたした
ちもこの「省察性」を重視したい。それは「省察性」にお
ける重要な能⼒がメタ認知能⼒であり，⾃⼰理解⼒や，⽬
標設定能⼒などの能⼒や⾃⼰形成する資質が含まれてい
るからである。つまり，省察性は「⾃⼰」を対象とした資
質・能⼒といえる。そのために重要なのが「協働性」であ
る。⼈間は他者からの⽬で⾃⼰を理解することができる。
すなわち，⾃⼰とは他者から映し出された鏡とも⾔える。
「協働性」は「省察性」と影響し合っている。この「協働
性」は仲間や多様な他者と関わり，多様な他者を受け⼊れ
ながらも⼒を合わせることができる資質・能⼒と⾔うこと
ができる。これらの２つの資質・能⼒は特に近年注⽬され
ている⾮認知能⼒であり，安彦（2014）が指摘しているよ
うに⼈格形成の核となるうえで重要である 。「創造性」と
は，このような「省察性」と「協働性」とともに発揮され
るものであり，⾃分の知識及び技能を使いこなし，課題を
設定し，解決することで新たな知を創造するものである。
本校においては知識及び技能と思考⼒・判断⼒・表現⼒等
は類別しない。それらは共に働くからこそ価値があり，個

別に存在しないと考えているからである。 
 わたしたちがこのような資質・能⼒を規定するに⾄った
背景は２つである。１つは本校研究で求めてきた⼈間像の
⼤本にある，⼈間存在の原理である。ここから⼦供は，「⾃
分はそもそもどう⽣きていくのか（実存的存在）」「他者や
社会とどのように関わって⽣きていくのか（社会的存在）」
「対象世界にいかに関わっていくべきか（⽂化的存在）」
の３つの区分で⽣きる存在であると規定できる。ここから，
省察性が実存的存在と，協働性が社会的存在と，創造性が
⽂化的存在とそれぞれ深くつながっているといえる。もう
１つは，OECD Education 2030 の「未来を変⾰し，未来
を創り上げていくためのコンピテンシー」の３つの⼒との
関わりである。創造性が「新たな価値を創造する⼒」，協
働性が「対⽴やジレンマを克服する⼒」省察性が「責任あ
る⾏動を取る⼒」とつながりがあると考えている3。 
 

３ カリキュラム・マネジメントの充実 
 このような３つの資質・能⼒を育成する資質・能⼒ベー
スのカリキュラムのためには，真正の学び4が引き起こさ
れる⼦供の⽂脈が中⼼となる。⼦供の⽂脈とは，⼦供が学
習の意義（レリバンス）を感じ，学ぶ対象を選択したり，
⾃分の学びを評価したりしながら学びをコントロールす
るプロセスのことである。これを実現することができるの
は現に⼦供に対峙している教師である。すなわち，⽥中
（2005）の指摘にあるように5教師は⽬の前にいる⼦供た
ちに合ったカリキュラムづくりを⾏うことが重要である。
これは⽥村（2019）が⽰す「⽬の前の⼦供に合ったカリキ
ュラム・デザインを教師⼀⼈⼀⼈が実践できること」とい
える6。そのためにも現⾏の複雑化した教科等そのものを
⾒直し，⼦供の⽂脈を中⼼とした教科再編を考えていく。
その中で，これから⽣きていく⼦供たちが資質・能⼒を育
成するために本当に必要な内容をシンプルに厳選する。 
 (1) ３つの資質・能⼒を育成する７教科とは 
 ⼦供が⾒る世界に合わせ，⾃⼰への学びである⼈間，他
者からの学びである社会，対象世界への学びである⾔葉，
数学，科学，芸術，健康の７教科のことである。 
 すなわち，⼦供が⽣きていく上での普遍的な対象を基に
教科を単純化する。本校のこれまでの研究においても，⼦
供は，「⾃分はそもそもどう⽣きていくのか（実存的存在）」，
「他者や社会とどのように関わって⽣きていくのか（社会
的存在）」，「対象世界にいかに関わっていくべきか（⽂化
的存在）」という３つの区分をもって⽣きていく存在であ
ることが明らかになっている7。そこで，この区分に合わ
せ，現⾏教科等の要素も踏まえ，⼈間科を核とした７教科
を構成していく。その上で，内容をより⼦供の⽂脈に沿っ
た形で精選していく。このことは⽯井（2015）の「社会の
荒波の中で消費されつくさないための⼈間性の核，いわば
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⼩学校学習指導要領（福岡教育⼤学附属福岡⼩学校）   

 総則編                                     

第１章 教育課程の基準 

〇第１節 本校教育課程の意義 
 本校教育課程は，学校教育⽬標「未来社会を創造する主
体の育成」を達成するために，教育の内容を児童の⼼⾝の
発達に応じ，授業時数との関連において総合的に組織した
各学校の教育計画であると⾔うことができ，その際，学校
の教育⽬標の設定，指導内容の組織及び授業時数の配当が
教育課程の編成の基本的な要素になってくる。 
 そこで，まず，⽬指す⼦供の姿を「⾃⼰の学びを多⾓的
に⾒つめたり，仲間や他者と協働的に実践したりすること
を通して，⾃らの意思で社会を切り拓き，新たな価値を創
り出そうとする⼦供」と規定した。その上で，このような
⼦供は，「省察性」「協働性」「創造性」の３つの資質・能
⼒をもっていると考えており，そのような⼦供を育成する
教育課程について考えるものである。 
 

〇第２節 教育課程に関する法制 
 本校の教育課程は学校教育法に基づいて，⽂部科学⼤⾂
による学校教育法施⾏規則第 55 条の規定により，本校の
教育課程は，⼈間，社会，⾔葉，数学，科学，芸術，健康
によって編成することを定めている。 
 

第２章 教育課程の編成及び実施 

〇第１節 ⼩学校教育の基本と教育課程の役割 

１ 教育課程編成の原則 
 教育基本法及び学校教育法その他の法令並びにこの章
の以下に⽰すところに従い，児童の⼈間として調和のとれ
た育成を⽬指し，児童の⼼⾝の発達の段階や特性及び学校
や地域の実態を⼗分考慮して，適切な教育課程を編成する
ものとし，これらに掲げる⽬標を達成するよう教育を⾏う
ものとする。 
 (1) 教育課程編成の主体 
 省察性，協働性，創造性の３つの資質・能⼒が⼗分に発
揮される状況づくりのある学びの中で，⼦供の⽂脈を中⼼
とした教育課程編成を⾏う。⼀⼈⼀⼈の教師が⼦供と共に
主体となって，⼦供が中⼼となる教育課程の編成を⾏う。 
 

 (2) カリキュラム編成の原理 
 本校の教育⽬標である「未来社会を創造する主体の育成」
を⽬指したカリキュラムづくりを本義とする。それは，３
つの資質・能⼒を育成することを⽬指すことであり，未来
社会を作る⼦供たちが捉えるに適した内容を設定するこ
とでもある。その上で以下の４点を⼤切にする。 

①３つの資質・能⼒の育成に必要な教育活動の設定。 
 本校独⾃の資質・能⼒である「創造性，協働性，省察性」
の育成を常に⽬指して教育活動を展開する。この３つの詳
細や関係性については後述するが，この３つの資質・能⼒
をバランスよく育成することは未来社会をよりよく⽣き
る上で重要であると考える。そのために必要な教育活動を
実施する。 

②教科の論理ではなく⼦供の論理で内容を⾒る。 
 例えば，体育科，特別活動，家庭科のそれぞれに「⾷」
に関する指導がある。「⾷育」の観点から，体系的に⾏う
動きはあるものの，現⾏教科等にはそれらの内容が点在し，
⼦供にとって同じ指導が繰り返されている。⼦供の論理で
つくる内容配列ではこの重なりを排除できる。 

 
【図１ ⼦供の論理で内容を⾒る例】 

③資質・能⼒を発揮できる内容設定を重視する。 
 ブルーナーの論にある，構造を理解し1，未来社会にお
いても必要となるであろう内容を設定する。資質・能⼒は
内容を通して発揮されることを考えると，より質の⾼い学
習内容を設定することが不可⽋である。つまり，激しい変
化の中で必要とされなくなるかもしれない事実的知識や
個別スキルを扱うのではなく，概念や⽅略といったものを
内容として設定することが重要となる。 

 
【図２ 「知の構造」⽯井（2015）を基に加筆2】 

これは⽯井（2015）が⽰す本質的な内容を整理させ，深
く学ぶべき内容を重視すべきだという指摘と合致する。 

④⼦供の学びと育ちを常にスタートとする。 
「カリキュラム」という表現には，「⼦供のこれまでの

学び，育ち」といった意味合いが含まれる。⼦供をゼロと
して捉えるのではなく，多様な体験と経験によって学びを
積み重ねた存在として捉え，その上に何を重ねていくのか，
または，その学びをどうすれば引き出し，伸ばすことがで
きるのかという視点でカリキュラムを編成していく。また，
カリキュラムを実施した場合も，実施したことによってど
のような学びが⼦供に蓄えられたのかを評価し，そこから
カリキュラムを変更，更新していく。常に⼦供の学びや育
ちによって形を変えることをいとわないカリキュラムづ
くりを⽬指す。 

 

２ 育成を⽬指す資質・能⼒ 
 先述した通り，未来社会を創造する主体の資質・能⼒は
次の３つである。 

省察性 ⾃⼰をあるがままに認め，これからの志を
明らかにしていく資質・能⼒ 

協働性  異なる他者の存在を受け⼊れ，他者と共に
⼒を合わせ働きかけようとする資質・能⼒ 

創造性 知をつないだり組み合わせたりしながら
新たな知を創造する資質・能⼒ 

 本校の３つの資質・能⼒の構造は同⼼円であり，中核は
「省察性」が担い，⼈間としてよりよく⽣きていくための
⼤切な部分を担っている。松下（2016）は，「省察性」が
様々な資質・能⼒論のキーとなるとしている 。わたした
ちもこの「省察性」を重視したい。それは「省察性」にお
ける重要な能⼒がメタ認知能⼒であり，⾃⼰理解⼒や，⽬
標設定能⼒などの能⼒や⾃⼰形成する資質が含まれてい
るからである。つまり，省察性は「⾃⼰」を対象とした資
質・能⼒といえる。そのために重要なのが「協働性」であ
る。⼈間は他者からの⽬で⾃⼰を理解することができる。
すなわち，⾃⼰とは他者から映し出された鏡とも⾔える。
「協働性」は「省察性」と影響し合っている。この「協働
性」は仲間や多様な他者と関わり，多様な他者を受け⼊れ
ながらも⼒を合わせることができる資質・能⼒と⾔うこと
ができる。これらの２つの資質・能⼒は特に近年注⽬され
ている⾮認知能⼒であり，安彦（2014）が指摘しているよ
うに⼈格形成の核となるうえで重要である 。「創造性」と
は，このような「省察性」と「協働性」とともに発揮され
るものであり，⾃分の知識及び技能を使いこなし，課題を
設定し，解決することで新たな知を創造するものである。
本校においては知識及び技能と思考⼒・判断⼒・表現⼒等
は類別しない。それらは共に働くからこそ価値があり，個

別に存在しないと考えているからである。 
 わたしたちがこのような資質・能⼒を規定するに⾄った
背景は２つである。１つは本校研究で求めてきた⼈間像の
⼤本にある，⼈間存在の原理である。ここから⼦供は，「⾃
分はそもそもどう⽣きていくのか（実存的存在）」「他者や
社会とどのように関わって⽣きていくのか（社会的存在）」
「対象世界にいかに関わっていくべきか（⽂化的存在）」
の３つの区分で⽣きる存在であると規定できる。ここから，
省察性が実存的存在と，協働性が社会的存在と，創造性が
⽂化的存在とそれぞれ深くつながっているといえる。もう
１つは，OECD Education 2030 の「未来を変⾰し，未来
を創り上げていくためのコンピテンシー」の３つの⼒との
関わりである。創造性が「新たな価値を創造する⼒」，協
働性が「対⽴やジレンマを克服する⼒」省察性が「責任あ
る⾏動を取る⼒」とつながりがあると考えている3。 
 

３ カリキュラム・マネジメントの充実 
 このような３つの資質・能⼒を育成する資質・能⼒ベー
スのカリキュラムのためには，真正の学び4が引き起こさ
れる⼦供の⽂脈が中⼼となる。⼦供の⽂脈とは，⼦供が学
習の意義（レリバンス）を感じ，学ぶ対象を選択したり，
⾃分の学びを評価したりしながら学びをコントロールす
るプロセスのことである。これを実現することができるの
は現に⼦供に対峙している教師である。すなわち，⽥中
（2005）の指摘にあるように5教師は⽬の前にいる⼦供た
ちに合ったカリキュラムづくりを⾏うことが重要である。
これは⽥村（2019）が⽰す「⽬の前の⼦供に合ったカリキ
ュラム・デザインを教師⼀⼈⼀⼈が実践できること」とい
える6。そのためにも現⾏の複雑化した教科等そのものを
⾒直し，⼦供の⽂脈を中⼼とした教科再編を考えていく。
その中で，これから⽣きていく⼦供たちが資質・能⼒を育
成するために本当に必要な内容をシンプルに厳選する。 
 (1) ３つの資質・能⼒を育成する７教科とは 
 ⼦供が⾒る世界に合わせ，⾃⼰への学びである⼈間，他
者からの学びである社会，対象世界への学びである⾔葉，
数学，科学，芸術，健康の７教科のことである。 
 すなわち，⼦供が⽣きていく上での普遍的な対象を基に
教科を単純化する。本校のこれまでの研究においても，⼦
供は，「⾃分はそもそもどう⽣きていくのか（実存的存在）」，
「他者や社会とどのように関わって⽣きていくのか（社会
的存在）」，「対象世界にいかに関わっていくべきか（⽂化
的存在）」という３つの区分をもって⽣きていく存在であ
ることが明らかになっている7。そこで，この区分に合わ
せ，現⾏教科等の要素も踏まえ，⼈間科を核とした７教科
を構成していく。その上で，内容をより⼦供の⽂脈に沿っ
た形で精選していく。このことは⽯井（2015）の「社会の
荒波の中で消費されつくさないための⼈間性の核，いわば
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「⼈間らしさを守るための鎧」を形成していく」8ことに
⽭盾しない。 

(2) ７教科の概要 

 
【図３ ７教科と資質能⼒の関係】 
 この７教科の特徴は，次の表の通りである。 
 
【表１ 各教科の特徴】 

教科 特    徴 
⼈
間 
 
 
 
 
 

  ⼈格の完成に直接向かう，全教科の核となる教科であ
る。本教科は，⽣きる意味や価値を⾒つめ直すことを通
して，⾃分や他者，⽣命や世界との関わりにある道徳的
な問題を解決する過程の中で今の⾃分を受け⼊れ，あり
たい⾃分をつくり，⾃⼰形成を図る主体を育成すること
を⽬指す。特にありのままの⾃分の特徴や⽣きていく上
で⼤切な価値を理解し，あるべき⾃分やありたい⾃分を
つくろうとする省察性の育成を重視する。 

社
会 
 
 
 
 

  ⼦供と⽣活や社会を基に各教科を関連させる役割を担
う教科である。本教科は，⽇常や社会の⽣活における問
題を⾒いだし，解決に向けて参画する活動を通して，⽇
本を⼟台に世界に貢献する主体としての⾃覚や責任を培
うことを⽬指す。特に⽇常や社会の⽣活における⾃⼰の
役割や義務に気付き，⽇本に住む⼈間としての深い知⾒
や良識をもって⾏動する協働性の育成を重視する。 

⾔
葉 
 
 
 
 

  過去と未来，⾃分と世界の⼈と⼈がつながるために必
要な⾔語という⽂化的側⾯を学ぶ教科である。本教科は
⾔葉に関する課題を捉え，その解決を図る，⽇常⽣活の
⾔語活動を通して，⾔葉の豊かな使い⼿を養うことを⽬
指す。特に，⾔葉に関する課題について筋道を⽴てて表
現し，他者と協働し合いながら，新たな⾃分の考えを創
り出す創造性の育成を重視する。 

数
学 
 
 
 
 
 

  ⼈類が築き上げた数，量，形という⽂化的側⾯を学ぶ
教科である。本教科では，数や形に親しみ事象を数理的
に捉え，問題を他者とともに解決する活動を通して，⾃
ら問いを⾒いだし，数学的な概念や原理・法則を⾒いだ
したり，それらを活⽤したりする⼒を⾝に付けることを
⽬指す。特に，事象から数や形，量についての問題を⾒
いだし，論理的思考を通して，新たな考えや価値を⾒い
だす創造性の育成を重視する。 

科
学 
 
 
 

⾃然事象との出合いから⽣まれた問題を，仮説に沿っ
て，粘り強く観察，実験し，科学的に解決する資質・能
⼒を育むことを⽬指す。特に⾃然事象を⽣命の連続性，
地球（地層や天体）の時間的・空間的視点，粒⼦の質的
変化，エネルギーの量的変化で捉えて問題解決すること
で科学的に妥当な考えを創る創造性の育成を重視する。 

芸
術 
 
 
 
 

  表現欲求や感動体験を通して，⼈間が⽣み出た芸術と
いう美を学ぶ教科である。本教科では，美を追究するた
めに感性を働かせ，材や作品から美を感じ，思いや意図
を明確にしながら表現する活動を通して，美的情操を培
い美と豊かに関わることを⽬指す。特に感性と知性を⼀
体化させ感受・知覚を往還させ，知識やスキルを習得・
活⽤して新たな表現をつくる創造性の育成を重視する。 

健
康 
 
 
 
 

  ⼦供が⽣涯にわたって⼼⾝の健康を保持増進するため
の基盤をつくる上で重要な教科である。本教科では，⾝
体や⾷，運動に関わる課題解決に向けた体験的な活動を
通して，⾃分と健康に関わる内容との関り⽅を⾒いだし
ていくことを⽬指す。特に，知識や技能を⽤いて課題解
決に取り組み課題を解決することで新たな知識や技能を
発⾒したり⾝に付けたりする創造性の育成を重視する。 

(3) 内容精選の⼿順 
 ７教科に再編したことに伴い，内容の精選を図る。その
⼿順は以下の通りである。 
【表２ 内容精選の⼿順】 

 ⼿順 
１ 教科の⾒⽅・考え⽅となる知の構造（図３）を

明確にする。 
２  教科の⾒⽅・考え⽅と社会の要請を踏まえ，内

容区分を設定する。 
３  教科の⾒⽅・考え⽅と⼦供の発達段階を基に，

内容を概念と⽅略で系統的に位置付ける。 
４  設定した内容を基に，カリキュラムに単元を位

置付ける。 
教科の⾒⽅・考え⽅とは，各教科の知の構造のことを指

し，教科の本質（その教科の存在意義）とも呼べるもので
ある。それと共に，社会からの要請を踏まえて，内容区分
を設定する。また，具体的な内容については，知の構造か
ら概念と⽅略を明確にし，記載する。本校では「（⽅略）
を通して，（概念）を理解する／に気付く」として整理し
ている。教科によって，⽅略が多様にある教科と，概念が
多様にある教科があり，その教科の知の構造のバランスに
よって違いはあるが，それがその教科の存在意義でもある
と考えている。 

〇第２節 教育課程の編成 

１ 教育⽬標と教育課程の編成 
 教育課程の編成にあたっては学校教育全体や各教科に
おける学びを通して育成する資質・能⼒を踏まえつつ，「未
来社会を創造する主体の育成」という教育⽬標を明確にす
るとともに，教育課程編成についての基本的な⽅針が家庭
や市⺠社会とも共有されるよう努めるものである。 

２ 教育課程編成における共通事項 
 (1) 内容の取扱い 

  ア 各教科の内容に関する事項は特に⽰す場合を除
き，取り扱わなければならない。 

  イ 特に必要がある場合は内容を加えて指導したり，
⼀部削減したりすることができるただしそれぞれ
の教科の本質（⾒⽅・考え⽅）から逸脱することや
児童の負担過重になったりすることのないように
しなければならない。 

  ウ 各教科の内容に掲げる事項の順序は特に⽰すが
場合を除き，学習の順序を⽰すものではない。その
取扱いについて適切な⼯夫を加えるものとする。 

  エ ２学年にわたって⽰しているものは２年間を⾒
通して計画的に指導することとし，特に⽰す場合を
のぞきいずれかの学年に分けて学習を⾏う。 

  オ ⼈間科を中核に設定し，全教育活動を通じて⾏う
ようにする。 

(2) 授業時数などの取扱い（令和３年度） 

 
(3) カリキュラム・デザイン 

 各学年の年間指導計画を以下のような⼿順で作成して
いく（表３）。フェーズ３，４については，教師と⼦供が
⼀緒に⾏い，共に考えるようにする。 
【表３ カリキュラム・デザインの基本的な⼿順】 

フェーズ 実施すること 
１ 学年テーマを話し合う 
２ 学年テーマからテーマ学習を話し合う 
３ テーマ学習が各教科の内容を満たすか検討する 
４ リレーション学習，フォーカス学習を設定する 
５ 各学習の実施 
６ カリキュラムの⾒直し 

教師と⼦供が共に考えることによって，⼦供たちが⾃分
たちの成⻑のために学校のカリキュラムがあることを実
感し，学ぶ意義や意味をもつことができると考える。 
 

〇第３節 教育課程の実施と学習評価 

１ ３つの学び 
(1) テーマ学習 

 テーマ学習とは，⼦供と教師で設定した学年テーマの実
現を⽬指し，各教科が解決のための役割を果たしながら１
つの⼤きなプロジェクトとして教科横断的に進める学び
である。 
 (2) リレーション学習 
 リレーション学習とは，ある教科で⽣まれた問いを解決
するために，他教科と⾏ったり来たりしながら合科的・関
連的に進める学びである。リレーション学習に関わるその
教科も資質・能⼒が発揮され，価値ある学習となることが
前提となる。 

 (3) フォーカス学習 
 フォーカス学習とは，教科の⾒⽅・考え⽅を基に，概念
と⽅略の獲得に焦点化した学びである。 

(4) ３つの学びの必要条件 
 ３つの学びの必要条件として真正の課題が設定されて
いることが重要である。真正の課題は，「知のまとまり」
「たくましい追究」「学校を超える価値」の３つとする9。 
【表 4 課題の条件】 

視点 内容 
知の 
まとまり 

学びの中で既存の知識と学ぶ内容を構造
化して，新たな知を構築できるか 

たくましい 
追究 
 

主体的に追究することができる⾝近さや
重要性が⾼い⾃分事の課題となるととも
に，仲間や他者との対話や協働が必要か 

学校を 
超える価値 

学びそのものが現代やこれからの社会に
とって価値あるもので影響を与えるものか 

  

２ 学習評価の充実 
 (1)学習としての評価の充実 
 学習者が⾃⾝の学習を評価し，改善できることは⾮常に
⼤切なことである。学習が⼦供のためのものになるために
は⽋かせない。そこで，学習としての評価の充実を図る。 

まず，「課題の設定」において，対象との出合いを通し
て，この学習の中⼼となるパフォーマンス課題を設定し，
それに対する⾃分の⽬標を決める。⼤切なことは，この学
習を経て⾃分がどのように成⻑したいか，または成⻑でき
るかゴール像を描くことである。そして，そのゴールに向
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「⼈間らしさを守るための鎧」を形成していく」8ことに
⽭盾しない。 

(2) ７教科の概要 

 
【図３ ７教科と資質能⼒の関係】 
 この７教科の特徴は，次の表の通りである。 
 
【表１ 各教科の特徴】 

教科 特    徴 
⼈
間 
 
 
 
 
 

  ⼈格の完成に直接向かう，全教科の核となる教科であ
る。本教科は，⽣きる意味や価値を⾒つめ直すことを通
して，⾃分や他者，⽣命や世界との関わりにある道徳的
な問題を解決する過程の中で今の⾃分を受け⼊れ，あり
たい⾃分をつくり，⾃⼰形成を図る主体を育成すること
を⽬指す。特にありのままの⾃分の特徴や⽣きていく上
で⼤切な価値を理解し，あるべき⾃分やありたい⾃分を
つくろうとする省察性の育成を重視する。 

社
会 
 
 
 
 

  ⼦供と⽣活や社会を基に各教科を関連させる役割を担
う教科である。本教科は，⽇常や社会の⽣活における問
題を⾒いだし，解決に向けて参画する活動を通して，⽇
本を⼟台に世界に貢献する主体としての⾃覚や責任を培
うことを⽬指す。特に⽇常や社会の⽣活における⾃⼰の
役割や義務に気付き，⽇本に住む⼈間としての深い知⾒
や良識をもって⾏動する協働性の育成を重視する。 

⾔
葉 
 
 
 
 

  過去と未来，⾃分と世界の⼈と⼈がつながるために必
要な⾔語という⽂化的側⾯を学ぶ教科である。本教科は
⾔葉に関する課題を捉え，その解決を図る，⽇常⽣活の
⾔語活動を通して，⾔葉の豊かな使い⼿を養うことを⽬
指す。特に，⾔葉に関する課題について筋道を⽴てて表
現し，他者と協働し合いながら，新たな⾃分の考えを創
り出す創造性の育成を重視する。 

数
学 
 
 
 
 
 

  ⼈類が築き上げた数，量，形という⽂化的側⾯を学ぶ
教科である。本教科では，数や形に親しみ事象を数理的
に捉え，問題を他者とともに解決する活動を通して，⾃
ら問いを⾒いだし，数学的な概念や原理・法則を⾒いだ
したり，それらを活⽤したりする⼒を⾝に付けることを
⽬指す。特に，事象から数や形，量についての問題を⾒
いだし，論理的思考を通して，新たな考えや価値を⾒い
だす創造性の育成を重視する。 

科
学 
 
 
 

⾃然事象との出合いから⽣まれた問題を，仮説に沿っ
て，粘り強く観察，実験し，科学的に解決する資質・能
⼒を育むことを⽬指す。特に⾃然事象を⽣命の連続性，
地球（地層や天体）の時間的・空間的視点，粒⼦の質的
変化，エネルギーの量的変化で捉えて問題解決すること
で科学的に妥当な考えを創る創造性の育成を重視する。 

芸
術 
 
 
 
 

  表現欲求や感動体験を通して，⼈間が⽣み出た芸術と
いう美を学ぶ教科である。本教科では，美を追究するた
めに感性を働かせ，材や作品から美を感じ，思いや意図
を明確にしながら表現する活動を通して，美的情操を培
い美と豊かに関わることを⽬指す。特に感性と知性を⼀
体化させ感受・知覚を往還させ，知識やスキルを習得・
活⽤して新たな表現をつくる創造性の育成を重視する。 

健
康 
 
 
 
 

  ⼦供が⽣涯にわたって⼼⾝の健康を保持増進するため
の基盤をつくる上で重要な教科である。本教科では，⾝
体や⾷，運動に関わる課題解決に向けた体験的な活動を
通して，⾃分と健康に関わる内容との関り⽅を⾒いだし
ていくことを⽬指す。特に，知識や技能を⽤いて課題解
決に取り組み課題を解決することで新たな知識や技能を
発⾒したり⾝に付けたりする創造性の育成を重視する。 

(3) 内容精選の⼿順 
 ７教科に再編したことに伴い，内容の精選を図る。その
⼿順は以下の通りである。 
【表２ 内容精選の⼿順】 

 ⼿順 
１ 教科の⾒⽅・考え⽅となる知の構造（図３）を

明確にする。 
２  教科の⾒⽅・考え⽅と社会の要請を踏まえ，内

容区分を設定する。 
３  教科の⾒⽅・考え⽅と⼦供の発達段階を基に，

内容を概念と⽅略で系統的に位置付ける。 
４  設定した内容を基に，カリキュラムに単元を位

置付ける。 
教科の⾒⽅・考え⽅とは，各教科の知の構造のことを指

し，教科の本質（その教科の存在意義）とも呼べるもので
ある。それと共に，社会からの要請を踏まえて，内容区分
を設定する。また，具体的な内容については，知の構造か
ら概念と⽅略を明確にし，記載する。本校では「（⽅略）
を通して，（概念）を理解する／に気付く」として整理し
ている。教科によって，⽅略が多様にある教科と，概念が
多様にある教科があり，その教科の知の構造のバランスに
よって違いはあるが，それがその教科の存在意義でもある
と考えている。 

〇第２節 教育課程の編成 

１ 教育⽬標と教育課程の編成 
 教育課程の編成にあたっては学校教育全体や各教科に
おける学びを通して育成する資質・能⼒を踏まえつつ，「未
来社会を創造する主体の育成」という教育⽬標を明確にす
るとともに，教育課程編成についての基本的な⽅針が家庭
や市⺠社会とも共有されるよう努めるものである。 

２ 教育課程編成における共通事項 
 (1) 内容の取扱い 

  ア 各教科の内容に関する事項は特に⽰す場合を除
き，取り扱わなければならない。 

  イ 特に必要がある場合は内容を加えて指導したり，
⼀部削減したりすることができるただしそれぞれ
の教科の本質（⾒⽅・考え⽅）から逸脱することや
児童の負担過重になったりすることのないように
しなければならない。 

  ウ 各教科の内容に掲げる事項の順序は特に⽰すが
場合を除き，学習の順序を⽰すものではない。その
取扱いについて適切な⼯夫を加えるものとする。 

  エ ２学年にわたって⽰しているものは２年間を⾒
通して計画的に指導することとし，特に⽰す場合を
のぞきいずれかの学年に分けて学習を⾏う。 

  オ ⼈間科を中核に設定し，全教育活動を通じて⾏う
ようにする。 

(2) 授業時数などの取扱い（令和３年度） 

 
(3) カリキュラム・デザイン 

 各学年の年間指導計画を以下のような⼿順で作成して
いく（表３）。フェーズ３，４については，教師と⼦供が
⼀緒に⾏い，共に考えるようにする。 
【表３ カリキュラム・デザインの基本的な⼿順】 

フェーズ 実施すること 
１ 学年テーマを話し合う 
２ 学年テーマからテーマ学習を話し合う 
３ テーマ学習が各教科の内容を満たすか検討する 
４ リレーション学習，フォーカス学習を設定する 
５ 各学習の実施 
６ カリキュラムの⾒直し 

教師と⼦供が共に考えることによって，⼦供たちが⾃分
たちの成⻑のために学校のカリキュラムがあることを実
感し，学ぶ意義や意味をもつことができると考える。 
 

〇第３節 教育課程の実施と学習評価 

１ ３つの学び 
(1) テーマ学習 

 テーマ学習とは，⼦供と教師で設定した学年テーマの実
現を⽬指し，各教科が解決のための役割を果たしながら１
つの⼤きなプロジェクトとして教科横断的に進める学び
である。 
 (2) リレーション学習 
 リレーション学習とは，ある教科で⽣まれた問いを解決
するために，他教科と⾏ったり来たりしながら合科的・関
連的に進める学びである。リレーション学習に関わるその
教科も資質・能⼒が発揮され，価値ある学習となることが
前提となる。 

 (3) フォーカス学習 
 フォーカス学習とは，教科の⾒⽅・考え⽅を基に，概念
と⽅略の獲得に焦点化した学びである。 

(4) ３つの学びの必要条件 
 ３つの学びの必要条件として真正の課題が設定されて
いることが重要である。真正の課題は，「知のまとまり」
「たくましい追究」「学校を超える価値」の３つとする9。 
【表 4 課題の条件】 

視点 内容 
知の 
まとまり 

学びの中で既存の知識と学ぶ内容を構造
化して，新たな知を構築できるか 

たくましい 
追究 
 

主体的に追究することができる⾝近さや
重要性が⾼い⾃分事の課題となるととも
に，仲間や他者との対話や協働が必要か 

学校を 
超える価値 

学びそのものが現代やこれからの社会に
とって価値あるもので影響を与えるものか 

  

２ 学習評価の充実 
 (1)学習としての評価の充実 
 学習者が⾃⾝の学習を評価し，改善できることは⾮常に
⼤切なことである。学習が⼦供のためのものになるために
は⽋かせない。そこで，学習としての評価の充実を図る。 

まず，「課題の設定」において，対象との出合いを通し
て，この学習の中⼼となるパフォーマンス課題を設定し，
それに対する⾃分の⽬標を決める。⼤切なことは，この学
習を経て⾃分がどのように成⻑したいか，または成⻑でき
るかゴール像を描くことである。そして，そのゴールに向
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かう「学びの道標」を作成する。 
次に「調査・追究」の場⾯では，⾃分の活動を定期的に

振り返り，⾃分が⽬指している⽬標に対してどこまで進ん
でいるのか把握し，ゴールに向けて何をする必要があるの
か，教師に何をして欲しいか考える。これを「学びの⾜跡」
として蓄積し，教師はこれを基に学習を構成する。 

そして「交流・討論」の場⾯では⾃他の考えを⽐べ，吟
味し，意味付けたり価値付けたりする話合いを設定する。
そのために話し合う課題の質が重要となる。「振り返り」
においては，単元のゴールまでどのように学習を進めたか
振り返るとともに，「⼈間」の学習で⾏うマイタイムノー
トへの学びの振り返りを重視することで学習によってど
のように成⻑したか分析し，実感できるようにする。 
【表４ 学習としての評価を充実させるために】 

段階 ポイント 
課題の 
設定 

・パフォーマンス課題の設定 
・学習後のゴール像を描く場の設定 
・学びの道標の作成 

調査 
追究 

・⽬標との距離の把握 
・次にすべきこと，教師にして欲しいことを

考え，学びの⾜跡として記録 
・教師は学びの⾜跡を基に学習を構成 

交流 
討論 

・⼦供の多様な学びが表出し，⽐べ，吟味で
きる話合いの課題の設定 

振り 
返り 

・ゴールまでの学習の想起 
・マイタイムノートでの成⻑の実感・分析 

 (2) 学校評価 
 学習としての評価の充実とともに，総括的に教育活動を
評価できるようにするために，次の４つの評価を学校評価
として位置付け，カリキュラム改善の参考とする。 
＜児童評価＞ 
 ○ 研究開発アンケート（年間３回７，12，３⽉） 
＜保護者評価＞ 
 ○ ⾃由記述アンケート（年間３回７，12，３⽉） 
 ○ 懇談会での意⾒集約（年間４，５回程度） 
＜教師評価＞ 
 ○ 研究開発アンケート（年間３回７，12，３⽉） 
 ○ ⾃由記述アンケート（年間３回７，12，３⽉） 
＜外部機関からの評価＞ 
 ○ 運営指導委員会（年間３回） 
 ○ 共同研究会（年間３回） 
 ○ ⼤学教員からの意⾒集約（年間５〜10 回程度） 
 ○ 附属学校ＯＢからの意⾒集約（年間５〜10 回程度） 
 ○ 学校評議委員会（年間２回） 
 以上のような教育評価を計画し，今後の研究の充実と発
展に寄与することができるようにするとともに，次年度へ
の⽅向性を明らかにしていく。 

 (3) アセスメントの重視 
 テーマ学習やリレーション学習，フォーカス学習の特質
が顕著に出るものを開発実証授業とし，アセスメントを重
視して分析していく。アセスメントとは，⼦供の現在の学
習状況を多様な資料から多⾓的に捉え，教師の⽀援や学習
の展開について判断することを⽬的とした情報収集・分析
のことである。開発実証授業は，年間 20 回程度実施し，
⼦供たちの学習の様⼦を観察，解釈する。 

また，開発実証授業では１つの授業に複数の⼈間が関わ
るようにする。事前のモデレーションタイム，公開授業，
動画視聴による分析，整理会を翌⽇に設定することで，よ
り客観的なものにしていく。授業整理会では，その授業の
是⾮の分析よりも，⼦供の姿の解釈の評価者による違いな
どから，改善の⽅向性を明確にし，カリキュラムの変更，
更新に活⽤していく。ここではできる限り，共同研究者や
研究協⼒者にも授業を公開することで，さまざまな⾓度か
ら，授業の価値を⾒いだせるようにしていきたい。 

具体的には以下の授業改善サイクルを回すようにする。 

 
【図４ アセスメントによるカリキュラム改善サイクル】 
  
 

３ マネジメント・システム 
 校内外の組織体制として以下のようなものを設定し，そ
れによって，効果的にカリキュラム・マネジメントができ
るようにする。 
 〇 学級担任・教科担当併⽤制 
 学級担任が朝や帰りの会，給⾷指導などを中⼼で進め，
各教科の学習は教科担当が指導する。このことが，質の⾼
い学習の提供とともに，教師の専⾨⼒量の向上にもつなが
る。教員の持ちコマを 20 時間程度に抑え，空きコマで教
材研究や打合せ，取材などを⾏えるようにする。こうする
ことで働き⽅改⾰に資するとともに，社会に開かれた教育
課程として，学校外のさまざまなリソースへのアプローチ
も円滑に推進できるようにする。 
 〇 研究部 
 全体研究構想を作成し，研究全体のマネジメントを⾏う
とともに，教科部⻑会や学年主任会の総括を務める。それ
ぞれの教員には担当する研究部がおり，随時相談しながら，
研究や教育活動を進める。 

〇 教科部会 
 主に教科における学習指導要領の作成を⾏い，その考え
⽅を基に教科年間指導計画，評価計画の作成を進めていく。
教科における学びの具体的な姿を提案していく。 

〇 学年部会 
 主に学年年間指導計画と教材開発，教材分析，評価分析
等を⽣かしたテーマやリレーション学習の計画の作成を
進めていく。 

〇 運営指導委員会 
 本校研究に関わる，上智⼤学教授 奈須 正裕⽒，國學
院⼤學教授（前⽂部科学省初等中等教育局教育課程課視学
官）⽥村 学⽒を筆頭に，福岡教育⼤学及び福岡教育⼤学
教職⼤学院，福岡県教育委員会，福岡教育事務所，福岡県
教育センターから選出された委員から，本校のカリキュラ
ム研究についての指導を受ける。 

〇 共同研究会 
 福岡教育⼤学 教授（准教授）と本校職員ＯＢから組織
され，学問的⾒地と教育実践による裏付けを基に，学びに
向かう⼦供たちの姿について研究協⼒をいただく。ここで
は実効性のある教育課程研究を進めたり，開発授業，評価
分析をしたりして進めていく。 
 〇 授業協⼒者 
 保護者や同窓会会員，地域の⼈材バンク（県や市の⾏政
職員，他⼤学，NPO 法⼈など）から多数本校にお越しい
ただいている⽅々との交流を続け，必要に応じて⼦供たち
が地域に繰り出したり，それらの⽅を学校にお招きしたり
して，まさに真正の学びが⾏われるようにする。 
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かう「学びの道標」を作成する。 
次に「調査・追究」の場⾯では，⾃分の活動を定期的に

振り返り，⾃分が⽬指している⽬標に対してどこまで進ん
でいるのか把握し，ゴールに向けて何をする必要があるの
か，教師に何をして欲しいか考える。これを「学びの⾜跡」
として蓄積し，教師はこれを基に学習を構成する。 

そして「交流・討論」の場⾯では⾃他の考えを⽐べ，吟
味し，意味付けたり価値付けたりする話合いを設定する。
そのために話し合う課題の質が重要となる。「振り返り」
においては，単元のゴールまでどのように学習を進めたか
振り返るとともに，「⼈間」の学習で⾏うマイタイムノー
トへの学びの振り返りを重視することで学習によってど
のように成⻑したか分析し，実感できるようにする。 
【表４ 学習としての評価を充実させるために】 

段階 ポイント 
課題の 
設定 

・パフォーマンス課題の設定 
・学習後のゴール像を描く場の設定 
・学びの道標の作成 

調査 
追究 

・⽬標との距離の把握 
・次にすべきこと，教師にして欲しいことを

考え，学びの⾜跡として記録 
・教師は学びの⾜跡を基に学習を構成 

交流 
討論 

・⼦供の多様な学びが表出し，⽐べ，吟味で
きる話合いの課題の設定 

振り 
返り 

・ゴールまでの学習の想起 
・マイタイムノートでの成⻑の実感・分析 

 (2) 学校評価 
 学習としての評価の充実とともに，総括的に教育活動を
評価できるようにするために，次の４つの評価を学校評価
として位置付け，カリキュラム改善の参考とする。 
＜児童評価＞ 
 ○ 研究開発アンケート（年間３回７，12，３⽉） 
＜保護者評価＞ 
 ○ ⾃由記述アンケート（年間３回７，12，３⽉） 
 ○ 懇談会での意⾒集約（年間４，５回程度） 
＜教師評価＞ 
 ○ 研究開発アンケート（年間３回７，12，３⽉） 
 ○ ⾃由記述アンケート（年間３回７，12，３⽉） 
＜外部機関からの評価＞ 
 ○ 運営指導委員会（年間３回） 
 ○ 共同研究会（年間３回） 
 ○ ⼤学教員からの意⾒集約（年間５〜10 回程度） 
 ○ 附属学校ＯＢからの意⾒集約（年間５〜10 回程度） 
 ○ 学校評議委員会（年間２回） 
 以上のような教育評価を計画し，今後の研究の充実と発
展に寄与することができるようにするとともに，次年度へ
の⽅向性を明らかにしていく。 

 (3) アセスメントの重視 
 テーマ学習やリレーション学習，フォーカス学習の特質
が顕著に出るものを開発実証授業とし，アセスメントを重
視して分析していく。アセスメントとは，⼦供の現在の学
習状況を多様な資料から多⾓的に捉え，教師の⽀援や学習
の展開について判断することを⽬的とした情報収集・分析
のことである。開発実証授業は，年間 20 回程度実施し，
⼦供たちの学習の様⼦を観察，解釈する。 

また，開発実証授業では１つの授業に複数の⼈間が関わ
るようにする。事前のモデレーションタイム，公開授業，
動画視聴による分析，整理会を翌⽇に設定することで，よ
り客観的なものにしていく。授業整理会では，その授業の
是⾮の分析よりも，⼦供の姿の解釈の評価者による違いな
どから，改善の⽅向性を明確にし，カリキュラムの変更，
更新に活⽤していく。ここではできる限り，共同研究者や
研究協⼒者にも授業を公開することで，さまざまな⾓度か
ら，授業の価値を⾒いだせるようにしていきたい。 

具体的には以下の授業改善サイクルを回すようにする。 

 
【図４ アセスメントによるカリキュラム改善サイクル】 
  
 

３ マネジメント・システム 
 校内外の組織体制として以下のようなものを設定し，そ
れによって，効果的にカリキュラム・マネジメントができ
るようにする。 
 〇 学級担任・教科担当併⽤制 
 学級担任が朝や帰りの会，給⾷指導などを中⼼で進め，
各教科の学習は教科担当が指導する。このことが，質の⾼
い学習の提供とともに，教師の専⾨⼒量の向上にもつなが
る。教員の持ちコマを 20 時間程度に抑え，空きコマで教
材研究や打合せ，取材などを⾏えるようにする。こうする
ことで働き⽅改⾰に資するとともに，社会に開かれた教育
課程として，学校外のさまざまなリソースへのアプローチ
も円滑に推進できるようにする。 
 〇 研究部 
 全体研究構想を作成し，研究全体のマネジメントを⾏う
とともに，教科部⻑会や学年主任会の総括を務める。それ
ぞれの教員には担当する研究部がおり，随時相談しながら，
研究や教育活動を進める。 

〇 教科部会 
 主に教科における学習指導要領の作成を⾏い，その考え
⽅を基に教科年間指導計画，評価計画の作成を進めていく。
教科における学びの具体的な姿を提案していく。 

〇 学年部会 
 主に学年年間指導計画と教材開発，教材分析，評価分析
等を⽣かしたテーマやリレーション学習の計画の作成を
進めていく。 

〇 運営指導委員会 
 本校研究に関わる，上智⼤学教授 奈須 正裕⽒，國學
院⼤學教授（前⽂部科学省初等中等教育局教育課程課視学
官）⽥村 学⽒を筆頭に，福岡教育⼤学及び福岡教育⼤学
教職⼤学院，福岡県教育委員会，福岡教育事務所，福岡県
教育センターから選出された委員から，本校のカリキュラ
ム研究についての指導を受ける。 

〇 共同研究会 
 福岡教育⼤学 教授（准教授）と本校職員ＯＢから組織
され，学問的⾒地と教育実践による裏付けを基に，学びに
向かう⼦供たちの姿について研究協⼒をいただく。ここで
は実効性のある教育課程研究を進めたり，開発授業，評価
分析をしたりして進めていく。 
 〇 授業協⼒者 
 保護者や同窓会会員，地域の⼈材バンク（県や市の⾏政
職員，他⼤学，NPO 法⼈など）から多数本校にお越しい
ただいている⽅々との交流を続け，必要に応じて⼦供たち
が地域に繰り出したり，それらの⽅を学校にお招きしたり
して，まさに真正の学びが⾏われるようにする。 
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6 ⽥村学（2019）『深い学びを実現するカリキュラム・マネジメント』⽂溪堂.pp.9-57.[カリキュラム・マネジメントを考える前提として，ＯＥＣＤ教
育・スキル局⻑アンドレアス・シュライヒャー⽒のインタビュー記事を引⽤し，記憶戦略，⾃⼰制御戦略，精緻化戦略の３つが重要であり，⽇本は精緻
化が課題であるとした。その上でカリキュラム・マネジメントの３つの側⾯の①教育内容の組織的配列が重要であり，カリキュラム・デザインを実現す
る際の深い学びに直結する知識及び技能の活⽤・発揮を各教科間等，教育課程全体で考えることを意識すべきであるとした。その３つの階層として，全
体計画，単元配列表，単元計画の作成があり，特に単元配列表を学びの地図と捉えることがＰＤＣＡサイクルにもつながるとした。] 
7福岡教育⼤学附属福岡⼩学校（1988）『感動体験を中核とした「⽣活科」の授業づくり』明治図書. [⼈間存在の原理の３つの区分を基に「⼈間課程」「⽣
活課程」「⽂化課程」の３つから，教科と総合的な学習の時間の合科的・関連的なカリキュラム研究を進めてきた。] 
8奈須正裕（2014）「コンテンツ・ベイスの教育原理とその限界」奈須正裕，久野弘幸，⿑藤⼀弥 編『シリーズ 新しい学びの潮流１ 知識基盤社会を
⽣き抜く⼦どもを育てるーコンピテンシー・ベイスの授業づくり』ぎょうせい.pp.15-19.[経済界や市⺠社会の要請を意識しつつも，そうしたライフスタ
イルに早くから慣らしていくよりも，将来出会う社会の荒波の中で消費されつくさないための⼈間性の核，いわば「⼈間らしさを守るための鎧」を形成
していく。社会への参加につながる学びと，⼈間としての個を育てる⽂化的学びの両⾯が保障されることで，社会に適応し⽣き抜くだけでなく，その中
で⾃分らしさを守り，⽣き⽅の幅を広げ，社会をよりよく⽣きていく⼒が育まれるとした。現代社会で求められるコンピテンシーを育むことは，現場に
とって遠い課題でなく，⽬の前の⼦供たちの⽣活背景や彼らの⾜元の課題を理解し掘り下げることと捉えられるとした。] 
9 フレッドＭニューマン，渡部 ⻯也・堀⽥ 諭 訳（2017）『真正の学び学⼒〜質の⾼い知をめぐる学校再建〜』春⾵社.p.59.[表 1-4 真正の評価課題とし
て，学問的内容，学問的プロセス，卓越した⽂章による伝達。真正の指導法として，深い知識，内容のある会話。⼦供の真正なパフォーマンスとして，
学問的概念，卓越した⽂章による伝達」が挙げられている。本著では「鍛錬された探究」と⽰されているが，本研究における「探究」との混同を避ける
ため本研究においては「たくましい追究」とした。真正の課題についての本校の考え⽅の詳細は，前掲，研究開発報告書に⽰している。] 
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⼩学校学習指導要領（福岡教育⼤学附属福岡⼩学校版） 

 ⼈間科編                                    

１ 教科新設の経緯 

 (1) 想定される未来社会と「人間科」の関係 

教科「人間」は，自分自身と人や社会，自然との関わり

を考え，よりよい自己の生き方についての考えを深めよう

とする教科である。現代社会はグローバル化が急速な進展

を続けており，異なる文化との共存や国際協力の必要性を

増大させている。このような中で，様々な文化や価値観を

背景とする人々と相互に尊重し合いながら生きることや，

科学技術の発展や社会・経済の変化の中で，人間の幸福と

社会の発展の調和的な実現を図ることが一層重要な課題

となっている。 

一方で，現在はグローバルな知識基盤社会(knowledge 

based society）の到来に伴い，社会で生きて働くコンピ

テンシー(competencies)が必要とされる時代となった 1。

そのため，教育の中でコンピテンシーの育成をどのように

図っていくかの議論に注目が集まってきている。OECD に

おける DeSeCo プロジェクトでもキーコンピテンシーの枠

組みの中心として「省察・振り返り」が置かれている２。

このような課題に対応していくためには，深く内省し，物

事の本質を考える力や何事にも主体性をもって誠実に向

き合う意志や態度などの育成が必要である。 

 (2) 現行道徳科，特別活動との関係 

 人間科は「自己の価値観を豊かにし，自己の生き方をつ

くる主体を育てる」ことを目指す。そのために道徳科，特

別活動，総合的な学習の時間を統合した１つの教科とする。 

現行の道徳科では，目標を「よりよく生きるための基盤

となる道徳性を養うために，道徳的諸価値についての理解

を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，自

己の生き方についての考えを深める学習を通して，道徳的

な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる」としている。

これは，自己の生き方についての考えを深める学習を通し

て，よりよく生きていくための資質・能力を培うことを目

指すものである。また，特別活動では，「集団や社会の形

成者としての見方・考え方を働かせ，様々な集団活動に自

主的，実践的に取り組み，互いのよさや可能性を発揮しな

がら集団や自己の生活上の課題を解決すること」を通して，

〔知識及び技能〕，〔思考力，判断力，表現力等〕，〔学びに

向かう力，人間性等〕の３つから資質・能力ベースで目標

が示された。これは「人間関係形成」「社会参画」「自己実

現」の視点を手掛かりとしながら学びの過程を重視し，資

質・能力を育むことを目指すものである。さらに，総合的

な学習の時間では，「探究的な見方・考え方を働かせ，横

断的・総合的な学習を行うことを通して，よりよく課題を

解決し，自己の生き方を考えていくための資質・能力」を

育むために，３つの資質・能力ベースで目標を示している。

これは，各学校において定める目標の達成に向けて適切な

探究課題を設定し，その解決過程に他教科等で身に付けた

資質・能力や情報活用能力，言語能力等を発揮していくこ

とを目指すものである。 

人間科は，現行の３教科・領域の共通点と相違点を生か

して構想している。共通点は自己の生き方についての考え

を深める点である。相違点は，道徳科における学習が１単

位時間に１つの内容を取り上げていくことに対し，特別活

動や総合的な学習の時間においては，実践や探究を主とし

ているところである。人間科では，そうした実践や探究を

重視していきながら，自分とは異なる見方や考え方に触れ，

過去・現在・未来の自己を見つめ，自己内省を繰り返すこ

とで，多様な価値観から自己の生き方を見つめ直すことが

できる。 

人間科は，子供の自己の生き方についての考えの変容や

深まりを重視している。子供が対象への自分の考えを省察

しながら他者の生き方や価値観を基に自分の生き方につ

いて追究することができるカリキュラムを構築していく。

子供が人や社会，自然と豊かな関わりをもち，多様な価値

観から自分自身の生き方についての考えを深めることが

できるようにするために新教科「人間科」を新設した。 

 (3) 人間科に関わる本校のこれまでの研究 

 人間科に関わって，本校では平成６年から 11 年まで領

域「人間」が，平成 25 年から 28 年まで領域「生き方」が，

平成 29 年から昨年度までは領域「にんげん」が，人間科

の学習内容を担っていた。領域「人間」の学習においては，

目標を「人間としてのよりよい生き方を求め実践する活動

を通して，人間性豊かに生きる実践的な態度を育てる」と

し，内容を「どのような人とどのように共生していくか」

という実践のあり方から規定した「自分」「仲間」「生命」

「福祉」「国際理解・協力」「環境」の６つとして研究を進

めてきた。また，領域「生き方」の学習においては，目標

を「人と対象との関わりを考え，多様な他者と協働的に実

践する活動を通して，生き方への価値認識，他者尊重，自

己への見方や考え方，自己実現する力を高め，自己形成す

る力を養う。」とし，内容を「いのち」「みらい」「くらし」

「なかま」の４つとして研究を進めた。領域「にんげん」

では，内容を「わたし」「わたしたち」「生きる道」の３つ

として研究を進めてきた。人との関わりを通して，自己を

見つめ直し，他者とよりよく生きようとする自己の生き方

をつくることを大切にしてきた。 

 (4) これまでの開発研究で見えてきたこと 

 ア 成果 

 昨年度までの研究を行った結果，以下の点が成果として

 
 

見えてきた。 

〇 自己の課題の解決方法を自ら吟味しながら追究

し，自己を更新していくことができた。 

○ 他の教科での学びを含めた自分自身の学びについ

て振り返り，整理する自己内省を繰り返し，よりよい

自分をつくろうとすることができた。 

○  カリキュラムの中核としての人間科の役割につい

て，人間科の問いを中心としたテーマ学習の構想の

具体を示すことで明らかにすることができた。 

延長１，２年次はカリキュラムの中核としての人間科の

役割を明らかにした。具体的には，人間科の問いの解決に

向けたテーマ学習の構想の具体を明らかにし，その子供の

姿を基に，省察性の具体を示すことができた。 

イ 課題 

これまでの研究を通して以下の課題も明らかとなった。 

● 学習対象や問いの設定が，子供の生活から身近な

ものとは言えないものが多い。 

●  学校行事や児童会活動など，人間科として，カリ

キュラムに位置付けることが不十分である。 

● 人間科における３つの学びに対応したアセスメン

トの在り方が明確になっていない。 

特に今年度は人間科として，それぞれの学びにおいて人

間科で育成すべき省察性の具体を明らかにしていくとと

もに，子供が評価の主体者として自らの学びをよりよくし

ていくための評価の在り方や，人間科の学びにおける子供

の見取り方を明らかにしていく。そのために，まずそれぞ

れの内容において子供に身に付けさせるべき概念を明ら

かにする。次に，単元や年間レベルでのルーブリック等の

共有，実践を行い，人間科におけるアセスメントの考え方

を明確にしていく。また，人間科の特質に応じたアセスメ

ントの在り方についても究明していく。 

２ ⽬標 

 (1) 教科の目標 

 自分の生きる意味や価値を見つめ直すことを通して

見いだした，自分や他者，社会，自然との関わりから生

まれる問いを，自分事として解決する過程の中で，哲学

的な見方・考え方を養うことで，３つの資質･能力を次

の通り育成することを目指す。 

(1)調査・追究する過程で自覚した価値をつないだり

組み合わせたりしながら，新たな価値に気付くこと

ができる。              （創造性） 
(2)仲間や他者の考えに耳を傾け，自分と同じように

尊重し，それらの人々とともに自分が人や社会，自然

のために力を合わせ働きかけようとする。（協働性） 
(3)自分の学び方や在り方を深く内省し，自分のよさ

や課題を肯定的に受け止め，自己をあるがままに認

め，これからの志を明らかにしようとする。 
（省察性） 

 (2) 見方・考え方と資質能力の関係 

 哲学的な見方・考え方とは，哲学的な問いに対応する「自

明と思われる価値やことがらと向き合い，理性や感性を基

に批判的思考 3を働かせることを通して，人や社会，自然

とのよりよい関わり方に関する自己の生き方をつくるこ

と」である。人間科の哲学的な問い 4 とは，「他者と対話

し，批判的思考や創造的思考をはたらかせながら，更なる

探究を行うための問い」である。概念と方略については，

人間科においてはそれぞれ道徳的価値と価値観がゆさぶ

られる体験であると考える。これらの概念や方略の獲得の

際に主に発揮されるのは，それぞれ創造性と協働性である。

また，これらに支えられて発揮される省察性を人間科では

重視している（図１）。 

 
 【図１ 見方・考え方と資質・能力の関係図】 

 (3) 学年の目標 

 〔第１学年及び第２学年〕 

(1) 目標 

① 友達や家族など身近な人と関わる中で，自分の

生き方を見つめ，なりたい自分の姿を考え，行動す

ることができる。           （創造性） 

  ② 学級や学年における自分の役割に取り組み，友達

と助け合って活動する大切さに気付き，考えを伝

えたり聞いたりして，よりよい学級生活をつくろ

うとする。              （協働性） 

  ③ 自分の目標を基に日々の生活を振り返り，自分と

友達のがんばりやよさに気付き，気付いたよさに

ついて友達と伝え合ったり話し合ったりして，よ

りよい自分をつくろうとする。     （省察性） 

〔第３学年及び第４学年〕 

(1) 目標 

① 多様な他者と関わる中で，自分にとって価値ある

ものは何かを考え，自分の学びの変容や自他の成

長に気付き，友達と話し合ってよりよい自分の生

き方をつくることができる。       （創造性） 

  ② 学級や学年，学校における自分の役割に取り組み，

友達と協力して取り組むことの大切さに気付き，

考えを伝えたり，受け入れたりしながら，よりよい

学級，学年の生活をつくろうとする。  （協働性） 
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⼩学校学習指導要領（福岡教育⼤学附属福岡⼩学校版） 

 ⼈間科編                                    

１ 教科新設の経緯 

 (1) 想定される未来社会と「人間科」の関係 

教科「人間」は，自分自身と人や社会，自然との関わり

を考え，よりよい自己の生き方についての考えを深めよう

とする教科である。現代社会はグローバル化が急速な進展

を続けており，異なる文化との共存や国際協力の必要性を

増大させている。このような中で，様々な文化や価値観を

背景とする人々と相互に尊重し合いながら生きることや，

科学技術の発展や社会・経済の変化の中で，人間の幸福と

社会の発展の調和的な実現を図ることが一層重要な課題

となっている。 

一方で，現在はグローバルな知識基盤社会(knowledge 

based society）の到来に伴い，社会で生きて働くコンピ

テンシー(competencies)が必要とされる時代となった 1。

そのため，教育の中でコンピテンシーの育成をどのように

図っていくかの議論に注目が集まってきている。OECD に

おける DeSeCo プロジェクトでもキーコンピテンシーの枠

組みの中心として「省察・振り返り」が置かれている２。

このような課題に対応していくためには，深く内省し，物

事の本質を考える力や何事にも主体性をもって誠実に向

き合う意志や態度などの育成が必要である。 

 (2) 現行道徳科，特別活動との関係 

 人間科は「自己の価値観を豊かにし，自己の生き方をつ

くる主体を育てる」ことを目指す。そのために道徳科，特

別活動，総合的な学習の時間を統合した１つの教科とする。 

現行の道徳科では，目標を「よりよく生きるための基盤

となる道徳性を養うために，道徳的諸価値についての理解

を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，自

己の生き方についての考えを深める学習を通して，道徳的

な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる」としている。

これは，自己の生き方についての考えを深める学習を通し

て，よりよく生きていくための資質・能力を培うことを目

指すものである。また，特別活動では，「集団や社会の形

成者としての見方・考え方を働かせ，様々な集団活動に自

主的，実践的に取り組み，互いのよさや可能性を発揮しな

がら集団や自己の生活上の課題を解決すること」を通して，

〔知識及び技能〕，〔思考力，判断力，表現力等〕，〔学びに

向かう力，人間性等〕の３つから資質・能力ベースで目標

が示された。これは「人間関係形成」「社会参画」「自己実

現」の視点を手掛かりとしながら学びの過程を重視し，資

質・能力を育むことを目指すものである。さらに，総合的

な学習の時間では，「探究的な見方・考え方を働かせ，横

断的・総合的な学習を行うことを通して，よりよく課題を

解決し，自己の生き方を考えていくための資質・能力」を

育むために，３つの資質・能力ベースで目標を示している。

これは，各学校において定める目標の達成に向けて適切な

探究課題を設定し，その解決過程に他教科等で身に付けた

資質・能力や情報活用能力，言語能力等を発揮していくこ

とを目指すものである。 

人間科は，現行の３教科・領域の共通点と相違点を生か

して構想している。共通点は自己の生き方についての考え

を深める点である。相違点は，道徳科における学習が１単

位時間に１つの内容を取り上げていくことに対し，特別活

動や総合的な学習の時間においては，実践や探究を主とし

ているところである。人間科では，そうした実践や探究を

重視していきながら，自分とは異なる見方や考え方に触れ，

過去・現在・未来の自己を見つめ，自己内省を繰り返すこ

とで，多様な価値観から自己の生き方を見つめ直すことが

できる。 

人間科は，子供の自己の生き方についての考えの変容や

深まりを重視している。子供が対象への自分の考えを省察

しながら他者の生き方や価値観を基に自分の生き方につ

いて追究することができるカリキュラムを構築していく。

子供が人や社会，自然と豊かな関わりをもち，多様な価値

観から自分自身の生き方についての考えを深めることが

できるようにするために新教科「人間科」を新設した。 

 (3) 人間科に関わる本校のこれまでの研究 

 人間科に関わって，本校では平成６年から 11 年まで領

域「人間」が，平成 25 年から 28 年まで領域「生き方」が，

平成 29 年から昨年度までは領域「にんげん」が，人間科

の学習内容を担っていた。領域「人間」の学習においては，

目標を「人間としてのよりよい生き方を求め実践する活動

を通して，人間性豊かに生きる実践的な態度を育てる」と

し，内容を「どのような人とどのように共生していくか」

という実践のあり方から規定した「自分」「仲間」「生命」

「福祉」「国際理解・協力」「環境」の６つとして研究を進

めてきた。また，領域「生き方」の学習においては，目標

を「人と対象との関わりを考え，多様な他者と協働的に実

践する活動を通して，生き方への価値認識，他者尊重，自

己への見方や考え方，自己実現する力を高め，自己形成す

る力を養う。」とし，内容を「いのち」「みらい」「くらし」

「なかま」の４つとして研究を進めた。領域「にんげん」

では，内容を「わたし」「わたしたち」「生きる道」の３つ

として研究を進めてきた。人との関わりを通して，自己を

見つめ直し，他者とよりよく生きようとする自己の生き方

をつくることを大切にしてきた。 

 (4) これまでの開発研究で見えてきたこと 

 ア 成果 

 昨年度までの研究を行った結果，以下の点が成果として

 
 

見えてきた。 

〇 自己の課題の解決方法を自ら吟味しながら追究

し，自己を更新していくことができた。 

○ 他の教科での学びを含めた自分自身の学びについ

て振り返り，整理する自己内省を繰り返し，よりよい

自分をつくろうとすることができた。 

○  カリキュラムの中核としての人間科の役割につい

て，人間科の問いを中心としたテーマ学習の構想の

具体を示すことで明らかにすることができた。 

延長１，２年次はカリキュラムの中核としての人間科の

役割を明らかにした。具体的には，人間科の問いの解決に

向けたテーマ学習の構想の具体を明らかにし，その子供の

姿を基に，省察性の具体を示すことができた。 

イ 課題 

これまでの研究を通して以下の課題も明らかとなった。 

● 学習対象や問いの設定が，子供の生活から身近な

ものとは言えないものが多い。 

●  学校行事や児童会活動など，人間科として，カリ

キュラムに位置付けることが不十分である。 

● 人間科における３つの学びに対応したアセスメン

トの在り方が明確になっていない。 

特に今年度は人間科として，それぞれの学びにおいて人

間科で育成すべき省察性の具体を明らかにしていくとと

もに，子供が評価の主体者として自らの学びをよりよくし

ていくための評価の在り方や，人間科の学びにおける子供

の見取り方を明らかにしていく。そのために，まずそれぞ

れの内容において子供に身に付けさせるべき概念を明ら

かにする。次に，単元や年間レベルでのルーブリック等の

共有，実践を行い，人間科におけるアセスメントの考え方

を明確にしていく。また，人間科の特質に応じたアセスメ

ントの在り方についても究明していく。 

２ ⽬標 

 (1) 教科の目標 

 自分の生きる意味や価値を見つめ直すことを通して

見いだした，自分や他者，社会，自然との関わりから生

まれる問いを，自分事として解決する過程の中で，哲学

的な見方・考え方を養うことで，３つの資質･能力を次

の通り育成することを目指す。 

(1)調査・追究する過程で自覚した価値をつないだり

組み合わせたりしながら，新たな価値に気付くこと

ができる。              （創造性） 
(2)仲間や他者の考えに耳を傾け，自分と同じように

尊重し，それらの人々とともに自分が人や社会，自然

のために力を合わせ働きかけようとする。（協働性） 
(3)自分の学び方や在り方を深く内省し，自分のよさ

や課題を肯定的に受け止め，自己をあるがままに認

め，これからの志を明らかにしようとする。 
（省察性） 

 (2) 見方・考え方と資質能力の関係 

 哲学的な見方・考え方とは，哲学的な問いに対応する「自

明と思われる価値やことがらと向き合い，理性や感性を基

に批判的思考 3を働かせることを通して，人や社会，自然

とのよりよい関わり方に関する自己の生き方をつくるこ

と」である。人間科の哲学的な問い 4とは，「他者と対話し，

批判的思考や創造的思考をはたらかせながら，更なる探究

を行うための問い」である。概念と方略については，人間

科においてはそれぞれ道徳的価値と価値観がゆさぶられ

る体験であると考える。これらの概念や方略の獲得の際に

主に発揮されるのは，それぞれ創造性と協働性である。ま

た，これらに支えられて発揮される省察性を人間科では重

視している（図１）。 

 
 【図１ 見方・考え方と資質・能力の関係図】 

 (3) 学年の目標 

 〔第１学年及び第２学年〕 

(1) 目標 

① 友達や家族など身近な人と関わる中で，自分の

生き方を見つめ，なりたい自分の姿を考え，行動す

ることができる。           （創造性） 

  ② 学級や学年における自分の役割に取り組み，友達

と助け合って活動する大切さに気付き，考えを伝

えたり聞いたりして，よりよい学級生活をつくろ

うとする。              （協働性） 

  ③ 自分の目標を基に日々の生活を振り返り，自分と

友達のがんばりやよさに気付き，気付いたよさに

ついて友達と伝え合ったり話し合ったりして，よ

りよい自分をつくろうとする。     （省察性） 

〔第３学年及び第４学年〕 

(1) 目標 

① 多様な他者と関わる中で，自分にとって価値ある

ものは何かを考え，自分の学びの変容や自他の成

長に気付き，友達と話し合ってよりよい自分の生

き方をつくることができる。       （創造性） 

  ② 学級や学年，学校における自分の役割に取り組み，

友達と協力して取り組むことの大切さに気付き，

考えを伝えたり，受け入れたりしながら，よりよい

学級，学年の生活をつくろうとする。  （協働性） 
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③ 自分の目標を基に自分のよさに目を向け，自分自 

身の学びや成長を分類・整理する中で，自分の課題

も受け入れ，よりよい自分の姿をつくろうとする。 

（省察性） 

〔第５学年及び第６学年〕 

(1) 目標 

① 多様な他者と出会い，関わる中で，自分にとって 

価値ある生き方を考え，未来社会を生きていくた

めにできることについて友達と話し合い，理想に

向かう大切な生き方を構築することができる。 

（創造性） 

② 学級や学校生活における自分の役割に取り組み，

友達と信頼し合って取り組むことの大切さに気付

き，考えを伝えたり，互いを尊重したりしながら，

よりよい学級や学校生活を進んでつくろうとする。 

（協働性） 

③ 自分の目標を基に，自分の特徴に目を向け，分類・

整理する中で自分の特徴を理解し，理想とする自

分の姿をつくろうとする。       （省察性） 

３ 内容構成 

(1) 内容構成の考え方 

内容を構成するにあたって，これからの世界を生きる子

供たちの主体性5をいかに育むかについて究明していくこ

とが人間科の目標を達成するために必要であると考える。

主体性を育むためには，①子供が所属する身近な社会であ

る学級や学校，身近な社会を創造する活動に参画すること

②変化に対応するための倫理や道徳を養うこと③自己の

生活や学習を振り返り，調整することが重要であると考え

る。「社会化」と「主体化」6という教育の在り方から内容

を構成する。そこで，主たる内容を「文化創造」「価値創

造」「自己省察」とした。これは，子供たちの主体性を育

むことを大切にした設定である（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２ 人間科の主たる内容構成】 

(2) 具体的な内容構成 

「自己省察」「価値創造」「文化創造」の具体を次のよう

に設定する（表１）。 

【表１ 人間科の内容構成と内容の具体例】 

Ａ  

自己省察 

○子供自身が自ら

の生活や学習の在

り方について，自

己評価する学習 

○自己理解 

○自己更新 

Ｂ  

価値創造 

○自覚した価値を

つないだり組み合

わせたりしなが

ら，新たな価値を

つくり出す学習 

－自分に関すること－ 

○自立・自律 

○たくましい成長・向上心 

―仲間に関すること－ 

○親切・敬愛 

○信頼・友情・相互理解 

－生命に関することー 

〇生命の尊さ・畏敬の念 

-他者と世界に関すること- 

〇公正・公平，社会正義 

〇勤労，奉仕 

○多様な他者とのつながり 

Ｃ  

文化創造 

○自発的，自治的

な活動を通して，

よりよい学級や学

校，社会をつくり

出す学習 

○児童活動 

○学校行事 

 

 (3) 各学年の内容構成と系統 

上記の内容構成と視点を生かした要素と学年の系統に

ついて表すと以下のようになる（表２）。 

【表２ 各学年と内容の系統性】 

１，２年生 ３，４年生 ５，６年生 

Ａ 自己省察 

・どんなことが

できるようにな

ったかな 

・１週間の自分

の生活や学びを

振り返り成長を

確かめよう 

・１週間の生活

や学びを振り返

り，これからの

学習の仕方を考

えよう 

Ｂ 価値創造 

【仲間】 

・みんなでもっ

となかよし 

【仲間】 

・本当の友達っ

てどんな友達？ 

【仲間】 

・信頼し，支え合

うとは？ 

Ｃ 文化創造 

・かかりかつど

うをもりあげよ

う 

・学級訓を達成

するための係活

動の組織を見直

そう 

・児童会目標を

達成するための

委員会活動の組

織を見直そう 

 

４ 各学年の内容 

〔第１学年及び第２学年〕 

【Ａ 自己省察】 

（マイタイム） 

ア 自分の生活や学習を振り返り，これからの生活

 
 

や学習の見通しや目標を考えることを通して，

日々の生活や学習によって，自分にできることが

増えていることを理解する。 

【Ｂ 価値創造】 

－自分に関すること－ 

ア（自立・自律） 

 これまでの自分を振り返りながら，自分に合っ

た目標を考え，実行することを通して，健康安全に

気を付け，物や金銭を大切にし，身の回りを整える

とともに，わがままやごまかしをせず，素直にのび

のびと生活し，よいと思うことを進んで行うこと

の大切さを理解する。 

イ（個性の伸長） 

 身近な人の励ましや他者からの賞賛を通して，自    

分の長所や短所といった特徴に気付き，探究心を

もち，自分のやるべき勉強や仕事を行うことの大

切さを理解する。 

－仲間に関すること－ 

ウ（信頼・友情・相互理解） 

  家庭，学級の人々との関わりについて話し合っ

たことを実践することを通して，身近にいる人に

温かい心で礼儀よく接するとともに，家族など日

頃世話になっている人々に感謝し，自分が役立つ

ことの大切さを理解する。 

エ（親切・敬愛） 

 学級や学校にある問題を解決するために話し合

って決めたことを実践することを通して，友達と

仲良くし，助け合うこととともに，自分の考えをも

つことの大切さを理解する。 

－生命に関すること－ 

オ（生命の尊さ・畏敬の念） 

 自然や動植物と触れ合い，その成長や変化を喜

び，生命の大切さについて考えることを通して，生

きることのすばらしさを知り，身近な動植物に優

しく接するとともに，自然や芸術の美しいものに

ふれたときのすがすがしさを理解する。 

－他者と世界に関すること－ 

カ（公正・公平・社会正義） 

 家庭・学校・社会などの中で自分や他者の権利を

守ることと関連付けて，きまりの意義を考えるこ

とを通して，約束やきまりを守り，みんなが使うも

のを大切にするとともに，自分の好き嫌いにとら

われないで友達と仲良く接することの大切さを理

解する。 

キ（勤労，奉仕） 

 学級の清掃や給食などの当番活動，係活動，家庭

や地域社会での決められた仕事など自分が行った

仕事を振り返ることを通して，自分に関わる人へ

の親しみを感じ，仕事がみんなの役に立つことの

喜び，やりがいを感じることを理解する。 

ク（多様な他者とのつながり） 

 家族や友達，学校にいる人，近所の人など自分に

とって身近な人との関わりを通して，自分と相手

の違いを知り，自分が身近な人に守られて生きて

いることに気付き，自分の所属感を高め，親しみや

愛情をもって接しながら相手を分かろうとするこ

とが大切であることを理解する。 

【Ｃ 文化創造】 

（児童活動） 

ア 学級生活をよりよくするために，自分たちの力

で何ができるのかについて考えることを通して，

所属する集団の生活をよりよくするためには，共

通の目標の実現に向けて，自分ができることを行

動していくことが大切であることを理解する。 

（学校行事） 

イ 日常に秩序と変化を与え，学校生活をさらに充

実，発展させることを目指した儀式や，地域や自然

との関わりや多様な文化や人との触れ合いなどを

体験することを通して，学校の一員としての自覚

を深めたり，生活にリズムを与え，節目を付け，よ

り生き生きとした生活を実現したりすることを理

解する。 

〔第３学年及び第４学年〕 

【Ａ 自己省察】 

（マイタイム） 

ア 自分の生活や学習を振り返り，これからの生活

や学習の見通しや目標を考えることを通して，

日々の生活や学習が，自分の成長につながってい

ることを理解する。 

【Ｂ 価値創造】 

－自分に関すること－ 

ア（自立・自律） 

 これまでの自分を振り返りながら，自分に合っ

た目標を考え，実行することを通して，安全に気を

付け，よく考えて自立的に行動し，過ちを改め正直

に明るい心で生活するとともに，正しいと判断し

たことは自信をもって行うことの大切さを理解す

る。 

イ（個性の伸長） 

  他者との関わりや出会いを通して，自分らしさ

に気付き，長所を伸ばすとともに理想となる自分

の姿を描き，探究心を発揮しながら，粘り強くやり

抜くことの大切さを理解する。 

－仲間に関すること－ 

ウ（信頼・友情・相互理解） 

 家庭，学級，学校の人々との関わりについて話し

合ったことを実践することを通して，相手のこと

を思いやり，進んで親切にすることや礼儀の大切
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③ 自分の目標を基に自分のよさに目を向け，自分自 

身の学びや成長を分類・整理する中で，自分の課題

も受け入れ，よりよい自分の姿をつくろうとする。 

（省察性） 

〔第５学年及び第６学年〕 

(1) 目標 

① 多様な他者と出会い，関わる中で，自分にとって 

価値ある生き方を考え，未来社会を生きていくた

めにできることについて友達と話し合い，理想に

向かう大切な生き方を構築することができる。 

（創造性） 

② 学級や学校生活における自分の役割に取り組み，

友達と信頼し合って取り組むことの大切さに気付

き，考えを伝えたり，互いを尊重したりしながら，

よりよい学級や学校生活を進んでつくろうとする。 

（協働性） 

③ 自分の目標を基に，自分の特徴に目を向け，分類・

整理する中で自分の特徴を理解し，理想とする自

分の姿をつくろうとする。       （省察性） 

３ 内容構成 

(1) 内容構成の考え方 

内容を構成するにあたって，これからの世界を生きる子

供たちの主体性5をいかに育むかについて究明していくこ

とが人間科の目標を達成するために必要であると考える。

主体性を育むためには，①子供が所属する身近な社会であ

る学級や学校，身近な社会を創造する活動に参画すること

②変化に対応するための倫理や道徳を養うこと③自己の

生活や学習を振り返り，調整することが重要であると考え

る。「社会化」と「主体化」6という教育の在り方から内容

を構成する。そこで，主たる内容を「文化創造」「価値創

造」「自己省察」とした。これは，子供たちの主体性を育

むことを大切にした設定である（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２ 人間科の主たる内容構成】 

(2) 具体的な内容構成 

「自己省察」「価値創造」「文化創造」の具体を次のよう

に設定する（表１）。 

【表１ 人間科の内容構成と内容の具体例】 

Ａ  

自己省察 

○子供自身が自ら

の生活や学習の在

り方について，自

己評価する学習 

○自己理解 

○自己更新 

Ｂ  

価値創造 

○自覚した価値を

つないだり組み合

わせたりしなが

ら，新たな価値を

つくり出す学習 

－自分に関すること－ 

○自立・自律 

○たくましい成長・向上心 

―仲間に関すること－ 

○親切・敬愛 

○信頼・友情・相互理解 

－生命に関することー 

〇生命の尊さ・畏敬の念 

-他者と世界に関すること- 

〇公正・公平，社会正義 

〇勤労，奉仕 

○多様な他者とのつながり 

Ｃ  

文化創造 

○自発的，自治的

な活動を通して，

よりよい学級や学

校，社会をつくり

出す学習 

○児童活動 

○学校行事 

 

 (3) 各学年の内容構成と系統 

上記の内容構成と視点を生かした要素と学年の系統に

ついて表すと以下のようになる（表２）。 

【表２ 各学年と内容の系統性】 

１，２年生 ３，４年生 ５，６年生 

Ａ 自己省察 

・どんなことが

できるようにな

ったかな 

・１週間の自分

の生活や学びを

振り返り成長を

確かめよう 

・１週間の生活

や学びを振り返

り，これからの

学習の仕方を考

えよう 

Ｂ 価値創造 

【仲間】 

・みんなでもっ

となかよし 

【仲間】 

・本当の友達っ

てどんな友達？ 

【仲間】 

・信頼し，支え合

うとは？ 

Ｃ 文化創造 

・かかりかつど

うをもりあげよ

う 

・学級訓を達成

するための係活

動の組織を見直

そう 

・児童会目標を

達成するための

委員会活動の組

織を見直そう 

 

４ 各学年の内容 

〔第１学年及び第２学年〕 

【Ａ 自己省察】 

（マイタイム） 

ア 自分の生活や学習を振り返り，これからの生活

 
 

や学習の見通しや目標を考えることを通して，

日々の生活や学習によって，自分にできることが

増えていることを理解する。 

【Ｂ 価値創造】 

－自分に関すること－ 

ア（自立・自律） 

 これまでの自分を振り返りながら，自分に合っ

た目標を考え，実行することを通して，健康安全に

気を付け，物や金銭を大切にし，身の回りを整える

とともに，わがままやごまかしをせず，素直にのび

のびと生活し，よいと思うことを進んで行うこと

の大切さを理解する。 

イ（個性の伸長） 

 身近な人の励ましや他者からの賞賛を通して，自    

分の長所や短所といった特徴に気付き，探究心を

もち，自分のやるべき勉強や仕事を行うことの大

切さを理解する。 

－仲間に関すること－ 

ウ（信頼・友情・相互理解） 

  家庭，学級の人々との関わりについて話し合っ

たことを実践することを通して，身近にいる人に

温かい心で礼儀よく接するとともに，家族など日

頃世話になっている人々に感謝し，自分が役立つ

ことの大切さを理解する。 

エ（親切・敬愛） 

 学級や学校にある問題を解決するために話し合

って決めたことを実践することを通して，友達と

仲良くし，助け合うこととともに，自分の考えをも

つことの大切さを理解する。 

－生命に関すること－ 

オ（生命の尊さ・畏敬の念） 

 自然や動植物と触れ合い，その成長や変化を喜

び，生命の大切さについて考えることを通して，生

きることのすばらしさを知り，身近な動植物に優

しく接するとともに，自然や芸術の美しいものに

ふれたときのすがすがしさを理解する。 

－他者と世界に関すること－ 

カ（公正・公平・社会正義） 

 家庭・学校・社会などの中で自分や他者の権利を

守ることと関連付けて，きまりの意義を考えるこ

とを通して，約束やきまりを守り，みんなが使うも

のを大切にするとともに，自分の好き嫌いにとら

われないで友達と仲良く接することの大切さを理

解する。 

キ（勤労，奉仕） 

 学級の清掃や給食などの当番活動，係活動，家庭

や地域社会での決められた仕事など自分が行った

仕事を振り返ることを通して，自分に関わる人へ

の親しみを感じ，仕事がみんなの役に立つことの

喜び，やりがいを感じることを理解する。 

ク（多様な他者とのつながり） 

 家族や友達，学校にいる人，近所の人など自分に

とって身近な人との関わりを通して，自分と相手

の違いを知り，自分が身近な人に守られて生きて

いることに気付き，自分の所属感を高め，親しみや

愛情をもって接しながら相手を分かろうとするこ

とが大切であることを理解する。 

【Ｃ 文化創造】 

（児童活動） 

ア 学級生活をよりよくするために，自分たちの力

で何ができるのかについて考えることを通して，

所属する集団の生活をよりよくするためには，共

通の目標の実現に向けて，自分ができることを行

動していくことが大切であることを理解する。 

（学校行事） 

イ 日常に秩序と変化を与え，学校生活をさらに充

実，発展させることを目指した儀式や，地域や自然

との関わりや多様な文化や人との触れ合いなどを

体験することを通して，学校の一員としての自覚

を深めたり，生活にリズムを与え，節目を付け，よ

り生き生きとした生活を実現したりすることを理

解する。 

〔第３学年及び第４学年〕 

【Ａ 自己省察】 

（マイタイム） 

ア 自分の生活や学習を振り返り，これからの生活

や学習の見通しや目標を考えることを通して，

日々の生活や学習が，自分の成長につながってい

ることを理解する。 

【Ｂ 価値創造】 

－自分に関すること－ 

ア（自立・自律） 

 これまでの自分を振り返りながら，自分に合っ

た目標を考え，実行することを通して，安全に気を

付け，よく考えて自立的に行動し，過ちを改め正直

に明るい心で生活するとともに，正しいと判断し

たことは自信をもって行うことの大切さを理解す

る。 

イ（個性の伸長） 

  他者との関わりや出会いを通して，自分らしさ

に気付き，長所を伸ばすとともに理想となる自分

の姿を描き，探究心を発揮しながら，粘り強くやり

抜くことの大切さを理解する。 

－仲間に関すること－ 

ウ（信頼・友情・相互理解） 

 家庭，学級，学校の人々との関わりについて話し

合ったことを実践することを通して，相手のこと

を思いやり，進んで親切にすることや礼儀の大切
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さを感じるとともに，家族，高齢者など今の自分を

支えてくれている人に尊敬と感謝の気持ちをもっ

て接することの大切さを理解する。 

エ（親切・敬愛） 

 学級や学校にある問題を解決するために。話し

合って決めたことを実践することを通して，友達

と互いに理解し，信頼し，助け合うとともに，自分

の考えを伝え，自分と異なる意見を尊重すること

の大切さを理解する。 

－生命に関すること－ 

オ（生命の尊さ・畏敬の念） 

 自然や動植物と触れ合い，その成長や変化を喜

び，生命の大切さについて考えることを通して，生

命の尊さを知り，生命あるものの素晴らしさや不

思議さを感じ取るとともに，自然や芸術の美しさ

や気高さに感動する心を理解する。 

－他者と世界に関すること－ 

カ（公正・公平・社会正義） 

 家庭・学校・社会などの中で自分や他者の権利を

守ることと関連付けて，きまりの意義を考えるこ

とを通して，約束や社会のきまりを守るとともに，

誰に対しても分け隔てをせず，公正，公平な態度で

接することの大切さを理解する。 

キ（勤労，奉仕） 

 身近な生活の中で，自分ができる仕事を見つめ

直したり，学校や地域の中で集団生活の向上につ

ながる活動に参加したりすることを通して，働く

ことへのやりがいや喜びを深め，仲間と共に働く

ことのよさが分かることを理解する。 

ク（多様な他者とのつながり） 

 地域に住む人や地域の障害のある人，外国人な

どとの関わりを通して，自分と他者の違いを理解

するとともに，自分との類似性や同一性があるこ

とが分かり，他者の思いや考えを受けとめ，他者の

生き方に学ぶことの大切さを理解する。 

【Ｃ 文化創造】 

（児童活動） 

ア 学級や学校生活をよりよくするために，自分た

ちの力で何ができるのかについて考えることを通

して，所属する集団の生活をよりよくするために

は，共通の目標の実現に向けて，自分役割を創意工

夫しながら果たしていくことが大切であることを

理解する。 

（学校行事） 

イ 日常に秩序と変化を与え，学校生活をさらに充

実，発展させることを目指した儀式や，地域や自然

との関わりや多様な文化や人との触れ合いなどを

体験することを通して，学校の一員としての自覚

を深めたり，生活にリズムを与え，節目を付け，よ

り生き生きとした生活を実現したりすることを理

解する。 

〔第５学年及び第６学年〕 

【Ａ 自己省察】 

（マイタイム） 

ア 自分の生活や学習を振り返り，これからの生活

や学習の見通しや目標を考えることを通して，

日々の生活や学習を自分で調整することの大切さ

や，自ら立てた目標に向けて行動することが将来

の自分の姿につながっていることを理解する。 

【Ｂ 価値創造】 

－自分に関すること－ 

ア（自立・自律） 

 これまでの自分を振り返りながら，自分に合っ

た目標を考え，実行することを通して，安全に気を

付けることや生活習慣の大切さについて見直し，

誠実で明るい心で生活するとともに，自律的に判

断し責任ある行動をとることの大切さを理解する。 

イ（個性の伸長） 

  他者との関わりや様々な人物の生き方を知るこ

とを通して，自己のアイデンティティを育む素地

を養うとともに，自分を生かすためのより高い目

標を立て，困難にくじけず，努力を重ね，物事を探

究しようとすることの大切さを理解する。 

－仲間に関すること－ 

ウ（信頼・友情・相互理解） 

 家庭，学級，学校，地域の人々との関わりについ

て話し合ったことを実践することを通して，誰に

対しても思いやりの心をもち，相手の立場に立っ

て親切にすることや真心をもって接する大切さを

感じるとともに，日々の生活が家族をはじめ多く

の人々の互助努力で成り立っていることに感謝し，

それに応えることの大切さを理解する。 

エ（親切・敬愛） 

 学級や学校にある問題を解決するために，話し

合って決めたことを実践することを通して，異性

を含めた友達と互いに信頼し，学び合って友情を

深めるとともに，謙虚で広い心をもち，自分と異な

る意見や立場を尊重することの大切さを理解する。 

－生命に関すること－ 

オ（生命の尊さ・畏敬の念） 

 自然や動植物と触れ合い，その成長や変化を喜

び，生命の大切さについて考えることを通して，生

命が多くの生命のつながりの中にあるかけがえの

ないものであることが分かり，生命を尊重すると

ともに，自然や芸術の美しさや気高さに感動する

心を理解する。 

－他者と世界に関すること－ 

カ（公正・公平・社会正義） 

 
 

 家庭，学校，社会などの中で自分や他者の権利を

守ることと関連付けて，きまりの意義を考えるこ

とを通して，法やきまりを守り，自他の権利を大切

にするとともに，誰に対しても差別や偏見なく，公

正，公平な態度で接することの大切さを理解する。 

キ（勤労，奉仕） 

学級や学校，社会の一員として自分にできるこ

とを追究したり，社会のために働く人などと関わ

ったりすることを通して，誰かのために働くこと

の満足感，仕事を成し遂げた際の喜びや奉仕する

ことの喜びを味わい，他者のために自らが行動し

ていく大切さを理解する。 

ク（多様な他者とのつながり） 

 他の地域に住む人や他民族，他宗教，性的マイノ

リティ，障害のある人などに関心を深め，他者と触

れ合ったり，努力する姿に学んだりすることを通

して，他者の考えの背景を捉え，謙虚な心や広い心

で受けとめ，他者の誇り高い生き方を理解する。 

【Ｃ 文化創造】 

（児童活動） 

ア 学級や学校，身近な社会をよりよくしようと，自

分たちにできることは何かについて考えることを

通して，これまでに受け継がれてきた伝統や文化

について，それらをつくってきた人たちやこれか

ら担う人たちの思いを考え，継承し，発展していく

ことの大切さを理解する。 

（学校行事） 

イ 日常に秩序と変化を与え，学校生活をさらに充

実，発展させることを目指した儀式や，地域や自然

との関わりや多様な文化や人との触れ合いなどを

体験することを通して，学校の一員としての自覚

を深めたり，生活にリズムを与え，節目を付け，よ

り生き生きとした生活を実現したりすることを理

解する。 

５ 指導計画の作成と内容の取扱い 

 (1) 指導計画作成上の配慮事項 

  ア 年間指導計画についての考え方 

年間指導計画作成にあたっては，本校の全体計画に基づ

き，人間科においては，子供たちが自分の見方や考え方，

行い方を振り返り，生き方を見つめ直せるものにしていく

必要がある。そのために，特にテーマ学習においては他教

科とは有機的な関連が行えるようにする。さらに，教科横

断的に学校内外の仲間や他者との協働的な活動を通した

学びを子供たちの実態と発達段階に即して出会わせるよ

うにする。保・幼・小・中の連携の視点から，保育園・幼

稚園における「人間関係」の学びとの適切な接続と，中学

校道徳科，特別活動との系統を基に年間指導計画を作成し

ていく（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３ 年間指導計画のイメージ】 

  イ 単元計画についての考え方 

(ｱ) テーマ学習 

 人間科は，人格の完成に直接向かう全教科の核となる教

科である。そのため，テーマ学習においては，人間科の学

習における哲学的な問いをもつことが出発点となり，各教

科での学びに広がっていくことが考えられる。学習で出合

った人物の生き方に触れたり，他教科での学びを結び付け

たりして，子供自らの問いを中心のテーマに据えた学習を

行うことが必要である。そして，問いについて再び熟考す

る時間が，人間科の時間となる。こうした一連の学習は，

各教科をつなぎ，主概念と関連概念を形成していくもので

ある（図４）。 

 

【図４ テーマ学習のイメージ】 

(ｲ) リレーション学習 

リレーション学習は，教科で生まれた問いを解決するた

めに，他教科と行ったり来たりしながら，合科的・関連的

に進める学びである。人間科では，教科の学びを基に，自

分事として考えることを通して，自己の生き方についての

考えを深めることが大切である。 
例えば，健康科の病気に関する学習において，その発症

の仕組みや予防方法についての追究を行う。そして，人間

科では，その病気から生まれる偏見が生じる理由やそれを

解決するための方法を話し合い，自己の生き方について考

えを深めることができる。 
(ｳ)フォーカス学習 

 フォーカス学習は，教科の見方・考え方を基に，概念と

方略の獲得に焦点化した学びである。人間科では，哲学的

な問いを解決しようとする学びの過程で，価値理解を図

り，自己の生き方について考えを深めることが大切であ

る。そのため，学ぶことで「自分自身の今までの自分を振

り返り，よりよい自分をつくることができることにつなが
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さを感じるとともに，家族，高齢者など今の自分を

支えてくれている人に尊敬と感謝の気持ちをもっ

て接することの大切さを理解する。 

エ（親切・敬愛） 

 学級や学校にある問題を解決するために。話し

合って決めたことを実践することを通して，友達

と互いに理解し，信頼し，助け合うとともに，自分

の考えを伝え，自分と異なる意見を尊重すること

の大切さを理解する。 

－生命に関すること－ 

オ（生命の尊さ・畏敬の念） 

 自然や動植物と触れ合い，その成長や変化を喜

び，生命の大切さについて考えることを通して，生

命の尊さを知り，生命あるものの素晴らしさや不

思議さを感じ取るとともに，自然や芸術の美しさ

や気高さに感動する心を理解する。 

－他者と世界に関すること－ 

カ（公正・公平・社会正義） 

 家庭・学校・社会などの中で自分や他者の権利を

守ることと関連付けて，きまりの意義を考えるこ

とを通して，約束や社会のきまりを守るとともに，

誰に対しても分け隔てをせず，公正，公平な態度で

接することの大切さを理解する。 

キ（勤労，奉仕） 

 身近な生活の中で，自分ができる仕事を見つめ

直したり，学校や地域の中で集団生活の向上につ

ながる活動に参加したりすることを通して，働く

ことへのやりがいや喜びを深め，仲間と共に働く

ことのよさが分かることを理解する。 

ク（多様な他者とのつながり） 

 地域に住む人や地域の障害のある人，外国人な

どとの関わりを通して，自分と他者の違いを理解

するとともに，自分との類似性や同一性があるこ

とが分かり，他者の思いや考えを受けとめ，他者の

生き方に学ぶことの大切さを理解する。 

【Ｃ 文化創造】 

（児童活動） 

ア 学級や学校生活をよりよくするために，自分た

ちの力で何ができるのかについて考えることを通

して，所属する集団の生活をよりよくするために

は，共通の目標の実現に向けて，自分役割を創意工

夫しながら果たしていくことが大切であることを

理解する。 

（学校行事） 

イ 日常に秩序と変化を与え，学校生活をさらに充

実，発展させることを目指した儀式や，地域や自然

との関わりや多様な文化や人との触れ合いなどを

体験することを通して，学校の一員としての自覚

を深めたり，生活にリズムを与え，節目を付け，よ

り生き生きとした生活を実現したりすることを理

解する。 

〔第５学年及び第６学年〕 

【Ａ 自己省察】 

（マイタイム） 

ア 自分の生活や学習を振り返り，これからの生活

や学習の見通しや目標を考えることを通して，

日々の生活や学習を自分で調整することの大切さ

や，自ら立てた目標に向けて行動することが将来

の自分の姿につながっていることを理解する。 

【Ｂ 価値創造】 

－自分に関すること－ 

ア（自立・自律） 

 これまでの自分を振り返りながら，自分に合っ

た目標を考え，実行することを通して，安全に気を

付けることや生活習慣の大切さについて見直し，

誠実で明るい心で生活するとともに，自律的に判

断し責任ある行動をとることの大切さを理解する。 

イ（個性の伸長） 

  他者との関わりや様々な人物の生き方を知るこ

とを通して，自己のアイデンティティを育む素地

を養うとともに，自分を生かすためのより高い目

標を立て，困難にくじけず，努力を重ね，物事を探

究しようとすることの大切さを理解する。 

－仲間に関すること－ 

ウ（信頼・友情・相互理解） 

 家庭，学級，学校，地域の人々との関わりについ

て話し合ったことを実践することを通して，誰に

対しても思いやりの心をもち，相手の立場に立っ

て親切にすることや真心をもって接する大切さを

感じるとともに，日々の生活が家族をはじめ多く

の人々の互助努力で成り立っていることに感謝し，

それに応えることの大切さを理解する。 

エ（親切・敬愛） 

 学級や学校にある問題を解決するために，話し

合って決めたことを実践することを通して，異性

を含めた友達と互いに信頼し，学び合って友情を

深めるとともに，謙虚で広い心をもち，自分と異な

る意見や立場を尊重することの大切さを理解する。 

－生命に関すること－ 

オ（生命の尊さ・畏敬の念） 

 自然や動植物と触れ合い，その成長や変化を喜

び，生命の大切さについて考えることを通して，生

命が多くの生命のつながりの中にあるかけがえの

ないものであることが分かり，生命を尊重すると

ともに，自然や芸術の美しさや気高さに感動する

心を理解する。 

－他者と世界に関すること－ 

カ（公正・公平・社会正義） 

 
 

 家庭，学校，社会などの中で自分や他者の権利を

守ることと関連付けて，きまりの意義を考えるこ

とを通して，法やきまりを守り，自他の権利を大切

にするとともに，誰に対しても差別や偏見なく，公

正，公平な態度で接することの大切さを理解する。 

キ（勤労，奉仕） 

学級や学校，社会の一員として自分にできるこ

とを追究したり，社会のために働く人などと関わ

ったりすることを通して，誰かのために働くこと

の満足感，仕事を成し遂げた際の喜びや奉仕する

ことの喜びを味わい，他者のために自らが行動し

ていく大切さを理解する。 

ク（多様な他者とのつながり） 

 他の地域に住む人や他民族，他宗教，性的マイノ

リティ，障害のある人などに関心を深め，他者と触

れ合ったり，努力する姿に学んだりすることを通

して，他者の考えの背景を捉え，謙虚な心や広い心

で受けとめ，他者の誇り高い生き方を理解する。 

【Ｃ 文化創造】 

（児童活動） 

ア 学級や学校，身近な社会をよりよくしようと，自

分たちにできることは何かについて考えることを

通して，これまでに受け継がれてきた伝統や文化

について，それらをつくってきた人たちやこれか

ら担う人たちの思いを考え，継承し，発展していく

ことの大切さを理解する。 

（学校行事） 

イ 日常に秩序と変化を与え，学校生活をさらに充

実，発展させることを目指した儀式や，地域や自然

との関わりや多様な文化や人との触れ合いなどを

体験することを通して，学校の一員としての自覚

を深めたり，生活にリズムを与え，節目を付け，よ

り生き生きとした生活を実現したりすることを理

解する。 

５ 指導計画の作成と内容の取扱い 

 (1) 指導計画作成上の配慮事項 

  ア 年間指導計画についての考え方 

年間指導計画作成にあたっては，本校の全体計画に基づ

き，人間科においては，子供たちが自分の見方や考え方，

行い方を振り返り，生き方を見つめ直せるものにしていく

必要がある。そのために，特にテーマ学習においては他教

科とは有機的な関連が行えるようにする。さらに，教科横

断的に学校内外の仲間や他者との協働的な活動を通した

学びを子供たちの実態と発達段階に即して出会わせるよ

うにする。保・幼・小・中の連携の視点から，保育園・幼

稚園における「人間関係」の学びとの適切な接続と，中学

校道徳科，特別活動との系統を基に年間指導計画を作成し

ていく（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３ 年間指導計画のイメージ】 

  イ 単元計画についての考え方 

(ｱ) テーマ学習 

 人間科は，人格の完成に直接向かう全教科の核となる教

科である。そのため，テーマ学習においては，人間科の学

習における哲学的な問いをもつことが出発点となり，各教

科での学びに広がっていくことが考えられる。学習で出合

った人物の生き方に触れたり，他教科での学びを結び付け

たりして，子供自らの問いを中心のテーマに据えた学習を

行うことが必要である。そして，問いについて再び熟考す

る時間が，人間科の時間となる。こうした一連の学習は，

各教科をつなぎ，主概念と関連概念を形成していくもので

ある（図４）。 

 

【図４ テーマ学習のイメージ】 

(ｲ) リレーション学習 

リレーション学習は，教科で生まれた問いを解決するた

めに，他教科と行ったり来たりしながら，合科的・関連的

に進める学びである。人間科では，教科の学びを基に，自

分事として考えることを通して，自己の生き方についての

考えを深めることが大切である。 
例えば，健康科の病気に関する学習において，その発症

の仕組みや予防方法についての追究を行う。そして，人間

科では，その病気から生まれる偏見が生じる理由やそれを

解決するための方法を話し合い，自己の生き方について考

えを深めることができる。 
(ｳ)フォーカス学習 

 フォーカス学習は，教科の見方・考え方を基に，概念と

方略の獲得に焦点化した学びである。人間科では，哲学的

な問いを解決しようとする学びの過程で，価値理解を図

り，自己の生き方について考えを深めることが大切であ

る。そのため，学ぶことで「自分自身の今までの自分を振

り返り，よりよい自分をつくることができることにつなが
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る」，「自分の変化や成長を捉え，今後の自分の生き方を

見つめることができる」のように，自分自身を見つめ直し

続けることの価値を自覚することが大切である。 
ウ 一単位時間の学習のプロセス 

 人間科の基本的な学習のプロセス 7は，次のとおりであ

る。導入では，本時に解決するべき問題を明確にする。展

開では，解決するべき問題について，資料や体験8を基に，

どのような価値が大切であるのかについて話し合い，自己

を振り返ることで，自分の生き方を振り返る。終末では，

新たに発見した自分自身について（自己理解）や，これか

ら自分がどのように生きていくのかについて（自己更新）

の観点で振り返る。子供の発達の段階を踏まえ，上学年に

おいては，中心となる問いである哲学的な問いを単元を貫

いてもちやすいと考えられるが，下学年においては，問い

が，毎時間変化し，中心となる哲学的な問いを単元の中盤

にもつことがあるということを留意する必要がある。 

一単位時間においては，導入で，本時で取り扱う価値内

容についてのこれまでの自分を振り返り，問題意識を高め，

展開で，資料や体験を通して，価値理解を深めるとともに，

自己を振り返り，価値の主体的自覚を図る。終末では，本

時の活動を振り返り，見いだした新たな価値を基に，これ

から自分がどのように生きていくのかについて（自己更新）

の観点で振り返る。 

 (2) 内容の取扱いについての配慮事項 

  ア 学習活動の条件と具体 
 人間科は，中心となる主概念となる教科である。そこで

子供たちがもつ気がかりや疑問，問題から生まれる「哲学

的な問い」を重視する。その問いを基にして，子供が主体

となり9各教科での学びを関連させていくことが必要であ

る。特に，テーマ学習において，テーマや中心の問いとな

るものを主概念とし，それに関わる関連概念を洗い出すこ

とが必要になる。 

  イ 真正の課題の条件 

次の３つの真正の課題となる条件を設定する（表３）。 

【表３ 真正の課題の条件】 

  ウ 学習としての評価 

人間科における振り返りの軸の例を表４に示す。 

 

 

【表４ 振り返りの軸の例】 

省察性 ・自己理解（自分への気付き） 

・自己更新 

自己理解については，体験や学習を通して，どのような

自分に気付いたのか，自己更新については，人や社会，自

然とどのように関わっていきたいか，という問いを，単元

を通して問うことで，学習前と学習後の自分の考えを比較

し，自己の変容やそのきっかけを捉えるなどといった省察

性 10を発揮していくことができる 11と考える。 

６ アセスメントの⽅法の選択 

 人間科において育成する資質・能力は，短期間で育成

されるものではない。単元ごとにどのような省察性を発

揮していたかを積み上げて考えていく必要がある。その

ためには，子供の認知の様子を観察・解釈するパフォー

マンス評価や，それを含めた様々な学習の記録を蓄積し

たポートフォリオ評価を組み合わせていくことが必要

である。パフォーマンス課題としては，以下の３つ条件

を含みこんでいる必要がある（表５）。 

【表５ パフォーマンス課題の条件】 

・子供の文脈に埋め込まれている 

・自分と結び付けて考える必要がある 

・思考のプロセスが分かる 

人間科では，子供が他者と対話し，批判的思考や創造

的思考をはたらかせながら，更なる探究を進める姿を通

して省察性の評価を行う。その際，評価基準となる以下

のようなルーブリックを子供と共有することで，子供が

望ましい学びの在り方を自覚することができる（表６）。 

【表６ 子供と共有するルーブリックの例】 

とてもよい よい もう少し 

他 者 と 対 話

し，批判的思考

や創造的思考を

はたらかせなが

ら，自己の生き

方についての考

えをもつことが

できている。 

他者と対話

し，自己の生き

方についての

考えをもつこ

とができてい

る。 

独りよがり

の考えをもち，

自己の生き方

についての考

えをもつこと

ができていな

い。 

 人間科では，ポートフォリオを中心とした評価を主たる

評価とする。その際，子供たちが自分のまとめ方が本当に

よいと判断できるものになっているのかどうかを判断す

るための「検討会」で，調べ学習をする中で自分自身が気

付いたことのよさ・不十分さに触れるようにする。そのた

めには，自分が気付いたことを自由に書き留める仕組みを

つくったり，他者と比較・交流する場を設定したりするよ

うにする 12。 

＜註＞ 
1松尾知明（2017）「21 世紀に求められるコンピテンシーと国内外の教育課

程改革」『国立教育政策研究所紀要大 146 集』［「何を知っているか」から，

知識を活用して「何ができるか」へのパラダイム変換が求められている］

条 件 内 容 

知の 

まとまり 

今の自分やこれまでの自分，将来の自分

など，自己形成を図るために自分自身を振

り返り，これからの生き方につながる課題

であること 

たくましい 

追究 

自己形成を図るために，他者との関わり

が必然的に生まれる課題であること 

学校を超える 

価値 

 多様な他者と共によりよく生きていく

ために必要な自己形成を図ることにつな

がる課題であること 

 
 

「日本でも，コンピテンシーに基づく教育改革が進められており，思考力

をテストする大学入試改革が打ち出されたり，資質・能力の育成を中心的

な課題とする学習指導要領へと改訂されたりしている」と述べている。 
2白井俊（2020）「0ECD Education2030 プロジェクトが描く教育の未来」ミ

ネルヴァ書房 p.2.コンピテンシーについて白井は［いわゆるペーパーテス

トだけでは測定が困難な，伝統的な認知スキルという枠組みに収まりきる

ことのできない能力であり，こうした新しい能力類型についての認識が，

コンピテンシーに関する本格的な議論のはじまりとなったのである。その

後，マクラレンドの共同研究者でもあったスペンサー夫妻によりコンピテ

ンシーについて，より詳細な定義づけが行われた。そこでは，「ある職務ま

たは状況に対し，基準に照らして効果的，あるいは卓越した業績を産む原

因としてかかわっている個人の根源的特性」とされている。］ 

同上.p.12.DeSeCo プロジェクトとは，OECD 諸国の参加を得ながら，アメ

リカ合衆国の教育局，国立教育統計センターとの協働により，カナダ統計

局の支援を受けてスイス連邦統計局が主導して行われたものである。プロ

ジェクトの中で最終的にキー･コンピテンシーとして特定されたのが[「異

質な人々から構成される集団で相互にかかわり合う力」「「自律的に行動す

る力」「道具を相互作用的に用いる力」の 3つである。それらの枠組みの中

心として「省察・振り返り(Reflectivity〔Reflectiveness〕)」が置かれ

ている。この「省察・振り返り」は「メタ認知的な技能（考えることを考

えること），批判的なスタンスをとることや創造的な能力の活用である」と

いう。] 
3楠見孝・道田泰司（2019）「批判的思考 21 世紀を生きぬくリテラシーの

基盤」新曜社.p.7.［批判的思考とは，①証拠に基づく論理的で偏りのない

思考である。②自分の思考過程を意識的に吟味する省察的で熟慮的な思考

である。③よりよい思考を行うために目標や文脈に応じて実行される，目

標指向的な思考である。批判的思考は，スキルと知識と態度に支えられて

いる。スキルは，①情報の明確化②推論の土台の検討③推論④行動決定・

問題解決のプロセスを支えるスキルである。知識には，演繹，帰納，類推，

問題解決などの推論の方法に関する領域普遍的なものとテーマにかかわ

る領域固有のものがある。態度は，直面する問題やテーマを十分検討し，

熟慮，探究し，証拠に基づいて客観的に判断することである。批判的思考

において大切なことは，①相手の発言に耳を傾け，証拠や論理，感情を的

確に解釈すること，②自分の考えに誤りや偏りがないかを振り返ること。

つまり，相手の発言に耳を傾けずに攻撃することは，批判的な思考と正反

対の事柄である。］ 
４苫野一徳（2017）「はじめての哲学的思考」ちくまプリマー新書.p.17［哲

学とは，さまざまな物事の「本質」をとらえる営み。「絶対の真理」とは全

然違う。あくまでも，できるだけだれもが納得できる本質的な考え方。そ

うした物事の「本質」を洞察することこそが，哲学の最大の意義である。

哲学の本質は，「答え抜く」こと。絶対の正解ではなく，できるだけだれも

が納得できるような「共通了解」を見いだそうと探究することであると述

べている。また，マシュー・リップマン（2014）「探究のための共同体」玉

川大学出版部.p.292[思考には批判的，創造的，ケア的側面があり，これら

が相互的かつ連続的に関わっている]と述べている。 
5白井俊（2020）「0ECD Education2030 プロジェクトが描く教育の未来」ミ

ネルヴァ書房 p.230.［白井は，子供たちの主体性（エージェンシー）が十

分に育まれているのかについて疑問視している。社会が変化していく中で

は，単に「ルールを守る」だけではなく，「このルールは本当に正しいのだ

ろうか」と考えていくことが不可欠であり，また，新しいルールをつくっ

ていくために重要なのは，倫理や道徳であると述べている。さらに，他者

が設定したゴールに向かうだけでなく，「そもそも設定されているゴール

自体が適切なものなのか」と子供自身が生活や学習を深く洞察することの

重要さも述べている。このことから，子供たちの主体性を育むためには，

①子供が所属する身近な社会である学級や学校，身近な社会を創造する活

動に参画すること②変化に対応するための倫理や道徳を養うこと③自己

の生活や学習を振り返り，調整することの３つが重要であると考えた。］ 
6ビースタ・Ｇ（2015）「よい教育とは何か」白澤社 p.36.［ビースタは，民

主的シティズンシップの機能として，①「社会化」：これまでの社会でつく

れてきた社会・文化・政治秩序を継続させること②「主体化」社会・文化・

秩序にとらわれずに個人が自由に考えられること，秩序を再構築できるこ

とがあると述べている。また，この２つは，相反する性質をもちながらも，

共存させる必要がある。具体的にいうと，「主体化］を学ぶには，「社会化」

させる必要があるということである。そこで，本校では，「社会化」にあた

る内容を「文化創造」，「主体化」に向かうための「価値創造」「自己省察」

の内容を設定し，子供の主体性を育もうと考える。 
7梶田 叡一（1987）「自己認識 自己概念の教育」ミネルヴァ書房.p.9［子

供一人一人の内面世界から出発し，またそこに帰着する教育を進めていこ

うとするならば，配慮すべき点を５つ挙げる。①子供一人一人の内面世界

に届くよう働きかけを工夫すること，②子供一人一人が，自分の内面世界

を対象化している場を設定する，③子供一人一人が，自分の内面世界の十

分根ざした形で学習を進め深めていくように教育活動の場が必要である，

④子供一人一人の内面世界に揺さぶりを掛け，既成の固定した見方や考え

方を崩して流動化させ，もう一度自分自身の力で新たに整理し直さざるを

えなくする，といった働きかけが必要である，⑤子供一人一人が自分の内

面世界の在り方に責任をもち，自分自身でそれをより一層望ましいものに

成長させていくようになるための訓練が，教育活動のなかで大切になる

（自己評価をする習慣をつける）］ 

8梶田 叡一（2016）「人間教育のために」金子書房.p.38［体験の中にも意

識レベルのみで受け止められ，処理されてしまうものがある。この場合に

は，「思い出」はできても，「経験」とはならない。実感や本縁が揺さぶら

れるような体験であって初めて，経験化されていくのである。体験がどの

ような形でその人を変えていくかについては，大別して次の三つの場合が

ある。①体験が直接的に感性（関心の持ち方，考えや判断の内準拠枠）を

変えていく。②体験の気付き・見返り・再吟味によって物の見方・考え方

が変わっていく。③特別の非日常特異的体験によって深層世界にクサビが

打ち込まれる。］ 
9E・フロム 日高六郎訳（2019）「自由からの逃走」東京創元社.p.289［自

発的な行為は，個人が孤独や無力によってかり立てられるような強迫的な

ものではない。自発的な活動は自我の自由な活動であり，心理的には

sponte というラテン語の語源の文字通りの意味，すなわち，自らの自由意

志のということを意味する。人が自我の本質的な部分を抑制しないときに

のみ，自分が自分自身にとって明確なものとなったときにのみ，また生活

の様々な領域が根本的な統一に到達したときにのみ，自発的な活動は可能

である。活動によって自我を実現し，自分自身を外界に関係付けるならば，

かれは孤立した原子ではなくなる。すなわち，かれと外界とは構成された

一つの全体の部分となる。かれは正当な地位を獲得し，それによって自分

自身や人生の意味についての疑いが消滅する。この疑いは分離と生の妨害

から生まれたものであるが，強迫的にでも自動的にでもなく，自発的に生

きることができるとき，この疑いは消失する，かれは自分自身を活動的創

造的な個人と感じ，人生の意味がただ一つあること，生きる行為そのもの

であることを認めると述べている。つまり，生き方を学ぶには，子供の自

発性が大事であると述べている。］ 
10日本教科教育学会（2020）「教科とその本質」教育出版.p.164［お茶小の

「てつがく」は，探究を生み出す原動力である「問い」を知識の習得の手

段ではなく，学習の目的とする領域をつくり出すことにより，探究の結果

からその過程へと学習の重点を移行させる試みである。考えることそのも

のを育む目標ー内容ー方法を追求する「てつがく」の設定により，主体的

に考え，探究しようとする試みの足がかりをつくり，そして，その意義や

必要性を子供たちと教師が再認識する場をつくる出すことが企図されて

いる。一方，「人間科」は，探究を生み出す原動力である「主体（人や社会

とのよりよい関わりをつくる生き方）」を学習の目的とする領域をつくり

出すことにより，探究の結果からそこに向かう内面へと学習の重点を移行

させる試みである。「主体（人や社会，自然とのよりよい関わりをつくる生

き方）」そのものを育む目標ー内容ー方法を追究する「人間科」の設定によ

り，各教科での探究の学びとの往還関係をつくり出すことを企図してい

る。］ 
11西研（2019）「哲学は対話する プラトン，フッサールの共通了解をつく

る方法」筑摩書房 p.374.［本質観取の手順①体験（わたしの’確信’）の

即して考える②問題意識を出し合う③事例を出し合う④事例を分類し名

前を付ける（キーワードを見つける）⑤すべての事例に共通性を考える⑥

最初の問題意識や疑問点に答える。］ 
12西岡加名恵(2003)「教科と総合に活かすポートフォリオ評価法-新たな評

価規準の創出に向けて」図書文化 p.38［西岡はポートフォリオのタイプを

①基準準拠型ポートフォリオ②規準創出型ポートフォリオ③最良作品集

ポートフォリオの３つに分けて考えている。人間科では，②規準創出型ポ

ートフォリオを基本として，教師と子供が共同で，交渉し合いながら評価

規準を考えつつ作っていくようにする。また，検討会を行うタイミングも

単元の初め（診断的評価）単元の途中（形成的評価）単元の終わり（総括

的評価）とあるが，特に単元の途中で学習の進展状況を見て，その後の展

開を必要に応じて修正していくことを主なねらいとして行っていく］ 
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る」，「自分の変化や成長を捉え，今後の自分の生き方を

見つめることができる」のように，自分自身を見つめ直し

続けることの価値を自覚することが大切である。 
ウ 一単位時間の学習のプロセス 

 人間科の基本的な学習のプロセス 7は，次のとおりであ

る。導入では，本時に解決するべき問題を明確にする。展

開では，解決するべき問題について，資料や体験8を基に，

どのような価値が大切であるのかについて話し合い，自己

を振り返ることで，自分の生き方を振り返る。終末では，

新たに発見した自分自身について（自己理解）や，これか

ら自分がどのように生きていくのかについて（自己更新）

の観点で振り返る。子供の発達の段階を踏まえ，上学年に

おいては，中心となる問いである哲学的な問いを単元を貫

いてもちやすいと考えられるが，下学年においては，問い

が，毎時間変化し，中心となる哲学的な問いを単元の中盤

にもつことがあるということを留意する必要がある。 

一単位時間においては，導入で，本時で取り扱う価値内

容についてのこれまでの自分を振り返り，問題意識を高め，

展開で，資料や体験を通して，価値理解を深めるとともに，

自己を振り返り，価値の主体的自覚を図る。終末では，本

時の活動を振り返り，見いだした新たな価値を基に，これ

から自分がどのように生きていくのかについて（自己更新）

の観点で振り返る。 

 (2) 内容の取扱いについての配慮事項 

  ア 学習活動の条件と具体 
 人間科は，中心となる主概念となる教科である。そこで

子供たちがもつ気がかりや疑問，問題から生まれる「哲学

的な問い」を重視する。その問いを基にして，子供が主体

となり9各教科での学びを関連させていくことが必要であ

る。特に，テーマ学習において，テーマや中心の問いとな

るものを主概念とし，それに関わる関連概念を洗い出すこ

とが必要になる。 

  イ 真正の課題の条件 

次の３つの真正の課題となる条件を設定する（表３）。 

【表３ 真正の課題の条件】 

  ウ 学習としての評価 

人間科における振り返りの軸の例を表４に示す。 

 

 

【表４ 振り返りの軸の例】 

省察性 ・自己理解（自分への気付き） 

・自己更新 

自己理解については，体験や学習を通して，どのような

自分に気付いたのか，自己更新については，人や社会，自

然とどのように関わっていきたいか，という問いを，単元

を通して問うことで，学習前と学習後の自分の考えを比較

し，自己の変容やそのきっかけを捉えるなどといった省察

性 10を発揮していくことができる 11と考える。 

６ アセスメントの⽅法の選択 

 人間科において育成する資質・能力は，短期間で育成

されるものではない。単元ごとにどのような省察性を発

揮していたかを積み上げて考えていく必要がある。その

ためには，子供の認知の様子を観察・解釈するパフォー

マンス評価や，それを含めた様々な学習の記録を蓄積し

たポートフォリオ評価を組み合わせていくことが必要

である。パフォーマンス課題としては，以下の３つ条件

を含みこんでいる必要がある（表５）。 

【表５ パフォーマンス課題の条件】 

・子供の文脈に埋め込まれている 

・自分と結び付けて考える必要がある 

・思考のプロセスが分かる 

人間科では，子供が他者と対話し，批判的思考や創造

的思考をはたらかせながら，更なる探究を進める姿を通

して省察性の評価を行う。その際，評価基準となる以下

のようなルーブリックを子供と共有することで，子供が

望ましい学びの在り方を自覚することができる（表６）。 

【表６ 子供と共有するルーブリックの例】 

とてもよい よい もう少し 

他 者 と 対 話

し，批判的思考

や創造的思考を

はたらかせなが

ら，自己の生き

方についての考

えをもつことが

できている。 

他者と対話

し，自己の生き

方についての

考えをもつこ

とができてい

る。 

独りよがり

の考えをもち，

自己の生き方

についての考

えをもつこと

ができていな

い。 

 人間科では，ポートフォリオを中心とした評価を主たる

評価とする。その際，子供たちが自分のまとめ方が本当に

よいと判断できるものになっているのかどうかを判断す

るための「検討会」で，調べ学習をする中で自分自身が気

付いたことのよさ・不十分さに触れるようにする。そのた

めには，自分が気付いたことを自由に書き留める仕組みを

つくったり，他者と比較・交流する場を設定したりするよ

うにする 12。 

＜註＞ 
1松尾知明（2017）「21 世紀に求められるコンピテンシーと国内外の教育課

程改革」『国立教育政策研究所紀要大 146 集』［「何を知っているか」から，

知識を活用して「何ができるか」へのパラダイム変換が求められている］

条 件 内 容 

知の 

まとまり 

今の自分やこれまでの自分，将来の自分

など，自己形成を図るために自分自身を振

り返り，これからの生き方につながる課題

であること 

たくましい 

追究 

自己形成を図るために，他者との関わり

が必然的に生まれる課題であること 

学校を超える 

価値 

 多様な他者と共によりよく生きていく

ために必要な自己形成を図ることにつな

がる課題であること 

 
 

「日本でも，コンピテンシーに基づく教育改革が進められており，思考力

をテストする大学入試改革が打ち出されたり，資質・能力の育成を中心的

な課題とする学習指導要領へと改訂されたりしている」と述べている。 
2白井俊（2020）「0ECD Education2030 プロジェクトが描く教育の未来」ミ

ネルヴァ書房.p.2.コンピテンシーについて白井は［いわゆるペーパーテ

ストだけでは測定が困難な，伝統的な認知スキルという枠組みに収まりき

ることのできない能力であり，こうした新しい能力類型についての認識が，

コンピテンシーに関する本格的な議論のはじまりとなったのである。その

後，マクラレンドの共同研究者でもあったスペンサー夫妻によりコンピテ

ンシーについて，より詳細な定義づけが行われた。そこでは，「ある職務ま

たは状況に対し，基準に照らして効果的，あるいは卓越した業績を産む原

因としてかかわっている個人の根源的特性」とされている。］ 

同上.p.12.DeSeCo プロジェクトとは，OECD 諸国の参加を得ながら，アメ

リカ合衆国の教育局，国立教育統計センターとの協働により，カナダ統計

局の支援を受けてスイス連邦統計局が主導して行われたものである。プロ

ジェクトの中で最終的にキー･コンピテンシーとして特定されたのが[「異

質な人々から構成される集団で相互にかかわり合う力」「「自律的に行動す

る力」「道具を相互作用的に用いる力」の 3つである。それらの枠組みの中

心として「省察・振り返り(Reflectivity〔Reflectiveness〕)」が置かれ

ている。この「省察・振り返り」は「メタ認知的な技能（考えることを考

えること），批判的なスタンスをとることや創造的な能力の活用である」と

いう。] 
3楠見孝・道田泰司（2019）「批判的思考 21 世紀を生きぬくリテラシーの

基盤」新曜社.p.7.［批判的思考とは，①証拠に基づく論理的で偏りのない

思考である。②自分の思考過程を意識的に吟味する省察的で熟慮的な思考

である。③よりよい思考を行うために目標や文脈に応じて実行される，目

標指向的な思考である。批判的思考は，スキルと知識と態度に支えられて

いる。スキルは，①情報の明確化②推論の土台の検討③推論④行動決定・

問題解決のプロセスを支えるスキルである。知識には，演繹，帰納，類推，

問題解決などの推論の方法に関する領域普遍的なものとテーマにかかわ

る領域固有のものがある。態度は，直面する問題やテーマを十分検討し，

熟慮，探究し，証拠に基づいて客観的に判断することである。批判的思考

において大切なことは，①相手の発言に耳を傾け，証拠や論理，感情を的

確に解釈すること，②自分の考えに誤りや偏りがないかを振り返ること。

つまり，相手の発言に耳を傾けずに攻撃することは，批判的な思考と正反

対の事柄である。］ 
４苫野一徳（2017）「はじめての哲学的思考」ちくまプリマー新書.p.17.［哲

学とは，さまざまな物事の「本質」をとらえる営み。「絶対の真理」とは全

然違う。あくまでも，できるだけだれもが納得できる本質的な考え方。そ

うした物事の「本質」を洞察することこそが，哲学の最大の意義である。

哲学の本質は，「答え抜く」こと。絶対の正解ではなく，できるだけだれも

が納得できるような「共通了解」を見いだそうと探究することであると述

べている。また，マシュー・リップマン（2014）「探究のための共同体」玉

川大学出版部.p.292.[思考には批判的，創造的，ケア的側面があり，これ

らが相互的かつ連続的に関わっている]と述べている。 
5白井俊（2020）「0ECD Education2030 プロジェクトが描く教育の未来」ミ

ネルヴァ書房.p.230.［白井は，子供たちの主体性（エージェンシー）が十

分に育まれているのかについて疑問視している。社会が変化していく中で

は，単に「ルールを守る」だけではなく，「このルールは本当に正しいのだ

ろうか」と考えていくことが不可欠であり，また，新しいルールをつくっ

ていくために重要なのは，倫理や道徳であると述べている。さらに，他者

が設定したゴールに向かうだけでなく，「そもそも設定されているゴール

自体が適切なものなのか」と子供自身が生活や学習を深く洞察することの

重要さも述べている。このことから，子供たちの主体性を育むためには，

①子供が所属する身近な社会である学級や学校，身近な社会を創造する活

動に参画すること②変化に対応するための倫理や道徳を養うこと③自己

の生活や学習を振り返り，調整することの３つが重要であると考えた。］ 
6 ビースタ・Ｇ（2015）「よい教育とは何か」白澤社.p.36.［ビースタは，

民主的シティズンシップの機能として，①「社会化」：これまでの社会でつ

くれてきた社会・文化・政治秩序を継続させること②「主体化」社会・文

化・秩序にとらわれずに個人が自由に考えられること，秩序を再構築でき

ることがあると述べている。また，この２つは，相反する性質をもちなが

らも，共存させる必要がある。具体的にいうと，「主体化］を学ぶには，「社

会化」させる必要があるということである。そこで，本校では，「社会化」

にあたる内容を「文化創造」，「主体化」に向かうための「価値創造」「自己

省察」の内容を設定し，子供の主体性を育もうと考える。 
7梶田 叡一（1987）「自己認識 自己概念の教育」ミネルヴァ書房.p.9.［子

供一人一人の内面世界から出発し，またそこに帰着する教育を進めていこ

うとするならば，配慮すべき点を５つ挙げる。①子供一人一人の内面世界

に届くよう働きかけを工夫すること，②子供一人一人が，自分の内面世界

を対象化している場を設定する，③子供一人一人が，自分の内面世界の十

分根ざした形で学習を進め深めていくように教育活動の場が必要である，

④子供一人一人の内面世界に揺さぶりを掛け，既成の固定した見方や考え

方を崩して流動化させ，もう一度自分自身の力で新たに整理し直さざるを

えなくする，といった働きかけが必要である，⑤子供一人一人が自分の内

面世界の在り方に責任をもち，自分自身でそれをより一層望ましいものに

成長させていくようになるための訓練が，教育活動のなかで大切になる

（自己評価をする習慣をつける）］ 

8梶田 叡一（2016）「人間教育のために」金子書房.p.38.［体験の中にも

意識レベルのみで受け止められ，処理されてしまうものがある。この場合

には，「思い出」はできても，「経験」とはならない。実感や本縁が揺さぶ

られるような体験であって初めて，経験化されていくのである。体験がど

のような形でその人を変えていくかについては，大別して次の三つの場合

がある。①体験が直接的に感性（関心の持ち方，考えや判断の内準拠枠）

を変えていく。②体験の気付き・見返り・再吟味によって物の見方・考え

方が変わっていく。③特別の非日常特異的体験によって深層世界にクサビ

が打ち込まれる。］ 
9E・フロム 日高六郎訳（2019）「自由からの逃走」東京創元社.p.289.［自

発的な行為は，個人が孤独や無力によってかり立てられるような強迫的な

ものではない。自発的な活動は自我の自由な活動であり，心理的には

sponte というラテン語の語源の文字通りの意味，すなわち，自らの自由意

志のということを意味する。人が自我の本質的な部分を抑制しないときに

のみ，自分が自分自身にとって明確なものとなったときにのみ，また生活

の様々な領域が根本的な統一に到達したときにのみ，自発的な活動は可能

である。活動によって自我を実現し，自分自身を外界に関係付けるならば，

かれは孤立した原子ではなくなる。すなわち，かれと外界とは構成された

一つの全体の部分となる。かれは正当な地位を獲得し，それによって自分

自身や人生の意味についての疑いが消滅する。この疑いは分離と生の妨害

から生まれたものであるが，強迫的にでも自動的にでもなく，自発的に生

きることができるとき，この疑いは消失する，かれは自分自身を活動的創

造的な個人と感じ，人生の意味がただ一つあること，生きる行為そのもの

であることを認めると述べている。つまり，生き方を学ぶには，子供の自

発性が大事であると述べている。］ 
10 日本教科教育学会（2020）「教科とその本質」教育出版.p.164.［お茶小

の「てつがく」は，探究を生み出す原動力である「問い」を知識の習得の

手段ではなく，学習の目的とする領域をつくり出すことにより，探究の結

果からその過程へと学習の重点を移行させる試みである。考えることその

ものを育む目標ー内容ー方法を追求する「てつがく」の設定により，主体

的に考え，探究しようとする試みの足がかりをつくり，そして，その意義

や必要性を子供たちと教師が再認識する場をつくる出すことが企図され

ている。一方，「人間科」は，探究を生み出す原動力である「主体（人や社

会とのよりよい関わりをつくる生き方）」を学習の目的とする領域をつく

り出すことにより，探究の結果からそこに向かう内面へと学習の重点を移

行させる試みである。「主体（人や社会，自然とのよりよい関わりをつくる

生き方）」そのものを育む目標ー内容ー方法を追究する「人間科」の設定に

より，各教科での探究の学びとの往還関係をつくり出すことを企図してい

る。］ 
11西研（2019）「哲学は対話する プラトン，フッサールの共通了解をつく

る方法」筑摩書房.p.374.［本質観取の手順①体験（わたしの’確信’）の

即して考える②問題意識を出し合う③事例を出し合う④事例を分類し名

前を付ける（キーワードを見つける）⑤すべての事例に共通性を考える⑥

最初の問題意識や疑問点に答える。］ 
12西岡加名恵(2003)「教科と総合に活かすポートフォリオ評価法-新たな評

価規準の創出に向けて」図書文化.p.38.［西岡はポートフォリオのタイプ

を①基準準拠型ポートフォリオ②規準創出型ポートフォリオ③最良作品

集ポートフォリオの３つに分けて考えている。人間科では，②規準創出型

ポートフォリオを基本として，教師と子供が共同で，交渉し合いながら評

価規準を考えつつ作っていくようにする。また，検討会を行うタイミング

も単元の初め（診断的評価）単元の途中（形成的評価）単元の終わり（総

括的評価）とあるが，特に単元の途中で学習の進展状況を見て，その後の

展開を必要に応じて修正していくことを主なねらいとして行っていく］ 
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⼩学校学習指導要領（福岡教育⼤学附属福岡⼩学校版） 

 社会科編                                    

１ 教科新設の経緯 

 (1) 想定される未来社会と「社会科」の関係 

社会科は「持続可能な世界をつくりだす主体」を育てる

教科である。2019 年９月 24 日，国連サミットにおいて

2030 年までに持続可能な開発目標（SDGs）を達成するた

めの“野心的な行動の 10 年”を今後進めることが各国に

求められた。「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」

の採択から４年経ったものの，目標の達成に向けた取り組

みが進んでいない現状を受けたものである 1。しかしなが

ら，そもそも「世界はよい方向へと向かっているにも関わ

らず，不確かな情報によって，世界は悪くなり続けている

と悲観的に世界を捉えている」2 とする研究者もいる。こ

のような時代を生きる子供たちに必要な力は，自分の生き

る世界の状況を事実から正しく捉え，持続可能性を意識し，

前向きに目標をもって解決策を考え，提案，実行できるこ

とである。社会科は，そのような子供の育成を目指す。 

 (2) 現行生活科，社会科，家庭科との関係 

 本校社会科と関わる教科として，生活科，社会科，家庭

科があげられる。本校社会科の目指す子供の姿（持続可能

な世界をつくり出す主体）と，現行社会科が目指すところ

（公民としての資質・能力の基礎を育成する）は一致する。

また，現行家庭科の「生活をよりよくしようと工夫する資

質・能力」の育成や，現行生活科「生活を豊かにしていく

ための資質・能力」の育成とも本校社会科の目指すところ

は一致する。 

本校社会科では，「人間をとりまく人の営み」を学習の

対象としている。「人間をとりまく人の営み」とは，自分

の生活とそれを支えている目に見えない「人の思いや願

い・工夫や努力・その仕組み」である。自分の生活は，身

近な家庭，学校や地域社会，日本，そして世界との関わり

の中で営まれている。加えて，現在だけでなく過去や未来

の生活や社会とも関わっている。そのため，生活科，家庭

科，現行社会科が育成を目指す資質・能力を一体的に育成

することができるのが本校社会科であると考えた。 

 (3) 社会科に関わる本校のこれまでの研究 

 社会科に関わって本校では２度の研究開発指定（昭和

58 年～，平成６年度～）を受け，体験科と生活環境科を新

設し，研究を進めてきた経緯がある。 

 体験科においては，低学年における「身近な学習対象に

対する五感による気付きのある」学習を展開してきた。子

供たちにとっては，教科としての枠組みよりも対象に対す

る驚きや疑問によって気付きが生まれるという点から，子

供の興味・関心を大切にした教材の開発の重要性を見出し

てきた。特に，低学年における教材開発と内容構成につい

て，子供中心の学習の在り方を明らかにしてきた 3。 

生活環境科においては，中学年における「子供自身が環

境の構成者であり，生活者になる」学習を展開してきた 4。

そこでは，子供たちが自分の生活する環境へ主体的に関わ

る姿を目指し，自分と生活環境との関わりを見直す具体的

な活動や体験の設定の在り方や，学習対象の条件を明らか

にしてきた。また，内容構成も見直し，子供たちが主体的

に生活環境に関わり，自分の生活をつくりだすための知見

を培ってきた。 

２度の研究開発指定の中で，子供たちの文脈を大切にし

た真正の課題を設定することが資質・能力の発揮において

重要であることが明確になったと言える。 

 (4) これまでの開発研究で見えてきたこと 

 昨年度までの研究を行った結果，以下の点が成果として

見えてきた。 

  ア 成果 

○ 内容を環境，経済，政治，文化の４つから構成し，

ESD を基にした内容に整理することができた。 

○ 社会の一員としての自覚や対立の克服，社会を変

える手応えといった非認知能力に関わる部分につい

て，育成することができた。 

○ 自分を取り巻く社会と自分の関係から，課題を自

分事として捉え，問題解決に取り組むことができた。 

○ 子供たち自身が課題設定からPDCAサイクルを回し

たことで主体的な学習となった。 

  イ 課題 

● 内容はスリムになったが，まだ社会科が担うこと

ができる内容があるのではないか。 

● 学習の中で発揮された考え方や方法を汎用的なも

のとして，子供自身に意識させるに至らなかった。 

 

２ ⽬標 

 (1) 教科の目標 

 社会や日常の生活の中から見出した問題を，持続可

能な生活をつくるために解決する過程の中で，社会的

な見方・考え方を養い，３資質・能力を次の通り育成す

ることを目指す。 

(1) 生活や社会における問題を見出し，目標や課題

を設定し多面的・多角的に探究する中で，解決に

向けて参画するための自己の考えを明確にする

ことができる。           （創造性） 

(2) 家族や地域，社会の一員であることを自覚しな

がら，自身の生活を変容させたり，対象に対して

働きかけたりしようとする。     （協働性） 

 
 

(3) 日常や社会の生活における自己の役割や義務に

気付き，自身の価値観の変容を実感し，自身の生

き方に生かして行動しようとする。  （省察性） 

 (2)見方・考え方と資質・能力の関係 

 社会科の究極的な目標は「持続可能な世界をつくりだす

主体をはぐくむ」5 ことである。そのような主体になるた

めには，協働性の発揮が欠かせない。協働性の具体として

は，社会の「一員としての自覚」や行動することで感じる

「変化の手応え」，目指す生活や社会の実現のための「対

立の克服」などがある。協働性は対象に対してもった問い

の解決を目指す（創造性）中で育成される。そして，これ

らの過程の中で養われるのが，社会的な見方・考え方であ

る。本校社会科の社会的な見方・考え方とは，「人の営み

を多角的・多面的 6に考察し，持続可能な社会を目指して

バックキャスティング7やフォアキャスティングの枠組み

を選択しながら考えること」である。このように，問いを

解決しようと創造性を発揮し，対象に働きかけようと協働

性を発揮して行動に移す中で，自身の役割に気付いたり，

価値観の変化に気付いたりする省察性が育成される（図

１）。 

  

【図１ 社会科の資質・能力の関係】 

(3) 学年の目標 

〔第１学年〕 

  ① 自分の生活や地域社会における問題を見出し，よ

りよい生活にするための自己の考えを明確にする

ことができる。            （創造性） 

② 家族や地域の一員であることを自覚しながら，自

身の生活を変容させたり，対象に対して働きかけた

りしようとする。          （協働性） 

③ 日常生活における自己の役割に気付き，自身の価

値観の変容を実感し，自身の生き方に生かして行動

しようとする。           （省察性） 

〔第２学年〕 

  ① 自分の生活や地域社会における問題を見出し，よ

りよい生活にするための自己の考えを明確にする

ことができる。            （創造性） 

② 家族や地域の一員であることを自覚しながら，自

身の生活を変容させたり，対象に対して働きかけた

りしようとする。          （協働性） 

③ 日常生活における自己の役割に気付き，自身の価

値観の変容を実感し，自身の生き方に生かして行動

しようとする。           （省察性） 

〔第３学年〕 

  ① 自分の生活や地域社会における問題を見出し，よ

りよい生活にするための自己の考えを明確にする

ことができる。            （創造性） 

② 地域や社会の一員であることを自覚しながら，自

身の生活を変容させたり，対象に対して働きかけた

りしようとする。          （協働性） 

③ 日常生活における自己の役割に気付き，自身の価

値観の変容を実感し，自身の生き方に生かして行動

しようとする。           （省察性） 

〔第４学年〕 

① 現代社会における問題を見出し，目標や課題を設

定し多面的・多角的に探究する中で，解決に向けて

参画するための自己の考えを明確にすることがで

きる。               （創造性） 

② 地域や社会の一員であることを自覚しながら，自

身の生活を変容させたり，対象に対して働きかけた

りしようとする。           （協働性） 

③ 社会の生活における自己の役割や義務に気付き，

自身の価値観の変容を実感し，自身の生き方に生か

して行動しようとする。       （省察性） 

〔第５学年〕 

① 現代社会における問題を見出し，目標や課題を設

定し多面的・多角的に探究する中で，解決に向けて

参画するための自己の考えを明確にすることがで

きる。               （創造性） 

② 社会の一員であることを自覚しながら，自身の生

活を変容させたり，対象に対して働きかけたりしよ

うとする。             （協働性） 

③ 社会の生活における自己の役割や義務に気付き，

自身の価値観の変容を実感し，自身の生き方に生か

して行動しようとする。       （省察性） 

 

〔第６学年〕 

① 現代社会における問題を見出し，目標や課題を設

定し多面的・多角的に探究する中で，解決に向けて

参画するための自己の考えを明確にすることがで

きる。               （創造性） 

② 社会の一員であることを自覚しながら，自身の生

活を変容させたり，対象に対して働きかけたりしよ

うとする。             （協働性） 

③ 社会の生活における自己の役割や義務に気付き，

自身の価値観の変容を実感し，自身の生き方に生か

して行動しようとする。       （省察性） 
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⼩学校学習指導要領（福岡教育⼤学附属福岡⼩学校版） 

 社会科編                                    

１ 教科新設の経緯 

 (1) 想定される未来社会と「社会科」の関係 

社会科は「持続可能な世界をつくりだす主体」を育てる

教科である。2019 年９月 24 日，国連サミットにおいて

2030 年までに持続可能な開発目標（SDGs）を達成するた

めの“野心的な行動の 10 年”を今後進めることが各国に

求められた。「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」

の採択から４年経ったものの，目標の達成に向けた取り組

みが進んでいない現状を受けたものである 1。しかしなが

ら，そもそも「世界はよい方向へと向かっているにも関わ

らず，不確かな情報によって，世界は悪くなり続けている

と悲観的に世界を捉えている」2 とする研究者もいる。こ

のような時代を生きる子供たちに必要な力は，自分の生き

る世界の状況を事実から正しく捉え，持続可能性を意識し，

前向きに目標をもって解決策を考え，提案，実行できるこ

とである。社会科は，そのような子供の育成を目指す。 

 (2) 現行生活科，社会科，家庭科との関係 

 本校社会科と関わる教科として，生活科，社会科，家庭

科があげられる。本校社会科の目指す子供の姿（持続可能

な世界をつくり出す主体）と，現行社会科が目指すところ

（公民としての資質・能力の基礎を育成する）は一致する。

また，現行家庭科の「生活をよりよくしようと工夫する資

質・能力」の育成や，現行生活科「生活を豊かにしていく

ための資質・能力」の育成とも本校社会科の目指すところ

は一致する。 

本校社会科では，「人間をとりまく人の営み」を学習の

対象としている。「人間をとりまく人の営み」とは，自分

の生活とそれを支えている目に見えない「人の思いや願

い・工夫や努力・その仕組み」である。自分の生活は，身

近な家庭，学校や地域社会，日本，そして世界との関わり

の中で営まれている。加えて，現在だけでなく過去や未来

の生活や社会とも関わっている。そのため，生活科，家庭

科，現行社会科が育成を目指す資質・能力を一体的に育成

することができるのが本校社会科であると考えた。 

 (3) 社会科に関わる本校のこれまでの研究 

 社会科に関わって本校では２度の研究開発指定（昭和

58 年～，平成６年度～）を受け，体験科と生活環境科を新

設し，研究を進めてきた経緯がある。 

 体験科においては，低学年における「身近な学習対象に

対する五感による気付きのある」学習を展開してきた。子

供たちにとっては，教科としての枠組みよりも対象に対す

る驚きや疑問によって気付きが生まれるという点から，子

供の興味・関心を大切にした教材の開発の重要性を見出し

てきた。特に，低学年における教材開発と内容構成につい

て，子供中心の学習の在り方を明らかにしてきた 3。 

生活環境科においては，中学年における「子供自身が環

境の構成者であり，生活者になる」学習を展開してきた 4。

そこでは，子供たちが自分の生活する環境へ主体的に関わ

る姿を目指し，自分と生活環境との関わりを見直す具体的

な活動や体験の設定の在り方や，学習対象の条件を明らか

にしてきた。また，内容構成も見直し，子供たちが主体的

に生活環境に関わり，自分の生活をつくりだすための知見

を培ってきた。 

２度の研究開発指定の中で，子供たちの文脈を大切にし

た真正の課題を設定することが資質・能力の発揮において

重要であることが明確になったと言える。 

 (4) これまでの開発研究で見えてきたこと 

 昨年度までの研究を行った結果，以下の点が成果として

見えてきた。 

  ア 成果 

○ 内容を環境，経済，政治，文化の４つから構成し，

ESD を基にした内容に整理することができた。 

○ 社会の一員としての自覚や対立の克服，社会を変

える手応えといった非認知能力に関わる部分につい

て，育成することができた。 

○ 自分を取り巻く社会と自分の関係から，課題を自

分事として捉え，問題解決に取り組むことができた。 

○ 子供たち自身が課題設定からPDCAサイクルを回し

たことで主体的な学習となった。 

  イ 課題 

● 内容はスリムになったが，まだ社会科が担うこと

ができる内容があるのではないか。 

● 学習の中で発揮された考え方や方法を汎用的なも

のとして，子供自身に意識させるに至らなかった。 

 

２ ⽬標 

 (1) 教科の目標 

 社会や日常の生活の中から見出した問題を，持続可

能な生活をつくるために解決する過程の中で，社会的

な見方・考え方を養い，３資質・能力を次の通り育成す

ることを目指す。 

(1) 生活や社会における問題を見出し，目標や課題

を設定し多面的・多角的に探究する中で，解決に

向けて参画するための自己の考えを明確にする

ことができる。           （創造性） 

(2) 家族や地域，社会の一員であることを自覚しな

がら，自身の生活を変容させたり，対象に対して

働きかけたりしようとする。     （協働性） 

 
 

(3) 日常や社会の生活における自己の役割や義務に

気付き，自身の価値観の変容を実感し，自身の生

き方に生かして行動しようとする。  （省察性） 

 (2)見方・考え方と資質・能力の関係 

 社会科の究極的な目標は「持続可能な世界をつくりだす

主体をはぐくむ」5 ことである。そのような主体になるた

めには，協働性の発揮が欠かせない。協働性の具体として

は，社会の「一員としての自覚」や行動することで感じる

「変化の手応え」，目指す生活や社会の実現のための「対

立の克服」などがある。協働性は対象に対してもった問い

の解決を目指す（創造性）中で育成される。そして，これ

らの過程の中で養われるのが，社会的な見方・考え方であ

る。本校社会科の社会的な見方・考え方とは，「人の営み

を多角的・多面的 6に考察し，持続可能な社会を目指して

バックキャスティング7やフォアキャスティングの枠組み

を選択しながら考えること」である。このように，問いを

解決しようと創造性を発揮し，対象に働きかけようと協働

性を発揮して行動に移す中で，自身の役割に気付いたり，

価値観の変化に気付いたりする省察性が育成される（図

１）。 

  

【図１ 社会科の資質・能力の関係】 

(3) 学年の目標 

〔第１学年〕 

  ① 自分の生活や地域社会における問題を見出し，よ

りよい生活にするための自己の考えを明確にする

ことができる。            （創造性） 

② 家族や地域の一員であることを自覚しながら，自

身の生活を変容させたり，対象に対して働きかけた

りしようとする。          （協働性） 

③ 日常生活における自己の役割に気付き，自身の価

値観の変容を実感し，自身の生き方に生かして行動

しようとする。           （省察性） 

〔第２学年〕 

  ① 自分の生活や地域社会における問題を見出し，よ

りよい生活にするための自己の考えを明確にする

ことができる。            （創造性） 

② 家族や地域の一員であることを自覚しながら，自

身の生活を変容させたり，対象に対して働きかけた

りしようとする。          （協働性） 

③ 日常生活における自己の役割に気付き，自身の価

値観の変容を実感し，自身の生き方に生かして行動

しようとする。           （省察性） 

〔第３学年〕 

  ① 自分の生活や地域社会における問題を見出し，よ

りよい生活にするための自己の考えを明確にする

ことができる。            （創造性） 

② 地域や社会の一員であることを自覚しながら，自

身の生活を変容させたり，対象に対して働きかけた

りしようとする。          （協働性） 

③ 日常生活における自己の役割に気付き，自身の価

値観の変容を実感し，自身の生き方に生かして行動

しようとする。           （省察性） 

〔第４学年〕 

① 現代社会における問題を見出し，目標や課題を設

定し多面的・多角的に探究する中で，解決に向けて

参画するための自己の考えを明確にすることがで

きる。               （創造性） 

② 地域や社会の一員であることを自覚しながら，自

身の生活を変容させたり，対象に対して働きかけた

りしようとする。           （協働性） 

③ 社会の生活における自己の役割や義務に気付き，

自身の価値観の変容を実感し，自身の生き方に生か

して行動しようとする。       （省察性） 

〔第５学年〕 

① 現代社会における問題を見出し，目標や課題を設

定し多面的・多角的に探究する中で，解決に向けて

参画するための自己の考えを明確にすることがで

きる。               （創造性） 

② 社会の一員であることを自覚しながら，自身の生

活を変容させたり，対象に対して働きかけたりしよ

うとする。             （協働性） 

③ 社会の生活における自己の役割や義務に気付き，

自身の価値観の変容を実感し，自身の生き方に生か

して行動しようとする。       （省察性） 

 

〔第６学年〕 

① 現代社会における問題を見出し，目標や課題を設

定し多面的・多角的に探究する中で，解決に向けて

参画するための自己の考えを明確にすることがで

きる。               （創造性） 

② 社会の一員であることを自覚しながら，自身の生

活を変容させたり，対象に対して働きかけたりしよ

うとする。             （協働性） 

③ 社会の生活における自己の役割や義務に気付き，

自身の価値観の変容を実感し，自身の生き方に生か

して行動しようとする。       （省察性） 
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３ 内容構成 

 (1) 内容構成の考え方 

 本校社会科は，協働性の育成を目指す教科であり，「持

続可能な社会をつくりだす主体」の育成を目指す。そこで，

ESD（持続可能な開発のための教育）8で取り扱う分野を参

考に，内容区分を設定した。 

 (2) 具体的な内容構成 

  ESD における取り扱うべき分野として，４つある 9。文

化，社会，環境，経済である。また，これまで人間が人間

として社会を形成する過程も踏まえ 10，本校社会科では環

境，経済，政治，文化として内容を構成した（図２）。 

 

【図２ 社会科の内容構成】 

以上の点から，内容を構成したものが表１である。 

【表１ 本校社会科の内容構成と内容の具体例】 

Ａ 環境 自然の様子と生

活のつながりを扱

う内容 

○自然の中での遊び 

〇気候   〇国土 

〇環境問題 〇災害 

Ｂ 経済 生活をよりよく

する生産活動を扱

う内容 

○お金とは何か 

〇産業   〇金融 

〇起業   〇日本の歴史 

Ｃ 政治 生活をよりよく

するシステムを扱

う内容 

〇行政   〇憲法，法 

〇人権   〇社会問題 

〇日本の歴史 

Ｄ 文化 多様性を感じる

ことにつながる事

柄を扱う内容 

〇世界の様子 

〇日本の文化（現在） 

〇文化遺産 〇日本の歴史 

 また，現行の生活科，社会科，家庭科の内容の中で必

要と考えるものについては，現行社会科の中でも扱う。

一方で，以下のような条件を満たさない内容については

削除したり，不足している部分については新たに設定し

たりした。その条件は次の３点である。 

〇 これからの未来社会を生きる上で，必要となる事

柄であること 

〇 子供自身がこのように生きていきたいという思い

をもつために必要な事柄であること 

○ 現代社会の状況に即していること 

 (3) 各学年の内容構成と系統 

上記の内容構成と学習対象や活動条件を生かした学年

の系統性について，次のように考えている（表２）。 

【表２ 各学年の内容構成】 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

Ａ 

環境 

○自然の中での遊び 

○自然を生かした公園 

○市や県の様子 

○日本の気候 

○国土と領土問題 

○日本や世界の環境問題 

Ｂ 

経済 

○お金の支払い方 

○自分に使われるお金 

○値段の決め方 

○産業の仕組み 

○金融や投資 

○お金の価値 

○ソーシャルビジネス 

Ｃ 

政治 

○家や学校の周り 

○家での仕事 

○地域を支える仕事 

○公共機関の使い方 

○地域のルール 

○市や県，国の仕事 

○生活を支える仕事 

○ユニバーサルデザイン 

○憲法と法 ○人権 

○日本の歴史 

Ｄ 

文化 

 ○文化遺産 

○地域，日本の文化 

○世界の国々の様子 

○日本の歴史 

 「Ｄ文化」については，多様性を感じる事柄を扱うが，

下学年の子供たちにとっては，発達段階を考えると多様性

を感じる前に，自分たちがどのような存在であるか捉える

ことを重視すべきと考え，下学年では設定しない。 

 

４ 各学年の内容 

〔第１学年〕 

 【Ａ 環境】 

ア 身近な自然や道具を使った遊びをすることを  

通して，自分の興味･関心に基づいた遊びは，自

分の生活を楽しいものにすることに気付く。 

イ 家の周りの身近な地域を調べることを通して，   

お気に入りの場所を見つけ，その場所は地域の

方々が守ってくださっていることに気付く。 

【Ｂ 経済】 

ウ 買い物などを体験することを通して，家族か       

ら預かったお金を無駄遣いしないように大事に

使うことが大切だと気付く。 

【Ｃ 政治】 

エ  家や学校のきまりを体験的に学ぶことを通し

て，友達や家族と同意したきまりがあることで，

快適に暮らすことができることに気付く。 

オ 家庭における仕事を学んだり，実践したりする

ことを通して，自分も家族のためになることを実

感し，家族を支える仕事の必要性に気付く。 

カ 学校の中を探検し，調べることを通して，それ

ぞれの場所がどのような役割を果たしているの

かに気付く。 

キ 学校の中のお気に入りの場所を調べることを

通して，学校を支えてくださっている方の存在や，

 
 

それぞれの場所があることによって自分たちの

学校生活が豊かになっていることに気付く。 

〔第２学年〕 

【Ａ 環境】 

ア その季節にしかない自然物を使った遊びや遊

び道具をつくり出すことを通して，自分たちが楽

しく遊ぶことができるのは，自然があるからであ

り，季節の変化が遊びや生活に影響を与えている

ことに気付く。 

イ 学校の周りの自然の様子や，そこでどのような

遊びができるか調べることを通して，自分たちの

学校の周りの環境のよさを捉え，生活を豊かにし

ていることに気付く。 

 【Ｂ 経済】 

ウ 自分に使われているお金や小遣いの使い方，お

年玉の使い方を体験的に学ぶことを通して,計画

的に買い物や貯金をする必要性に気付く。 

 【Ｃ 政治】 

エ みんなが楽しむことができる遊びのルールを

目的や相手意識をもちながら，考えることを通し

て，目的を達成するには，少数派の意見も大切に

しながら，より多くの人が納得し，目的を達成で

きるルールなどの仕組みづくりが大切であるこ

とに気付く。 

オ 公共機関や公共施設の利用の仕方を体験的に

調べることを通して，よさを感じ，そのよさをつ

くり出すために働く人の存在があり，自分たちも

できることがあることに気付く。 

カ 学校の中で過ごす人たちが気持ちよく過ごせ

るように呼びかける活動を通して，安心や安全を

守って過ごすことが，自分も相手も気持ちよく過

ごすことにつながることに気付く。 

〔第３学年〕 

【Ａ 環境】 

ア 公園のある生活をしている自分たちという立

場から身近な公園などの様子を調べる活動を通

して，人工的につくられた公園の自然の中で，人

の交流が生まれ，余暇を楽しむ生活を生み出して

いることを理解する。 

 【Ｂ 経済】 

   イ その地域に住む一人としての立場から，地域の     

様子や時間の経過による変化を調べる活動を通

して，人口が密集する場所に交通や施設などが集

中し，地域の変化も人口の増減と大きな関わりが

あることを理解する。 

ウ 品物にかかる様々な経費に着目してお店の人，

買う人の立場から価格の設定の仕方を学ぶこと

を通して，価格の設定には，原価でけではなく人

件費や輸送費など目に見えないお金が含まれて

いるとともに，利益を出す必要があることを理解

する。 

エ 地域の生産者の立場から農家や工場の仕事に

ついて学ぶことを通して，地域の産業はその地域

の特色を生かして行われていることを理解する。 

【Ｃ 政治】 

オ 地域に住むお年寄りや自分たちを含む子供の

立場から地域生活を送る上で必要なきまりを学

ぶことを通して，地域の安全や安心を守っている

のは，地域の人々自身であることを理解する。 

 【Ⅾ 文化】 

カ 地域を紹介するという立場から自分の暮らす

地域の様子を調べる活動を通して，地域の特色を

示すものには衣食住，方言などの独特の言語，文

化遺産などがあることを理解する。 

〔第４学年〕 

【Ａ 環境】 

ア 地理的な側面から九州や他の地域を学ぶこと

を通して，その県の産業の発展や特色は，地形や

日本や世界の中での位置的なことに影響をうけ

ていることを理解する。 

 【Ｂ 経済】 

イ サービスを受ける人，提供する人の立場から飲

食や観光など人の欲求を満たすことを目的とし

た仕事を学ぶことを通して，消費者や生産者の立

場からニーズを捉えることが，価格やサービス向

上に生かされていることを理解する。 

ウ 借りる，貸す，預ける立場からお金を運用する

ことを目的とした仕事を学ぶことを通して，お金

は循環することで価値が生まれ，そのような仕組

みは信用を基盤としていることを理解する。 

【Ｃ 政治】 

エ サービスを受ける人，提供する人の立場から地

方自治が整えるインフラの整備を学ぶことを通

して，サービスを向上させ，持続可能なサービス

を提供するためには，地域相互の対応や計画的に

整備する必要があることを理解する。 

オ 自分たちも含めた市民という立場から，高齢者

や障害者などへの地域の福祉を学ぶことを通し

て，市民みんなが生活への不自由さを感じる方へ

配慮していくことは，誰にとっても過ごしやすい

環境を生み出すことにつながる（ユニバーサルデ

ザイン）ことを理解する。 

 【Ｄ 文化】 

カ 地域の発展を目指した先人の立場から地域の

発展を支えた事業について学ぶことを通して，地

域の課題の解決のために住む人々の思いを受け

止め，共感を得ながら取り組むことで住む人々を

巻き込みながら取り組んだことを理解する。 
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３ 内容構成 

 (1) 内容構成の考え方 

 本校社会科は，協働性の育成を目指す教科であり，「持

続可能な社会をつくりだす主体」の育成を目指す。そこで，

ESD（持続可能な開発のための教育）8で取り扱う分野を参

考に，内容区分を設定した。 

 (2) 具体的な内容構成 

  ESD における取り扱うべき分野として，４つある 9。文

化，社会，環境，経済である。また，これまで人間が人間

として社会を形成する過程も踏まえ 10，本校社会科では環

境，経済，政治，文化として内容を構成した（図２）。 

 

【図２ 社会科の内容構成】 

以上の点から，内容を構成したものが表１である。 

【表１ 本校社会科の内容構成と内容の具体例】 

Ａ 環境 自然の様子と生

活のつながりを扱

う内容 

○自然の中での遊び 

〇気候   〇国土 

〇環境問題 〇災害 

Ｂ 経済 生活をよりよく

する生産活動を扱

う内容 

○お金とは何か 

〇産業   〇金融 

〇起業   〇日本の歴史 

Ｃ 政治 生活をよりよく

するシステムを扱

う内容 

〇行政   〇憲法，法 

〇人権   〇社会問題 

〇日本の歴史 

Ｄ 文化 多様性を感じる

ことにつながる事

柄を扱う内容 

〇世界の様子 

〇日本の文化（現在） 

〇文化遺産 〇日本の歴史 

 また，現行の生活科，社会科，家庭科の内容の中で必

要と考えるものについては，現行社会科の中でも扱う。

一方で，以下のような条件を満たさない内容については

削除したり，不足している部分については新たに設定し

たりした。その条件は次の３点である。 

〇 これからの未来社会を生きる上で，必要となる事

柄であること 

〇 子供自身がこのように生きていきたいという思い

をもつために必要な事柄であること 

○ 現代社会の状況に即していること 

 (3) 各学年の内容構成と系統 

上記の内容構成と学習対象や活動条件を生かした学年

の系統性について，次のように考えている（表２）。 

【表２ 各学年の内容構成】 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

Ａ 

環境 

○自然の中での遊び 

○自然を生かした公園 

○市や県の様子 

○日本の気候 

○国土と領土問題 

○日本や世界の環境問題 

Ｂ 

経済 

○お金の支払い方 

○自分に使われるお金 

○値段の決め方 

○産業の仕組み 

○金融や投資 

○お金の価値 

○ソーシャルビジネス 

Ｃ 

政治 

○家や学校の周り 

○家での仕事 

○地域を支える仕事 

○公共機関の使い方 

○地域のルール 

○市や県，国の仕事 

○生活を支える仕事 

○ユニバーサルデザイン 

○憲法と法 ○人権 

○日本の歴史 

Ｄ 

文化 

 ○文化遺産 

○地域，日本の文化 

○世界の国々の様子 

○日本の歴史 

 「Ｄ文化」については，多様性を感じる事柄を扱うが，

下学年の子供たちにとっては，発達段階を考えると多様性

を感じる前に，自分たちがどのような存在であるか捉える

ことを重視すべきと考え，下学年では設定しない。 

 

４ 各学年の内容 

〔第１学年〕 

 【Ａ 環境】 

ア 身近な自然や道具を使った遊びをすることを  

通して，自分の興味･関心に基づいた遊びは，自

分の生活を楽しいものにすることに気付く。 

イ 家の周りの身近な地域を調べることを通して，   

お気に入りの場所を見つけ，その場所は地域の

方々が守ってくださっていることに気付く。 

【Ｂ 経済】 

ウ 買い物などを体験することを通して，家族か       

ら預かったお金を無駄遣いしないように大事に

使うことが大切だと気付く。 

【Ｃ 政治】 

エ  家や学校のきまりを体験的に学ぶことを通し

て，友達や家族と同意したきまりがあることで，

快適に暮らすことができることに気付く。 

オ 家庭における仕事を学んだり，実践したりする

ことを通して，自分も家族のためになることを実

感し，家族を支える仕事の必要性に気付く。 

カ 学校の中を探検し，調べることを通して，それ

ぞれの場所がどのような役割を果たしているの

かに気付く。 

キ 学校の中のお気に入りの場所を調べることを

通して，学校を支えてくださっている方の存在や，

 
 

それぞれの場所があることによって自分たちの

学校生活が豊かになっていることに気付く。 

〔第２学年〕 

【Ａ 環境】 

ア その季節にしかない自然物を使った遊びや遊

び道具をつくり出すことを通して，自分たちが楽

しく遊ぶことができるのは，自然があるからであ

り，季節の変化が遊びや生活に影響を与えている

ことに気付く。 

イ 学校の周りの自然の様子や，そこでどのような

遊びができるか調べることを通して，自分たちの

学校の周りの環境のよさを捉え，生活を豊かにし

ていることに気付く。 

 【Ｂ 経済】 

ウ 自分に使われているお金や小遣いの使い方，お

年玉の使い方を体験的に学ぶことを通して,計画

的に買い物や貯金をする必要性に気付く。 

 【Ｃ 政治】 

エ みんなが楽しむことができる遊びのルールを

目的や相手意識をもちながら，考えることを通し

て，目的を達成するには，少数派の意見も大切に

しながら，より多くの人が納得し，目的を達成で

きるルールなどの仕組みづくりが大切であるこ

とに気付く。 

オ 公共機関や公共施設の利用の仕方を体験的に

調べることを通して，よさを感じ，そのよさをつ

くり出すために働く人の存在があり，自分たちも

できることがあることに気付く。 

カ 学校の中で過ごす人たちが気持ちよく過ごせ

るように呼びかける活動を通して，安心や安全を

守って過ごすことが，自分も相手も気持ちよく過

ごすことにつながることに気付く。 

〔第３学年〕 

【Ａ 環境】 

ア 公園のある生活をしている自分たちという立

場から身近な公園などの様子を調べる活動を通

して，人工的につくられた公園の自然の中で，人

の交流が生まれ，余暇を楽しむ生活を生み出して

いることを理解する。 

 【Ｂ 経済】 

   イ その地域に住む一人としての立場から，地域の     

様子や時間の経過による変化を調べる活動を通

して，人口が密集する場所に交通や施設などが集

中し，地域の変化も人口の増減と大きな関わりが

あることを理解する。 

ウ 品物にかかる様々な経費に着目してお店の人，

買う人の立場から価格の設定の仕方を学ぶこと

を通して，価格の設定には，原価でけではなく人

件費や輸送費など目に見えないお金が含まれて

いるとともに，利益を出す必要があることを理解

する。 

エ 地域の生産者の立場から農家や工場の仕事に

ついて学ぶことを通して，地域の産業はその地域

の特色を生かして行われていることを理解する。 

【Ｃ 政治】 

オ 地域に住むお年寄りや自分たちを含む子供の

立場から地域生活を送る上で必要なきまりを学

ぶことを通して，地域の安全や安心を守っている

のは，地域の人々自身であることを理解する。 

 【Ⅾ 文化】 

カ 地域を紹介するという立場から自分の暮らす

地域の様子を調べる活動を通して，地域の特色を

示すものには衣食住，方言などの独特の言語，文

化遺産などがあることを理解する。 

〔第４学年〕 

【Ａ 環境】 

ア 地理的な側面から九州や他の地域を学ぶこと

を通して，その県の産業の発展や特色は，地形や

日本や世界の中での位置的なことに影響をうけ

ていることを理解する。 

 【Ｂ 経済】 

イ サービスを受ける人，提供する人の立場から飲

食や観光など人の欲求を満たすことを目的とし

た仕事を学ぶことを通して，消費者や生産者の立

場からニーズを捉えることが，価格やサービス向

上に生かされていることを理解する。 

ウ 借りる，貸す，預ける立場からお金を運用する

ことを目的とした仕事を学ぶことを通して，お金

は循環することで価値が生まれ，そのような仕組

みは信用を基盤としていることを理解する。 

【Ｃ 政治】 

エ サービスを受ける人，提供する人の立場から地

方自治が整えるインフラの整備を学ぶことを通

して，サービスを向上させ，持続可能なサービス

を提供するためには，地域相互の対応や計画的に

整備する必要があることを理解する。 

オ 自分たちも含めた市民という立場から，高齢者

や障害者などへの地域の福祉を学ぶことを通し

て，市民みんなが生活への不自由さを感じる方へ

配慮していくことは，誰にとっても過ごしやすい

環境を生み出すことにつながる（ユニバーサルデ

ザイン）ことを理解する。 

 【Ｄ 文化】 

カ 地域の発展を目指した先人の立場から地域の

発展を支えた事業について学ぶことを通して，地

域の課題の解決のために住む人々の思いを受け

止め，共感を得ながら取り組むことで住む人々を

巻き込みながら取り組んだことを理解する。 
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〔第５学年〕 

 【Ａ 環境】 

ア 地理的な側面から日本の国土を学ぶことを通

して，日本の国土は四季と気候によって変化に富

むことために，それに合わせた生活の様子が生ま

れていることについて理解する。 

イ 政府や国民の立場や経済的，歴史的，地理的側

面から国土を学ぶことを通して，隣接する諸外国

との問題の多くに経済的背景があるが，問題はな

いとすることによって，我が国の国土を守ろうと

していることを理解する。 

 【Ｂ 経済】 

ウ 生産者と消費者という立場や，国民生活の向上

や起業としての利益向上という経済的な側面か

ら，我が国の産業について学ぶことを通して，生

産性をあげ，個のニーズに応えることで産業とし

て発展し，わたしたちの生活を支えていることに

ついて理解する。 

エ 情報の発信者と受信者という立場から情報を

活用した産業について学ぶことを通して，情報そ

のもの（コンテンツ）が価値を生み出すこと，情

報は目に見えないが多くの人へ影響を与えるこ

とから送受信の責任が大きいことを理解する。 

【Ｃ 政治】 

オ 法をつくる人，守らせる人，守られている人の

立場や，歴史的，経済的側面から我が国の法律と

法律の成立までを学ぶことを通して，法は平等な

社会の実現のために生まれ，それによって，生活

が維持されていることを理解する。 

カ 諸機関のそれぞれの立場から災害時や防災に

関わる諸機関の働きを調べることを通して，防災，

復旧，復興は公助，自助，共助に支えられている

ことを理解する。 

【Ｄ 文化】 

キ 日本人のわたしたちと海外の人の立場から，日

本の文化を学ぶことを通して，日本の文化の形成

に四季が影響していることを理解する。 

〔第６学年〕 

 【Ａ 環境】 

ア 地理的な側面から各国の様子を調べることを

通して，その特色に気付き，気候や地形に応じた

生活の様子や信仰，宗教が生まれ，大切にされて

いることについて理解する。 

【Ｂ 経済】 

イ 社会をよりよく変えたいという立場や課題の

解決，理想の実現，持続可能性の側面から我が国

の新たな産業や日本の歴史を学ぶことを通して，

産業による成果物だけでなくアイデアに価値が

見出され，資金が集まることで社会の変革が起き

ることを理解する。 

 【Ｃ 政治】 

ウ 古代における生活を維持するための方法の変

化（狩猟→農耕）とそれによる生活の変化への影

響を調べることを通して，生活を維持するための

方法の変化が，集団の形成の在り方や，その組織

づくり影響を与え，身分や役割と言った階級が生

まれることを理解する。 

エ 近世における天下を統一した人物の共通点を

それぞれの立場から調べることを通して，自由な

交易や海外との貿易の強化によって，資金を手に

入れ，それによる武力の充実と組織の拡充がその

地域や国を統一するために重要な役割を果たす

ことを理解する。 

オ 昭和期における他国との戦争について，日本や

日本と戦争をした他国の立場から，戦争が起きた

理由やその戦争における戦後の影響について調

べることを通して，戦争や紛争が起きる要因の一

つとして，自国民の生活が貿易や話合いにおいて

改善されなかったり，生活するのに困るような状

態が起きそだったりするときに，資源を得るため

に起きることを理解する。 

カ 政治家，行政，市民や国民，民間企業の立場や

公正で公平，民主的な側面から我が国の課題に対

する取組や日本の歴史を学ぶことを通して，有権

者のもつ一票は自分の未来への考え方を主張す

る価値があることを理解する。 

キ 私たちは憲法を守ることで憲法に守られてい

るという立場や憲法成立の歴史的側面から人権

や憲法を学ぶことを通して，から，人は住む地域

や民族，宗教，人種，男女，職業，思想などの違

いがあっても侵されることのない基本的な人権

をもち，それを守るための世界的な取組や日本国

憲法が存在することを理解する。 

ク 古代から中世において，巨大な建造物が作られ

ていることを為政者としての立場と庶民の立場

から調べることを通して，広い地域を治め，その

考えを自身が治める地域全てに行き渡らせるた

めには，役人を中心とした官僚機構と納税による

財政基盤が必要となることを理解する。 

ケ 近代において，大きな戦乱が起きなかった要因

を，経済的，政治的側面から調べることを通して，

為政者は，武力行使ができないように財政を管理

し，武力となるものを保持させないような政策を

とることによって，武力による政変を起こさせな

いようにできることを理解する。 

コ 明治期における急激な近代化を，外国からの刺

激と国内における政策という側面から調べるこ

とを通して，国が急成長するためには，人材を育

 
 

成するための教育，国が中心となって産業を興す

ことで進む財政の充実，他国からの侵略を防ぐ軍

事力の強化を政策として進めることを理解する。 

サ 明治・大正期において，条約の改正や国際的に

発言力が強まった要因を，他国との関係や国の組

織といった側面から調べることを通して，国際的

に発言権を強めるためには，国としての考えを決

定するプロセスが他国に理解され，明確の基準

（憲法）のもと国の方針が決められていることが

必要であることを理解する。 

シ 日本人が国際社会に存在する様々な問題を解

決するために世界で活躍していることについて

調べることを通して，我が国が平和な世界の実現

のために国際連合の一員として重要な役割を果

たしたり，諸外国の発展のために貢献したりして

いることを理解する。 

 【Ｄ 文化】 

ス 自然と文化，経済と文化，為政者と文化の関係

的側面から，日本や世界の文化について学ぶこと

を通して，それぞれの地域にある多様性とそれを

尊重する大切さを理解する。 

 

５ 指導計画の作成と内容の取り扱い 

(1) 指導計画作成上の配慮事項 

  ア 年間指導計画についての考え方 

年間指導計画作成にあたっては，他教科との関連，そし

て子供の文脈を大切にした作成を行う。社会科は社会の事

象そのものを取り扱うが故に，多教科との関連が必然的に

生まれてくる。他教科との関連を考えながら年間指導計画

を作成する（図６）。 

 
【図６ 年間指導計画のイメージ】 

  イ 単元計画についての考え方 

  (ｱ) テーマ学習 

 本校社会科におけるテーマ学習は，人間科の問いを解決

する中で生まれる問いを追究するために生じる。自分たち

の生活場面や社会の中にある具体に置き換えて考える。 

例えば，人間科において「未来社会に向けて何ができる

のか」という問いが生まれた場合，本校社会科においては，

内容を構成している４つ（Ａ環境，Ｂ経済，Ｃ政治，Ｄ文

化）の中の適した内容でその問いに対して関連しているこ

とを取り上げ，考えることができる。 

     (ｲ) リレーション学習 

 本校社会科におけるリレーション学習は，社会科の学習

で扱う対象から他教科への内容の関連が図られることが

考えられる。11自分の生活の様子や社会の仕組みを考える

際に他教科の学びが生かされる。例えば，数学科の学びを

生かして，データを分析したり，言葉科の学びを生かして，

提案をしたりすることである。低学年であれば，芸術科に

おいて遊びを考え，それを生かすことが考えられる。この

ように自分の生活や社会の仕組みを学習対象とする社会

科は他教科の学びを関連させる役割を担っている。 

      (ｳ) フォーカス学習 

 本校社会科におけるフォーカス学習は，学習対象へのア

プローチの仕方を工夫することで焦点化を図ることがで

きる。例えば，歴史の学習において，自分たちの関わりか

ら歴史を捉えるために，近代から学習ようにする。そうす

ると，問いは必然的に因果関係を問うものになり，それに

よって焦点化されていく。時代の特徴を捉えることよりも

歴史的な出来事がなぜ起きたのか因果関係を考えること

で，知識は現代により生きるものとなり，同時に学習に費

やす時間を減らすことができる。 

  ウ 一単位時間の学習のプロセス 

本校社会科では，問いを確認し，その解決のために活動

し，何らかの解を求めていく学習を一単位時間で行ってい

く。この流れは下学年，上学年ともに変わらないが，大き

く違うのは一単位時間の問いのつくられ方である。 

下学年は，次の時間の問いは前時の終末に生まれ，それ

が繰り返される。一方，上学年は単元の導入場面で大きな

問いが生まれ，それが貫かれる（図７）。 

 

【図７ 一単位時間の学びのプロセス】 

 また，問いの設定や学習プロセスにはＰＢＬ（プロジェ

クト・ベースド・ラーニング 12）の考え方を活用する。学

習者が「現実的な状況の中」に立って，「現実の問題」を

知り，「実現したいこと」のために考え，行動する過程の

中で学ぶことができるためである。特に課題の設定の部分

でこの考え方を生かすことで，子供たちに学習の過程にお

いて，知識の構造化を促すことができる 13。 

 (2) 内容の取扱いについての配慮事項 

 ア 社会科における子供の文脈 

 社会科における子供の文脈は２つある。１つは，社会的

事象に出合い，生まれた問いの解決のために学習を構成す

る。現実社会から生まれた問いは，社会科の中だけで完結

しない。その広がりを認め，他教科の学びを生かしながら
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〔第５学年〕 

 【Ａ 環境】 

ア 地理的な側面から日本の国土を学ぶことを通

して，日本の国土は四季と気候によって変化に富

むことために，それに合わせた生活の様子が生ま

れていることについて理解する。 

イ 政府や国民の立場や経済的，歴史的，地理的側

面から国土を学ぶことを通して，隣接する諸外国

との問題の多くに経済的背景があるが，問題はな

いとすることによって，我が国の国土を守ろうと

していることを理解する。 

 【Ｂ 経済】 

ウ 生産者と消費者という立場や，国民生活の向上

や起業としての利益向上という経済的な側面か

ら，我が国の産業について学ぶことを通して，生

産性をあげ，個のニーズに応えることで産業とし

て発展し，わたしたちの生活を支えていることに

ついて理解する。 

エ 情報の発信者と受信者という立場から情報を

活用した産業について学ぶことを通して，情報そ

のもの（コンテンツ）が価値を生み出すこと，情

報は目に見えないが多くの人へ影響を与えるこ

とから送受信の責任が大きいことを理解する。 

【Ｃ 政治】 

オ 法をつくる人，守らせる人，守られている人の

立場や，歴史的，経済的側面から我が国の法律と

法律の成立までを学ぶことを通して，法は平等な

社会の実現のために生まれ，それによって，生活

が維持されていることを理解する。 

カ 諸機関のそれぞれの立場から災害時や防災に

関わる諸機関の働きを調べることを通して，防災，

復旧，復興は公助，自助，共助に支えられている

ことを理解する。 

【Ｄ 文化】 

キ 日本人のわたしたちと海外の人の立場から，日

本の文化を学ぶことを通して，日本の文化の形成

に四季が影響していることを理解する。 

〔第６学年〕 

 【Ａ 環境】 

ア 地理的な側面から各国の様子を調べることを

通して，その特色に気付き，気候や地形に応じた

生活の様子や信仰，宗教が生まれ，大切にされて

いることについて理解する。 

【Ｂ 経済】 

イ 社会をよりよく変えたいという立場や課題の

解決，理想の実現，持続可能性の側面から我が国

の新たな産業や日本の歴史を学ぶことを通して，

産業による成果物だけでなくアイデアに価値が

見出され，資金が集まることで社会の変革が起き

ることを理解する。 

 【Ｃ 政治】 

ウ 古代における生活を維持するための方法の変

化（狩猟→農耕）とそれによる生活の変化への影

響を調べることを通して，生活を維持するための

方法の変化が，集団の形成の在り方や，その組織

づくり影響を与え，身分や役割と言った階級が生

まれることを理解する。 

エ 近世における天下を統一した人物の共通点を

それぞれの立場から調べることを通して，自由な

交易や海外との貿易の強化によって，資金を手に

入れ，それによる武力の充実と組織の拡充がその

地域や国を統一するために重要な役割を果たす

ことを理解する。 

オ 昭和期における他国との戦争について，日本や

日本と戦争をした他国の立場から，戦争が起きた

理由やその戦争における戦後の影響について調

べることを通して，戦争や紛争が起きる要因の一

つとして，自国民の生活が貿易や話合いにおいて

改善されなかったり，生活するのに困るような状

態が起きそだったりするときに，資源を得るため

に起きることを理解する。 

カ 政治家，行政，市民や国民，民間企業の立場や

公正で公平，民主的な側面から我が国の課題に対

する取組や日本の歴史を学ぶことを通して，有権

者のもつ一票は自分の未来への考え方を主張す

る価値があることを理解する。 

キ 私たちは憲法を守ることで憲法に守られてい

るという立場や憲法成立の歴史的側面から人権

や憲法を学ぶことを通して，から，人は住む地域

や民族，宗教，人種，男女，職業，思想などの違

いがあっても侵されることのない基本的な人権

をもち，それを守るための世界的な取組や日本国

憲法が存在することを理解する。 

ク 古代から中世において，巨大な建造物が作られ

ていることを為政者としての立場と庶民の立場

から調べることを通して，広い地域を治め，その

考えを自身が治める地域全てに行き渡らせるた

めには，役人を中心とした官僚機構と納税による

財政基盤が必要となることを理解する。 

ケ 近代において，大きな戦乱が起きなかった要因

を，経済的，政治的側面から調べることを通して，

為政者は，武力行使ができないように財政を管理

し，武力となるものを保持させないような政策を

とることによって，武力による政変を起こさせな

いようにできることを理解する。 

コ 明治期における急激な近代化を，外国からの刺

激と国内における政策という側面から調べるこ

とを通して，国が急成長するためには，人材を育

 
 

成するための教育，国が中心となって産業を興す

ことで進む財政の充実，他国からの侵略を防ぐ軍

事力の強化を政策として進めることを理解する。 

サ 明治・大正期において，条約の改正や国際的に

発言力が強まった要因を，他国との関係や国の組

織といった側面から調べることを通して，国際的

に発言権を強めるためには，国としての考えを決

定するプロセスが他国に理解され，明確の基準

（憲法）のもと国の方針が決められていることが

必要であることを理解する。 

シ 日本人が国際社会に存在する様々な問題を解

決するために世界で活躍していることについて

調べることを通して，我が国が平和な世界の実現

のために国際連合の一員として重要な役割を果

たしたり，諸外国の発展のために貢献したりして

いることを理解する。 

 【Ｄ 文化】 

ス 自然と文化，経済と文化，為政者と文化の関係

的側面から，日本や世界の文化について学ぶこと

を通して，それぞれの地域にある多様性とそれを

尊重する大切さを理解する。 

 

５ 指導計画の作成と内容の取り扱い 

(1) 指導計画作成上の配慮事項 

  ア 年間指導計画についての考え方 

年間指導計画作成にあたっては，他教科との関連，そし

て子供の文脈を大切にした作成を行う。社会科は社会の事

象そのものを取り扱うが故に，多教科との関連が必然的に

生まれてくる。他教科との関連を考えながら年間指導計画

を作成する（図６）。 

 
【図６ 年間指導計画のイメージ】 

  イ 単元計画についての考え方 

  (ｱ) テーマ学習 

 本校社会科におけるテーマ学習は，人間科の問いを解決

する中で生まれる問いを追究するために生じる。自分たち

の生活場面や社会の中にある具体に置き換えて考える。 

例えば，人間科において「未来社会に向けて何ができる

のか」という問いが生まれた場合，本校社会科においては，

内容を構成している４つ（Ａ環境，Ｂ経済，Ｃ政治，Ｄ文

化）の中の適した内容でその問いに対して関連しているこ

とを取り上げ，考えることができる。 

     (ｲ) リレーション学習 

 本校社会科におけるリレーション学習は，社会科の学習

で扱う対象から他教科への内容の関連が図られることが

考えられる。11自分の生活の様子や社会の仕組みを考える

際に他教科の学びが生かされる。例えば，数学科の学びを

生かして，データを分析したり，言葉科の学びを生かして，

提案をしたりすることである。低学年であれば，芸術科に

おいて遊びを考え，それを生かすことが考えられる。この

ように自分の生活や社会の仕組みを学習対象とする社会

科は他教科の学びを関連させる役割を担っている。 

      (ｳ) フォーカス学習 

 本校社会科におけるフォーカス学習は，学習対象へのア

プローチの仕方を工夫することで焦点化を図ることがで

きる。例えば，歴史の学習において，自分たちの関わりか

ら歴史を捉えるために，近代から学習ようにする。そうす

ると，問いは必然的に因果関係を問うものになり，それに

よって焦点化されていく。時代の特徴を捉えることよりも

歴史的な出来事がなぜ起きたのか因果関係を考えること

で，知識は現代により生きるものとなり，同時に学習に費

やす時間を減らすことができる。 

  ウ 一単位時間の学習のプロセス 

本校社会科では，問いを確認し，その解決のために活動

し，何らかの解を求めていく学習を一単位時間で行ってい

く。この流れは下学年，上学年ともに変わらないが，大き

く違うのは一単位時間の問いのつくられ方である。 

下学年は，次の時間の問いは前時の終末に生まれ，それ

が繰り返される。一方，上学年は単元の導入場面で大きな

問いが生まれ，それが貫かれる（図７）。 

 

【図７ 一単位時間の学びのプロセス】 

 また，問いの設定や学習プロセスにはＰＢＬ（プロジェ

クト・ベースド・ラーニング 12）の考え方を活用する。学

習者が「現実的な状況の中」に立って，「現実の問題」を

知り，「実現したいこと」のために考え，行動する過程の

中で学ぶことができるためである。特に課題の設定の部分

でこの考え方を生かすことで，子供たちに学習の過程にお

いて，知識の構造化を促すことができる 13。 

 (2) 内容の取扱いについての配慮事項 

 ア 社会科における子供の文脈 

 社会科における子供の文脈は２つある。１つは，社会的

事象に出合い，生まれた問いの解決のために学習を構成す

る。現実社会から生まれた問いは，社会科の中だけで完結

しない。その広がりを認め，他教科の学びを生かしながら
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社会科で生まれた問いを解決していく。このような学びは

リレーション学習となり，他教科と関連する。 

 その場合の学習対象は以下の通りである（表３）。 

【表３ 学習対象の条件】 

 下学年 上学年 

対象 自分の生活の中から 自分の生活の先に 

子供に 

とって 

・関心がある 

・気付きがある 

・仕組みが分かる 

・具体的な体験ができる 

・関心がある 

・今までの概念で説明で

きない 

・何か提案できる 

学習の 

ゴール 

自己決定や集団決定

によって，自分自身の生

活に変化が生じる 

直接的な変化は感じら

れなくても，変化の兆し

や変化の手応えを感じる 

下学年の学習対象は，普段の学校生活の中や登下校中に

目にする事象など，自分の生活の中から取り出す。子供に

とって，関心をもてるものであり，何よりその学習を通し

て概念をつくることができる必要があり，自分自身の生活

に変化が生じることを目指す。 

 上学年の学習対象は，自分の生活の先にあるものを扱う。

具体的な生活場面では現れない対象であっても生活を支

えており，つながりを感じることができる必要があり，学

習によって社会の変化の兆しや変化の手応えを感じるこ

とができることを目指す。 

２つは，人間科の問いを解決するために学習を構成する

場合である。その場合は，子供たちは社会科で学ぶことの

目的をもって学習を構成する。概念や方略の獲得を目的と

し，内容に直接的に働きかけるような学習となる。 

  イ 真正の課題の条件 

社会科においては，次の３つの真正の課題となる条件を

設定する（表４）。14 

【表４ 真正の課題の条件】 

条 件 内 容 

知の 

まとまり 

その問題意識の解決に向けて思考する

中で，その社会事象に対する概念をもつこ

とができる課題であること 

たくましい 

追究 

社会を支えている人々や，よりよい社会

へと変化させようとしている人々から力

を借り，実際に問題を解決したり，解決に

近付いたりする課題であること 

学校を超える 

価値 

 課題を解決する中で得た概念や価値観

が自分が社会でこれから先に生きていく

上で生かされる課題であり，社会に対して

小さくても影響を与えることができる課

題であること 

 

 

  ウ 学習としての評価 

子供自身が自分の学習を評価し，学びをコントロールで

きるようにするために，以下の３つを社会科の単元におけ

る各段階で大切にする（表５）。 

【表５ 社会科における学習としての評価】 

段階 大切にすること 

導入 ○単元終了後のゴール像の共有 

○ゴール向かうための計画を作成 

展開 ○ゴールまでの距離を明確化 

○ゴールに近づくために必要なことを自覚化 

終末 ○単元前と終了時の自分の成長の比較 

○振り返りの軸から自身の変化の自覚 

以下が具体的な振り返りの軸である（表６）。 

【表６ 社会科における振り返りの軸】 

協働性 

【下学年】 

〇 家族，学級，学校，地域の一員としての自覚 

〇 周りの人の支えの実感 

【上学年】 

〇 地域，日本，世界の一員としての自覚 

〇 社会が変化する手応え 

〇 対立の克服 

 

６ アセスメントの⽅法の選択 

 社会科において育成する資質・能力はパフォーマンス課

題によって発揮されやすいと考える。そこで，パフォーマ

ンス課題の条件は以下のように整理することができる。 

・社会的な課題の解決を目指すものである 

・持続可能性を意識することで多様な解決策が想定で

きるものである 

・社会に対して，直接的に働きかけることができるもの

である 

 以上のような条件を満たすパフォーマンス課題を設定

するが，その際に子供と共有するルーブリックのモデルは

以下のものである（表７）。このモデルを基に，扱う題材

に応じてルーブリックを作成する。 

【表７ 子供と共有するルーブリックモデル】 

とてもよい よい もう少し 

 持続可能性を

踏まえた目指す

社会の姿を設定

した上で，現在

の社会課題を解

決するような考

えをつくってい

る。 

 目指す社会の

姿を設定した上

で，現在の社会

課題を解決する

ような考えをつ

くっている。 

現在の社会課

題を解決するよ

うな考えをつく

っている。 
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められる資質・能力（アビリティ）をバランスよく総合的に身に付ける

ことができる教科として「グローバル人材科」を新設し，資質・能力の

分析を行っている。具体的に６つの資質・能力を分析し，それを３つに

分け「課題討論」「企画討論」「グローバルコミュニケーション」の時間

で育成することをねらった。６つの資質・能力を分析したことによって

それぞれの学習段階によって，何が発揮されればよいか明確になった一

方で，それぞれを育成するために時間が設定されるという教師側の文脈

が押し出されたカリキュラムになってしまっている。本校はそれを子供

の文脈の中に埋め込むためにも PBL の考え方を取り入れた学習の在り方

を検討する。］ 
14熊本大学教育学部附属中学校（2020）「平成３０年度研究開発実施報告   

書（要約）」．[社会の変化に対応し未来を拓くために必要な「思考力」

を育成するための新教科「未来思考科」を位置付けた教育課程，新教

科の指導内容，指導方法及び評価方法についての研究開発を行ってい

た。その中で，学習課題のレベル設定を５段階で行い，その例示を社

会科で行っている。レベル１や２は事実的知識や関係的知識を獲得す

ることができる課題であるのに対して，レベル３以降は，合教科型，

教科統合型，教科・生活総合型と教科の枠組みを超えた学びになるこ

とが示されている。また，レベルがあがるにしたがって，社会に開か

れていくことも示されている。これらのことからも，子供達の資質・

能力をより発揮させるためにも，真正の課題になり得る必要があり，

特に社会科においては「学校を超える価値」を重視した学習課題の設

定が重要であることが分かる。] 
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社会科で生まれた問いを解決していく。このような学びは

リレーション学習となり，他教科と関連する。 

 その場合の学習対象は以下の通りである（表３）。 

【表３ 学習対象の条件】 

 下学年 上学年 

対象 自分の生活の中から 自分の生活の先に 

子供に 

とって 

・関心がある 

・気付きがある 

・仕組みが分かる 

・具体的な体験ができる 

・関心がある 

・今までの概念で説明で

きない 

・何か提案できる 

学習の 

ゴール 

自己決定や集団決定

によって，自分自身の生

活に変化が生じる 

直接的な変化は感じら

れなくても，変化の兆し

や変化の手応えを感じる 

下学年の学習対象は，普段の学校生活の中や登下校中に

目にする事象など，自分の生活の中から取り出す。子供に

とって，関心をもてるものであり，何よりその学習を通し

て概念をつくることができる必要があり，自分自身の生活

に変化が生じることを目指す。 

 上学年の学習対象は，自分の生活の先にあるものを扱う。

具体的な生活場面では現れない対象であっても生活を支

えており，つながりを感じることができる必要があり，学

習によって社会の変化の兆しや変化の手応えを感じるこ

とができることを目指す。 

２つは，人間科の問いを解決するために学習を構成する

場合である。その場合は，子供たちは社会科で学ぶことの

目的をもって学習を構成する。概念や方略の獲得を目的と

し，内容に直接的に働きかけるような学習となる。 

  イ 真正の課題の条件 

社会科においては，次の３つの真正の課題となる条件を

設定する（表４）。14 

【表４ 真正の課題の条件】 

条 件 内 容 

知の 

まとまり 

その問題意識の解決に向けて思考する

中で，その社会事象に対する概念をもつこ

とができる課題であること 

たくましい 

追究 

社会を支えている人々や，よりよい社会

へと変化させようとしている人々から力

を借り，実際に問題を解決したり，解決に

近付いたりする課題であること 

学校を超える 

価値 

 課題を解決する中で得た概念や価値観

が自分が社会でこれから先に生きていく

上で生かされる課題であり，社会に対して

小さくても影響を与えることができる課

題であること 

 

 

  ウ 学習としての評価 

子供自身が自分の学習を評価し，学びをコントロールで

きるようにするために，以下の３つを社会科の単元におけ

る各段階で大切にする（表５）。 

【表５ 社会科における学習としての評価】 

段階 大切にすること 

導入 ○単元終了後のゴール像の共有 

○ゴール向かうための計画を作成 

展開 ○ゴールまでの距離を明確化 

○ゴールに近づくために必要なことを自覚化 

終末 ○単元前と終了時の自分の成長の比較 

○振り返りの軸から自身の変化の自覚 

以下が具体的な振り返りの軸である（表６）。 

【表６ 社会科における振り返りの軸】 

協働性 

【下学年】 

〇 家族，学級，学校，地域の一員としての自覚 

〇 周りの人の支えの実感 

【上学年】 

〇 地域，日本，世界の一員としての自覚 

〇 社会が変化する手応え 

〇 対立の克服 

 

６ アセスメントの⽅法の選択 

 社会科において育成する資質・能力はパフォーマンス課

題によって発揮されやすいと考える。そこで，パフォーマ

ンス課題の条件は以下のように整理することができる。 

・社会的な課題の解決を目指すものである 

・持続可能性を意識することで多様な解決策が想定で

きるものである 

・社会に対して，直接的に働きかけることができるもの

である 

 以上のような条件を満たすパフォーマンス課題を設定

するが，その際に子供と共有するルーブリックのモデルは

以下のものである（表７）。このモデルを基に，扱う題材

に応じてルーブリックを作成する。 

【表７ 子供と共有するルーブリックモデル】 

とてもよい よい もう少し 

 持続可能性を

踏まえた目指す

社会の姿を設定

した上で，現在

の社会課題を解

決するような考

えをつくってい

る。 

 目指す社会の

姿を設定した上

で，現在の社会

課題を解決する

ような考えをつ

くっている。 

現在の社会課

題を解決するよ

うな考えをつく

っている。 
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小学校学習指導要領（福岡教育大学附属福岡小学校版） 

 言葉科編                                  あ      

１ 教科新設の経緯 

 (1) 想定される未来社会と「言葉科」の関係 

 言葉科は,言葉の豊かな使い手を育てる上で設定した教

科である。本教科は，2030 年代の言葉を介したコミュニ

ケーションの予測として，バーチャルエージェントや立

体動画機能の進展，同時翻訳機能の高度化に伴い１子供た

ちが学校で言葉を学ぶ意味が大きく問い直されることを

想定している。こうした未来社会においては，言語によ

る論理的思考やメタ機能育成は急務であり，言葉を介し

た心の通じ合いが一層重要となると考える。 

この目指す方向性の一方で，PISA2018 の結果では，テ

クストの質と信憑性を評価する問題に課題が見られた。

その原因として，熟考や評価を伴う学習や質の高い言語

活動によって具体的な人や社会とのつながりの諸問題を

解決する学習の不十分さが挙げられた。そこで，様々な

テクストを多角的な目で理解し，根拠の妥当性を吟味し

ながら自分の考えを表現する創造性が必要である 2。 

 (2) 現行国語科,外国語科(活動)との関係 

言葉科は，渋谷が述べる，｢言葉を学ぶ教科として，真

の言葉の教育｣３を目指す。そのために，国語科と外国語

科（活動）を統合した，１つの教科とする。 

現行の学習指導要領国語科においては，「話すこと・

聞くこと」「書くこと」「読むこと」の３領域及び〔伝

統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕で構成され

ていた内容が〔知識及び技能〕，〔思考力，判断力，表

現力等〕に再構成された。これは，３領域を思考力，判

断力，表現力等，資質・能力ベースで捉え直すことで，

「生活に生きて働く言語能力」４育成を目指すものである。

さらに，現行学習指導要領外国語科(活動)においては，

一貫した外国語教育の実現に向け，中学年では外国語活

動，高学年に外国語科が位置付けられた。これは，子供

の求めに応じたコミュニケーションや自分や相手が話す

言葉の意味を理解したり，慣れ親しんだ言語表現を他の

場面で活用したりしながらコミュニケーションを図る子

供を目指すものである。 

言葉科は，現行の２教科の共通点と相違点を生かして

構想している。共通点は，国語科，外国語科（活動）双

方の言語認知プロセスと言語としての普遍的役割である。

相違点は，言語運用における伝達や思考の論理と言語の

文化的背景である。これら言語の共通点と相違点に気付

くことで，母語と第二言語を生かし合うメタ言語能力育

成に寄与することができると考える。 

このように言葉科は，アイデンティティ言語としての

創造性を発揮する言語観を重視している。そうすること

で，子供が言葉への気付きを大切にしながら，生涯に渡

り主体的に言葉を尊重し，言葉を学ぶ意味を追究するこ

とができるカリキュラム５を構築していく。以上のことか

ら，生涯にわたり主体的に言葉を学び，運用していく

「言葉の豊かな使い手」としての子供を育成するために

新教科「言葉科」を設定した。 

 (3) 言葉科に関わるこれまでの研究 

 本校ではこれまで，領域｢言語文化｣と領域｢ことば｣が

学習内容を担っていた。特に領域｢ことば｣において，言

葉に関する課題を捉え，言語活動を通して，主体的な言

葉の使い手としての資質・能力を育成することを目指し，

内容を｢言語基礎｣｢言語活動｣｢言語文化｣の３つとして研

究を進めてきた６。 

 (4) これまでの開発研究で見えてきたこと 

  ア 成果 

○ 言葉がもつ伝達や思考の論理に着目し，指導内容

を焦点化することで，現行の国語科・外国語科（活

動）の内容を精選することができた。 

○ 他教科との合科・関連的な学習において言葉科が

方略として学習効果を発揮する言語論理の内容を充

実させることができた。 

延長１，２年次では，言葉の機能である伝達，思考，

認識，創造を基に内容を精選した。具体的には，言語固

有の構成や表現に焦点化する「Ａ言語基礎」や日本語と

英語のノンバーバルコミュニケーションの効果や読むこ

と（理解）と書くこと（表現）の内容を一体と捉え，そ

れら言語間や領域間の共通点に焦点化する「Ｂ言語論

理」，言語の文化的背景など日本語と英語を往還して指

導する学習効果につながる「Ｃ言語文化」などである。 

  イ 課題 

● 言葉科学習のアセスメントが言葉科カリキュラム

の改善サイクルに資するものになっていない。 

● テーマ学習やリレーション学習における方略とし

て関わる場合の言葉科において育成する創造性が不

明確である。 

● 映像言語能力（シネマリテラシー）など現代及び

未来社会において不可欠な言語能力育成に向けた内

容の追加ができていない。 

そこで本年度は言葉科として，未来社会を創造する上

で不可欠な言語能力を育成する言葉科の内容を吟味しつ

つ，３つの学びにおいて言葉科で育成すべき創造性の具

体を明らかにしていくとともに，子供を学習評価の主体

としたカリキュラムの具体とその改善サイクルの方法を

明らかにしていく。そのために，まず，各内容において

育成すべき概念と方略を明らかにする。次に，言葉科の

見方・考え方を基に，単元や年間でルーブリックの作成

と共有を行い，言葉科の特質に応じたアセスメントの在

り方を究明していく。 

 

２ 目標 

 (1) 教科の目標 

日常生活の言語活動を通して見いだした問いを，論

理的に解決する過程の中で，言葉による見方・考え方

らを養うことで，３つの資質・能力を次の通り育成す

ることを目指す。 

(1) 言葉に関する疑問や追究したいことについて，

言葉に着目して思いや考えを深めたり，言葉の価

値を見いだしたりすることができる。 （創造性） 

(2) 言葉に関する疑問や追究したいことについて，

目的や意図，相手を意識して思いや考えを伝え合

おうとしたり，高めたりしようとする。 

（協働性） 

(3) 言葉に関する課題追究を通して，考えの変容や 

高まりを価値付けたり，言葉の使い手としての目 

指す姿を明確にしたりしようとする。 （省察性） 

(2) 見方・考え方と資質・能力の関係 

 言葉による見方・考え方とは，｢言葉がもつ『機能』７

から言葉を『運用』し，言葉の『効果』を捉えること｣で

ある。そのために，｢言葉を使って感じたことや考えたこ

との理由や根拠を論理的に明らかにする言語の機能や運

用におけるきまりの概念的な理解」と｢状況や文脈，相手

や目的によって対象と言葉の関係を吟味する方略的な表

現｣を関連付けて高めていく。 

 言葉科で重視する資質・能力は創造性である。言葉科

に関する創造性は，情報を多角的に吟味し，構造化する

創造的・論理的思考の側面，言葉によって感じたり想像

したりする感性・情緒の側面，新しい情報を評価し取捨

選択する考えの形成・深化の側面が含まれている８。これ

らの創造性が育成されるために，情報の理解，考えの精

査・解釈，さらに，文章や発話による自己表現を行うこ

とが重要である。このような方略を基に言葉を学ぶ価値

を捉えていく。このように創造性を中心に育成していく

言葉科の構造を図にすると次のようになる(図１)。 

 

【図１ 言葉科における目標と資質・能力の関係】 

(3) 学年の目標 

〔第１学年及び第２学年〕 
  ① 身近な言語生活の体験に基づく言葉に関する課

題について，言葉や身体表現などに着目して考え

たり，自分の思いや考えを創り出したりすること

ができる。                       (創造性) 

 ② 相手を意識して，言葉や追究課題に対する自分

の思いや考えを伝え合おうとする。   (協働性） 

  ③ 言葉に関する課題追究を通して，考えの広がり

に気付いたり，身の回りの言葉に関心をもち，言

葉を学び，使う意欲を高めたりしようとする。         

(省察性)  
〔第３学年及び４学年〕 

① 身近な社会における言語生活から見いだす言葉

に関する課題について，複数の言葉に着目して自

分の思いや考えを明確にしたり，新たな考えを言

葉を根拠に創り出したりすることができる。            

(創造性） 

  ② 目的や相手を意識して，言葉や追究課題に対す  

る自分の思いや考えを伝え合おうとしたり，考え

をまとめたりしようとする。      （協働性） 

③ 言葉に関する課題追究を通して，考えの変容や  

広がりを捉えたり，日常生活においてどのように

言葉を使うか，言葉の使い手としての目指す姿を

明確にしたりしようとする。       (省察性) 

〔第５学年及び６学年〕 

 ① 地球規模，歴史的，未来志向的視座で見いだし

た言葉に関する課題について，言葉の文化的背景

や言葉に込められる思いや願いに着目して自分の

思いや考えを問い直して意味付けたり，新たな考

えを言葉を根拠に創り出したりすることができ

る。               （創造性） 

   ② 目的や意図，相手を意識して，言葉や追究課題 

に対する自分の思いや考えを伝え合おうとした 

り，高めたりしようとする。     (協働性) 

③ 言葉に関する課題追究を通して，考えの変容や 

高まりを価値付けたり，言葉の価値を捉え，言葉 

をどのように学び使っていきたいか，言葉の使 

い手としての目指す姿を明確にしたりしようとす 

る。                (省察性) 

３ 内容構成 

(1) 内容構成の考え方 

言葉科は，創造性の育成を目指す教科であり，｢言葉の

豊かな使い手｣の育成を目指す。言葉の豊かな使い手を育

成するためには，言葉を通して生活を豊かにできること

を子供が実感することが大切である。そのためには，言

葉で考えたり，互いの考えを伝え合ったり，言語文化に

親しんだりすることを捉えながら，言葉を学ぶ価値を子

供たちに気付かせることが必要である（図２）。 

そこで，言葉科が目指す創造性を発揮した姿である

「言葉の豊かな使い手」の育成において，言葉に関する

課題について自分の思いや考えを深めるための言葉への

着眼に関する基礎的な内容を「A 言語基礎」として扱う。

また，実際に言語活動を行いながら，言葉に関する課題

について，思いや考えを深めるための言語の論理的な構
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文化的背景である。これら言語の共通点と相違点に気付

くことで，母語と第二言語を生かし合うメタ言語能力育

成に寄与することができると考える。 

このように言葉科は，アイデンティティ言語としての

創造性を発揮する言語観を重視している。そうすること

で，子供が言葉への気付きを大切にしながら，生涯に渡

り主体的に言葉を尊重し，言葉を学ぶ意味を追究するこ

とができるカリキュラム５を構築していく。以上のことか

ら，生涯にわたり主体的に言葉を学び，運用していく

「言葉の豊かな使い手」としての子供を育成するために

新教科「言葉科」を設定した。 

 (3) 言葉科に関わるこれまでの研究 

 本校ではこれまで，領域｢言語文化｣と領域｢ことば｣が

学習内容を担っていた。特に領域｢ことば｣において，言

葉に関する課題を捉え，言語活動を通して，主体的な言

葉の使い手としての資質・能力を育成することを目指し，

内容を｢言語基礎｣｢言語活動｣｢言語文化｣の３つとして研

究を進めてきた６。 

 (4) これまでの開発研究で見えてきたこと 

  ア 成果 

○ 言葉がもつ伝達や思考の論理に着目し，指導内容

を焦点化することで，現行の国語科・外国語科（活

動）の内容を精選することができた。 

○ 他教科との合科・関連的な学習において言葉科が

方略として学習効果を発揮する言語論理の内容を充

実させることができた。 

延長１，２年次では，言葉の機能である伝達，思考，

認識，創造を基に内容を精選した。具体的には，言語固

有の構成や表現に焦点化する「Ａ言語基礎」や日本語と

英語のノンバーバルコミュニケーションの効果や読むこ

と（理解）と書くこと（表現）の内容を一体と捉え，そ

れら言語間や領域間の共通点に焦点化する「Ｂ言語論

理」，言語の文化的背景など日本語と英語を往還して指

導する学習効果につながる「Ｃ言語文化」などである。 

  イ 課題 

● 言葉科学習のアセスメントが言葉科カリキュラム

の改善サイクルに資するものになっていない。 

● テーマ学習やリレーション学習における方略とし

て関わる場合の言葉科において育成する創造性が不

明確である。 

● 映像言語能力（シネマリテラシー）など現代及び

未来社会において不可欠な言語能力育成に向けた内

容の追加ができていない。 

そこで本年度は言葉科として，未来社会を創造する上

で不可欠な言語能力を育成する言葉科の内容を吟味しつ

つ，３つの学びにおいて言葉科で育成すべき創造性の具

体を明らかにしていくとともに，子供を学習評価の主体

としたカリキュラムの具体とその改善サイクルの方法を

明らかにしていく。そのために，まず，各内容において

育成すべき概念と方略を明らかにする。次に，言葉科の

見方・考え方を基に，単元や年間でルーブリックの作成

と共有を行い，言葉科の特質に応じたアセスメントの在

り方を究明していく。 

 

２ 目標 

 (1) 教科の目標 

日常生活の言語活動を通して見いだした問いを，論

理的に解決する過程の中で，言葉による見方・考え方

らを養うことで，３つの資質・能力を次の通り育成す

ることを目指す。 

(1) 言葉に関する疑問や追究したいことについて，

言葉に着目して思いや考えを深めたり，言葉の価

値を見いだしたりすることができる。 （創造性） 

(2) 言葉に関する疑問や追究したいことについて，

目的や意図，相手を意識して思いや考えを伝え合

おうとしたり，高めたりしようとする。 

（協働性） 

(3) 言葉に関する課題追究を通して，考えの変容や 

高まりを価値付けたり，言葉の使い手としての目 

指す姿を明確にしたりしようとする。 （省察性） 

(2) 見方・考え方と資質・能力の関係 

 言葉による見方・考え方とは，｢言葉がもつ『機能』７

から言葉を『運用』し，言葉の『効果』を捉えること｣で

ある。そのために，｢言葉を使って感じたことや考えたこ

との理由や根拠を論理的に明らかにする言語の機能や運

用におけるきまりの概念的な理解」と｢状況や文脈，相手

や目的によって対象と言葉の関係を吟味する方略的な表

現｣を関連付けて高めていく。 

 言葉科で重視する資質・能力は創造性である。言葉科

に関する創造性は，情報を多角的に吟味し，構造化する

創造的・論理的思考の側面，言葉によって感じたり想像

したりする感性・情緒の側面，新しい情報を評価し取捨

選択する考えの形成・深化の側面が含まれている８。これ

らの創造性が育成されるために，情報の理解，考えの精

査・解釈，さらに，文章や発話による自己表現を行うこ

とが重要である。このような方略を基に言葉を学ぶ価値

を捉えていく。このように創造性を中心に育成していく

言葉科の構造を図にすると次のようになる(図１)。 

 

【図１ 言葉科における目標と資質・能力の関係】 

(3) 学年の目標 

〔第１学年及び第２学年〕 
  ① 身近な言語生活の体験に基づく言葉に関する課

題について，言葉や身体表現などに着目して考え

たり，自分の思いや考えを創り出したりすること

ができる。                       (創造性) 

 ② 相手を意識して，言葉や追究課題に対する自分

の思いや考えを伝え合おうとする。   (協働性） 

  ③ 言葉に関する課題追究を通して，考えの広がり

に気付いたり，身の回りの言葉に関心をもち，言

葉を学び，使う意欲を高めたりしようとする。         

(省察性)  
〔第３学年及び４学年〕 

① 身近な社会における言語生活から見いだす言葉

に関する課題について，複数の言葉に着目して自

分の思いや考えを明確にしたり，新たな考えを言

葉を根拠に創り出したりすることができる。            

(創造性） 

  ② 目的や相手を意識して，言葉や追究課題に対す  

る自分の思いや考えを伝え合おうとしたり，考え

をまとめたりしようとする。      （協働性） 

③ 言葉に関する課題追究を通して，考えの変容や  

広がりを捉えたり，日常生活においてどのように

言葉を使うか，言葉の使い手としての目指す姿を

明確にしたりしようとする。       (省察性) 

〔第５学年及び６学年〕 

 ① 地球規模，歴史的，未来志向的視座で見いだし

た言葉に関する課題について，言葉の文化的背景

や言葉に込められる思いや願いに着目して自分の

思いや考えを問い直して意味付けたり，新たな考

えを言葉を根拠に創り出したりすることができ

る。               （創造性） 

   ② 目的や意図，相手を意識して，言葉や追究課題 

に対する自分の思いや考えを伝え合おうとした 

り，高めたりしようとする。     (協働性) 

③ 言葉に関する課題追究を通して，考えの変容や 

高まりを価値付けたり，言葉の価値を捉え，言葉 

をどのように学び使っていきたいか，言葉の使 

い手としての目指す姿を明確にしたりしようとす 

る。                (省察性) 

３ 内容構成 

(1) 内容構成の考え方 

言葉科は，創造性の育成を目指す教科であり，｢言葉の

豊かな使い手｣の育成を目指す。言葉の豊かな使い手を育

成するためには，言葉を通して生活を豊かにできること

を子供が実感することが大切である。そのためには，言

葉で考えたり，互いの考えを伝え合ったり，言語文化に

親しんだりすることを捉えながら，言葉を学ぶ価値を子

供たちに気付かせることが必要である（図２）。 

そこで，言葉科が目指す創造性を発揮した姿である

「言葉の豊かな使い手」の育成において，言葉に関する

課題について自分の思いや考えを深めるための言葉への

着眼に関する基礎的な内容を「A 言語基礎」として扱う。

また，実際に言語活動を行いながら，言葉に関する課題

について，思いや考えを深めるための言語の論理的な構
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造を捉える内容を「B 言語論理」として扱う。そして，言

葉を学ぶ価値を見いだす内容「C 言語文化」として扱う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２ 言葉科の内容構成】 

 (2) 具体的な内容構成 

そこで上記のことを踏まえ，言葉の機能や運用におけ

るきまり，文化としての言葉の価値を基に，言語基礎，

言語論理，言語文化として内容を構成する。言語基礎で

は，｢言葉の特徴やきまり｣，言語論理では，｢話すこと・

聞くこと｣｢書くこと｣｢読むこと｣，言語文化では，｢価値｣

を視点として位置付けるようにする。具体的には，次の

ように学習活動や学習対象を考えていく（表１）。 

【表１ 本校言葉科の内容構成】 

Ａ 言語

基礎 

言語活動に必要

な言語材料を扱う

内容 

ア・イ 

言葉の特徴やきまり 

（文字，文法，語法） 

Ｂ 言語

論理 

理解と表現に必

要な言葉の構造を

扱う内容 

ウ・エ・オ話すこと・聞

くこと 

カ・キ・(ク)書くこと 

(ク)・ケ・（コ・サ）読

むこと 

Ｃ 言語

文化 

言葉を学ぶ価値

を扱う内容 
（コ・サ・シ・ス・

セ・ソ・タ）  

価値 

特に，「Ｂ言語論理」のウ話すこと・聞くこと，「C 言

語文化」のサ価値については，効果的に日本語と英語を

関連付ける内容を設定する。そうすることで，言語の共

通点や相違点から，言葉を通して自分のものの見方や考

え方を広げ深めること，言葉の背景には，人々の社会や

文化が関連付いていることを捉え，言葉の使い手として

文化を創造することができる価値に気付かせることをね

らっている。 
(3) 各学年の内容構成と系統 

 上記の内容構成と視点を生かした学年の系統について

表すと以下のようになる。 

【表２ ｢Ａ言語基礎｣の系統】 

１・２年生 ３・４年生 ５・６年生 

ア・イ 言葉の特徴やきまり（文字に関すること） 

・平仮名 

・片仮名 

・配当漢字 

・配当漢字 

・ローマ字 

・配当漢字 

・アルファベット

(読む) 

 

・アルファベット

(書く) 

・英単語 

・ヘボン式ローマ

字 

・英文 

 

ア・イ言葉の特徴やきまり（文法や語法に関すること） 

・漢字と仮名 

・長音，拗音， 

促音，撥音 

・主語と述語 

・句読点 

・かぎの使い方 

・敬体 

・漢字と仮名 

・修飾と被修飾 

・改行の仕方 

・指示語,接続語 

・段落の役割 

・敬体と常体 

・漢字と仮名 

・比喩，反復表現 

・文の接続 

・文章の種類と 

特徴 

・文章の構成と 

展開 

・敬語 

・標準的な発音 

・語の連結による

音の変化 

・強勢 

・イントネーション 

・単文，否定文， 

疑問文 

・標準的な発音 

・語の連結による 

音の変化 

・強勢 

・イントネーション 

・区切り 

・終止符やスペ－ス 

・単文，否定文， 

疑問文 

・疑問詞 

・標準的な発音 

・語の連結による

音の変化 

・強勢 

・イントネーション 

・区切り 

・コンマや疑問符

などの符号 

・単文，否定文，

疑問文 

・代名詞 

・過去形 

｢言語基礎｣の内容については，第１学年から第４学年

までは，言葉の学習の基盤として，高学年では，言葉が

もつ特徴について気付くことを示している。このことが

言語感覚を磨くことにつながるからである(表２)。 

【表３ ｢Ｂ言語論理｣の系統】 

１・２年生 ３・４年生 ５・６年生 

ウ・エ・オ話すこと・聞くこと 

・姿勢や口形， 

発声や発音 

・話す速さ 

・実物の活用 

・落とさないよう

に聞くこと 

・発言を受けてつ

なぐこと 

・抑揚や強弱 

・間の取り方 

・実物や資料の 

活用 

・メモや質問をし

ながら聞くこと 

・役割を果たしな

がら話し合うこ

と 

・資料の活用 

・意図を捉えなが

ら聞くこと 

・話し手の考えと

比較しながら聞

くこと 

・立場や意図を明

確にして計画的

に話し合うこと 

・姿勢や口形，発

声や発音 

・アイコンタクト 

・表情 

・ジェスチャー 

・簡単な質問をし

たり答えたりす

ること 

・抑揚や強弱 

・話す速さ 

・間の取り方 

・ジェスチャー 

・実物や資料の 

活用 

・反応を返した

り, 質問したり

して会話をつな

ぐこと 

・抑揚や強弱 

・声の明瞭さ 

・ジェスチャー 

・実物や資料の 

活用 

・相手の意図を考

えながら, 反応

を返したり，言

葉を選んで話し

たりすること 

・ユーモアや問い

かけ，空所など

聞き手を引き付

けること 

カ・キ（・ク）書くこと 

・経験や想像から

題材を見付ける 

・事柄の順序 

・簡単な構成 

・語と語や文と文

の続き方 

・読み返す習慣を

つけること 

・相手や目的から

題材を選ぶ 

・書く内容の中心 

・段落相互の関係 

・考えと理由や事

例との関係 

・文や文章を整え

ること 

・目的や意図に応

じて題材を選ぶ 

・文章全体の構成 

・事実と感想，意

見との区別 

・反証事例 

・効果的な資料の

引用 

・文や文章を整え

ること 

（ク・）ケ（・コ・サ） 読むこと 

・時間的な順序と

事柄の順序 

・内容の大体の 

・段落相互の関係 

・考えと理由や 

事例との関係 

・事実と感想， 

意見との関係 

・要旨の把握 

 

把握 

・重要な語や文 

・要約 ・論の進め方 

・必要とする情報

の収集 

・場面の様子 

・人物の行動や 

会話 

・経験と結び付け

て感想をもつ 

・人物の行動や 

気持ち 

・場面の移り変わり 

・気持ちの変化，

性格，情景 

・語彙や表現の識別 

・理解したことを

基に感想や考え

をもつ 

・人物の相互関係

や心情 

・人物像や全体像 

・情景描写に込め

られた人物描写 

・語彙や表現の識別 

・表現の効果 

・理解したことを基

に考えをまとめる 

（シ・ス）見ること 

  ・情報の背景とな

る複数の情報の

裏付けを取るこ

と 

・映像作品におけ

る登場人物の感

情やその変化，

人物相互関係を

捉える 

｢Ｂ言語論理｣の内容では，｢エ話すこと・聞くこと｣に

おいては，ノンバーバルコミュニケーションに関わる概

念を取り上げ，日本語と英語を関連付けて学習ができる

ように系統立てた。また，「オ・カ書くこと」と「キ・

ク読むこと」の内容については，中心概念を表現と理解

の関係としてひとまとまりの複合単元を構想できるよう

にしている。  

その上で，全体として低学年では，時間や事柄の順序，

人物の行動や会話を重視し，中学年では，理由や事例を

挙げながら中心点を明確にすることや段落相互の関係，

人物の気持ちの変化などを取り上げ，高学年では，反証

事例や資料の効果，情景描写に込められた人物描写，全

体像の把握など系統立てることにより，当該内容で捉え

させたい概念を明確にした (表３)。 

【表４ ｢Ｃ言語文化｣の系統】 

１・２年生 ３・４年生 ５・６年生 

（コ・サ・シ・ス・セ・ソ・タ）価値（言語材料例） 
・昔話や神話 

・言葉遊び 

・俳句 

・ことわざや慣用

句，故事成語 

・短歌 

・古文 

・文語調の文章 

・外国の絵本 

・外国の昔話 

・言葉遊び 

・早口言葉 

・ことわざ 

・RAKUGO 

・英語の歌 

・HAIKU，TANKA 

・英字新聞 

（コ・サ・シ・ス・セ・ソ・タ）価値（言語の特徴に

関すること） 
・英語も日本語と

同じように，物

や場所，様子，

気持ちを示す言

葉 が あ る こ と

や，同じ物や場

所，様子でも違

う見方がされて

いること 

・英語と日本語で

は 発 音 や リ ズ

ム，イントネー

ションや意味が

異なっているこ

とや，日本語に

は，日本人のも

のの見方や考え

方が込められて

いること 

・イメージを的確

に示す英語に対

して，表現に表

れていない思い

を推し量る余地

のある日本語の

特徴 

 

｢Ｃ言語文化｣の内容では，｢価値｣のそれぞれに系統性

をもたせた。｢シ価値｣では，日本語と英語の機能的な特

徴を捉えさせることで，その共通点や相違点を統合して

学習することができるようにしている。その上で，低学

年では，日本語や英語のおもしろさに気付くこと，中学

年では，日本語や外国語の音声や意味の違いに気付き，

日本語の特徴を捉えること，高学年では，言語としての

特徴を基に言葉に込められた思いや言葉を学ぶ価値を捉

えることを意図した(表４)。 

４ 各学年の内容 

容   

〔第１学年及び第２学年〕 

【Ａ 言語基礎】 

 (言葉の特徴やきまり)  

ア 相手を意識して，ひらがなやカタカナ，簡単な

漢字を用いて日本語の文章を書いたり読んだりす

ることを通して，主語と述語の「誰が何する・何

がどんなだ・何がなんだ」といった文の中におけ

る主語と述語との関係や言葉には，意味による語

句のまとまりがあることを理解する。 

イ 英語を使って交流することを通して，アルファ

ベットの組み合わせによって，単語が作られ，そ

れが意味をもっていることに気付き，それらを使

うことで自分の考えや気持ちなどを伝えることが

できることを理解する。 

【Ｂ 言語論理】 

 (話すこと・聞くこと) 

  ウ 自分の伝えたいことを日本語や英語で話し合う 

ことを通して，自分が聞きたいことを明確にして 

話を聞いたり，事柄の順序や時間的順序を意識し 

ながら聞いたりするとよいことを理解する。  

エ 自分の伝えたいことを日本語や英語で話し合う

ことを通して，相手に伝わるように表現するため

には，声の大きさや速さなどを工夫するとよいこ

とを理解する。 

オ 自分の伝えたいことを日本語で話し合うことを

通して，相手と話をつなぐためには互いの考えの

共通点や相違点に着目するとよいことを理解する。 

(書くこと) 

カ 自分の思いや考えを分かりやすく伝えるために

日本語で文章を書くことを通して，内容のまとま

りを理解するような文章に表現するには，語と語

や文と文との続き方や事柄の順序に着目するとよ

いことを理解する。  

キ 経験したことや想像したことを日記や手紙，短

作文などの文や文章に表現することを通して自分

の思いや考えを明確にするには，時間の順序に着

目するとよいことを理解する。 

(読むこと) 

ク 自分の体験と結びつけながら感想をもつために

日本語の文章を読むことを通して，内容の大体を

理解するには，時間的な順序や事柄の順序を表す
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造を捉える内容を「B 言語論理」として扱う。そして，言

葉を学ぶ価値を見いだす内容「C 言語文化」として扱う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２ 言葉科の内容構成】 

 (2) 具体的な内容構成 

そこで上記のことを踏まえ，言葉の機能や運用におけ

るきまり，文化としての言葉の価値を基に，言語基礎，

言語論理，言語文化として内容を構成する。言語基礎で

は，｢言葉の特徴やきまり｣，言語論理では，｢話すこと・

聞くこと｣｢書くこと｣｢読むこと｣，言語文化では，｢価値｣

を視点として位置付けるようにする。具体的には，次の

ように学習活動や学習対象を考えていく（表１）。 

【表１ 本校言葉科の内容構成】 

Ａ 言語

基礎 

言語活動に必要

な言語材料を扱う

内容 

ア・イ 

言葉の特徴やきまり 

（文字，文法，語法） 

Ｂ 言語

論理 

理解と表現に必

要な言葉の構造を

扱う内容 

ウ・エ・オ話すこと・聞

くこと 

カ・キ・(ク)書くこと 

(ク)・ケ・（コ・サ）読

むこと 

Ｃ 言語

文化 

言葉を学ぶ価値

を扱う内容 
（コ・サ・シ・ス・

セ・ソ・タ）  

価値 

特に，「Ｂ言語論理」のウ話すこと・聞くこと，「C 言

語文化」のサ価値については，効果的に日本語と英語を

関連付ける内容を設定する。そうすることで，言語の共

通点や相違点から，言葉を通して自分のものの見方や考

え方を広げ深めること，言葉の背景には，人々の社会や

文化が関連付いていることを捉え，言葉の使い手として

文化を創造することができる価値に気付かせることをね

らっている。 
(3) 各学年の内容構成と系統 

 上記の内容構成と視点を生かした学年の系統について

表すと以下のようになる。 

【表２ ｢Ａ言語基礎｣の系統】 

１・２年生 ３・４年生 ５・６年生 

ア・イ 言葉の特徴やきまり（文字に関すること） 

・平仮名 

・片仮名 

・配当漢字 

・配当漢字 

・ローマ字 

・配当漢字 

・アルファベット

(読む) 

 

・アルファベット

(書く) 

・英単語 

・ヘボン式ローマ

字 

・英文 

 

ア・イ言葉の特徴やきまり（文法や語法に関すること） 

・漢字と仮名 

・長音，拗音， 

促音，撥音 

・主語と述語 

・句読点 

・かぎの使い方 

・敬体 

・漢字と仮名 

・修飾と被修飾 

・改行の仕方 

・指示語,接続語 

・段落の役割 

・敬体と常体 

・漢字と仮名 

・比喩，反復表現 

・文の接続 

・文章の種類と 

特徴 

・文章の構成と 

展開 

・敬語 

・標準的な発音 

・語の連結による

音の変化 

・強勢 

・イントネーション 

・単文，否定文， 

疑問文 

・標準的な発音 

・語の連結による 

音の変化 

・強勢 

・イントネーション 

・区切り 

・終止符やスペ－ス 

・単文，否定文， 

疑問文 

・疑問詞 

・標準的な発音 

・語の連結による

音の変化 

・強勢 

・イントネーション 

・区切り 

・コンマや疑問符

などの符号 

・単文，否定文，

疑問文 

・代名詞 

・過去形 

｢言語基礎｣の内容については，第１学年から第４学年

までは，言葉の学習の基盤として，高学年では，言葉が

もつ特徴について気付くことを示している。このことが

言語感覚を磨くことにつながるからである(表２)。 

【表３ ｢Ｂ言語論理｣の系統】 

１・２年生 ３・４年生 ５・６年生 

ウ・エ・オ話すこと・聞くこと 

・姿勢や口形， 

発声や発音 

・話す速さ 

・実物の活用 

・落とさないよう

に聞くこと 

・発言を受けてつ

なぐこと 

・抑揚や強弱 

・間の取り方 

・実物や資料の 

活用 

・メモや質問をし

ながら聞くこと 

・役割を果たしな

がら話し合うこ

と 

・資料の活用 

・意図を捉えなが

ら聞くこと 

・話し手の考えと

比較しながら聞

くこと 

・立場や意図を明

確にして計画的

に話し合うこと 

・姿勢や口形，発

声や発音 

・アイコンタクト 

・表情 

・ジェスチャー 

・簡単な質問をし

たり答えたりす

ること 

・抑揚や強弱 

・話す速さ 

・間の取り方 

・ジェスチャー 

・実物や資料の 

活用 

・反応を返した

り, 質問したり

して会話をつな

ぐこと 

・抑揚や強弱 

・声の明瞭さ 

・ジェスチャー 

・実物や資料の 

活用 

・相手の意図を考

えながら, 反応

を返したり，言

葉を選んで話し

たりすること 

・ユーモアや問い

かけ，空所など

聞き手を引き付

けること 

カ・キ（・ク）書くこと 

・経験や想像から

題材を見付ける 

・事柄の順序 

・簡単な構成 

・語と語や文と文

の続き方 

・読み返す習慣を

つけること 

・相手や目的から

題材を選ぶ 

・書く内容の中心 

・段落相互の関係 

・考えと理由や事

例との関係 

・文や文章を整え

ること 

・目的や意図に応

じて題材を選ぶ 

・文章全体の構成 

・事実と感想，意

見との区別 

・反証事例 

・効果的な資料の

引用 

・文や文章を整え

ること 

（ク・）ケ（・コ・サ） 読むこと 

・時間的な順序と

事柄の順序 

・内容の大体の 

・段落相互の関係 

・考えと理由や 

事例との関係 

・事実と感想， 

意見との関係 

・要旨の把握 

 

把握 

・重要な語や文 

・要約 ・論の進め方 

・必要とする情報

の収集 

・場面の様子 

・人物の行動や 

会話 

・経験と結び付け

て感想をもつ 

・人物の行動や 

気持ち 

・場面の移り変わり 

・気持ちの変化，

性格，情景 

・語彙や表現の識別 

・理解したことを

基に感想や考え

をもつ 

・人物の相互関係

や心情 

・人物像や全体像 

・情景描写に込め

られた人物描写 

・語彙や表現の識別 

・表現の効果 

・理解したことを基

に考えをまとめる 

（シ・ス）見ること 

  ・情報の背景とな

る複数の情報の

裏付けを取るこ

と 

・映像作品におけ

る登場人物の感

情やその変化，

人物相互関係を

捉える 

｢Ｂ言語論理｣の内容では，｢エ話すこと・聞くこと｣に

おいては，ノンバーバルコミュニケーションに関わる概

念を取り上げ，日本語と英語を関連付けて学習ができる

ように系統立てた。また，「オ・カ書くこと」と「キ・

ク読むこと」の内容については，中心概念を表現と理解

の関係としてひとまとまりの複合単元を構想できるよう

にしている。  

その上で，全体として低学年では，時間や事柄の順序，

人物の行動や会話を重視し，中学年では，理由や事例を

挙げながら中心点を明確にすることや段落相互の関係，

人物の気持ちの変化などを取り上げ，高学年では，反証

事例や資料の効果，情景描写に込められた人物描写，全

体像の把握など系統立てることにより，当該内容で捉え

させたい概念を明確にした (表３)。 

【表４ ｢Ｃ言語文化｣の系統】 

１・２年生 ３・４年生 ５・６年生 

（コ・サ・シ・ス・セ・ソ・タ）価値（言語材料例） 
・昔話や神話 

・言葉遊び 

・俳句 

・ことわざや慣用

句，故事成語 

・短歌 

・古文 

・文語調の文章 

・外国の絵本 

・外国の昔話 

・言葉遊び 

・早口言葉 

・ことわざ 

・RAKUGO 

・英語の歌 

・HAIKU，TANKA 

・英字新聞 

（コ・サ・シ・ス・セ・ソ・タ）価値（言語の特徴に

関すること） 
・英語も日本語と

同じように，物

や場所，様子，

気持ちを示す言

葉 が あ る こ と

や，同じ物や場

所，様子でも違

う見方がされて

いること 

・英語と日本語で

は 発 音 や リ ズ

ム，イントネー

ションや意味が

異なっているこ

とや，日本語に

は，日本人のも

のの見方や考え

方が込められて

いること 

・イメージを的確

に示す英語に対

して，表現に表

れていない思い

を推し量る余地

のある日本語の

特徴 

 

｢Ｃ言語文化｣の内容では，｢価値｣のそれぞれに系統性

をもたせた。｢シ価値｣では，日本語と英語の機能的な特

徴を捉えさせることで，その共通点や相違点を統合して

学習することができるようにしている。その上で，低学

年では，日本語や英語のおもしろさに気付くこと，中学

年では，日本語や外国語の音声や意味の違いに気付き，

日本語の特徴を捉えること，高学年では，言語としての

特徴を基に言葉に込められた思いや言葉を学ぶ価値を捉

えることを意図した(表４)。 

４ 各学年の内容 

容   

〔第１学年及び第２学年〕 

【Ａ 言語基礎】 

 (言葉の特徴やきまり)  

ア 相手を意識して，ひらがなやカタカナ，簡単な

漢字を用いて日本語の文章を書いたり読んだりす

ることを通して，主語と述語の「誰が何する・何

がどんなだ・何がなんだ」といった文の中におけ

る主語と述語との関係や言葉には，意味による語

句のまとまりがあることを理解する。 

イ 英語を使って交流することを通して，アルファ

ベットの組み合わせによって，単語が作られ，そ

れが意味をもっていることに気付き，それらを使

うことで自分の考えや気持ちなどを伝えることが

できることを理解する。 

【Ｂ 言語論理】 

 (話すこと・聞くこと) 

  ウ 自分の伝えたいことを日本語や英語で話し合う 

ことを通して，自分が聞きたいことを明確にして 

話を聞いたり，事柄の順序や時間的順序を意識し 

ながら聞いたりするとよいことを理解する。  

エ 自分の伝えたいことを日本語や英語で話し合う

ことを通して，相手に伝わるように表現するため

には，声の大きさや速さなどを工夫するとよいこ

とを理解する。 

オ 自分の伝えたいことを日本語で話し合うことを

通して，相手と話をつなぐためには互いの考えの

共通点や相違点に着目するとよいことを理解する。 

(書くこと) 

カ 自分の思いや考えを分かりやすく伝えるために

日本語で文章を書くことを通して，内容のまとま

りを理解するような文章に表現するには，語と語

や文と文との続き方や事柄の順序に着目するとよ

いことを理解する。  

キ 経験したことや想像したことを日記や手紙，短

作文などの文や文章に表現することを通して自分

の思いや考えを明確にするには，時間の順序に着

目するとよいことを理解する。 

(読むこと) 

ク 自分の体験と結びつけながら感想をもつために

日本語の文章を読むことを通して，内容の大体を

理解するには，時間的な順序や事柄の順序を表す
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表現や，書き手が強く伝えたい言葉に着目すると

よいことを理解する。 

ケ 自分の体験と結びつけながら感想をもつために

日本語の文章を読むことを通して，登場人物の様

子を具体的に想像するには，登場人物のしたこと

やそのときの表情や口調，様子に着目するとよい

ことを理解する。 

【Ｃ 言語文化】 

  (価値) 

  コ 昔話や神話・伝承などを読んだり，言葉遊びを 

   したりすることを通して，長く親しまれている言 

葉のリズムのおもしろさや時代に応じて表現の仕 

方が異なっていることを理解する。 

サ 日本語と英語の表現を比較することを通して，

英語も日本語と同じように，物や場所，様子，気

持ちを示す言葉があることや，同じ物や場所，様

子でも違う見方がされていることを理解する。 

〔第３学年及び４学年〕 

【Ａ 言語基礎】 

 (言葉の特徴やきまり) 

ア 目的や相手を意識して適切な表現を選んで日本

語の文章を書いたり読んだりすることを通して，

「何を～どうする・どんな～何が」といった修飾

と被修飾の関係や，こそあど言葉（指示語）や順

接・逆接といった接続語や意味のまとまりをつく

る段落の役割を理解する。 

イ 英語を使って交流することを通して，それぞれ

のアルファベットには，発音の仕方がいくつかあ

ることに気付き，そのきまりに着目することで活

字体で書かれた文字と発音を結びつけることがで

きることを理解する。 

【Ｂ 言語論理】 

(話すこと・聞くこと) 

ウ 互いの考えの共通点や相違点を明らかにするた

めに日本語で話し合うことを通して，話の中心を

適切に捉えたり，表現したりするには，考えの理

由や事例を捉えたり，表現するとよいことを理解

する。 

  エ 互いの考えの共通点や相違点を明らかにするた 

めに日本語や英語で話し合うことを通して，相手

に分かりやすく伝えるためには，自分が最も伝え

たいこと（話の中心）を意識して，言葉の強弱，

間の取り方を工夫したり，資料を用いたりすると

よいことを理解する。 

オ 日本語で身近な問題について話し合うことを通

して，一つの方向性に考えをまとめるには，互い

の立場や話合いの目的に沿って考えを分類・整理

するとよいことを理解する。 

 (書くこと) 

カ 伝えたいことを相手に明確に表現するために日

本語で文章を書くことを通して，伝えたいことが

明確になる文章に表現するには，相手や目的を意

識して，自分の考えとそれを支える理由や事例と

の関係や事例配列意図に着目するとよいことを理

解する。 

キ 体験したことや，想像したことを物語に表現す

ることを通して，自分の思いや考えを明確にする

には，登場人物の性格や気持ちの変化，起承転結

の構成や情景描写に着目するとよいことを理解す

る。 

ク 英語の文章や言語文化に親しむことを通して，

言葉や表現方法の特徴に気付き，考えと理由や事

例を明確にして日本語で文や文章，英語で簡単な

単語や文を書こうとする。 

(読むこと) 

ケ 自分の体験や学習したことと関連付けて自分の

考えをもつために日本語の文章を読むことを通し

て，書かれていることを要約するには，考えとそ

の理由や事例との関係，内容の中心となる語や文

に着目したり筆者の事例配列意図に着目したりす

るとよいことを理解する。 

コ 虚構の世界を豊かに想像するために，日本語の  

文章を読むことを通して，登場人物の気持ちの変

化を具体的に想像するには，行動や会話，情景な

ど複数の表現に着目するとよいことを理解する。 

サ 簡単な英語で書かれた文を読み，考えたことを  

話し合ったり，考えを共有したりして，英語の表 

現の汎用性を理解する。 

【Ｃ 言語文化】 

 (価値) 

シ 長い間使われてきたことわざや慣用句，故事成

語などを読むことを通して，それぞれの時代を生

きた人々の考えや知恵を言葉にすることで，後世

に伝えることができることを理解する。 

ス 日本語と英語の表現を比較することを通して，

英語と日本語では発音やリズム，イントネーショ

ンや意味が異なっていることや，母国語である日

本語は，日本人のものの見方や考え方が込められ

ていることを理解する。 

〔第５学年及び６学年〕 

【Ａ 言語基礎】 

  (言葉の特徴やきまり) 

ア 目的や意図に応じて，適切な表現を選んで日本

語の文章を書いたり読んだりすることを通して，

三段構成や四段構成といった論の展開には，きま

りがあることに気付き，述べ方の違いによる文章

構成の効果によって伝わり方が異なることを理解

する。 

イ 英語を使って交流することを通して，同じアル  

 ファベットであっても，単語を構成する際の位置  

 

 によって発音が変わることに気付き，文章を書く 

 際には，大文字の使い方やカンマやピリオドなど

といったきまりがあることを理解する。 

【Ｂ 言語論理】 

(話すこと・聞くこと) 

ウ 意見や提案など自分の考えを話したり，それら

を聞いたりするために日本語で話し合うことを通

して，目的や意図を適切に捉えたり，表現したり

するには，事実と感想，意見を区別したり，反証

事例など様々な立場を想定し構成したりするとよ

いことを理解する。 

エ 自分の考えを相手と共有するために日本語や英

語で話し合うことを通して，自分の考えを伝える

ためには，資料の活用や相手の考えに応じて間を

とる，視線，ユーモアなどを使って聞き手をひき

こんだり，反応の仕方や内容の順序を変えたりす

るとよいことを理解する。  

オ 日本語で一つのテーマを多角的な視点で話し合

うことを通して，納得解や最適解を見いだすため

には，互いの立場や話合いの意図を明確にして，

考えを関連付けるとよいことを理解する。 

 (書くこと) 

カ 自分の主張を相手に理解してもらうために日本

語で文章を書くことを通して，目的や意図に応じ

た文章に表現するには，文章全体の構成として，

頭括型・尾括型・双括型のそれぞれの効果に着目

して書き分けるとよいことを理解する。   

キ 作者の生き方や作品の背景と関連付けて想像し

たことや感じたことを短歌や俳句，詩に表現する

ことを通して，イメージを的確に表現するには，

比喩，倒置，擬人化，七五調のリズム，文語調に

おける修辞法（切れ字，かかり結び）の効果に着

目するとよいことを理解する。 

ク 英語で文を書くことを通して，目的や意図に応

じて適切に英語を選択し表現することのよさを理

解する。 

(読むこと) 

  ケ 自分の考えを再構成したり，強化したりするた 

   めに日本語の文章を読むことを通して，筆者の主 

   張を的確に捉えるためには，事実と意見，感想や 

印象を示す文末表現や，文章構成における反証事 

例，非連続テキストの効果に着目するとよいこと 

を理解する。 

  コ 虚構の世界にひたり，自分の生き方を考えるた 

   めに，日本語の文章を読むことを通して，全体像 

を具体的に想像するには，人物の相互関係，情景 

描写に投影された人物描写，結末と読後感に着目

するとよいことを理解する。 

  サ 簡単な英語で書かれた文章を読み，日本語と比 

   較することを通して，英語の表現の仕方の特徴や 

日本語と語順の違いを理解する。 

 (見ること) 

シ 映像から情報の真偽を精査するために，映像の

中の人物の表情など（身体言語）や音声言語，キ

ャプション（記述言語）などと関連付けて映像を

見ることを通して，目的や意図に応じて情報の真

偽を確かめ，批判的に情報を吟味したり，自分の

表現に生かしたりするには，映像で扱われている

情報の背景となる複数の情報にアクセスして裏付

けを取ったり，事実と意見や感想，印象に着目し

て判断したりするとよいことを理解する。   

ス 虚構の世界についての映像から人物の感情や作

者の表現意図の暗示性を見抜いて映像の世界観を

楽しむために，映像化された作品を見ることと原

作の物語の文章を読むことを比較することを通し

て，映像作品における登場人物の感情やその変化，

人物相互関係を捉えるには，映像の視覚言語であ

る色・光・形・構図，モチーフ，人物と事物の位

置，カメラアングルに着目するとよいことを理解

する。 

【Ｃ 言語文化】 

  (価値) 

セ 継承されている歌や古典文学などを解釈するこ

とを通して，表現する言葉や方法は変わっても，

表現に込められた作者の思いは文字を介して時代

を超えて学び手に伝わることを理解する。 

ソ 日本語と英語の表現を比較することを通して，

英語はイメージを的確に示すことができる言語で

あることに対して，母国語である日本語は表現に

表れていない表現者の思いを推し量る余地のある

言語であることを理解する。 

  タ 複数の日本語の表現を比較することを通して，

言葉は，時代の変化に応じて言葉の意味や使われ

方も変化するという特徴を理解する。 

５ 指導計画の作成と内容の取扱い 

 (1) 指導計画作成上の配慮事項 

  ア 年間指導計画についての考え方 

言葉科においては，言葉を使って課題を解決する必然

性の中で言葉を運用することや言葉を学ぶこと自体につ

いての問いを見いだしていく必要がある。特にテーマ学

習では，「人間科」における哲学的な問いに迫るための

言葉科の学びになることが重要である。そこで，現行国

語科や外国語科（活動）で大切にされている系統性をさ

らに概念と方略で整理した上で，子供の文脈を大切にし

ながら年間指導計画を作成していく。 

イ 単元計画についての考え方 

   (ｱ) テーマ学習 

 本校言葉科におけるテーマ学習は，人間科を中心に言
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表現や，書き手が強く伝えたい言葉に着目すると

よいことを理解する。 

ケ 自分の体験と結びつけながら感想をもつために

日本語の文章を読むことを通して，登場人物の様

子を具体的に想像するには，登場人物のしたこと

やそのときの表情や口調，様子に着目するとよい

ことを理解する。 

【Ｃ 言語文化】 

  (価値) 

  コ 昔話や神話・伝承などを読んだり，言葉遊びを 

   したりすることを通して，長く親しまれている言 

葉のリズムのおもしろさや時代に応じて表現の仕 

方が異なっていることを理解する。 

サ 日本語と英語の表現を比較することを通して，

英語も日本語と同じように，物や場所，様子，気

持ちを示す言葉があることや，同じ物や場所，様

子でも違う見方がされていることを理解する。 

〔第３学年及び４学年〕 

【Ａ 言語基礎】 

 (言葉の特徴やきまり) 

ア 目的や相手を意識して適切な表現を選んで日本

語の文章を書いたり読んだりすることを通して，

「何を～どうする・どんな～何が」といった修飾

と被修飾の関係や，こそあど言葉（指示語）や順

接・逆接といった接続語や意味のまとまりをつく

る段落の役割を理解する。 

イ 英語を使って交流することを通して，それぞれ

のアルファベットには，発音の仕方がいくつかあ

ることに気付き，そのきまりに着目することで活

字体で書かれた文字と発音を結びつけることがで

きることを理解する。 

【Ｂ 言語論理】 

(話すこと・聞くこと) 

ウ 互いの考えの共通点や相違点を明らかにするた

めに日本語で話し合うことを通して，話の中心を

適切に捉えたり，表現したりするには，考えの理

由や事例を捉えたり，表現するとよいことを理解

する。 

  エ 互いの考えの共通点や相違点を明らかにするた 

めに日本語や英語で話し合うことを通して，相手

に分かりやすく伝えるためには，自分が最も伝え

たいこと（話の中心）を意識して，言葉の強弱，

間の取り方を工夫したり，資料を用いたりすると

よいことを理解する。 

オ 日本語で身近な問題について話し合うことを通

して，一つの方向性に考えをまとめるには，互い

の立場や話合いの目的に沿って考えを分類・整理

するとよいことを理解する。 

 (書くこと) 

カ 伝えたいことを相手に明確に表現するために日

本語で文章を書くことを通して，伝えたいことが

明確になる文章に表現するには，相手や目的を意

識して，自分の考えとそれを支える理由や事例と

の関係や事例配列意図に着目するとよいことを理

解する。 

キ 体験したことや，想像したことを物語に表現す

ることを通して，自分の思いや考えを明確にする

には，登場人物の性格や気持ちの変化，起承転結

の構成や情景描写に着目するとよいことを理解す

る。 

ク 英語の文章や言語文化に親しむことを通して，

言葉や表現方法の特徴に気付き，考えと理由や事

例を明確にして日本語で文や文章，英語で簡単な

単語や文を書こうとする。 

(読むこと) 

ケ 自分の体験や学習したことと関連付けて自分の

考えをもつために日本語の文章を読むことを通し

て，書かれていることを要約するには，考えとそ

の理由や事例との関係，内容の中心となる語や文

に着目したり筆者の事例配列意図に着目したりす

るとよいことを理解する。 

コ 虚構の世界を豊かに想像するために，日本語の  

文章を読むことを通して，登場人物の気持ちの変

化を具体的に想像するには，行動や会話，情景な

ど複数の表現に着目するとよいことを理解する。 

サ 簡単な英語で書かれた文を読み，考えたことを  

話し合ったり，考えを共有したりして，英語の表 

現の汎用性を理解する。 

【Ｃ 言語文化】 

 (価値) 

シ 長い間使われてきたことわざや慣用句，故事成

語などを読むことを通して，それぞれの時代を生

きた人々の考えや知恵を言葉にすることで，後世

に伝えることができることを理解する。 

ス 日本語と英語の表現を比較することを通して，

英語と日本語では発音やリズム，イントネーショ

ンや意味が異なっていることや，母国語である日

本語は，日本人のものの見方や考え方が込められ

ていることを理解する。 

〔第５学年及び６学年〕 

【Ａ 言語基礎】 

  (言葉の特徴やきまり) 

ア 目的や意図に応じて，適切な表現を選んで日本

語の文章を書いたり読んだりすることを通して，

三段構成や四段構成といった論の展開には，きま

りがあることに気付き，述べ方の違いによる文章

構成の効果によって伝わり方が異なることを理解

する。 

イ 英語を使って交流することを通して，同じアル  

 ファベットであっても，単語を構成する際の位置  

 

 によって発音が変わることに気付き，文章を書く 

 際には，大文字の使い方やカンマやピリオドなど

といったきまりがあることを理解する。 

【Ｂ 言語論理】 

(話すこと・聞くこと) 

ウ 意見や提案など自分の考えを話したり，それら

を聞いたりするために日本語で話し合うことを通

して，目的や意図を適切に捉えたり，表現したり

するには，事実と感想，意見を区別したり，反証

事例など様々な立場を想定し構成したりするとよ

いことを理解する。 

エ 自分の考えを相手と共有するために日本語や英

語で話し合うことを通して，自分の考えを伝える

ためには，資料の活用や相手の考えに応じて間を

とる，視線，ユーモアなどを使って聞き手をひき

こんだり，反応の仕方や内容の順序を変えたりす

るとよいことを理解する。  

オ 日本語で一つのテーマを多角的な視点で話し合

うことを通して，納得解や最適解を見いだすため

には，互いの立場や話合いの意図を明確にして，

考えを関連付けるとよいことを理解する。 

 (書くこと) 

カ 自分の主張を相手に理解してもらうために日本

語で文章を書くことを通して，目的や意図に応じ

た文章に表現するには，文章全体の構成として，

頭括型・尾括型・双括型のそれぞれの効果に着目

して書き分けるとよいことを理解する。   

キ 作者の生き方や作品の背景と関連付けて想像し

たことや感じたことを短歌や俳句，詩に表現する

ことを通して，イメージを的確に表現するには，

比喩，倒置，擬人化，七五調のリズム，文語調に

おける修辞法（切れ字，かかり結び）の効果に着

目するとよいことを理解する。 

ク 英語で文を書くことを通して，目的や意図に応

じて適切に英語を選択し表現することのよさを理

解する。 

(読むこと) 

  ケ 自分の考えを再構成したり，強化したりするた 

   めに日本語の文章を読むことを通して，筆者の主 

   張を的確に捉えるためには，事実と意見，感想や 

印象を示す文末表現や，文章構成における反証事 

例，非連続テキストの効果に着目するとよいこと 

を理解する。 

  コ 虚構の世界にひたり，自分の生き方を考えるた 

   めに，日本語の文章を読むことを通して，全体像 

を具体的に想像するには，人物の相互関係，情景 

描写に投影された人物描写，結末と読後感に着目

するとよいことを理解する。 

  サ 簡単な英語で書かれた文章を読み，日本語と比 

   較することを通して，英語の表現の仕方の特徴や 

日本語と語順の違いを理解する。 

 (見ること) 

シ 映像から情報の真偽を精査するために，映像の

中の人物の表情など（身体言語）や音声言語，キ

ャプション（記述言語）などと関連付けて映像を

見ることを通して，目的や意図に応じて情報の真

偽を確かめ，批判的に情報を吟味したり，自分の

表現に生かしたりするには，映像で扱われている

情報の背景となる複数の情報にアクセスして裏付

けを取ったり，事実と意見や感想，印象に着目し

て判断したりするとよいことを理解する。   

ス 虚構の世界についての映像から人物の感情や作

者の表現意図の暗示性を見抜いて映像の世界観を

楽しむために，映像化された作品を見ることと原

作の物語の文章を読むことを比較することを通し

て，映像作品における登場人物の感情やその変化，

人物相互関係を捉えるには，映像の視覚言語であ

る色・光・形・構図，モチーフ，人物と事物の位

置，カメラアングルに着目するとよいことを理解

する。 

【Ｃ 言語文化】 

  (価値) 

セ 継承されている歌や古典文学などを解釈するこ

とを通して，表現する言葉や方法は変わっても，

表現に込められた作者の思いは文字を介して時代

を超えて学び手に伝わることを理解する。 

ソ 日本語と英語の表現を比較することを通して，

英語はイメージを的確に示すことができる言語で

あることに対して，母国語である日本語は表現に

表れていない表現者の思いを推し量る余地のある

言語であることを理解する。 

  タ 複数の日本語の表現を比較することを通して，

言葉は，時代の変化に応じて言葉の意味や使われ

方も変化するという特徴を理解する。 

５ 指導計画の作成と内容の取扱い 

 (1) 指導計画作成上の配慮事項 

  ア 年間指導計画についての考え方 

言葉科においては，言葉を使って課題を解決する必然

性の中で言葉を運用することや言葉を学ぶこと自体につ

いての問いを見いだしていく必要がある。特にテーマ学

習では，「人間科」における哲学的な問いに迫るための

言葉科の学びになることが重要である。そこで，現行国

語科や外国語科（活動）で大切にされている系統性をさ

らに概念と方略で整理した上で，子供の文脈を大切にし

ながら年間指導計画を作成していく。 

イ 単元計画についての考え方 

   (ｱ) テーマ学習 

 本校言葉科におけるテーマ学習は，人間科を中心に言
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葉科や他教科において総合的・横断的に学びを展開する。 

単元の後半において，各教科の学びを結び付け，発信す

るための方略として位置付ける（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３ 言葉科が位置付くテーマ学習の例（第６学年）】 

(ｲ) リレーション学習 

 言葉科と他教科の対象や概念が関連付く際，または，

他教科の内容から発出した問いを解決するための方略と

して言葉科が位置付く際にリレーション学習が位置付け

られる。 

 例えば，福岡の魅力を発信する福岡検定をつくる学習

においては，社会科で生まれた地域の変化と特色につい

ての課題から，福岡検定としてどのように伝えるかとい

う言葉科の問いが発出する。そして，各教科の見方・考

え方を働かせながら学びを深めていく（図４）。 

【図４ 社会科とのリレーション学習の例（第３学年）】 

(ｳ) フォーカス学習 

 現行国語科，外国語科（活動）において削減・統合が

できると考えられるものについては，教科や領域の中心

となる概念に焦点化して指導する（図５）。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【図５ 概念の焦点化の仕組み（第５・６学年）】 

焦点化の具体は，３つある。１つは，読むことと書く

ことなど理解と表現の概念を一体として指導することで

ある。例えば，第３学年フォーカス「民話を読んでオリ

ジナル物語を書こう」では，読むことと書くことに重な

りのある起承転結の効果や人物の気持ちの変化に関わる

内容を統合して指導することで約４時間の授業時数のス

リム化を実現することができた（図６）。２つは，文学

的文章において，概念を焦点化して読み，作者，テーマ

を関連付けて読み広げる単元構成による指導である。３

つは，日本語と英語の話すことの非言語コミュニケーシ

ョンにおける共通概念に焦点化して指導することである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図６ フォーカス学習の例（第３学年）】 

  

(2) 内容の取扱いについての配慮事項 

  ア 言葉科における子供の文脈 

 言葉科では，子供の文脈を２つの面から捉える。１つ

は，「伝わるって嬉しいな」「伝わる表現や構成とはど

のようなものかな」といった言語の実用的価値に関わる

必要感や欲求である。２つは，「言葉は，おもしろいな」

「言葉にはそれを使う人のどのような思いが込められて

いるのかな」といった言語の文化的価値に関わる言葉へ

の気付きである。この実用的価値と文化的価値の学習効

果を高めるために，教科内で一体として指導する場合に

は，フォーカス学習を行う。他教科の課題解決に向け，

子供が言葉科の学習で解決する必要感を高めている場合

は，リレーション学習やテーマ学習を選択する。 

イ 真性の課題の条件 

言葉科においては，次の３つを真正の課題の条件とし

て設定する（表５）。 

【表５ 真正の課題の条件】 

条 件 内 容 

知の 

まとまり 

 言葉そのものや言語文化から生まれた課

題，これまでに学習した学び方などが上学

年や中学校に系統立ててつながるもの 

たくましい 

追究 

 言葉を話したり書いて伝え合ったりする

など，他者との交流を通して新たな考えを

見いだせるもの 

学校を 

超える 

価値 

 言葉や言葉を学ぶ価値に迫ることを通し

て，言葉を主体的に使おうとする意欲を高

められるもの 

福岡の魅力
福岡検定

言葉
【B言語論理】

〇相手意識・目的意識の具体化
〇思いや願いを伝えるための
表現方法の工夫

〇地域の変化と特色
〇子供福岡検定の作問

社会
【A自然】

魅力を伝えるための
解説文づくり

福岡の魅力を発信
するための探求活動

リレーション学習
問いの発出

３年

 

 ウ 学習としての評価 

テーマ学習やリレーション学習では，学びの地図（図

７）を作成し，共有することで，子供自身が学習評価の

主体として学びの舵取りをすることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図７ テーマ学習における学びの地図（第６学年）】 

その際，学びにおける振り返りとして学びの足跡を書

くことを通して，子供たちが目標設定した姿と今の自分

の姿の距離や達成度を自覚し，さらなる目標や問いが生

み出されるように促す。 

 

６ アセスメントの方法の選択 

言葉科において育成する資質・能力は，短期間で育成

されるものではない。単元ごと，年間を通して，さらに

は学年を超えて長期的に育成を目指すものである。それ

ら各段階で創造性を発揮していたかを積み上げて考えて

いく必要がある。そのためには，子供の認知の様子を観

察・解釈するパフォーマンス評価やそれを含めた様々な

学習の記録を蓄積したポートフォリオ評価を組み合わせ

ていくことが必要である。パフォーマンス課題としては，

以下の３つ条件を含み込んでいる必要がある（表６）。  

【表６ パフォーマンス課題の条件】 

・言語生活に内在する言葉への気付きやずれがある 

・相手や目的を明確にした発信の必要感がある 

・言葉の実用的，文化的側面が視点としてある 

言葉科では，出合った言葉から見いだした言葉への気

付きを駆使する問題解決に取り組ませて，創造性の評価

を行う。その際，子供と，評価の基準となる以下のよう

なルーブリックを共有することで，子供が望ましい学び

の在り方を自覚することができる（表７）。 

【表７ 子供と共有するルーブリック】 

とてもよい よい もう少し 

言葉への気付

きを駆使して課

題解決すること

に加え言葉を学

ぶ意味や価値を

筋道立てて説明

している。 

言葉への気付

き（構成や表現

の効果，文化的

背景）を駆使し

て課題を解決し

ている。 

言葉への気付

きを見いだすこ

とができず，言

葉を根拠にしな

いで課題解決し

ようとしてい

る。 
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葉科や他教科において総合的・横断的に学びを展開する。 

単元の後半において，各教科の学びを結び付け，発信す

るための方略として位置付ける（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３ 言葉科が位置付くテーマ学習の例（第６学年）】 

(ｲ) リレーション学習 

 言葉科と他教科の対象や概念が関連付く際，または，

他教科の内容から発出した問いを解決するための方略と

して言葉科が位置付く際にリレーション学習が位置付け

られる。 

 例えば，福岡の魅力を発信する福岡検定をつくる学習

においては，社会科で生まれた地域の変化と特色につい

ての課題から，福岡検定としてどのように伝えるかとい

う言葉科の問いが発出する。そして，各教科の見方・考

え方を働かせながら学びを深めていく（図４）。 

【図４ 社会科とのリレーション学習の例（第３学年）】 

(ｳ) フォーカス学習 

 現行国語科，外国語科（活動）において削減・統合が

できると考えられるものについては，教科や領域の中心

となる概念に焦点化して指導する（図５）。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【図５ 概念の焦点化の仕組み（第５・６学年）】 

焦点化の具体は，３つある。１つは，読むことと書く

ことなど理解と表現の概念を一体として指導することで

ある。例えば，第３学年フォーカス「民話を読んでオリ

ジナル物語を書こう」では，読むことと書くことに重な

りのある起承転結の効果や人物の気持ちの変化に関わる

内容を統合して指導することで約４時間の授業時数のス

リム化を実現することができた（図６）。２つは，文学

的文章において，概念を焦点化して読み，作者，テーマ

を関連付けて読み広げる単元構成による指導である。３

つは，日本語と英語の話すことの非言語コミュニケーシ

ョンにおける共通概念に焦点化して指導することである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図６ フォーカス学習の例（第３学年）】 

  

(2) 内容の取扱いについての配慮事項 

  ア 言葉科における子供の文脈 

 言葉科では，子供の文脈を２つの面から捉える。１つ

は，「伝わるって嬉しいな」「伝わる表現や構成とはど

のようなものかな」といった言語の実用的価値に関わる

必要感や欲求である。２つは，「言葉は，おもしろいな」

「言葉にはそれを使う人のどのような思いが込められて

いるのかな」といった言語の文化的価値に関わる言葉へ

の気付きである。この実用的価値と文化的価値の学習効

果を高めるために，教科内で一体として指導する場合に

は，フォーカス学習を行う。他教科の課題解決に向け，

子供が言葉科の学習で解決する必要感を高めている場合

は，リレーション学習やテーマ学習を選択する。 

イ 真性の課題の条件 

言葉科においては，次の３つを真正の課題の条件とし

て設定する（表５）。 

【表５ 真正の課題の条件】 

条 件 内 容 

知の 

まとまり 

 言葉そのものや言語文化から生まれた課

題，これまでに学習した学び方などが上学

年や中学校に系統立ててつながるもの 

たくましい 

追究 

 言葉を話したり書いて伝え合ったりする

など，他者との交流を通して新たな考えを

見いだせるもの 

学校を 

超える 

価値 

 言葉や言葉を学ぶ価値に迫ることを通し

て，言葉を主体的に使おうとする意欲を高

められるもの 

福岡の魅力
福岡検定

言葉
【B言語論理】

〇相手意識・目的意識の具体化
〇思いや願いを伝えるための
表現方法の工夫

〇地域の変化と特色
〇子供福岡検定の作問

社会
【A自然】

魅力を伝えるための
解説文づくり

福岡の魅力を発信
するための探求活動

リレーション学習
問いの発出

３年

 

 ウ 学習としての評価 

テーマ学習やリレーション学習では，学びの地図（図

７）を作成し，共有することで，子供自身が学習評価の

主体として学びの舵取りをすることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図７ テーマ学習における学びの地図（第６学年）】 

その際，学びにおける振り返りとして学びの足跡を書

くことを通して，子供たちが目標設定した姿と今の自分

の姿の距離や達成度を自覚し，さらなる目標や問いが生

み出されるように促す。 

 

６ アセスメントの方法の選択 

言葉科において育成する資質・能力は，短期間で育成

されるものではない。単元ごと，年間を通して，さらに

は学年を超えて長期的に育成を目指すものである。それ

ら各段階で創造性を発揮していたかを積み上げて考えて

いく必要がある。そのためには，子供の認知の様子を観

察・解釈するパフォーマンス評価やそれを含めた様々な

学習の記録を蓄積したポートフォリオ評価を組み合わせ

ていくことが必要である。パフォーマンス課題としては，

以下の３つ条件を含み込んでいる必要がある（表６）。  

【表６ パフォーマンス課題の条件】 

・言語生活に内在する言葉への気付きやずれがある 

・相手や目的を明確にした発信の必要感がある 

・言葉の実用的，文化的側面が視点としてある 

言葉科では，出合った言葉から見いだした言葉への気

付きを駆使する問題解決に取り組ませて，創造性の評価

を行う。その際，子供と，評価の基準となる以下のよう

なルーブリックを共有することで，子供が望ましい学び

の在り方を自覚することができる（表７）。 

【表７ 子供と共有するルーブリック】 

とてもよい よい もう少し 

言葉への気付

きを駆使して課

題解決すること

に加え言葉を学

ぶ意味や価値を

筋道立てて説明

している。 

言葉への気付

き（構成や表現

の効果，文化的

背景）を駆使し

て課題を解決し

ている。 

言葉への気付

きを見いだすこ

とができず，言

葉を根拠にしな

いで課題解決し

ようとしてい

る。 
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⼩学校学習指導要領（福岡教育⼤学附属福岡⼩学校版） 

 数学科編                                    

１ 教科新設の経緯 

 (1) 想定される未来社会と数学科の関係 

コンテンツ・ベイスからコンピテンシー・ベイスへの学

力観の転換は，算数科・数学科にも教科の在り方から見直

すことを求めている。大きな変化の特徴の一つとして，「多

様性」を重視するということが挙げられる。予測できない

未来に対応するためには，唯一解を探る力を育むだけでは

不十分であり，蓄積された知識を基に，自ら問いを立てた

り，多様な考えを受け入れながら新たな価値を生み出した

りすることが必要である 1。こうした未来社会に対応する

ためには，事象から数学的な問いを見いだし，論理的思考

を通して新たな考えをつくり出すことができる創造性の

育成が必要である 2。さらに，多様な考えを柔軟に取り入

れる協働性，「なぜこれを学ぶのか」という,数学を学ぶ価

値を子供自らが実感する省察性の育成も大切である 3。 

 (2) 現行算数科との関係 

 本校数学科は，現行算数科で大切にされている見方・考

え方を働かせた問題解決を大切にしつつ，より効率的に，

より子供が主体的に追究する学習活動を重視する教科で

ある。現行の算数科においては，数学的に考える資質・能

力の育成を目指す観点から数学的な活動の充実，統計的な

内容等の改善・充実が図られた。本校数学科においても，

そのような算数科の特徴を踏まえつつ，自ら問いを見いだ

したり，新たな考えをつくり出したりする資質・能力の育

成を目指す。また，「資質・能力重視とはいえ領域固有知

識は大切である」との知見を基に 4，知識の獲得・定着レ

ベルを土台として，その意味まで考えたり実生活や他の学

習で類似した場面に出合ったときに活用したりするレベ

ルに高めていくことも大切にする 5（図１）。そのためには，

数学科の枠を超

えた合科的・関連

的な学びも想定

されるため，現行

カリキュラムの

改善が必要であ

る。獲得すべき 

領域固有の知識

や技能をできるだ 

け少ない時数で効 

率的に獲得することができれば，公式の意味を深く理解し

たり，生活へ活用できることを実感したりして，これまで

以上に数学の価値を子供自身が感じることができる。この

ように子供が学ぶ価値を実感しながら数学的に学ぶ資質・

能力を育成するために，新教科「数学科」を設定した。 

(3) 算数科に関わる本校のこれまでの研究 

 算数科に関わって，本校では，昭和 34 年度から数学的 

な思考力に掉さす研究が進められてきた 6。それ以前は「実

用算数」をキーワードに，生活単元的な算数科の指導が行

われており 7，昭和 33 年の学習指導要領改訂を踏まえて

数学的な思考力の育成が重視されるようになった。本研究

における創造性が，約 60 年前から重視されていたことが

分かる。本校における過去の研究を参考にしながら「数学

的な思考力とは何か」ということや，数学的な見方・考え

方と資質・能力との関係を捉え直し，現行の算数科におけ

る内容を見直していく必要がある 8。 
(4) これまでの開発研究で見えてきたこと 

  ア 成果 

昨年度までの研究を行った結果，以下の点が成果として

見えてきた。 
 
 
 
 
 

延長１，２年次は数学科として子供に捉えさせたい概念

を明らかにしつつ，少ない時数でより効率的に学ぶことが

できるような内容の精選を行った。具体的には，「Ａ数・

量」における四則演算を統合的に指導することで時数の削

減を行い，「Ｃデータ・変化」の領域においては，現行の

時数より多くの時間をかけながら，他教科と関連させてよ

り現実に近い文脈の中で学ぶことが可能になった。 

イ 課題  
これまでの研究を通して以下の課題も明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
特に今年度は数学科として，それぞれの学びにおいて数

学科で育成すべき創造性の具体を明らかにしていくとと

もに，子供が評価の主体者として自らの学びをよりよくし

ていくための評価の在り方や，数学科の学びにおける子供

の見取り方を明らかにしていく。そのために，まずそれぞ

れの内容において子供に身につけさせるべき概念を明ら

かにする。次に，単元や年間レベルでのルーブリック等の

共有，実践を行い，数学科におけるアセスメントの考え方

を明確にしていく。また，数学科の特質に応じたアセスメ

ントの在り方についても究明していく。 

○ 数学的な５つの概念 9に着目し指導内容を焦点化 

することで，現行の内容を精選することができた。 

○ 数学科と他教科の合科的，関連的な学習を通して，

データ・変化の内容を充実させることができた。 

● 数学科における３つの学びに対応したアセスメ

ントの具体が明確になっていない。 

● テーマ学習の中に数学科を位置付けていく際

に，数学科において育成する創造性の具体の明確

化が不十分である。 

【図１ 数学科における学力とカリキュラムの関係】 

２ ⽬標 

 (1) 教科の目標 

 数学的な要素(数・量，形，データ・変化など)を含む

事象から見いだした問いを数学的に解決する過程で，数

学的な見方・考え方を養うことで，３つの資質･能力を次

の通り育成することを目指す。 

 (1)数学的な要素(数・量，形，データなど)を含む事象 
から問いを見いだし，論理的思考を通して，新たな考 

えをつくり出すことができる。      （創造性） 

 (2)見いだした問いに対して他者と共に考えをつくり出 
したり，図や式，表などを用いて考えを伝え合ったり

することができる。              （協働性）  
(3)問いを解決する過程を振り返ることで，自己の変容 
を自覚し，数・量，形，データなどについて考える楽 
しさや数学のよさに気付こうとする。   （省察性） 

 (2) 見方・考え方と資質能力の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２ 数学科における目標と資質・能力の関係】 

 数学的な見方・考え方とは，事象を数学的な視点で捉え，

論理的思考を働かせながら問題解決の筋道を見いだすこ

とである。数学科で重視する資質・能力は創造性である。

数学科では創造性を，「数学的な要素(数・量，形，データ・

変化など)を含む事象から問いを見いだし，論理的思考を

通して，新たな考えをつくりだす資質・能力」と定義付け，

「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」を含み込

んだものとして捉えている 10。また，協働性，省察性は創

造性を育成するために必要な資質・能力と位置付ける 11。 

 (3) 学年の目標 

〔第１学年〕 

① 具体物や半具体物を用いた活動を通して，数や 

量，形の面白さや不思議さに気付き，自分なりの       

考えを見いだすことができる。      (創造性) 

② 具体物や半具体物を用いて，友達と話し合った 

り，一緒に活動したりして，共に考えを出し合い，   

仲間と共に考えることを楽しもうとする。(協働性) 

③ 具体物や半具体物を用いた活動を通して，数・量， 

形に親しみながら，自己の伸びを振り返り，実感し   

ようとする。                 (省察性) 

〔第２学年〕 

① 必要に応じて具体物や半具体物を用いた活動を   

通して，数の仕組みやきまりを見つけたり，図形の  

構成要素の特徴に気付いたりすることができる。       

(創造性) 

② 必要に応じて具体物や半具体物を用いた活動を   

通して，友達とアイデアを出し合ったり，考えを伝

え合ったりするなどして，よりよい問題の解決に生

かそうとする。              (協働性) 

③ 必要に応じて具体物や半具体物を用いた活動を   

通して，数学的に表現・処理し，それらを振り返り，    

数や量，形について追究することの楽しさを実感 

しようとする。             (省察性) 

〔第３学年〕 

① 身の回りの問題解決に数や量，形を活用するな

どの活動を通して，小数や分数，平面図形につい

て理解し，論理的に推論しながら問題解決するこ

とができる。                      (創造性) 

② 友達とつくった問題を出し合ったり，アイデア

を出し合ったりしながら，友達に自分の考えを伝

えたり，友達の考えを聞いたりすることを通して

協力して身の回りの問いを解決しようとする。  

(協働性)    

③ 数学的に物事を表現・処理しながら問いを解決

し，その活動を振り返ることによって，数や量，

形の面白さに気付くとともに，自己の伸びを実感

しようとする。             (省察性) 

〔第４学年〕 

  ① 整数や小数，分数の計算の仕方を考えたり，図 

形の面積の求め方を考えたりする活動を通して，  

数処理の仕方や面積の意味および求め方について

理解することができる。        (創造性) 

  ② 身の回りの問題解決に数や量，形を活用するなど

の活動を通して，友達とアイデアを出し合い，問題

解決に役立てようとする。       (協働性) 

③ 事象を数学的に表現・処理し，その活動を振り返  

ることによって，自己の伸びを実感しようとする。       

(省察性) 

〔第５学年〕 

① 分数や小数の計算の仕方を求めたり，解決に必 

要な視点を考えてデータを基に追究するなどの活

動を通して，数や量，形の処理について論理を基に

推論したり，データを基に事象を多面的に考察した

りして，問いの解決に生かすことができる。 

(創造性) 

  ② 友達のアイデアを自分に取り入れたり，自分の 

考えを友達と伝え合ったりして，友達と協力しな

がら効率的に問いを解決したり，事象を多面的に
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⼩学校学習指導要領（福岡教育⼤学附属福岡⼩学校版） 

 数学科編                                    

１ 教科新設の経緯 

 (1) 想定される未来社会と数学科の関係 

コンテンツ・ベイスからコンピテンシー・ベイスへの学

力観の転換は，算数科・数学科にも教科の在り方から見直

すことを求めている。大きな変化の特徴の一つとして，「多

様性」を重視するということが挙げられる。予測できない

未来に対応するためには，唯一解を探る力を育むだけでは

不十分であり，蓄積された知識を基に，自ら問いを立てた

り，多様な考えを受け入れながら新たな価値を生み出した

りすることが必要である 1。こうした未来社会に対応する

ためには，事象から数学的な問いを見いだし，論理的思考

を通して新たな考えをつくり出すことができる創造性の

育成が必要である 2。さらに，多様な考えを柔軟に取り入

れる協働性，「なぜこれを学ぶのか」という,数学を学ぶ価

値を子供自らが実感する省察性の育成も大切である 3。 

 (2) 現行算数科との関係 

 本校数学科は，現行算数科で大切にされている見方・考

え方を働かせた問題解決を大切にしつつ，より効率的に，

より子供が主体的に追究する学習活動を重視する教科で

ある。現行の算数科においては，数学的に考える資質・能

力の育成を目指す観点から数学的な活動の充実，統計的な

内容等の改善・充実が図られた。本校数学科においても，

そのような算数科の特徴を踏まえつつ，自ら問いを見いだ

したり，新たな考えをつくり出したりする資質・能力の育

成を目指す。また，「資質・能力重視とはいえ領域固有知

識は大切である」との知見を基に 4，知識の獲得・定着レ

ベルを土台として，その意味まで考えたり実生活や他の学

習で類似した場面に出合ったときに活用したりするレベ

ルに高めていくことも大切にする 5（図１）。そのためには，

数学科の枠を超

えた合科的・関連

的な学びも想定

されるため，現行

カリキュラムの

改善が必要であ

る。獲得すべき 

領域固有の知識

や技能をできるだ 

け少ない時数で効 

率的に獲得することができれば，公式の意味を深く理解し

たり，生活へ活用できることを実感したりして，これまで

以上に数学の価値を子供自身が感じることができる。この

ように子供が学ぶ価値を実感しながら数学的に学ぶ資質・

能力を育成するために，新教科「数学科」を設定した。 

(3) 算数科に関わる本校のこれまでの研究 

 算数科に関わって，本校では，昭和 34 年度から数学的 

な思考力に掉さす研究が進められてきた 6。それ以前は「実

用算数」をキーワードに，生活単元的な算数科の指導が行

われており 7，昭和 33 年の学習指導要領改訂を踏まえて

数学的な思考力の育成が重視されるようになった。本研究

における創造性が，約 60 年前から重視されていたことが

分かる。本校における過去の研究を参考にしながら「数学

的な思考力とは何か」ということや，数学的な見方・考え

方と資質・能力との関係を捉え直し，現行の算数科におけ

る内容を見直していく必要がある 8。 
(4) これまでの開発研究で見えてきたこと 

  ア 成果 

昨年度までの研究を行った結果，以下の点が成果として

見えてきた。 
 
 
 
 
 

延長１，２年次は数学科として子供に捉えさせたい概念

を明らかにしつつ，少ない時数でより効率的に学ぶことが

できるような内容の精選を行った。具体的には，「Ａ数・

量」における四則演算を統合的に指導することで時数の削

減を行い，「Ｃデータ・変化」の領域においては，現行の

時数より多くの時間をかけながら，他教科と関連させてよ

り現実に近い文脈の中で学ぶことが可能になった。 

イ 課題  
これまでの研究を通して以下の課題も明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
特に今年度は数学科として，それぞれの学びにおいて数

学科で育成すべき創造性の具体を明らかにしていくとと

もに，子供が評価の主体者として自らの学びをよりよくし

ていくための評価の在り方や，数学科の学びにおける子供

の見取り方を明らかにしていく。そのために，まずそれぞ

れの内容において子供に身につけさせるべき概念を明ら

かにする。次に，単元や年間レベルでのルーブリック等の

共有，実践を行い，数学科におけるアセスメントの考え方

を明確にしていく。また，数学科の特質に応じたアセスメ

ントの在り方についても究明していく。 

○ 数学的な５つの概念 9に着目し指導内容を焦点化 

することで，現行の内容を精選することができた。 

○ 数学科と他教科の合科的，関連的な学習を通して，

データ・変化の内容を充実させることができた。 

● 数学科における３つの学びに対応したアセスメ

ントの具体が明確になっていない。 

● テーマ学習の中に数学科を位置付けていく際

に，数学科において育成する創造性の具体の明確

化が不十分である。 

【図１ 数学科における学力とカリキュラムの関係】 

２ ⽬標 

 (1) 教科の目標 

 数学的な要素(数・量，形，データ・変化など)を含む

事象から見いだした問いを数学的に解決する過程で，数

学的な見方・考え方を養うことで，３つの資質･能力を次

の通り育成することを目指す。 

 (1)数学的な要素(数・量，形，データなど)を含む事象 
から問いを見いだし，論理的思考を通して，新たな考 

えをつくり出すことができる。      （創造性） 

 (2)見いだした問いに対して他者と共に考えをつくり出 
したり，図や式，表などを用いて考えを伝え合ったり

することができる。              （協働性）  
(3)問いを解決する過程を振り返ることで，自己の変容 
を自覚し，数・量，形，データなどについて考える楽 
しさや数学のよさに気付こうとする。   （省察性） 

 (2) 見方・考え方と資質能力の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２ 数学科における目標と資質・能力の関係】 

 数学的な見方・考え方とは，事象を数学的な視点で捉え，

論理的思考を働かせながら問題解決の筋道を見いだすこ

とである。数学科で重視する資質・能力は創造性である。

数学科では創造性を，「数学的な要素(数・量，形，データ・

変化など)を含む事象から問いを見いだし，論理的思考を

通して，新たな考えをつくりだす資質・能力」と定義付け，

「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」を含み込

んだものとして捉えている 10。また，協働性，省察性は創

造性を育成するために必要な資質・能力と位置付ける 11。 

 (3) 学年の目標 

〔第１学年〕 

① 具体物や半具体物を用いた活動を通して，数や 

量，形の面白さや不思議さに気付き，自分なりの       

考えを見いだすことができる。      (創造性) 

② 具体物や半具体物を用いて，友達と話し合った 

り，一緒に活動したりして，共に考えを出し合い，   

仲間と共に考えることを楽しもうとする。(協働性) 

③ 具体物や半具体物を用いた活動を通して，数・量， 

形に親しみながら，自己の伸びを振り返り，実感し   

ようとする。                 (省察性) 

〔第２学年〕 

① 必要に応じて具体物や半具体物を用いた活動を   

通して，数の仕組みやきまりを見つけたり，図形の  

構成要素の特徴に気付いたりすることができる。       

(創造性) 

② 必要に応じて具体物や半具体物を用いた活動を   

通して，友達とアイデアを出し合ったり，考えを伝

え合ったりするなどして，よりよい問題の解決に生

かそうとする。              (協働性) 

③ 必要に応じて具体物や半具体物を用いた活動を   

通して，数学的に表現・処理し，それらを振り返り，    

数や量，形について追究することの楽しさを実感 

しようとする。             (省察性) 

〔第３学年〕 

① 身の回りの問題解決に数や量，形を活用するな

どの活動を通して，小数や分数，平面図形につい

て理解し，論理的に推論しながら問題解決するこ

とができる。                      (創造性) 

② 友達とつくった問題を出し合ったり，アイデア

を出し合ったりしながら，友達に自分の考えを伝

えたり，友達の考えを聞いたりすることを通して

協力して身の回りの問いを解決しようとする。  

(協働性)    

③ 数学的に物事を表現・処理しながら問いを解決

し，その活動を振り返ることによって，数や量，

形の面白さに気付くとともに，自己の伸びを実感

しようとする。             (省察性) 

〔第４学年〕 

  ① 整数や小数，分数の計算の仕方を考えたり，図 

形の面積の求め方を考えたりする活動を通して，  

数処理の仕方や面積の意味および求め方について

理解することができる。        (創造性) 

  ② 身の回りの問題解決に数や量，形を活用するなど

の活動を通して，友達とアイデアを出し合い，問題

解決に役立てようとする。       (協働性) 

③ 事象を数学的に表現・処理し，その活動を振り返  

ることによって，自己の伸びを実感しようとする。       

(省察性) 

〔第５学年〕 

① 分数や小数の計算の仕方を求めたり，解決に必 

要な視点を考えてデータを基に追究するなどの活

動を通して，数や量，形の処理について論理を基に

推論したり，データを基に事象を多面的に考察した

りして，問いの解決に生かすことができる。 

(創造性) 

  ② 友達のアイデアを自分に取り入れたり，自分の 

考えを友達と伝え合ったりして，友達と協力しな

がら効率的に問いを解決したり，事象を多面的に
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考察したりしようとする。       (協働性) 

  ③ 抽象的に数や量，形を処理したり，複数のグラフ

を基に事象を多面的に考察したりする活動を通し

て，数学的・多面的に物事を表現・処理し，その活

動や活動を通した学びを振り返ることによって，

自己の伸びを実感しようとする。    (省察性) 

〔第６学年〕 

① 分数や文字式の計算について考えたり，求積をし   

たりするなどの活動を通して，論理的に推論しなが 

ら問題を解決することができる。      (創造性) 

② 友達のアイデアを取り入れたり，自分の考えの根

拠を明確にして友達に伝えたりして，協力しながら

効率的に問いを解決しようとする。   (協働性)     

③ 抽象的に数や量，形を処理する活動を通して，数  

学的に物事を表現・処理し，活動を振り返ったり， 

未来のことを考えたりすることによって，自己の伸 

びや考えることの楽しさを実感し，さらなる目標を 

設定しようとする。           (省察性) 

３ 内容構成 

 (1) 内容構成の考え方 

数学科は，問いを解決するために論理的に思考すること

を目指す教科であり，数理を獲得したり，統合的・発展的

に問いを解決したりする力の育成を目指す 12。そこで，数

学的な要素を基に内容区分を設定した 13。 

 (2) 具体的な内容構成 

 数学科では，事象に含まれる数学的な要素に着目し，「Ａ

数・量」「Ｂ形」「Ｃデータ・変化」の３つから内容を構成

した（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３ 数学科の内容構成】 

数学科の内容構成は，現行算数科の内容を削減したり統

合（表１）したりして整理している。 

【表１ 内容の比較(具体例)】 

現行 本校 

Ａ 数と計算(１年) 

・ いくつと いくつ 

・ おなじ かずずつ 

Ａ 数・量(１年) 

・ ならべかたや わけ 

かたを くふうしよう 

Ｃ 変化と関係(５年) 

・ 単位量あたり 

・ 速さ 

Ｃ データ・変化(５年) 

・ 速さを比べよう！ 

～わたしは旅行プランナー～ 

Ｂ 図形(６年) 

・ 図形の拡大・縮小 

Ｃ 変化と関係(６年) 

・ 比とその利用 

Ｂ 形(６年) 

・ 宝の地図を読み解け 

内容の構成については，現行算数科の内容を見直し，ス

リム化を図っている。具体的には，取り扱う内容の中心概

念を明らかにし，焦点化して指導したり，他教科と共通す

る概念を明らかにし，関連を図ったりする。さらに，現在

の社会情勢と照らして必ずしも必要ではないと思われる

内容については削除を行っている。以上のように内容のス

リム化を進めていくことで，帰納的や演繹的に思考し，数

学的な見方・考え方を養いながら問いを解決するという数

学科の目指す姿がより具体化される。 

 (3) 各学年の内容構成と系統 

上記の内容構成と視点を生かし，学年ごとに扱う内容の

系統について表すと以下のようになる(表２)。 
【表２ 学年の系統】 

 Ａ数・量 Ｂ形 Ｃ データ・変化 

１

年

生 

 

○数 
・事象は数えたり

比べたりできる 
・数はほかの数の

和や差として 
みたり等分したり

できる 
・２位数までの 
十進位取り記数法

の表記を理解する 
〇量 
・ものの量はほか

の量のいくつ分で

表すことができる 

・ものの形は形状

の特徴や機能的な

性質をもつ 
・形は合成したり 
分解したりするこ

とができる 

○データ 
・身の回りの事象

は数を用いて整理

することができる 

２

年

生 

 

○数 
・数はほかの数の 
積としてみることが 
できる 
・十進位取りの 
仕組みを理解する 
○量 
・ものの量は普遍

単位のいくつ分で

表すことができる 

・平面図形の 
特徴は辺の長さや

角の大きさと 
いった構成要素を

基にしていること

を理解する 

 

○データ 
・事象は数量を 
用いて多様な 
方法で整理する 
ことができる 

 

３

年

生 

 

 

 

 

○数 

・小数や分数は 
「１を等分した 
もののいくつ分」

であるという 
意味や表し方を 
理解する 

・辺の長さの相等

や直角といった 
長方形や正方形の

性質を理解する 

・「中心からの 

距離がすべて 

等しい図形」など

○データ 

・棒グラフと表の

特徴の違いを 
理解する 

〇変化 

・基準量と 
比較量の関係に 

 ・十進位取りの 
仕組みを用いた 
加法と減法の仕方

を理解する 
○量の測定 
・単位量のいくつ分

を基にした表し方に 
ついて理解する 

円や球の性質を 

理解する。 

 

ついて理解する 

 

 

 

４

年

生 

 

 

 

 

 

○数 
・計算には順序が

あることや 
一般化された式で

表すことができる

ことを理解する 
・１より大きい 
小数や分数の 
表し方や， 
大きさの等しい 
分数の作り方に 
ついて理解する 

・十進位取りの 

仕組みを用いた 

乗法や除法の 

仕方を理解する 

・「１㎠のいくつ

分」とする広さの

表し方を理解する 

・辺の垂直・平行

や角度を基にした

平面図形の性質を

理解する 

・辺の垂直・平行

や角度を基にした

立体図形の特徴を

理解する 

 

○データ 
・折れ線グラフで

は変化の仕方を 
捉えることが 
できること， 
表では２つの 
項目を見やすく 
整理できることを

理解する 
〇変化 
・基準量を 
置き換えて 
比較量を捉える 
ことができる 
ことを理解する 
・数量の変化の 
仕方は規則性を 
もつ場合がある 
ことを理解する 

５

年

生 

 

 

 

 

 

 

 

○数 

・小数や分数は，

整数と同じように

倍や等分ができる

ことを理解する 
 

・かさを「１㎤の

いくつ分」として

理解する 
・図形の形や 
大きさが決まる 
要素や図形の合同

多角形の性質に 
ついて理解する 

・図形の辺の長さ

や角の大きさと 

いった特徴を 

利用した面積の 

求め方を理解する 

・立体図形の特徴

は，頂点，辺，面

といった構成要素

を基にしている 

ことを理解する 

○データ 
・規則性に着目し

た推論 
・数量の関係に着

目した比べ方や表

し方 
・百分率 
○変化 
・事象の規則性

に着目した 

推論について 

理解する 

・基準量と 

比較量の関係に

着目して，事象

の特徴や傾向を

捉えることが 

できることを 

理解する 

・数量の関係に

着目した比べ方

や表し方に 

ついて理解する 

・百分率を 

用いて２つの量

の関係を表す 

ことができる 

ことを理解する 

６

年

生 

 

○数 
・事象に含まれる

数量の関係を 
一般化した式に 
表現できることを

理解する 
・小数や分数を 
用いた乗法や除法の

仕方を単位小数や 
単位分数に着目して

理解する 

・曲線を含む 
図形の特徴を 
利用した円の 
面積の求め方を 
理解する 
・図形を構成する

辺の長さや角の 
大きさに着目して

図形の対称性や 
縮図や拡大図に 
ついて理解する 
・かさは単位面積

の幾つ分として 
捉えることが 
できることを 
理解する 

〇変化 

・比例や反比例

についての 

数量の関係を 

理解する 

・データの特徴

に着目して 

事象の傾向を 

多面的に捉える

ことができる 

ことを理解する 

・比は２つの量

の割合を簡単な

整数の組で表す

ことができる 

ということを 

理解する 

・観点を決めて

分類整理する 

ことを理解する 
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考察したりしようとする。       (協働性) 

  ③ 抽象的に数や量，形を処理したり，複数のグラフ

を基に事象を多面的に考察したりする活動を通し

て，数学的・多面的に物事を表現・処理し，その活

動や活動を通した学びを振り返ることによって，

自己の伸びを実感しようとする。    (省察性) 

〔第６学年〕 

① 分数や文字式の計算について考えたり，求積をし   

たりするなどの活動を通して，論理的に推論しなが 

ら問題を解決することができる。      (創造性) 

② 友達のアイデアを取り入れたり，自分の考えの根

拠を明確にして友達に伝えたりして，協力しながら

効率的に問いを解決しようとする。   (協働性)     

③ 抽象的に数や量，形を処理する活動を通して，数  

学的に物事を表現・処理し，活動を振り返ったり， 

未来のことを考えたりすることによって，自己の伸 

びや考えることの楽しさを実感し，さらなる目標を 

設定しようとする。           (省察性) 

３ 内容構成 

 (1) 内容構成の考え方 

数学科は，問いを解決するために論理的に思考すること

を目指す教科であり，数理を獲得したり，統合的・発展的

に問いを解決したりする力の育成を目指す 12。そこで，数

学的な要素を基に内容区分を設定した 13。 

 (2) 具体的な内容構成 

 数学科では，事象に含まれる数学的な要素に着目し，「Ａ

数・量」「Ｂ形」「Ｃデータ・変化」の３つから内容を構成

した（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３ 数学科の内容構成】 

数学科の内容構成は，現行算数科の内容を削減したり統

合（表１）したりして整理している。 

【表１ 内容の比較(具体例)】 

現行 本校 

Ａ 数と計算(１年) 

・ いくつと いくつ 

・ おなじ かずずつ 

Ａ 数・量(１年) 

・ ならべかたや わけ 

かたを くふうしよう 

Ｃ 変化と関係(５年) 

・ 単位量あたり 

・ 速さ 

Ｃ データ・変化(５年) 

・ 速さを比べよう！ 

～わたしは旅行プランナー～ 

Ｂ 図形(６年) 

・ 図形の拡大・縮小 

Ｃ 変化と関係(６年) 

・ 比とその利用 

Ｂ 形(６年) 

・ 宝の地図を読み解け 

内容の構成については，現行算数科の内容を見直し，ス

リム化を図っている。具体的には，取り扱う内容の中心概

念を明らかにし，焦点化して指導したり，他教科と共通す

る概念を明らかにし，関連を図ったりする。さらに，現在

の社会情勢と照らして必ずしも必要ではないと思われる

内容については削除を行っている。以上のように内容のス

リム化を進めていくことで，帰納的や演繹的に思考し，数

学的な見方・考え方を養いながら問いを解決するという数

学科の目指す姿がより具体化される。 

 (3) 各学年の内容構成と系統 

上記の内容構成と視点を生かし，学年ごとに扱う内容の

系統について表すと以下のようになる(表２)。 
【表２ 学年の系統】 

 Ａ数・量 Ｂ形 Ｃ データ・変化 

１

年

生 

 

○数 
・事象は数えたり

比べたりできる 
・数はほかの数の

和や差として 
みたり等分したり

できる 
・２位数までの 
十進位取り記数法

の表記を理解する 
〇量 
・ものの量はほか

の量のいくつ分で

表すことができる 

・ものの形は形状

の特徴や機能的な

性質をもつ 
・形は合成したり 
分解したりするこ

とができる 

○データ 
・身の回りの事象

は数を用いて整理

することができる 

２

年

生 

 

○数 
・数はほかの数の 
積としてみることが 
できる 
・十進位取りの 
仕組みを理解する 
○量 
・ものの量は普遍

単位のいくつ分で

表すことができる 

・平面図形の 
特徴は辺の長さや

角の大きさと 
いった構成要素を

基にしていること

を理解する 

 

○データ 
・事象は数量を 
用いて多様な 
方法で整理する 
ことができる 

 

３

年

生 

 

 

 

 

○数 

・小数や分数は 
「１を等分した 
もののいくつ分」

であるという 
意味や表し方を 
理解する 

・辺の長さの相等

や直角といった 
長方形や正方形の

性質を理解する 

・「中心からの 

距離がすべて 

等しい図形」など

○データ 

・棒グラフと表の

特徴の違いを 
理解する 

〇変化 

・基準量と 
比較量の関係に 

 ・十進位取りの 
仕組みを用いた 
加法と減法の仕方

を理解する 
○量の測定 
・単位量のいくつ分

を基にした表し方に 
ついて理解する 

円や球の性質を 

理解する。 

 

ついて理解する 

 

 

 

４

年

生 

 

 

 

 

 

○数 
・計算には順序が

あることや 
一般化された式で

表すことができる

ことを理解する 
・１より大きい 
小数や分数の 
表し方や， 
大きさの等しい 
分数の作り方に 
ついて理解する 

・十進位取りの 

仕組みを用いた 

乗法や除法の 

仕方を理解する 

・「１㎠のいくつ

分」とする広さの

表し方を理解する 

・辺の垂直・平行

や角度を基にした

平面図形の性質を

理解する 

・辺の垂直・平行

や角度を基にした

立体図形の特徴を

理解する 

 

○データ 
・折れ線グラフで

は変化の仕方を 
捉えることが 
できること， 
表では２つの 
項目を見やすく 
整理できることを

理解する 
〇変化 
・基準量を 
置き換えて 
比較量を捉える 
ことができる 
ことを理解する 
・数量の変化の 
仕方は規則性を 
もつ場合がある 
ことを理解する 

５

年

生 

 

 

 

 

 

 

 

○数 

・小数や分数は，

整数と同じように

倍や等分ができる

ことを理解する 
 

・かさを「１㎤の

いくつ分」として

理解する 
・図形の形や 
大きさが決まる 
要素や図形の合同

多角形の性質に 
ついて理解する 

・図形の辺の長さ

や角の大きさと 

いった特徴を 

利用した面積の 

求め方を理解する 

・立体図形の特徴

は，頂点，辺，面

といった構成要素

を基にしている 

ことを理解する 

○データ 
・規則性に着目し

た推論 
・数量の関係に着

目した比べ方や表

し方 
・百分率 
○変化 
・事象の規則性

に着目した 

推論について 

理解する 

・基準量と 

比較量の関係に

着目して，事象

の特徴や傾向を

捉えることが 

できることを 

理解する 

・数量の関係に

着目した比べ方

や表し方に 

ついて理解する 

・百分率を 

用いて２つの量

の関係を表す 

ことができる 

ことを理解する 

６

年

生 

 

○数 
・事象に含まれる

数量の関係を 
一般化した式に 
表現できることを

理解する 
・小数や分数を 
用いた乗法や除法の

仕方を単位小数や 
単位分数に着目して

理解する 

・曲線を含む 
図形の特徴を 
利用した円の 
面積の求め方を 
理解する 
・図形を構成する

辺の長さや角の 
大きさに着目して

図形の対称性や 
縮図や拡大図に 
ついて理解する 
・かさは単位面積

の幾つ分として 
捉えることが 
できることを 
理解する 

〇変化 

・比例や反比例

についての 

数量の関係を 

理解する 

・データの特徴

に着目して 

事象の傾向を 

多面的に捉える

ことができる 

ことを理解する 

・比は２つの量

の割合を簡単な

整数の組で表す

ことができる 

ということを 

理解する 

・観点を決めて

分類整理する 

ことを理解する 
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４ 各学年の内容 

〔第１学年〕 

【Ａ 数・量】 

ア ものの個数を数えたり，数の関係を調べたりす

ることを通して，身の回りの事象を数理的に捉え，

数えたり比べたりできることを理解する。 

イ ものの個数をまとめたり分けたりして数える

ことを通して，１つの数をほかの数の和や差とし

てみたり，等分したりすることができることを理

解する。 

ウ ものの個数をまとめたり分けたりして数える

ことを通して，十進位取り記数法の表記を用いた

２位数の表し方を理解する。 

エ 身の回りのものの等分の仕方を調べることを

通して，ものの量は他のものの幾つ分として表す

ことができることを理解する。 

オ 身の回りのものの大きさの比べ方を調べるこ

とを通して，長さ，広さ，かさの比べ方には違い

があることを理解する。 

【Ｂ 形】 

カ 形を構成したり組み合わせたりすることを通

して，ものの形には，かどの数が異なるといった

形状の特徴や重ねて積み上げることができると

いった機能的な性質をもつものがあることを理

解する。 

キ 形を構成したり組み合わせたりすることを通

して，形は合成したり分解したりすることができ

ることを理解する。 

【Ｃ データ・変化】 

ク ものの個数を調べて簡単な絵や図などに表す

ことを通して，身の回りの事象は数量を用いて整

理することができることを理解する。 

〔第２学年〕 

【Ａ 数・量】 

ア ものの個数をまとめたり分けたりして数える

ことを通して，１つの数をほかの数の積としてみ

ることができることを理解する。 

イ ものの個数をまとまりをつくりながら数える

ことを通して，十進位取りの仕組みを理解する。 

ウ 様々なものを等分することを通して，等しく分

けることの意味や簡単な分数の表し方，仕組みを

理解する。 

エ 身の回りのものの大きさを測定したり，比べた         

りすることを通して，ものの量は普遍単位の幾つ   

分として表すことができることを理解する。 

【Ｂ 形】 

オ 平面図形や立体図形の構成要素に着目して観

察や構成をすることを通して，平面図形の特徴は

辺の長さや角の形などの構成要素を基にしてい

ることを理解する。 

カ 立体図形の仲間分けをしたり，実際に立体図形

をつくったりすることを通して，立体図形の特徴

は辺や面，頂点の数や面の形などの構成要素を基

にしていることを理解する。  

【Ｃ データ・変化】 

キ 事象を表やグラフに表すことを通して，事象は   

数量を用いて多様な方法で整理できることを理 

解する。 

〔第３学年〕 

【Ａ 数・量】 

ア １より小さい量について調べることを通して，

小数や分数が「１を等分したもののいくつ分であ

る」という意味や表し方を理解する。 

イ まとまりの数と端数に分けて計算する方法を

調べることを通して，十進位取りの仕組みを用い

た加法や減法の仕方を理解する。 

ウ かけ算の筆算の仕方について話し合うことを

通して，位ごとに計算することに着目して筆算の

仕組みを理解する。 

エ 数量をまとめたり等分したりして，工夫して数   

える方法を調べることを通して，「基準量は基に 

している量」，「比較量は比べる量」など，基準量   

と比較量の関係について理解する。 

オ 身近なものの長さや重さの測定をすることを

通して，「単位量のいくつ分」を基にした表し方

について理解する。 

【Ｂ 形】 

カ 構成要素に着目して平面図形を分類すること

を通して，辺の長さや角の相等や直角といった正

三角形や二等辺三角形の性質を理解する。 

キ 円の構成や球の観察をすることを通して，「中

心からの距離がすべて等しい図形」など，円や球

の性質を理解する。 

【Ｃ データ・変化】  

ク 事象をグラフや表に表して，見いだしたことを    

表現することを通して，棒グラフでは数量を比較   

して量の大小を捉えることができること，表では   

１つの項目のデータを見やすく整理できること

を理解する。 

〔第４学年〕 

【Ａ 数・量】 

ア (  )や□，△などを用いた式で表す場面を調

べることを通して，計算には順序があることや一  

般化された式で表せることを理解する。 

イ 小数や分数をまとめたり等分したりして，工夫   

して数える方法を調べることを通して，１より大   

きい小数や分数の表し方や，大きさの等しい分数   

の作り方について理解する。 

ウ まとまりの数と端数に分けて計算する方法を

調べることを通して，十進位取りの仕組みを用い

た乗法や除法の仕方を理解する。 

エ 数を切り捨てたり切り上げたりしておよその

数で表すことを通して，場面に応じた概数の表し

方について理解する。 

【Ｂ 形】 

オ 平面図形の面積を調べることを通して，「１ｃ

㎡のいくつ分」とする広さの表し方を理解する。 

カ 構成要素の関係に着目して平面図形を分類す

ることを通して，辺の垂直・平行や角度を基にし

た平面図形の性質を理解する。 

キ 立体図形の構成要素に着目して観察や構成を

することを通して，面や辺の垂直・平行や角度を

基にした立体図形の特徴を理解する。 

【Ｃ データ・変化】 

ク 伴って変わる２つの数量の変化の割合を調べ

ることを通して，基準量を置き換えて比較量を捉

えることができることを理解する。 

ケ 伴って変わる２つの数量の変化の仕方を調べ

ることを通して，数量の変化の仕方は規則性をも

つ場合があることを理解する。 

コ 事象を折れ線グラフや表に表して，見いだした    

ことを表現することを通して，折れ線グラフでは   

変化の仕方を捉えることができること，表では２ 

つの項目を見やすく整理できることを理解する。

（複合化） 

〔第５学年〕 

【Ａ 数・量】 

ア 整数の仲間分けをしたり，同じ割合で増えてい

く数の決まりを見つけたりすることを通して，偶

数や奇数，倍数や約数などの整数の性質について

理解する。 

イ 基準量や比較量が小数や分数であるときの計

算の仕方について調べることを通して，小数や分

数は，整数と同じように倍や等分ができることを

理解する。 

【Ｂ 形】 

ウ 立体図形の体積を調べることを通して，かさを   

「１㎤のいくつ分」として理解する。 

エ 図形間の関係に着目して，構成の仕方について  

調べることを通して，図形の形や大きさが決まる  

要素や合同，多角形の性質について理解する。 

オ 平面図形の面積の求め方を調べることを通し

て，図形の辺の長さや角の大きさといった特徴を

利用した面積の求め方を理解する。 

カ 構成要素に着目して立体図形を分類すること

を通して，立体図形の特徴は，頂点，辺，面など

の構成要素を基にしていることを理解する。 

【Ｃ データ・変化】 

キ 事象の変化の特徴を調べることを通して，事象   

の規則性に着目した推論について理解すること

ができる。 

ク 数量の関係をグラフに表して，見いだしたこと   

を表現することを通して，基準量と比較量の関係    

に着目して，事象の特徴や傾向を捉えることがで   

きることを理解する。 

ケ 異種の２つの量の変化の仕方について調べる

ことを通して，数量の関係に着目した比べ方や表

し方について理解する。 

コ 基準量と比較量の関係を調べることを通して，

百分率を用いて２つの量の関係を表すことがで

きることを理解する。 

〔第６学年〕 

【Ａ 数・量】 

ア 文字を用いた式で表される場面を調べること

を通して，事象に含まれる数量の関係を一般化し

た式に表現できることを理解する。 

イ 基準量と比較量のどちらも分数であるときの

計算の仕方について調べることを通して，分数を

用いた乗法や除法の仕方を単位分数に着目して

理解する。 

【Ｂ 形】 

ウ 曲線を含む図形の面積の求め方を既習図形に

分けて調べることを通して，曲線を含む図形の特

徴を利用した円の面積の求め方を理解する。 

エ 図形間の関係や特徴に着目して平面図形を類

別することを通して，図形を構成する辺の長さや

角の大きさに着目して，図形の対称性や縮図や拡

大図について理解する。 

オ 立体図形の体積の求め方を調べることを通し

て，かさは単位面積の幾つ分として捉えることが

できることを理解する。 

【Ｃ データ・変化】 

カ 事象の変化の特徴を調べることを通して，比例   

や反比例についての数量の関係を理解する。 

キ 目的に応じてデータを収集し，統計的な問題解

決の方法を理解する。 

ク データの特徴に着目して事象の傾向を，代表値

などを用いて多面的に捉えることができること

を理解する。 

ケ ２つの数量の関係を表す方法を調べることを

通して，比は２つの量の割合を簡単な整数の組で

表すことができるということを理解する。 

コ 並び方や組み合わせ方を調べることを通して，

観点を決めて分類整理することを理解する。 
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４ 各学年の内容 

〔第１学年〕 

【Ａ 数・量】 

ア ものの個数を数えたり，数の関係を調べたりす

ることを通して，身の回りの事象を数理的に捉え，

数えたり比べたりできることを理解する。 

イ ものの個数をまとめたり分けたりして数える

ことを通して，１つの数をほかの数の和や差とし

てみたり，等分したりすることができることを理

解する。 

ウ ものの個数をまとめたり分けたりして数える

ことを通して，十進位取り記数法の表記を用いた

２位数の表し方を理解する。 

エ 身の回りのものの等分の仕方を調べることを

通して，ものの量は他のものの幾つ分として表す

ことができることを理解する。 

オ 身の回りのものの大きさの比べ方を調べるこ

とを通して，長さ，広さ，かさの比べ方には違い

があることを理解する。 

【Ｂ 形】 

カ 形を構成したり組み合わせたりすることを通

して，ものの形には，かどの数が異なるといった

形状の特徴や重ねて積み上げることができると

いった機能的な性質をもつものがあることを理

解する。 

キ 形を構成したり組み合わせたりすることを通

して，形は合成したり分解したりすることができ

ることを理解する。 

【Ｃ データ・変化】 

ク ものの個数を調べて簡単な絵や図などに表す

ことを通して，身の回りの事象は数量を用いて整

理することができることを理解する。 

〔第２学年〕 

【Ａ 数・量】 

ア ものの個数をまとめたり分けたりして数える

ことを通して，１つの数をほかの数の積としてみ

ることができることを理解する。 

イ ものの個数をまとまりをつくりながら数える

ことを通して，十進位取りの仕組みを理解する。 

ウ 様々なものを等分することを通して，等しく分

けることの意味や簡単な分数の表し方，仕組みを

理解する。 

エ 身の回りのものの大きさを測定したり，比べた         

りすることを通して，ものの量は普遍単位の幾つ   

分として表すことができることを理解する。 

【Ｂ 形】 

オ 平面図形や立体図形の構成要素に着目して観

察や構成をすることを通して，平面図形の特徴は

辺の長さや角の形などの構成要素を基にしてい

ることを理解する。 

カ 立体図形の仲間分けをしたり，実際に立体図形

をつくったりすることを通して，立体図形の特徴

は辺や面，頂点の数や面の形などの構成要素を基

にしていることを理解する。  

【Ｃ データ・変化】 

キ 事象を表やグラフに表すことを通して，事象は   

数量を用いて多様な方法で整理できることを理 

解する。 

〔第３学年〕 

【Ａ 数・量】 

ア １より小さい量について調べることを通して，

小数や分数が「１を等分したもののいくつ分であ

る」という意味や表し方を理解する。 

イ まとまりの数と端数に分けて計算する方法を

調べることを通して，十進位取りの仕組みを用い

た加法や減法の仕方を理解する。 

ウ かけ算の筆算の仕方について話し合うことを

通して，位ごとに計算することに着目して筆算の

仕組みを理解する。 

エ 数量をまとめたり等分したりして，工夫して数   

える方法を調べることを通して，「基準量は基に 

している量」，「比較量は比べる量」など，基準量   

と比較量の関係について理解する。 

オ 身近なものの長さや重さの測定をすることを

通して，「単位量のいくつ分」を基にした表し方

について理解する。 

【Ｂ 形】 

カ 構成要素に着目して平面図形を分類すること

を通して，辺の長さや角の相等や直角といった正

三角形や二等辺三角形の性質を理解する。 

キ 円の構成や球の観察をすることを通して，「中

心からの距離がすべて等しい図形」など，円や球

の性質を理解する。 

【Ｃ データ・変化】  

ク 事象をグラフや表に表して，見いだしたことを    

表現することを通して，棒グラフでは数量を比較   

して量の大小を捉えることができること，表では   

１つの項目のデータを見やすく整理できること

を理解する。 

〔第４学年〕 

【Ａ 数・量】 

ア (  )や□，△などを用いた式で表す場面を調

べることを通して，計算には順序があることや一  

般化された式で表せることを理解する。 

イ 小数や分数をまとめたり等分したりして，工夫   

して数える方法を調べることを通して，１より大   

きい小数や分数の表し方や，大きさの等しい分数   

の作り方について理解する。 

ウ まとまりの数と端数に分けて計算する方法を

調べることを通して，十進位取りの仕組みを用い

た乗法や除法の仕方を理解する。 

エ 数を切り捨てたり切り上げたりしておよその

数で表すことを通して，場面に応じた概数の表し

方について理解する。 

【Ｂ 形】 

オ 平面図形の面積を調べることを通して，「１ｃ

㎡のいくつ分」とする広さの表し方を理解する。 

カ 構成要素の関係に着目して平面図形を分類す

ることを通して，辺の垂直・平行や角度を基にし

た平面図形の性質を理解する。 

キ 立体図形の構成要素に着目して観察や構成を

することを通して，面や辺の垂直・平行や角度を

基にした立体図形の特徴を理解する。 

【Ｃ データ・変化】 

ク 伴って変わる２つの数量の変化の割合を調べ

ることを通して，基準量を置き換えて比較量を捉

えることができることを理解する。 

ケ 伴って変わる２つの数量の変化の仕方を調べ

ることを通して，数量の変化の仕方は規則性をも

つ場合があることを理解する。 

コ 事象を折れ線グラフや表に表して，見いだした    

ことを表現することを通して，折れ線グラフでは   

変化の仕方を捉えることができること，表では２ 

つの項目を見やすく整理できることを理解する。

（複合化） 

〔第５学年〕 

【Ａ 数・量】 

ア 整数の仲間分けをしたり，同じ割合で増えてい

く数の決まりを見つけたりすることを通して，偶

数や奇数，倍数や約数などの整数の性質について

理解する。 

イ 基準量や比較量が小数や分数であるときの計

算の仕方について調べることを通して，小数や分

数は，整数と同じように倍や等分ができることを

理解する。 

【Ｂ 形】 

ウ 立体図形の体積を調べることを通して，かさを   

「１㎤のいくつ分」として理解する。 

エ 図形間の関係に着目して，構成の仕方について  

調べることを通して，図形の形や大きさが決まる  

要素や合同，多角形の性質について理解する。 

オ 平面図形の面積の求め方を調べることを通し

て，図形の辺の長さや角の大きさといった特徴を

利用した面積の求め方を理解する。 

カ 構成要素に着目して立体図形を分類すること

を通して，立体図形の特徴は，頂点，辺，面など

の構成要素を基にしていることを理解する。 

【Ｃ データ・変化】 

キ 事象の変化の特徴を調べることを通して，事象   

の規則性に着目した推論について理解すること

ができる。 

ク 数量の関係をグラフに表して，見いだしたこと   

を表現することを通して，基準量と比較量の関係    

に着目して，事象の特徴や傾向を捉えることがで   

きることを理解する。 

ケ 異種の２つの量の変化の仕方について調べる

ことを通して，数量の関係に着目した比べ方や表

し方について理解する。 

コ 基準量と比較量の関係を調べることを通して，

百分率を用いて２つの量の関係を表すことがで

きることを理解する。 

〔第６学年〕 

【Ａ 数・量】 

ア 文字を用いた式で表される場面を調べること

を通して，事象に含まれる数量の関係を一般化し

た式に表現できることを理解する。 

イ 基準量と比較量のどちらも分数であるときの

計算の仕方について調べることを通して，分数を

用いた乗法や除法の仕方を単位分数に着目して

理解する。 

【Ｂ 形】 

ウ 曲線を含む図形の面積の求め方を既習図形に

分けて調べることを通して，曲線を含む図形の特

徴を利用した円の面積の求め方を理解する。 

エ 図形間の関係や特徴に着目して平面図形を類

別することを通して，図形を構成する辺の長さや

角の大きさに着目して，図形の対称性や縮図や拡

大図について理解する。 

オ 立体図形の体積の求め方を調べることを通し

て，かさは単位面積の幾つ分として捉えることが

できることを理解する。 

【Ｃ データ・変化】 

カ 事象の変化の特徴を調べることを通して，比例   

や反比例についての数量の関係を理解する。 

キ 目的に応じてデータを収集し，統計的な問題解

決の方法を理解する。 

ク データの特徴に着目して事象の傾向を，代表値

などを用いて多面的に捉えることができること

を理解する。 

ケ ２つの数量の関係を表す方法を調べることを

通して，比は２つの量の割合を簡単な整数の組で

表すことができるということを理解する。 

コ 並び方や組み合わせ方を調べることを通して，

観点を決めて分類整理することを理解する。 
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５ 指導計画の作成と内容の取り扱い 

(1) 指導計画作成上の配慮事項 

  ア 年間指導計画についての考え方 

 「数学科」においては，与えられた問いではなく，子供

が自ら問いを見いだしていく必要がある。特にテーマ学習

においては，「人間科」における哲学的な問いにせまるよ

うな学びになることが重要である。そこで，現行の算数科

で大切にされている系統性は重視した上で，子供の文脈を

大切にしながら年間指導計画を作成していく。 
  イ 単元計画についての考え方 

  (ｱ) テーマ学習 

 「人間科」の学びにおいて，哲学的な問いにせまる学習

の中で，子供が数や量，形などの内容を必要としたとき 14

に位置付ける（図４）。 

 

【図４ 数学科が位置付いたテーマ学習の例（第６学年）】 

    (ｲ) リレーション学習 

 他教科と内容が有機的に関連する際に，リレーション学

習を位置付ける。例えば第１学年リレーション「新１年生

にしょうかいするばしょをきめよう」では，社会科と関連

させ，「１年生に学校のどのようなことを紹介すればよい

か」という問いを共有する。そして，各教科の見方・考え

方を働かせながら学びを深めていく（図５）。ここでは，

ＳＴＥＭ教育やＳＴＥＡＭ教育の視点も取り入れた学習

も構想していく 15。 

 

【図５ 社会科とのリレーション学習の例（第１学年）】 

    (ｳ) フォーカス学習 

 現行の算数科における内容で，削減，統合ができると考

えられるものについては，焦点化して指導する。こうする

ことによって，内容のスリム化を図ることができると同時

に，必要な知識・技能を短時間で獲得し，子供の求めに応

じた主体的な学びを取り入れていく。例えば，第６学年の

フォーカス「古地図から浮かび上がる数と形」では，図形

の拡大・縮小，比とその利用，およその面積における重複

のある内容を統合し，拡大図や縮図における構成要素に着

目して考える学習を構想することで，約６時間の授業時数

のスリム化を実現することができた（図６）。 

【図６ フォーカス学習の例（第６学年）】 

 (2) 内容の取扱いについての配慮事項 

  ア 数学科における子供の文脈 

 数学科では子供の文脈を２つの面から捉える。１つは，

「考えてみたい」「この場合はどうか」といった数学の世

界に没頭することで自分から学びに向かう欲求である。２

つは「数学は役に立つな」「この場合にも使えるな」など

の有用性である。この２つはカリキュラムの編成原理であ

る文化遺産の継承・発展や社会現実への対応ともつながっ

ている。学びに向かう欲求は主にフォーカス学習から，有

用性については主にテーマ学習やリレーション学習から

アプローチしていく（図７）。 

【図７ 子供の文脈と３つの学びとの関係】 

イ 真正の課題の条件 

数学科においては，次の３つの真正の課題となる条件を

設定する（表３）。 

【表３ 真正の課題の条件】 

 条件の内容（「数学」に置きかえる） 

知のまとまり 
 １年生から６年生まで，系統立てられた

課題であること 

たくましい 

追究 

 論理的，統合的，発展的に考えることが

できるものであること   

学校を超える

価値 

 論理的思考力や，統計的問題解決能力な

ど，現代やこれからの社会にとって価値が

あるものであること 

 

 

ウ 学習としての評価 

テーマ学習やリレーション学習では，学びの道標

（図８）を作成しそれを共有することで，子供自身が

評価の主体者となることができるようにする。

 

【図８ テーマ学習における学びの道標（第６学年）】 

さらに，その際，自分で学習計画を作成し，それに

沿って振り返りを行いながら次時以降の学習の方向性

を定めていくことにより，子供が学びの舵取りを行い

ながら学習を進めていくことができるようにする。 

６ アセスメントの⽅法の選択 

 数学科において育成する資質・能力は，短期間で育成

されるものではない。特定の単元ではなく，年間を通し

て，さらには学年を超えて長期的に育成を目指すもので

ある 16。そこで，数学科における創造性を長期的に見取

るためのパフォーマンス課題を単元の山場となる場面

に設定する。パフォーマンス課題の設定の仕方としては，

図９のような３つのパターンが想定される。 

 

【図９ パフォーマンス課題の設定パターン】 

 また，そこで提示するパフォーマンス課題は以下のよ

うな条件を満たしている必要がある（表４）。 

【表４ パフォーマンス課題の条件】 

・場面の中に問題解決に必要な情報だけでなく，不必

要な情報が混在している 

・学年を超えた既習の学びを組み合わせて解く必要

がある 17 

・思考のプロセスが分かる 

数学科では，数学的にモデル化するような思考を伴う

問題解決に取り組ませて，創造性の評価を行う。その際，

子供と，評価の基準となる以下のようなルーブリックを

共有することで，子供が望ましい学びの在り方を自覚す

ることができる（表５）。 

【表５ 子供と共有するルーブリック】 

・問いを見いだす力として 

よい もう少し 

場面から問題解決に

必要な条件を見つける

ことができている。 

場面の中から必要な

条件を選び出すことが

できていない。 

・論理的思考力・表現力として 

とてもよい よい もう少し 

論理的な思

考のプロセス

の下，妥当性の

ある答えを導

いている。 

論理的な思

考プロセスか，

妥当性のある

答えのどちら

かが見られる。 

論理的に思

考しておらず，

答えにも妥当

性が見られな

い。 

 このような条件の下，パフォーマンス評価を行い，そ

の結果を基にカリキュラム評価につないでいく。具体的

には，パフォーマンス評価によって明らかになった子供

の創造性の高まりの度合いに応じて単元の時数を調整

する。 

＜註＞                               

１ 文部科学省，教育課程企画特別部会・論点整理［論点整理では，「グロー

バル化は我々の社会に多様性をもたらす」と述べ，解き方があらかじめ定

まった問題を効率的に解ける力を育むだけでは不十分で，社会の加速度的

な変化の中でも、社会的・職業的に自立した人間として、伝統や文化に立

脚し、高い志と意欲を持って、蓄積された知識を礎としながら、膨大な情

報から何が重要かを主体的に判断し、自ら問いを立ててその解決を目指し、

他者と協働しながら新たな価値を生み出していくことが求められるとし

ている。］ 
２ 平林一榮著（1992）『算数教育についての理解』皇學館大學講演叢書［平林

は算数教育の目的について，①生活性ないし実際性，②陶冶性，③学問性な

いし文化性の３点から整理している。昭和初頭の算数・数学教育で，「生活数

学」「生活算術」を強調した現実主義の人々は，数学の重要性を見落として，

実際に役立つこと，現実に存在することをとりあげたために，数理の一般性

を意識できなくなったと批判し，創造性の重要性を述べている。］ 
３ 日本教科教育学会(2020)『教科とその本質』教育出版［本著では，算数，

数学教育の今後の展望として，「数学科の存在を確たるものにするためには，

『なぜそれを教えるのか』という数学教育現代化の反省と同じく，統計を学

ぶことが人間性の形成にどのように寄与するのかが厳しく問われねばなら

ない」と，教えることの意義を今一度見直す必要性を示唆している。］ 
４ 奈須正裕(2020)『次代の学びをつくる知恵とワザ』ぎょうせい［奈須氏は

本著の中で，コンピテンシーとコンテンツは対立するものではなく，教科の

本質が２つを仲立ちし，有機的に結びつける関係になっていると述べ，コン

テンツの重要性を指摘している。一方で，マクレランドの例などから，知識

の抱え込みでは不十分であることも同時に指摘しており，質の高い知識を獲

得することが重要であるとしている。］ 
５ 石井英真著（2015）『今求められる学力と学びとは－コンピテンシーベー

スの光と影－』日本標準［石井は学校カリキュラム全体で育成すべき資質・

能力の内実を，階層性の側面から整理している。とりわけ「使えるレベル」

の学力に高めるため課題遂行にどの知識が有効か考え，時には必要な情報を

収集しながら，型にとらわれずに問題場面（文脈）と対話することが必要で

あり，いわば，「正解のない問題」に挑戦するプロセスを子供自身が遂行する

機会を授業過程に盛り込むことを述べている。数学科では石井の論と平林の

論を参考に，学力の構造とカリキュラムの関係を整理している。］ 
６ 福岡学芸大学付属福岡小学校研究紀要（昭和 34 年度）［昭和 33 年の学習

指導要領改訂を踏まえ，「論理的思考を伸ばす数学的な考え方の指導」に重点

を置かれている。具体的には割合の指導において，関数概念の育成と四則計

算の完成の２点が重要であると述べられており，概念形成の重要性に言及し

ている点で示唆的である。］ 
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５ 指導計画の作成と内容の取り扱い 

(1) 指導計画作成上の配慮事項 

  ア 年間指導計画についての考え方 

 「数学科」においては，与えられた問いではなく，子供

が自ら問いを見いだしていく必要がある。特にテーマ学習

においては，「人間科」における哲学的な問いにせまるよ

うな学びになることが重要である。そこで，現行の算数科

で大切にされている系統性は重視した上で，子供の文脈を

大切にしながら年間指導計画を作成していく。 
  イ 単元計画についての考え方 

  (ｱ) テーマ学習 

 「人間科」の学びにおいて，哲学的な問いにせまる学習

の中で，子供が数や量，形などの内容を必要としたとき 14

に位置付ける（図４）。 

 

【図４ 数学科が位置付いたテーマ学習の例（第６学年）】 

    (ｲ) リレーション学習 

 他教科と内容が有機的に関連する際に，リレーション学

習を位置付ける。例えば第１学年リレーション「新１年生

にしょうかいするばしょをきめよう」では，社会科と関連

させ，「１年生に学校のどのようなことを紹介すればよい

か」という問いを共有する。そして，各教科の見方・考え

方を働かせながら学びを深めていく（図５）。ここでは，

ＳＴＥＭ教育やＳＴＥＡＭ教育の視点も取り入れた学習

も構想していく 15。 

 

【図５ 社会科とのリレーション学習の例（第１学年）】 

    (ｳ) フォーカス学習 

 現行の算数科における内容で，削減，統合ができると考

えられるものについては，焦点化して指導する。こうする

ことによって，内容のスリム化を図ることができると同時

に，必要な知識・技能を短時間で獲得し，子供の求めに応

じた主体的な学びを取り入れていく。例えば，第６学年の

フォーカス「古地図から浮かび上がる数と形」では，図形

の拡大・縮小，比とその利用，およその面積における重複

のある内容を統合し，拡大図や縮図における構成要素に着

目して考える学習を構想することで，約６時間の授業時数

のスリム化を実現することができた（図６）。 

【図６ フォーカス学習の例（第６学年）】 

 (2) 内容の取扱いについての配慮事項 

  ア 数学科における子供の文脈 

 数学科では子供の文脈を２つの面から捉える。１つは，

「考えてみたい」「この場合はどうか」といった数学の世

界に没頭することで自分から学びに向かう欲求である。２

つは「数学は役に立つな」「この場合にも使えるな」など

の有用性である。この２つはカリキュラムの編成原理であ

る文化遺産の継承・発展や社会現実への対応ともつながっ

ている。学びに向かう欲求は主にフォーカス学習から，有

用性については主にテーマ学習やリレーション学習から

アプローチしていく（図７）。 

【図７ 子供の文脈と３つの学びとの関係】 

イ 真正の課題の条件 

数学科においては，次の３つの真正の課題となる条件を

設定する（表３）。 

【表３ 真正の課題の条件】 

 条件の内容（「数学」に置きかえる） 

知のまとまり 
 １年生から６年生まで，系統立てられた

課題であること 

たくましい 

追究 

 論理的，統合的，発展的に考えることが

できるものであること   

学校を超える

価値 

 論理的思考力や，統計的問題解決能力な

ど，現代やこれからの社会にとって価値が

あるものであること 

 

 

ウ 学習としての評価 

テーマ学習やリレーション学習では，学びの道標

（図８）を作成しそれを共有することで，子供自身が

評価の主体者となることができるようにする。

 

【図８ テーマ学習における学びの道標（第６学年）】 

さらに，その際，自分で学習計画を作成し，それに

沿って振り返りを行いながら次時以降の学習の方向性

を定めていくことにより，子供が学びの舵取りを行い

ながら学習を進めていくことができるようにする。 

６ アセスメントの⽅法の選択 

 数学科において育成する資質・能力は，短期間で育成

されるものではない。特定の単元ではなく，年間を通し

て，さらには学年を超えて長期的に育成を目指すもので

ある 16。そこで，数学科における創造性を長期的に見取

るためのパフォーマンス課題を単元の山場となる場面

に設定する。パフォーマンス課題の設定の仕方としては，

図９のような３つのパターンが想定される。 

 

【図９ パフォーマンス課題の設定パターン】 

 また，そこで提示するパフォーマンス課題は以下のよ

うな条件を満たしている必要がある（表４）。 

【表４ パフォーマンス課題の条件】 

・場面の中に問題解決に必要な情報だけでなく，不必

要な情報が混在している 

・学年を超えた既習の学びを組み合わせて解く必要

がある 17 

・思考のプロセスが分かる 

数学科では，数学的にモデル化するような思考を伴う

問題解決に取り組ませて，創造性の評価を行う。その際，

子供と，評価の基準となる以下のようなルーブリックを

共有することで，子供が望ましい学びの在り方を自覚す

ることができる（表５）。 

【表５ 子供と共有するルーブリック】 

・問いを見いだす力として 

よい もう少し 

場面から問題解決に

必要な条件を見つける

ことができている。 

場面の中から必要な

条件を選び出すことが

できていない。 

・論理的思考力・表現力として 

とてもよい よい もう少し 

論理的な思

考のプロセス

の下，妥当性の

ある答えを導

いている。 

論理的な思

考プロセスか，

妥当性のある

答えのどちら

かが見られる。 

論理的に思

考しておらず，

答えにも妥当

性が見られな

い。 

 このような条件の下，パフォーマンス評価を行い，そ

の結果を基にカリキュラム評価につないでいく。具体的

には，パフォーマンス評価によって明らかになった子供

の創造性の高まりの度合いに応じて単元の時数を調整

する。 

＜註＞                               

１ 文部科学省，教育課程企画特別部会・論点整理［論点整理では，「グロー

バル化は我々の社会に多様性をもたらす」と述べ，解き方があらかじめ定

まった問題を効率的に解ける力を育むだけでは不十分で，社会の加速度的

な変化の中でも、社会的・職業的に自立した人間として、伝統や文化に立

脚し、高い志と意欲を持って、蓄積された知識を礎としながら、膨大な情

報から何が重要かを主体的に判断し、自ら問いを立ててその解決を目指し、

他者と協働しながら新たな価値を生み出していくことが求められるとし

ている。］ 
２ 平林一榮著（1992）『算数教育についての理解』皇學館大學講演叢書［平林

は算数教育の目的について，①生活性ないし実際性，②陶冶性，③学問性な

いし文化性の３点から整理している。昭和初頭の算数・数学教育で，「生活数

学」「生活算術」を強調した現実主義の人々は，数学の重要性を見落として，

実際に役立つこと，現実に存在することをとりあげたために，数理の一般性

を意識できなくなったと批判し，創造性の重要性を述べている。］ 
３ 日本教科教育学会(2020)『教科とその本質』教育出版［本著では，算数，

数学教育の今後の展望として，「数学科の存在を確たるものにするためには，

『なぜそれを教えるのか』という数学教育現代化の反省と同じく，統計を学

ぶことが人間性の形成にどのように寄与するのかが厳しく問われねばなら

ない」と，教えることの意義を今一度見直す必要性を示唆している。］ 
４ 奈須正裕(2020)『次代の学びをつくる知恵とワザ』ぎょうせい［奈須氏は

本著の中で，コンピテンシーとコンテンツは対立するものではなく，教科の

本質が２つを仲立ちし，有機的に結びつける関係になっていると述べ，コン

テンツの重要性を指摘している。一方で，マクレランドの例などから，知識

の抱え込みでは不十分であることも同時に指摘しており，質の高い知識を獲

得することが重要であるとしている。］ 
５ 石井英真著（2015）『今求められる学力と学びとは－コンピテンシーベー

スの光と影－』日本標準［石井は学校カリキュラム全体で育成すべき資質・

能力の内実を，階層性の側面から整理している。とりわけ「使えるレベル」

の学力に高めるため課題遂行にどの知識が有効か考え，時には必要な情報を

収集しながら，型にとらわれずに問題場面（文脈）と対話することが必要で

あり，いわば，「正解のない問題」に挑戦するプロセスを子供自身が遂行する

機会を授業過程に盛り込むことを述べている。数学科では石井の論と平林の

論を参考に，学力の構造とカリキュラムの関係を整理している。］ 
６ 福岡学芸大学付属福岡小学校研究紀要（昭和 34 年度）［昭和 33 年の学習

指導要領改訂を踏まえ，「論理的思考を伸ばす数学的な考え方の指導」に重点

を置かれている。具体的には割合の指導において，関数概念の育成と四則計

算の完成の２点が重要であると述べられており，概念形成の重要性に言及し

ている点で示唆的である。］ 
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７ 福岡学芸大学付属福岡小学校研究紀要（昭和33年度）［暗算指導の研究が

まとめられており，「生活経験を中心とした問題解決により，生活改善を目指

して，進んで環境に働きかける態度や社会の実務的な事がらに対する理解，

理解された物を実際に活用する能力などが養成されねばならぬ」としている。

ここから，戦後の算数教育が生活改善を目指して行われていたことが分か

る。］ 
８ 杉山吉茂(2010）『公理的方法に基づく算数・数学の学習指導』東洋館出版

社［ブルーナーの教科の構造を研究した杉山は「見かけ上離れているかのよ

うに見える個々のことがらに共通の原理の存在を確認することによって，思

考の節約をはかることができる」と述べ，さらに「構造を強調するというの

はそういうものをただ単に捨てるのではなく，それらを何か共通の原理の中

に位置付け，関係づけていこうとするものである」とある。本校数学科では

この論を背景に，内容を数学的な見方・考え方の視点で構造化，統合化を図

る。］ 
９  片桐重男(2004)『数学的な考え方の具体化と指導』東洋館出版［片桐は本

著において，内容と方法の２つの面から数学的な考え方を考察している。内

容に関しては，単位の考え，集合の考え，関数的な考え，概括的把握の考え

があり，本校数学科における５つの中心概念と結びついている。なお，方法

に関しては帰納，演繹，類推，統合，発展などをあげている。これらは思考

の進め方であるので本校における方略として捉えている。］ 
10 佐伯卓也(1977)「算数における発見的創造的授業について」『数学教育学

会誌18(1･2)』[佐伯は創造性を，数学的な問題を発見，または作り，さらに，

この問題を所持している知識・方法・技能で解決できないとき，何かの解決

方法を見つけ，普通でない，ないしはユニークな解を見つける capacity に

関するものと述べている。]黒沢誠(1983)「創造力育成と学習内容の評価につ

いて」『日本数学教育学会誌65(11)』[黒沢は創造的思考を，新しい解決のた

め何らかの意味での既得経験をもとにして，仮の解決法と洞察によって数学

的概念や原理原則および問題処理法を創ることの思考と定義している。]小

山正孝(1998)「創造性創出過程のモデルの構築とその実践」『全国数学教育学

会誌４』[小山は，①新しくて価値のある着想を生み出すことが創造で，②創

造性とは創造する資質や能力と述べ，特に①についてはある時点のある学級

の子供たちにとって新しく価値があればよい，すなわち子供の発達段階似応

じて新しく価値あることを認めることが大切であるとし，また②においては

子供の論理的思考力，想像力，直感力などの能力とともに，知的好奇心，問

題意識，数や量，形に対する感覚や感性なども含めて創造性と捉えている。

それらを基に本校では，創造性の下位概念を問いの発見，論理的思考力に重

きを置き，創造性を数学的な要素(数・量，形，データ・変化など)を含む事

象から問いを見いだし，論理的思考を通して，新たな考えをつくりだす資質・

能力と定義付けた。] 
11 中原忠男（1999）「数学教育における構成的授業論の研究（Ⅱ）－「数学学

習の多世界パラダイム」の提唱－」[中原は本論文にて数学的知識は子供たち

一人一人によって構成され，それが集団において洗練され，協定されていく」

とする認識論に立ち，数学教育における構成的アプローチを提起している。

本校研究における協働性や省察性の理論背景にもつながる。] 
12 中島健三(1981)『算数・数学教育における数学的な考え方』金子書房［中

島は本著で統合的，発展的考察について詳しく説明している。例えば，拡張

による統合については，はじめに考えた概念や形式が，もっと広い範囲に適

用できるようにするために，はじめの概念の意味や形式を一般化して，もと

のものを含めてまとめる場合と定義している。］ 
13 山口武志（2010.10）「新しい算数・数学科学習指導要領に関する比較的視

座からの考察」[本論文では，イギリスの「ナショナル・カリキュラム」，フ

ィンランドの「ナショナル・コア・カリキュラム」，アメリカの「学校数学の

ための原則とスタンダード」を比較している。その上で，日本のカリキュラ

ム研究への示唆として，①「内容」と「プロセス」という２つの視座からカ

リキュラムの充実を図ること，②カリキュラムにおいて達成度規準を具体化

すること，③社会生活との関連性という視座から指導内容の選択・配列に関

する枠組みを検討することを提案している。]アメリカ「スタンダード 200」

[内容スタンダードには「数と演算」「代数」「幾何」「測定」「データ分析と確

率」があり，プロセススタンダードに「問題解決」「推論と証明」「コミュニ

ケーション」「関連づけ」「表現」がある。内容とプロセスの２つから教科を

構成している点で示唆的である。］フィンランド「ナショナル・コア・カリキ

ュラム」[例えば第３学年から第５学年における数学指導の核となる課題は，

①数学的思考を発達させること，②数学的な思考のモデルに関する学習を導

入すること，③基礎的な計算や数概念を深めること，④数学の概念や構造を

理解するための基礎となる経験を提供することである。第６学年～第９学年

では，数学の内容に加えて，「思考技能と方法」が追加されており，「プロセ

ス」に関する項目を内容に位置付けている点が注目される。] 
14 畦森宣信（1983）『ベーシックな考え方』日本教育研究センター［畦森は本

書で算数を重視する理由として，「言語としての算数」「思考法としての算数」

そして「先験科学としての算数」というように算数という教科の成立意義に

ついても明らかにしている。その中には，「道具としての算数」も含まれ，獲

得した知識や方略を選び使うことも数学の意義であると述べている。］ 

15 デビッド・A・スーザ(2017)『AI時代を生きる子どものためのSTEAM教育』

幻冬舎［複合化を考える際の視点としてSTEM教育がある。「Science」(科学)，

「Technology」(技術)，「Engineering」(工学)，「Mathematics」(数学)の頭

文字を取ったもので，科学・技術・工学・数学を重視した教育を意味する。

ここに「Art」(芸術)を加えて「STEAM教育」と呼ぶ場合もある。］ 
16  松下佳代(2007)『パフォーマンス評価―子どもの思考と表現を評価する

－』［松下は本書の中でパフォーマンス評価の課題として，①多くの時間と労

力がかかる，②課題数が制限される，③客観テストに比べ信頼性が低い，④

ルーブリックづくりが難しい，⑤言語による場面設定に問題があることなど

をあげている。その解決策として石井(2015)前掲書３では，「使える」レベル

の思考を求めるパフォーマンス課題を重点単元や学期の節目で折りに触れ

て取り組むことが有効であるとし，数学科の例として学期に数回程度，現実

世界から数学的にモデル化する思考を伴う問題解決に取り組ませ，思考の発

達を明確化したルーブリックを一貫して用いて評価することを提案してい

る。本校の教科ルーブリックはその機能を果たすと考えられる。］ 
17  Ｌ．ダーリング-ハモンド(2017)『パワフル・ラーニング』[本書では算数

科における「バランス評価」の一例として「タクシーを呼ぼう」という課題

を挙げている。また，その評価によって得られるものとして，児童・生徒が

算数・数学で教わってきたことを理解し活用する児童・生徒の能力を引き出

している点であると述べており，そのような推論の力こそ伸ばしてほしいも

のであると指摘している。] 

 
 

⼩学校学習指導要領（福岡教育⼤学附属福岡⼩学校版） 

 科学科編                                    

１ 教科新設の経緯 

 (1) 現代社会の要請から 

内閣府が提唱する society5.0 における第５期科学技

術基本計画では，見出した問題を科学的に解決していく

力の重要性が述べられている。また，我が国が科学技術

イノベーション力を持続的に向上していくためには，次

代の科学技術イノベーションを担う人材の育成を図り，

その能力・才能の伸長を促すとともに，理数好きの児童

生徒の拡大を図ることが重要であるとも述べている。1さ

らには，今回の新型コロナウィルス感染症拡大によって，

最先端の科学技術に加えて，人文学・社会科学の知見が

経済・社会的な課題の解決に果たす役割の大きさを改め

て我々に示した。社会のグローバル化・デジタル化など

の科学技術・イノベーションの急速な進展が，人間や社

会の在り方に大きな影響を与えており，科学技術・イノ

ベーションの進展と人間や社会の在り方は密接不可分

で，自然科学と人文学・社会科学が協働して課題解決に

取り組むことが重要となっている。また，科学技術の発

展が期待されているからこそ，自然との共存，自然災害

など，地球規模の問題をどのように解決するのか，人間

と自然との関わり方の在り方も重要となっている2。 

そこで，本教科では，社会との関連を図る内容を位置

付け，科学技術の仕組みそのものや身の周りの自然の事

物・現象を対象として，出合いから生まれた問題を仮説

に沿って，粘り強く観察・実験し，科学的に解決する資

質・能力を育むことを目指す。このように，子供が問題

を発見し，問題解決を通して，既にもっている自然事象

についての考えを少しずつ科学的なものに変容していく

ことを求める。さらには，最新の科学技術などを対象と

することで，その仕組みや利用されている自然の事物・

現象の原理原則などを追究することができる。 

(2) 現行生活科，理科との関係 

 現行の理科では，小学校と中学校を合わせた９年間で，

「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」４つの内容で構成

されており，さらには，それぞれの内容においても，細

かく分けられており，スコープとシークエンスが意識さ

れた内容の配列が行われている3。さらには，新しい時代

に学ぶべき内容の追加も行われている。科学科でも，中

学校の内容を配慮し，新しい時代において，子供が学ぶ

べきことをカリキュラムの中に配列するようにしている。 

 さらに，現行の生活科では，学習者である子供の生活

の中にあるものを学習として設定し，子供の「やりたい」

「もっと～したい」という思いや願いを大切にされなが

ら学習が展開されていく4。科学科において，子供の追究

意欲の根源である「～したい」という思いを大切にしな

がら，学習を構成していく。さらには，子供が活動的で

楽しいと思える事象を対象としていく。 

 (3) 科学科に関わる本校のこれまでの研究 

科学科に関わって，平成６～９年度に２度目の文部科

学省研究開発指定を受けた「生活環境科」の創設があっ

た。生活環境科の目標には，「よりよい生活に生かす」と

あり，「自然事象の原理・原則を利用して対象に働きかけ

る」といった実働面と「自然事象に対する愛着がより一

層強くなっていく」という心情面とがある。このように

自然事象の原理・原則の利用は，教科の構造を明らかに

することで内容精選にもつながる視点である。さらに，

同じく平成 27 年度から始まった指定を受けた，領域「自

然探究」の創設があった。ここでは，自分の科学的・数

学的な知と組み合わせながら新たな知識をつくりだすこ

とをねらいとしている。領域「自然探究」では，教材化

の視点として，「不易と流行での流行の視点から，現代社

会の課題や要請，大学改革での学部編成の動き，最先端

技術など，今後の未来社会で活かせるもの」があり，内

容精選や学習対象としての視点だけでなく，内容構成に

おいても「C テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ」

を位置付けている5 。 

(4) これまでの開発研究で見えてきたこと 

  ア 成果 

昨年度までの研究を行った結果，以下の点が成果とし

て見えてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

延長１・２年次では，現行の理科の内容を基に，削除・

移行・統合の観点で，精選を行った。また，現代社会の

科学技術の発展に伴い，子供たちが学ぶべき事象がない

か模索しながら，授業づくりに取り組んできた。また，

合科的・関連的な学習の開発を行うことで，子供たちが

学ぶ価値や意味を見出しながら学習を展開し，生の事象

を総合的に捉えることができるようになってきており，

そのような学びのスタイルを見出すことができるように

なった。また，内容 Cにおいては，ドローンや AI ソフト

など，新たな対象について追究することができた。 

イ 課題  

○ 事象の本質に着目し，現行の内容を精選したり，

新しい内容を位置付けたりすることができた。 

○ 「C テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ」

において，現代社会に即した内容を位置付けること

ができた。 

○ 合科的，関連的な学習の在り方を開発すること

で，新たな学びのスタイルを見出すことができた。 
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７ 福岡学芸大学付属福岡小学校研究紀要（昭和33年度）［暗算指導の研究が

まとめられており，「生活経験を中心とした問題解決により，生活改善を目指

して，進んで環境に働きかける態度や社会の実務的な事がらに対する理解，

理解された物を実際に活用する能力などが養成されねばならぬ」としている。

ここから，戦後の算数教育が生活改善を目指して行われていたことが分か

る。］ 
８ 杉山吉茂(2010）『公理的方法に基づく算数・数学の学習指導』東洋館出版

社［ブルーナーの教科の構造を研究した杉山は「見かけ上離れているかのよ

うに見える個々のことがらに共通の原理の存在を確認することによって，思

考の節約をはかることができる」と述べ，さらに「構造を強調するというの

はそういうものをただ単に捨てるのではなく，それらを何か共通の原理の中

に位置付け，関係づけていこうとするものである」とある。本校数学科では

この論を背景に，内容を数学的な見方・考え方の視点で構造化，統合化を図

る。］ 
９  片桐重男(2004)『数学的な考え方の具体化と指導』東洋館出版［片桐は本

著において，内容と方法の２つの面から数学的な考え方を考察している。内

容に関しては，単位の考え，集合の考え，関数的な考え，概括的把握の考え

があり，本校数学科における５つの中心概念と結びついている。なお，方法

に関しては帰納，演繹，類推，統合，発展などをあげている。これらは思考

の進め方であるので本校における方略として捉えている。］ 
10 佐伯卓也(1977)「算数における発見的創造的授業について」『数学教育学

会誌18(1･2)』[佐伯は創造性を，数学的な問題を発見，または作り，さらに，

この問題を所持している知識・方法・技能で解決できないとき，何かの解決

方法を見つけ，普通でない，ないしはユニークな解を見つける capacity に

関するものと述べている。]黒沢誠(1983)「創造力育成と学習内容の評価につ

いて」『日本数学教育学会誌65(11)』[黒沢は創造的思考を，新しい解決のた

め何らかの意味での既得経験をもとにして，仮の解決法と洞察によって数学

的概念や原理原則および問題処理法を創ることの思考と定義している。]小

山正孝(1998)「創造性創出過程のモデルの構築とその実践」『全国数学教育学

会誌４』[小山は，①新しくて価値のある着想を生み出すことが創造で，②創

造性とは創造する資質や能力と述べ，特に①についてはある時点のある学級

の子供たちにとって新しく価値があればよい，すなわち子供の発達段階似応

じて新しく価値あることを認めることが大切であるとし，また②においては

子供の論理的思考力，想像力，直感力などの能力とともに，知的好奇心，問

題意識，数や量，形に対する感覚や感性なども含めて創造性と捉えている。

それらを基に本校では，創造性の下位概念を問いの発見，論理的思考力に重

きを置き，創造性を数学的な要素(数・量，形，データ・変化など)を含む事

象から問いを見いだし，論理的思考を通して，新たな考えをつくりだす資質・

能力と定義付けた。] 
11 中原忠男（1999）「数学教育における構成的授業論の研究（Ⅱ）－「数学学

習の多世界パラダイム」の提唱－」[中原は本論文にて数学的知識は子供たち

一人一人によって構成され，それが集団において洗練され，協定されていく」

とする認識論に立ち，数学教育における構成的アプローチを提起している。

本校研究における協働性や省察性の理論背景にもつながる。] 
12 中島健三(1981)『算数・数学教育における数学的な考え方』金子書房［中

島は本著で統合的，発展的考察について詳しく説明している。例えば，拡張

による統合については，はじめに考えた概念や形式が，もっと広い範囲に適

用できるようにするために，はじめの概念の意味や形式を一般化して，もと

のものを含めてまとめる場合と定義している。］ 
13 山口武志（2010.10）「新しい算数・数学科学習指導要領に関する比較的視

座からの考察」[本論文では，イギリスの「ナショナル・カリキュラム」，フ

ィンランドの「ナショナル・コア・カリキュラム」，アメリカの「学校数学の

ための原則とスタンダード」を比較している。その上で，日本のカリキュラ

ム研究への示唆として，①「内容」と「プロセス」という２つの視座からカ

リキュラムの充実を図ること，②カリキュラムにおいて達成度規準を具体化

すること，③社会生活との関連性という視座から指導内容の選択・配列に関

する枠組みを検討することを提案している。]アメリカ「スタンダード 200」

[内容スタンダードには「数と演算」「代数」「幾何」「測定」「データ分析と確

率」があり，プロセススタンダードに「問題解決」「推論と証明」「コミュニ

ケーション」「関連づけ」「表現」がある。内容とプロセスの２つから教科を

構成している点で示唆的である。］フィンランド「ナショナル・コア・カリキ

ュラム」[例えば第３学年から第５学年における数学指導の核となる課題は，

①数学的思考を発達させること，②数学的な思考のモデルに関する学習を導

入すること，③基礎的な計算や数概念を深めること，④数学の概念や構造を

理解するための基礎となる経験を提供することである。第６学年～第９学年

では，数学の内容に加えて，「思考技能と方法」が追加されており，「プロセ

ス」に関する項目を内容に位置付けている点が注目される。] 
14 畦森宣信（1983）『ベーシックな考え方』日本教育研究センター。 

［畦森は本書で算数を重視する理由として，「言語としての算数」「思考法と

しての算数」そして「先験科学としての算数」というように算数という教科

の成立意義についても明らかにしている。その中には，「道具としての算数」

も含まれ，獲得した知識や方略を選び使うことも数学の意義であると述べて

いる。］ 
15 デビッド・A・スーザ(2017)『AI時代を生きる子どものためのSTEAM教育』

幻冬舎［複合化を考える際の視点としてSTEM教育がある。「Science」(科学)，

「Technology」(技術)，「Engineering」(工学)，「Mathematics」(数学)の頭

文字を取ったもので，科学・技術・工学・数学を重視した教育を意味する。

ここに「Art」(芸術)を加えて「STEAM教育」と呼ぶ場合もある。］ 
16  松下佳代(2007)『パフォーマンス評価―子どもの思考と表現を評価する

－』［松下は本書の中でパフォーマンス評価の課題として，①多くの時間と労

力がかかる，②課題数が制限される，③客観テストに比べ信頼性が低い，④

ルーブリックづくりが難しい，⑤言語による場面設定に問題があることなど

をあげている。その解決策として石井(2015)前掲書３では，「使える」レベル

の思考を求めるパフォーマンス課題を重点単元や学期の節目で折りに触れ

て取り組むことが有効であるとし，数学科の例として学期に数回程度，現実

世界から数学的にモデル化する思考を伴う問題解決に取り組ませ，思考の発

達を明確化したルーブリックを一貫して用いて評価することを提案してい

る。本校の教科ルーブリックはその機能を果たすと考えられる。］ 
17  Ｌ．ダーリング-ハモンド(2017)『パワフル・ラーニング』[本書では算数

科における「バランス評価」の一例として「タクシーを呼ぼう」という課題

を挙げている。また，その評価によって得られるものとして，児童・生徒が

算数・数学で教わってきたことを理解し活用する児童・生徒の能力を引き出

している点であると述べており，そのような推論の力こそ伸ばしてほしいも

のであると指摘している。] 

 
 

⼩学校学習指導要領（福岡教育⼤学附属福岡⼩学校版） 

 科学科編                                    

１ 教科新設の経緯 

 (1) 現代社会の要請から 

内閣府が提唱する society5.0 における第５期科学技

術基本計画では，見出した問題を科学的に解決していく

力の重要性が述べられている。また，我が国が科学技術

イノベーション力を持続的に向上していくためには，次

代の科学技術イノベーションを担う人材の育成を図り，

その能力・才能の伸長を促すとともに，理数好きの児童

生徒の拡大を図ることが重要であるとも述べている。1さ

らには，今回の新型コロナウィルス感染症拡大によって，

最先端の科学技術に加えて，人文学・社会科学の知見が

経済・社会的な課題の解決に果たす役割の大きさを改め

て我々に示した。社会のグローバル化・デジタル化など

の科学技術・イノベーションの急速な進展が，人間や社

会の在り方に大きな影響を与えており，科学技術・イノ

ベーションの進展と人間や社会の在り方は密接不可分

で，自然科学と人文学・社会科学が協働して課題解決に

取り組むことが重要となっている。また，科学技術の発

展が期待されているからこそ，自然との共存，自然災害

など，地球規模の問題をどのように解決するのか，人間

と自然との関わり方の在り方も重要となっている2。 

そこで，本教科では，社会との関連を図る内容を位置

付け，科学技術の仕組みそのものや身の周りの自然の事

物・現象を対象として，出合いから生まれた問題を仮説

に沿って，粘り強く観察・実験し，科学的に解決する資

質・能力を育むことを目指す。このように，子供が問題

を発見し，問題解決を通して，既にもっている自然事象

についての考えを少しずつ科学的なものに変容していく

ことを求める。さらには，最新の科学技術などを対象と

することで，その仕組みや利用されている自然の事物・

現象の原理原則などを追究することができる。 

(2) 現行生活科，理科との関係 

 現行の理科では，小学校と中学校を合わせた９年間で，

「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」４つの内容で構成

されており，さらには，それぞれの内容においても，細

かく分けられており，スコープとシークエンスが意識さ

れた内容の配列が行われている3。さらには，新しい時代

に学ぶべき内容の追加も行われている。科学科でも，中

学校の内容を配慮し，新しい時代において，子供が学ぶ

べきことをカリキュラムの中に配列するようにしている。 

 さらに，現行の生活科では，学習者である子供の生活

の中にあるものを学習として設定し，子供の「やりたい」

「もっと～したい」という思いや願いを大切にされなが

ら学習が展開されていく4。科学科において，子供の追究

意欲の根源である「～したい」という思いを大切にしな

がら，学習を構成していく。さらには，子供が活動的で

楽しいと思える事象を対象としていく。 

 (3) 科学科に関わる本校のこれまでの研究 

科学科に関わって，平成６～９年度に２度目の文部科

学省研究開発指定を受けた「生活環境科」の創設があっ

た。生活環境科の目標には，「よりよい生活に生かす」と

あり，「自然事象の原理・原則を利用して対象に働きかけ

る」といった実働面と「自然事象に対する愛着がより一

層強くなっていく」という心情面とがある。このように

自然事象の原理・原則の利用は，教科の構造を明らかに

することで内容精選にもつながる視点である。さらに，

同じく平成 27 年度から始まった指定を受けた，領域「自

然探究」の創設があった。ここでは，自分の科学的・数

学的な知と組み合わせながら新たな知識をつくりだすこ

とをねらいとしている。領域「自然探究」では，教材化

の視点として，「不易と流行での流行の視点から，現代社

会の課題や要請，大学改革での学部編成の動き，最先端

技術など，今後の未来社会で活かせるもの」があり，内

容精選や学習対象としての視点だけでなく，内容構成に

おいても「C テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ」

を位置付けている5 。 

(4) これまでの開発研究で見えてきたこと 

  ア 成果 

昨年度までの研究を行った結果，以下の点が成果とし

て見えてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

延長１・２年次では，現行の理科の内容を基に，削除・

移行・統合の観点で，精選を行った。また，現代社会の

科学技術の発展に伴い，子供たちが学ぶべき事象がない

か模索しながら，授業づくりに取り組んできた。また，

合科的・関連的な学習の開発を行うことで，子供たちが

学ぶ価値や意味を見出しながら学習を展開し，生の事象

を総合的に捉えることができるようになってきており，

そのような学びのスタイルを見出すことができるように

なった。また，内容 Cにおいては，ドローンや AI ソフト

など，新たな対象について追究することができた。 

イ 課題  

○ 事象の本質に着目し，現行の内容を精選したり，

新しい内容を位置付けたりすることができた。 

○ 「C テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ」

において，現代社会に即した内容を位置付けること

ができた。 

○ 合科的，関連的な学習の在り方を開発すること

で，新たな学びのスタイルを見出すことができた。 
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これまでの研究を通して以下の課題も明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に今年度は科学科として，子供が評価の主体者とし

て自らの学びをよりよくしていくための評価の在り方や，

数学科の学びにおける子供の見取り方を明らかにしてい

く。そのために，まずそれぞれの内容において子供に身

につけさせるべき概念を明らかにする。次に，単元や年

間レベルでのルーブリック等の共有，実践・改善を行い，

科学科におけるアセスメントの考え方を明確にしていく。

また，３つの学びに応じた評価の在り方を見いだし，科

学科の特質に応じた学習評価の在り方について究明して

いく。 

２ ⽬標 

 (1) 教科の目標 

 自然事象との出合いを通して，見出した問題を科学

的に解決する過程の中で,科学的な見方・考え方を養う

ことで,３資質・能力を次の通り育成することを目指

す。 

(1) 自然事象との出合いから見出した問題を，仮説

の基粘り強く探究したり，成果と課題を基にして

試行錯誤を繰り返したりする中で，自然現象の原

理原則や事物の規則性を適用・活用し，妥当性の

ある新たな考えを創り出すことができる。創造性） 

(2) 自然事象との出合いから見出した問題の解決に

向けて，客観性を満たすために互いの考えを伝え

合ったり，妥当性を検討するために，様々な観点

から解釈し合ったりしながら，科学的に解決する

ことができる。          （協働性） 

(3) 問題解決の過程を振り返ることで,自然事象に 

対する科学的な学びの高まりに気付き，自然に対 

する心情や働きかけ方の変容を自覚することがで 

きる。              （省察性） 

 (2) 科学的な見方・考え方と資質・能力の関係 

 科学科では協働性と省察性に支えられて発揮される創

造性を重視している。科学科に関する創造性は,問題解決

力と問題解決における情報技術を活用する力の２つから

なる。これらの創造性が育成されるために，自然事象と

の出合いの段階で，自然事象の不思議に十分に触れた上

で,自らの視点で仮説，追究計画を立てることが重要であ

る。そして追究計画に沿って，仮説検証を重視した問題

解決の過程を繰り返し，その過程で自然事象に対する働

きかけ方や考え方，心情の変化に気付くことで，科学的

な概念の獲得を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１ 科学科の資質・能力と科学的な見方・考え方】 

 科学的な見方・考え方とは，「自然事象との出合いか

ら生まれた問題を，エネルギーの量的・関係的変化，粒

子の実体的・質的変化，生命の連続性，地球の時間的・

空間的変化で捉え，仮説に沿って観察・実験し，科学的

に解決すること」である。つまり，科学的な追究方法に

よって得られた結果や子供が獲得した科学的な概念だけ

ではなく，問題解決そのものも見方・考え方としている。

それは，前学習指導要領における理科の究極的な目標で

あった，「科学的な見方や考え方」と同じである6。仮説

検証型の問題解決過程を通しながら育成される３つの資

質・能力を包含するものである（図１）。 

 (3) 学年の目標 

〔第１・２学年〕 

① 自然の事物・現象に親しみ，自分との関わりで

捉え，試行錯誤しながら，自然の事象について自

分の考えを表現することができる。 （創造性） 

② 自然の事物・現象に対する個々の問題をもち，

他者の考えを聞くことで，自分の考えとの共通点

や差異点に気付くことができる。  （協働性） 

③ 自然の事物・現象への観察，実験を通して，気   

 付きを振り返ろうとする。     （省察性） 

〔第３学年〕 

① 問題解決の過程において，問題解決の過程を理

解し，主体的に問題解決することを通して，事象

を比較し，問題に対する新たな考えを創り出すこ

とができる。           （創造性） 

② 自然の事物・現象に対するグループの問題や 

個々の問題をもち，他者の考えと自分の考えを比

べて，共通点や差異点に気付き，そこから問題を

科学的に解決することができる。  （協働性） 

③ 問題解決過程を振り返ることで，科学的な見

方・考え方や働きかけ方，心情の高まりを実感し

ようとする。           （省察性） 

〔第４学年〕 

  ① 問題解決の過程において，主体的に問題解決す

● 科学科における子供が評価の主体者となる「学

習としての評価」の在り方が十分に明確になって

いない。 

● 科学科において育てる資質・能力の見取りが職

員によって異なり，共通した指標が明確になって

おらず，子供の姿からカリキュラムの有効性を述

べることが不十分であった。 

 
 

ることを通して，事象同士を関係付け，問題に対

する新たな考えを創り出すことができる。  

       （創造性） 

  ② 自然の事物・現象に対するグループの問題や

個々の問題をもち，他者の考えと自分の考えを関

係付けて，そこから問題を科学的に解決すること

ができる。            （協働性） 

  ③ 問題解決過程を振り返ることで，科学的な見

方・考え方や働きかけ方，心情の高まりを実感し

ようとする。           （省察性） 

〔第５学年〕 

  ① 問題解決の過程において，条件を制御しながら

探究し，結果を多面的・多角的に分析・考察した

りしながら，新たな考えをつくり出すとともに，

考えや判断したことを表現することができる。 

               （創造性） 

  ② 自然の事物・現象に対する集団の問題や個々の   

   問題を共有し，方法や結果の解釈を交流したり，

結論の妥当性について吟味したりしながら問題を

科学的に解決することができる。  （協働性） 

  ③ 問題解決を通して，積み重ねた自分の考えを見 

直すことで，科学的な見方・考え方や働きかけ方，

心情の変容や高まりを実感しようとする。 

                 （省察性） 

〔第６学年〕 

  ① 問題解決の過程において，実証可能か探究方法

を吟味したり，結果を多面的・多角的に分析・考

察したりしながら，新たな考えをつくり出すとと

もに，考えや判断したことを表現することができ

る。               （創造性） 

  ② 自然の事物・現象に対する集団の問題や個々の   

   問題を共有し，方法や結果の解釈を交流したり，

結論の妥当性について吟味したりしながら問題を

科学的に解決することができる。  （協働性） 

  ③ 問題解決を通して，積み重ねた自分の考えを見 

直すことで，科学的な見方・考え方や働きかけ方，

心情の変容や高まりを実感しようとする。 

（省察性） 

３ 内容構成 

 (1) 内容構成の考え方 

 科学科は，自然の事物・現象に親しむことから問題を

発見し，問題解決に向けて粘り強く探究して，新たな考

えを創り出す力の育成を目指す教科である 7。そこで重

視したい内容は「物質・エネルギーに学ぶ」「生命・地球

に学ぶ」「テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ」であ

る。科学科は現行教科の理科と対応している。科学科の

考え方から見ると，現行教科の理科の内容には次のよさ

と課題がある。 

特に課題を受け以下のように内容を区分した。 

 (2) 具体的な内容構成 

  現行理科の内容は「物質・エネルギー」「生命・地球」

であるが，本校科学科においては，「物質・エネルギー」，

「生命・地球」に加えて「テクノロジー・エンジニアリ

ング」で内容構成している（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２ 科学科の内容構成】 

以上の点から，内容を構成したものが表１である。 

【表１ 本校科学科の内容構成と内容の具体例】 

A 

物質・ 

エネルギー

に学ぶ 

 物質やエネルギーなど

の対象の特徴や変化に伴

う現象や働きを，何度も

人為的に再現して調べる

ことができる 

○ビー玉コースター 

〇ペットボトルロケット 

〇てこの原理 

〇風の力を利用した車，パ

ラシュートなど 

Ｂ 

生命・ 

地球に 

学ぶ 

子供が生活者として主

体的に生活環境に関わ

り，生活環境とよりよい

関係をもつことができる 

〇生物の飼育・栽培・観察 

〇身近な自然の実態調査 

（川，森，空気など） 

〇環境問題 

〇自然災害，防災・減災 

Ｃ 

テクノロジー・ 

エンジニア 

リングに学ぶ 

プログラミング

などを使ったもの

づくりができる 

 

 最新技術の仕組

みがわかる 

〇ブロック遊び 

〇ロボット作り 

〇プログラミングを

用いた車，ドローン 

○AI のアプリ，AI を

活用した最新機器 

 (3) 各学年の内容構成と系統 

上記の内容構成と学習対象や活動条件を生かした学年

の系統性について，次のように考えている（表２）。 

【表２ 各学年の内容構成】 

 低学年 中学年 高学年 

A 

物質・エ

ネ ル ギ ー

に学ぶ 

自然や物

を使う 

・光遊び 

・音遊び 

・風遊び 

内容構成としては，現行の理

科の内容「物質・エネルギー」

に準じる。内容精選については，

削減・削除を中心に移行や統合，

追加を図る。 

Ｂ 

生命・ 

自然 

・飼育 

内容構成としては，現行の理

科の内容「生命・地球」に準じ
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これまでの研究を通して以下の課題も明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に今年度は科学科として，子供が評価の主体者とし

て自らの学びをよりよくしていくための評価の在り方や，

数学科の学びにおける子供の見取り方を明らかにしてい

く。そのために，まずそれぞれの内容において子供に身

につけさせるべき概念を明らかにする。次に，単元や年

間レベルでのルーブリック等の共有，実践・改善を行い，

科学科におけるアセスメントの考え方を明確にしていく。

また，３つの学びに応じた評価の在り方を見いだし，科

学科の特質に応じた学習評価の在り方について究明して

いく。 

２ ⽬標 

 (1) 教科の目標 

 自然事象との出合いを通して，見出した問題を科学

的に解決する過程の中で,科学的な見方・考え方を養う

ことで,３資質・能力を次の通り育成することを目指

す。 

(1) 自然事象との出合いから見出した問題を，仮説

の基粘り強く探究したり，成果と課題を基にして

試行錯誤を繰り返したりする中で，自然現象の原

理原則や事物の規則性を適用・活用し，妥当性の

ある新たな考えを創り出すことができる。創造性） 

(2) 自然事象との出合いから見出した問題の解決に

向けて，客観性を満たすために互いの考えを伝え

合ったり，妥当性を検討するために，様々な観点

から解釈し合ったりしながら，科学的に解決する

ことができる。          （協働性） 

(3) 問題解決の過程を振り返ることで,自然事象に 

対する科学的な学びの高まりに気付き，自然に対 

する心情や働きかけ方の変容を自覚することがで 

きる。              （省察性） 

 (2) 科学的な見方・考え方と資質・能力の関係 

 科学科では協働性と省察性に支えられて発揮される創

造性を重視している。科学科に関する創造性は,問題解決

力と問題解決における情報技術を活用する力の２つから

なる。これらの創造性が育成されるために，自然事象と

の出合いの段階で，自然事象の不思議に十分に触れた上

で,自らの視点で仮説，追究計画を立てることが重要であ

る。そして追究計画に沿って，仮説検証を重視した問題

解決の過程を繰り返し，その過程で自然事象に対する働

きかけ方や考え方，心情の変化に気付くことで，科学的

な概念の獲得を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１ 科学科の資質・能力と科学的な見方・考え方】 

 科学的な見方・考え方とは，「自然事象との出合いか

ら生まれた問題を，エネルギーの量的・関係的変化，粒

子の実体的・質的変化，生命の連続性，地球の時間的・

空間的変化で捉え，仮説に沿って観察・実験し，科学的

に解決すること」である。つまり，科学的な追究方法に

よって得られた結果や子供が獲得した科学的な概念だけ

ではなく，問題解決そのものも見方・考え方としている。

それは，前学習指導要領における理科の究極的な目標で

あった，「科学的な見方や考え方」と同じである6。仮説

検証型の問題解決過程を通しながら育成される３つの資

質・能力を包含するものである（図１）。 

 (3) 学年の目標 

〔第１・２学年〕 

① 自然の事物・現象に親しみ，自分との関わりで

捉え，試行錯誤しながら，自然の事象について自

分の考えを表現することができる。 （創造性） 

② 自然の事物・現象に対する個々の問題をもち，

他者の考えを聞くことで，自分の考えとの共通点

や差異点に気付くことができる。  （協働性） 

③ 自然の事物・現象への観察，実験を通して，気   

 付きを振り返ろうとする。     （省察性） 

〔第３学年〕 

① 問題解決の過程において，問題解決の過程を理

解し，主体的に問題解決することを通して，事象

を比較し，問題に対する新たな考えを創り出すこ

とができる。           （創造性） 

② 自然の事物・現象に対するグループの問題や 

個々の問題をもち，他者の考えと自分の考えを比

べて，共通点や差異点に気付き，そこから問題を

科学的に解決することができる。  （協働性） 

③ 問題解決過程を振り返ることで，科学的な見

方・考え方や働きかけ方，心情の高まりを実感し

ようとする。           （省察性） 

〔第４学年〕 

  ① 問題解決の過程において，主体的に問題解決す

● 科学科における子供が評価の主体者となる「学

習としての評価」の在り方が十分に明確になって

いない。 

● 科学科において育てる資質・能力の見取りが職

員によって異なり，共通した指標が明確になって

おらず，子供の姿からカリキュラムの有効性を述

べることが不十分であった。 

 
 

ることを通して，事象同士を関係付け，問題に対

する新たな考えを創り出すことができる。  

       （創造性） 

  ② 自然の事物・現象に対するグループの問題や

個々の問題をもち，他者の考えと自分の考えを関

係付けて，そこから問題を科学的に解決すること

ができる。            （協働性） 

  ③ 問題解決過程を振り返ることで，科学的な見

方・考え方や働きかけ方，心情の高まりを実感し

ようとする。           （省察性） 

〔第５学年〕 

  ① 問題解決の過程において，条件を制御しながら

探究し，結果を多面的・多角的に分析・考察した

りしながら，新たな考えをつくり出すとともに，

考えや判断したことを表現することができる。 

               （創造性） 

  ② 自然の事物・現象に対する集団の問題や個々の   

   問題を共有し，方法や結果の解釈を交流したり，

結論の妥当性について吟味したりしながら問題を

科学的に解決することができる。  （協働性） 

  ③ 問題解決を通して，積み重ねた自分の考えを見 

直すことで，科学的な見方・考え方や働きかけ方，

心情の変容や高まりを実感しようとする。 

                 （省察性） 

〔第６学年〕 

  ① 問題解決の過程において，実証可能か探究方法

を吟味したり，結果を多面的・多角的に分析・考

察したりしながら，新たな考えをつくり出すとと

もに，考えや判断したことを表現することができ

る。               （創造性） 

  ② 自然の事物・現象に対する集団の問題や個々の   

   問題を共有し，方法や結果の解釈を交流したり，

結論の妥当性について吟味したりしながら問題を

科学的に解決することができる。  （協働性） 

  ③ 問題解決を通して，積み重ねた自分の考えを見 

直すことで，科学的な見方・考え方や働きかけ方，

心情の変容や高まりを実感しようとする。 

（省察性） 

３ 内容構成 

 (1) 内容構成の考え方 

 科学科は，自然の事物・現象に親しむことから問題を

発見し，問題解決に向けて粘り強く探究して，新たな考

えを創り出す力の育成を目指す教科である 7。そこで重

視したい内容は「物質・エネルギーに学ぶ」「生命・地球

に学ぶ」「テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ」であ

る。科学科は現行教科の理科と対応している。科学科の

考え方から見ると，現行教科の理科の内容には次のよさ

と課題がある。 

特に課題を受け以下のように内容を区分した。 

 (2) 具体的な内容構成 

  現行理科の内容は「物質・エネルギー」「生命・地球」

であるが，本校科学科においては，「物質・エネルギー」，

「生命・地球」に加えて「テクノロジー・エンジニアリ

ング」で内容構成している（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２ 科学科の内容構成】 

以上の点から，内容を構成したものが表１である。 

【表１ 本校科学科の内容構成と内容の具体例】 

A 

物質・ 

エネルギー

に学ぶ 

 物質やエネルギーなど

の対象の特徴や変化に伴

う現象や働きを，何度も

人為的に再現して調べる

ことができる 

○ビー玉コースター 

〇ペットボトルロケット 

〇てこの原理 

〇風の力を利用した車，パ

ラシュートなど 

Ｂ 

生命・ 

地球に 

学ぶ 

子供が生活者として主

体的に生活環境に関わ

り，生活環境とよりよい

関係をもつことができる 

〇生物の飼育・栽培・観察 

〇身近な自然の実態調査 

（川，森，空気など） 

〇環境問題 

〇自然災害，防災・減災 

Ｃ 

テクノロジー・ 

エンジニア 

リングに学ぶ 

プログラミング

などを使ったもの

づくりができる 

 

 最新技術の仕組

みがわかる 

〇ブロック遊び 

〇ロボット作り 

〇プログラミングを

用いた車，ドローン 

○AI のアプリ，AI を

活用した最新機器 

 (3) 各学年の内容構成と系統 

上記の内容構成と学習対象や活動条件を生かした学年

の系統性について，次のように考えている（表２）。 

【表２ 各学年の内容構成】 

 低学年 中学年 高学年 

A 

物質・エ

ネ ル ギ ー

に学ぶ 

自然や物

を使う 

・光遊び 

・音遊び 

・風遊び 

内容構成としては，現行の理

科の内容「物質・エネルギー」

に準じる。内容精選については，

削減・削除を中心に移行や統合，

追加を図る。 

Ｂ 

生命・ 

自然 

・飼育 

内容構成としては，現行の理

科の内容「生命・地球」に準じ
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る。内容精選については，削減・

削除を中心に統合を図るととも

に，自然災害の原因，防災・減

災の視点で再構成，追加を図る。 

Ｃ 

テ ク ノ ロ ジ

ー・エンジニア

リングに学ぶ 

具体操作 

順次処理

の基礎 

 

具体的操作 

→抽象的操

作へ 

分岐処理 

反復処理 

・プログラムの

開発や提案 

・実際の社会問

題の解決 

 

 

 

４ 各学年の内容 

〔第１学年〕 

 【Ａ 物質・エネルギーに学ぶ】 

ア よく飛ぶ工作物を作って遊びたいという思い

をもち，材質や作り方を工夫しながら，何度も

飛ばして遊ぶ活動を通して風エネルギーについ

て理解する。 

イ 影踏みをしたり，光を反射させたりして遊ぶ

活動を通して，日光と光の共通点や差違点につ

いて理解する。 

ウ 水で遊びたいという思いをもち，押し方や水

の出口を工夫しながら，水がでるおもちゃで遊

ぶことを通して，強く押すと水が遠くに飛ぶこ

とから，作用・反作用について理解する。 

エ 材質や形状を作り変え，その違いや共通点を

調べる活動を通して，音が生まれる仕組みやそ

の伝わり方によって，聞こえる音が変わること

を理解する。 

 【Ｂ 生命・地球に学ぶ】 

   オ 学校の近くにある自然公園を探検して遊びた

いという思いをもち，不思議なものや面白い自

然のものを探して遊ぶことを通して，季節によ

って，生育する植物が違うことや自然の様子が

変わることについて理解する。 

   カ 生物を飼育したり，様子の変化を観察したり

することを通して，生物には命があることや生

物の成長について理解する。 

 【Ｃ テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ】 

   キ 立体物を組み合わせていろいろなものを組み

合わせて遊びたいという思いをもち，何度も組

み合わせて遊ぶことを通して，物と物を組み合

わせると，違う形になることについて理解する。 

〔第２学年〕 

 【Ａ 物質・エネルギーに学ぶ】 

ア 舞い落ちる対象をねらいに沿った動きにする

ために，材料を変えて作ったり，様子を比較し

たりすることを通して，風エネルギーの存在や

滞空時間と風の力の関係について理解する。 

イ 光の進み方の変化を調べることを通して，光

の直進性や光の屈折という光の性質について理

解する。 

   ウ 回路の途中に対象を入れることで，豆電球が

点灯したり，しなかったりすることに問いをも

ち，様々なものを回路の中に入れ，豆電球の光

り方を比べることを通して，物には電気を通す

物と通さない物があることを理解する。 

   エ 透明な色水とそうでない水の違いに問いをも

ち，いろいろなものを水にものを溶かし，色や

溶け方など様子の違いを観察することを通して， 

色を混ぜる楽しさに気付き，溶かすものによっ

て混ざり方が違うことを理解する。 

 【Ｂ 生命・地球に学ぶ】 

オ 季節の動植物を調査することを通して，季節

に応じた生き物の過ごし方や，種類によって違

いがあることについて理解する。 

カ 複数の生物と比較しながら飼育したり，様子

の変化を観察したりすることを通して，生物に

は同じような生長の仕方や独自の生長の仕方が

あることについて理解する。 

 【Ｃ テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ】 

キ ねらいに沿う動きになるように，コマンドを

組み合わせたり，組み合わせを何度も変えたり

することを通して，プログラムの繰り返しや順

番などの手順について理解する。 

〔第３学年〕 

 【Ａ 物質・エネルギーに学ぶ】 

ア より速く動かすことをねらい，風力で動く対

象の帆の形を改良し時間を計測したり，動きや

速さを比較したりすることを通して，風エネル

ギーが物を動かす，エネルギーの変換について

理解する。 

イ 磁石で引き付けるものとそうでないものを比

べたり，その力について調べることを通して， 

鉄製の物を引き付けるエネルギーの捉え方につ

いて理解する。 

   ウ 身近な材料やものを使ったものづくりを通し

て，身近なものをつなぎ合わせれば，電流が流

れることでものが動く仕組みや生活における便

利性について理解する。 

   エ いろいろな物の重さを比べたり，材質・大き

さなどに着目して比べたりすることを通して，    

粒子の存在や材質による違いについて理解する。 

 【Ｂ 生命・地球に学ぶ】 

オ 身の回りの生物やその周辺の環境について調

査することを通して，身の回りの生物と環境と

の関わり自然環境を守る活動について理解する。 

 技能面を中心に 

 
 

   カ 学校の生物や植物の生育の実態について調査

したり，よりよくするための活動をしたりする

ことを通して，学校の自然環境のよさや問題，

その改善計画について理解する。 

   キ 地球と月，太陽の位置や動きについて継続し

て調査し，共通点や差違点を明らかにすること

を通して，３つの関係性について理解する。 

 【Ｃ テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ】 

ク ねらいに沿う動きになるように，コマンドを

試行錯誤しながら複数組み合わせることを通し

て，手続きや順序，コマンドの組合わせにより，

動きをデータ記録しながら動かす方法を理解す

る。 

ケ ねらった動きになるように，回路の仕組みを

利用し，試行錯誤しながら，自分の思い通りの

道具を作成することができる。 

〔第４学年〕 

 【Ａ 物質・エネルギーに学ぶ】 

ア 乾電池の数やつなぎ方を変えることで，プロ

ペラの様子を比較したり，その要因を調べたり

することを通して，エネルギーの変換と保存に

気付き，電流の大きさや向きなどの電気の性質

について理解する。 

イ 巻数や乾電池の数を変えながら，電磁石の力

について様々な方法で調べることを通して，エ

ネルギーの変換と保存に気付き，電流がつくる

磁力などの電気の性質について理解する。 

ウ 空気，水，金属の温度変化と体積の関係を比

べながら調べることを通して，粒子のもつエネ

ルギーに気付き，温度変化させたときの体積変

化について理解する。 

エ 自分なりの方法で，虹を再現する活動を通し

て，光の反射や屈折という性質を理解する。 

オ ２つのレンズの焦点距離や度数を基に，もの

がより大きく見える仕組みを調べる中で，レン

ズの特徴やレンズを通したものの見え方を理解

する。 

 【Ｂ 生命・地球に学ぶ】 

カ 植物の神秘さや不思議について調査したり，

仮説をもって環境保全に取り組んだりすること

を通して，生物の連続性や自分にできる環境保

全について考え，その価値について理解する。 

キ 植物の葉の形状や色の変化を調べる中で，季

節の変化における植物の形態の変化やその理由

を理解する。 

ク 空の事象を観察する中で，季節や時刻におけ

る見え方の変化やその理由を理解する。 

 【Ｃ テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ】 

ケ ねらいに沿う動きになるように，コマンドを

試行錯誤しながら複数組み合わせることを通し

て，手続きや順序，コマンドの組合わせにより，

動きをデータ記録しながら動かす方法を理解す

る。 

〔第５学年〕 

 【Ａ 物質・エネルギーに学ぶ】 

ア てこの原理がどのように利用されているの，

仮説をもち，様々道具の条件を制御しながら， 

手応えや動かす距離の変化を調べることを通し

て，一方が大きくなると，もう一方が小さくな

るという仕事の原理について理解する。 

イ 転がる対象の重さや転がす高さを変え，条件

を制御しながら，仮説の基動きや距離などを調

べることを通して，ものが動く仕みや動くもの

にはエネルギーがあるという性質，そのエネル

ギーを使って他のものを動かすという働きにつ

いて理解する。 

ウ より遠くへ飛ばすことをねらい，仮説の基，

打ち上がる対象の飛び方や水・空気の量のデー

タを集めたり，分析したりすることを通して， 

ものが飛ぶ仕組み，水と空気のエネルギーの違

いやその関係について理解する。 

エ 複数の対象を水に溶かし，様子を観察したり，

仮説の基，水溶液を調べたりすることを通して， 

溶けた後の水中の粒子の結合，粒子の保存性に

ついて理解する。 

   オ より多くの鉄を持ち上げるために，回路のつ

なぎ方を変えたり，回路を流れる電流の大きさ

を調べたりすることを通して，電流の流れが磁

力に変わることについて理解する。 

 【Ｂ 生命・地球に学ぶ】 

カ 植物の発芽から結実までの過程，生物と環境

について仮説の基条件を制御して検証すること

を通して，生命の連続の神秘に気付き，自分に

できる環境保全について理解する。 

キ 生命の循環について調査したり，仮説の基環

境を再現したりすることを通して，生物の共存

の大切さに気付き，自分との関わりについて考

え，その価値を理解する。 

   ク 台風が起こる原因や台風がもたらす被害につ

いて調査することを通して，雨や風と流れる水

の働きが引き起こす自然災害の原因や防災につ

いて考え，その価値を理解する。 

 【Ｃ テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ】 

ケ 目的に合ったシステムになるように，ＡＩや

プログラミングを試行錯誤しながら，組み合わ

せることを通して，日常生活や社会で実用化さ

れつつあるテクノロジーの仕組みを理解する。 

〔第６学年〕 
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４ 各学年の内容 

〔第１学年〕 

 【Ａ 物質・エネルギーに学ぶ】 

ア よく飛ぶ工作物を作って遊びたいという思い

をもち，材質や作り方を工夫しながら，何度も

飛ばして遊ぶ活動を通して風エネルギーについ

て理解する。 

イ 影踏みをしたり，光を反射させたりして遊ぶ

活動を通して，日光と光の共通点や差違点につ

いて理解する。 

ウ 水で遊びたいという思いをもち，押し方や水

の出口を工夫しながら，水がでるおもちゃで遊

ぶことを通して，強く押すと水が遠くに飛ぶこ

とから，作用・反作用について理解する。 

エ 材質や形状を作り変え，その違いや共通点を

調べる活動を通して，音が生まれる仕組みやそ

の伝わり方によって，聞こえる音が変わること

を理解する。 

 【Ｂ 生命・地球に学ぶ】 

   オ 学校の近くにある自然公園を探検して遊びた

いという思いをもち，不思議なものや面白い自

然のものを探して遊ぶことを通して，季節によ

って，生育する植物が違うことや自然の様子が

変わることについて理解する。 

   カ 生物を飼育したり，様子の変化を観察したり

することを通して，生物には命があることや生

物の成長について理解する。 

 【Ｃ テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ】 

   キ 立体物を組み合わせていろいろなものを組み

合わせて遊びたいという思いをもち，何度も組

み合わせて遊ぶことを通して，物と物を組み合

わせると，違う形になることについて理解する。 

〔第２学年〕 

 【Ａ 物質・エネルギーに学ぶ】 

ア 舞い落ちる対象をねらいに沿った動きにする

ために，材料を変えて作ったり，様子を比較し

たりすることを通して，風エネルギーの存在や

滞空時間と風の力の関係について理解する。 

イ 光の進み方の変化を調べることを通して，光

の直進性や光の屈折という光の性質について理

解する。 

   ウ 回路の途中に対象を入れることで，豆電球が

点灯したり，しなかったりすることに問いをも

ち，様々なものを回路の中に入れ，豆電球の光

り方を比べることを通して，物には電気を通す

物と通さない物があることを理解する。 

   エ 透明な色水とそうでない水の違いに問いをも

ち，いろいろなものを水にものを溶かし，色や

溶け方など様子の違いを観察することを通して， 

色を混ぜる楽しさに気付き，溶かすものによっ

て混ざり方が違うことを理解する。 

 【Ｂ 生命・地球に学ぶ】 

オ 季節の動植物を調査することを通して，季節

に応じた生き物の過ごし方や，種類によって違

いがあることについて理解する。 

カ 複数の生物と比較しながら飼育したり，様子

の変化を観察したりすることを通して，生物に

は同じような生長の仕方や独自の生長の仕方が

あることについて理解する。 

 【Ｃ テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ】 

キ ねらいに沿う動きになるように，コマンドを

組み合わせたり，組み合わせを何度も変えたり

することを通して，プログラムの繰り返しや順

番などの手順について理解する。 

〔第３学年〕 

 【Ａ 物質・エネルギーに学ぶ】 

ア より速く動かすことをねらい，風力で動く対

象の帆の形を改良し時間を計測したり，動きや

速さを比較したりすることを通して，風エネル

ギーが物を動かす，エネルギーの変換について

理解する。 

イ 磁石で引き付けるものとそうでないものを比

べたり，その力について調べることを通して， 

鉄製の物を引き付けるエネルギーの捉え方につ

いて理解する。 

   ウ 身近な材料やものを使ったものづくりを通し

て，身近なものをつなぎ合わせれば，電流が流

れることでものが動く仕組みや生活における便

利性について理解する。 

   エ いろいろな物の重さを比べたり，材質・大き

さなどに着目して比べたりすることを通して，    

粒子の存在や材質による違いについて理解する。 

 【Ｂ 生命・地球に学ぶ】 

オ 身の回りの生物やその周辺の環境について調

査することを通して，身の回りの生物と環境と

の関わり自然環境を守る活動について理解する。 

 技能面を中心に 

 
 

   カ 学校の生物や植物の生育の実態について調査

したり，よりよくするための活動をしたりする

ことを通して，学校の自然環境のよさや問題，

その改善計画について理解する。 

   キ 地球と月，太陽の位置や動きについて継続し

て調査し，共通点や差違点を明らかにすること

を通して，３つの関係性について理解する。 

 【Ｃ テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ】 

ク ねらいに沿う動きになるように，コマンドを

試行錯誤しながら複数組み合わせることを通し

て，手続きや順序，コマンドの組合わせにより，

動きをデータ記録しながら動かす方法を理解す

る。 

ケ ねらった動きになるように，回路の仕組みを

利用し，試行錯誤しながら，自分の思い通りの

道具を作成することができる。 

〔第４学年〕 

 【Ａ 物質・エネルギーに学ぶ】 

ア 乾電池の数やつなぎ方を変えることで，プロ

ペラの様子を比較したり，その要因を調べたり

することを通して，エネルギーの変換と保存に

気付き，電流の大きさや向きなどの電気の性質

について理解する。 

イ 巻数や乾電池の数を変えながら，電磁石の力

について様々な方法で調べることを通して，エ

ネルギーの変換と保存に気付き，電流がつくる

磁力などの電気の性質について理解する。 

ウ 空気，水，金属の温度変化と体積の関係を比

べながら調べることを通して，粒子のもつエネ

ルギーに気付き，温度変化させたときの体積変

化について理解する。 

エ 自分なりの方法で，虹を再現する活動を通し

て，光の反射や屈折という性質を理解する。 

オ ２つのレンズの焦点距離や度数を基に，もの

がより大きく見える仕組みを調べる中で，レン

ズの特徴やレンズを通したものの見え方を理解

する。 

 【Ｂ 生命・地球に学ぶ】 

カ 植物の神秘さや不思議について調査したり，

仮説をもって環境保全に取り組んだりすること

を通して，生物の連続性や自分にできる環境保

全について考え，その価値について理解する。 

キ 植物の葉の形状や色の変化を調べる中で，季

節の変化における植物の形態の変化やその理由

を理解する。 

ク 空の事象を観察する中で，季節や時刻におけ

る見え方の変化やその理由を理解する。 

 【Ｃ テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ】 

ケ ねらいに沿う動きになるように，コマンドを

試行錯誤しながら複数組み合わせることを通し

て，手続きや順序，コマンドの組合わせにより，

動きをデータ記録しながら動かす方法を理解す

る。 

〔第５学年〕 

 【Ａ 物質・エネルギーに学ぶ】 

ア てこの原理がどのように利用されているの，

仮説をもち，様々道具の条件を制御しながら， 

手応えや動かす距離の変化を調べることを通し

て，一方が大きくなると，もう一方が小さくな

るという仕事の原理について理解する。 

イ 転がる対象の重さや転がす高さを変え，条件

を制御しながら，仮説の基動きや距離などを調

べることを通して，ものが動く仕みや動くもの

にはエネルギーがあるという性質，そのエネル

ギーを使って他のものを動かすという働きにつ

いて理解する。 

ウ より遠くへ飛ばすことをねらい，仮説の基，

打ち上がる対象の飛び方や水・空気の量のデー

タを集めたり，分析したりすることを通して， 

ものが飛ぶ仕組み，水と空気のエネルギーの違

いやその関係について理解する。 

エ 複数の対象を水に溶かし，様子を観察したり，

仮説の基，水溶液を調べたりすることを通して， 

溶けた後の水中の粒子の結合，粒子の保存性に

ついて理解する。 

   オ より多くの鉄を持ち上げるために，回路のつ

なぎ方を変えたり，回路を流れる電流の大きさ

を調べたりすることを通して，電流の流れが磁

力に変わることについて理解する。 

 【Ｂ 生命・地球に学ぶ】 

カ 植物の発芽から結実までの過程，生物と環境

について仮説の基条件を制御して検証すること

を通して，生命の連続の神秘に気付き，自分に

できる環境保全について理解する。 

キ 生命の循環について調査したり，仮説の基環

境を再現したりすることを通して，生物の共存

の大切さに気付き，自分との関わりについて考

え，その価値を理解する。 

   ク 台風が起こる原因や台風がもたらす被害につ

いて調査することを通して，雨や風と流れる水

の働きが引き起こす自然災害の原因や防災につ

いて考え，その価値を理解する。 

 【Ｃ テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ】 

ケ 目的に合ったシステムになるように，ＡＩや

プログラミングを試行錯誤しながら，組み合わ

せることを通して，日常生活や社会で実用化さ

れつつあるテクノロジーの仕組みを理解する。 

〔第６学年〕 
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 【Ａ 物質・エネルギーに学ぶ】 

ア 複数の対象の持続時間を，仮説の基調べたり，

様々な方法での発電について体感したりするこ

とを通して，エネルギー変換やその違い，効率

的な利用について理解する。Ｃとの関連 

   イ 仮説の基，ゴムをつかって飛ぶ対象の記録の

データを集めたり，データを分析したりするこ

とを通してものが動く仕組みとゴムにはものを

動かすエネルギーがあることについて理解する。 

ウ 燃焼が起こる原因と空気の変化を調べること

を通して，粒子の存在やその変化について理解

する。 

エ 重さの違うものを釣り合わせるために，仮説

を基に力を加える場所や方法を調べることを通

して，支点からの距離と作用する力の関係が変

化するモーメントのしくみについて理解する。 

 【Ｂ 生命・地球に学ぶ】 

オ 自然の中の水を集め取り出したり，その水質

を調査したりすることを通して，水は周りの環

境によって性質が変わり，その水を目的に応じ

て加工することで利用していることを理解する。 

カ モデルを試行錯誤しながら改良したり，デー

タを基に検証したりすることを通して，地球と

月，太陽の位置関係と地球からの見え方から月

の満ち欠けが起こる理由について理解する。 

 【Ｃ テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ】 

キ 生活や社会をよりよくするプログラムを設

計・実行することを通して，IoT やビッグデー

タ，ロボティクス，AI の関係を理解する。 

ク 仕事量を利用した仕組みを理解する。 

５ 指導計画の作成と内容の取扱い 

 (1) 指導計画作成上の配慮事項 

  ア 年間指導計画についての考え方 

科学科の年間指導計画の作成にあたっては，従来の理

科・生活科の内容を基に，資質・能力の視点から系統性

を見直す。見直しの観点は，低学年理科が位置付いてい

た頃の理科学習指導要領と現行の学習指導要領の内容比

較である。また，現在は位置付いていないが，今後必要

になるであろう科学の内容を組み込んでいく。 

イ 単元計画についての考え方 

(ｱ) テーマ学習 

子供たち自身がテーマを設定し，教科横断するような

ダイナミックな学習の中で，生活にリンクした概念的理

解を拡大していく子供の文脈に沿った学びである。 

例えば，第６学年「C キ 生活を豊かにするプログラ

ミング」において，人間科「わたしたちは未来社会をど

う生きるのか」で主概念を位置付け，関連概念として，

未来社会をよりよくするプログラミングを考える。テー

マ学習には，内容Ｃ「テクノロジー・エンジニアリング

に学ぶ」の内容が位置付きやすい。（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３ テーマ学習】 

(ｲ) リレーション学習 

科学科と他の教科の学習内容が有機的に結びつくこと

が想定される学習の展開である。 

 例えば，第６学年において，未来社会において，

society5.0 が目指す IoT やセンサーの仕組み，私たちの

生活の変化を追究するなかで，エネルギーの効率的な使

い方については，科学科で追究することができると考え

られる。リレーション学習では，子供の学びや求めに応

じて教科を往来することである。（図４）。 

 

 

 

 

 

 

【図４ リレーション学習】 

(ｳ) フォーカス学習 

各教科で資質・能力にダイレクトに働きかけることが

できる効果的・効率的な探究である。 

例えば第５学年「Ａウ ロケットを飛ばそう」におい

て，空気と水の性質に焦点化し，作用・反作用について

追究する。そうすることで，空気と水の性質を一体的に

扱うことができる。エネルギーの見方については，空気

の量という一方のエネルギーが変化すると，もう一方の

水のエネルギーが変化するという量的な見方をすること

ができる（図５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図５ フォーカス学習】 

 
 

(2) 内容の取扱いについての配慮事項 

  ア 科学科における子供の文脈 

 子供の文脈とは，子供から見た学びの価値である。科

学科部では，自然事象と出合った子供の「もっと～した

い」という欲求の追究と「こうなるのは，どうしてだろ

うか」という不思議の追究に没頭することで，学びに向

かうものであると考える（図６）。 

 

 

 

 

 

 

【図６ 科学科における子供の文脈】 

イ 真正の課題の条件 

教材は，４の各学年の目標及び内容に示す資質・能力

を偏りなく養うことや「教科の究極の目標」を形成する

ことをねらいとして精選の上，調和的に取り上げるよう

にする。また，その中で子供の興味・関心が強いもの，

学びたいと思っているものを取り上げる。その際には次

の３つの真正の課題となる条件を満たして，精選するよ

うにする（表３）。 

【表３ 真正の課題の条件】 

条 件 内 容 

知の 

まとまり 

物質・エネルギ－や生命・地球等から生

まれた問題が，上学年や中学校に系統立て

てつながる課題であること 

 

 

たくましい 

追究 

子供にとって身近な自然事象（音，光，

電気，水，空気など）を対象に，生活経験

を基に，明確な仮説をたてて，様々な方法

で検証できる課題であること 

ものづくりを含んだ，子供の興味・関心

が強いものであること 

 

学校を超える 

価値 

ものづくり（プログラミングも含む）や

環境問題など，解決したことがこれからの

実生活や実社会への働きかけ，その形成に

つながる課題であること 

６ アセスメント⽅法の選択 

 科学科において育成する資質・能力は，短期間で育

成されるものではない。特定の単元ではなく，年間を

通して，さらには学年を超えて長期的に育成を目指す

ものである。そこで，パフォーマンス課題を重点単元

や学期の節目で取り組む。科学科では，子供が科学的

に問題解決に取り組み，その過程の中で，論理的思考

を働かせることで，他の事象に適用させ，要因や結果

を説明する姿を目指す。そうすることで，自然のきま

りを活用し，新たな考えを創り出すことができたのか，

科学科が求める創造性を発揮しているのか見取るよう

にしていく。 

また，創造性を支える省察性については，単元を通

して，ポートフォリオを作成し，教師だけでなく，子

供自身で，学びの過程や高まりを評価できるようにし

ていく（図７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図７ ポートフォリオの例】 

 評価していく項目は，以下のようなものがある。 

 

 

 

 

 

 問題解決の過程に沿って，子供たちとそれぞれの段階

を共有したものを基に，自分の追究の段階を数値化した

り，グラフ化したりしていく。 

＜註＞ 

1 内閣府｢Society5.0｣https://www8.8.cao.go.jp/cstp/society5_0/『第５期   
科学技術基本計画』［現状として，ICT の進化等により,社会・経済の構
造が⽇々⼤きく変化する「⼤変⾰時代」が到来し,国内外の課題が増⼤,
複雑化する中で科学技術イノベーション推進の必要性が増していると認
識します。］ 
2 ⽂部科学省（2020）『令和 2 年度版科学技術⽩書』.p.3. 
3 ⽂部科学省(2017)『⼩学校学習指導要領の展開 理科編』.p.22,23,24,25. 
4 ⽂部科学省(2017)『⼩学校学習指導要領の展開 ⽣活科編』.p.9. 
5 本校教育研究紀要平成 13，14，15，27，28 年度 
6 ⽂部科学省(1977)『⼩学校学習指導要領の展開 理科編』.p.4. 
7 ⽇本教科教育学会（2016）『今なぜ教科教育なのか』⽂溪堂［科学とは，

〇 問題を設定することができたか 

〇 明確な仮説を立てることができたか 

〇 観察・実験から，客観的なデータを集めることがで

きたか 

〇 客観的な結論を導き出すことができたのか 
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 【Ａ 物質・エネルギーに学ぶ】 

ア 複数の対象の持続時間を，仮説の基調べたり，

様々な方法での発電について体感したりするこ

とを通して，エネルギー変換やその違い，効率

的な利用について理解する。Ｃとの関連 

   イ 仮説の基，ゴムをつかって飛ぶ対象の記録の

データを集めたり，データを分析したりするこ

とを通してものが動く仕組みとゴムにはものを

動かすエネルギーがあることについて理解する。 

ウ 燃焼が起こる原因と空気の変化を調べること

を通して，粒子の存在やその変化について理解

する。 

エ 重さの違うものを釣り合わせるために，仮説

を基に力を加える場所や方法を調べることを通

して，支点からの距離と作用する力の関係が変

化するモーメントのしくみについて理解する。 

 【Ｂ 生命・地球に学ぶ】 

オ 自然の中の水を集め取り出したり，その水質

を調査したりすることを通して，水は周りの環

境によって性質が変わり，その水を目的に応じ

て加工することで利用していることを理解する。 

カ モデルを試行錯誤しながら改良したり，デー

タを基に検証したりすることを通して，地球と

月，太陽の位置関係と地球からの見え方から月

の満ち欠けが起こる理由について理解する。 

 【Ｃ テクノロジー・エンジニアリングに学ぶ】 

キ 生活や社会をよりよくするプログラムを設

計・実行することを通して，IoT やビッグデー

タ，ロボティクス，AI の関係を理解する。 

ク 仕事量を利用した仕組みを理解する。 

５ 指導計画の作成と内容の取扱い 

 (1) 指導計画作成上の配慮事項 

  ア 年間指導計画についての考え方 

科学科の年間指導計画の作成にあたっては，従来の理

科・生活科の内容を基に，資質・能力の視点から系統性

を見直す。見直しの観点は，低学年理科が位置付いてい

た頃の理科学習指導要領と現行の学習指導要領の内容比

較である。また，現在は位置付いていないが，今後必要

になるであろう科学の内容を組み込んでいく。 

イ 単元計画についての考え方 

(ｱ) テーマ学習 

子供たち自身がテーマを設定し，教科横断するような

ダイナミックな学習の中で，生活にリンクした概念的理

解を拡大していく子供の文脈に沿った学びである。 

例えば，第６学年「C キ 生活を豊かにするプログラ

ミング」において，人間科「わたしたちは未来社会をど

う生きるのか」で主概念を位置付け，関連概念として，

未来社会をよりよくするプログラミングを考える。テー

マ学習には，内容Ｃ「テクノロジー・エンジニアリング

に学ぶ」の内容が位置付きやすい。（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３ テーマ学習】 

(ｲ) リレーション学習 

科学科と他の教科の学習内容が有機的に結びつくこと

が想定される学習の展開である。 

 例えば，第６学年において，未来社会において，

society5.0 が目指す IoT やセンサーの仕組み，私たちの

生活の変化を追究するなかで，エネルギーの効率的な使

い方については，科学科で追究することができると考え

られる。リレーション学習では，子供の学びや求めに応

じて教科を往来することである。（図４）。 

 

 

 

 

 

 

【図４ リレーション学習】 

(ｳ) フォーカス学習 

各教科で資質・能力にダイレクトに働きかけることが

できる効果的・効率的な探究である。 

例えば第５学年「Ａウ ロケットを飛ばそう」におい

て，空気と水の性質に焦点化し，作用・反作用について

追究する。そうすることで，空気と水の性質を一体的に

扱うことができる。エネルギーの見方については，空気

の量という一方のエネルギーが変化すると，もう一方の

水のエネルギーが変化するという量的な見方をすること

ができる（図５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図５ フォーカス学習】 

 
 

(2) 内容の取扱いについての配慮事項 

  ア 科学科における子供の文脈 

 子供の文脈とは，子供から見た学びの価値である。科

学科部では，自然事象と出合った子供の「もっと～した

い」という欲求の追究と「こうなるのは，どうしてだろ

うか」という不思議の追究に没頭することで，学びに向

かうものであると考える（図６）。 

 

 

 

 

 

 

【図６ 科学科における子供の文脈】 

イ 真正の課題の条件 

教材は，４の各学年の目標及び内容に示す資質・能力

を偏りなく養うことや「教科の究極の目標」を形成する

ことをねらいとして精選の上，調和的に取り上げるよう

にする。また，その中で子供の興味・関心が強いもの，

学びたいと思っているものを取り上げる。その際には次

の３つの真正の課題となる条件を満たして，精選するよ

うにする（表３）。 

【表３ 真正の課題の条件】 

条 件 内 容 

知の 

まとまり 

物質・エネルギ－や生命・地球等から生

まれた問題が，上学年や中学校に系統立て

てつながる課題であること 

 

 

たくましい 

追究 

子供にとって身近な自然事象（音，光，

電気，水，空気など）を対象に，生活経験

を基に，明確な仮説をたてて，様々な方法

で検証できる課題であること 

ものづくりを含んだ，子供の興味・関心

が強いものであること 

 

学校を超える 

価値 

ものづくり（プログラミングも含む）や

環境問題など，解決したことがこれからの

実生活や実社会への働きかけ，その形成に

つながる課題であること 

６ アセスメント⽅法の選択 

 科学科において育成する資質・能力は，短期間で育

成されるものではない。特定の単元ではなく，年間を

通して，さらには学年を超えて長期的に育成を目指す

ものである。そこで，パフォーマンス課題を重点単元

や学期の節目で取り組む。科学科では，子供が科学的

に問題解決に取り組み，その過程の中で，論理的思考

を働かせることで，他の事象に適用させ，要因や結果

を説明する姿を目指す。そうすることで，自然のきま

りを活用し，新たな考えを創り出すことができたのか，

科学科が求める創造性を発揮しているのか見取るよう

にしていく。 

また，創造性を支える省察性については，単元を通

して，ポートフォリオを作成し，教師だけでなく，子

供自身で，学びの過程や高まりを評価できるようにし

ていく（図７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図７ ポートフォリオの例】 

 評価していく項目は，以下のようなものがある。 

 

 

 

 

 

 問題解決の過程に沿って，子供たちとそれぞれの段階

を共有したものを基に，自分の追究の段階を数値化した

り，グラフ化したりしていく。 

＜註＞ 
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〇 問題を設定することができたか 

〇 明確な仮説を立てることができたか 

〇 観察・実験から，客観的なデータを集めることがで

きたか 

〇 客観的な結論を導き出すことができたのか 
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⼩学校学習指導要領（福岡教育⼤学附属福岡⼩学校版） 

 芸術科編                                    

１ 教科新設の経緯 

 (1) 想定される未来社会と「芸術科」の関係 

 教科「芸術」は，自然や生活，文化に存在する多様な美

との関わり方について学ぶことや，芸術に関わることで感

性を育み，豊かな情操を培うために設定した教科である。 

近年，欧米やアジア等で，複数の理科系の教科を融合した

教育課程，すなわちＳＴＥＭ教育が普及を見せているが，

一方で理数教育の限界が指摘され始めたため，理科系の教

科に芸術系科目を加えた融合教育ＳＴＥＡＭ教育として

多様な展開をしており，こうした動きは，認知的側面と感

情的側面を統合して，カリキュラム・バランスを保持する

と同時に学習者の精神的成長の健全性を維持する営みで

あると考えられており，芸術科で育まれる創造性が大いに

発揮されることが期待される。 

一方で美術教育連絡協議会は，「美術教育において，身

体感覚を伴ったイメージの働きや実際に経験したことで

身に付く能動的知識の習得は，形式知だけでなく，科学的

な発明や発見に寄与する「暗黙知」の獲得にもつながり，

21 世紀型スキルでの『持続する理解』の基礎となること，

美術活動における視覚と身体，そして脳の働きを連携させ

て，身体知などを含む認知活動を拡充すること，人工知能

(ＡＩ)では代替できない人間らしさや感性をより豊かに

すること」などを強調し美術教育の有用性を訴えている¹。

感性は人間のもつ知覚的な能力の最も大切なものの１つ

であると言われている 2。また，「芸術を教育の基礎とすべ

き」とし，「美的教育は，人間個人の知能や判断の基礎と

なっている諸感覚の教育」とも言われている³。この感性

を養うためにも，芸術科は欠かすことのできない教科であ

り，芸術科において，感性を育み，生活や社会の中の音や

音楽，形や色などに豊かに関わる資質・能力が求められて

いる。 

 (2) 現行音楽科，図画工作科との関係 

 芸術科は，時間芸術である音楽と空間芸術である造形を

対象とし，これらは，時間と空間の中で生活をしている人

間にとって，生活を潤いのあるものにし，豊かさを享受さ

せるものである。そのため，感性を働かせ，音楽や造形に

関わる芸術表現を通して，価値あるものや美を見いだして

いこうとする態度や能力の育成を図ることができる学習

が，芸術科である。そのために，音楽科と図画工作科を統

合した１つの教科とする。 

 現行の学習指導要領音楽科においては，「表現」「鑑賞」

の２領域及び共通事項で構成されていた内容が〔知識及び

技能〕，〔思考力，判断力，表現力等〕に再構成された。同

様に，現行の学習指導要領図画工作科においても，「表現」

「鑑賞」の２領域及び共通事項で構成されていたものが３

つの資質・能力で再構成されている。これは，２領域を資

質・能力ベースで捉え直すことで，音楽科では「生活や社

会の中で音や音楽に豊かに関わる資質・能力」，図画工作

科では「生活や社会の中で形や色に豊かに関わる資質・能

力」の育成を目指すものである 

 芸術科は，現行の２教科の共通点である以下の２点を大

切にして構想している。 

○ 豊かな情操を培うこと 

○ 生活に生かす教科であること 

 豊かな情操を培い，生活との関わりを考えさせるには，

子供自身が芸術に対する価値を認識することが重要であ 

る。低学年期から，芸術の楽しさを十分に味わい，表現す

る喜びを実感させることで，芸術への価値を見いだすこと

につながる。このようなことから，本校では，生活が潤い，

人が豊かな生活を送ることができる対象である「芸術」を

学ぶ芸術科を設定した。 

 (3) 芸術科に関わるこれまでの研究 

 芸術科に関わって，本校では，領域「表現」から領域「げ

いじゅつ」へと名称を変更し，研究を進めてきた。この領

域「げいじゅつ」の学習においては，領域目標を「感性を

働かせながら，美を感じたり表したりする活動を通して，

自分の表現をつくりだす力を高め，豊かな美的情操を養

う。」とし，内容を「造形」「音楽」「複合」の３つとして

研究を進めてきた。 

 (4) これまでの開発研究で見えてきたこと 

  ア 成果 

昨年度までの研究を行った結果，以下の点が成果として

見えてきた。 
◯ 材と関わりながら，造形や音楽に表現していく活

動の中で，ゴール像に向かって自分たちの思いを表

現していく喜びを味わうことができた。 

〇 他教科との合科的，関連的な学習を通して，芸術科

の内容を充実させながら，子供の文脈を基にした内

容を設定することができた。 
 延長１，２年時は芸術科として対象となる音や音楽，材

料の選定や捉えさせたい内容を重視し，歌唱や器楽，造形

遊びや絵・立体・工作といった活動を区別しないことで時

数削減を目指した。また，「げいじゅつ」で位置づけた従

来の図画工作科や音楽科の内容を関連させた「複合」は，

内容精選していると明確にできず，削除している。  

イ 課題 

これまでの研究を通して以下の課題も明らかになった。 

● 育てたい資質・能力で内容を構成したことにより，

一単元でどの内容も網羅できるため，重視する内容
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う。」とし，内容を「造形」「音楽」「複合」の３つとして

研究を進めてきた。 

 (4) これまでの開発研究で見えてきたこと 

  ア 成果 

昨年度までの研究を行った結果，以下の点が成果として

見えてきた。 
◯ 材と関わりながら，造形や音楽に表現していく活

動の中で，ゴール像に向かって自分たちの思いを表

現していく喜びを味わうことができた。 

〇 他教科との合科的，関連的な学習を通して，芸術科

の内容を充実させながら，子供の文脈を基にした内

容を設定することができた。 
 延長１，２年時は芸術科として対象となる音や音楽，材

料の選定や捉えさせたい内容を重視し，歌唱や器楽，造形

遊びや絵・立体・工作といった活動を区別しないことで時

数削減を目指した。また，「げいじゅつ」で位置づけた従

来の図画工作科や音楽科の内容を関連させた「複合」は，

内容精選していると明確にできず，削除している。  

イ 課題 

これまでの研究を通して以下の課題も明らかになった。 

● 育てたい資質・能力で内容を構成したことにより，

一単元でどの内容も網羅できるため，重視する内容
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や芸術要素を明確にしたカリキュラム構成を行う。 

● 思いを表現するという教科の特性から，他教科と

の合科的，関連的な学習が設定されることが多いた

め，芸術科として育成する創造性を明確にしながら

精選する必要がある。 

特に今年度は芸術科として，芸術要素から美の追究を行

えるよう，取り扱う芸術要素や発達段階に応じた芸術要素

の考え方を明らかにしていくと同時に，子供が評価の主体

者として自らの学びをよりよくしていくための評価の在

り方や，芸術科の学びにおける子供の見取り方を明らかに

していく。そのために，まず，発達段階に応じて芸術要素

を各学習の中で設定し，重視した芸術要素を整理して系統

性を明確にしていく。次に，単元や年間レベルでのルーブ

リック等の共有，実践を行い，芸術科におけるアセスメン

トの考え方を明確にしていく。また，ポートフォリオの活

用など，芸術科の特質に応じたアセスメントの在り方につ

いても究明していく。 

２ ⽬標 

 (1) 教科の目標 

 感性を働かせながら，思いや意図を音楽や造形に表

現していく過程の中で，芸術的な見方・考え方を働かせ

養うことで，美と豊かに関わる３つの資質・能力を次の

通り育成することを目指す。 

(1) 芸術に関わる材や作品のよさや美しさを音楽

的，造形的な視点から感じ取り，思いや意図を実現

するための知識・技能を習得・活用しながら表現を

つくりだすことができる。     （創造性） 

(2) 自他の表現のよさや美しさを感じ取り，他者と

共有する喜びを味わうことができたり，感じたこ

とを伝えたりしようとする。    （協働性） 

(3) 自己の思いや意図を明確にもった活動を通し

て，材や作品に多様に関わり，自分自身の伸びを自

覚することができる。       （省察性） 

 (2) 芸術的な見方・考え方と資質・能力の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１ 芸術科における目標と資質・能力の関係】 

芸術的な見方・考え方とは，「材や作品などの対象を，

音楽的，造形的な視点で捉えること」及び「自己のイメー

ジや感情，生活や社会などと材や作品とを関連付け価値を

認識していくこと」である。このような見方・考え方を養

うために，芸術科の本質的な問いとして「なぜ音楽作品や

造形作品は美しく感じるのだろうか」や「どのような表現

方法をとれば，思いや意図，よさや美しさを音楽や造形で

表すことができるのであろうか」のような，自己の感性や

知性を基にした方法を含むものを考えている。この本質的

な問いに対応する永続的な課題を積み重ねていくことで，

芸術的な見方・考え方が養われる。芸術科で重視する資質・

能力は創造性である。芸術科では創造性を，「感受・発想・

構想」「分析」「知識・技能」と定義付け，「知識及び技能」，

「思考力，判断力，表現力等」を含み込んだものとして捉

えている。また，協働性，省察性は創造性を育成するため

に必要な資質・能力と位置付ける。 

芸術科の究極的な目標は「美と豊かに関わること」であ

る。美と豊かに関わる上で「美的情操」は，重要な要素と

言える。美的情操とは，美しいものを美しいと感じ，美に

感動する心の働きである。 

芸術科における「美」とは，思いや意図を実現した作品

や，これまでの芸術作品を知覚的に分析，解釈して味わう

ことのできる価値のことである。また，芸術においては「イ

メージと概念，感覚と思考が相互に関連し調和する意識」

を身に付けさせることができるとされている⁴。即ち，対

象の形態特性そのもの（形や色，旋律や音色など）から感

受して得るイメージや感覚を基に，対象から何らかの意味

や解釈を思考し概念を知覚し，それらを一体化させる資

質・能力を養っていく必要がある。 

芸術科において，美的情操を養うためには，感性と知性

の両側面が必要不可欠である。感受したことを基に，対象

や行為を分析し，知覚的に認知し，それが往還されること

で，より感性の働きが強くなる。このことから，感性と知

性が一体化されて美的情操は生まれるものである。これは，

美しいものに感動する心を育て，多様な美しさをもった作

品を尊重する心にもつながるものである。そのために育む

べき，３つの資質・能力は次のとおりである。まず創造性

は，芸術に関わる材や作品のよさや美しさを感じ取り，表

現をつくりだすことである。発想力や構想力を発揮したり，

作品に対して分析を行ったりしながら美を追究していく

際に，「感受」と「知覚」を相互に関連させる行為が行わ

れる。次に協働性は，自他の表現のよさや美しさを感じ取

り，他者と共有する喜びを味わうことである。他者の感じ

たことや作品の価値に対して，受容したり，互いの考えや

表現方法を調整してよりよい表現に高めたり，心を合わせ

て表現したりすることのよさを実感することである。最後

に，省察性は，材や作品に多様に関わり，表現したり鑑賞

したりしていく活動を通して，自己の知識や技能的な伸び

や，作品に対する新たな価値観を認識することである。こ

の３つの資質・能力の関係を表すと次のようになる(図１)。 

 

 (3) 学年の目標 

〔第１学年及び第２学年〕 

① 材や作品の特徴を音楽的，造形的な視点から気付 

き，音楽的や造形的な面白さや楽しさを味わうため  

の技能を身に付け，楽しく発想や構想をしたり，事 

象や対象の楽しさを見いだしながら表現を工夫し

たりすることができる。        （創造性） 

② 他者との芸術活動や対話活動を通して，作品や表  

し方などのよさや面白さの感じ方を共有し，一緒に  

活動する楽しさを味わうことができる。  （協働性） 

③ 思いを明確にもち，材や作品に楽しく関わり，自

分の表し方の面白さや楽しさに気付き，自己の変

容を自覚することができる。      （省察性） 

〔第３学年及び第４学年〕 

① 材や作品の特徴を音楽的，造形的な視点の関わり 

合いから気付き，音楽的や造形的なよさや面白さを 

味わうための技能を身に付け，豊かに発想や構想を 

したり，事象や対象のよさを見いだしながら表現を 

工夫したりすることができる。     （創造性） 

② 他者との芸術活動や対話活動を通して，作品や表 

し方などのよさや面白さの感じ方を共有し，一緒に 

つくりだす楽しさを味わうことができる。（協働性） 

③ 思いや意図を明確にもち，材や作品に進んで関わ 

り，自分の表し方のよさや面白さに気付き，自己の 

変容を自覚し，改善することができる。 （省察性） 

〔第５学年及び第６学年〕 

  ① 材や作品の特徴を音楽的，造形的な視点の関わり  

合いから多角的に理解し，音楽的や造形的なよさや 

美しさを味わうための技能を身に付け，創造的に発 

想や構想をしたり，事象や対象の美しさを見いだし 

ながら表現を工夫したりすることができる。 

（創造性） 

② 他者との芸術活動や対話活動を通して，作品や表 

し方などのよさや美しさの感じ方を共有し，一緒に 

つくりだす喜びを味わうことができる。 （協働性） 

③ 思いや意図を明確にもち，材や作品に主体的に関   

わり，自分の表し方のよさや美しさに気付き，自己 

の変容を分析し，価値付けすることができる。 

    （省察性） 

３ 内容構成 

 (1) 内容構成の考え方 

 内容は，芸術科で主に育まれる創造性に関わる資質・能

力から「感受・発想・構想」「分析」「知識・技能」で構成

している。芸術科は先述した通り現行教科の音楽科，図画

工作科と対応している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２ 芸術科の内容構成】 

 (2) 具体的な内容構成 

 現行教科の音楽科，図画工作科の内容は，「表現」「鑑賞」

「共通事項」で構成されている。活動別で見ると，音楽科

では「歌唱」「器楽」「音楽づくり」「鑑賞」の４つの活動，

図画工作科では「造形遊び」「絵」「立体」「工作」「鑑賞」

の５つの活動が示されている。このように，音楽科，図画

工作科の内容はともに「教科を特徴付ける活動」を基に設

定されている。しかし，芸術科においては，「美的情操の

育成」「生活や社会の中の美」という視点で考え，活動ご

とではなく，「感受・発想・構想」「分析」「知識・技能」

で構成し，主に育てたい創造性の資質・能力で整理する。

さらに，音や音楽，形や色などに豊かに関わる芸術科の学

習において，他者との関わりながら行う活動を通して，協

働性が育まれる。また，活動の前後を比較し，自己の変容

を自覚することで，省察性を育んでいくことができるよう

にする。こうすることで，音楽科，図画工作科に存在した，

「学校での学びが生活や社会に転移しない」「活動自体が

目的になってしまう」という課題を解決できると考える。

その上で，活動を行っただけにとどまらす，「美的情操の

育成」「生活や社会の中の美」という視点で，音楽科，図

画工作科の内容について考え，教科の本質的な問いに迫っ

ていく。このことにより，活動に柔軟性をもたせ，「美的

情操の育成」「生活や社会の中の美」の視点で，内容を構

成することができる。以上の内容構成の視点は，内容が整

理されることや，芸術科が目指す美的情操を養い，生活や

社会の中の美と豊かに関わる姿がより具体化できる。 

 また，以上の視点から，次のような学習活動や学習活動

を考えていく。  
  ア 音楽 

 ここでは，時間芸術である音楽を中心に取り扱う。例え

ば，音色，リズムなどの音楽を形づくっている要素を含む

音や音楽への関わりを基に，感じたことを音楽的な表現活

動を中心に表したり，自分の思いや意図を伝えるための音

楽的な表現をつくりだしたり，曲や演奏のよさなどを見い

だし，曲を全体にわたって味わって聴くことが考えられる。     
イ 造形 

 ここでは，空間芸術である美術やデザインなどを中心に

取り扱う。例えば，形，色などの造形要素を含む素材への

関わりを基に，感じたことを造形的な表現活動を中心に表

したり，自分の思いや意図を伝えるための造形的な表現を

つくりだしたり，自分たちの作品や親しみのある美術作品

などを見て，自分の見方や感じ方を深めたりすることが考
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や芸術要素を明確にしたカリキュラム構成を行う。 

● 思いを表現するという教科の特性から，他教科と

の合科的，関連的な学習が設定されることが多いた

め，芸術科として育成する創造性を明確にしながら

精選する必要がある。 

特に今年度は芸術科として，芸術要素から美の追究を行

えるよう，取り扱う芸術要素や発達段階に応じた芸術要素

の考え方を明らかにしていくと同時に，子供が評価の主体

者として自らの学びをよりよくしていくための評価の在

り方や，芸術科の学びにおける子供の見取り方を明らかに

していく。そのために，まず，発達段階に応じて芸術要素

を各学習の中で設定し，重視した芸術要素を整理して系統

性を明確にしていく。次に，単元や年間レベルでのルーブ

リック等の共有，実践を行い，芸術科におけるアセスメン

トの考え方を明確にしていく。また，ポートフォリオの活

用など，芸術科の特質に応じたアセスメントの在り方につ

いても究明していく。 

２ ⽬標 

 (1) 教科の目標 

 感性を働かせながら，思いや意図を音楽や造形に表

現していく過程の中で，芸術的な見方・考え方を働かせ

養うことで，美と豊かに関わる３つの資質・能力を次の

通り育成することを目指す。 

(1) 芸術に関わる材や作品のよさや美しさを音楽

的，造形的な視点から感じ取り，思いや意図を実現

するための知識・技能を習得・活用しながら表現を

つくりだすことができる。     （創造性） 

(2) 自他の表現のよさや美しさを感じ取り，他者と

共有する喜びを味わうことができたり，感じたこ

とを伝えたりしようとする。    （協働性） 

(3) 自己の思いや意図を明確にもった活動を通し

て，材や作品に多様に関わり，自分自身の伸びを自

覚することができる。       （省察性） 

 (2) 芸術的な見方・考え方と資質・能力の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１ 芸術科における目標と資質・能力の関係】 

芸術的な見方・考え方とは，「材や作品などの対象を，

音楽的，造形的な視点で捉えること」及び「自己のイメー

ジや感情，生活や社会などと材や作品とを関連付け価値を

認識していくこと」である。このような見方・考え方を養

うために，芸術科の本質的な問いとして「なぜ音楽作品や

造形作品は美しく感じるのだろうか」や「どのような表現

方法をとれば，思いや意図，よさや美しさを音楽や造形で

表すことができるのであろうか」のような，自己の感性や

知性を基にした方法を含むものを考えている。この本質的

な問いに対応する永続的な課題を積み重ねていくことで，

芸術的な見方・考え方が養われる。芸術科で重視する資質・

能力は創造性である。芸術科では創造性を，「感受・発想・

構想」「分析」「知識・技能」と定義付け，「知識及び技能」，

「思考力，判断力，表現力等」を含み込んだものとして捉

えている。また，協働性，省察性は創造性を育成するため

に必要な資質・能力と位置付ける。 

芸術科の究極的な目標は「美と豊かに関わること」であ

る。美と豊かに関わる上で「美的情操」は，重要な要素と

言える。美的情操とは，美しいものを美しいと感じ，美に

感動する心の働きである。 

芸術科における「美」とは，思いや意図を実現した作品

や，これまでの芸術作品を知覚的に分析，解釈して味わう

ことのできる価値のことである。また，芸術においては「イ

メージと概念，感覚と思考が相互に関連し調和する意識」

を身に付けさせることができるとされている⁴。即ち，対

象の形態特性そのもの（形や色，旋律や音色など）から感

受して得るイメージや感覚を基に，対象から何らかの意味

や解釈を思考し概念を知覚し，それらを一体化させる資

質・能力を養っていく必要がある。 

芸術科において，美的情操を養うためには，感性と知性

の両側面が必要不可欠である。感受したことを基に，対象

や行為を分析し，知覚的に認知し，それが往還されること

で，より感性の働きが強くなる。このことから，感性と知

性が一体化されて美的情操は生まれるものである。これは，

美しいものに感動する心を育て，多様な美しさをもった作

品を尊重する心にもつながるものである。そのために育む

べき，３つの資質・能力は次のとおりである。まず創造性

は，芸術に関わる材や作品のよさや美しさを感じ取り，表

現をつくりだすことである。発想力や構想力を発揮したり，

作品に対して分析を行ったりしながら美を追究していく

際に，「感受」と「知覚」を相互に関連させる行為が行わ

れる。次に協働性は，自他の表現のよさや美しさを感じ取

り，他者と共有する喜びを味わうことである。他者の感じ

たことや作品の価値に対して，受容したり，互いの考えや

表現方法を調整してよりよい表現に高めたり，心を合わせ

て表現したりすることのよさを実感することである。最後

に，省察性は，材や作品に多様に関わり，表現したり鑑賞

したりしていく活動を通して，自己の知識や技能的な伸び

や，作品に対する新たな価値観を認識することである。こ

の３つの資質・能力の関係を表すと次のようになる(図１)。 

 

 (3) 学年の目標 

〔第１学年及び第２学年〕 

① 材や作品の特徴を音楽的，造形的な視点から気付 

き，音楽的や造形的な面白さや楽しさを味わうため  

の技能を身に付け，楽しく発想や構想をしたり，事 

象や対象の楽しさを見いだしながら表現を工夫し

たりすることができる。        （創造性） 

② 他者との芸術活動や対話活動を通して，作品や表  

し方などのよさや面白さの感じ方を共有し，一緒に  

活動する楽しさを味わうことができる。  （協働性） 

③ 思いを明確にもち，材や作品に楽しく関わり，自

分の表し方の面白さや楽しさに気付き，自己の変

容を自覚することができる。      （省察性） 

〔第３学年及び第４学年〕 

① 材や作品の特徴を音楽的，造形的な視点の関わり 

合いから気付き，音楽的や造形的なよさや面白さを 

味わうための技能を身に付け，豊かに発想や構想を 

したり，事象や対象のよさを見いだしながら表現を 

工夫したりすることができる。     （創造性） 

② 他者との芸術活動や対話活動を通して，作品や表 

し方などのよさや面白さの感じ方を共有し，一緒に 

つくりだす楽しさを味わうことができる。（協働性） 

③ 思いや意図を明確にもち，材や作品に進んで関わ 

り，自分の表し方のよさや面白さに気付き，自己の 

変容を自覚し，改善することができる。 （省察性） 

〔第５学年及び第６学年〕 

  ① 材や作品の特徴を音楽的，造形的な視点の関わり  

合いから多角的に理解し，音楽的や造形的なよさや 

美しさを味わうための技能を身に付け，創造的に発 

想や構想をしたり，事象や対象の美しさを見いだし 

ながら表現を工夫したりすることができる。 

（創造性） 

② 他者との芸術活動や対話活動を通して，作品や表 

し方などのよさや美しさの感じ方を共有し，一緒に 

つくりだす喜びを味わうことができる。 （協働性） 

③ 思いや意図を明確にもち，材や作品に主体的に関   

わり，自分の表し方のよさや美しさに気付き，自己 

の変容を分析し，価値付けすることができる。 

    （省察性） 

３ 内容構成 

 (1) 内容構成の考え方 

 内容は，芸術科で主に育まれる創造性に関わる資質・能

力から「感受・発想・構想」「分析」「知識・技能」で構成

している。芸術科は先述した通り現行教科の音楽科，図画

工作科と対応している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２ 芸術科の内容構成】 

 (2) 具体的な内容構成 

 現行教科の音楽科，図画工作科の内容は，「表現」「鑑賞」

「共通事項」で構成されている。活動別で見ると，音楽科

では「歌唱」「器楽」「音楽づくり」「鑑賞」の４つの活動，

図画工作科では「造形遊び」「絵」「立体」「工作」「鑑賞」

の５つの活動が示されている。このように，音楽科，図画

工作科の内容はともに「教科を特徴付ける活動」を基に設

定されている。しかし，芸術科においては，「美的情操の

育成」「生活や社会の中の美」という視点で考え，活動ご

とではなく，「感受・発想・構想」「分析」「知識・技能」

で構成し，主に育てたい創造性の資質・能力で整理する。

さらに，音や音楽，形や色などに豊かに関わる芸術科の学

習において，他者との関わりながら行う活動を通して，協

働性が育まれる。また，活動の前後を比較し，自己の変容

を自覚することで，省察性を育んでいくことができるよう

にする。こうすることで，音楽科，図画工作科に存在した，

「学校での学びが生活や社会に転移しない」「活動自体が

目的になってしまう」という課題を解決できると考える。

その上で，活動を行っただけにとどまらす，「美的情操の

育成」「生活や社会の中の美」という視点で，音楽科，図

画工作科の内容について考え，教科の本質的な問いに迫っ

ていく。このことにより，活動に柔軟性をもたせ，「美的

情操の育成」「生活や社会の中の美」の視点で，内容を構

成することができる。以上の内容構成の視点は，内容が整

理されることや，芸術科が目指す美的情操を養い，生活や

社会の中の美と豊かに関わる姿がより具体化できる。 

 また，以上の視点から，次のような学習活動や学習活動

を考えていく。  
  ア 音楽 

 ここでは，時間芸術である音楽を中心に取り扱う。例え

ば，音色，リズムなどの音楽を形づくっている要素を含む

音や音楽への関わりを基に，感じたことを音楽的な表現活

動を中心に表したり，自分の思いや意図を伝えるための音

楽的な表現をつくりだしたり，曲や演奏のよさなどを見い

だし，曲を全体にわたって味わって聴くことが考えられる。     
イ 造形 

 ここでは，空間芸術である美術やデザインなどを中心に

取り扱う。例えば，形，色などの造形要素を含む素材への

関わりを基に，感じたことを造形的な表現活動を中心に表

したり，自分の思いや意図を伝えるための造形的な表現を

つくりだしたり，自分たちの作品や親しみのある美術作品

などを見て，自分の見方や感じ方を深めたりすることが考
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えられる。 

 (3) 各学年の内容構成と系統 

 上記の内容構成と視点を生かした要素と学年の系統性

について表すと以下のようになる（表１）。 
【表１ 内容構成の例】 

 １・２年生 ３・４年生 ５・６年生 

【
ア
音
楽
】 

Ａ発想・構想 
・面白さや楽

しさ 
Ｂ分析 
・曲や演奏の

楽しさ 
Ｃ技能 
・発音 
・音色 
・音を合わせ

る 
Ｄ受容・調整 
・共に活動す

る楽しさ 

Ａ発想・構想 
・よさや面白

さ 
Ｂ分析 
・曲や演奏の

よさ 
Ｃ技能 
・発音 
・呼吸法 
・音色 
・響き 
・音を合わせ

る 
Ｄ受容・調整 
・共につくり

だす楽しさ 

Ａ発想・構想 
・よさや美し

さ 
Ｂ分析 
・曲や演奏の

よさ 
Ｃ技能 
・発音 
・呼吸法 
・音色 
・響き 
・音を合わせ

る 
Ｄ受容・調整 
・共につくり

だす喜び 

【
イ
造
形
】 

Ａ発想・構想 
・面白さや楽

しさ 
Ｂ分析 
・身の回りの

作品 
Ｃ技能 
・材料や用具

の慣れ 
Ｄ受容・調整 
・共に活動す

る楽しさ 

Ａ発想・構想 
・よさや面白

さ 
Ｂ分析 
・身近にある

作品 
Ｃ技能 
・材料や用具

の適切な活

用 
Ｄ受容・調整 
・共につくり

だす楽しさ 

Ａ発想・構想 
・よさや美し

さ 
Ｂ分析 
・親しみのあ

る作品 
Ｃ技能 
・活動に応じ

て材料や用

具の活用 
Ｄ受容・調整 
・共につくり

だす喜び 

４ 各学年の内容 

〔第１学年及び第２学年〕 

【Ａ 感受・発想・構想】 

ア 音遊びや歌唱，器楽の活動の中で，感じ取った

曲想を基に表現を工夫しながら，どのように演奏

するのかについて思いをもち，表したい思いと音

楽の構造との関わりに気付く。 

イ 身近な自然物や人工物との遊びの活動の中で，

いろいろな形や色を基に，感覚や気持ちを生かし

ながら，どのように表すかについて考え，表した

いことと身近な材や作品の形や色などとの関わ

りに気付く。 

【Ｂ 分析】 

 ウ 音楽的要素を見いだしながら音楽表現や音楽

鑑賞を通して，曲や演奏の面白さや楽しさと音楽

の構造との関わりに気付く。 

エ 造形的要素を見いだしながら造形表現や身の

回りの作品の鑑賞を通して，造形的な面白さや楽

しさと材や作品の造形的な特徴との関わりに気

付く。 

【Ｃ 知識・技能】 

  オ 発音や音色などに気を付けて歌ったり演奏し

たりする活動の中で，互いの音や伴奏を聴いて

音を合わせることができる。 

カ 造形活動の中で，身近で扱いやすい材料や用具

に十分に慣れ，並べたり，つないだり，積んだり

するなどして表現することができる。 

〔第３学年及び第４学年〕 

【Ａ 感受・発想・構想】 

ア 即興表現や創作，歌唱，器楽の活動の中で，捉

えた曲の特徴を基に表現を工夫しながら，どのよ

うに演奏するのかについて思いや意図をもち，表

したい思いや意図と音楽の構造との関わりを理

解する。 

イ 自然物や人工物などを用いた造形活動の中で，

形や色，材料を基に，思い付いた新しい形や色な

どを生かしながら，どのように表すかについて考

え，表したいことと材や作品の形や色などとの関

わりを理解する。 

【Ｂ 分析】 

 ウ 音楽的要素を見いだしながら音楽表現や音楽

鑑賞を通して，曲や演奏のよさや面白さと音楽の

構造との関わりに気付く。 

エ 造形的要素を見いだしながら造形表現や身近

にある作品の鑑賞を通して，造形的なよさや面白

さと材や作品の造形的な特徴との関わりに気付

く。 

【Ｃ 知識・技能】 

 オ 発音や呼吸法，音色や音の響きなどに気を付け

て歌ったり演奏したりする活動の中で，互いの音

や副次的な旋律，伴奏を聴いて音を合わせること

ができる。 

カ 造形活動の中で，材料や用具を適切に扱い，組

み合わせたり，切ってつないだり，形を変えたり

するなどして表現することができる。  

〔第５学年及び第６学年〕 

【Ａ 感受・発想・構想】 

ア 即興表現や創作，歌唱，器楽の活動の中で，捉

えた曲の特徴を基に，その特徴にふさわしい表現

を工夫しながら，どのように演奏するのかについ

て思いや意図をもち，表したい思いや意図と音楽

の構造との関わりを理解する。 

イ 材料や場所，空間などの特徴を用いた造形活動

の中で，構成したり周囲の様子を生かしたりしな

がら，どのように主題を表すかについて考え，主

題と材や作品の形や色などとの関わりを理解す

る。 

【Ｂ 分析】 

 ウ 音楽的要素を見いだしながら音楽表現や音楽

 

鑑賞を通して，曲や演奏のよさや美しさと音楽の

構造との関わりについて理解する。 

エ 造形的要素を見いだしながら造形表現や親し

みのある作品の鑑賞を通して，造形的なよさや美

しさと造形的な特徴との関わりについて理解す

る。 

【Ｃ 知識・技能】 

 オ 発音や呼吸法，音色や音の響きなどに気を付け

て歌ったり演奏したりする活動の中で，各声部の

音や全体の響き，伴奏を聴いて音を合わせること

ができる。 

カ 造形活動の中で，材料や用具を選択し，前学年

までの材料や用具についての経験や技能を総合

的に生かしたり，方法などを組み合わせたりする

などして表現することができる。 

５ 指導計画の作成と内容の取扱い 

 (1) 指導計画作成上の配慮事項 

  ア 年間指導計画についての考え方 

「芸術科」においては，子供たちが自分たちの生活や社

会との関連を感じ取りながら，身近なひと・もの・ことの

多様性にふれ，自分の表し方をつくりだしたり，自分の伝

えたい思いや意図を造形や音楽で表現したり，芸術作品等

からよさや美しさを感じ取ったりすることができるよう

にする必要がある。そのために，学校行事や学習する季節

との関連を図ったり，他教科の学習とのつながりをもたせ

たりする。また，単元間で内容や扱う材料・主題などを関

連させる（図３）。 

 

 

 

 

【図３ 単元間の関連例】 

  イ 単元計画についての考え方 

  (ｱ) テーマ学習 

 「人間科」の学びにおいて，哲学的な問いにせまる学習

の中で，子供が音楽や造形などの芸術活動を通して解決し

たい，学びの成果として表現したいという思いが発生した

場合に位置付ける。例えば，第５学年人間科で生まれた「日

本人らしさとは何だろうか」という問いを解決するために，

芸術科においては伝統工芸を材とした「『博多張子』に思

いをこめて」と単元を設定した（図４）。 

 

 

 

 

 

 

【図４ 芸術科が位置付いたテーマ学習の例（第５学年）】 

(ｲ) リレーション学習 

 他教科と学習を進めながら互いに学びを深めていくこ

とができる際に，リレーション学習を位置付ける。例えば，

第２学年リレーション学習「お気に入りの作品をみつけよ

う」では，美術館見学を行う上で「作品の見方を知りたい」

という文脈を基に，作品をみる視点を共有する事前学習， 

美術館で作品を鑑賞する学習を行った（図５）。社会科で

の「公共の場のよさをもっと広げたい」という問いに基づ

き美術館を見学することで，作品を鑑賞する必要性をもつ

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図５ 社会科とのリレーション学習の例（第２学年）】 

(ｳ) フォーカス学習 

 現行の音楽科，図画工作科の内容を芸術科の視点で焦点

化することによって，内容精選が図られ，フォーカス学習

となる。音楽科の音楽づくりの題材を旋律の特徴などの音

楽的要素で焦点化することで，内容を削減した音楽づくり

の学習を展開することができる。例えば，第６学年フォー

カス「つくろう！ぼくたち・わたしたちのマイミュージッ

ク」では，「和音や音階と旋律との関わり合い」「音の高さ

と長さを工夫しいたよさや美しさ」を概念として習得でき

るようにした（図６）。 

 

【図６ フォーカス学習の例（第６学年）】 

 ウ 一単位時間の学習のプロセス 

 芸術科では，一単位時間において，子供の文脈を中心と

した表現欲求の連続を重視する。導入段階では，自己の表

現欲求の認識を行い，表現活動への原動力とする。 

 展開段階では，感性を働かせて表現活動を行う中で，試

行することで，感受と知覚を繰り返していく。終末段階で

は，表現活動で生まれた作品や行為について振り返ること

で，美的情操を養っていく（図７）。 
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えられる。 

 (3) 各学年の内容構成と系統 

 上記の内容構成と視点を生かした要素と学年の系統性

について表すと以下のようになる（表１）。 
【表１ 内容構成の例】 

 １・２年生 ３・４年生 ５・６年生 

【
ア
音
楽
】 

Ａ発想・構想 
・面白さや楽

しさ 
Ｂ分析 
・曲や演奏の

楽しさ 
Ｃ技能 
・発音 
・音色 
・音を合わせ

る 
Ｄ受容・調整 
・共に活動す

る楽しさ 

Ａ発想・構想 
・よさや面白

さ 
Ｂ分析 
・曲や演奏の

よさ 
Ｃ技能 
・発音 
・呼吸法 
・音色 
・響き 
・音を合わせ

る 
Ｄ受容・調整 
・共につくり

だす楽しさ 

Ａ発想・構想 
・よさや美し

さ 
Ｂ分析 
・曲や演奏の

よさ 
Ｃ技能 
・発音 
・呼吸法 
・音色 
・響き 
・音を合わせ

る 
Ｄ受容・調整 
・共につくり

だす喜び 

【
イ
造
形
】 

Ａ発想・構想 
・面白さや楽

しさ 
Ｂ分析 
・身の回りの

作品 
Ｃ技能 
・材料や用具

の慣れ 
Ｄ受容・調整 
・共に活動す

る楽しさ 

Ａ発想・構想 
・よさや面白

さ 
Ｂ分析 
・身近にある

作品 
Ｃ技能 
・材料や用具

の適切な活

用 
Ｄ受容・調整 
・共につくり

だす楽しさ 

Ａ発想・構想 
・よさや美し

さ 
Ｂ分析 
・親しみのあ

る作品 
Ｃ技能 
・活動に応じ

て材料や用

具の活用 
Ｄ受容・調整 
・共につくり

だす喜び 

４ 各学年の内容 

〔第１学年及び第２学年〕 

【Ａ 感受・発想・構想】 

ア 音遊びや歌唱，器楽の活動の中で，感じ取った

曲想を基に表現を工夫しながら，どのように演奏

するのかについて思いをもち，表したい思いと音

楽の構造との関わりに気付く。 

イ 身近な自然物や人工物との遊びの活動の中で，

いろいろな形や色を基に，感覚や気持ちを生かし

ながら，どのように表すかについて考え，表した

いことと身近な材や作品の形や色などとの関わ

りに気付く。 

【Ｂ 分析】 

 ウ 音楽的要素を見いだしながら音楽表現や音楽

鑑賞を通して，曲や演奏の面白さや楽しさと音楽

の構造との関わりに気付く。 

エ 造形的要素を見いだしながら造形表現や身の

回りの作品の鑑賞を通して，造形的な面白さや楽

しさと材や作品の造形的な特徴との関わりに気

付く。 

【Ｃ 知識・技能】 

  オ 発音や音色などに気を付けて歌ったり演奏し

たりする活動の中で，互いの音や伴奏を聴いて

音を合わせることができる。 

カ 造形活動の中で，身近で扱いやすい材料や用具

に十分に慣れ，並べたり，つないだり，積んだり

するなどして表現することができる。 

〔第３学年及び第４学年〕 

【Ａ 感受・発想・構想】 

ア 即興表現や創作，歌唱，器楽の活動の中で，捉

えた曲の特徴を基に表現を工夫しながら，どのよ

うに演奏するのかについて思いや意図をもち，表

したい思いや意図と音楽の構造との関わりを理

解する。 

イ 自然物や人工物などを用いた造形活動の中で，

形や色，材料を基に，思い付いた新しい形や色な

どを生かしながら，どのように表すかについて考

え，表したいことと材や作品の形や色などとの関

わりを理解する。 

【Ｂ 分析】 

 ウ 音楽的要素を見いだしながら音楽表現や音楽

鑑賞を通して，曲や演奏のよさや面白さと音楽の

構造との関わりに気付く。 

エ 造形的要素を見いだしながら造形表現や身近

にある作品の鑑賞を通して，造形的なよさや面白

さと材や作品の造形的な特徴との関わりに気付

く。 

【Ｃ 知識・技能】 

 オ 発音や呼吸法，音色や音の響きなどに気を付け

て歌ったり演奏したりする活動の中で，互いの音

や副次的な旋律，伴奏を聴いて音を合わせること

ができる。 

カ 造形活動の中で，材料や用具を適切に扱い，組

み合わせたり，切ってつないだり，形を変えたり

するなどして表現することができる。  

〔第５学年及び第６学年〕 

【Ａ 感受・発想・構想】 

ア 即興表現や創作，歌唱，器楽の活動の中で，捉

えた曲の特徴を基に，その特徴にふさわしい表現

を工夫しながら，どのように演奏するのかについ

て思いや意図をもち，表したい思いや意図と音楽

の構造との関わりを理解する。 

イ 材料や場所，空間などの特徴を用いた造形活動

の中で，構成したり周囲の様子を生かしたりしな

がら，どのように主題を表すかについて考え，主

題と材や作品の形や色などとの関わりを理解す

る。 

【Ｂ 分析】 

 ウ 音楽的要素を見いだしながら音楽表現や音楽

 

鑑賞を通して，曲や演奏のよさや美しさと音楽の

構造との関わりについて理解する。 

エ 造形的要素を見いだしながら造形表現や親し

みのある作品の鑑賞を通して，造形的なよさや美

しさと造形的な特徴との関わりについて理解す

る。 

【Ｃ 知識・技能】 

 オ 発音や呼吸法，音色や音の響きなどに気を付け

て歌ったり演奏したりする活動の中で，各声部の

音や全体の響き，伴奏を聴いて音を合わせること

ができる。 

カ 造形活動の中で，材料や用具を選択し，前学年

までの材料や用具についての経験や技能を総合

的に生かしたり，方法などを組み合わせたりする

などして表現することができる。 

５ 指導計画の作成と内容の取扱い 

 (1) 指導計画作成上の配慮事項 

  ア 年間指導計画についての考え方 

「芸術科」においては，子供たちが自分たちの生活や社

会との関連を感じ取りながら，身近なひと・もの・ことの

多様性にふれ，自分の表し方をつくりだしたり，自分の伝

えたい思いや意図を造形や音楽で表現したり，芸術作品等

からよさや美しさを感じ取ったりすることができるよう

にする必要がある。そのために，学校行事や学習する季節

との関連を図ったり，他教科の学習とのつながりをもたせ

たりする。また，単元間で内容や扱う材料・主題などを関

連させる（図３）。 

 

 

 

 

【図３ 単元間の関連例】 

  イ 単元計画についての考え方 

  (ｱ) テーマ学習 

 「人間科」の学びにおいて，哲学的な問いにせまる学習

の中で，子供が音楽や造形などの芸術活動を通して解決し

たい，学びの成果として表現したいという思いが発生した

場合に位置付ける。例えば，第５学年人間科で生まれた「日

本人らしさとは何だろうか」という問いを解決するために，

芸術科においては伝統工芸を材とした「『博多張子』に思

いをこめて」と単元を設定した（図４）。 

 

 

 

 

 

 

【図４ 芸術科が位置付いたテーマ学習の例（第５学年）】 

(ｲ) リレーション学習 

 他教科と学習を進めながら互いに学びを深めていくこ

とができる際に，リレーション学習を位置付ける。例えば，

第２学年リレーション学習「お気に入りの作品をみつけよ

う」では，美術館見学を行う上で「作品の見方を知りたい」

という文脈を基に，作品をみる視点を共有する事前学習， 

美術館で作品を鑑賞する学習を行った（図５）。社会科で

の「公共の場のよさをもっと広げたい」という問いに基づ

き美術館を見学することで，作品を鑑賞する必要性をもつ

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図５ 社会科とのリレーション学習の例（第２学年）】 

(ｳ) フォーカス学習 

 現行の音楽科，図画工作科の内容を芸術科の視点で焦点

化することによって，内容精選が図られ，フォーカス学習

となる。音楽科の音楽づくりの題材を旋律の特徴などの音

楽的要素で焦点化することで，内容を削減した音楽づくり

の学習を展開することができる。例えば，第６学年フォー

カス「つくろう！ぼくたち・わたしたちのマイミュージッ

ク」では，「和音や音階と旋律との関わり合い」「音の高さ

と長さを工夫しいたよさや美しさ」を概念として習得でき

るようにした（図６）。 

 

【図６ フォーカス学習の例（第６学年）】 

 ウ 一単位時間の学習のプロセス 

 芸術科では，一単位時間において，子供の文脈を中心と

した表現欲求の連続を重視する。導入段階では，自己の表

現欲求の認識を行い，表現活動への原動力とする。 

 展開段階では，感性を働かせて表現活動を行う中で，試

行することで，感受と知覚を繰り返していく。終末段階で

は，表現活動で生まれた作品や行為について振り返ること

で，美的情操を養っていく（図７）。 
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【図７ 一単位時間の学習のプロセス】 

 (2) 内容の取扱いについての配慮事項 

 ア 学習活動の条件と具体 

  芸術科では，学習活動を「音楽」「造形」の２つの活

動を行う。これらの活動が芸術科の学習として成立する

ためには，芸術要素の取り扱いが必要となる。芸術要素

は，造形的要素，音楽的要素の２つの要素から成り立っ

ている 5,6。それぞれの取り扱う対象は以下の通りであ

る（表３）。 

【表３ 対象となる芸術要素】 

芸術要素 

音楽的要素 

【音楽を特徴付けている要素】 

 音色 リズム 速度 旋律 強弱 音の重なり 

 和音の響き 音階 調 拍 フレーズ 

【音楽の仕組み】 

 反復 呼びかけとこたえ 変化 

 音楽の縦と横との関係 

造形的要素 

【形】       【色】        

 立体 平面     明度 彩度 色相 濃淡 

【線】              

 太細 長短 直線 曲線 波線   

【材質】      【光】 

質感 触感 肌理  強弱 濃淡 明暗 

【造形原理】 

 統一 変化 強調 対照 比例 パターン 

 動き リズム バランス 空間    

 これらの芸術要素を取り扱うことで，音楽的，造形的な

視点を働かせながら，思考することができると考える。こ

れは「音楽」「造形」ともに共通して取り扱う事項である。

また，これらの芸術要素は，児童の発達段階や取り扱う材

に応じて，適切に選択することが必要である。         

芸術要素は，児童

の発達段階に応じ

て作品への視点が

変化してくる。低学

年では，材や表現作

品，鑑賞作品と関わ

る時に，芸術要素の

視点からそれらを

捉えることができる 【図８ 低学年における芸術要素の視点例】 

ようにする（図８）。 

 中学年では，材

や表現，鑑賞作品

と関わる時に，複

数の芸術要素を

比較，関連させた

視点からそれら

を捉え，感じたこ

とを言葉や絵，図 【図９ 中学年における芸術要素の視点例】 

等で表現することができるようにし，芸術要素の関わりの

視点から，それらを捉えることができるようにする（図９）。 

 高学年では，材や表現作品，鑑賞作品と関わる時に， 

芸術要素の視点からそれらを多角的に捉え，複数の芸術要

素から材や作品と関わったり，芸術要素同士の関わりから，

音楽的や造形的な作品の全体像の特徴を理解したりする

ことができるようにする（図 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 10 高学年における芸術要素の視点例】 

 このように，発達段階に応じ，芸術要素の視点が深まっ

てくると考える。ただし，これらの芸術要素は，単に知識

として教え込むものではなく，子供の発達段階や指導のね

らいに応じて，取り扱う教材や内容との関連から，必要と

考えられる際には，その都度繰り返し指導を行っていくも

のとする。６年間を見通した学習を進めることを意図する。 

 イ 真正の課題の条件 

  芸術科においては，次の３つの真正の課題となる条件  

を設定する（表４）。 

【表４ 真正の課題の条件】 

条 件 内 容 

知の 

まとまり 

材や芸術作品から感受したこと，発想し

たことや，芸術作品の要素が上学年や中学

校に系統立ててつながる課題であること 

たくましい 

追究 

子供にとって美を感じる芸術作品を対

象に，作品がもっている芸術要素から，一

人では解決できない課題であること 

学校を超える 

価値 

生み出す作品が，子供にとって美を感じ

るものであり，これから出合う美に対し

て，豊かに関わることができる課題である

こと 

 ウ 学習としての評価 

 テーマ学習やリレーション学習では，学びの道標を作成

しそれを共有することで，子供自身が評価の主体者となる

 

形

色

リズム

美の創出

・材
・表現作品
・鑑賞作品

材や作品との出合い

個別の芸術要素の
視点から，材や
作品を捉える

形

美の創出

・材
・表現作品
・鑑賞作品

材や作品との出合い

芸術要素を比較，関連
させた視点から，
材や作品を捉える

強弱

音色

旋律

形

色

リズム

美の創出

・材
・表現作品
・鑑賞作品

材や作品との出合い

複数の芸術要素の関連から
多角的な視点で材や作品

全体の特徴を捉える

強弱

作品全体の
特徴

 

ことができるようにする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 11 テーマ学習における学びの道標（第２学年）】 

さらに，その際，自分で学習計画を作成し，それに沿っ

て振り返りを行いながら次時以降の学習の方向性を定め

ていくことにより，子供が学びの舵取りを行いながら学習

を進めていくことができるようにする。また，芸術科の振

り返りでは，振り返る際の軸として以下の点から行う。 

【表５ 振り返りの軸】 

感受・発想（全学年共通） 

例：他のグループの演奏を聴いて，強く演奏したり，

音をたくさん重ねたりして，にぎやかで元気よく感じ

ました。細長くした粘土の形から，蛇のような生き物を

思いつきました。 

芸術要素（全学年共通） 

例：木の音色が美しかった。形を変化させて，動きを

表現したい。赤い色が作品を明るくしています。強く演

奏することで，迫力のある作品にすることができまし

た。 

構成（中学年・高学年） 

例：生き物が増えていく様子を表すために，木琴をた

たく人をだんだん増やす工夫をしました。 

６ アセスメントの⽅法の選択 

芸術科におけるアセスメントの方法としては，主に音

楽ではパフォーマンス評価，造形ではポートフォリオ評

価が中心となった。音楽では，パフォーマンス評価が有

効であった。 

音楽では，１年生「ふぞくオリジナルソングをつくろ

う」で，「１年生のよさを拍に合うように入れて表現す

る」というパフォーマンス課題を設定することによって，

実際に拍に合わせて表現を試すことを繰り返しながら，

歌詞のリズムや旋律を工夫する様子が見られた。また，

表現の工夫していく中でさらに「こうしたい」という思

いが更に膨らんでいく姿を捉えることができた。 

一方，造形では，作品や気付きを写真や動画でポート

フォリオとして残すことで，思いが表現できたか振り返

り，自覚した課題を次時の表現に生かすことができた。

３年生「ランタンアートをつくろう」では，使う材料や

組合せによって表現が変わり，つくり変えやすいもので

あったため，試した作品や表現の過程を残した写真や動

画から，自分の思いに合う表現を選択することができた。

また，光を生かした表現であったため，その瞬間を残す

ことができるポートフォリオは有効であった（図 12）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 12 ポートフォリオ評価の例（第３学年）】 
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【図７ 一単位時間の学習のプロセス】 

 (2) 内容の取扱いについての配慮事項 

 ア 学習活動の条件と具体 

  芸術科では，学習活動を「音楽」「造形」の２つの活

動を行う。これらの活動が芸術科の学習として成立する

ためには，芸術要素の取り扱いが必要となる。芸術要素

は，造形的要素，音楽的要素の２つの要素から成り立っ

ている 5,6。それぞれの取り扱う対象は以下の通りであ

る（表３）。 

【表３ 対象となる芸術要素】 

芸術要素 

音楽的要素 

【音楽を特徴付けている要素】 

 音色 リズム 速度 旋律 強弱 音の重なり 

 和音の響き 音階 調 拍 フレーズ 

【音楽の仕組み】 

 反復 呼びかけとこたえ 変化 

 音楽の縦と横との関係 

造形的要素 

【形】       【色】        

 立体 平面     明度 彩度 色相 濃淡 

【線】              

 太細 長短 直線 曲線 波線   

【材質】      【光】 

質感 触感 肌理  強弱 濃淡 明暗 

【造形原理】 

 統一 変化 強調 対照 比例 パターン 

 動き リズム バランス 空間    

 これらの芸術要素を取り扱うことで，音楽的，造形的な

視点を働かせながら，思考することができると考える。こ

れは「音楽」「造形」ともに共通して取り扱う事項である。

また，これらの芸術要素は，児童の発達段階や取り扱う材

に応じて，適切に選択することが必要である。         

芸術要素は，児童

の発達段階に応じ

て作品への視点が

変化してくる。低学

年では，材や表現作

品，鑑賞作品と関わ

る時に，芸術要素の

視点からそれらを

捉えることができる 【図８ 低学年における芸術要素の視点例】 

ようにする（図８）。 

 中学年では，材

や表現，鑑賞作品

と関わる時に，複

数の芸術要素を

比較，関連させた

視点からそれら

を捉え，感じたこ

とを言葉や絵，図 【図９ 中学年における芸術要素の視点例】 

等で表現することができるようにし，芸術要素の関わりの

視点から，それらを捉えることができるようにする（図９）。 

 高学年では，材や表現作品，鑑賞作品と関わる時に， 

芸術要素の視点からそれらを多角的に捉え，複数の芸術要

素から材や作品と関わったり，芸術要素同士の関わりから，

音楽的や造形的な作品の全体像の特徴を理解したりする

ことができるようにする（図 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 10 高学年における芸術要素の視点例】 

 このように，発達段階に応じ，芸術要素の視点が深まっ

てくると考える。ただし，これらの芸術要素は，単に知識

として教え込むものではなく，子供の発達段階や指導のね

らいに応じて，取り扱う教材や内容との関連から，必要と

考えられる際には，その都度繰り返し指導を行っていくも

のとする。６年間を見通した学習を進めることを意図する。 

 イ 真正の課題の条件 

  芸術科においては，次の３つの真正の課題となる条件  

を設定する（表４）。 

【表４ 真正の課題の条件】 

条 件 内 容 

知の 

まとまり 

材や芸術作品から感受したこと，発想し

たことや，芸術作品の要素が上学年や中学

校に系統立ててつながる課題であること 

たくましい 

追究 

子供にとって美を感じる芸術作品を対

象に，作品がもっている芸術要素から，一

人では解決できない課題であること 

学校を超える 

価値 

生み出す作品が，子供にとって美を感じ

るものであり，これから出合う美に対し

て，豊かに関わることができる課題である

こと 

 ウ 学習としての評価 

 テーマ学習やリレーション学習では，学びの道標を作成

しそれを共有することで，子供自身が評価の主体者となる

 

形

色

リズム

美の創出

・材
・表現作品
・鑑賞作品

材や作品との出合い

個別の芸術要素の
視点から，材や
作品を捉える

形

美の創出

・材
・表現作品
・鑑賞作品

材や作品との出合い

芸術要素を比較，関連
させた視点から，
材や作品を捉える

強弱

音色

旋律

形

色

リズム

美の創出

・材
・表現作品
・鑑賞作品

材や作品との出合い

複数の芸術要素の関連から
多角的な視点で材や作品

全体の特徴を捉える

強弱

作品全体の
特徴

 

ことができるようにする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 11 テーマ学習における学びの道標（第２学年）】 

さらに，その際，自分で学習計画を作成し，それに沿っ

て振り返りを行いながら次時以降の学習の方向性を定め

ていくことにより，子供が学びの舵取りを行いながら学習

を進めていくことができるようにする。また，芸術科の振

り返りでは，振り返る際の軸として以下の点から行う。 

【表５ 振り返りの軸】 

感受・発想（全学年共通） 

例：他のグループの演奏を聴いて，強く演奏したり，

音をたくさん重ねたりして，にぎやかで元気よく感じ

ました。細長くした粘土の形から，蛇のような生き物を

思いつきました。 

芸術要素（全学年共通） 

例：木の音色が美しかった。形を変化させて，動きを

表現したい。赤い色が作品を明るくしています。強く演

奏することで，迫力のある作品にすることができまし

た。 

構成（中学年・高学年） 

例：生き物が増えていく様子を表すために，木琴をた

たく人をだんだん増やす工夫をしました。 

６ アセスメントの⽅法の選択 

芸術科におけるアセスメントの方法としては，主に音

楽ではパフォーマンス評価，造形ではポートフォリオ評

価が中心となった。音楽では，パフォーマンス評価が有

効であった。 

音楽では，１年生「ふぞくオリジナルソングをつくろ

う」で，「１年生のよさを拍に合うように入れて表現す

る」というパフォーマンス課題を設定することによって，

実際に拍に合わせて表現を試すことを繰り返しながら，

歌詞のリズムや旋律を工夫する様子が見られた。また，

表現の工夫していく中でさらに「こうしたい」という思

いが更に膨らんでいく姿を捉えることができた。 

一方，造形では，作品や気付きを写真や動画でポート

フォリオとして残すことで，思いが表現できたか振り返

り，自覚した課題を次時の表現に生かすことができた。

３年生「ランタンアートをつくろう」では，使う材料や

組合せによって表現が変わり，つくり変えやすいもので

あったため，試した作品や表現の過程を残した写真や動

画から，自分の思いに合う表現を選択することができた。

また，光を生かした表現であったため，その瞬間を残す

ことができるポートフォリオは有効であった（図 12）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 12 ポートフォリオ評価の例（第３学年）】 
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ようにすれば，その⼒に気づくことができるだろうか？たとえば古今東
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小小学学校校学学習習指指導導要要領領（（福福岡岡教教育育大大学学附附属属福福岡岡小小学学校校版版））  

                                                                          

１ 教科新設の経緯 

 (1) 想定される未来社会と「健康科」の関係 

 健康科は，人が生活する上で必要な資源である「健康」

を学ぶ上で設定した教科である。健康はすべての人の願い

であり，共通に実現されるべきものである。ＷＨＯは「健

康とは，身体的，精神的，社会的に完全に良好な状態で，

単に病気あるいは病弱ではないということではない。」と

定義している 1。また，ヘルスプロモーションの理念 2 か

らも，健康について学ぶことは，自己実現を目指す個人が

学ぶ内容として必要なことである。今から 30 年後の社会

では，現代社会では困難だった病気の治療や健康に関する

課題の解決など，先進医療が発達すると言われている。す

なわち，健康寿命が延び，人々の疾病や健康に対する考え

方も大きく変化していると考えられる 3。 

しかし，社会がどれだけ変わろうと，毎日の生活に満足

感をもち，生活の質を生涯にわたって向上させていく力を

付けることは必要不可欠なことである 4。そこで，健康科

では，人の身体や食生活，運動習慣について理解するとと

もに，体力や心身の健康を保持増進するという視点を中心

に据える。それは，どのような時代になろうとも，自分自

身の心と身体の状態を良好に保つために周囲に働きかけ

て対処していくことができるようにすることが必要だか

らである。 

 (2) 現行体育科,家庭科(活動)との関係 

健康科は，人が生活する上で必要な資源である「健康」

を学ぶ教科として，子供が自分自身の身体について理解し，

心身ともに良好な状態で生活を送るための体力を身に付

け，よりよい食生活を送ることができるようになることを

ねらいとする。そのために，体育科と家庭科を統合した，

１つの教科とする 5。 

現行の学習指導要領家庭科では，「日常生活に必要な技

能を身に付けること」「生活の営みを豊かにしていくこと」

が目標の中で記され，内容が，「Ａ家族・家庭生活」「Ｂ

衣食住の生活」「Ｃ消費生活・環境」で構成されている。

これは，３領域を思考力，判断力，表現力等，資質・能力

ベースで捉え直すことで，生活をより豊かにしていくため

の実践的な知識を含む資質・能力の育成を目指すものであ

る。さらに現行学習指導要領体育科では，「生涯にわたっ

て心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを実現

する」ことが目標に記された。これは，国民の誰もが，そ

れぞれの体力や年齢，技術，興味・関心，目的に応じて，

いつでも，どこでも，いつまでもスポーツに親しむことが

できる生涯スポーツ社会を実現することを目指すもので

ある 6。 

 

健康科では，内容領域ごとに個人の中にある健康につい

て学ぶ内容，家族や友達などの自分の身近な人も含めた健

康について学ぶ内容を設定し，健康を幅広く捉えることが

できるようにする 7。 

健康科は，自分と健康との関わりを見いだす見方・考え

方を養いながら，健康課題の解決に向けて，自分自身と健

康との関わりや自分と周囲の環境との関わりと向き合い

ながら，創造性を最大限に発揮することができるようにす

る健康観を重視している。生涯にわたって，心身の保持増

進，体力の向上を図っていくために必要なものを追究して

いく子供を育成するために新教科「健康科」を設定した。 

 (3) 健康科に関わる本校のこれまでの研究 

 健康科に関わって，本校では研究開発指定１年次の平成

31 年度まで，７教科の中で，領域「けんこう」が教科「健

康」の学習内容を担っていた。この領域「けんこう」の学

習においては，自分の身体や食，運動に関わる課題解決に

向けた体験的な活動を通して，体力を向上し，健やかな心

と身体を育むための理解を図り，望ましい行動を実践しよ

うとする態度を身に付けた主体としての資質・能力を育成

することを目指し，内容を「身体」「食」「運動」の３つと

して研究を進めてきた 8。 

 (4) これまでの開発研究で見えてきたこと 

 昨年度までの研究を行った結果，以下の成果や課題を基

に，今後の方向性が見えてきた。  

ア 成果 

〇 特に「Ｃ運動」のゲーム領域において，養ってい

く見方・考え方を明確化・焦点化することで，学習

内容を精選することができた。 

〇 どの内容領域においても「学びの道標」と「学び

の足跡」をリンクさせて，子供自身が学習として

の評価を行うことが日常化してきた。 

  イ 課題 

● 学習の中で捉えた転移可能な概念や方略を子供

が意識して別の学習に生かすまでに至らなかった。 

● 健康科の全領域において，養っていく見方・考え

方と資質能力の関係・系統を明らかにし，改めて６

年間のカリキュラムデザインを行う必要がある。 

このような成果と課題を踏まえ，特に今年度は，子供が

自分の健康課題に向かって，効果的に追究活動を行うこと

ができるよう，学び取った概念や方略を転移させるための

指導の在り方や自らの学びをコントロールするためのよ

りよい評価の在り方を明らかにしていく。そのために，各

内容領域の見方・考え方を再分析した上で，まとまりごと

にルーブリックを位置付け，特に創造性の内容を究明する。  

健康科編 

２ ⽬標 

 (1) 教科の目標 

自分や多様な人々の生活や運動に関わる体験的な

活動を通して見いだした身体，食，運動に関する課題

を解決する過程で，自分と健康との関わりを見いだす

見方・考え方を養うことで，３資質・能力を次の通り

育成することを目指す。 

(1) 健康に関する課題を解決する過程を通して，必要

な知識や技能を身に付けたり，それらを活用したり

して，対象との新たな関わり方を見いだすことがで

きる。                （創造性） 

(2) 健康に関する課題を解決するために，自他のよい

ところを生かし合ったり，不十分なところを補い合

ったりすることができる。       （協働性） 

(3) 健康に関する課題を解決する取組を基に，自他の

現状を捉え，健康に対する自分の考えを更新するこ

とができる。             （省察性） 

 (2) 見方・考え方と資質・能力の関係 

 健康科では，創造性を「学習対象と新たな関わり方を見

いだす資質・能力」と定義付け，現行の「知識及び技能」

「思考力，判断力，表現力等」を含み込んだものとして捉

えている。健康科における見方・考え方とは，「身体，食，

運動に関する自分の行動，周囲との関わり方を変容させ，

自分にとっての納得解を見いだしていくこと」である。こ

の見方・考え方を養っていくために，健康科の本質的な問

いは，「どうアプローチすると，より自分に合った食事に

なるだろうか」や「もっと運動を楽しむためにはどのよう

に運動に関わればよいだろうか」など，正解に近づけるの

ではなく，自分の納得解を見いだすことに主眼を置くもの

になる。この問いに対応するための内容知と方法知を明ら

かにしていくことで，教科内容の見直しにつながるととも

に，内容を精選することができると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 学年の目標 

〔第１学年及び第２学年〕 

  ① 自分の健康や運動に関する体験的な活動を通し

て，健康な生活を過ごす楽しさを感じ，課題を解決

するための方法を考えることができる。（創造性） 

  ② 自分の身体や食，運動の課題を解決するために，

友達と互いの考えのよさに気付きながら考えを伝

え合おうとする。          （協働性） 

  ③ 自分の身体や食，運動の課題を解決する活動を通    

して，自分の生活をよりよくしようとする。 

（省察性） 

〔第３学年及び第４学年〕 

① 自分や身近な人の身体や食，運動についての課題

を解決するための体験的な活動を通して，課題を

解決するよさや大切さを感じ，解決に向けた考え

を創ることができる。        （創造性） 

  ② 自分や身近な人の身体や食，運動の課題を解決す

るために互いの考えのよさに気付き，目的をもっ

て考えを伝え合おうとする。     （協働性） 

  ③ 自分や身近な人の身体や食，運動の課題を解決す

る活動を通して，自分自身の成長を見付けようと

する。               （省察性） 

〔第５学年及び第６学年〕 

  ① 自分や家族を含む多様な他者の身体や食，運動に

ついての課題を解決するための体験的な活動を通

して，課題を解決する必要性を感じ，解決に向けた

考えを創りだすことができる。    （創造性） 

② 自分や家族を含む多様な他者の身体や食，運動の

課題を解決するために，情報や考えを伝え合い，互

いの考えのよさに気付こうとする。  （協働性） 

  ③ 自分や家族を含む多様な他者の身体や食，運動の

課題を解決する活動を通して，現在とこれからの

自分の生活と成長を考えようとする。 （省察性） 

 

３ 内容構成 

(1) 内容構成の考え方 

健康科は健康や運動の課題を見付け，それらを解決して

いくことで資質・能力を発揮させ，望ましい生活を実践す

る力の育成を目指す教科である。子供が健康の価値を捉え

ていくためには，「身体」「食」「運動」の３つが必要で

ある。具体的には，①自分自身の心と身体の状態について

捉えることができること，②体をつくる基となり，活動の

源となる食生活のつくり方を捉えること，③運動の楽しさ

や喜びに触れることである。 

 また，健康な生活を送るためには，①よくない状態にな

ることを防ぐこと，②健康な状態を維持したり高めたりす

ること，③未来の自分自身につながることを捉えることが

必要である。そのため，「身体」「食」「運動」の内容を

指導する際には，「①予防的な方法，②健全な身体の育成，

③これからの自分自身」のいずれかの考えを子供自身が構

築することができるように指導することとする。 

(2) 具体的な内容構成 

 上記の３つの視点から，健康科の「身体」「食」「運動

【図１ 健康科における目標と資質・能力の関係】 
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１ 教科新設の経緯 

 (1) 想定される未来社会と「健康科」の関係 

 健康科は，人が生活する上で必要な資源である「健康」

を学ぶ上で設定した教科である。健康はすべての人の願い

であり，共通に実現されるべきものである。ＷＨＯは「健

康とは，身体的，精神的，社会的に完全に良好な状態で，

単に病気あるいは病弱ではないということではない。」と

定義している 1。また，ヘルスプロモーションの理念 2 か

らも，健康について学ぶことは，自己実現を目指す個人が

学ぶ内容として必要なことである。今から 30 年後の社会

では，現代社会では困難だった病気の治療や健康に関する

課題の解決など，先進医療が発達すると言われている。す

なわち，健康寿命が延び，人々の疾病や健康に対する考え

方も大きく変化していると考えられる 3。 

しかし，社会がどれだけ変わろうと，毎日の生活に満足

感をもち，生活の質を生涯にわたって向上させていく力を

付けることは必要不可欠なことである 4。そこで，健康科

では，人の身体や食生活，運動習慣について理解するとと

もに，体力や心身の健康を保持増進するという視点を中心

に据える。それは，どのような時代になろうとも，自分自

身の心と身体の状態を良好に保つために周囲に働きかけ

て対処していくことができるようにすることが必要だか

らである。 

 (2) 現行体育科,家庭科(活動)との関係 

健康科は，人が生活する上で必要な資源である「健康」

を学ぶ教科として，子供が自分自身の身体について理解し，

心身ともに良好な状態で生活を送るための体力を身に付

け，よりよい食生活を送ることができるようになることを

ねらいとする。そのために，体育科と家庭科を統合した，

１つの教科とする 5。 

現行の学習指導要領家庭科では，「日常生活に必要な技

能を身に付けること」「生活の営みを豊かにしていくこと」

が目標の中で記され，内容が，「Ａ家族・家庭生活」「Ｂ

衣食住の生活」「Ｃ消費生活・環境」で構成されている。

これは，３領域を思考力，判断力，表現力等，資質・能力

ベースで捉え直すことで，生活をより豊かにしていくため

の実践的な知識を含む資質・能力の育成を目指すものであ

る。さらに現行学習指導要領体育科では，「生涯にわたっ

て心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを実現

する」ことが目標に記された。これは，国民の誰もが，そ

れぞれの体力や年齢，技術，興味・関心，目的に応じて，

いつでも，どこでも，いつまでもスポーツに親しむことが

できる生涯スポーツ社会を実現することを目指すもので

ある 6。 

 

健康科では，内容領域ごとに個人の中にある健康につい

て学ぶ内容，家族や友達などの自分の身近な人も含めた健

康について学ぶ内容を設定し，健康を幅広く捉えることが

できるようにする 7。 

健康科は，自分と健康との関わりを見いだす見方・考え

方を養いながら，健康課題の解決に向けて，自分自身と健

康との関わりや自分と周囲の環境との関わりと向き合い

ながら，創造性を最大限に発揮することができるようにす

る健康観を重視している。生涯にわたって，心身の保持増

進，体力の向上を図っていくために必要なものを追究して

いく子供を育成するために新教科「健康科」を設定した。 

 (3) 健康科に関わる本校のこれまでの研究 

 健康科に関わって，本校では研究開発指定１年次の平成

31 年度まで，７教科の中で，領域「けんこう」が教科「健

康」の学習内容を担っていた。この領域「けんこう」の学

習においては，自分の身体や食，運動に関わる課題解決に

向けた体験的な活動を通して，体力を向上し，健やかな心

と身体を育むための理解を図り，望ましい行動を実践しよ

うとする態度を身に付けた主体としての資質・能力を育成

することを目指し，内容を「身体」「食」「運動」の３つと

して研究を進めてきた 8。 

 (4) これまでの開発研究で見えてきたこと 

 昨年度までの研究を行った結果，以下の成果や課題を基

に，今後の方向性が見えてきた。  

ア 成果 

〇 特に「Ｃ運動」のゲーム領域において，養ってい

く見方・考え方を明確化・焦点化することで，学習

内容を精選することができた。 

〇 どの内容領域においても「学びの道標」と「学び

の足跡」をリンクさせて，子供自身が学習として

の評価を行うことが日常化してきた。 

  イ 課題 

● 学習の中で捉えた転移可能な概念や方略を子供

が意識して別の学習に生かすまでに至らなかった。 

● 健康科の全領域において，養っていく見方・考え

方と資質能力の関係・系統を明らかにし，改めて６

年間のカリキュラムデザインを行う必要がある。 

このような成果と課題を踏まえ，特に今年度は，子供が

自分の健康課題に向かって，効果的に追究活動を行うこと

ができるよう，学び取った概念や方略を転移させるための

指導の在り方や自らの学びをコントロールするためのよ

りよい評価の在り方を明らかにしていく。そのために，各

内容領域の見方・考え方を再分析した上で，まとまりごと

にルーブリックを位置付け，特に創造性の内容を究明する。  

健康科編 

２ ⽬標 

 (1) 教科の目標 

自分や多様な人々の生活や運動に関わる体験的な

活動を通して見いだした身体，食，運動に関する課題

を解決する過程で，自分と健康との関わりを見いだす

見方・考え方を養うことで，３資質・能力を次の通り

育成することを目指す。 

(1) 健康に関する課題を解決する過程を通して，必要

な知識や技能を身に付けたり，それらを活用したり

して，対象との新たな関わり方を見いだすことがで

きる。                （創造性） 

(2) 健康に関する課題を解決するために，自他のよい

ところを生かし合ったり，不十分なところを補い合

ったりすることができる。       （協働性） 

(3) 健康に関する課題を解決する取組を基に，自他の

現状を捉え，健康に対する自分の考えを更新するこ

とができる。             （省察性） 

 (2) 見方・考え方と資質・能力の関係 

 健康科では，創造性を「学習対象と新たな関わり方を見

いだす資質・能力」と定義付け，現行の「知識及び技能」

「思考力，判断力，表現力等」を含み込んだものとして捉

えている。健康科における見方・考え方とは，「身体，食，

運動に関する自分の行動，周囲との関わり方を変容させ，

自分にとっての納得解を見いだしていくこと」である。こ

の見方・考え方を養っていくために，健康科の本質的な問

いは，「どうアプローチすると，より自分に合った食事に

なるだろうか」や「もっと運動を楽しむためにはどのよう

に運動に関わればよいだろうか」など，正解に近づけるの

ではなく，自分の納得解を見いだすことに主眼を置くもの

になる。この問いに対応するための内容知と方法知を明ら

かにしていくことで，教科内容の見直しにつながるととも

に，内容を精選することができると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 学年の目標 

〔第１学年及び第２学年〕 

  ① 自分の健康や運動に関する体験的な活動を通し

て，健康な生活を過ごす楽しさを感じ，課題を解決

するための方法を考えることができる。（創造性） 

  ② 自分の身体や食，運動の課題を解決するために，

友達と互いの考えのよさに気付きながら考えを伝

え合おうとする。          （協働性） 

  ③ 自分の身体や食，運動の課題を解決する活動を通    

して，自分の生活をよりよくしようとする。 

（省察性） 

〔第３学年及び第４学年〕 

① 自分や身近な人の身体や食，運動についての課題

を解決するための体験的な活動を通して，課題を

解決するよさや大切さを感じ，解決に向けた考え

を創ることができる。        （創造性） 

  ② 自分や身近な人の身体や食，運動の課題を解決す

るために互いの考えのよさに気付き，目的をもっ

て考えを伝え合おうとする。     （協働性） 

  ③ 自分や身近な人の身体や食，運動の課題を解決す

る活動を通して，自分自身の成長を見付けようと

する。               （省察性） 

〔第５学年及び第６学年〕 

  ① 自分や家族を含む多様な他者の身体や食，運動に

ついての課題を解決するための体験的な活動を通

して，課題を解決する必要性を感じ，解決に向けた

考えを創りだすことができる。    （創造性） 

② 自分や家族を含む多様な他者の身体や食，運動の

課題を解決するために，情報や考えを伝え合い，互

いの考えのよさに気付こうとする。  （協働性） 

  ③ 自分や家族を含む多様な他者の身体や食，運動の

課題を解決する活動を通して，現在とこれからの

自分の生活と成長を考えようとする。 （省察性） 

 

３ 内容構成 

(1) 内容構成の考え方 

健康科は健康や運動の課題を見付け，それらを解決して

いくことで資質・能力を発揮させ，望ましい生活を実践す

る力の育成を目指す教科である。子供が健康の価値を捉え

ていくためには，「身体」「食」「運動」の３つが必要で

ある。具体的には，①自分自身の心と身体の状態について

捉えることができること，②体をつくる基となり，活動の

源となる食生活のつくり方を捉えること，③運動の楽しさ

や喜びに触れることである。 

 また，健康な生活を送るためには，①よくない状態にな

ることを防ぐこと，②健康な状態を維持したり高めたりす

ること，③未来の自分自身につながることを捉えることが

必要である。そのため，「身体」「食」「運動」の内容を

指導する際には，「①予防的な方法，②健全な身体の育成，

③これからの自分自身」のいずれかの考えを子供自身が構

築することができるように指導することとする。 

(2) 具体的な内容構成 

 上記の３つの視点から，健康科の「身体」「食」「運動

【図１ 健康科における目標と資質・能力の関係】 
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の３つの内容を整理すると以下のようになる（表１）。 

【表１ 健康科の内容における３つの視点の取り扱い】 

 

  ア 予防的な方法 

 ここでは，健康な状態を維持する方法や，疾病などの健

康を阻害する要因を避けるための方法，その大切さについ

て取り扱う。小学校期は，体が十分に発達しておらず様々

な予防的な行動を身に付ける必要がある時期でもある。そ

のため，「身体」の内容を中心に指導する。例えば，う歯

や感染症の予防，環境衛生を整えることなどが考えられ

る。指導の際には，予防をすることで周囲の健康も保持す

ることにつながることを捉えさせ，自分を取り巻く人々の

健康にも気付くことができるようにする。また，「食」の

内容では，疾病を予防するために必要な栄養や食事の仕方

などについて取り上げることが考えられる 9。その際，学

年が上がるにつれて，自分だけではなく家族の健康も意識

して献立を立て，自分をとりまく健康について考えの広が

りをもたせる。「運動」の内容においては，自分自身の体

を維持させるために，適度に運動をする必要があることを

理解させるとともに，運動の楽しさや自己の運動との関わ

り方を捉えさせる。 

  イ 健全な身体の育成 

 自分の身体をよりよく発育・発達させるために必要な事

柄について取り上げる。小学校期は心身の発達が著しく，

生活習慣の土台を形成する時期でもある。そのため，「身

体」「食」「運動」全ての内容で指導を行う。「身体」で

は，食や運動，睡眠や休養を適切にとっていくことが必要

であることを統合的に捉えることができるようにする。

「食」の内容では，低学年では，味覚について学び，食へ

の関心を高める。その後，食品群や栄養素の働きについて

指導する。また，中学年から和える，切る，ゆでるなどの

基礎的な調理の技能を身に付けられるようにする 10。「運

動」の内容では，自分自身の目指す動きや運動への取り組

み方を明確にし，運動の楽しさや喜びを味わい，体力を向

上させることを重視して取り扱う。「身体」の内容におい

ては，中学年で二次性徴について取り扱う。 

  ウ これからの自分自身 

 情報化がますます進む社会の中で，生涯にわたって自分

の健康な生活を見通すことをねらい，主に「身体」を中心

に内容を取り扱う。高学年では，生活習慣病を中心に取り

扱う。それらを関連させて，「食」や「運動」の内容を総

合的に取り扱う。また，「食」では，自分の体へ取り込む

ものを主体的に選択することができるよう取り扱う 11。

「これからの自分自身」について取り扱う際には，自分自

身だけではなく，多様な人々の健康について考えることが

できるようにする。このように，内容を関連させて取り扱

うことで，健康の大切さを多面的に捉えることができる。 

(3) 各学年の内容構成と系統 

「身体」の内容については，発達段階を考慮し，学習す

る内容が子供自身の体や身近なところから始まり，空間の

広がりや将来を見通した健康な状態へ視野が広がるよう

に構成した（表２）12。 

【表２ 身体の系統】 

 

「食」の内容については，発達段階を考慮し，身近な食

材である学校給食から，各家庭への食事へと広がるように

構成した。また，低学年から配膳やマナー，切るについて

行うことで，調理技能を確実に身に付けさせることもねら

う。さらに，低学年で味覚について考えさせることで，食

べるものや食べることそのものへの興味や関心を高める

ことを意図した（表３）。 

【表３ 食の系統】 

 

 さらに，「運動」の内容については，発達段階や将来の

運動との関わりを考慮し，健康を保持・増進するために運

動とのかかわり方を学ぶ内容と，スポーツに親しむための

内容で構成した。学習で取り上げる際には，発達段階に応

じて機能的特性に着目して運動することの楽しさや喜び

を味わうことができるように留意する。それは，これから

様々な運動に出合った際に，運動本来の楽しさを見いだし，

その楽しさを自ら広げていくことが生涯にわたって運動

に親しむことにつながると考えるからである。また，これ

からの共生社会では，多様な他者とスポーツを楽しむこと

も求められる。そのため，取り扱う運動の楽しさを十分に

味わわせるために，ルールや人，自分自身の動きに着目し

て関わり方を変容させていく学びが必要である。このよう

に，多様な人と運動に関わる経験が生涯にわたって運動や

スポーツに親しむ人を育てることにつながるため，発達の

段階に応じて「多くの人とより楽しむことができる運動に

する」ことを意図して学習を進めることを大切にしたい。

そこで，現在，生涯スポーツにおいて，最も取り組む人口

が多いウォーキングや，フィットネスにもつながるリズム

ダンスを取り入れている。また，社会的な健康を維持した

り向上させたりすることにつながると考えられる集団で

行うスポーツについては，バスケットボールなどのゴール

型やバレーボールなどのネット型，ベースボール型を中心

に取り扱う（表４）13。運動の内容については，複数の単

元で同一の内容を指導することが，生涯にわたって運動に

親しむための技能や知識を身に付けることにつながるた

め，複数の単元で同一の内容を指導する場合もある。 

【表４ 運動の系統】 

 

  

４ 各学年の内容 

〔第１学年及び第２学年〕 

 【Ａ 身体】 

   ア 手洗いやうがいなどの自分の行動と疾病など

との関係を調べることを通して，手洗いやうがい

をすることで病気を予防することができること

や，その行い方を理解する。 

   イ 自分自身の歯の生え方や磨き方の特徴とう歯

の関係を調べることを通して，食生活とう歯との

関連について理解する。 

【Ｂ 食】 

   ウ 会食のよさや楽しさについて話し合うことを

通して，会食の所作や話題などのマナーと会食の

楽しさの関係を理解する。 

   エ 野菜の味を調べることを通して，野菜にはそれ

ぞれ特有の味があり，また，野菜によって含まれ

る栄養が違うことを理解する。 

 オ おやつに含まれる成分について調べることを   

通して，よりよいおやつの摂り方について理解す 

る。 

   カ 食材を洗ったり､ちぎったりする簡単な調理を  

通して､食品を衛生的に扱うことや調理のよさを 

理解する。 

 【Ｃ 運動】 

キ 多様な動きが表出する運動遊びの場や動きを

工夫することを通して，場や遊び方と味わう運動

の楽しさとの関係に気付く。 

 ［対象の具体］ 

   ・力試しの運動・走る運動・跳ぶ運動・転がる動き 

   ・這う動き・水の中で浮いたりもぐったりする動き 

ク ゲームの楽しさを味わうために，空いた場所

を目指す動き方を身に付けたり，ゲームをより

楽しくするためにルールを工夫したりすること

を通して，動きやルール，友達との関わりの変容

と楽しさの広がりの関係に気付く。 

 ［対象の具体］ 

  □ ボールゲーム 

・ねらったところにボールを投げる，蹴る 

・相手コートにボールを投げ入れたり，捕ったりする 

・ボールを捕ったり，止めたりする 

・ボールが飛んでくるコースへの移動 

・ボールを操作できる位置への移動 

・少人数で連携して，ボールを操作しやすい位置へ移  

動する 

□ 鬼遊び 

・空いている場所を見付けて，速く走ったり，急に曲 

がったり，身をかわしたりする 

・相手のいない場所への駆け込み 

・少人数で連携して相手をかわしたり，走り抜けたり 

する 

〔第３学年及び第４学年〕 

 【Ａ 身体】 

   ア 気持ちのよい過ごし方についての自分の行動

と身の回りの環境と換気や清掃，整理整頓の仕方

を調べることを通して，自分や身近な人のために

環境を清潔に保つ大切さに気付く。 

   イ 体の発育・発達と栄養の取り方や睡眠・休養，

運動などの自分の生活の仕方との関係について

調べることを通して，成長には個人差があること

を理解する。 

 【Ｂ 食】 

   ウ 発育・発達と生活習慣の関係について調べるこ  

とを通して，食生活を整える大切さに気付き，よ 

りよく自分の身体を成長させるために食生活を 

整える必要性を理解する。 

   エ 安心して食生活を送るために話し合うことを 

通して，食事は摂り方によっては食中毒を起こす 

ことや調理器具の衛生など，食と安全の相関関係 

を理解する。 

オ 煮る調理を通して､煮る調理の仕方やよさ､包 

丁の安全な取扱い方と調理器具の衛生的な取扱 

いについて理解する。 

 【Ｃ 運動】 

カ 多様な動きが表出する運動の場や動きを工夫

することを通して，友達と楽しく運動をするた

めに行い方を工夫するよさに気付く。 

 ［対象の具体］ 

   ・力試しの運動・走る運動・回る動き・水に浮いた   

り水の中で律動的に動く運動 

   キ 運動の特性に応じた楽しさや喜びに触れなが

ら，自己やチームの課題に適した練習の方法や競
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の３つの内容を整理すると以下のようになる（表１）。 

【表１ 健康科の内容における３つの視点の取り扱い】 

 

  ア 予防的な方法 

 ここでは，健康な状態を維持する方法や，疾病などの健

康を阻害する要因を避けるための方法，その大切さについ

て取り扱う。小学校期は，体が十分に発達しておらず様々

な予防的な行動を身に付ける必要がある時期でもある。そ

のため，「身体」の内容を中心に指導する。例えば，う歯

や感染症の予防，環境衛生を整えることなどが考えられ

る。指導の際には，予防をすることで周囲の健康も保持す

ることにつながることを捉えさせ，自分を取り巻く人々の

健康にも気付くことができるようにする。また，「食」の

内容では，疾病を予防するために必要な栄養や食事の仕方

などについて取り上げることが考えられる 9。その際，学

年が上がるにつれて，自分だけではなく家族の健康も意識

して献立を立て，自分をとりまく健康について考えの広が

りをもたせる。「運動」の内容においては，自分自身の体

を維持させるために，適度に運動をする必要があることを

理解させるとともに，運動の楽しさや自己の運動との関わ

り方を捉えさせる。 

  イ 健全な身体の育成 

 自分の身体をよりよく発育・発達させるために必要な事

柄について取り上げる。小学校期は心身の発達が著しく，

生活習慣の土台を形成する時期でもある。そのため，「身

体」「食」「運動」全ての内容で指導を行う。「身体」で

は，食や運動，睡眠や休養を適切にとっていくことが必要

であることを統合的に捉えることができるようにする。

「食」の内容では，低学年では，味覚について学び，食へ

の関心を高める。その後，食品群や栄養素の働きについて

指導する。また，中学年から和える，切る，ゆでるなどの

基礎的な調理の技能を身に付けられるようにする 10。「運

動」の内容では，自分自身の目指す動きや運動への取り組

み方を明確にし，運動の楽しさや喜びを味わい，体力を向

上させることを重視して取り扱う。「身体」の内容におい

ては，中学年で二次性徴について取り扱う。 

  ウ これからの自分自身 

 情報化がますます進む社会の中で，生涯にわたって自分

の健康な生活を見通すことをねらい，主に「身体」を中心

に内容を取り扱う。高学年では，生活習慣病を中心に取り

扱う。それらを関連させて，「食」や「運動」の内容を総

合的に取り扱う。また，「食」では，自分の体へ取り込む

ものを主体的に選択することができるよう取り扱う 11。

「これからの自分自身」について取り扱う際には，自分自

身だけではなく，多様な人々の健康について考えることが

できるようにする。このように，内容を関連させて取り扱

うことで，健康の大切さを多面的に捉えることができる。 

(3) 各学年の内容構成と系統 

「身体」の内容については，発達段階を考慮し，学習す

る内容が子供自身の体や身近なところから始まり，空間の

広がりや将来を見通した健康な状態へ視野が広がるよう

に構成した（表２）12。 

【表２ 身体の系統】 

 

「食」の内容については，発達段階を考慮し，身近な食

材である学校給食から，各家庭への食事へと広がるように

構成した。また，低学年から配膳やマナー，切るについて

行うことで，調理技能を確実に身に付けさせることもねら

う。さらに，低学年で味覚について考えさせることで，食

べるものや食べることそのものへの興味や関心を高める

ことを意図した（表３）。 

【表３ 食の系統】 

 

 さらに，「運動」の内容については，発達段階や将来の

運動との関わりを考慮し，健康を保持・増進するために運

動とのかかわり方を学ぶ内容と，スポーツに親しむための

内容で構成した。学習で取り上げる際には，発達段階に応

じて機能的特性に着目して運動することの楽しさや喜び

を味わうことができるように留意する。それは，これから

様々な運動に出合った際に，運動本来の楽しさを見いだし，

その楽しさを自ら広げていくことが生涯にわたって運動

に親しむことにつながると考えるからである。また，これ

からの共生社会では，多様な他者とスポーツを楽しむこと

も求められる。そのため，取り扱う運動の楽しさを十分に

味わわせるために，ルールや人，自分自身の動きに着目し

て関わり方を変容させていく学びが必要である。このよう

に，多様な人と運動に関わる経験が生涯にわたって運動や

スポーツに親しむ人を育てることにつながるため，発達の

段階に応じて「多くの人とより楽しむことができる運動に

する」ことを意図して学習を進めることを大切にしたい。

そこで，現在，生涯スポーツにおいて，最も取り組む人口

が多いウォーキングや，フィットネスにもつながるリズム

ダンスを取り入れている。また，社会的な健康を維持した

り向上させたりすることにつながると考えられる集団で

行うスポーツについては，バスケットボールなどのゴール

型やバレーボールなどのネット型，ベースボール型を中心

に取り扱う（表４）13。運動の内容については，複数の単

元で同一の内容を指導することが，生涯にわたって運動に

親しむための技能や知識を身に付けることにつながるた

め，複数の単元で同一の内容を指導する場合もある。 

【表４ 運動の系統】 

 

  

４ 各学年の内容 

〔第１学年及び第２学年〕 

 【Ａ 身体】 

   ア 手洗いやうがいなどの自分の行動と疾病など

との関係を調べることを通して，手洗いやうがい

をすることで病気を予防することができること

や，その行い方を理解する。 

   イ 自分自身の歯の生え方や磨き方の特徴とう歯

の関係を調べることを通して，食生活とう歯との

関連について理解する。 

【Ｂ 食】 

   ウ 会食のよさや楽しさについて話し合うことを

通して，会食の所作や話題などのマナーと会食の

楽しさの関係を理解する。 

   エ 野菜の味を調べることを通して，野菜にはそれ

ぞれ特有の味があり，また，野菜によって含まれ

る栄養が違うことを理解する。 

 オ おやつに含まれる成分について調べることを   

通して，よりよいおやつの摂り方について理解す 

る。 

   カ 食材を洗ったり､ちぎったりする簡単な調理を  

通して､食品を衛生的に扱うことや調理のよさを 

理解する。 

 【Ｃ 運動】 

キ 多様な動きが表出する運動遊びの場や動きを

工夫することを通して，場や遊び方と味わう運動

の楽しさとの関係に気付く。 

 ［対象の具体］ 

   ・力試しの運動・走る運動・跳ぶ運動・転がる動き 

   ・這う動き・水の中で浮いたりもぐったりする動き 

ク ゲームの楽しさを味わうために，空いた場所

を目指す動き方を身に付けたり，ゲームをより

楽しくするためにルールを工夫したりすること

を通して，動きやルール，友達との関わりの変容

と楽しさの広がりの関係に気付く。 

 ［対象の具体］ 

  □ ボールゲーム 

・ねらったところにボールを投げる，蹴る 

・相手コートにボールを投げ入れたり，捕ったりする 

・ボールを捕ったり，止めたりする 

・ボールが飛んでくるコースへの移動 

・ボールを操作できる位置への移動 

・少人数で連携して，ボールを操作しやすい位置へ移  

動する 

□ 鬼遊び 

・空いている場所を見付けて，速く走ったり，急に曲 

がったり，身をかわしたりする 

・相手のいない場所への駆け込み 

・少人数で連携して相手をかわしたり，走り抜けたり 

する 

〔第３学年及び第４学年〕 

 【Ａ 身体】 

   ア 気持ちのよい過ごし方についての自分の行動

と身の回りの環境と換気や清掃，整理整頓の仕方

を調べることを通して，自分や身近な人のために

環境を清潔に保つ大切さに気付く。 

   イ 体の発育・発達と栄養の取り方や睡眠・休養，

運動などの自分の生活の仕方との関係について

調べることを通して，成長には個人差があること

を理解する。 

 【Ｂ 食】 

   ウ 発育・発達と生活習慣の関係について調べるこ  

とを通して，食生活を整える大切さに気付き，よ 

りよく自分の身体を成長させるために食生活を 

整える必要性を理解する。 

   エ 安心して食生活を送るために話し合うことを 

通して，食事は摂り方によっては食中毒を起こす 

ことや調理器具の衛生など，食と安全の相関関係 

を理解する。 

オ 煮る調理を通して､煮る調理の仕方やよさ､包 

丁の安全な取扱い方と調理器具の衛生的な取扱 

いについて理解する。 

 【Ｃ 運動】 

カ 多様な動きが表出する運動の場や動きを工夫

することを通して，友達と楽しく運動をするた

めに行い方を工夫するよさに気付く。 

 ［対象の具体］ 

   ・力試しの運動・走る運動・回る動き・水に浮いた   

り水の中で律動的に動く運動 

   キ 運動の特性に応じた楽しさや喜びに触れなが

ら，自己やチームの課題に適した練習の方法や競
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争の仕方を工夫したり，考えを友達に伝えたりす

ることを通して，動きの特徴や競争の仕方を理解

し，友達の考えを認め，誰とでも仲よく運動に取

り組む大切さに気付く。 

［対象の具体］ 

  ・ハードル走・幅跳び・高跳び 

ク ゲームの楽しさを味わったり，喜びに触れたり

するために，空間を意識した動き方を身に付けた

り，ゲームをより楽しくするためのルールを工夫

したりすることを通して，動きやルール，友達と

の関わりの変容と楽しさの広がりの関係に気付

く。 

 ［対象の具体］ 

□ ゴール型 

・味方へのボールのパス，シュート，ゴールへの持ち 

込み 

・ボール保持時に体をゴールに向ける 

・ボール保持者と自分の間に守備者がいないよう移 

 動する 

□ ネット型 

・ボールを片手､両手または用具などではじいたり，

打ち付けたりする 

・相手から返球されたボールの返球 

□ ベースボール型 

・ボールをフェアグラウンド内に蹴ったり打ったり

する 

・投げる手と反対の足を一歩前に踏み出してボール

を投げる 

・向かってくるボールの正面への移動 

・ベースに向かって全力で走り，駆け抜けること 

 ケ アダプテッドスポーツやニュースポーツなど，   

様々なスポーツの楽しさを味わいながら，運動を   

工夫することを通して，学校や地域の中にいる多 

様な他者と楽しく体を動かすための工夫の視点 

に気付く。 

〔第５学年及び第６学年〕 

 【Ａ 身体】 

ア 心身共に健康な生活についての自分や身近な

人の行動と薬やサプリメント，食品添加物との関

係について調べることを通して，その効果や利用

の目的，望ましい活用の仕方について理解する。 

イ 食事や睡眠，運動などの自分や身近な人の生活        

の仕方とそれらが基で起こる病気について調べ

ることを通して，これからの自分の生活の仕方を

整えていく必要性を理解し，改善していく。 

 【Ｂ 食】 

   ウ 家庭の食事や学校給食，異なる文化の食事につ  

いて調べたり，献立を考えたりすることを通し

て，伝統的な日常食のよさを理解する。 

   エ 食事に含まれる栄養について調べたり話し合

ったりすることを通して，自分の日常の生活の中

から，食事の内容についての課題を見いだし，課

題解決の過程において，自分や家族のよりよい食

生活のために食事の組合せや献立の立て方につ

いて理解する。 

     オ 目的に合った調理の計画を立てることを通し 

て，調理に必要な材料の分量や手順を理解する。 

   カ ゆでる，いためる調理を通して，材料や調理の  

目的に適した加熱操作や調理の仕方を理解する。 

キ ごはんとみそ汁の基本的な調理を通して，米が 

ごはんになるまでの炊飯に関する一連の操作や

変化，だしのとり方や実の組合せ，切り方を理解

する。 

 【Ｃ 運動】 

   ク 多様な運動の楽しさを知り，様々な目的をもっ  

て多様な人と運動を行うことを通して，運動の楽 

しさや価値に気付き，運動に積極的に取り組む大 

切さを理解する。 

ケ 自分の体の状態や体力に応じて自分の課題を

設定し，巧みな動き，力強い動き，動きを持続す

る能力を高めるための運動の行い方を工夫した

り，自分や仲間の考えたことを他者に伝えたりす

ることを通して，課題に応じた運動の行い方の工

夫に気付き，仲間の考えや取組を認めたり，場や

安全に気を配ったりして，運動に積極的に取り組

む大切さを理解する。 

［対象の具体］ 

   ・力試しの運動・走る運動・回る動き・水に浮いた   

り水の中で律動的に動く運動 

   コ 運動の特性に応じた楽しさや喜びを味わいな

がら運動をすることを通して，考えを他者に伝え

ながら自己の能力に適した課題の解決の仕方，競

争や記録への挑戦の仕方，自分に合った課題の解

決の仕方や運動の行い方に気付き，仲間の考えや

取組を認めたりして積極的に運動に取り組む大

切さを理解する。 

［対象の具体］ 

   ・器械運動・ハードル走・幅跳び・高跳び 

サ ゲームの楽しさや喜びを味わうために，空間を

使った連係した動き方を工夫することを通して，

チームの中での自分の動きや友達との連係した

関わりの変容と楽しさの広がりの関係に気付く。 

［対象の具体］ 

 □ ゴール型 

・近くにいるフリーの味方へのパス 

・相手に取られない位置でのドリブル 

・パスを受けてのシュート 

・ボール保持者と自分との間に守備者が入らない位置 

への移動 

・得点しやすい場所への移動 

・ボール保持者とゴールの間に体を入れた守備 

□ ネット型 

・自陣のコートから相手コートへのサービス 

・味方が受けやすいようにボールをつなぐ 

・片手，両手，用具を使っての相手コートへの返球 

・ボールの方向に体を向けることとボール方向への   

素早い反応 

□ ベースボール型 

・止まったボールや優しいボールをフェアグラウンド

に打つ 

・打球の捕球 

・捕球する相手に向かっての投球 

・打球方向への移動 

・塁間の全力での走塁 

・守備の隊形をとって得点を与えないようにする 

シ アダプテッドスポーツやニュースポーツなど，   

様々なスポーツの楽しさを味わいながら，運動を   

工夫することを通して，学校や地域の中にいる多 

様な他者と楽しく体を動かすための工夫の視点 

に気付く。 

 

５ 指導計画の作成と内容の取扱い 

 (1) 指導計画作成上の配慮事項 

  ア 年間指導計画についての考え方 

年間指導計画作成にあたっては，本校の全体計画に基づ

き，健康科においては，取り扱う内容における学年の系統

や学校行事との関連を考慮する必要がある。特に，Ｃ運動

の指導については，機能的特性に着目し，その運動種目の

もつ楽しさを十分に味わうことができるよう配慮して，実

施計画を作成するように配慮する。中でも，低学年におい

ては，幼稚園からの接続であることや神経系に刺激を与え

て動きを増やすことが大切な時期であることを踏まえて，

なだらかに運動技能の習得へとつながるように，発達段階

を十分に考慮しつつ系統的にカリキュラムをデザインす

る必要がある。また，食や身体の指導では，既有知を活用

することで，新たな知識や技能の必要性を感じて身に付け

ていくことができるよう，子供主体の学習を進めることが

できるよう配慮する。 

  イ 単元計画についての考え方 

   (ｱ) テーマ学習 

テーマ学習は人間科の学習が核となるものである。人間

科の学習の中で生まれた，哲学的な問いを解決する際に，

健康科の身体，食，運動に関する内容を必要としたときに

他教科と併せて位置付ける学習である。例えば，第４学年

で共生の視点でテーマ学習を組んだ場合，図２のように，

人間科，社会科との関連した学習が考えられる。 

 

【図２ 健康科が位置付いたテーマ学習の例（第４学年）】 

      (ｲ) リレーション学習 

健康科，もしくは別の教科で生まれた問いを解決するた

めに，他教科と行ったり来たりしながら合科的・関連的に

学びを進めるときに設定する学習である。例えば，第３学

年「ねらってはじいて楽しもう ターゲットゲーム」では，

人間科と関連させ，「友達ともっと仲を深めるためには，

どのように関わったらよいのだろうか」という問いを共有

する。その際，関連させた他教科，健康科ともに資質・能

力が十分に発揮されるよう学習を仕組んでいく（図３）。 

 

【図３ 人間科とのリレーション学習の例（第３学年）】 

      (ｳ) フォーカス学習 

 健康科の創造性を十分に発揮し，見方・考え方を養いな

がら，概念と方略を獲得させることに焦点化する際に位置

付ける学びである。例えば第２学年「ボールはこびシュー

トゲームを楽しもう」では，低学年の「鬼遊び」と「ボー

ルゲーム」を融合し，「空いているところを見付けて動く」

ことをねらいとして焦点化し，学習を仕組んだ。第１学年

の「宝物ゲットゲーム」の動きを生かすことができるこの

学習は，第３学年のゴール型仲間と連携して空いている場

所を見付けて攻める「ディスクキックゲーム」へと系統的

に発展していく（図４）。 

【図４ フォーカス学習の例（第２学年）】 
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争の仕方を工夫したり，考えを友達に伝えたりす

ることを通して，動きの特徴や競争の仕方を理解

し，友達の考えを認め，誰とでも仲よく運動に取

り組む大切さに気付く。 

［対象の具体］ 

  ・ハードル走・幅跳び・高跳び 

ク ゲームの楽しさを味わったり，喜びに触れたり

するために，空間を意識した動き方を身に付けた

り，ゲームをより楽しくするためのルールを工夫

したりすることを通して，動きやルール，友達と

の関わりの変容と楽しさの広がりの関係に気付

く。 

 ［対象の具体］ 

□ ゴール型 

・味方へのボールのパス，シュート，ゴールへの持ち 

込み 

・ボール保持時に体をゴールに向ける 

・ボール保持者と自分の間に守備者がいないよう移 

 動する 

□ ネット型 

・ボールを片手､両手または用具などではじいたり，

打ち付けたりする 

・相手から返球されたボールの返球 

□ ベースボール型 

・ボールをフェアグラウンド内に蹴ったり打ったり

する 

・投げる手と反対の足を一歩前に踏み出してボール

を投げる 

・向かってくるボールの正面への移動 

・ベースに向かって全力で走り，駆け抜けること 

 ケ アダプテッドスポーツやニュースポーツなど，   

様々なスポーツの楽しさを味わいながら，運動を   

工夫することを通して，学校や地域の中にいる多 

様な他者と楽しく体を動かすための工夫の視点 

に気付く。 

〔第５学年及び第６学年〕 

 【Ａ 身体】 

ア 心身共に健康な生活についての自分や身近な

人の行動と薬やサプリメント，食品添加物との関

係について調べることを通して，その効果や利用

の目的，望ましい活用の仕方について理解する。 

イ 食事や睡眠，運動などの自分や身近な人の生活        

の仕方とそれらが基で起こる病気について調べ

ることを通して，これからの自分の生活の仕方を

整えていく必要性を理解し，改善していく。 

 【Ｂ 食】 

   ウ 家庭の食事や学校給食，異なる文化の食事につ  

いて調べたり，献立を考えたりすることを通し

て，伝統的な日常食のよさを理解する。 

   エ 食事に含まれる栄養について調べたり話し合

ったりすることを通して，自分の日常の生活の中

から，食事の内容についての課題を見いだし，課

題解決の過程において，自分や家族のよりよい食

生活のために食事の組合せや献立の立て方につ

いて理解する。 

     オ 目的に合った調理の計画を立てることを通し 

て，調理に必要な材料の分量や手順を理解する。 

   カ ゆでる，いためる調理を通して，材料や調理の  

目的に適した加熱操作や調理の仕方を理解する。 

キ ごはんとみそ汁の基本的な調理を通して，米が 

ごはんになるまでの炊飯に関する一連の操作や

変化，だしのとり方や実の組合せ，切り方を理解

する。 

 【Ｃ 運動】 

   ク 多様な運動の楽しさを知り，様々な目的をもっ  

て多様な人と運動を行うことを通して，運動の楽 

しさや価値に気付き，運動に積極的に取り組む大 

切さを理解する。 

ケ 自分の体の状態や体力に応じて自分の課題を

設定し，巧みな動き，力強い動き，動きを持続す

る能力を高めるための運動の行い方を工夫した

り，自分や仲間の考えたことを他者に伝えたりす

ることを通して，課題に応じた運動の行い方の工

夫に気付き，仲間の考えや取組を認めたり，場や

安全に気を配ったりして，運動に積極的に取り組

む大切さを理解する。 

［対象の具体］ 

   ・力試しの運動・走る運動・回る動き・水に浮いた   

り水の中で律動的に動く運動 

   コ 運動の特性に応じた楽しさや喜びを味わいな

がら運動をすることを通して，考えを他者に伝え

ながら自己の能力に適した課題の解決の仕方，競

争や記録への挑戦の仕方，自分に合った課題の解

決の仕方や運動の行い方に気付き，仲間の考えや

取組を認めたりして積極的に運動に取り組む大

切さを理解する。 

［対象の具体］ 

   ・器械運動・ハードル走・幅跳び・高跳び 

サ ゲームの楽しさや喜びを味わうために，空間を

使った連係した動き方を工夫することを通して，

チームの中での自分の動きや友達との連係した

関わりの変容と楽しさの広がりの関係に気付く。 

［対象の具体］ 

 □ ゴール型 

・近くにいるフリーの味方へのパス 

・相手に取られない位置でのドリブル 

・パスを受けてのシュート 

・ボール保持者と自分との間に守備者が入らない位置 

への移動 

・得点しやすい場所への移動 

・ボール保持者とゴールの間に体を入れた守備 

□ ネット型 

・自陣のコートから相手コートへのサービス 

・味方が受けやすいようにボールをつなぐ 

・片手，両手，用具を使っての相手コートへの返球 

・ボールの方向に体を向けることとボール方向への   

素早い反応 

□ ベースボール型 

・止まったボールや優しいボールをフェアグラウンド

に打つ 

・打球の捕球 

・捕球する相手に向かっての投球 

・打球方向への移動 

・塁間の全力での走塁 

・守備の隊形をとって得点を与えないようにする 

シ アダプテッドスポーツやニュースポーツなど，   

様々なスポーツの楽しさを味わいながら，運動を   

工夫することを通して，学校や地域の中にいる多 

様な他者と楽しく体を動かすための工夫の視点 

に気付く。 

 

５ 指導計画の作成と内容の取扱い 

 (1) 指導計画作成上の配慮事項 

  ア 年間指導計画についての考え方 

年間指導計画作成にあたっては，本校の全体計画に基づ

き，健康科においては，取り扱う内容における学年の系統

や学校行事との関連を考慮する必要がある。特に，Ｃ運動

の指導については，機能的特性に着目し，その運動種目の

もつ楽しさを十分に味わうことができるよう配慮して，実

施計画を作成するように配慮する。中でも，低学年におい

ては，幼稚園からの接続であることや神経系に刺激を与え

て動きを増やすことが大切な時期であることを踏まえて，

なだらかに運動技能の習得へとつながるように，発達段階

を十分に考慮しつつ系統的にカリキュラムをデザインす

る必要がある。また，食や身体の指導では，既有知を活用

することで，新たな知識や技能の必要性を感じて身に付け

ていくことができるよう，子供主体の学習を進めることが

できるよう配慮する。 

  イ 単元計画についての考え方 

   (ｱ) テーマ学習 

テーマ学習は人間科の学習が核となるものである。人間

科の学習の中で生まれた，哲学的な問いを解決する際に，

健康科の身体，食，運動に関する内容を必要としたときに

他教科と併せて位置付ける学習である。例えば，第４学年

で共生の視点でテーマ学習を組んだ場合，図２のように，

人間科，社会科との関連した学習が考えられる。 

 

【図２ 健康科が位置付いたテーマ学習の例（第４学年）】 

      (ｲ) リレーション学習 

健康科，もしくは別の教科で生まれた問いを解決するた

めに，他教科と行ったり来たりしながら合科的・関連的に

学びを進めるときに設定する学習である。例えば，第３学

年「ねらってはじいて楽しもう ターゲットゲーム」では，

人間科と関連させ，「友達ともっと仲を深めるためには，

どのように関わったらよいのだろうか」という問いを共有

する。その際，関連させた他教科，健康科ともに資質・能

力が十分に発揮されるよう学習を仕組んでいく（図３）。 

 

【図３ 人間科とのリレーション学習の例（第３学年）】 

      (ｳ) フォーカス学習 

 健康科の創造性を十分に発揮し，見方・考え方を養いな

がら，概念と方略を獲得させることに焦点化する際に位置

付ける学びである。例えば第２学年「ボールはこびシュー

トゲームを楽しもう」では，低学年の「鬼遊び」と「ボー

ルゲーム」を融合し，「空いているところを見付けて動く」

ことをねらいとして焦点化し，学習を仕組んだ。第１学年

の「宝物ゲットゲーム」の動きを生かすことができるこの

学習は，第３学年のゴール型仲間と連携して空いている場

所を見付けて攻める「ディスクキックゲーム」へと系統的

に発展していく（図４）。 

【図４ フォーカス学習の例（第２学年）】 
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 (2) 内容の取扱いについての配慮事項 

ア 学習活動の条件と具体 

 健康科では，学習の目標に向かって，自分の課題を明ら

かにし，対象に進んで関わりながら，身体活動を通して課

題を解決していくことを大切にしている。その上に立ち，

学習活動を展開していく際に大切にしたい条件は，次の３

つである。 

（ｱ）ゴール像を明確にする 

 健康に関する課題を解決するに当たって，子供一人一人

が目標（ゴール像）を設定することは，大きな原動力とな

る。ゴール像を設定する際には，特に，明確さを大切にし

たい。自分が立てた目標が実行可能なのか，また，行動の

結果として，目標が達成できたのかが分からなければ，学

習の成果を実感したり新たな課題を見いだしたりするこ

とは困難である 14。 

（ｲ）対話を通して自分を見つめる 

 創造性を発揮しながら学習活動を展開していくために

は，関わりが大切になる。対象との対話，自己との対話，

他者との対話を活発に行うことで，自分の健康に関する新

たな関わりを見いだすことができると考える 15。 

（ｳ）振り返りによって，学びを連続させる 

 健康に関する課題解決活動は，連続することで効果を高

めていく。その上で重視したいのが振り返りである。振り

返りは，単にその学習で分かったことやがんばったことを

機械的に想起させるのではなく，単元や一単位時間のまと

まりを見通したり，変容を自覚したりすることを大切にし

て行っていく。このような振り返りを繰り返すことによっ

て，学びが効果的に連続し，資質・能力を最大限に発揮さ

せることができると考える 16。 

イ 真正の課題の条件 

 教材は，４の各学年の目標及び内容に示す資質・能力を

偏りなく養うことや「教科の究極の目標」を形成すること

をねらいとして，精選して調和的に取り上げることする。

その際に次の３つの真正の課題となる条件を満たして，精

選する（表５）。 

【表５ 真正の課題の条件】 

条 件 内 容 

知の 

まとまり 

自分なりの価値観（健康観）をつくるこ

とができる課題であること 

たくましい 

追究 

身体活動を伴った課題解決に向かう活

動をする過程で既有知や身に付けた技能

を活用することができ，それによって解決

への意欲が高まるもの 

学校を超える 

価値 

健康な行動を取ることの価値に気付く

とともに，自分や周囲の人の健康を願うこ

とができるもの  

子供は自分自身の健康を保持・増進するための知識につ

いて，生活経験の中で得ていることが多い。そのため，学

年の発達段階に応じて，健康についての知識を課題の解決

に資するように整理し直したり，新たな知識を獲得したり

することができるようにする。特に低学年では，自分自身

の体の動きや健康な状態について，実際に触れたり，動か

したりすることで実感を伴った気付きが生まれるように

する必要がある。このような学びを行うことは，健康に対

する関心を高め，自分自身の健康な生活をつくり出してい

くことにつながっていく。 

 そこで，健康科では，子供が実際に触れたり，動かした

りしながら課題を解決していくことで，目には見えない健

康を，実感をともなって理解することができるとともに，

既習知や生活で得た知識を子供自らが再構成することが

できることを大切にする。そのため，身体や食の内容にお

いては特に，子供の身近な場面や環境から問題を見いだす

ことができるようにする必要がある。健康科における課題

設定については，３つの条件を大切にしていく（表６）。

健康科では，たくましい追究，学校を超える価値を重視し

て題材を開発することで，健康な生活への意欲を高めるこ

とができると考える。 

ウ 学習としての評価 

健康科では，３つの資質・能力のうち，特に，創造性の

発揮を重点とし，各単元の導入で，以下のような学びの道

標（図５）を子供とともにつくることで，目指す姿（ゴー

ル像）とその姿に迫るために追究していくこと（指導内容）

を明確にしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

【図５ 学びの道標の例（第３学年 ゲーム領域）】 

 この学びの道標を基に，子供たちは，毎時間「学びの足

跡」を残し，目指す姿にどれだけ近付いたかを自己評価す

ることができるようにする。 

  

6 アセスメント⽅法の選択 

健康な生活を創り出す子供の育成は，長期的な視野のも

と，発達段階や実態を考慮したカリキュラムデザインの中

で，単元や１単位時間の学習を確実に積み上げることで実

現していくものである。その際，健康科においては，次の

２つのアセスメントの方法を活用して，学習をより効果的

なものにしていく。 

(1) パフォーマンス評価 

健康科の３つの内容領域の中で，特に，Ａ身体，Ｂ食  

においては，獲得した知識をより実践的なものに高めて 

いくことが大切になる。その際，以下の３つの視点で設 

定したパフォーマンス課題を提示し，取り組ませること

で，自分の学びを振り返ることができるようにする。 

 

 

 

 

(2) ポートフォリオ評価 

特に，Ｃ運動においては，動きの高まりと学び方のよ

さを実感することができるように，ポートフォリオによ

る評価を取り入れる。幅跳びや高跳びなど，結果が数値

として残る種目については，その結果とともに，子供自

身の工夫点を記録しておくことで，その過程からも学び

を連続させていくためのヒントを得ることができる。マ

ット運動や跳び箱運動などのように，数値として結果が

出しにくい種目においては，単元の中で動画を撮影して

おき，自分の中での成果や課題を記すことで学びを蓄積

することができる。健康科におけるポートフォリオ評価

は，以下の３つのことに留意して行うようにする。 
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術，知識，環境，時期等）に⾒合うものかを評価することができる。〕 
15 岡出美則ら（2016）『新版体育科教育学の現在』創⽂企画 p.167〔感覚
的かつ知覚的であり，⾃⼰⾃⾝，⾃⼰と他者，⾃⼰と世界，⾃⼰と⽂脈
の間で⽣まれる⾝体を投企した相互作⽤から学びが⽣成される〕 
16 ⽂部科学省（2018）『⼩学校学習指導要領解説総則編』東洋館出版社 

① より具体的な場⾯を想定したもの 
② 既習の知識を組み合わせる必要があるもの 
③ ⼦供⾃⾝が学びの成果を実感できるもの 

① ⼦供と教師がゴール像と⾒通しを共有する 
② 単元の途中で，蓄積した作品を編集する機会をつくる 
③ 単元の最後に，学びを次単元に⽣かす検討会を設ける 
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 (2) 内容の取扱いについての配慮事項 

ア 学習活動の条件と具体 

 健康科では，学習の目標に向かって，自分の課題を明ら

かにし，対象に進んで関わりながら，身体活動を通して課

題を解決していくことを大切にしている。その上に立ち，

学習活動を展開していく際に大切にしたい条件は，次の３

つである。 

（ｱ）ゴール像を明確にする 

 健康に関する課題を解決するに当たって，子供一人一人

が目標（ゴール像）を設定することは，大きな原動力とな

る。ゴール像を設定する際には，特に，明確さを大切にし

たい。自分が立てた目標が実行可能なのか，また，行動の

結果として，目標が達成できたのかが分からなければ，学

習の成果を実感したり新たな課題を見いだしたりするこ

とは困難である 14。 

（ｲ）対話を通して自分を見つめる 

 創造性を発揮しながら学習活動を展開していくために

は，関わりが大切になる。対象との対話，自己との対話，

他者との対話を活発に行うことで，自分の健康に関する新

たな関わりを見いだすことができると考える 15。 

（ｳ）振り返りによって，学びを連続させる 

 健康に関する課題解決活動は，連続することで効果を高

めていく。その上で重視したいのが振り返りである。振り

返りは，単にその学習で分かったことやがんばったことを

機械的に想起させるのではなく，単元や一単位時間のまと

まりを見通したり，変容を自覚したりすることを大切にし

て行っていく。このような振り返りを繰り返すことによっ

て，学びが効果的に連続し，資質・能力を最大限に発揮さ

せることができると考える 16。 

イ 真正の課題の条件 

 教材は，４の各学年の目標及び内容に示す資質・能力を

偏りなく養うことや「教科の究極の目標」を形成すること

をねらいとして，精選して調和的に取り上げることする。

その際に次の３つの真正の課題となる条件を満たして，精

選する（表５）。 

【表５ 真正の課題の条件】 

条 件 内 容 

知の 

まとまり 

自分なりの価値観（健康観）をつくるこ

とができる課題であること 

たくましい 

追究 

身体活動を伴った課題解決に向かう活

動をする過程で既有知や身に付けた技能

を活用することができ，それによって解決

への意欲が高まるもの 

学校を超える 

価値 

健康な行動を取ることの価値に気付く

とともに，自分や周囲の人の健康を願うこ

とができるもの  

子供は自分自身の健康を保持・増進するための知識につ

いて，生活経験の中で得ていることが多い。そのため，学

年の発達段階に応じて，健康についての知識を課題の解決

に資するように整理し直したり，新たな知識を獲得したり

することができるようにする。特に低学年では，自分自身

の体の動きや健康な状態について，実際に触れたり，動か

したりすることで実感を伴った気付きが生まれるように

する必要がある。このような学びを行うことは，健康に対

する関心を高め，自分自身の健康な生活をつくり出してい

くことにつながっていく。 

 そこで，健康科では，子供が実際に触れたり，動かした

りしながら課題を解決していくことで，目には見えない健

康を，実感をともなって理解することができるとともに，

既習知や生活で得た知識を子供自らが再構成することが

できることを大切にする。そのため，身体や食の内容にお

いては特に，子供の身近な場面や環境から問題を見いだす

ことができるようにする必要がある。健康科における課題

設定については，３つの条件を大切にしていく（表６）。

健康科では，たくましい追究，学校を超える価値を重視し

て題材を開発することで，健康な生活への意欲を高めるこ

とができると考える。 

ウ 学習としての評価 

健康科では，３つの資質・能力のうち，特に，創造性の

発揮を重点とし，各単元の導入で，以下のような学びの道

標（図５）を子供とともにつくることで，目指す姿（ゴー

ル像）とその姿に迫るために追究していくこと（指導内容）

を明確にしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

【図５ 学びの道標の例（第３学年 ゲーム領域）】 

 この学びの道標を基に，子供たちは，毎時間「学びの足

跡」を残し，目指す姿にどれだけ近付いたかを自己評価す

ることができるようにする。 

  

6 アセスメント⽅法の選択 

健康な生活を創り出す子供の育成は，長期的な視野のも

と，発達段階や実態を考慮したカリキュラムデザインの中

で，単元や１単位時間の学習を確実に積み上げることで実

現していくものである。その際，健康科においては，次の

２つのアセスメントの方法を活用して，学習をより効果的

なものにしていく。 

(1) パフォーマンス評価 

健康科の３つの内容領域の中で，特に，Ａ身体，Ｂ食  

においては，獲得した知識をより実践的なものに高めて 

いくことが大切になる。その際，以下の３つの視点で設 

定したパフォーマンス課題を提示し，取り組ませること

で，自分の学びを振り返ることができるようにする。 

 

 

 

 

(2) ポートフォリオ評価 

特に，Ｃ運動においては，動きの高まりと学び方のよ

さを実感することができるように，ポートフォリオによ

る評価を取り入れる。幅跳びや高跳びなど，結果が数値

として残る種目については，その結果とともに，子供自

身の工夫点を記録しておくことで，その過程からも学び

を連続させていくためのヒントを得ることができる。マ

ット運動や跳び箱運動などのように，数値として結果が

出しにくい種目においては，単元の中で動画を撮影して

おき，自分の中での成果や課題を記すことで学びを蓄積

することができる。健康科におけるポートフォリオ評価

は，以下の３つのことに留意して行うようにする。 
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14 三宮真智⼦（2018）『メタ認知』北⼤路書房. p.82〔⽬標が明確であれ
ばあるほど，⾃分の⽴てたプランが現実の⾃⼰のリソース（能⼒，技
術，知識，環境，時期等）に⾒合うものかを評価することができる。〕 
15 岡出美則ら（2016）『新版体育科教育学の現在』創⽂企画. p.167〔感覚
的かつ知覚的であり，⾃⼰⾃⾝，⾃⼰と他者，⾃⼰と世界，⾃⼰と⽂脈
の間で⽣まれる⾝体を投企した相互作⽤から学びが⽣成される〕 
16 ⽂部科学省（2018）『⼩学校学習指導要領解説総則編』東洋館出版社 

① より具体的な場⾯を想定したもの 
② 既習の知識を組み合わせる必要があるもの 
③ ⼦供⾃⾝が学びの成果を実感できるもの 

① ⼦供と教師がゴール像と⾒通しを共有する 
② 単元の途中で，蓄積した作品を編集する機会をつくる 
③ 単元の最後に，学びを次単元に⽣かす検討会を設ける 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

言言葉葉科科実実践践事事例例  第第 11 学学年年  テテーーママ学学習習「「ええほほんんトトーーククでで  ももっっとと  ななかかよよしし」」  

指指導導者者      扇扇      裕裕  人人     

１ 目標  

◎  登場人物の様子を想像するには，行動，表情，挿し

絵等に着目するとよいことを理解できる。（創造性） 
○  登場人物になりきったり，インタビューしたりして

課題を解決しようとすることができる。 （協働性） 
○  自分や友達が選んだ本のよさについて，自分の体験 

と結び付けて考えることができる。    （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元「えほんトークでもっとなかよし」は，テーマ

学習「もっともーっと学校だいすき！」において学校や

友達をもっと好きになることを探究する過程で生まれ

た「友達ともっと仲良くなるにはどうすればよいだろ

う」という中心の問いを基に，芸術科と言葉科で問いを

解決するために教科横断的にそれぞれの教科の問いを

追究していくテーマ学習である。主に言葉科では，「ど

こに目を付けて読めば，登場人物たちの仲良しの姿が見

つかるだろう」という問いを基に，登場人物の気持ちや

様子を地の文・会話文・挿絵に着目して読むことができ

ることを目標とした。 
モデレーションタイムでは，言葉科の学習において絵

本トークを行った際に，絵本トークでなりきって話すこ

とで分かったことを書き記すモデルのワークシートを

アンカー作品として提示した（資料１）。 

【資料１ モデレーションの具体とアンカー作品】 
このアンカー作品と共に言葉科の教科ルーブリック

における創造性を具体化して設定した単元ルーブリッ

クは以下の通りである（表１）。 
【表１ モデレーションタイム前のルーブリック】 

 モデレーションタイムにおいて，議論の中心となった

のは，本時学習の中心となる問いである「登場人物が仲

良くなったところを見つけるための着眼点」や「低学年

期におけるルーブリックの妥当性」ということであっ

た。特に「単元ルーブリックが１年生にとってふさわし

いものになっているか」については，教科ルーブリック

の「思いや考えの深まり」のステージ３「目的や相手に

応じた言葉の論理に着目して」という方略において，「相

手に応じて」という目標は，１年生の発達段階では到達

が難しいという意見があり，再検討する必要を感じた。

そこで，単元構成において絵本に親しむ段階から，文章

や挿絵に着目し，登場人物になりきって仲良しを見つけ

ることで，言葉科としての目標を達成できるようにし，

人間科の問いの解決につなげられるように単元を再構

成した。また，本時の学習活動前段において，子供が絵

本の登場人物になりきることで登場人物に同化し，気持

ちや様子を可視化できるように単元計画を改善した。ま

た，ルーブリックを以下のように改善した（表２）。 
【表２ モデレーションタイム後のルーブリック】 

３ 授業の実際 

本時の導入段階では，これまでの学習の姿や，生活の

様子をスライドで振り返り，友達ともっと仲良しになり

たいという思いを膨らませることができるようにした。

そして，言葉の問いとして，絵本のどこに目を付けて読

むと仲良しが見つかりそうかを話し合った（資料２）。 

【資料２ どこに目を付けて読むかの話し合い】 
この問いを基に，同じ絵本を選んだ４人グループで，

登場人物の仲良しな姿を見つける絵本トークを行い，以

下のような子供の姿が見られた（資料３）。 

【資料３ 絵本トークでの発言】 

Ｔ ：絵本のどこに目をつけて読んだら，仲良しが見付かりそうですか。
Ｃ１：話しているところに目を付けて読むとよいと思います。
Ｃ２：挿絵を見ると，登場人物の様子や気持ちが分かると思います。
Ｃ３：地の文からは様子が分かると思うので，そこから想像したいです。
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Ｃ４：どうしてテンを探しにいくときに，自分の家に，「テンを
さがしにいきます」って書かなかったのですか。

Ｃ５：だって，自分を探しに来ると思わなかったから。
Ｃ６：どこでテンと仲良くなったんですか。
Ｃ７：一人で遊んでたときにテンさんと会えて，それが嬉しくて，

そのとき友達になったよ。

⾔葉に関する課題 思いや考えの深まり 創り出す

３ 絵本を紹介する場⾯にお
いて，登場⼈物の⾏動や会
話を基に，登場⼈物の様⼦
を想像して，⾃分の体験と
つなげながら話したり聞い
たりすることができる。

⾃分が選んだ絵本の紹介と，
友達が選んだ絵本の紹介を聞
き⽐べることで，友達が絵本
を選んだ理由に気付くことが
できる。

絵本が伝えたい内容につ
いて，⼈間科との関連につ
いて気付き，⾃分の体験と
結び付けて絵本を読むこと
ができる。

２ 絵本を紹介する場⾯にお
いて，登場⼈物の⾏動や会
話を基に，様⼦を具体的に
想像して話したり聞いたり
することができる。

⾃分が選んだ絵本の紹介を
通して，絵本の⾯⽩さに気付
くことができる。

絵本が伝えたい内容につ
いて，⾃分の体験と結びつ
けて絵本を読むことができ
る。

⾔葉に関する課題 思いや考えの深まり 創り出す

２ 物語を読んで感想をもつ
ことを基に，叙述や挿し絵
から登場⼈物の様⼦を想像
することへの問いをもつこ
とができる。

物語の登場⼈物になりきっ
て話し合うことで，⾃分の思
いや考えを，叙述や挿し絵，
これまでの体験とつなげて演
じることができる。

絵本トークで話し合って
考えた問いの答えについて，
もっと仲よくなりたいとい
う思いを込めて表現するこ
とができる。

１ 物語を読んで感想をもつ
ことを通して，友達ともっ
と仲よくなるために絵本を
読むことの問いをもつこと
ができる。

物語の登場⼈物になりきっ
て友達と話し合うことで，⾃
分の思いや考えを，叙述や挿
し絵とつなげて演じることが
できる。

物語を読み，⾃分が感じ
たことを⾔葉で説明したり，
物語の登場⼈物になりきっ
て表現したりすることがで
きる。

Ｃ６の発言のように，仲良しになった場面を問われた

際に，Ｃ７で場面の様子や挿絵の表情を読み取ること

で，仲良しになった根拠を話す姿が見られた（資料４）。 

【資料４ 絵本トークで仲良しの姿を話す子供たち】 
 子供たちは，登場人物が仲良くなった場面を中心に，

登場人物に聞きたい質問をしていた。展開後段におい

て，子供たちから以下のように発言する姿が見られた。 

【資料５ 絵本トーク後に行った全体交流での発言】 
Ｃ９，Ｃ10の子供は，会話文に目を付けて読むことで，

登場人物の気持ちが分かったという発言があった。ま

た，Ｃ11の発言からは，絵本トークで登場人物になりき

る際に，挿絵に着目することで，登場人物の表情から気

持ちを読み取り，絵本トークを行うことで，気持ちを可

視化しようとした姿が見られた（資料５）。 

終末段階では，GGooooggllee  JJaammbbooaarrdd を使って，絵本のどこ

に着目すると仲良しが見つかったのか，最初と本時との

比較を基に自分の変容に気付くことができた（資料６）。 

【資料６ 絵本トークの振り返りにおける発言】 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業整理会で，まず中心となったことは，展開後段に

おける資料４のＣ11 の発言である。授業者はＣ11 の発

言を，目指していた姿として提示した。整理会の中で， 
その発言の価値について「どこに目を付けて読むと本時

の学習のめあてが達成できそうか見通しをもって活動

できている」や「表情に目を付けて話そうとしている」

といった発言があった。それに対して，「絵本のどこに

仲良くなるためのヒントがあるかを読み取るために，絵

本トークを行うことは有効であるが，課題意識，内容面，

方法面から改善が必要ではないか」「単元の終末段階で

あれば，単元ルーブリックを見直し，改善の方向性をも

つべきである。交流後に自分ならどうやって仲よくなれ

るだろうと話し合うことで，テーマ学習につなげるとよ

い」という意見があり，本単元における子供の文脈や単

元計画について，見直す議論となった。 
次に議論となったのは，展開前段における資料４のＡ

児の表現である。授業者は絵本の登場人物になりきって

絵本トークをしていたこの表現を，目指していた姿とし

て提示した。整理会の中で，その表現の価値について「登

場人物になりきって絵本トークを行うことは，登場人物

と同化して口調や表情，動きを再現することであり，な

りきる子供も，見ている子供も気持ちを読み取ることに

つながる」といった発言があった。一方で，登場人物に

なりきって表現することと，人間科の問いである「もっ

と仲良くなるためにはどうすればよいか」という問いの

解決を同じ時間に行うことについて議論になった。それ

は，「登場人物になりきること（内化）と，絵本から友

達と仲良くなるためのヒントを見つけて，自分たちの生

活にどのように生かすのか話し合うこと（外化）は，発

達段階から適切か」という意見があったからである。そ

れに対して，「テーマ学習で，友達ともっと仲良くなる

ために絵本を読むのであれば，登場人物の行動や気持ち

を客観的に捉えることが必要である。そのためには，な

りきる時間となりきった姿から仲良しを見つける時間

を設定すべきである」といった意見があり，発揮させた

い資質・能力について，見直す議論となった。 

５ カリキュラムの変更，更新 

本実践を通して，資料７のように変更，更新すべきで

あると考える（資料７）。 

【資料７ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

 その理由は，以下の通りである。 

○ 絵本の登場人物の表情や口調に着目することのよ

さを読みの視点として獲得することで，言葉科の資質・

能力である創造性を発揮することにつながるため 

○ テーマ学習として，年間を通して位置付ける単元に

おいて，友達との交流から創造性が発揮されるため 

 

ネズミさんは，どこで 

テンと仲良くなったんですか。 

テンさんと会えて嬉しかったところだよ。 

最初は，どこに仲良しがあるか分からなかったけど， 

友達との絵本トークで，仲良しを見つけました。 

⽬標や内容
創造性を発揮する場⾯において，

登場⼈物の様⼦を具体的に想像する
ために，登場⼈物になりきって，
表情や⼝調，様⼦に着⽬すること

単元の配列
友達との関わりが増え，⼈間科を

中⼼としたテーマ学習から学びが
発展していくことが期待できるため
１１⽉・１２⽉に設定

活動構成
絵本を個⼈で読む活動から，

ペアの友達と⼀緒に読む活動に広げ，
絵本の仲よしがどこにあるか
⾒付ける活動構成

変更なし

教科ルーブリックの更新
低学年期における思いや考えの深

まりのステージ２の段階では，⽬的
に応じて⾔語活動を⾏うことが⽬標
を達成するために有効である。

配列の変更はしない
他教科でも協働的な学びが増える

時期であり，本単元の学習は協働的
な学びにより創造性が発揮される
ことが期待できる。

読む量と話す量を確保すること
友達と交流する時間を⼗分確保し，

絵本トークを繰り返すことで，話す
内容の質も⾼まりが⾒られた。単元
の時間を増やすことが必要である。

Ｔ ：絵本のどのようなところに目を付けたら，仲良しになる方法が
分かりましたか。

Ｃ８：会話文です。会話文に目を付けて読むと，しゃべっていること
から，登場人物が考えていることや気持ちが分かりました。

Ｃ９：そこから気持ちが分かります。
Ｃ10：また一緒に遊びたいという気持ちが分かります。
Ｃ11：表情に目を付けて絵本トークをしました。表情に目を付けると，

どのような気持ちなのかが分かります。
Ｔ ：どのような表情だったのかな。
Ｃ12：最初は怒っている表情だったけど，最後のページでは，「ごめ

んね」と謝っていて，感謝しているような表情でした。

Ａ児 

― 84 ―



社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

言言葉葉科科実実践践事事例例  第第 11 学学年年  テテーーママ学学習習「「ええほほんんトトーーククでで  ももっっとと  ななかかよよしし」」  

指指導導者者      扇扇      裕裕  人人     

１ 目標  

◎  登場人物の様子を想像するには，行動，表情，挿し

絵等に着目するとよいことを理解できる。（創造性） 
○  登場人物になりきったり，インタビューしたりして

課題を解決しようとすることができる。 （協働性） 
○  自分や友達が選んだ本のよさについて，自分の体験 

と結び付けて考えることができる。    （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元「えほんトークでもっとなかよし」は，テーマ

学習「もっともーっと学校だいすき！」において学校や

友達をもっと好きになることを探究する過程で生まれ

た「友達ともっと仲良くなるにはどうすればよいだろ

う」という中心の問いを基に，芸術科と言葉科で問いを

解決するために教科横断的にそれぞれの教科の問いを

追究していくテーマ学習である。主に言葉科では，「ど

こに目を付けて読めば，登場人物たちの仲良しの姿が見

つかるだろう」という問いを基に，登場人物の気持ちや

様子を地の文・会話文・挿絵に着目して読むことができ

ることを目標とした。 
モデレーションタイムでは，言葉科の学習において絵

本トークを行った際に，絵本トークでなりきって話すこ

とで分かったことを書き記すモデルのワークシートを

アンカー作品として提示した（資料１）。 

【資料１ モデレーションの具体とアンカー作品】 
このアンカー作品と共に言葉科の教科ルーブリック

における創造性を具体化して設定した単元ルーブリッ

クは以下の通りである（表１）。 
【表１ モデレーションタイム前のルーブリック】 

 モデレーションタイムにおいて，議論の中心となった

のは，本時学習の中心となる問いである「登場人物が仲

良くなったところを見つけるための着眼点」や「低学年

期におけるルーブリックの妥当性」ということであっ

た。特に「単元ルーブリックが１年生にとってふさわし

いものになっているか」については，教科ルーブリック

の「思いや考えの深まり」のステージ３「目的や相手に

応じた言葉の論理に着目して」という方略において，「相

手に応じて」という目標は，１年生の発達段階では到達

が難しいという意見があり，再検討する必要を感じた。

そこで，単元構成において絵本に親しむ段階から，文章

や挿絵に着目し，登場人物になりきって仲良しを見つけ

ることで，言葉科としての目標を達成できるようにし，

人間科の問いの解決につなげられるように単元を再構

成した。また，本時の学習活動前段において，子供が絵

本の登場人物になりきることで登場人物に同化し，気持

ちや様子を可視化できるように単元計画を改善した。ま

た，ルーブリックを以下のように改善した（表２）。 
【表２ モデレーションタイム後のルーブリック】 

３ 授業の実際 

本時の導入段階では，これまでの学習の姿や，生活の

様子をスライドで振り返り，友達ともっと仲良しになり

たいという思いを膨らませることができるようにした。

そして，言葉の問いとして，絵本のどこに目を付けて読

むと仲良しが見つかりそうかを話し合った（資料２）。 

【資料２ どこに目を付けて読むかの話し合い】 
この問いを基に，同じ絵本を選んだ４人グループで，

登場人物の仲良しな姿を見つける絵本トークを行い，以

下のような子供の姿が見られた（資料３）。 

【資料３ 絵本トークでの発言】 

Ｔ ：絵本のどこに目をつけて読んだら，仲良しが見付かりそうですか。
Ｃ１：話しているところに目を付けて読むとよいと思います。
Ｃ２：挿絵を見ると，登場人物の様子や気持ちが分かると思います。
Ｃ３：地の文からは様子が分かると思うので，そこから想像したいです。
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Ｃ４：どうしてテンを探しにいくときに，自分の家に，「テンを
さがしにいきます」って書かなかったのですか。

Ｃ５：だって，自分を探しに来ると思わなかったから。
Ｃ６：どこでテンと仲良くなったんですか。
Ｃ７：一人で遊んでたときにテンさんと会えて，それが嬉しくて，

そのとき友達になったよ。

⾔葉に関する課題 思いや考えの深まり 創り出す

３ 絵本を紹介する場⾯にお
いて，登場⼈物の⾏動や会
話を基に，登場⼈物の様⼦
を想像して，⾃分の体験と
つなげながら話したり聞い
たりすることができる。

⾃分が選んだ絵本の紹介と，
友達が選んだ絵本の紹介を聞
き⽐べることで，友達が絵本
を選んだ理由に気付くことが
できる。

絵本が伝えたい内容につ
いて，⼈間科との関連につ
いて気付き，⾃分の体験と
結び付けて絵本を読むこと
ができる。

２ 絵本を紹介する場⾯にお
いて，登場⼈物の⾏動や会
話を基に，様⼦を具体的に
想像して話したり聞いたり
することができる。

⾃分が選んだ絵本の紹介を
通して，絵本の⾯⽩さに気付
くことができる。

絵本が伝えたい内容につ
いて，⾃分の体験と結びつ
けて絵本を読むことができ
る。

⾔葉に関する課題 思いや考えの深まり 創り出す

２ 物語を読んで感想をもつ
ことを基に，叙述や挿し絵
から登場⼈物の様⼦を想像
することへの問いをもつこ
とができる。

物語の登場⼈物になりきっ
て話し合うことで，⾃分の思
いや考えを，叙述や挿し絵，
これまでの体験とつなげて演
じることができる。

絵本トークで話し合って
考えた問いの答えについて，
もっと仲よくなりたいとい
う思いを込めて表現するこ
とができる。

１ 物語を読んで感想をもつ
ことを通して，友達ともっ
と仲よくなるために絵本を
読むことの問いをもつこと
ができる。

物語の登場⼈物になりきっ
て友達と話し合うことで，⾃
分の思いや考えを，叙述や挿
し絵とつなげて演じることが
できる。

物語を読み，⾃分が感じ
たことを⾔葉で説明したり，
物語の登場⼈物になりきっ
て表現したりすることがで
きる。

Ｃ６の発言のように，仲良しになった場面を問われた

際に，Ｃ７で場面の様子や挿絵の表情を読み取ること

で，仲良しになった根拠を話す姿が見られた（資料４）。 

【資料４ 絵本トークで仲良しの姿を話す子供たち】 
 子供たちは，登場人物が仲良くなった場面を中心に，

登場人物に聞きたい質問をしていた。展開後段におい

て，子供たちから以下のように発言する姿が見られた。 

【資料５ 絵本トーク後に行った全体交流での発言】 
Ｃ９，Ｃ10の子供は，会話文に目を付けて読むことで，

登場人物の気持ちが分かったという発言があった。ま

た，Ｃ11の発言からは，絵本トークで登場人物になりき

る際に，挿絵に着目することで，登場人物の表情から気

持ちを読み取り，絵本トークを行うことで，気持ちを可

視化しようとした姿が見られた（資料５）。 

終末段階では，GGooooggllee  JJaammbbooaarrdd を使って，絵本のどこ

に着目すると仲良しが見つかったのか，最初と本時との

比較を基に自分の変容に気付くことができた（資料６）。 

【資料６ 絵本トークの振り返りにおける発言】 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業整理会で，まず中心となったことは，展開後段に

おける資料４のＣ11 の発言である。授業者はＣ11 の発

言を，目指していた姿として提示した。整理会の中で， 
その発言の価値について「どこに目を付けて読むと本時

の学習のめあてが達成できそうか見通しをもって活動

できている」や「表情に目を付けて話そうとしている」

といった発言があった。それに対して，「絵本のどこに

仲良くなるためのヒントがあるかを読み取るために，絵

本トークを行うことは有効であるが，課題意識，内容面，

方法面から改善が必要ではないか」「単元の終末段階で

あれば，単元ルーブリックを見直し，改善の方向性をも

つべきである。交流後に自分ならどうやって仲よくなれ

るだろうと話し合うことで，テーマ学習につなげるとよ

い」という意見があり，本単元における子供の文脈や単

元計画について，見直す議論となった。 
次に議論となったのは，展開前段における資料４のＡ

児の表現である。授業者は絵本の登場人物になりきって

絵本トークをしていたこの表現を，目指していた姿とし

て提示した。整理会の中で，その表現の価値について「登

場人物になりきって絵本トークを行うことは，登場人物

と同化して口調や表情，動きを再現することであり，な

りきる子供も，見ている子供も気持ちを読み取ることに

つながる」といった発言があった。一方で，登場人物に

なりきって表現することと，人間科の問いである「もっ

と仲良くなるためにはどうすればよいか」という問いの

解決を同じ時間に行うことについて議論になった。それ

は，「登場人物になりきること（内化）と，絵本から友

達と仲良くなるためのヒントを見つけて，自分たちの生

活にどのように生かすのか話し合うこと（外化）は，発

達段階から適切か」という意見があったからである。そ

れに対して，「テーマ学習で，友達ともっと仲良くなる

ために絵本を読むのであれば，登場人物の行動や気持ち

を客観的に捉えることが必要である。そのためには，な

りきる時間となりきった姿から仲良しを見つける時間

を設定すべきである」といった意見があり，発揮させた

い資質・能力について，見直す議論となった。 

５ カリキュラムの変更，更新 

本実践を通して，資料７のように変更，更新すべきで

あると考える（資料７）。 

【資料７ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

 その理由は，以下の通りである。 

○ 絵本の登場人物の表情や口調に着目することのよ

さを読みの視点として獲得することで，言葉科の資質・

能力である創造性を発揮することにつながるため 

○ テーマ学習として，年間を通して位置付ける単元に

おいて，友達との交流から創造性が発揮されるため 

 

ネズミさんは，どこで 

テンと仲良くなったんですか。 

テンさんと会えて嬉しかったところだよ。 

最初は，どこに仲良しがあるか分からなかったけど， 

友達との絵本トークで，仲良しを見つけました。 

⽬標や内容
創造性を発揮する場⾯において，

登場⼈物の様⼦を具体的に想像する
ために，登場⼈物になりきって，
表情や⼝調，様⼦に着⽬すること

単元の配列
友達との関わりが増え，⼈間科を

中⼼としたテーマ学習から学びが
発展していくことが期待できるため
１１⽉・１２⽉に設定

活動構成
絵本を個⼈で読む活動から，

ペアの友達と⼀緒に読む活動に広げ，
絵本の仲よしがどこにあるか
⾒付ける活動構成

変更なし

教科ルーブリックの更新
低学年期における思いや考えの深

まりのステージ２の段階では，⽬的
に応じて⾔語活動を⾏うことが⽬標
を達成するために有効である。

配列の変更はしない
他教科でも協働的な学びが増える

時期であり，本単元の学習は協働的
な学びにより創造性が発揮される
ことが期待できる。

読む量と話す量を確保すること
友達と交流する時間を⼗分確保し，

絵本トークを繰り返すことで，話す
内容の質も⾼まりが⾒られた。単元
の時間を増やすことが必要である。

Ｔ ：絵本のどのようなところに目を付けたら，仲良しになる方法が
分かりましたか。

Ｃ８：会話文です。会話文に目を付けて読むと，しゃべっていること
から，登場人物が考えていることや気持ちが分かりました。

Ｃ９：そこから気持ちが分かります。
Ｃ10：また一緒に遊びたいという気持ちが分かります。
Ｃ11：表情に目を付けて絵本トークをしました。表情に目を付けると，

どのような気持ちなのかが分かります。
Ｔ ：どのような表情だったのかな。
Ｃ12：最初は怒っている表情だったけど，最後のページでは，「ごめ

んね」と謝っていて，感謝しているような表情でした。

Ａ児 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

芸芸術術科科実実践践事事例例  第第１１学学年年  フフォォーーカカスス学学習習「「わわくくわわくく  りりずずむむ  みみいいつつけけたた」」  

指指導導者者      坂坂本本    香香織織     

１ 目標  

◎  リズムや拍と曲想の関わりから曲や演奏の楽しさを 
見いだし，言葉や音楽に合わせてリズム表現を工夫し 
ながら表現することができる。      （創造性） 

○  お互いのリズム表現を聴くことを通して，言葉に合 
うリズムのよさや面白さについて共有し，つくりだす 
楽しさを味わうことができる。      （協働性） 

○  表したいリズムを表現しながら，表現のよさや面白 
さに気付き，自己の変容を自覚することができる。 

                      （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元「わくわく りずむ みいつけた」は，音楽に

合わせてリズムを打ったり，歌ったり，身体を動かした

りすることを通して，低学年の音楽的要素で重要となる

リズム感や拍感を育てることをねらいとしたフォーカ

ス学習である。４分音符や８分音符を用いたリズム打ち

に親しんだ後，「今度は拍に合わせてリズムを自分でつ

くって表現したい」という思いを基に，音符を組み合わ

せたり，歌に合わせて表現したりする活動を通して，自

分で音楽をつくりだし，表現するよさや面白さを感じ取

ることを目標とした。 
モデレーションタイムでは，子供が音符の組合せ方を

工夫する余地のある単純なリズム表現をアンカー作品

として提示した（資料１）。 

 

【資料１ 授業者が提示したアンカー作品】 

このアンカー作品と共に，単元において，特に子供た

ちが創造性を発揮している姿として設定したステージ

は以下の通りである（表）。 
【表 モデレーションタイムで提示したルーブリック】 

モデレーションタイムにおいて，議論の中心となった

のは，「思いと技能の関連性」についてである。「ただ

単に，拍に合わせて既習の音符を用い，リズム表現がで

きるということでは，子供がそこに込めた思いが見えな

い」という意見があり，本時において，どのように子供

の思いを高めていくのか活動構成を再検討する必要を

感じた。そこで，リズム表現をつくる前に，表現に表し

たい料理について調べたり，その言葉に合うリズム表現

を試して遊んでみたりする時間を確保した。また，評価

についても，思いを重視して評価するのか，その思いを

どう見取るのかという意見が出た。そのことから，表現

に加えて，思いがどう表現されたのか，授業者が「なぜ，

そのようなリズムにしたのか」を，説明する場面を設定

するように改善した（資料２）。 

３ 授業の実際 

本時の導入段階では，自分の好きな料理を「わくわく

キッチン」に合うリズム表現で表すという授業のゴール

を確認し，どのようなリズム表現にしたいかを話し合っ

た（資料３）。 

【資料３ 本時で考えていく表現についての話合い】 

展開前半では，自分で考えたリズムを試し打ちした

り，歌詞を考え直したりする姿が見られた。ところが

お互いの表現を聴きあう場面で自分の悩みを話す子供

が現れた（資料４）。 
 
 
 
 
 

 そんな中，リズム表現を完成させ，子供たちの前で 
 

Ｔ：今日はどのようなリズムをつくっていきますか？ 

Ａ：「たん」や「うん」をつかってリズムをつくります。 

Ｂ：料理の音に合うようなリズムをつくりたいです。 

【資料４ 悩みながら表現を考えるＡ児】 

【資料２ モデレーションタイム】 

Ａ：  ピザに合うリズムをつ 

くりたいけど，釜戸でピ 

ザを焼くときにどんな音 

がするのか分からない。 

Ｔ：  ピザをつくるときの音 

や様子が分からないか 

ら，困っているのだね。 

 この授業で考えられ

る子供の思いは「四分音

符以外の音符を入れて，

野菜をリズムよく切る

音を入れたい」などで

す。また，拍に合わせて

リズムを打てるという

点も見取ります。 

そのような中，リズム表現を完成させ，子供たちの前で

表現できるＢ児もいた。Ｂ児を見ると，自分の表現した

い料理について決めた後，歌とリズムを分けて練習する

姿が見られた。Ｂ児はまず，歌うことを練習していた。

拍に合わせて歌えるようになったらリズムを打つ練習

を行うなど，自分の表現について計画的に練習を実施す

ることができていた（資料５）。 
 

 
 
 
 
 

 
【資料５ 自分に合った練習法を考えるＢ児】 

また，その表現に込めた思いについて聞いてみると，

「カレーライスを作るときに聴こえる，野菜をトントン

トンとリズムよく切る音を入れて表現をつくった」とい

う言葉や，「ルーをゆっくりと注ぐから，お休みを入れ

てみた」という言葉など，料理のイメージをリズム表現

と関連付けている姿が見られた（資料６）。 

【資料６ Ｂ児がつくったリズム表現】 

リズム表現をつくる際，子供たちが手掛かりにしてい

たものが，Google Jamboard である。料理へのイメージ

や，実際の料理経験があまりない１年生が，歌詞やリズ

ム表現をつくる際，家で調べてきた料理の音や材料など

をそこに記録として残してきた。子供たちは，それを見

ながら，自分が表したいリズムについて考え，表現する

ことができた（資料７）。 
※QR コードは児童の発表の様子 

 

 

 

 

 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業整理会で，まず中心となったことは，資料３のＡ

児の発言である。Ａ児のように，「料理の音をもっとリ

ズムの中に入れて表したい」と，思いと表現を関連付け

てリズムを考える子供もいれば，「もっと難しいリズム

を打ちたい」など，思いと関係なく，リズム表現自体を

楽しみたいという子供もいた。目指す表現に対してそれ

ぞれの向き合い方があり，練習の仕方や表現の仕方で悩

む子供が見られたという議論となった。本時ではどの音

楽的要素を工夫して表現するのか，子供の現状をよく把

握して焦点化し，授業の仕組みを構築する必要があっ

た。また，Ｂ児のように，自分が表したいリズム表現に

つながる料理についてよく調べてきた子供はリズム表

現をつくることに集中する姿が見られた。イメージが浮

かびやすくなったことで子供は，その音や様子に合わせ

たリズムをつくることが容易になったと考える。また，

「こうしたい」という思いの実現に向けて，自分がすべ

きことが明確になり，「このような練習をしよう」「こ

のようなリズムに変えよう」という思いの連鎖が生まれ

た。自分の思いが明確になること，そのために必要なこ

とへの見通しがもてることが，子供の創造性の発揮につ

ながることが分かった。 

５ カリキュラムの変更，更新 
今回の授業実践を通して，教科ルーブリックの創造性

や活動構成の設定を資料８のように変更，更新すべきで

あると考える（資料８）。 

【資料８ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

○ 思いが実現していく中には，それを表現するための

技能面についても向上が必要であり，それを見取る場

面が必要であるため。また，それらがお互いに向上し

ていく姿こそ創造性を発揮している姿となり得るため 

○ 個の思いの充実が，「もっとこうしたい」「そのために

こんな課題を解決したい」「友達にアドバイスを求めた

い」など子供たちが学び合う学習へとつながり，創造

性と共に協働性，省察性の発揮につながるため。 

 

このQRコード
から発表の様
子をご覧いた
だけます。 

（Ｂ児の練習法） 
１ まず，伴奏に 
合わせて，自分の 
つくった歌詞で 
歌えるようにする。 

２ リズムを拍に 
合わせて打つ練習 
をする。 

◎自分に合った練習
方法の選択 

【資料７ 子供たちが調べてきた料理やその音】 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

芸芸術術科科実実践践事事例例  第第１１学学年年  フフォォーーカカスス学学習習「「わわくくわわくく  りりずずむむ  みみいいつつけけたた」」  

指指導導者者      坂坂本本    香香織織     

１ 目標  

◎  リズムや拍と曲想の関わりから曲や演奏の楽しさを 
見いだし，言葉や音楽に合わせてリズム表現を工夫し 
ながら表現することができる。      （創造性） 

○  お互いのリズム表現を聴くことを通して，言葉に合 
うリズムのよさや面白さについて共有し，つくりだす 
楽しさを味わうことができる。      （協働性） 

○  表したいリズムを表現しながら，表現のよさや面白 
さに気付き，自己の変容を自覚することができる。 

                      （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元「わくわく りずむ みいつけた」は，音楽に

合わせてリズムを打ったり，歌ったり，身体を動かした

りすることを通して，低学年の音楽的要素で重要となる

リズム感や拍感を育てることをねらいとしたフォーカ

ス学習である。４分音符や８分音符を用いたリズム打ち

に親しんだ後，「今度は拍に合わせてリズムを自分でつ

くって表現したい」という思いを基に，音符を組み合わ

せたり，歌に合わせて表現したりする活動を通して，自

分で音楽をつくりだし，表現するよさや面白さを感じ取

ることを目標とした。 
モデレーションタイムでは，子供が音符の組合せ方を

工夫する余地のある単純なリズム表現をアンカー作品

として提示した（資料１）。 

 

【資料１ 授業者が提示したアンカー作品】 

このアンカー作品と共に，単元において，特に子供た

ちが創造性を発揮している姿として設定したステージ

は以下の通りである（表）。 
【表 モデレーションタイムで提示したルーブリック】 

モデレーションタイムにおいて，議論の中心となった

のは，「思いと技能の関連性」についてである。「ただ

単に，拍に合わせて既習の音符を用い，リズム表現がで

きるということでは，子供がそこに込めた思いが見えな

い」という意見があり，本時において，どのように子供

の思いを高めていくのか活動構成を再検討する必要を

感じた。そこで，リズム表現をつくる前に，表現に表し

たい料理について調べたり，その言葉に合うリズム表現

を試して遊んでみたりする時間を確保した。また，評価

についても，思いを重視して評価するのか，その思いを

どう見取るのかという意見が出た。そのことから，表現

に加えて，思いがどう表現されたのか，授業者が「なぜ，

そのようなリズムにしたのか」を，説明する場面を設定

するように改善した（資料２）。 

３ 授業の実際 

本時の導入段階では，自分の好きな料理を「わくわく

キッチン」に合うリズム表現で表すという授業のゴール

を確認し，どのようなリズム表現にしたいかを話し合っ

た（資料３）。 

【資料３ 本時で考えていく表現についての話合い】 

展開前半では，自分で考えたリズムを試し打ちした

り，歌詞を考え直したりする姿が見られた。ところが

お互いの表現を聴きあう場面で自分の悩みを話す子供

が現れた（資料４）。 
 
 
 
 
 

 そんな中，リズム表現を完成させ，子供たちの前で 
 

Ｔ：今日はどのようなリズムをつくっていきますか？ 

Ａ：「たん」や「うん」をつかってリズムをつくります。 

Ｂ：料理の音に合うようなリズムをつくりたいです。 

【資料４ 悩みながら表現を考えるＡ児】 

【資料２ モデレーションタイム】 

Ａ：  ピザに合うリズムをつ 

くりたいけど，釜戸でピ 

ザを焼くときにどんな音 

がするのか分からない。 

Ｔ：  ピザをつくるときの音 

や様子が分からないか 

ら，困っているのだね。 

 この授業で考えられ

る子供の思いは「四分音

符以外の音符を入れて，

野菜をリズムよく切る

音を入れたい」などで

す。また，拍に合わせて

リズムを打てるという

点も見取ります。 

そのような中，リズム表現を完成させ，子供たちの前で

表現できるＢ児もいた。Ｂ児を見ると，自分の表現した

い料理について決めた後，歌とリズムを分けて練習する

姿が見られた。Ｂ児はまず，歌うことを練習していた。

拍に合わせて歌えるようになったらリズムを打つ練習

を行うなど，自分の表現について計画的に練習を実施す

ることができていた（資料５）。 
 

 
 
 
 
 

 
【資料５ 自分に合った練習法を考えるＢ児】 

また，その表現に込めた思いについて聞いてみると，

「カレーライスを作るときに聴こえる，野菜をトントン

トンとリズムよく切る音を入れて表現をつくった」とい

う言葉や，「ルーをゆっくりと注ぐから，お休みを入れ

てみた」という言葉など，料理のイメージをリズム表現

と関連付けている姿が見られた（資料６）。 

【資料６ Ｂ児がつくったリズム表現】 

リズム表現をつくる際，子供たちが手掛かりにしてい

たものが，Google Jamboard である。料理へのイメージ

や，実際の料理経験があまりない１年生が，歌詞やリズ

ム表現をつくる際，家で調べてきた料理の音や材料など

をそこに記録として残してきた。子供たちは，それを見

ながら，自分が表したいリズムについて考え，表現する

ことができた（資料７）。 
※QR コードは児童の発表の様子 

 

 

 

 

 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業整理会で，まず中心となったことは，資料３のＡ

児の発言である。Ａ児のように，「料理の音をもっとリ

ズムの中に入れて表したい」と，思いと表現を関連付け

てリズムを考える子供もいれば，「もっと難しいリズム

を打ちたい」など，思いと関係なく，リズム表現自体を

楽しみたいという子供もいた。目指す表現に対してそれ

ぞれの向き合い方があり，練習の仕方や表現の仕方で悩

む子供が見られたという議論となった。本時ではどの音

楽的要素を工夫して表現するのか，子供の現状をよく把

握して焦点化し，授業の仕組みを構築する必要があっ

た。また，Ｂ児のように，自分が表したいリズム表現に

つながる料理についてよく調べてきた子供はリズム表

現をつくることに集中する姿が見られた。イメージが浮

かびやすくなったことで子供は，その音や様子に合わせ

たリズムをつくることが容易になったと考える。また，

「こうしたい」という思いの実現に向けて，自分がすべ

きことが明確になり，「このような練習をしよう」「こ

のようなリズムに変えよう」という思いの連鎖が生まれ

た。自分の思いが明確になること，そのために必要なこ

とへの見通しがもてることが，子供の創造性の発揮につ

ながることが分かった。 

５ カリキュラムの変更，更新 
今回の授業実践を通して，教科ルーブリックの創造性

や活動構成の設定を資料８のように変更，更新すべきで

あると考える（資料８）。 

【資料８ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

○ 思いが実現していく中には，それを表現するための

技能面についても向上が必要であり，それを見取る場

面が必要であるため。また，それらがお互いに向上し

ていく姿こそ創造性を発揮している姿となり得るため 

○ 個の思いの充実が，「もっとこうしたい」「そのために

こんな課題を解決したい」「友達にアドバイスを求めた

い」など子供たちが学び合う学習へとつながり，創造

性と共に協働性，省察性の発揮につながるため。 

 

このQRコード
から発表の様
子をご覧いた
だけます。 

（Ｂ児の練習法） 
１ まず，伴奏に 
合わせて，自分の 
つくった歌詞で 
歌えるようにする。 

２ リズムを拍に 
合わせて打つ練習 
をする。 

◎自分に合った練習
方法の選択 

【資料７ 子供たちが調べてきた料理やその音】 
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健健康康科科実実践践事事例例  第第２２学学年年  フフォォーーカカスス学学習習「「力力をを合合わわせせててボボーールルエエネネルルギギーーをを集集めめよようう！！」」   

指指導導者者      古古  賀賀      晃晃     

１ 目標  

◎ ルールとの関わりを変えながら，繰り返し鬼遊びを

行う過程において，少人数で連携して空いている場所

に走り込んだり，相手をかわしたりする動きを見いだ

すことができる。           （創造性） 

○ 互いのよさを認め合いながら，より得点できるルー

ルを考えたり，ボールエネルギーを取るための連携し

た動きを見いだしたりすることができる。（協働性） 

○ 動きやルール，友達との関わりの変容と運動の楽し   

さの広がりの関係を捉え，次の学習に生かすことがで  

きる力を見つけることができる。    （省察性）

２ モデレーションにおける気付き 

 本単元は「少人数で連携して走り抜けたり，かわした

りすること」を目標としている。この技能を身に付ける

上で，リンダ・L・グリフィン（2009）が提唱するボー

ルを持たないときの動きを系統立て，低学年ゲーム領域

カリキュラムのシーケンス（配列）を考えた（表１）。 
【表１ カリキュラムのシーケンス】 

 このシーケンスを基に，低学年のゲーム領域の単元を

以下の通りに設定した（表２）。 
【表２ シーケンスを基にした単元の設定】 

 このような単元を経て，表２に示す①から③までの技

能がどの程度身に付いたか，録画したゲームビデオから

見取った結果を以下に記す（資料１）。 

【資料１ 本単元までの技能の習得】 

 このように，個で空いている場所に走り込んだり，相

手を意識してパスをもらったりすることができるよう

になった子供たちを基に，本単元を設定した。 

 モデレーションタイムにおいて議論の中心となった

のは，動きを習得した子供の姿をどのように見取るかに

ついてであった。特に，「自分の変容（動き）ステージ

２」で記述していた，「その動きの発生でゴールできた

と振り返り，次も動きを生かしていこうとすることがで

きる」ということに視点があたった。動きを習得したか

見取る際は，「動きの発生」と「その動きの成功頻度を

高めているか」を見取ることが大切であるという指摘が

あり，「動きのよさを実感できた子供が動きを習得した」

と考えていたルーブリックの内容を再検討する必要を

感じた。そこで，ステージ２の子供の姿を連携した動き

の成功回数を増やすことができたかということに着目

し，ゲーム場面で見取ることとした（表３）。 
【表３ モデレーションタイム後のルーブリック】 

３ 授業の実際 

 本時導入段階では，今までより多くのボールを獲得し

なければならないミッションを達成するために，どのよ

うな作戦が有効であったか話し合った（資料２）。 

【資料２ 導入段階で有効的な作戦案を話し合う子供】 
 その後，全体の話し合いを基に，Google ジャムボー

ドを用いて本時の作戦をチームごとに話し合った。どの

チームも全員が意見を出し合い，作戦を変更（ページを

スライド）したり，役割を変更（顔写真をドラッグして

移動）したりしながら，得点を多くとるための話し合い

を行うことができていた（資料３）。 

【資料３ チームごとに作戦を話し合う子供】 

 展開段階では，チームで役割を確認したり，声をかけ

合ったりしながら作戦を意識して鬼遊びを行っていた。

鬼を引きつけて空いた場所をつくったり，反対側に３人

で走ることでかき乱したりする姿が見られた（資料４）。 

【資料４ 少人数で連携した動きを表出させる子供】 

 展開の前半におけるゲーム場面においては，３人で攻

撃をする３人の中の２人が先にボールをとってゴール

してしまい，残された１人が鬼２人対攻撃１人となって

しまう場面が表出していた（資料５）。 

【資料５ 鬼遊びで攻め残る子供】 

 このような場面が生じたのは教材の中に，①１回の攻

撃は３人で行い，制限時間は２分とすること，②ゴール

に入ってボールを獲得できるのは１回の攻撃で１人１

回までとする（時間が余っても再度攻撃できない）こと

というルールを設けたためである。このようなルールを

定めることで，子供の中に「みんなで協力して，みんな

でゴールしなければボールをたくさんとることができ

ない」という意識が芽生え，少人数の連携が生まれてい

た。また，このような場面が展開の前半で表出すること

で，展開の後半の鬼遊びを行う前に，１人残ることがな

いようにするといった課題意識をもって，作戦を再度話

し合う様子が見られた（資料６）。 

【資料６ 課題意識をもって話し合う子供】 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

 授業整理会では，中心となったことは，創造性（動き）

に関する技能がステージ２に到達した子供を基に，これ

までのカリキュラム・マネジメントをどのように行った

かということであった（資料７）。 

【資料７ ルーブリックを基にした評価】 

授業の中では，低学年期では難しいと思われた少人数

で連携して空いている場所に走り込む動き方を子ども

達が話し合いながら見いだし，鬼遊びの中で表出させる

姿が多く見られた。しかし，「この動きが表出したこと

は素晴らしいが，低学年を通して見ると，じゃまじゃま

キャッチゲームで身に付ける技能は，第２学年で必要で

あったか疑問である」という発言があり，カリキュラム

のシーケンスを見直すべきであると感じた。 

５ カリキュラムの変更，更新 
今回の実践を通して，低学年ゲーム領域のカリキュラ

ムを表２に示すシーケンスに沿ってまとめて配列する

ことで目指す技能がさらに身に付くと考えた。資料１に

示すように，技能が身についた割合が半数以下である単

元があるからである。そのため，カリキュラムの変更，

更新をすべきであると考える（資料８）。 

【資料８ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

○ 中学年への系統を考えると「具体物（ボール等）」を

操作しながら連携する動きが求められることから，ボー

ルを操作しながら連携する動きが発生する単元が必

要であると考えたため 

○ 「パスをもらうために仲間を意識してゲームする」とい

う技能と「少人数で連携する」という技能の系統性が

明らかにならなかったため 
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健健康康科科実実践践事事例例  第第２２学学年年  フフォォーーカカスス学学習習「「力力をを合合わわせせててボボーールルエエネネルルギギーーをを集集めめよようう！！」」   

指指導導者者      古古  賀賀      晃晃     

１ 目標  

◎ ルールとの関わりを変えながら，繰り返し鬼遊びを

行う過程において，少人数で連携して空いている場所

に走り込んだり，相手をかわしたりする動きを見いだ

すことができる。           （創造性） 

○ 互いのよさを認め合いながら，より得点できるルー

ルを考えたり，ボールエネルギーを取るための連携し

た動きを見いだしたりすることができる。（協働性） 

○ 動きやルール，友達との関わりの変容と運動の楽し   

さの広がりの関係を捉え，次の学習に生かすことがで  

きる力を見つけることができる。    （省察性）

２ モデレーションにおける気付き 

 本単元は「少人数で連携して走り抜けたり，かわした

りすること」を目標としている。この技能を身に付ける

上で，リンダ・L・グリフィン（2009）が提唱するボー

ルを持たないときの動きを系統立て，低学年ゲーム領域

カリキュラムのシーケンス（配列）を考えた（表１）。 
【表１ カリキュラムのシーケンス】 

 このシーケンスを基に，低学年のゲーム領域の単元を

以下の通りに設定した（表２）。 
【表２ シーケンスを基にした単元の設定】 

 このような単元を経て，表２に示す①から③までの技

能がどの程度身に付いたか，録画したゲームビデオから

見取った結果を以下に記す（資料１）。 

【資料１ 本単元までの技能の習得】 

 このように，個で空いている場所に走り込んだり，相

手を意識してパスをもらったりすることができるよう

になった子供たちを基に，本単元を設定した。 

 モデレーションタイムにおいて議論の中心となった

のは，動きを習得した子供の姿をどのように見取るかに

ついてであった。特に，「自分の変容（動き）ステージ

２」で記述していた，「その動きの発生でゴールできた

と振り返り，次も動きを生かしていこうとすることがで

きる」ということに視点があたった。動きを習得したか

見取る際は，「動きの発生」と「その動きの成功頻度を

高めているか」を見取ることが大切であるという指摘が

あり，「動きのよさを実感できた子供が動きを習得した」

と考えていたルーブリックの内容を再検討する必要を

感じた。そこで，ステージ２の子供の姿を連携した動き

の成功回数を増やすことができたかということに着目

し，ゲーム場面で見取ることとした（表３）。 
【表３ モデレーションタイム後のルーブリック】 

３ 授業の実際 

 本時導入段階では，今までより多くのボールを獲得し

なければならないミッションを達成するために，どのよ

うな作戦が有効であったか話し合った（資料２）。 

【資料２ 導入段階で有効的な作戦案を話し合う子供】 
 その後，全体の話し合いを基に，Google ジャムボー

ドを用いて本時の作戦をチームごとに話し合った。どの

チームも全員が意見を出し合い，作戦を変更（ページを

スライド）したり，役割を変更（顔写真をドラッグして

移動）したりしながら，得点を多くとるための話し合い

を行うことができていた（資料３）。 

【資料３ チームごとに作戦を話し合う子供】 

 展開段階では，チームで役割を確認したり，声をかけ

合ったりしながら作戦を意識して鬼遊びを行っていた。

鬼を引きつけて空いた場所をつくったり，反対側に３人

で走ることでかき乱したりする姿が見られた（資料４）。 

【資料４ 少人数で連携した動きを表出させる子供】 

 展開の前半におけるゲーム場面においては，３人で攻

撃をする３人の中の２人が先にボールをとってゴール

してしまい，残された１人が鬼２人対攻撃１人となって

しまう場面が表出していた（資料５）。 

【資料５ 鬼遊びで攻め残る子供】 

 このような場面が生じたのは教材の中に，①１回の攻

撃は３人で行い，制限時間は２分とすること，②ゴール

に入ってボールを獲得できるのは１回の攻撃で１人１

回までとする（時間が余っても再度攻撃できない）こと

というルールを設けたためである。このようなルールを

定めることで，子供の中に「みんなで協力して，みんな

でゴールしなければボールをたくさんとることができ

ない」という意識が芽生え，少人数の連携が生まれてい

た。また，このような場面が展開の前半で表出すること

で，展開の後半の鬼遊びを行う前に，１人残ることがな

いようにするといった課題意識をもって，作戦を再度話

し合う様子が見られた（資料６）。 

【資料６ 課題意識をもって話し合う子供】 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

 授業整理会では，中心となったことは，創造性（動き）

に関する技能がステージ２に到達した子供を基に，これ

までのカリキュラム・マネジメントをどのように行った

かということであった（資料７）。 

【資料７ ルーブリックを基にした評価】 

授業の中では，低学年期では難しいと思われた少人数

で連携して空いている場所に走り込む動き方を子ども

達が話し合いながら見いだし，鬼遊びの中で表出させる

姿が多く見られた。しかし，「この動きが表出したこと

は素晴らしいが，低学年を通して見ると，じゃまじゃま

キャッチゲームで身に付ける技能は，第２学年で必要で

あったか疑問である」という発言があり，カリキュラム

のシーケンスを見直すべきであると感じた。 

５ カリキュラムの変更，更新 
今回の実践を通して，低学年ゲーム領域のカリキュラ

ムを表２に示すシーケンスに沿ってまとめて配列する

ことで目指す技能がさらに身に付くと考えた。資料１に

示すように，技能が身についた割合が半数以下である単

元があるからである。そのため，カリキュラムの変更，

更新をすべきであると考える（資料８）。 

【資料８ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

○ 中学年への系統を考えると「具体物（ボール等）」を

操作しながら連携する動きが求められることから，ボー

ルを操作しながら連携する動きが発生する単元が必

要であると考えたため 

○ 「パスをもらうために仲間を意識してゲームする」とい

う技能と「少人数で連携する」という技能の系統性が

明らかにならなかったため 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

言言葉葉科科実実践践事事例例  第第３３学学年年  フフォォーーカカスス学学習習「「ババイイリリンンガガルル絵絵本本のの世世界界」」  

指指導導者者      中中河河原原  絵絵  里里     

１ 目標  

◎ 直訳との違いを考えることを通して，自分が感じた

意訳のよさを，叙述を根拠に言葉にしたり，新たな考

えをつくりだしたりすることができる。 （創造性） 

○ 友達と解釈の共通点や相違点について，互いの紹介

したい言葉を明らかにしながら，自分の考えを意欲的

に伝え合うことができる。       （協働性） 

〇 意訳に使われた言葉の美しさやおもしろさについ

て考えの変容や広がりを捉えようとする。（省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元は，「これまで学習してきた『スイミー』や『お

手紙』などの『バイリンガル(外国の)絵本』が世界中か

ら愛されている理由とは何だろう」という子供たちの問

いを基に，直訳と意訳を比較する中で，表現のおもしろ

さや美しさを感じたり，それぞれの国によってものの見

方や考え方に違いがあることに気付いたりすることを

ねらいとするフォーカス学習である。 
モデレーションタイムでは，本単元の終末段階に期待

する感想をアンカー作品として提示した（資料１）。 

【資料１ 授業者が作成したアンカー作品とその価値】 
このアンカー作品と共に，言葉科における創造性を具

体化し，設定した単元ルーブリックは以下の通りである 
（表）。 
【表 モデレーションタイムで提示したルーブリック】 

 モデレーションタイムにおいて，議論の中心になった

のは，「ルーブリックでは，２つの意訳を比較する中で，

その意図となった文化的背景を捉えることが挙げられ

ているが，子供たちはどの部分でその力を発揮するの

か」ということであった（資料２）。 

 
【資料２ モデレーションの様子】 

それによって，本時場面で子供たちが創造性を発揮す

る姿として，「訳語のおもしろさから日本語の特徴や文

化的背景を見いだす姿」と設定し，その発揮を促す活動

として，それぞれが見つけた意訳のおもしろい理由をつ

ないで訳語の価値を見いだす活動を設定するという点

で改善した。それに伴い，アンカー作品に資料３のよう

な振り返りの記述を付け加えた。 
 
 
 

 

 

【資料３ モデレーションタイム後にアンカー作品に追加した記述】 

３ 授業の実際 
本時の導入段階では，グループごとに追究している意

訳のおもしろさを Google スプレッドシート上で共有し

ながら，本時における問いを明らかにした（資料４）。 

【資料４ 本時追究する問いについての話合い】 

 これらの問いを基に，ジグソー形式でそれぞれのグ

ループの考えを持ち寄り，追究をしていった。 

ステージ４ ステージ３ ステージ２ 
訳者の表現意図を

捉え，自分や友達が

選んだ言葉のおもし

ろさを， 物 語 の場 面

展 開 とのつながりを

根拠にして，文化的

背景に応じた訳語が

選ばれているというこ

とを表現することがで

きている。 

訳者の表現意図を

捉え，自分や友達が

選 んだ１ つ１ つの言

葉のおもしろさを，文

化的背景を根拠にし

て表現することができ

ている。 

自分や友達の選ん

だ言葉のおもしろさに

ついて， 理 由 を付け

て表現することができ

ている。 

 「意訳では，日本の子供たちに伝わるような言葉が 

使われている」ということを実感する場面が必要なのでは。 

【２つの意訳をつないで分かったこと】 
谷川さんの意訳は，「ミサイル」や「水中ブルドーサー」 

のように，そのまま訳しても伝わりにくい言葉を，わたしたち 

（日本の子供たち）にも分かりやすいように，意味を付け加えて

使われているということが分かった。 

【資料５ それぞれのグループの考えを持ち寄る様子】 
 資料５のように，子供たちはそれぞれのグループで

考えた意訳のよさについて，別の言葉を追究している

友達と説明し合う活動を行った。子供たちからは，言

葉の選び方を根拠に意訳のよさについて発言している

様子が見られた。子供たちは，直訳では分かりづらい

と感じていた言葉が意訳によって分かりやすくなって

いるということや直訳でも伝わるが，意訳によってさ

らに鮮明に想像することができるということを実感す

ることができた様子であった。さらにＣ３の発言から，

読み手が物語を鮮明に想像するために，文化的背景に

沿った言葉が選ばれているということに気付いた様子

が見られた。展開後段では，全体交流において，グル

ープ交流での意訳の追究を通して，気付いたことやさ

らに生まれてきた問いについて話し合った。 

【資料６ 複数の場面の意訳をつないで，場面展開におけるよさを見いだす様子】 

ここでは，資料６のように「ミサイルみたいにつっ

こんできた」という言葉と「スイミーは考えた。いろ

いろ考えた。うんと考えた。」という言葉をつないで，

「『ミサイル』という言葉を使われることで，『次は，

絶対に成功させたい』という気持ちがよく分かる」な

どの発言があった。このように，子供たちから，それ

ぞれのグループが選んだ複数の意訳の解釈をつないで

いくことによって，登場人物の気持ちの変化が鮮明に

イメージできるよさがあると気付く姿が見られた。 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業整理会で，まず議論の中心となったのは，資料５

におけるＣ３の発言についてである。授業者はこれを，

目指していた姿として提示した。その発言の価値につい

て参観者から「訳語のよさを見つけることを通して，母

国語の特徴がそれぞれの文化的背景によるということ

まで捉えられている姿が見られたことはよかった」とい

った発言があった。一方で，授業者はＣ３の姿を，単元

ルーブリックではステージ３として紹介したが，参観者

は，この子供の姿は，ステージ４ではないかと評価した。 
その理由として，創造性の評価規準について，「『美し

さやおもしろさをさらに際立たせるような表現の工夫』

と『物語の展開に関わる表現の工夫』のどちらにも価値

があると捉えるならば，前者の場合も後者と同等の評価

である必要がある」という発言があった。この単元で，

子供たちが発揮する創造性は，意訳のよさをその言葉の

美しさや親しみやすさから考えることのできる力であ

る。このことから，これまでステージ３として考えてい

た「文化的背景を根拠に意訳のよさを捉えている姿」は，

ステージ４にすべきではないかということが議論とし

て挙がり，その結果，創造性を正確に見取るためのルー

ブリックの変更，更新が必要であるということが明らか

になった。また，資料６のように物語の展開と意訳のよ

さとをつなげる発言がどの子にも見られるようにする

ためには，物語の基本的な構造である「起承転結」を捉

えた上で，学習を行う必要があると考える。そうするこ

とで，意訳のよさが物語の展開を鮮明にイメージするこ

とに効果的であることを捉えることができると考える。 

５ カリキュラムの変更，更新 

今回の授業実践を通して，教科ルーブリックの創造性

や単元の配列の設定を資料７のように変更，更新すべき

であると考える。 

【資料７ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

○ ストーリー展開における訳語の効果や文化的背景か

ら見た日本語の特徴を自覚的に捉え，それらを基に，

考えをつくりだすことができるという創造性を発揮する

ことができるようにするため 

○ 自分の言葉をつくりだすため物語の構造における視

点からも，意訳の言葉を分析することで，より多角的

によさを捉えることができると考えられるため 
 

Ｃ１：私たちは，なぜ「メドゥーサ」という名前を「クラゲ」にしたの

かということについて話し合ったのですが，○○君が

chromebook で調べたら，とてもこわい生物だったから，谷川さ

んは，子供たちがこわくないように「クラゲ」にしたのだと思

います。 

Ｃ２：「メドゥーサ」は私たちが聞いても何の生物か分からないけれ

ど，「クラゲ」は分かりやすいからね。 

Ｃ３：私たちのグループは，「カラス貝」と「ムール貝」の違いについ

て考えました。Google 翻訳の「ムール貝」だと，私たち日本人

の子供は，スイミーがどのくらい黒いのかイメージをもちづら

いから，「カラス貝」にしたのだと思います。でも，外国の子供

たちにとっては「ムール貝」の方が分かるのかもしれません。 

⽬標や内容
創造性の発揮される場⾯と

それらを⾒取るための
評価規準

変更・更新

単元の配列
本校の年間指導計画におい

ては，６⽉単元として設定

10⽉単元に変更
物語の基本的な構造である「起承転結」

を捉えた上で学習することにより，⾔葉と
構造のつながりを捉えやすくなるため変更

活動構成
個→グループ→全体という

順序で考えをつくり，話し合
う活動構成

活動構成は変更しない
追究したいことによってグループを編成

する活動構成は，⾔葉を根拠に⾃分の考え
をつくりだす上で有効であるため変更なし

変更なし

変更・更新

評価規準と内容の変更
創造性のステージ４の姿を「⽂化的背景

や⽂章構造を基に意訳のよさを捉える姿」
と設定することで，さらに多⾓的に⼦供た
ちの創造性を捉えることができるため変更
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

言言葉葉科科実実践践事事例例  第第３３学学年年  フフォォーーカカスス学学習習「「ババイイリリンンガガルル絵絵本本のの世世界界」」  

指指導導者者      中中河河原原  絵絵  里里     

１ 目標  

◎ 直訳との違いを考えることを通して，自分が感じた

意訳のよさを，叙述を根拠に言葉にしたり，新たな考

えをつくりだしたりすることができる。 （創造性） 

○ 友達と解釈の共通点や相違点について，互いの紹介

したい言葉を明らかにしながら，自分の考えを意欲的

に伝え合うことができる。       （協働性） 

〇 意訳に使われた言葉の美しさやおもしろさについ

て考えの変容や広がりを捉えようとする。（省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元は，「これまで学習してきた『スイミー』や『お

手紙』などの『バイリンガル(外国の)絵本』が世界中か

ら愛されている理由とは何だろう」という子供たちの問

いを基に，直訳と意訳を比較する中で，表現のおもしろ

さや美しさを感じたり，それぞれの国によってものの見

方や考え方に違いがあることに気付いたりすることを

ねらいとするフォーカス学習である。 
モデレーションタイムでは，本単元の終末段階に期待

する感想をアンカー作品として提示した（資料１）。 

【資料１ 授業者が作成したアンカー作品とその価値】 
このアンカー作品と共に，言葉科における創造性を具

体化し，設定した単元ルーブリックは以下の通りである 
（表）。 
【表 モデレーションタイムで提示したルーブリック】 

 モデレーションタイムにおいて，議論の中心になった

のは，「ルーブリックでは，２つの意訳を比較する中で，

その意図となった文化的背景を捉えることが挙げられ

ているが，子供たちはどの部分でその力を発揮するの

か」ということであった（資料２）。 

 
【資料２ モデレーションの様子】 

それによって，本時場面で子供たちが創造性を発揮す

る姿として，「訳語のおもしろさから日本語の特徴や文

化的背景を見いだす姿」と設定し，その発揮を促す活動

として，それぞれが見つけた意訳のおもしろい理由をつ

ないで訳語の価値を見いだす活動を設定するという点

で改善した。それに伴い，アンカー作品に資料３のよう

な振り返りの記述を付け加えた。 
 
 
 

 

 

【資料３ モデレーションタイム後にアンカー作品に追加した記述】 

３ 授業の実際 
本時の導入段階では，グループごとに追究している意

訳のおもしろさを Google スプレッドシート上で共有し

ながら，本時における問いを明らかにした（資料４）。 

【資料４ 本時追究する問いについての話合い】 

 これらの問いを基に，ジグソー形式でそれぞれのグ

ループの考えを持ち寄り，追究をしていった。 

ステージ４ ステージ３ ステージ２ 
訳者の表現意図を

捉え，自分や友達が

選んだ言葉のおもし

ろさを， 物 語 の場 面

展 開 とのつながりを

根拠にして，文化的

背景に応じた訳語が

選ばれているというこ

とを表現することがで

きている。 

訳者の表現意図を

捉え，自分や友達が

選 んだ１ つ１ つの言

葉のおもしろさを，文

化的背景を根拠にし

て表現することができ

ている。 

自分や友達の選ん

だ言葉のおもしろさに

ついて， 理 由 を付け

て表現することができ

ている。 

 「意訳では，日本の子供たちに伝わるような言葉が 

使われている」ということを実感する場面が必要なのでは。 

【２つの意訳をつないで分かったこと】 
谷川さんの意訳は，「ミサイル」や「水中ブルドーサー」 

のように，そのまま訳しても伝わりにくい言葉を，わたしたち 

（日本の子供たち）にも分かりやすいように，意味を付け加えて

使われているということが分かった。 

【資料５ それぞれのグループの考えを持ち寄る様子】 
 資料５のように，子供たちはそれぞれのグループで

考えた意訳のよさについて，別の言葉を追究している

友達と説明し合う活動を行った。子供たちからは，言

葉の選び方を根拠に意訳のよさについて発言している

様子が見られた。子供たちは，直訳では分かりづらい

と感じていた言葉が意訳によって分かりやすくなって

いるということや直訳でも伝わるが，意訳によってさ

らに鮮明に想像することができるということを実感す

ることができた様子であった。さらにＣ３の発言から，

読み手が物語を鮮明に想像するために，文化的背景に

沿った言葉が選ばれているということに気付いた様子

が見られた。展開後段では，全体交流において，グル

ープ交流での意訳の追究を通して，気付いたことやさ

らに生まれてきた問いについて話し合った。 

【資料６ 複数の場面の意訳をつないで，場面展開におけるよさを見いだす様子】 

ここでは，資料６のように「ミサイルみたいにつっ

こんできた」という言葉と「スイミーは考えた。いろ

いろ考えた。うんと考えた。」という言葉をつないで，

「『ミサイル』という言葉を使われることで，『次は，

絶対に成功させたい』という気持ちがよく分かる」な

どの発言があった。このように，子供たちから，それ

ぞれのグループが選んだ複数の意訳の解釈をつないで

いくことによって，登場人物の気持ちの変化が鮮明に

イメージできるよさがあると気付く姿が見られた。 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業整理会で，まず議論の中心となったのは，資料５

におけるＣ３の発言についてである。授業者はこれを，

目指していた姿として提示した。その発言の価値につい

て参観者から「訳語のよさを見つけることを通して，母

国語の特徴がそれぞれの文化的背景によるということ

まで捉えられている姿が見られたことはよかった」とい

った発言があった。一方で，授業者はＣ３の姿を，単元

ルーブリックではステージ３として紹介したが，参観者

は，この子供の姿は，ステージ４ではないかと評価した。 
その理由として，創造性の評価規準について，「『美し

さやおもしろさをさらに際立たせるような表現の工夫』

と『物語の展開に関わる表現の工夫』のどちらにも価値

があると捉えるならば，前者の場合も後者と同等の評価

である必要がある」という発言があった。この単元で，

子供たちが発揮する創造性は，意訳のよさをその言葉の

美しさや親しみやすさから考えることのできる力であ

る。このことから，これまでステージ３として考えてい

た「文化的背景を根拠に意訳のよさを捉えている姿」は，

ステージ４にすべきではないかということが議論とし

て挙がり，その結果，創造性を正確に見取るためのルー

ブリックの変更，更新が必要であるということが明らか

になった。また，資料６のように物語の展開と意訳のよ

さとをつなげる発言がどの子にも見られるようにする

ためには，物語の基本的な構造である「起承転結」を捉

えた上で，学習を行う必要があると考える。そうするこ

とで，意訳のよさが物語の展開を鮮明にイメージするこ

とに効果的であることを捉えることができると考える。 

５ カリキュラムの変更，更新 

今回の授業実践を通して，教科ルーブリックの創造性

や単元の配列の設定を資料７のように変更，更新すべき

であると考える。 

【資料７ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

○ ストーリー展開における訳語の効果や文化的背景か

ら見た日本語の特徴を自覚的に捉え，それらを基に，

考えをつくりだすことができるという創造性を発揮する

ことができるようにするため 

○ 自分の言葉をつくりだすため物語の構造における視

点からも，意訳の言葉を分析することで，より多角的

によさを捉えることができると考えられるため 
 

Ｃ１：私たちは，なぜ「メドゥーサ」という名前を「クラゲ」にしたの

かということについて話し合ったのですが，○○君が

chromebook で調べたら，とてもこわい生物だったから，谷川さ

んは，子供たちがこわくないように「クラゲ」にしたのだと思

います。 

Ｃ２：「メドゥーサ」は私たちが聞いても何の生物か分からないけれ

ど，「クラゲ」は分かりやすいからね。 

Ｃ３：私たちのグループは，「カラス貝」と「ムール貝」の違いについ

て考えました。Google 翻訳の「ムール貝」だと，私たち日本人

の子供は，スイミーがどのくらい黒いのかイメージをもちづら

いから，「カラス貝」にしたのだと思います。でも，外国の子供

たちにとっては「ムール貝」の方が分かるのかもしれません。 

⽬標や内容
創造性の発揮される場⾯と

それらを⾒取るための
評価規準

変更・更新

単元の配列
本校の年間指導計画におい

ては，６⽉単元として設定

10⽉単元に変更
物語の基本的な構造である「起承転結」

を捉えた上で学習することにより，⾔葉と
構造のつながりを捉えやすくなるため変更

活動構成
個→グループ→全体という

順序で考えをつくり，話し合
う活動構成

活動構成は変更しない
追究したいことによってグループを編成

する活動構成は，⾔葉を根拠に⾃分の考え
をつくりだす上で有効であるため変更なし

変更なし

変更・更新

評価規準と内容の変更
創造性のステージ４の姿を「⽂化的背景

や⽂章構造を基に意訳のよさを捉える姿」
と設定することで，さらに多⾓的に⼦供た
ちの創造性を捉えることができるため変更
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数数学学科科実実践践事事例例  第第３３学学年年  フフォォーーカカスス学学習習「「１１よよりり小小ささいい数数をを調調べべよようう」」  

指指導導者者      田田  中中  智智  史史     

１ 目標  

◎ 分数や小数が表す量について理解し，大小比較や相

等，和や差を求める方法を見いだしたり，目的の量に

なるための組み合わせを多様につくり出したりするこ

とができる。             （創造性） 

○ １より小さい量を表す分数や小数について調べたこ

とを図や記号，言葉を用いて伝えたり，他者の考えを

聞いたりして，分数や小数の性質に対する気付きを広

げることができる。          （協働性） 

○ １より小さい量を基準として数量を捉え直すことの

よさに気付き，幾つに分けた幾つ分という視点で表し

たい数量を工夫して表そうとする。   （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元「１より小さい数を調べよう」は，小数と分数

の大小比較をする過程で生まれた「ちょうど１になる小

数や分数の組合せにはきまりがあるのかな。」という問

いを基に，小数や分数の性質についての理解をねらいと

したフォーカス学習である。１になる組合せを話し合う

活動では，小数同士，同分母同士，異分母分数，小数と

分数という順序で取り扱い，小数と分数の共通点や相違

点を見いだすことができることを目標とした。 
モデレーションタイムでは，単元展開段階で子供が使

用する教具とともに，単元終末段階で実施する予定のパ

フォーマンス課題の解答例を授業者が作成し，アンカー

作品として提示した（資料１）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【資料１ 単元で用いる教具とパフォーマンス課題】 

このアンカー作品と共に単元ルーブリックを作成し，

本単元における目指す子供像の共有を図った。設定した

本時ルーブリックは以下の通りである（表１）。 
【表１ モデレーションタイム前の本時ルーブリック】 

 
 
 

 

 モデレーションタイムにおいて，議論の中心となった

のは，小数と分数の２つを同時に学ぶ子供が行う問題解

決の姿として，アンカー作品や本時ルーブリックが妥当

かという点であった。特に，本時ルーブリックのＡとＢ

の境界として設定している「１を構成することができ

る」ことについて，「１を構成することができたとして

も，その根拠を明確にすることができなければ，小数と

分数の違いを理解しているかどうかを見取ることがで

きないのではないか」という意見があった。そこで，本

時の展開段階後半において，１を構成する小数と分数の

組合せを見つけるだけでなく，その根拠を説明し合うこ

とができるように計画を改善した。また，本時のルーブ

リックについても，組合せを見つけることができるかど

うかではなく，説明をすることができるかという視点を

加えて修正をした（表２）。 
【表２ モデレーションタイム後の本時ルーブリック】 

 

 

 

 

３ 授業の実際 

本時の導入段階では，資料１で示した小数カードを提

示し，今日の学習ではどのようなことを調べたいかを話

し合った（資料２）。 
Ｔ ：0.3 のカードが出ました。１になるには何が必要ですか。 

Ｃ１：0.7 だと思います。 

Ｔ ：そうだね。小数と小数で１になるのでしたね。小数は小

数とでしか１にならないのかな。 

Ｃ２：僕は，小数の0.2 と分数の12分の 10でなると思います。 

Ｃ３：小数と分数で１になる組合せはたくさんあると思います。 

Ｃ４：小数と分数で１になる組合せを調べたいです。 

【資料２ 本時追究することについての話合い】 

そこで，「小数と分数を合わせて１になるときがある

のか調べよう。」というめあてを立てて，展開段階前半

では，小数カードと分数カードを用いて１になる組合せ

を追究した（写真）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

【写真 小数カードと分数カードを合わせる様子】 

社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

展開段階後半では，調べて見つけた小数と分数で１に

なる組合せを出し合い，その結論が正しいかどうかを全

体で話し合った（資料３）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｔ ：１になる組合せは見つけられましたか。 

Ｃ５：0.6 と 12 分の５です。 

Ｃ６：これはずれていて違うと思います。なぜかと言うと，0.6

の方が四角の幅が大きいからです。少しだけずれています。 

Ｃ７：12分の５は区切りが12個のはずだし，0.6 の方は0.1 か

ら１になるまで区切りが10個あるので，小数の方が幅が大

きいじゃないですか。だから，幅がずれて１になりません。 

【資料３ １になるかどうかについての話合い】 
 その後，それぞれが見つけた小数と分数で１になる組

合せを他にも出し合い，その組合せが本当に１になるか

どうかを同様に吟味していった。事例が複数出揃ったと

ころで，見つけた組合せを基にして，一般化するための

話合いを行った（資料４）。 
 
 
 
 
 
 
 
Ｃ８：0.6 は 10 分の６と同じで（10分の６を図示），１にする

のは残りが 10 分の４だから，0.6 と 10 分の４で１になり

ます。 

Ｔ ：小数は分母がどのような数だと１になるものが見つけや

すいのだろうね。 

Ｃ９：「10分の」が１になりやすいと思います。小数にしたり

できるからです。 

Ｃ10：小数はもともと１を 10 個に分けているので，分数が 12

個に分かれていたら計算しにくくなるので，10にすれば１

からできた10個のうちの４個で計算しやすくなります。 
【資料４ 小数と分数の組合せについての話合い】 
 終末段階では，活動を振り返り，１になるための小数

と分数の組合せに対する気付きと，小数や分数に対する

新たな気付きを記述する活動を設定し，小数や分数に対

する学びの自覚化を図った（資料５）。 
 
 
 
 
【資料５ 組合せや小数，分数に対する気付きの記述】 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業整理会で，まず中心となったことは，資料３のＣ

６，Ｃ７の発言である。その発言の価値について，「１

を等分した１つ分の量の大きさの違いに着目すること

ができている。」や「分数や小数の意味を理解した上で，

２つの数の違いを述べることができている。」といった

意見があった。これは，１より小さい数という視点で，

小数と分数を合わせて扱うようにした本単元だからこ

そ表出した子供の発言であると考えられる。資料４のＣ

８のように 0.6 を 10 分の６に変換して図示する子供の

姿も，小数と分数を同時に扱ったことで表出した姿であ

ると考える。小数と分数を比較することで，共通点や相

違点への着目が生まれたと言える。一方，本時のルーブ

リックでは，１を構成することができる根拠を説明する

ことができるかどうかという視点でしか基準が設定さ

れていなかったため，こうした子供の発言の中に含まれ

る創造性の発揮については十分に評価することができ

ないのではないかという意見があった。創造性の発揮を

目指すとしても，課題の何に着目してどのような問いを

設定することができるか，対象の数量などを用いてどの

ように論理的な思考を展開できるかといった，より細か

な視点で創造性の発揮を見取るルーブリックの作成の

必要性も指摘された。 

５ カリキュラムの変更，更新 

今回の授業実践を通して，単元・本時ルーブリックの

在り方や目指す子供像の設定を資料６のように変更，更

新すべきであると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料６ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

〇 創造性という大きな区切りでの３段階評価でで

きたかどうかを見取るためのルーブリックでは，

資質・能力の発揮を見取ることが難しいため 

〇 問題解決の過程で，小数は１を 10 等分した数で

あることや，分数は分母の数で１を等分した数で

あることを根拠に，小数と分数の相違点を用いて

説明をする姿が見られ，かつ，等分する数を揃えれ

ば互いを変換することができることに気付く子供

の姿が見られたため 
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数数学学科科実実践践事事例例  第第３３学学年年  フフォォーーカカスス学学習習「「１１よよりり小小ささいい数数をを調調べべよようう」」  

指指導導者者      田田  中中  智智  史史     

１ 目標  

◎ 分数や小数が表す量について理解し，大小比較や相

等，和や差を求める方法を見いだしたり，目的の量に

なるための組み合わせを多様につくり出したりするこ

とができる。             （創造性） 

○ １より小さい量を表す分数や小数について調べたこ

とを図や記号，言葉を用いて伝えたり，他者の考えを

聞いたりして，分数や小数の性質に対する気付きを広

げることができる。          （協働性） 

○ １より小さい量を基準として数量を捉え直すことの

よさに気付き，幾つに分けた幾つ分という視点で表し

たい数量を工夫して表そうとする。   （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元「１より小さい数を調べよう」は，小数と分数

の大小比較をする過程で生まれた「ちょうど１になる小

数や分数の組合せにはきまりがあるのかな。」という問

いを基に，小数や分数の性質についての理解をねらいと

したフォーカス学習である。１になる組合せを話し合う

活動では，小数同士，同分母同士，異分母分数，小数と

分数という順序で取り扱い，小数と分数の共通点や相違

点を見いだすことができることを目標とした。 
モデレーションタイムでは，単元展開段階で子供が使

用する教具とともに，単元終末段階で実施する予定のパ

フォーマンス課題の解答例を授業者が作成し，アンカー

作品として提示した（資料１）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【資料１ 単元で用いる教具とパフォーマンス課題】 

このアンカー作品と共に単元ルーブリックを作成し，

本単元における目指す子供像の共有を図った。設定した

本時ルーブリックは以下の通りである（表１）。 
【表１ モデレーションタイム前の本時ルーブリック】 

 
 
 

 

 モデレーションタイムにおいて，議論の中心となった

のは，小数と分数の２つを同時に学ぶ子供が行う問題解

決の姿として，アンカー作品や本時ルーブリックが妥当

かという点であった。特に，本時ルーブリックのＡとＢ

の境界として設定している「１を構成することができ

る」ことについて，「１を構成することができたとして

も，その根拠を明確にすることができなければ，小数と

分数の違いを理解しているかどうかを見取ることがで

きないのではないか」という意見があった。そこで，本

時の展開段階後半において，１を構成する小数と分数の

組合せを見つけるだけでなく，その根拠を説明し合うこ

とができるように計画を改善した。また，本時のルーブ

リックについても，組合せを見つけることができるかど

うかではなく，説明をすることができるかという視点を

加えて修正をした（表２）。 
【表２ モデレーションタイム後の本時ルーブリック】 

 

 

 

 

３ 授業の実際 

本時の導入段階では，資料１で示した小数カードを提

示し，今日の学習ではどのようなことを調べたいかを話

し合った（資料２）。 
Ｔ ：0.3 のカードが出ました。１になるには何が必要ですか。 

Ｃ１：0.7 だと思います。 

Ｔ ：そうだね。小数と小数で１になるのでしたね。小数は小

数とでしか１にならないのかな。 

Ｃ２：僕は，小数の0.2 と分数の12分の 10でなると思います。 

Ｃ３：小数と分数で１になる組合せはたくさんあると思います。 

Ｃ４：小数と分数で１になる組合せを調べたいです。 

【資料２ 本時追究することについての話合い】 

そこで，「小数と分数を合わせて１になるときがある

のか調べよう。」というめあてを立てて，展開段階前半

では，小数カードと分数カードを用いて１になる組合せ

を追究した（写真）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

【写真 小数カードと分数カードを合わせる様子】 

社会科  
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展開段階後半では，調べて見つけた小数と分数で１に

なる組合せを出し合い，その結論が正しいかどうかを全

体で話し合った（資料３）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｔ ：１になる組合せは見つけられましたか。 

Ｃ５：0.6 と 12 分の５です。 

Ｃ６：これはずれていて違うと思います。なぜかと言うと，0.6

の方が四角の幅が大きいからです。少しだけずれています。 

Ｃ７：12分の５は区切りが12個のはずだし，0.6 の方は0.1 か

ら１になるまで区切りが10個あるので，小数の方が幅が大

きいじゃないですか。だから，幅がずれて１になりません。 

【資料３ １になるかどうかについての話合い】 
 その後，それぞれが見つけた小数と分数で１になる組

合せを他にも出し合い，その組合せが本当に１になるか

どうかを同様に吟味していった。事例が複数出揃ったと

ころで，見つけた組合せを基にして，一般化するための

話合いを行った（資料４）。 
 
 
 
 
 
 
 
Ｃ８：0.6 は 10 分の６と同じで（10分の６を図示），１にする

のは残りが 10 分の４だから，0.6 と 10 分の４で１になり

ます。 

Ｔ ：小数は分母がどのような数だと１になるものが見つけや

すいのだろうね。 

Ｃ９：「10分の」が１になりやすいと思います。小数にしたり

できるからです。 

Ｃ10：小数はもともと１を 10 個に分けているので，分数が 12

個に分かれていたら計算しにくくなるので，10にすれば１

からできた10個のうちの４個で計算しやすくなります。 
【資料４ 小数と分数の組合せについての話合い】 
 終末段階では，活動を振り返り，１になるための小数

と分数の組合せに対する気付きと，小数や分数に対する

新たな気付きを記述する活動を設定し，小数や分数に対

する学びの自覚化を図った（資料５）。 
 
 
 
 
【資料５ 組合せや小数，分数に対する気付きの記述】 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業整理会で，まず中心となったことは，資料３のＣ

６，Ｃ７の発言である。その発言の価値について，「１

を等分した１つ分の量の大きさの違いに着目すること

ができている。」や「分数や小数の意味を理解した上で，

２つの数の違いを述べることができている。」といった

意見があった。これは，１より小さい数という視点で，

小数と分数を合わせて扱うようにした本単元だからこ

そ表出した子供の発言であると考えられる。資料４のＣ

８のように 0.6 を 10 分の６に変換して図示する子供の

姿も，小数と分数を同時に扱ったことで表出した姿であ

ると考える。小数と分数を比較することで，共通点や相

違点への着目が生まれたと言える。一方，本時のルーブ

リックでは，１を構成することができる根拠を説明する

ことができるかどうかという視点でしか基準が設定さ

れていなかったため，こうした子供の発言の中に含まれ

る創造性の発揮については十分に評価することができ

ないのではないかという意見があった。創造性の発揮を

目指すとしても，課題の何に着目してどのような問いを

設定することができるか，対象の数量などを用いてどの

ように論理的な思考を展開できるかといった，より細か

な視点で創造性の発揮を見取るルーブリックの作成の

必要性も指摘された。 

５ カリキュラムの変更，更新 

今回の授業実践を通して，単元・本時ルーブリックの

在り方や目指す子供像の設定を資料６のように変更，更

新すべきであると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料６ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

〇 創造性という大きな区切りでの３段階評価でで

きたかどうかを見取るためのルーブリックでは，

資質・能力の発揮を見取ることが難しいため 

〇 問題解決の過程で，小数は１を 10 等分した数で

あることや，分数は分母の数で１を等分した数で

あることを根拠に，小数と分数の相違点を用いて

説明をする姿が見られ，かつ，等分する数を揃えれ

ば互いを変換することができることに気付く子供

の姿が見られたため 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

芸芸術術科科実実践践事事例例  第第３３学学年年  フフォォーーカカスス学学習習「「ラランンタタンンアアーートトををつつくくろろうう」」  

指指導導者者      池池  田田  裕裕  美美     

１ 目標  

◎ 透過性や反射性のある材料や三原色の色水を光に通

し，形や色の感じを確かめたり，表し方を試したりし

ながら，表したいランタンアートを表現することがで

きる。                （創造性） 
○ 相互鑑賞を通して，形や色の感じや表し方のよさや

面白さについて共有したことを生かし，つくりだす楽

しさを味わうことができる。      （協働性） 
○ 表したい作品のイメージをもって表現しながら，自

分の表し方のよさや面白さに気付き，自己の変容を自

覚することができる。         （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元「ランタンアートをつくろう」は，透過性や反

射性のある材料や三原色の色水を光に通し，形や色の感

じを確かめながら，表し方を工夫し，表したいランタン

アートを表現することをねらいとしたフォーカス学習

である。この学習は，２年生の２月に科学科で学んだ光

の直進性，屈折，反射の知識や，絵の具を使った表現で

学んだ混色の知識・技能を生かすことができる。また，

造形的な視点をもって表現を工夫したり，自分の思いと

作品を関連付けて捉え，価値を認識したりしながら芸術

的な見方・考え方を養うことにもつながる。 
モデレーションタイムにおいて，単元導入時に教師が

参考作品として示した作品や児童の前時の作品をアン

カー作品として提示した（資料１）。参考作品は，子供

の想像を促す基準となる作品を提示した。 
 
 
 
 
 
【資料１ 授業者が作成したアンカー作品】 

このアンカー作品と共に芸術科の教科ルーブリック

における創造性を具体化して設定した単元ルーブリッ

クは以下の通りである（表）。 
【表 本単元のルーブリック】 

 
 
 
 
 
モデレーションタイムにおいて，議論の中心となった

のは，子供がどのような思いをもって工夫を行ったら創

造性が発揮された姿と捉えられるのかという点であっ

た。芸術科では，アンカー作品を参考作品として扱い，

これは作品の見通しをもつためのもの，基準となるもの

として提示した。そのため子供のさらなる発想を広げて

いくことができるように，工夫の余地を残しておくもの

で，ルーブリックではステージ２に相当するものであ

る。子供の作品の中からＡ児の作品が話題となった。Ａ

児の作品は，ビー玉が詰め込まれて材料の透過性を生か

しきれていない状態であり，このままでは創造性を発揮

している姿と言えないのではないかと議論となった。そ

こで，まず自分の思いをもつこと，さらに思いを表現す

るために，透過性のある素材の特徴や光の感じを大切に

し，試行錯誤して形や色を工夫している姿こそが創造性

を発揮していると言えるのではないかと考えた。 
そこで，本時は，光を生かして試行錯誤してつくる視

点を具体化するために，展開前半で表したいことをどの

ように形や色に工夫ができるのかを話し合い，展開後半

で作品に使う材料の増減を実物で演示し，感じ方が変わ

る比較提示を行う場面を設定することにした（資料２）。 

 
 
 
 
 
 
 

 

【資料２ 作品に使う材料の増減を比較する資料】 

３ 授業の実際 

授業の実際では，前時において，表したい思いを基に，

材料の光の感じを確かめたり，色の変化を楽しんだりし

て工夫している児童の作品を例にし，表現の工夫につい

て話し合う時間を設定した（資料３）。 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

【資料３ 表現の工夫についての話合いの板書】 

材料を多く詰め込んで作品をつくっていたＡ児は，

「浮かぶことができる静かな海」を表現したいという思

いを基に，作品をつくりかえていった。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
【資料４ Ａ児の表現の様子】 

完成後に「材料を減らして，色ごとに並べて置いたら

カラフルな海になったので，現実的ではない海の感じが

表せた」と発言していた（資料４）。材料を減らすこと

で光が通るよさを感じていた。さらに現実的ではない感

じを表そうとビー玉を赤から青へ次第に色が変わるよ

うに並べて，色を意識している姿も見られた。 
また，本単元ではポートフォリオ評価を取り入れた。

Google スライドを用いて，自分の思いと併せて表現の

過程を写真に残すことで，自分の思いに合う表現を選択

したり，自分の表現について振り返ったことから次時の

課題を見いだしたりすることができた。Ｂ児は完成した

自分の表現について，「私はピンク色と水色で紫色を作

り，オーロラを作るための夜を再現しました。一番大切

なオーロラはビー玉で表しました。ポイントは，紫色薄

めてオーロラを見られるようにしたことです。」と振り

返っている。材料の種類や増減，色にこだわって表現し，

思いが膨らんでいる様子が見られた（資料５）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料５ Ｂ児の表現の過程】 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業整理会では，以下の２点が話題となった。 
１つは，思いを表現させるための単元計画である。こ

の材は，材料の量や光の加減で作品の様子が大きく変わ

るため，試し活動から抜けきれずに表現をしている様子

が見られた。例えば，思いの表現というよりも，結果的

に３つの色水を混ぜると透明になることに気付き，その

色水の変化を楽しむ時間で終わってしまった子供がい

た。試しの時間を設定していたが不十分だったと考えら

れるため，材料の試しの時間やできた表現を共有する時

間をとる必要があるという議論になった。そのため， 

改善後には，試しの時間を十分に確保し，見つけた表現

のよさを Google スライドで共有させ，試しの作品から

受ける感じについて交流する時間を設定した（資料６）。 

そうすることで，様々な透過性のある材料の特徴や色の

変化に気付いたり，自分の思いに合う感じを見付けたり

する姿が見られた。また，本単元は光を生かした表現の

ため，よい表現の瞬間を写真で残し，よさが共有できる

Google スライドのポートフォリオは有効であった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料６ 試し活動から見付けたよさを共有した資料】 

 ２つは，工夫の視点のもたせ方と相互鑑賞の設定の時

間である。展開前半で表現した後に，展開後半でよさを

取り入れるための相互鑑賞や思いに合う表現をするた

めの材料の増減の比較提示を行った。展開後半で相互鑑

賞や比較提示をすると表現を途中で止めることになり，

子供の思いに沿っているとは言えない。そのため，展開

前半で自分の思いに合う工夫の視点をもった上で，展開

後半で表現の時間を十分に確保できる授業構成に変更

すべきという意見があった。そのため，材料の増減につ

いての比較提示や相互鑑賞する時間を展開前半に設定

した。そうすることで，資料４のＡ児のように自分の思

いに合う工夫や材料の増減で感受する気持ちが変わる

ことに気付く様子が見られ，自分の思いにはどちらが合

うかを考える新たな気付きをもたらすことができた。 

５ カリキュラムの変更，更新 
今回の授業実践を通して，扱う材料によって思いのも

たせ方に工夫が必要であり，資料７のように変更，更新

すべきであると考える（資料７）。 

 

 

 

 

 

 

 

【資料７ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

○ 作品や材から感受したことが発想・構想に生かされ

たり，表現を通して概念的な知識や技能を身に付けた

りするため。 

〇 初めて出合う材では，試し活動の時間を十分に確保

し，材料の特徴や表現のよさに気付かせることで，自

分の思いに合う表現へと高めることができるため。 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

芸芸術術科科実実践践事事例例  第第３３学学年年  フフォォーーカカスス学学習習「「ラランンタタンンアアーートトををつつくくろろうう」」  

指指導導者者      池池  田田  裕裕  美美     

１ 目標  

◎ 透過性や反射性のある材料や三原色の色水を光に通

し，形や色の感じを確かめたり，表し方を試したりし

ながら，表したいランタンアートを表現することがで

きる。                （創造性） 
○ 相互鑑賞を通して，形や色の感じや表し方のよさや

面白さについて共有したことを生かし，つくりだす楽

しさを味わうことができる。      （協働性） 
○ 表したい作品のイメージをもって表現しながら，自

分の表し方のよさや面白さに気付き，自己の変容を自

覚することができる。         （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元「ランタンアートをつくろう」は，透過性や反

射性のある材料や三原色の色水を光に通し，形や色の感

じを確かめながら，表し方を工夫し，表したいランタン

アートを表現することをねらいとしたフォーカス学習

である。この学習は，２年生の２月に科学科で学んだ光

の直進性，屈折，反射の知識や，絵の具を使った表現で

学んだ混色の知識・技能を生かすことができる。また，

造形的な視点をもって表現を工夫したり，自分の思いと

作品を関連付けて捉え，価値を認識したりしながら芸術

的な見方・考え方を養うことにもつながる。 
モデレーションタイムにおいて，単元導入時に教師が

参考作品として示した作品や児童の前時の作品をアン

カー作品として提示した（資料１）。参考作品は，子供

の想像を促す基準となる作品を提示した。 
 
 
 
 
 
【資料１ 授業者が作成したアンカー作品】 

このアンカー作品と共に芸術科の教科ルーブリック

における創造性を具体化して設定した単元ルーブリッ

クは以下の通りである（表）。 
【表 本単元のルーブリック】 

 
 
 
 
 
モデレーションタイムにおいて，議論の中心となった

のは，子供がどのような思いをもって工夫を行ったら創

造性が発揮された姿と捉えられるのかという点であっ

た。芸術科では，アンカー作品を参考作品として扱い，

これは作品の見通しをもつためのもの，基準となるもの

として提示した。そのため子供のさらなる発想を広げて

いくことができるように，工夫の余地を残しておくもの

で，ルーブリックではステージ２に相当するものであ

る。子供の作品の中からＡ児の作品が話題となった。Ａ

児の作品は，ビー玉が詰め込まれて材料の透過性を生か

しきれていない状態であり，このままでは創造性を発揮

している姿と言えないのではないかと議論となった。そ

こで，まず自分の思いをもつこと，さらに思いを表現す

るために，透過性のある素材の特徴や光の感じを大切に

し，試行錯誤して形や色を工夫している姿こそが創造性

を発揮していると言えるのではないかと考えた。 
そこで，本時は，光を生かして試行錯誤してつくる視

点を具体化するために，展開前半で表したいことをどの

ように形や色に工夫ができるのかを話し合い，展開後半

で作品に使う材料の増減を実物で演示し，感じ方が変わ

る比較提示を行う場面を設定することにした（資料２）。 

 
 
 
 
 
 
 

 

【資料２ 作品に使う材料の増減を比較する資料】 

３ 授業の実際 

授業の実際では，前時において，表したい思いを基に，

材料の光の感じを確かめたり，色の変化を楽しんだりし

て工夫している児童の作品を例にし，表現の工夫につい

て話し合う時間を設定した（資料３）。 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

【資料３ 表現の工夫についての話合いの板書】 

材料を多く詰め込んで作品をつくっていたＡ児は，

「浮かぶことができる静かな海」を表現したいという思

いを基に，作品をつくりかえていった。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
【資料４ Ａ児の表現の様子】 

完成後に「材料を減らして，色ごとに並べて置いたら

カラフルな海になったので，現実的ではない海の感じが

表せた」と発言していた（資料４）。材料を減らすこと

で光が通るよさを感じていた。さらに現実的ではない感

じを表そうとビー玉を赤から青へ次第に色が変わるよ

うに並べて，色を意識している姿も見られた。 
また，本単元ではポートフォリオ評価を取り入れた。

Google スライドを用いて，自分の思いと併せて表現の

過程を写真に残すことで，自分の思いに合う表現を選択

したり，自分の表現について振り返ったことから次時の

課題を見いだしたりすることができた。Ｂ児は完成した

自分の表現について，「私はピンク色と水色で紫色を作

り，オーロラを作るための夜を再現しました。一番大切

なオーロラはビー玉で表しました。ポイントは，紫色薄

めてオーロラを見られるようにしたことです。」と振り

返っている。材料の種類や増減，色にこだわって表現し，

思いが膨らんでいる様子が見られた（資料５）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料５ Ｂ児の表現の過程】 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業整理会では，以下の２点が話題となった。 
１つは，思いを表現させるための単元計画である。こ

の材は，材料の量や光の加減で作品の様子が大きく変わ

るため，試し活動から抜けきれずに表現をしている様子

が見られた。例えば，思いの表現というよりも，結果的

に３つの色水を混ぜると透明になることに気付き，その

色水の変化を楽しむ時間で終わってしまった子供がい

た。試しの時間を設定していたが不十分だったと考えら

れるため，材料の試しの時間やできた表現を共有する時

間をとる必要があるという議論になった。そのため， 

改善後には，試しの時間を十分に確保し，見つけた表現

のよさを Google スライドで共有させ，試しの作品から

受ける感じについて交流する時間を設定した（資料６）。 

そうすることで，様々な透過性のある材料の特徴や色の

変化に気付いたり，自分の思いに合う感じを見付けたり

する姿が見られた。また，本単元は光を生かした表現の

ため，よい表現の瞬間を写真で残し，よさが共有できる

Google スライドのポートフォリオは有効であった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料６ 試し活動から見付けたよさを共有した資料】 

 ２つは，工夫の視点のもたせ方と相互鑑賞の設定の時

間である。展開前半で表現した後に，展開後半でよさを

取り入れるための相互鑑賞や思いに合う表現をするた

めの材料の増減の比較提示を行った。展開後半で相互鑑

賞や比較提示をすると表現を途中で止めることになり，

子供の思いに沿っているとは言えない。そのため，展開

前半で自分の思いに合う工夫の視点をもった上で，展開

後半で表現の時間を十分に確保できる授業構成に変更

すべきという意見があった。そのため，材料の増減につ

いての比較提示や相互鑑賞する時間を展開前半に設定

した。そうすることで，資料４のＡ児のように自分の思

いに合う工夫や材料の増減で感受する気持ちが変わる

ことに気付く様子が見られ，自分の思いにはどちらが合

うかを考える新たな気付きをもたらすことができた。 

５ カリキュラムの変更，更新 
今回の授業実践を通して，扱う材料によって思いのも

たせ方に工夫が必要であり，資料７のように変更，更新

すべきであると考える（資料７）。 

 

 

 

 

 

 

 

【資料７ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

○ 作品や材から感受したことが発想・構想に生かされ

たり，表現を通して概念的な知識や技能を身に付けた

りするため。 

〇 初めて出合う材では，試し活動の時間を十分に確保

し，材料の特徴や表現のよさに気付かせることで，自

分の思いに合う表現へと高めることができるため。 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

人人間間科科実実践践事事例例  第第４４学学年年  テテーーママ学学習習「「成成長長すするる自自分分たたちち」」  

指指導導者者      宇宇  戸戸  勝勝  則則     

１ 目標  

○ これまでの自分と今の自分の成長に対する感じ方や

捉え方の変化を見いだすことができる。 （創造性） 
○ 友達と「成長に大切なこと」について感じているこ

とを話し合うことを通して，大切だと感じていること

やその理由が多様であることが分かる。 （協働性） 

◎ 成長に大切なことについて話し合うことを通して

自分自身のそれまでの考えが妥当であるのかを検討

し，これからの自分にとって心から大切にしたいこと

を見いだすことができる。        （省察性） 

２ 学年での基準合わせを基にしたテーマ学習の設定 

４月当初に，学年を終えたときにどのような自分にな

りたいかと子供たちの思いを尋ねた。子供たちからは，

「一人一人がみんなのために協力する」「自分の関わり

でみんなを笑顔にする」など，学級のみんなでお互いの

ことを思いやる関係づくりを進めたいという考えが多

く見られた。このような子供たちの考えを基に，学年教

師間において，第４学年の年間指導計画の中でどのよう

に子供が関係づくりを深めていくか話し合ったり，学校

教育目標である「未来社会を創造する子供の育成」とつ

ないだりすることで，「One for All，All for one」という

学年テーマを設定し，学年で具体的に目指す子供の姿に

ついて話し合った（資料１）。 

 
【資料１ 学年テーマの話合いに使ったシート】 

また，子供たちと学年テーマの具体の姿について話し

合い，子供教師間で目指す姿の共有を行った（資料２）。 

 
【資料２ 教師子供間による目指す姿の共有】 

学年の終わりにたどり着きたい姿として，「一人一人

がみんなのために助け合う姿」や「相手意識をもち，行

動で示す姿」などの意見が出た。また，そこから「みん

なのために自分には何ができるのだろうか。」や「そも

そも自分とは何だろうか。」という問いが生まれた。そ

こで，まずは自分について追究するというテーマ学習の

方向性が定まった。 
 子供たちと話し合い，「自分」を追究するために過去

の自分が分かるものを持ち寄ることとなった。子供たち

は写真や日記，学習ノートなどから追究しようとした

が，そのときの自分の様子を知ることはできても，自分

が分かるまでには至らないという結論に至った。そこ

で，もっと調べたいことや考えたいことを出し合い，自

分たちがこれから追究していきたいことを明らかにす

ることにした。また，学習のゴール像から追究していき

たい中心の問いを「成長を支えるものとは何か」と設定

し，自分たちが調べたいことや考えたいことがどの教科

の学びで解決できるかについて話し合った（資料３）。 

【資料３ 子供がさらに追究していきたいこと】 

そこから中心の問いを解決するための各教科の学び

がスタートした。その学びの最後の時間である本時は，

各教科（人間科，芸術科，健康科，言葉科）で明らかに

してきた中心の問いの応えについて話し合った。 

３ 授業の実際 

本時の導入段階では，本時で明らかにしたいことを子

供たちと確認していった。すると，子供たちからはこれ

まで各教科で追究したことを基に，中心の問いである

「成長を支えるものは何か」を明らかにしたいと発言が

あった（資料４）。 

【資料４ 各教科で見つけたことについての話合い】 

そこで，各教科で感じたことをまとめた資料を手掛か

りに自分がどのようなことが成長を支えるために大切

だと感じたのか話し合った（資料５）。 

Ｔ ：今日はどのようなことを追究したいですか。 
Ｃ１：これまでいろいろな教科で感じたことについて話し合いたいです。 
Ｃ２：自分が見つけた問いの応えについて話し合いたいです。 

Ｔ ：「成長を支えるもの」とは何ですか。 
Ｃ３：挑戦することだと思います。健康科で自分の成長グラフを書いたと

きに気付いたことですが，そのときはできないことでも，あきらめず
に挑戦することでできるように成長することができたからです。 

Ｃ４：たくさんの体験をして，自分の知識を広げることだと思います。芸
術科で小さいときの絵と今の自分の絵を比べたときに，描き方や色の
使い方が変わったのは，たくさんの絵を描いてきて，少しずつ表現の
仕方が分かってきたからです。 

Ｃ５：ぼくは，Ｃ３さんと似ていてチャレンジすることです。でも，これ
は人間科で小さいときの宝物を振り返ったときに，いつも何かにチャ
レンジしていることに気付いたからです。 

【資料５ 各教科で見つけたことについての話合い】 

子供たちは，事前に資料５のように各教科の学習の中

で考えた成長を支えるものについて，シート上に自分の

考えをまとめていた。展開前段では，このシートを基に

自分の考えを話し合った。すると，Ｃ３，Ｃ４，Ｃ５の

発言のように，各教科で追究したことから成長を支える

ものは何かについて具体的な例を挙げながら説明する

姿が見られた。また，Ｃ５の発言のように，他教科の学

びと関連付けながら共通点を見いだす子供もいた。 

展開後段では，それらの中から特に自分が大切だと考

えることは何かについて話し合い，中心の問いに対する

応えについて話し合った（資料６） 

【資料６ 「成長を支えるもの」についての話合い】 

すると，Ｃ６の発言のように，健康科の学習で感じた

ことを基に，これからの自分に当てはめて考える子供の

姿が見られた。また，Ｃ７の発言のように，４つの教科

の学習で考えたことを基に，どの教科にも当てはまる考

え方を見いだす子供の姿が見られた。 
さらに，子供たち自身で単元の始めの自分の考えと今

の自分の考えが変容していることを自覚できるように

するために，単元の始めに採った「成長を支えるものと

は何か」についてのアンケート結果を提示した。そして，

気付いたことを話し合った（資料７）。 

【資料７ 単元のはじめと今を比較した記述】 

すると，資料７の記述のように，テーマ学習を始めた

ときの自分と今の自分を比較する中で，自分の成長を支

えてきたものを自覚している子供の姿が見られた。 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業整理会で，話題の中心となったことは，各教科の

学習の中で感じたことを出し合うＣ３，Ｃ４，Ｃ５の発

言と，改めて中心の問いに対する応えを述べたＣ６，Ｃ

７の発言の違いについてである。具体的には「子供たち

が各教科で感じてきた成長を支えるものと，本時で改め

て考えたこととの違いはどこにあるのか」という意見が

あり，本時で発揮させたい資質・能力についての議論と

なった。そこでは，Ｃ６，Ｃ７の発言は子供たちが教科

の学習で見いだした問いの応えと本時で追究した応え

との違いを感じるまでには至っておらず，「そもそも各

教科での学びを終えた時点で，成長を支えるものについ

て，子供の中で応えを見いだすことができていたのでは

ないか。」や「子供が考えたいことについて見直す場が

必要ではないのか。」といった意見があった。つまり，

中心の問いについて単元の途中で子供たちが一度，自分

の考えを整理する場が必要であり，各教科での学びを終

えたときに，子供たちが解決したい問いについて話し合

うことが必要であることが分かった。  
また，資料７の子供の記述についてもテーマ学習の最

後の活動の在り方として十分かどうかの議論となった。

具体的には「子供たちが，価値を捉えるところまでで終

わってしまっていると思う。」や「子供たちは，見いだ

した自分の応えについて，これからどのように生かして

いくのかを考えたいのではないか。」といった意見があ

り，本時の活動構成について見直す議論となった。つま

り，活動としては，これまでの自分と今の自分の考えを

比べる活動を設定して，考えの変容を実感することだけ

では不十分であることが分かった。本時で，子供たちが

追究したいことは，例えば，Ｃ６の発言のように見いだ

した問いの応えを，自分のこれからの生き方と結び付け

て考えることであり，目指す自分の姿を具体的にする活

動が必要であるということが分かった。 

５ カリキュラムの変更，更新 
今回の授業実践を通して単元構成，活動構成を資料８

のように変更，更新すべきであると考える（資料８）。 

【資料８ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は，以下の通りである。 

○ 問いの解決状況を把握する場を設定し，子供の考え

たい問いを明確にすることは，学年テーマの実現に向

けて必要となるため 

○ 子供が「これからの自分」について考える活動を設

定することで，目指す自分の在り方が明確となり，更

なる省察性の育成につながるため 

 

Ｔ ：自分が大切にしている成長を支えるものとは何ですか。 
Ｃ６：挑戦することです。これから新しいことに出合ったときも，挑戦す

る気持ちをもつことで成長できると思う。 
Ｃ７：出合いが大切。出合いは何かを発見したり，学んだり，挑戦したり，

経験したりするきっかけとなるからです。出合いを大切にすることが
自分の成長を助けるチャンスとなると思う。 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

人人間間科科実実践践事事例例  第第４４学学年年  テテーーママ学学習習「「成成長長すするる自自分分たたちち」」  

指指導導者者      宇宇  戸戸  勝勝  則則     

１ 目標  

○ これまでの自分と今の自分の成長に対する感じ方や

捉え方の変化を見いだすことができる。 （創造性） 
○ 友達と「成長に大切なこと」について感じているこ

とを話し合うことを通して，大切だと感じていること

やその理由が多様であることが分かる。 （協働性） 

◎ 成長に大切なことについて話し合うことを通して

自分自身のそれまでの考えが妥当であるのかを検討

し，これからの自分にとって心から大切にしたいこと

を見いだすことができる。        （省察性） 

２ 学年での基準合わせを基にしたテーマ学習の設定 

４月当初に，学年を終えたときにどのような自分にな

りたいかと子供たちの思いを尋ねた。子供たちからは，

「一人一人がみんなのために協力する」「自分の関わり

でみんなを笑顔にする」など，学級のみんなでお互いの

ことを思いやる関係づくりを進めたいという考えが多

く見られた。このような子供たちの考えを基に，学年教

師間において，第４学年の年間指導計画の中でどのよう

に子供が関係づくりを深めていくか話し合ったり，学校

教育目標である「未来社会を創造する子供の育成」とつ

ないだりすることで，「One for All，All for one」という

学年テーマを設定し，学年で具体的に目指す子供の姿に

ついて話し合った（資料１）。 

 
【資料１ 学年テーマの話合いに使ったシート】 

また，子供たちと学年テーマの具体の姿について話し

合い，子供教師間で目指す姿の共有を行った（資料２）。 

 
【資料２ 教師子供間による目指す姿の共有】 

学年の終わりにたどり着きたい姿として，「一人一人

がみんなのために助け合う姿」や「相手意識をもち，行

動で示す姿」などの意見が出た。また，そこから「みん

なのために自分には何ができるのだろうか。」や「そも

そも自分とは何だろうか。」という問いが生まれた。そ

こで，まずは自分について追究するというテーマ学習の

方向性が定まった。 
 子供たちと話し合い，「自分」を追究するために過去

の自分が分かるものを持ち寄ることとなった。子供たち

は写真や日記，学習ノートなどから追究しようとした

が，そのときの自分の様子を知ることはできても，自分

が分かるまでには至らないという結論に至った。そこ

で，もっと調べたいことや考えたいことを出し合い，自

分たちがこれから追究していきたいことを明らかにす

ることにした。また，学習のゴール像から追究していき

たい中心の問いを「成長を支えるものとは何か」と設定

し，自分たちが調べたいことや考えたいことがどの教科

の学びで解決できるかについて話し合った（資料３）。 

【資料３ 子供がさらに追究していきたいこと】 

そこから中心の問いを解決するための各教科の学び

がスタートした。その学びの最後の時間である本時は，

各教科（人間科，芸術科，健康科，言葉科）で明らかに

してきた中心の問いの応えについて話し合った。 

３ 授業の実際 

本時の導入段階では，本時で明らかにしたいことを子

供たちと確認していった。すると，子供たちからはこれ

まで各教科で追究したことを基に，中心の問いである

「成長を支えるものは何か」を明らかにしたいと発言が

あった（資料４）。 

【資料４ 各教科で見つけたことについての話合い】 

そこで，各教科で感じたことをまとめた資料を手掛か

りに自分がどのようなことが成長を支えるために大切

だと感じたのか話し合った（資料５）。 

Ｔ ：今日はどのようなことを追究したいですか。 
Ｃ１：これまでいろいろな教科で感じたことについて話し合いたいです。 
Ｃ２：自分が見つけた問いの応えについて話し合いたいです。 

Ｔ ：「成長を支えるもの」とは何ですか。 
Ｃ３：挑戦することだと思います。健康科で自分の成長グラフを書いたと

きに気付いたことですが，そのときはできないことでも，あきらめず
に挑戦することでできるように成長することができたからです。 

Ｃ４：たくさんの体験をして，自分の知識を広げることだと思います。芸
術科で小さいときの絵と今の自分の絵を比べたときに，描き方や色の
使い方が変わったのは，たくさんの絵を描いてきて，少しずつ表現の
仕方が分かってきたからです。 

Ｃ５：ぼくは，Ｃ３さんと似ていてチャレンジすることです。でも，これ
は人間科で小さいときの宝物を振り返ったときに，いつも何かにチャ
レンジしていることに気付いたからです。 

【資料５ 各教科で見つけたことについての話合い】 

子供たちは，事前に資料５のように各教科の学習の中

で考えた成長を支えるものについて，シート上に自分の

考えをまとめていた。展開前段では，このシートを基に

自分の考えを話し合った。すると，Ｃ３，Ｃ４，Ｃ５の

発言のように，各教科で追究したことから成長を支える

ものは何かについて具体的な例を挙げながら説明する

姿が見られた。また，Ｃ５の発言のように，他教科の学

びと関連付けながら共通点を見いだす子供もいた。 

展開後段では，それらの中から特に自分が大切だと考

えることは何かについて話し合い，中心の問いに対する

応えについて話し合った（資料６） 

【資料６ 「成長を支えるもの」についての話合い】 

すると，Ｃ６の発言のように，健康科の学習で感じた

ことを基に，これからの自分に当てはめて考える子供の

姿が見られた。また，Ｃ７の発言のように，４つの教科

の学習で考えたことを基に，どの教科にも当てはまる考

え方を見いだす子供の姿が見られた。 
さらに，子供たち自身で単元の始めの自分の考えと今

の自分の考えが変容していることを自覚できるように

するために，単元の始めに採った「成長を支えるものと

は何か」についてのアンケート結果を提示した。そして，

気付いたことを話し合った（資料７）。 

【資料７ 単元のはじめと今を比較した記述】 

すると，資料７の記述のように，テーマ学習を始めた

ときの自分と今の自分を比較する中で，自分の成長を支

えてきたものを自覚している子供の姿が見られた。 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業整理会で，話題の中心となったことは，各教科の

学習の中で感じたことを出し合うＣ３，Ｃ４，Ｃ５の発

言と，改めて中心の問いに対する応えを述べたＣ６，Ｃ

７の発言の違いについてである。具体的には「子供たち

が各教科で感じてきた成長を支えるものと，本時で改め

て考えたこととの違いはどこにあるのか」という意見が

あり，本時で発揮させたい資質・能力についての議論と

なった。そこでは，Ｃ６，Ｃ７の発言は子供たちが教科

の学習で見いだした問いの応えと本時で追究した応え

との違いを感じるまでには至っておらず，「そもそも各

教科での学びを終えた時点で，成長を支えるものについ

て，子供の中で応えを見いだすことができていたのでは

ないか。」や「子供が考えたいことについて見直す場が

必要ではないのか。」といった意見があった。つまり，

中心の問いについて単元の途中で子供たちが一度，自分

の考えを整理する場が必要であり，各教科での学びを終

えたときに，子供たちが解決したい問いについて話し合

うことが必要であることが分かった。  
また，資料７の子供の記述についてもテーマ学習の最

後の活動の在り方として十分かどうかの議論となった。

具体的には「子供たちが，価値を捉えるところまでで終

わってしまっていると思う。」や「子供たちは，見いだ

した自分の応えについて，これからどのように生かして

いくのかを考えたいのではないか。」といった意見があ

り，本時の活動構成について見直す議論となった。つま

り，活動としては，これまでの自分と今の自分の考えを

比べる活動を設定して，考えの変容を実感することだけ

では不十分であることが分かった。本時で，子供たちが

追究したいことは，例えば，Ｃ６の発言のように見いだ

した問いの応えを，自分のこれからの生き方と結び付け

て考えることであり，目指す自分の姿を具体的にする活

動が必要であるということが分かった。 

５ カリキュラムの変更，更新 
今回の授業実践を通して単元構成，活動構成を資料８

のように変更，更新すべきであると考える（資料８）。 

【資料８ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は，以下の通りである。 

○ 問いの解決状況を把握する場を設定し，子供の考え

たい問いを明確にすることは，学年テーマの実現に向

けて必要となるため 

○ 子供が「これからの自分」について考える活動を設

定することで，目指す自分の在り方が明確となり，更

なる省察性の育成につながるため 

 

Ｔ ：自分が大切にしている成長を支えるものとは何ですか。 
Ｃ６：挑戦することです。これから新しいことに出合ったときも，挑戦す

る気持ちをもつことで成長できると思う。 
Ｃ７：出合いが大切。出合いは何かを発見したり，学んだり，挑戦したり，

経験したりするきっかけとなるからです。出合いを大切にすることが
自分の成長を助けるチャンスとなると思う。 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

言言葉葉科科実実践践事事例例  第第４４学学年年  フフォォーーカカスス学学習習「「英英語語ににししたたいい日日本本ののここととばば」」  

  指指導導者者      藤藤      大大  航航     

１ 目標  

◎ 英語にしたい日本語の意味，言葉が使われる場面や

状況を調べ，言葉の意図が伝わる英語表現を考えるこ

とができる。             （創造性） 
〇 グループの友達と日本語の意味や使用場面を考え

たり，ＡＬＴに英語で説明したりすることができる。                                 

（協働性） 
○ 日本語の意味や使用場面からＡＬＴに伝える英語

表現を考えることを通して，言葉の特性に気付き，言

葉を意識して使おうとする。      （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元では，英語にしてＡＬＴに知ってほしいと考え

る日本語について調べたり，翻訳したりする活動を通し

て，日本語に込められた意味や背景にある日本文化に気

付いたり，日頃使っている言葉への意識の向上を促した

りすることをねらいとしている。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

【資料１ モデレーションタイムの様子】 
 モデレーションタイムにおいて，議論されたのは，本

時で創造性を発揮している子供の姿は，日本語の言葉の

文化的な背景や，どのような場面や状況で使用されてい

るのかを考え，考えた英語表現について説明している姿

であるという議論になった（資料１）。具体的には，本

時展開において，日本語が使われる場面からそのときの

気持ちや思い，意味等を参考資料や辞書を用いながら日

本語の意味と使う場面についてインタビューした資料

を基に考えた英語表現を説明している姿である。そこで

創造性のルーブリックを以下のように設定した（表）。 
【表 モデレーションタイム後のルーブリック】 

 
 
 
 
 

 

３ 授業の実際 

本時の導入段階では，子供たちが各自, 取材や調べ学

習してきたことを整理した Google Jamboard を基に，本

時追究したい問いについて話し合った（資料２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【資料２ Jamboard を活用した問いづくり】 

 展開段階前半では，グループで言葉について調べてき

たことを基に，英語表現を追究していった。Ｃ２の発言

のように，日本語の解釈を広げて英語に訳していこうと

する姿が見られた（資料３）。 
 
 
 
 
 
 
 
【資料３ 日本語の解釈から英語表現を考える話合い】 

Ｃ２の発言のように，日本語の意味から英語を考えた

時に，その言葉が使用される場面を想起して，「おめで

とう」という言葉は 1 つの英語表現では表せないのでは

ないかということに気付き，展開後半段階では，考えた

英語がＡＬＴに伝えたい意味が伝わるか確かめようと

する姿が見られた。 
「もったいない」の英語の訳について考えたグループ

では，Google 翻訳で直訳しても意味が伝わる英語で表

現することはできないのではないかという問いをもっ

た。そこで，「もったいない」の言葉の意味の解釈を広

げて「恐れ多い」「無駄に使う」という意味から考えた

英語表現についてＡＬＴに質問した（資料４）。 
 
 
 
 
 

 

【資料４ 英語表現についてＡＬＴに質問する姿】 

 

 

英語表現への見通しをもつ姿 

「いってきます」の意味は， 
行って戻ってくるや，合図 
ということが分かったよ。 

１つの言葉に複数の意味があるから 

それぞれを訳したり，組み合わせたり

すれば伝わる日本語になるのかな。 

 

日本語を問い直して，「『もったいない』は，使う場面に 

よって意味が変わってくるから，いくつかの英語にできる。」と

発言している姿に創造性が発揮されているのでは。 

 

日本語も英語も言葉の意味は使われる状況や場面に 

依存するからこそ英訳する時に創造性が発揮されているのでは。 

目指す子供の姿の共有 

このことから，最初に考えていた「もったいない」を

「無駄に使う」という捉え方から，考えていた英語を，

「役に立たない」という際に使う“uselessly”と捉え直

し，「無駄に使う」を“waste”という英語で表現できる

ということに気付く姿が見られた（資料５）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

【資料５ ＡＬＴへの質問後のホワイトボード】 

また資料２のＣ２は，ＡＬＴに質問した後の学習プリ

ントに「おめでとう」が使われる場面を具体的にした４

つの英語で表現し，学習を振り返った（資料６）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【資料６ Ｃ２の学習プリントと振り返り】 

４ 授業整理会で明らかになったこと 
 授業整理会で，まず中心となったことは，資料２の

Ｃ２の発言である。その発言の価値について，「言葉

の意味からだけではなく，使用場面や状況から日本語

の言葉を問い直すことで，言葉が伝わるということへ

の創造性を発揮することができている。」という発言

があった。また資料４のホワイトボードの記述や資料

５の振り返りについても議論となった。それは，ＡＬ

Ｔとのやりとりを通して，資料５のＣ２のように「出

来事やシチュエーションを考えていくことで言葉を

深く知ることができる。」という気付きを基に，「お

めでとう」を言葉が使われる状況や場面を考えて英語

に表現し，その理由について説明する姿が見られたか

らである（資料７）。 

 

 

 

 

 

 

 

【資料７ ＡＬＴに考えた英語を説明する姿】 

このことから，言葉科で目指す創造性の育成におい

て，日本語と英語を往還しながら，日本語を英語に表

現していく学習が有効であることが明らかになった。

一方で，このような気付きに至らなかった子供がい

た。それは，英語にしたい日本語に原因があったので

はないかという議論になった（資料８）。 
・おつかれさま ・お言葉に甘えて ・もったいない ・いただきます  
・微妙 ・お疲れ様 ・すみません 
・おめでとう ・いってきます 

【資料８ 本単元で取り扱った日本語一覧】 

これらはそれぞれに日本人の心が反映されている言

葉である。しかし，「子供たちが日本語と英語を行き来

しながら言葉を捉えていくためにはイメージが湧いた

り，親しみやすかったりする言葉を選択して学習を進め

ていく必要がある。」という意見があり，英語にしたい

日本の言葉について子供たちの生活経験に基づいた言

葉を選択する必要があることが明らかになった。 
さらに，日本語と英語を往還させる学びは言語を比

較しながら，学ぶ必然性がある。そのため，本単元の

子供の発言に「日本語は１つの言葉でも，思いや使わ

れる場面によって意味が変わる言葉である。」「意味

をそのまま翻訳しても伝わらない。」とあったように，

言葉そのものに対する自己の考え変容を実感してい

る省察性が発揮される。この学習を通して発揮される

省察性と創造性の関係を明らかにしていくことが今

後の方向性として明らかになった。 

５ カリキュラムの変更，更新 
今回の授業実践を通して，教科ルーブリックの創造性

や学習活動における，英語で表現する日本語の選択の視

点を明確にすることについて下に記す資料９のように

変更，更新すべきであると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

【資料９ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

○ 日本語と英語を往還した学習において，日本の言葉

を英語で考えることは，日本語を問い返し､言葉が使

われる場面や状況に応じて言葉を選択し説明する姿

は言葉の本質に迫る創造性が発揮されるため 

○ 言葉が運用される場面と文化的背景のつながりを自

覚しながら創造的に解決していくために，経験に基づ

いた言葉で話し合う活動を設定する必要があるため 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

言言葉葉科科実実践践事事例例  第第４４学学年年  フフォォーーカカスス学学習習「「英英語語ににししたたいい日日本本ののここととばば」」  

  指指導導者者      藤藤      大大  航航     

１ 目標  

◎ 英語にしたい日本語の意味，言葉が使われる場面や

状況を調べ，言葉の意図が伝わる英語表現を考えるこ

とができる。             （創造性） 
〇 グループの友達と日本語の意味や使用場面を考え

たり，ＡＬＴに英語で説明したりすることができる。                                 

（協働性） 
○ 日本語の意味や使用場面からＡＬＴに伝える英語

表現を考えることを通して，言葉の特性に気付き，言

葉を意識して使おうとする。      （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元では，英語にしてＡＬＴに知ってほしいと考え

る日本語について調べたり，翻訳したりする活動を通し

て，日本語に込められた意味や背景にある日本文化に気

付いたり，日頃使っている言葉への意識の向上を促した

りすることをねらいとしている。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

【資料１ モデレーションタイムの様子】 
 モデレーションタイムにおいて，議論されたのは，本

時で創造性を発揮している子供の姿は，日本語の言葉の

文化的な背景や，どのような場面や状況で使用されてい

るのかを考え，考えた英語表現について説明している姿

であるという議論になった（資料１）。具体的には，本

時展開において，日本語が使われる場面からそのときの

気持ちや思い，意味等を参考資料や辞書を用いながら日

本語の意味と使う場面についてインタビューした資料

を基に考えた英語表現を説明している姿である。そこで

創造性のルーブリックを以下のように設定した（表）。 
【表 モデレーションタイム後のルーブリック】 

 
 
 
 
 

 

３ 授業の実際 

本時の導入段階では，子供たちが各自, 取材や調べ学

習してきたことを整理した Google Jamboard を基に，本

時追究したい問いについて話し合った（資料２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【資料２ Jamboard を活用した問いづくり】 

 展開段階前半では，グループで言葉について調べてき

たことを基に，英語表現を追究していった。Ｃ２の発言

のように，日本語の解釈を広げて英語に訳していこうと

する姿が見られた（資料３）。 
 
 
 
 
 
 
 
【資料３ 日本語の解釈から英語表現を考える話合い】 

Ｃ２の発言のように，日本語の意味から英語を考えた

時に，その言葉が使用される場面を想起して，「おめで

とう」という言葉は 1 つの英語表現では表せないのでは

ないかということに気付き，展開後半段階では，考えた

英語がＡＬＴに伝えたい意味が伝わるか確かめようと

する姿が見られた。 
「もったいない」の英語の訳について考えたグループ

では，Google 翻訳で直訳しても意味が伝わる英語で表

現することはできないのではないかという問いをもっ

た。そこで，「もったいない」の言葉の意味の解釈を広

げて「恐れ多い」「無駄に使う」という意味から考えた

英語表現についてＡＬＴに質問した（資料４）。 
 
 
 
 
 

 

【資料４ 英語表現についてＡＬＴに質問する姿】 

 

 

英語表現への見通しをもつ姿 

「いってきます」の意味は， 
行って戻ってくるや，合図 
ということが分かったよ。 

１つの言葉に複数の意味があるから 

それぞれを訳したり，組み合わせたり

すれば伝わる日本語になるのかな。 

 

日本語を問い直して，「『もったいない』は，使う場面に 

よって意味が変わってくるから，いくつかの英語にできる。」と

発言している姿に創造性が発揮されているのでは。 

 

日本語も英語も言葉の意味は使われる状況や場面に 

依存するからこそ英訳する時に創造性が発揮されているのでは。 

目指す子供の姿の共有 

このことから，最初に考えていた「もったいない」を

「無駄に使う」という捉え方から，考えていた英語を，

「役に立たない」という際に使う“uselessly”と捉え直

し，「無駄に使う」を“waste”という英語で表現できる

ということに気付く姿が見られた（資料５）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

【資料５ ＡＬＴへの質問後のホワイトボード】 

また資料２のＣ２は，ＡＬＴに質問した後の学習プリ

ントに「おめでとう」が使われる場面を具体的にした４

つの英語で表現し，学習を振り返った（資料６）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【資料６ Ｃ２の学習プリントと振り返り】 

４ 授業整理会で明らかになったこと 
 授業整理会で，まず中心となったことは，資料２の

Ｃ２の発言である。その発言の価値について，「言葉

の意味からだけではなく，使用場面や状況から日本語

の言葉を問い直すことで，言葉が伝わるということへ

の創造性を発揮することができている。」という発言

があった。また資料４のホワイトボードの記述や資料

５の振り返りについても議論となった。それは，ＡＬ

Ｔとのやりとりを通して，資料５のＣ２のように「出

来事やシチュエーションを考えていくことで言葉を

深く知ることができる。」という気付きを基に，「お

めでとう」を言葉が使われる状況や場面を考えて英語

に表現し，その理由について説明する姿が見られたか

らである（資料７）。 

 

 

 

 

 

 

 

【資料７ ＡＬＴに考えた英語を説明する姿】 

このことから，言葉科で目指す創造性の育成におい

て，日本語と英語を往還しながら，日本語を英語に表

現していく学習が有効であることが明らかになった。

一方で，このような気付きに至らなかった子供がい

た。それは，英語にしたい日本語に原因があったので

はないかという議論になった（資料８）。 
・おつかれさま ・お言葉に甘えて ・もったいない ・いただきます  
・微妙 ・お疲れ様 ・すみません 
・おめでとう ・いってきます 

【資料８ 本単元で取り扱った日本語一覧】 

これらはそれぞれに日本人の心が反映されている言

葉である。しかし，「子供たちが日本語と英語を行き来

しながら言葉を捉えていくためにはイメージが湧いた

り，親しみやすかったりする言葉を選択して学習を進め

ていく必要がある。」という意見があり，英語にしたい

日本の言葉について子供たちの生活経験に基づいた言

葉を選択する必要があることが明らかになった。 
さらに，日本語と英語を往還させる学びは言語を比

較しながら，学ぶ必然性がある。そのため，本単元の

子供の発言に「日本語は１つの言葉でも，思いや使わ

れる場面によって意味が変わる言葉である。」「意味

をそのまま翻訳しても伝わらない。」とあったように，

言葉そのものに対する自己の考え変容を実感してい

る省察性が発揮される。この学習を通して発揮される

省察性と創造性の関係を明らかにしていくことが今

後の方向性として明らかになった。 

５ カリキュラムの変更，更新 
今回の授業実践を通して，教科ルーブリックの創造性

や学習活動における，英語で表現する日本語の選択の視

点を明確にすることについて下に記す資料９のように

変更，更新すべきであると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

【資料９ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

○ 日本語と英語を往還した学習において，日本の言葉

を英語で考えることは，日本語を問い返し､言葉が使

われる場面や状況に応じて言葉を選択し説明する姿

は言葉の本質に迫る創造性が発揮されるため 

○ 言葉が運用される場面と文化的背景のつながりを自

覚しながら創造的に解決していくために，経験に基づ

いた言葉で話し合う活動を設定する必要があるため 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

科科学学科科実実践践事事例例  第第５５学学年年  フフォォーーカカスス学学習習「「ビビーー玉玉ココーーススタターー」」  

指指導導者者      大大  橋橋  翔翔一一朗朗

１ 目標  

◎ 転がる対象の重さや転がす高さなどを変え，仮説を

基に条件を制御しながら動きや速さなどを調べるこ

とを通して，動くものにはエネルギーがあるという性

質，そのエネルギーを使って他のものを動かすという

働きについて理解することができる。  （創造性） 
○ 条件を変えたときのものの動きや距離などについ

ての事実を基にした解釈を交流したり，結論の妥当性

について吟味したりしながら，問題を科学的に解決す

ることができる。            （協働性） 
○ 問題解決を通して，動くものがもつエネルギーに対

する考えの変容や調べ方の高まりを実感しようとす

ることができる。            （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元「ビー玉コースター」は，動くものにはエネル

ギーがあるという性質，そのエネルギーを使って他のも

のを動かすという働きについて理解することができる

ことをねらいとしたフォーカス学習である。 
モデレーションタイムでは，使用する教材と事前実施 

アンケートの分析結果を資料として提示した（資料１）。 

【資料１ 児童の動く物の重さに対する捉え】 
また，このアンケート分析結果を基に設定をしていた

ルーブリックは以下の通りである（表）。 
【表 モデレーションタイム時のルーブリック】 

 モデレーションタイムにおいて，議論されたのは子供

が「重さや速さの違う物体がもつエネルギーをどのよう

に捉えていて，その概念が反映された具体的な言葉や行

動はどのようなものなのか」といったことであった。そ

れによって，単元構成において，球を衝突させる実験の

前に球のスタートの高さや重さを変える問題解決にお

いて，球の動きとループを通過できる関係について解釈

し，説明し合うといった活動を位置付けるという点で改

善することとした。また，本時展開において，簡易速度

計測器を２つ使用して計測するという説明を教師が行

うのではなく，子供が必要に応じて簡易速度計測器を含

めた実験器具を取りに行くといった点で改善すること

とした。また，ルーブリックについては，子供の説明の

言葉だけでなく，子供の行動も見取っていくように変更

した。具体的には，使用する簡易速度計測器を２つに増

やして衝突前の物体と衝突後の物体のスピードを測ろ

うとしている行動も捉えられるようにした。 

３ 授業の実際 

本時の導入段階では，球の重さを変えてもループを通

過することができなかったことと，前単元である「振り

子の規則性」において，おもりの重さと速さの関係を調

べるために斜面で重いおもりを転がした経験から，本時

に追究する問題について話し合った（資料２）。 
Ｔ１：前回までに明らかになったことは何でしたか。  
Ｃ１：高さを60cmにするとループクリアできるようになりました。 
Ｃ２：高さ 50cm でおもりを鉄にして挑戦したけれど，ループをクリアす

ることが完璧にはできませんでした。 
Ｔ２：今日，挑戦したいことは何でしたか。 
Ｃ３：鉄球とビー玉を衝突させて，ビー玉がループをクリアできるか。 
Ｃ４：振り子の学習でしたとおり，鉄球とビー玉は速さがあまり変わらな

かったが，鉄がぶつかる衝撃は強かった。だから，鉄を上から転がし
てビー玉にぶつければ，ループをクリアできるのではないかなと思い
ました。 

【資料２ 本時追究する問題についての話合い】 

Ｃ３の発言を基に「50ｃｍの高さから鉄球を転がして

ビー玉に当てることでループクリアできるのだろうか」

という問いについて，各班で追究した。鉄球が転がり始

める高さを変えて，ぶつかったビー玉がループを通過で

きるか実験した（資料３）。 

【資料３ 鉄球が転がり始める高さを変える実験】 

【資料４ 実験中の子供の発言や行動】 

実験中（８班） 
Ｃ５：先生，もう一つ速度を測る機械を貸してください。 
Ｔ３：何に使うの？ 
Ｃ６：もともと衝突前の鉄球の速さを測っていましたが，衝突した後のビ

ー玉の速度の違いを測ってみたいからです。 
Ｃ７：(簡易速度計測器を２つおいて実験をした後，)鉄球がビー玉にぶつ

かった後，とっても速くなっている。 
実験中（７班） 
Ｃ８：先生。見てください。(衝突する前の鉄球より衝突後のビー玉は)３

キロも速くなっています。 
Ｔ４：どうして速くなったのかな？ 
Ｃ９：例えば，もともとビー玉が３，鉄球が 10 のエネルギーをもってい

たとして，衝突によって 13 になってスピードが速くなったのだと
思います。 

Ｃ５，６の発言のように，ビー玉がループを通過する

ことができたのは，鉄球の衝突によるビー玉の加速であ

ると捉え，衝突する前の鉄球と衝突後のビー玉の速さの

差を，簡易速度計測器を用いて測定しようとする姿が見

られた。 
また，Ｃ９の発言のように，重さの違うビー玉と鉄球

のもつエネルギーの差を数字で表現し，鉄球からビー玉

へのエネルギーの移り変わりについて，身振り手振りや

文章を使って説明する姿が見られた（資料５）。 

【資料５ 実験による子供の気付き】 

本時場面のあとには，重さの差によるスピードの変化

をより詳しく調べるために軽いものを重いものにぶつ

けたり，重いもの同士ぶつけたりするなど，ぶつける組

み合わせを整理し，実験を行うことで重いものの方がも

のを動かす働きが大きいことを明らかにする姿が見ら

れた（資料６）。 

【資料６ 子供の発想による実験結果と考察】 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業整理会で，まず中心となったことは，資料４のＣ

９の発言である。これはルーブリックにおけるステージ

４の重さが違う物体がもつエネルギー差から現象を説

明する姿であると考える。その発言の価値について「物

の動きに対してエネルギーやパワーという言葉を使い，

重さの差によってそれが移るという発言も出ていた。子

供たちはその言葉にどのようなイメージをもっていた

のか」といった発言があった。そこから，衝突によって

動く速さが変わるという物の動きに対して，どのような

エネルギーの移り変わりのイメージをもっているのか

が議論となった。それに対して，「子供たちが様々な言

葉を使いすぎて，言葉に対する共通のイメージをつくれ

ていない」や「エネルギーと運動量の違いを教師がどの

ように捉えているのか」といった意見があり，本単元に

おける子供の使用する言葉やそれを支えている物の動

きに対してのイメージについて，見直す議論となった。 
次に議論となったのは，資料４のＣ５～７の子供たち

の追究の様子である。これは，ルーブリックにおけるス

テージ３の速さの変化を根拠に説明するためのデータ

を集めようとする姿であると考える。授業者はより誤差

の少ない実験結果を子供たちが得ることができるよう

にするために，同じ実験を全班に一律に行わせた。その

価値について「５年生で中心に発揮させたい創造性は何

なのか」といった発言があり，本時場面における発揮さ

せたい資質・能力について議論となった。それに対して，

「５年生の目標には条件制御の考え方が明記してある。

子供に発揮させる機会が足りなかったのではないか」や

「子供が問題の見いだしや問題を解決していく過程に

関する創造性を発揮しないといけないのではないか」と

いった意見があり，本単元で発揮させたい創造性につい

て，子供が自然事象に対してどのように関わる姿を目指

すのか見直す議論となった。 

５ カリキュラムの変更，更新 

今回の授業実践を通して，教科ルーブリックの創造性

や単元の配列，学習活動構成を資料７のように変更，更

新すべきであると考える（資料７）。 

【資料７ 実験による子供の気付き】 

その理由は以下の通りである。 

【目標や内容について】 

○ 自然事象を解釈する以上に，自ら問題を見いだし，

実験方法を立案することの方が，科学科において創

造性を発揮した姿であるため 

【単元の配列について】 

○ ものの動き方からエネルギー概念を構築していく２つ

の単元を連続で位置付けることで，「重いものがもつ

エネルギー」について，そのものの速さの変化に使用

されるのではなく，他のものに及ぼす働きに使用され

るという概念構築を行うことができるため 
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科科学学科科実実践践事事例例  第第５５学学年年  フフォォーーカカスス学学習習「「ビビーー玉玉ココーーススタターー」」  

指指導導者者      大大  橋橋  翔翔一一朗朗

１ 目標  

◎ 転がる対象の重さや転がす高さなどを変え，仮説を

基に条件を制御しながら動きや速さなどを調べるこ

とを通して，動くものにはエネルギーがあるという性

質，そのエネルギーを使って他のものを動かすという

働きについて理解することができる。  （創造性） 
○ 条件を変えたときのものの動きや距離などについ

ての事実を基にした解釈を交流したり，結論の妥当性

について吟味したりしながら，問題を科学的に解決す

ることができる。            （協働性） 
○ 問題解決を通して，動くものがもつエネルギーに対

する考えの変容や調べ方の高まりを実感しようとす

ることができる。            （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元「ビー玉コースター」は，動くものにはエネル

ギーがあるという性質，そのエネルギーを使って他のも

のを動かすという働きについて理解することができる

ことをねらいとしたフォーカス学習である。 
モデレーションタイムでは，使用する教材と事前実施 

アンケートの分析結果を資料として提示した（資料１）。 

【資料１ 児童の動く物の重さに対する捉え】 
また，このアンケート分析結果を基に設定をしていた

ルーブリックは以下の通りである（表）。 
【表 モデレーションタイム時のルーブリック】 

 モデレーションタイムにおいて，議論されたのは子供

が「重さや速さの違う物体がもつエネルギーをどのよう

に捉えていて，その概念が反映された具体的な言葉や行

動はどのようなものなのか」といったことであった。そ

れによって，単元構成において，球を衝突させる実験の

前に球のスタートの高さや重さを変える問題解決にお

いて，球の動きとループを通過できる関係について解釈

し，説明し合うといった活動を位置付けるという点で改

善することとした。また，本時展開において，簡易速度

計測器を２つ使用して計測するという説明を教師が行

うのではなく，子供が必要に応じて簡易速度計測器を含

めた実験器具を取りに行くといった点で改善すること

とした。また，ルーブリックについては，子供の説明の

言葉だけでなく，子供の行動も見取っていくように変更

した。具体的には，使用する簡易速度計測器を２つに増

やして衝突前の物体と衝突後の物体のスピードを測ろ

うとしている行動も捉えられるようにした。 

３ 授業の実際 

本時の導入段階では，球の重さを変えてもループを通

過することができなかったことと，前単元である「振り

子の規則性」において，おもりの重さと速さの関係を調

べるために斜面で重いおもりを転がした経験から，本時

に追究する問題について話し合った（資料２）。 
Ｔ１：前回までに明らかになったことは何でしたか。  
Ｃ１：高さを60cmにするとループクリアできるようになりました。 
Ｃ２：高さ 50cm でおもりを鉄にして挑戦したけれど，ループをクリアす

ることが完璧にはできませんでした。 
Ｔ２：今日，挑戦したいことは何でしたか。 
Ｃ３：鉄球とビー玉を衝突させて，ビー玉がループをクリアできるか。 
Ｃ４：振り子の学習でしたとおり，鉄球とビー玉は速さがあまり変わらな

かったが，鉄がぶつかる衝撃は強かった。だから，鉄を上から転がし
てビー玉にぶつければ，ループをクリアできるのではないかなと思い
ました。 

【資料２ 本時追究する問題についての話合い】 

Ｃ３の発言を基に「50ｃｍの高さから鉄球を転がして

ビー玉に当てることでループクリアできるのだろうか」

という問いについて，各班で追究した。鉄球が転がり始

める高さを変えて，ぶつかったビー玉がループを通過で

きるか実験した（資料３）。 

【資料３ 鉄球が転がり始める高さを変える実験】 

【資料４ 実験中の子供の発言や行動】 

実験中（８班） 
Ｃ５：先生，もう一つ速度を測る機械を貸してください。 
Ｔ３：何に使うの？ 
Ｃ６：もともと衝突前の鉄球の速さを測っていましたが，衝突した後のビ

ー玉の速度の違いを測ってみたいからです。 
Ｃ７：(簡易速度計測器を２つおいて実験をした後，)鉄球がビー玉にぶつ

かった後，とっても速くなっている。 
実験中（７班） 
Ｃ８：先生。見てください。(衝突する前の鉄球より衝突後のビー玉は)３

キロも速くなっています。 
Ｔ４：どうして速くなったのかな？ 
Ｃ９：例えば，もともとビー玉が３，鉄球が 10 のエネルギーをもってい

たとして，衝突によって 13 になってスピードが速くなったのだと
思います。 

Ｃ５，６の発言のように，ビー玉がループを通過する

ことができたのは，鉄球の衝突によるビー玉の加速であ

ると捉え，衝突する前の鉄球と衝突後のビー玉の速さの

差を，簡易速度計測器を用いて測定しようとする姿が見

られた。 
また，Ｃ９の発言のように，重さの違うビー玉と鉄球

のもつエネルギーの差を数字で表現し，鉄球からビー玉

へのエネルギーの移り変わりについて，身振り手振りや

文章を使って説明する姿が見られた（資料５）。 

【資料５ 実験による子供の気付き】 

本時場面のあとには，重さの差によるスピードの変化

をより詳しく調べるために軽いものを重いものにぶつ

けたり，重いもの同士ぶつけたりするなど，ぶつける組

み合わせを整理し，実験を行うことで重いものの方がも

のを動かす働きが大きいことを明らかにする姿が見ら

れた（資料６）。 

【資料６ 子供の発想による実験結果と考察】 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業整理会で，まず中心となったことは，資料４のＣ

９の発言である。これはルーブリックにおけるステージ

４の重さが違う物体がもつエネルギー差から現象を説

明する姿であると考える。その発言の価値について「物

の動きに対してエネルギーやパワーという言葉を使い，

重さの差によってそれが移るという発言も出ていた。子

供たちはその言葉にどのようなイメージをもっていた

のか」といった発言があった。そこから，衝突によって

動く速さが変わるという物の動きに対して，どのような

エネルギーの移り変わりのイメージをもっているのか

が議論となった。それに対して，「子供たちが様々な言

葉を使いすぎて，言葉に対する共通のイメージをつくれ

ていない」や「エネルギーと運動量の違いを教師がどの

ように捉えているのか」といった意見があり，本単元に

おける子供の使用する言葉やそれを支えている物の動

きに対してのイメージについて，見直す議論となった。 
次に議論となったのは，資料４のＣ５～７の子供たち

の追究の様子である。これは，ルーブリックにおけるス

テージ３の速さの変化を根拠に説明するためのデータ

を集めようとする姿であると考える。授業者はより誤差

の少ない実験結果を子供たちが得ることができるよう

にするために，同じ実験を全班に一律に行わせた。その

価値について「５年生で中心に発揮させたい創造性は何

なのか」といった発言があり，本時場面における発揮さ

せたい資質・能力について議論となった。それに対して，

「５年生の目標には条件制御の考え方が明記してある。

子供に発揮させる機会が足りなかったのではないか」や

「子供が問題の見いだしや問題を解決していく過程に

関する創造性を発揮しないといけないのではないか」と

いった意見があり，本単元で発揮させたい創造性につい

て，子供が自然事象に対してどのように関わる姿を目指

すのか見直す議論となった。 

５ カリキュラムの変更，更新 

今回の授業実践を通して，教科ルーブリックの創造性

や単元の配列，学習活動構成を資料７のように変更，更

新すべきであると考える（資料７）。 

【資料７ 実験による子供の気付き】 

その理由は以下の通りである。 

【目標や内容について】 

○ 自然事象を解釈する以上に，自ら問題を見いだし，

実験方法を立案することの方が，科学科において創

造性を発揮した姿であるため 

【単元の配列について】 

○ ものの動き方からエネルギー概念を構築していく２つ

の単元を連続で位置付けることで，「重いものがもつ

エネルギー」について，そのものの速さの変化に使用

されるのではなく，他のものに及ぼす働きに使用され

るという概念構築を行うことができるため 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

健健康康科科実実践践事事例例  第第５５学学年年  フフォォーーカカスス学学習習「「ママッットト運運動動ででママイイメメロロデディィーーをを奏奏ででよようう」」  

指指導導者者      新新  田田        聖聖     

１ 目標  

◎ マット運動の楽しさを味わうための動きの要点を捉

えたり課題解決の仕方を工夫したりして，自己の能力

に適した回転系や巧技系の組合せ技を緩急をつけたな

めらかな流れで行うことができる。   （創造性） 

○ 仲間と互いの目標像を共有し，技の努力点を焦点化

したり，動きの見合い方を工夫したりして協働して組

合せ技をつくることができる。     （協働性） 

○ 自分や仲間の組合せ技の高まり，効果を自覚した解

決方法を捉え，自分の運動への関わり方を更新するこ

とができる。             （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元「マット運動でマイメロディーを奏でよう」は，

一人一人が自分の実態に応じたマット運動の組合せ技

をつくっていく過程において，自分が思い描いた緩急を

つけた流れ（マイメロディー）を追究して，運動の楽し

さを広げることをねらいとしたフォーカス学習である。

特に育成したい創造性として，技の習得の際に必要とな

る動きの要点を捉えたり，課題解決の仕方を工夫したり

して，自身で納得のいくマイメロディーをつくることを

目標に掲げている。 
モデレーションタイムでは，いくつかの技を組み合わ

せてつくるマイメロディーのモデルとして，授業者が作

成した技の大きさや速さをオノマトペで表現したもの

をアンカー作品として提示した（資料１）。 

 
【資料１ 授業者が作成したアンカー作品】 

このアンカー作品と共に健康科の教科ルーブリック

を基に設定した単元ルーブリック（創造性）は以下の通

りである（表）。 
【表 最初に作成したルーブリック】 

 

 モデレーションタイムにおいて，議論の中心となった

のは，健康科ルーブリックの自分の変容（動き）におけ

る「できる頻度を高めたことをどう見取るのか」につい

てであった。その見取りについては，判断基準が難しい

という意見があり，本単元におけるルーブリックを再検

討する必要性を感じた。そこで，まずはマイメロディー

をつくる過程において，チームの仲間とともに，技の大

きさや速さを検討し，試行を繰り返すことができたこと

を評価するようにした。加えて，試行の結果，自分の思

い描いた動きができるようになった場合は，動きの高ま

りとして評価できることとした（資料２）。また，マイ

メロディーをチームで追究する過程を可視化する必要

があることも議論となり，メロディーを声に出して，イ

メージを十分に共有しながら動きを高めていくよう学

び方を改善することとした。 

【資料２ モデレーションタイムを受けての改善点】 

３ 授業の実際 
本時の導入段階では，単元導入で提示したモデル動画

から抽出したマイメロディーの視点である「単技の美し

さ」「メリハリのあるなめらかさ」を改めて板書で提示

し，ゴール像である自分の奏でたいメロディーに迫るた

めの自分の課題を話し合った（資料３）。 

【資料３ 本時追究する課題についての話合い】 

これらの課題を基に，チームで課題を共有して，動き

の追究をしていった。マイメロディーは，単元を通して

更新していくものとして位置付け，チームで互いのメロ

ディーに対して助言し合いながら活動を行った。その上

で，展開段階では，動きを撮影しながら課題をより具体

化するとともに，単技を美しくしたり，組合せ技をより

なめらかにしたりして，追究活動を行った（資料４）。 

Ｔ ：自分の奏でたいメロディーに迫るために，現時点でどの

ような課題がありますか。 

Ｃ１：私は，マイメロディーの中に，どうしても伸膝後転を入

れたいけれど，まだ立つところができていないので，今

日はそこを練習したいです。 

Ｃ２：私は，頭はね起きを入れたくて，ふわふわマットではで

きるけれど，平らなマットでは，ときどき倒れてしまう

ので，いつも立てるようにしたいです。 

【資料４ 展開段階における追究の様子】 

 まず，チームで動きを見合い，撮影し合った。その中

で，Ａ児の思い描いたメロディーを奏でるために，頭は

ね起きを美しくしていくことが必要であるということ

を明確にする姿が見られた（資料５）。 

【資料５ Ａ児の課題を具体化する姿】 

その後，チームで共有したマイメロディーの実現を意

識して，Ａ児の課題である頭はね起きの技の獲得に向け

て，ゴム紐の場を選んで練習した。その際，Ａ児の動き

に合うように，Ｂ児も一緒にゴム紐の場を操作しつつ，

「ブリッジのように」という動きのこつを見いだしなが

ら，追究を繰り返す姿が見られた（写真）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

【写真 ゴム紐の場を選んで練習する姿】 

このように，Ａ児とＢ児は，マイメロディーの完成を

イメージしながら，追究活動を繰り返した。Ａ児は，学

習の終末段階で，資料６のように感想を綴った。 

 

 

 

 

 

【資料６ Ａ児の振り返り】 

４ 授業整理会で明らかになったこと 
授業整理会で，まず中心となったことは，本フォーカ

ス学習の核となるマイメロディーについてであった。授

業者は資料５のチームでの活動の様子を目指していた

姿として提示した。整理会の中で，その活動の価値につ

いて「子供がマイメロディーを必要としていた場面はあ

ったのか」や「メロディーがあるから技が習得できるの

か，技を習得できたから子供はメロディーを感じるの

か」といったマイメロディーに関する議論がなされた。

その中で，マイメロディーは，子供の興味関心に合わせ

て動きを高めるためのものではなく，マイメロディーが

あることで，動きの高まりを目指すことができるような

動きに看破したフォーカス学習に変更していく必要性

が明らかになった。また，健康科の教科ルーブリックに

ついても，議論となった。教科ルーブリックの「自分の

変容（動き）」の中に，チームの仲間と共に追究するこ

とが前提となっていたからである。自分自身が思い描い

たメロディーに近付くように，チームで試行することを

評価の対象とするのではなく，マイメロディーの実現に

向けて，自身が動きを見つめ，動きを変容させているこ

とを評価する必要があることが明らかになった。 
この議論を受け，健康科で主として目指す創造性を育

成していく上で，協働性は必要であるが，「動きの変容」

に関する項立ての中には，自身の動きの追究に特化した

内容に整理することとした。 
このように，整理会において，フォーカス学習として

のマイメロディーの価値と本単元としての位置付け，教

科ルーブリックにおける内容項目の整理が課題として

明らかになった。 

５ カリキュラムの変更，更新 
 

 

 

 

 

 
 

【資料７ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

今回の授業実践を通して，健康科におけるカリキュラ

ムを資料７のように変更，更新すべきであると考える。 

その理由は以下の通りである。 

○ 本教材は，ゴール像を明確にし，興味関心を高め

ることに留まらず，動きを看破するためのフォー

カス学習とする必要があるため 

○ 健康科において，協働性については，創造性を発

揮する上で必要なものであるが，「自分の変容（動

き）」に関しては，動きの変容を見取るため内容の

本質を評価するため 
 

マイメロディーに向かって，チームの友達に，課題に合った場を

一緒に選んでもらったり，アドバイスをしてもらったりして，教え

合いながら練習ができた。メロディーはよくなったけれど，まだい

つもできるまでにはいかなかった。でも，「ブリッチをする感じで」

というこつはつかめたので，次は絶対できるようになりたい。 

Ａ児 

Ｂ児 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

健健康康科科実実践践事事例例  第第５５学学年年  フフォォーーカカスス学学習習「「ママッットト運運動動ででママイイメメロロデディィーーをを奏奏ででよようう」」  

指指導導者者      新新  田田        聖聖     

１ 目標  

◎ マット運動の楽しさを味わうための動きの要点を捉

えたり課題解決の仕方を工夫したりして，自己の能力

に適した回転系や巧技系の組合せ技を緩急をつけたな

めらかな流れで行うことができる。   （創造性） 

○ 仲間と互いの目標像を共有し，技の努力点を焦点化

したり，動きの見合い方を工夫したりして協働して組

合せ技をつくることができる。     （協働性） 

○ 自分や仲間の組合せ技の高まり，効果を自覚した解

決方法を捉え，自分の運動への関わり方を更新するこ

とができる。             （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元「マット運動でマイメロディーを奏でよう」は，

一人一人が自分の実態に応じたマット運動の組合せ技

をつくっていく過程において，自分が思い描いた緩急を

つけた流れ（マイメロディー）を追究して，運動の楽し

さを広げることをねらいとしたフォーカス学習である。

特に育成したい創造性として，技の習得の際に必要とな

る動きの要点を捉えたり，課題解決の仕方を工夫したり

して，自身で納得のいくマイメロディーをつくることを

目標に掲げている。 
モデレーションタイムでは，いくつかの技を組み合わ

せてつくるマイメロディーのモデルとして，授業者が作

成した技の大きさや速さをオノマトペで表現したもの

をアンカー作品として提示した（資料１）。 

 
【資料１ 授業者が作成したアンカー作品】 

このアンカー作品と共に健康科の教科ルーブリック

を基に設定した単元ルーブリック（創造性）は以下の通

りである（表）。 
【表 最初に作成したルーブリック】 

 

 モデレーションタイムにおいて，議論の中心となった

のは，健康科ルーブリックの自分の変容（動き）におけ

る「できる頻度を高めたことをどう見取るのか」につい

てであった。その見取りについては，判断基準が難しい

という意見があり，本単元におけるルーブリックを再検

討する必要性を感じた。そこで，まずはマイメロディー

をつくる過程において，チームの仲間とともに，技の大

きさや速さを検討し，試行を繰り返すことができたこと

を評価するようにした。加えて，試行の結果，自分の思

い描いた動きができるようになった場合は，動きの高ま

りとして評価できることとした（資料２）。また，マイ

メロディーをチームで追究する過程を可視化する必要

があることも議論となり，メロディーを声に出して，イ

メージを十分に共有しながら動きを高めていくよう学

び方を改善することとした。 

【資料２ モデレーションタイムを受けての改善点】 

３ 授業の実際 
本時の導入段階では，単元導入で提示したモデル動画

から抽出したマイメロディーの視点である「単技の美し

さ」「メリハリのあるなめらかさ」を改めて板書で提示

し，ゴール像である自分の奏でたいメロディーに迫るた

めの自分の課題を話し合った（資料３）。 

【資料３ 本時追究する課題についての話合い】 

これらの課題を基に，チームで課題を共有して，動き

の追究をしていった。マイメロディーは，単元を通して

更新していくものとして位置付け，チームで互いのメロ

ディーに対して助言し合いながら活動を行った。その上

で，展開段階では，動きを撮影しながら課題をより具体

化するとともに，単技を美しくしたり，組合せ技をより

なめらかにしたりして，追究活動を行った（資料４）。 

Ｔ ：自分の奏でたいメロディーに迫るために，現時点でどの

ような課題がありますか。 

Ｃ１：私は，マイメロディーの中に，どうしても伸膝後転を入

れたいけれど，まだ立つところができていないので，今

日はそこを練習したいです。 

Ｃ２：私は，頭はね起きを入れたくて，ふわふわマットではで

きるけれど，平らなマットでは，ときどき倒れてしまう

ので，いつも立てるようにしたいです。 

【資料４ 展開段階における追究の様子】 

 まず，チームで動きを見合い，撮影し合った。その中

で，Ａ児の思い描いたメロディーを奏でるために，頭は

ね起きを美しくしていくことが必要であるということ

を明確にする姿が見られた（資料５）。 

【資料５ Ａ児の課題を具体化する姿】 

その後，チームで共有したマイメロディーの実現を意

識して，Ａ児の課題である頭はね起きの技の獲得に向け

て，ゴム紐の場を選んで練習した。その際，Ａ児の動き

に合うように，Ｂ児も一緒にゴム紐の場を操作しつつ，

「ブリッジのように」という動きのこつを見いだしなが

ら，追究を繰り返す姿が見られた（写真）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

【写真 ゴム紐の場を選んで練習する姿】 

このように，Ａ児とＢ児は，マイメロディーの完成を

イメージしながら，追究活動を繰り返した。Ａ児は，学

習の終末段階で，資料６のように感想を綴った。 

 

 

 

 

 

【資料６ Ａ児の振り返り】 

４ 授業整理会で明らかになったこと 
授業整理会で，まず中心となったことは，本フォーカ

ス学習の核となるマイメロディーについてであった。授

業者は資料５のチームでの活動の様子を目指していた

姿として提示した。整理会の中で，その活動の価値につ

いて「子供がマイメロディーを必要としていた場面はあ

ったのか」や「メロディーがあるから技が習得できるの

か，技を習得できたから子供はメロディーを感じるの

か」といったマイメロディーに関する議論がなされた。

その中で，マイメロディーは，子供の興味関心に合わせ

て動きを高めるためのものではなく，マイメロディーが

あることで，動きの高まりを目指すことができるような

動きに看破したフォーカス学習に変更していく必要性

が明らかになった。また，健康科の教科ルーブリックに

ついても，議論となった。教科ルーブリックの「自分の

変容（動き）」の中に，チームの仲間と共に追究するこ

とが前提となっていたからである。自分自身が思い描い

たメロディーに近付くように，チームで試行することを

評価の対象とするのではなく，マイメロディーの実現に

向けて，自身が動きを見つめ，動きを変容させているこ

とを評価する必要があることが明らかになった。 
この議論を受け，健康科で主として目指す創造性を育

成していく上で，協働性は必要であるが，「動きの変容」

に関する項立ての中には，自身の動きの追究に特化した

内容に整理することとした。 
このように，整理会において，フォーカス学習として

のマイメロディーの価値と本単元としての位置付け，教

科ルーブリックにおける内容項目の整理が課題として

明らかになった。 

５ カリキュラムの変更，更新 
 

 

 

 

 

 
 

【資料７ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

今回の授業実践を通して，健康科におけるカリキュラ

ムを資料７のように変更，更新すべきであると考える。 

その理由は以下の通りである。 

○ 本教材は，ゴール像を明確にし，興味関心を高め

ることに留まらず，動きを看破するためのフォー

カス学習とする必要があるため 

○ 健康科において，協働性については，創造性を発

揮する上で必要なものであるが，「自分の変容（動

き）」に関しては，動きの変容を見取るため内容の

本質を評価するため 
 

マイメロディーに向かって，チームの友達に，課題に合った場を

一緒に選んでもらったり，アドバイスをしてもらったりして，教え

合いながら練習ができた。メロディーはよくなったけれど，まだい

つもできるまでにはいかなかった。でも，「ブリッチをする感じで」

というこつはつかめたので，次は絶対できるようになりたい。 

Ａ児 

Ｂ児 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

人人間間科科実実践践事事例例  第第６６学学年年  テテーーママ学学習習「「わわたたししたたちちがが残残ししたたいいもものの」」  

指指導導者者      小小  島島    恵恵  太太     

１ 目標  

○ 自分たちの力でよりよい学校生活をつくるために課

題を解決する過程で，自分に何ができるのかという考

えをつくり出すことができる。     （創造性） 
○ 学校文化をつくってきた人たちやこれからそれを

担う人たちのことを考えながら，自分ができることを

友達と協力し働きかけようとする。   （協働性） 
◎ よりよい学校生活をつくるために実践したことを

振り返り，よりよい社会をつくっていくための自己の

生き方をつくろうとする。       （省察性） 

２ 学年での基準合わせを基にしたテーマ学習の設定 

４月当初に，「１年後，どのような姿になっていきた

いか」という子供たちの願いを集めた。子供たちからは，

「附属小のリーダーとして，下級生にあこがれられる存

在になりたい」など，学校をつくる担い手としての考え

が多く見られた。このような子供たちの考えを基に，教

師間において，学校教育目標である「未来社会を創造す

る子供の育成」とつないで，「よりよい学校や社会の担

い手として主体的に行動する」という学年テーマを設定

し，学年の教師間でどのような姿を目指すのかについて

話し合った（資料１）。 

 
【資料１ 学年テーマの話合いに使ったシート】 

また，子供たちが学年テーマの具体の姿について話し

合い，自分たちが目指す姿の共有を行った（資料２）。 

 
【資料２ 教師子供間による目指す姿の共有】 

具体的には，「担い手」「主体的」「行動」の３つの

キーワードから，それぞれどのような姿なのかについて

話し合い，具体化を図った。その中で，「学校」と「社

会」の２つの言葉に着目し，質の違いについての意見が

出た。そこから，「学校」と「社会」の関係について「社

会の中に学校があると思うから，まずは，学校の担い手

として主体的に行動するということを目指した学習が

したい」という発言から，後期前半に行うテーマ学習の

内容を決定することとした。 
 さらに，学年テーマの実現に向けた中心の問いを設定

するために，どのような資料や情報が必要かを子供たち

に問い，「学校の中心として活躍している人の話を聞き

たい」「生徒会の人たちの話を聞きたい」などという意

見が多く挙がった。 
そこで，中学校，高等学校で活躍する生徒会長からの

インタビュー映像を子供たちに提示し，中心の問いを設

定した。さらに，中心の問いを解決するために，どのよ

うな問いを解決する必要があるのかについて話し合っ

た。その中で，「これらの問いは，人間科の学習だけで

は解決できない。社会科や芸術科，言葉科の学習が必要

だ。」という子供の意見が挙がった（資料３）。 

 
【資料３ 中心の問いの設定と学習の見通し】 

３ 授業の実際 

本時では，中心の問い「わたしたちが残したいものは

何か」に対する応えについて話し合った。事前に子供た

ちが社会科，芸術科，言葉科で追究していきたことを基

に見いだした応えを，司会グループが集約し，資料とし

て提示しながら，それを基にして，学級全体の応えにつ

いて話し合った（資料４）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
【資料４ 司会グループが整理した全体の考え】 

 まず，個々の考えとして多く挙がっていた「行事」や

「藤棚」の理由について出し合った。その中で，「行事

や藤棚を残していきたいです。社会科の学習で，文化は，

時代によって価値が変化していくから消えたり形を変

えたりしていくとあったけど，長く続いている行事は，

それだけ大事にされてきたから残っているのだと思う

からです。」など，社会科や芸術科，言葉科での学びを

生かしながら，理由を説明する子供の姿が見られた。 

 次に，話合いを進める中で，今出ている意見が「形を

変えずに受け継いだもの」と「わたしたちがつくってき

たもの」の２つに分類できるという意見があった。そこ

で，以下のような話合いが行われた（資料５）。 

【資料５ 別の視点を見いだすきっかけとなった話合い 】 

このように，Ｃ１やＣ２の発言を受けて，受け継ぐ側の

視点から問いの応えを見いだす姿が見られた。そこで，

高等学校の生徒会長が任期を終えた後のインタビュー

動画を提示した（資料６）。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【資料６ 提示したインタビュー動画】 

映像を提示した際，受け継ぐ側の視点に立った生徒会長

の発言に共感する児童の姿が見られた。その後，資料７

のような話合いが行われた（資料７）。 
Ｔ ：何を残すかについては，「受け継ぐ側」が決めるのであれ

ば，わたしたちはどうしたらよいのでしょうか。 

Ｃ１：６年生だけで決められることって少ないと思うけど，

伝統を残していく上で，「思い」は残り続けると思うか

ら，そのものを伝統にしていくのではなくて，「思い」

を受け継ぐのではないかなと思います。 

Ｃ２：思いって形にしないと下学年の人たちに伝わらないと

思う。そうなったときに，委員会活動であったり，チャ

レンジだったりが５年生とかに伝わると思うので，やっ

ぱり形にしていかないといけないっていうことが大事

だと思う。 

Ｃ３：僕は，６年生が新しい学校文化をつくっていこうと一

年間やってきたけど，精一杯やった結果だったと思う。

その６年生の姿を見て，今後５年生たちが，自分たちで

新しい学校文化をつくっていってほしいです。 

このように，何を引き継いでいくのかは，これからを担

う人が決めるという考えを取り入れた上で，それでもわ

たしたちの思いは残していくべきだと，自分たちがすべ

きことを見いだす子供の姿が見られた。 

４ 授業整理会で明らかになったこと 
授業整理会で，まず中心となったことは，資料６のＣ

２やＣ３の発言についてであった（資料７）。その発言

の価値について「自分たちの視点から受け継ぐ側の視点

に変えて，問いの応えを見直した上で，自分がすべきこ

とまで明らかにしようとすることができている。」とい

うように解釈できるという意見があった。これは，教科

ルーブリックの「批判的思考・メタ認知」が具体的な姿

になっていないのではないかという議論となった。さら

に，このＣ２の発言に対しては，「子供たちは，中心の

問いの解決の先にある，具体的な実践活動について決め

たいと思っているのではないのか。」という意見があっ

た。また，「授業者が省察性を育てるということに固執

しているのではないか。」という意見もあり，本テーマ

学習における単元構成，活動構成について実践活動を構

想する場面が必要ではないかという議論となった。 
次に議論となったのは，中心の問い「わたしたちは何

を残していくべきなのか」について話し合っている子供

たちの様子についてである。これについては，「本時，

どのような目的意識や課題意識をもって子供たちが話

し合っているのかが，明確ではないように感じる。」と

いう意見があった。また，「子供たちの中で，中心の問

いについては各教科の学びの中で既に解決しており，問

いは発展しており，『わたしたちが残したい思いは何

か？』などになっているのではないか。」という意見も

あり，本テーマ学習における単元構成，活動構成につい

て見直す議論となった。 

５ カリキュラムの変更，更新 
今回の授業実践を通して，教科ルーブリックの省察性

や単元構成，活動構成を資料８のように変更，更新すべ

きであると考える（資料８）。 

 

 

 

 

 

 

【資料８ 本実践を通してカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

司会：全体の意見を分類すると，「形を変えずにそのまま受け継

いできたもの」と「わたしたちがつくりだしてきたもの」と

があります。どちらを大切にしていくべきだと思いますか。 

Ｃ１： どちらでもなくて，それを決めるのは，自分たちでは

なくて５年生だと思います。自分たち６年生がこれがよ

いと決め，それが受け継がれていくというのは，新しい

学校文化をつくるということにはならないと思います。 

Ｃ２： わたしも同じ考えで，これから受け継ぐ５年生に考え

てもらうことがよいのではないかと思います。 

司会：それでは，わたしたち６年生が何を残すのかを決める

のではなく，下の学年の人たちの意見を聞いていく必要

があるという話合いのまとめでよいですか？ 

全体：はい。 

○ 「批判的思考・メタ認知」の具体の姿を明確にするこ

とで，省察性を育成するための教師の支援や手立て

（視点を変えて思考を促すこと）が明らかとなるため 

○ 単元構成の中に，子供の問いの解決に結び付く実

践活動を設定することで，その経験を基にした追究が

可能になり，さらなる省察性の育成につながるため 
【資料７ 何を残していくのかについての話合い】 
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社会科  
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人人間間科科実実践践事事例例  第第６６学学年年  テテーーママ学学習習「「わわたたししたたちちがが残残ししたたいいもものの」」  

指指導導者者      小小  島島    恵恵  太太     

１ 目標  

○ 自分たちの力でよりよい学校生活をつくるために課

題を解決する過程で，自分に何ができるのかという考

えをつくり出すことができる。     （創造性） 
○ 学校文化をつくってきた人たちやこれからそれを

担う人たちのことを考えながら，自分ができることを

友達と協力し働きかけようとする。   （協働性） 
◎ よりよい学校生活をつくるために実践したことを

振り返り，よりよい社会をつくっていくための自己の

生き方をつくろうとする。       （省察性） 

２ 学年での基準合わせを基にしたテーマ学習の設定 

４月当初に，「１年後，どのような姿になっていきた

いか」という子供たちの願いを集めた。子供たちからは，

「附属小のリーダーとして，下級生にあこがれられる存

在になりたい」など，学校をつくる担い手としての考え

が多く見られた。このような子供たちの考えを基に，教

師間において，学校教育目標である「未来社会を創造す

る子供の育成」とつないで，「よりよい学校や社会の担

い手として主体的に行動する」という学年テーマを設定

し，学年の教師間でどのような姿を目指すのかについて

話し合った（資料１）。 

 
【資料１ 学年テーマの話合いに使ったシート】 

また，子供たちが学年テーマの具体の姿について話し

合い，自分たちが目指す姿の共有を行った（資料２）。 

 
【資料２ 教師子供間による目指す姿の共有】 

具体的には，「担い手」「主体的」「行動」の３つの

キーワードから，それぞれどのような姿なのかについて

話し合い，具体化を図った。その中で，「学校」と「社

会」の２つの言葉に着目し，質の違いについての意見が

出た。そこから，「学校」と「社会」の関係について「社

会の中に学校があると思うから，まずは，学校の担い手

として主体的に行動するということを目指した学習が

したい」という発言から，後期前半に行うテーマ学習の

内容を決定することとした。 
 さらに，学年テーマの実現に向けた中心の問いを設定

するために，どのような資料や情報が必要かを子供たち

に問い，「学校の中心として活躍している人の話を聞き

たい」「生徒会の人たちの話を聞きたい」などという意

見が多く挙がった。 
そこで，中学校，高等学校で活躍する生徒会長からの

インタビュー映像を子供たちに提示し，中心の問いを設

定した。さらに，中心の問いを解決するために，どのよ

うな問いを解決する必要があるのかについて話し合っ

た。その中で，「これらの問いは，人間科の学習だけで

は解決できない。社会科や芸術科，言葉科の学習が必要

だ。」という子供の意見が挙がった（資料３）。 

 
【資料３ 中心の問いの設定と学習の見通し】 

３ 授業の実際 

本時では，中心の問い「わたしたちが残したいものは

何か」に対する応えについて話し合った。事前に子供た

ちが社会科，芸術科，言葉科で追究していきたことを基

に見いだした応えを，司会グループが集約し，資料とし

て提示しながら，それを基にして，学級全体の応えにつ

いて話し合った（資料４）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
【資料４ 司会グループが整理した全体の考え】 

 まず，個々の考えとして多く挙がっていた「行事」や

「藤棚」の理由について出し合った。その中で，「行事

や藤棚を残していきたいです。社会科の学習で，文化は，

時代によって価値が変化していくから消えたり形を変

えたりしていくとあったけど，長く続いている行事は，

それだけ大事にされてきたから残っているのだと思う

からです。」など，社会科や芸術科，言葉科での学びを

生かしながら，理由を説明する子供の姿が見られた。 

 次に，話合いを進める中で，今出ている意見が「形を

変えずに受け継いだもの」と「わたしたちがつくってき

たもの」の２つに分類できるという意見があった。そこ

で，以下のような話合いが行われた（資料５）。 

【資料５ 別の視点を見いだすきっかけとなった話合い 】 

このように，Ｃ１やＣ２の発言を受けて，受け継ぐ側の

視点から問いの応えを見いだす姿が見られた。そこで，

高等学校の生徒会長が任期を終えた後のインタビュー

動画を提示した（資料６）。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【資料６ 提示したインタビュー動画】 

映像を提示した際，受け継ぐ側の視点に立った生徒会長

の発言に共感する児童の姿が見られた。その後，資料７

のような話合いが行われた（資料７）。 
Ｔ ：何を残すかについては，「受け継ぐ側」が決めるのであれ

ば，わたしたちはどうしたらよいのでしょうか。 

Ｃ１：６年生だけで決められることって少ないと思うけど，

伝統を残していく上で，「思い」は残り続けると思うか

ら，そのものを伝統にしていくのではなくて，「思い」

を受け継ぐのではないかなと思います。 

Ｃ２：思いって形にしないと下学年の人たちに伝わらないと

思う。そうなったときに，委員会活動であったり，チャ

レンジだったりが５年生とかに伝わると思うので，やっ

ぱり形にしていかないといけないっていうことが大事

だと思う。 

Ｃ３：僕は，６年生が新しい学校文化をつくっていこうと一

年間やってきたけど，精一杯やった結果だったと思う。

その６年生の姿を見て，今後５年生たちが，自分たちで

新しい学校文化をつくっていってほしいです。 

このように，何を引き継いでいくのかは，これからを担

う人が決めるという考えを取り入れた上で，それでもわ

たしたちの思いは残していくべきだと，自分たちがすべ

きことを見いだす子供の姿が見られた。 

４ 授業整理会で明らかになったこと 
授業整理会で，まず中心となったことは，資料６のＣ

２やＣ３の発言についてであった（資料７）。その発言

の価値について「自分たちの視点から受け継ぐ側の視点

に変えて，問いの応えを見直した上で，自分がすべきこ

とまで明らかにしようとすることができている。」とい

うように解釈できるという意見があった。これは，教科

ルーブリックの「批判的思考・メタ認知」が具体的な姿

になっていないのではないかという議論となった。さら

に，このＣ２の発言に対しては，「子供たちは，中心の

問いの解決の先にある，具体的な実践活動について決め

たいと思っているのではないのか。」という意見があっ

た。また，「授業者が省察性を育てるということに固執

しているのではないか。」という意見もあり，本テーマ

学習における単元構成，活動構成について実践活動を構

想する場面が必要ではないかという議論となった。 
次に議論となったのは，中心の問い「わたしたちは何

を残していくべきなのか」について話し合っている子供

たちの様子についてである。これについては，「本時，

どのような目的意識や課題意識をもって子供たちが話

し合っているのかが，明確ではないように感じる。」と

いう意見があった。また，「子供たちの中で，中心の問

いについては各教科の学びの中で既に解決しており，問

いは発展しており，『わたしたちが残したい思いは何

か？』などになっているのではないか。」という意見も

あり，本テーマ学習における単元構成，活動構成につい

て見直す議論となった。 

５ カリキュラムの変更，更新 
今回の授業実践を通して，教科ルーブリックの省察性

や単元構成，活動構成を資料８のように変更，更新すべ

きであると考える（資料８）。 

 

 

 

 

 

 

【資料８ 本実践を通してカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

司会：全体の意見を分類すると，「形を変えずにそのまま受け継

いできたもの」と「わたしたちがつくりだしてきたもの」と

があります。どちらを大切にしていくべきだと思いますか。 

Ｃ１： どちらでもなくて，それを決めるのは，自分たちでは

なくて５年生だと思います。自分たち６年生がこれがよ

いと決め，それが受け継がれていくというのは，新しい

学校文化をつくるということにはならないと思います。 

Ｃ２： わたしも同じ考えで，これから受け継ぐ５年生に考え

てもらうことがよいのではないかと思います。 

司会：それでは，わたしたち６年生が何を残すのかを決める

のではなく，下の学年の人たちの意見を聞いていく必要

があるという話合いのまとめでよいですか？ 

全体：はい。 

○ 「批判的思考・メタ認知」の具体の姿を明確にするこ

とで，省察性を育成するための教師の支援や手立て

（視点を変えて思考を促すこと）が明らかとなるため 

○ 単元構成の中に，子供の問いの解決に結び付く実

践活動を設定することで，その経験を基にした追究が

可能になり，さらなる省察性の育成につながるため 
【資料７ 何を残していくのかについての話合い】 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

言言葉葉科科実実践践事事例例  第第６６学学年年  リリレレーーシショョンン学学習習「「心心をを動動かかすすププレレゼゼンンテテーーシショョンン」」  

指指導導者者      大大  村村  拓拓  也也     

１ 目標  

◎ 「まちづくり」プランについて，自分の考えの説得

力を高めるために事例を配列し，提案を効果的に伝え

る話し方を捉えることができる。    （創造性） 
○ 相手の理解度やニーズに応じて，話す順序や話し方

を変えることができる。        （協働性） 
○ プレゼンテーションによって心を動かす言葉の力に

ついて自分の考えの変容を自覚できる。 （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元「心を動かすプレゼンテーション」は，社会科

「提案しよう！未来へつながるまちづくり」とのリレー

ション学習である。社会科において福岡市の Smart East

を探究している過程で生まれた「行政の方の心を動かす

伝え方とは何か」という問いを基に，社会科と言葉科を

往還しながら，持続可能性に着眼しながら未来のまちづ

くりをプレゼンテーションで提案していく。主に言葉科

では，TED スピーチをモデルに「構成」と「話し方」の

伝達の論理に着眼し，相手のニーズ，メリット，理解の

状況や興味・関心を捉えながら話すという聞き手意識を

見いだすことができることを目標とした。 
モデレーションタイムにおいて，前時までに子供たち

が作成したプレゼンテーションの構成メモと昨年度の

カリキュラムにおけるプレゼンテーション動画を話し

方のアンカー作品として提示した（資料１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【資料１ 授業者が作成したアンカー作品】 

このアンカー作品と共に言葉科の教科ルーブリック

における創造性を具体化して設定した単元ルーブリッ

クは以下の通りである（表）。 

【表 提示した単元ルーブリック】 

 

 

 

 

 

 

 モデレーションタイムにおいて，議論の中心となった

のは，「創り出す」における「聞き手意識の高まり」に

ついてであった。特に，創造性を発揮する子供の姿とし

て，「視線や間の取り方に気を付けてプレゼンテーショ

ンする姿」や「相互評価のアドバイスを話し方の改善に

生かす姿」があるだろうということを共有することがで

きた。そこで，本時の学習活動展開段階前段においてプ

レゼンテーションを相互評価する活動では，話し方の観

点を可視化することにした。具体的には，「心を動かす

プレゼン評価メーター」を作成し，聞き手の意識を話し

手と共有できるようにし，聞き手意識の高まりを自ら捉

えることができるような計画に改善した（資料２）。 
 
 
 
 
 
 
 

 

【資料２ 作成したプレゼン評価メーターの一部】 

３ 授業の実際 

本時の導入段階では，資料１で示した構成を基に AI

スピーカーの音声と TED スピーカーによる話し方の実

演を比較提示し，どのような話し方を追究していきたい

かを話し合った（資料３）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【資料３ TED スピーカーの実演を基にした気付き】 

この気付きを基に，プレゼンテーションを相互評価

し，心を動かす話し方とは何かについて追究をしていっ

た。その際，聞き手視点で提案についての話し方の効果

を自覚することができるようにするために，心を動かす

評価メーターを活用し，①声の大小や間の取り方，②ジ

ェスチャーや視線，③ユーモアやキラーフレーズの３観

点で数値化し，収集した情報をグラフにして一人一人に

その結果を提示した（資料４）。 
 
 
 
 
 
 

【資料４ 心を動かす評価メーターの活用】 
展開段階後半では，相互評価を通して気付いた自分の

試みている話し方と聞き手が捉えた感じ方を基に，「心

を動かす話し方とはどのような話し方か」という中心の

問いについて話し合った（資料５）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【資料５ 心を動かす話し方についての話合い】 

 Ｃ２やＣ３の発言に見られるように，子供は，「ユー

モアを使って聞き手を巻き込みながら話すことで，伝え

たいことが伝わる」，さらに「心を引き寄せる話し方に

よって行動変容につながるプレゼンテーションになる

こと」に気付く姿が見られた。 
これらの気付きを基に撮影した行政の方に向けた提

案のプレゼンテーション動画の中では，聞き手意識を高

めながら，ユーモアや間，声の大小，繰り返しなど話し

方のポイントを駆使する姿が見られた（資料６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料６ 聞き手意識を捉えてプレゼンをする子供】 
学習の振り返りとして最終的にＡ児は「自分がどう話

したいかではなく，聞いてくれる人にどう伝わるかがプ

レゼンにおいて大切」と発言した。 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業整理会で，まず中心となったことは，本時展開後

段におけるＣ３の発言である。整理会の中で，その発言

の価値について「ユーモアを使って聞き手を巻き込みな

がら話す聞き手意識の高まりを捉えていること」や「プ

レゼンテーションの実演の中で活用している話し方の

実際とこれらの発言がつながっている。」といった言葉

科の創造性の価値についての発言があった。具体的に

は，ステージ４からステージ５に上がろうとする子供た

ちの話し方についてである。協議の中ではさらに，「話

し手の実演の様子と聞き手の感じ方のずれに気付く姿

も言葉科の創造性といえるのではないか。」といった意

見があり，表１で示した単元ルーブリックの創造性につ

いて見直す議論となった。 
次に議論となったのは，展開前段から後段にかけて活

用していた評価メーターである。整理会の中では，「聞

き手意識の高まりが，プレゼンテーションの伝わり方の

改善につながるのか」について子供の姿を基に議論し

た。「ユーモアによって聞き手を引き込みながら話した

い」と発言していたＡ児が，同じグループのＢ児の「視

線や間の取り方で主張したいことが伝えた方がよい」と

いうアドバイスを受けた場面に，聞き手意識が芽生える

瞬間があったという意見があがった。 
このように聞き手意識を高め，自分の話し方を洗練し

ていく姿は，言葉科における創造性そのものであり，ま

た他者意識を自分の考えに生かす協働性とも関係して

いることが明らかになった。 

５ カリキュラムの変更，更新 
今回の授業実践を通して，教科ルーブリックの創造性

や学習活動の場の設定を資料７のように変更，更新すべ

きであると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料７ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

○ ユーモアや間の取り方など，聞き手意識への気付き

という協働性が，話し方における伝達の論理を捉える

言葉科の本質に迫る創造性となり得るため 

○ 相互評価の相手が提案相手である行政の方である

状況をつくることで，心を動かすという必然性を高めた

プレゼンテーションにつながるため 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

言言葉葉科科実実践践事事例例  第第６６学学年年  リリレレーーシショョンン学学習習「「心心をを動動かかすすププレレゼゼンンテテーーシショョンン」」  

指指導導者者      大大  村村  拓拓  也也     

１ 目標  

◎ 「まちづくり」プランについて，自分の考えの説得

力を高めるために事例を配列し，提案を効果的に伝え

る話し方を捉えることができる。    （創造性） 
○ 相手の理解度やニーズに応じて，話す順序や話し方

を変えることができる。        （協働性） 
○ プレゼンテーションによって心を動かす言葉の力に

ついて自分の考えの変容を自覚できる。 （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元「心を動かすプレゼンテーション」は，社会科

「提案しよう！未来へつながるまちづくり」とのリレー

ション学習である。社会科において福岡市の Smart East

を探究している過程で生まれた「行政の方の心を動かす

伝え方とは何か」という問いを基に，社会科と言葉科を

往還しながら，持続可能性に着眼しながら未来のまちづ

くりをプレゼンテーションで提案していく。主に言葉科

では，TED スピーチをモデルに「構成」と「話し方」の

伝達の論理に着眼し，相手のニーズ，メリット，理解の

状況や興味・関心を捉えながら話すという聞き手意識を

見いだすことができることを目標とした。 
モデレーションタイムにおいて，前時までに子供たち

が作成したプレゼンテーションの構成メモと昨年度の

カリキュラムにおけるプレゼンテーション動画を話し

方のアンカー作品として提示した（資料１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【資料１ 授業者が作成したアンカー作品】 

このアンカー作品と共に言葉科の教科ルーブリック

における創造性を具体化して設定した単元ルーブリッ

クは以下の通りである（表）。 

【表 提示した単元ルーブリック】 

 

 

 

 

 

 

 モデレーションタイムにおいて，議論の中心となった

のは，「創り出す」における「聞き手意識の高まり」に

ついてであった。特に，創造性を発揮する子供の姿とし

て，「視線や間の取り方に気を付けてプレゼンテーショ

ンする姿」や「相互評価のアドバイスを話し方の改善に

生かす姿」があるだろうということを共有することがで

きた。そこで，本時の学習活動展開段階前段においてプ

レゼンテーションを相互評価する活動では，話し方の観

点を可視化することにした。具体的には，「心を動かす

プレゼン評価メーター」を作成し，聞き手の意識を話し

手と共有できるようにし，聞き手意識の高まりを自ら捉

えることができるような計画に改善した（資料２）。 
 
 
 
 
 
 
 

 

【資料２ 作成したプレゼン評価メーターの一部】 

３ 授業の実際 

本時の導入段階では，資料１で示した構成を基に AI

スピーカーの音声と TED スピーカーによる話し方の実

演を比較提示し，どのような話し方を追究していきたい

かを話し合った（資料３）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【資料３ TED スピーカーの実演を基にした気付き】 

この気付きを基に，プレゼンテーションを相互評価

し，心を動かす話し方とは何かについて追究をしていっ

た。その際，聞き手視点で提案についての話し方の効果

を自覚することができるようにするために，心を動かす

評価メーターを活用し，①声の大小や間の取り方，②ジ

ェスチャーや視線，③ユーモアやキラーフレーズの３観

点で数値化し，収集した情報をグラフにして一人一人に

その結果を提示した（資料４）。 
 
 
 
 
 
 

【資料４ 心を動かす評価メーターの活用】 
展開段階後半では，相互評価を通して気付いた自分の

試みている話し方と聞き手が捉えた感じ方を基に，「心

を動かす話し方とはどのような話し方か」という中心の

問いについて話し合った（資料５）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【資料５ 心を動かす話し方についての話合い】 

 Ｃ２やＣ３の発言に見られるように，子供は，「ユー

モアを使って聞き手を巻き込みながら話すことで，伝え

たいことが伝わる」，さらに「心を引き寄せる話し方に

よって行動変容につながるプレゼンテーションになる

こと」に気付く姿が見られた。 
これらの気付きを基に撮影した行政の方に向けた提

案のプレゼンテーション動画の中では，聞き手意識を高

めながら，ユーモアや間，声の大小，繰り返しなど話し

方のポイントを駆使する姿が見られた（資料６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料６ 聞き手意識を捉えてプレゼンをする子供】 
学習の振り返りとして最終的にＡ児は「自分がどう話

したいかではなく，聞いてくれる人にどう伝わるかがプ

レゼンにおいて大切」と発言した。 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業整理会で，まず中心となったことは，本時展開後

段におけるＣ３の発言である。整理会の中で，その発言

の価値について「ユーモアを使って聞き手を巻き込みな

がら話す聞き手意識の高まりを捉えていること」や「プ

レゼンテーションの実演の中で活用している話し方の

実際とこれらの発言がつながっている。」といった言葉

科の創造性の価値についての発言があった。具体的に

は，ステージ４からステージ５に上がろうとする子供た

ちの話し方についてである。協議の中ではさらに，「話

し手の実演の様子と聞き手の感じ方のずれに気付く姿

も言葉科の創造性といえるのではないか。」といった意

見があり，表１で示した単元ルーブリックの創造性につ

いて見直す議論となった。 
次に議論となったのは，展開前段から後段にかけて活

用していた評価メーターである。整理会の中では，「聞

き手意識の高まりが，プレゼンテーションの伝わり方の

改善につながるのか」について子供の姿を基に議論し

た。「ユーモアによって聞き手を引き込みながら話した

い」と発言していたＡ児が，同じグループのＢ児の「視

線や間の取り方で主張したいことが伝えた方がよい」と

いうアドバイスを受けた場面に，聞き手意識が芽生える

瞬間があったという意見があがった。 
このように聞き手意識を高め，自分の話し方を洗練し

ていく姿は，言葉科における創造性そのものであり，ま

た他者意識を自分の考えに生かす協働性とも関係して

いることが明らかになった。 

５ カリキュラムの変更，更新 
今回の授業実践を通して，教科ルーブリックの創造性

や学習活動の場の設定を資料７のように変更，更新すべ

きであると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料７ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

○ ユーモアや間の取り方など，聞き手意識への気付き

という協働性が，話し方における伝達の論理を捉える

言葉科の本質に迫る創造性となり得るため 

○ 相互評価の相手が提案相手である行政の方である

状況をつくることで，心を動かすという必然性を高めた

プレゼンテーションにつながるため 
 

― 107 ―

実
践
事
例



社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

数数学学科科実実践践事事例例  第第６６学学年年  リリレレーーシショョンン学学習習「「文文様様のの美美ししささののひひみみつつににせせままろろうう」」  

指指導導者者      西西  島島  大大  祐祐     

１ 目標  

◎ 形を構成する要素に着目し，対称性という観点から

文様や既習の図形を見直し，その性質を捉えて美しさ

や形の特徴を見いだすことができる。  （創造性） 
○ 文様にひそむ美しさに迫るために，他者と課題を共

有して，考えを聞いたり，自分の考えを伝えたりしな

がら問題を解決することができる。   （協働性） 
○ 自分の思考過程を振り返り，新たな問いを見いだし

たり，既習の知識と関連付けて解決方法のよさを実感

したりすることができる。       （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元「文様の美しさのひみつにせまろう」は，テー

マ学習「わたしたちが残したいもの」において伝統や文

化を探究している過程で生まれた「美しい形にはどのよ

うなひみつがあるのか」という問いを基に，芸術科と数

学科のそれぞれから，日本の文化にある「美」を捉える

ことをねらいとしたリレーション学習である。主に数学

科では，「美しい文様はどのような形の特徴があるのだ

ろう」という問いを基に，対称性という観点から文様や

既習の図形を見直し，その性質を捉えて美しさを見いだ

すことができることを目標とした。 
モデレーションタイムでは，前時までに芸術科の学習

において折り紙を用いて作った文様を基に，授業者が作

成したホワイトボードをアンカー作品として提示した

（資料１）。 

 
【資料１ 授業者が作成したアンカー作品】 

このアンカー作品と共に数学科の教科ルーブリック

における創造性を具体化して設定した単元ルーブリッ

クは以下の通りである（表）。 
【表 モデレーションタイムで提示したルーブリック】 

 モデレーションタイムにおいて，議論の中心となった

のは，論理的思考における「場面の発展」や「妥当性の

確かめ」についてであった。特に，「場面を発展させて

考察」することについては，授業者が「６回折りのとき

にはどのようになるでしょう。」などの発問から学習活

動として設定してしまうと，子供自身の創造性が発揮さ

れたとは言えないのではないかという意見があり，本時

における活動構成を再検討する必要を感じた。そこで，

本時の展開後段において場面を発展させて，できあがる

形の特徴について話し合う場面では，授業者から発展を

促すような発問は行わずに，子供の発言や学習中の行動

からそれを全体で共有していくという計画に改善した。

また，子供が作成した多くの文様を全て提示すると，例

えば「３回折りのときは点対称にもなるのではないか」

といった妥当性の検討が難しくなるのではないかとい

う意見から，共通して提示する文様を以下の 10 種類に

改善することとした（資料２）。 

【資料２ モデレーションタイム後に改善した文様】 

３ 授業の実際 

本時の導入段階では，資料２で示した文様を１回折り

から順に提示し，どのような問いを基に追究していきた

いかを話し合った（資料３）。 

【資料３ 本時追究する問いについての話合い】 

これらの問いを基に個やグループで追究をしていっ

た。展開段階後半では，追究して気付いたことやさらに

生まれてきた問いについて話し合った（資料３）。 
Ｔ ：追究をしてどのようなことが見つかりましたか。 

Ｃ３：何回折りの何回というのが偶数

のときに，線対称と点対称にな

るということが分かりました。

なぜ奇数回折ったところが点

対称にならないのかというこ

とを調べると，図形の中に線対

称が２つあり，それぞれの形が

違ったので点対称にはならないということが分かりま

した（右図を基に説明）。 

Ｔ ：芸術の学習で見つけたいろいろな文様を基にどのような

問いで追究していきたいですか。 

Ｃ１：１つ折りや２つ折りは，対称の軸と関係するのか。 

Ｃ２：折ったときの角度や対称の軸との関係についてです。 

Ｃ４：「360÷折っている回数」でまわしたら同じ図形にな

るということに気付きました。例えば，２回折りで

は 360÷２＝180 だから 180 度まわして同じ図形に

なるので点対称となります。３回折りも 120 度回す

と同じ図形になるのでこの式が成り立つのではない

かなと思います。 

【資料４ 見いだした形の特徴についての話合い】 

 Ｃ３の発言のように，折りの回数と形の特徴に帰納的

に気付き，それについて図を基に説明したり，Ｃ４の発

言のように回転する角度と図形の特徴を関係付けなが

ら説明したりする姿が見られた（写真）。 

【写真 角度の視点から説明する子供】 

また，最初は「３回折りだから線対称」と捉えていた

Ａ児は同じグループのＢ児の「この文様（３回折り）は

点対称にも見えるのではない？」という発言から，実際

に紙を折ってみたり，対応する部分の長さを測ってみた

りすることで繰り返し考察する姿が見られた（資料５）。 

【資料５ Ａ児のグループのホワイトボード】 

 このように，本時見いだした規則性や問いを基に次時

はその妥当性を検討する活動を設定した。このことで，

紙を折って再度線対称と点対称の違いを調べてみたり，

１回折りから順に対称の軸の本数や形の特徴を表や図

に表現したりして，その理由を数学的に説明する姿が見

られた（資料６）。 

【資料６ 次時に妥当性を検討したＡ児のノート】 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業整理会で，まず中心となったことは，資料４のＣ

３の発言である。その発言の価値について「折りの回数

が偶数や奇数のときの形の特徴に帰納的に気付き，それ

がなぜであるかについて説明することができている。」

や「芸術の時間に重ねて折った折り方と関連付けること

で対称性の説明につながっている。」といった芸術科と

のリレーション学習としての価値について発言があっ

た。また，Ｃ４の発言についても，議論となった。それ

は，角度という視点に着目して何度回転するかというこ

とと，点対称や線対称という形の特徴とを関係付けて捉

えようとしていることが，中学校以降の数学における

「回転対称」の概念につながる気付きであると解釈した

からである。このＣ４の発言に対しては，「規則性を見

いだそうという姿は確かに帰納的に考える姿であるが，

一般化をめざし新たな問いを設定している姿と言える

のではないか。」といった意見があり，表１で示した単

元ルーブリックにおける創造性について見直す議論と

なった。次に議論となったのは，数学科における協働性

についてである。特に，資料５で示した，Ａ児がＢ児の

発言をきっかけに，繰り返し考察していった場面が話題

になった。このように，他者と共に対象に働きかけ，自

分の考えを洗練していく姿は数学科における協働性と

言えるのではないかという議論になった。つまり，数学

科で主として目指す創造性の育成において，個の追究に

加えて他の気付きを受け入れ，取り込む協働性の発揮が

効果的であることが明らかになった。 

５ カリキュラムの変更，更新 
今回の授業実践を通して，教科ルーブリックの創造性

や学習活動の場の設定を資料７のように変更，更新すべ

きであると考える（資料７）。 

【資料７ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

○ 場面を発展させたりその妥当性を検討したりするだ

けでなく，規則性に気付き一般化を目指した問いを見

いだす姿も数学の本質に迫る創造性となり得るため 

○ 問いを出し合い，それを協働的に解決していくために

自己追究や集団追究などの活動の場の設定や形態

は自由度を上げていく必要があるため 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

数数学学科科実実践践事事例例  第第６６学学年年  リリレレーーシショョンン学学習習「「文文様様のの美美ししささののひひみみつつににせせままろろうう」」  

指指導導者者      西西  島島  大大  祐祐     

１ 目標  

◎ 形を構成する要素に着目し，対称性という観点から

文様や既習の図形を見直し，その性質を捉えて美しさ

や形の特徴を見いだすことができる。  （創造性） 
○ 文様にひそむ美しさに迫るために，他者と課題を共

有して，考えを聞いたり，自分の考えを伝えたりしな

がら問題を解決することができる。   （協働性） 
○ 自分の思考過程を振り返り，新たな問いを見いだし

たり，既習の知識と関連付けて解決方法のよさを実感

したりすることができる。       （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元「文様の美しさのひみつにせまろう」は，テー

マ学習「わたしたちが残したいもの」において伝統や文

化を探究している過程で生まれた「美しい形にはどのよ

うなひみつがあるのか」という問いを基に，芸術科と数

学科のそれぞれから，日本の文化にある「美」を捉える

ことをねらいとしたリレーション学習である。主に数学

科では，「美しい文様はどのような形の特徴があるのだ

ろう」という問いを基に，対称性という観点から文様や

既習の図形を見直し，その性質を捉えて美しさを見いだ

すことができることを目標とした。 
モデレーションタイムでは，前時までに芸術科の学習

において折り紙を用いて作った文様を基に，授業者が作

成したホワイトボードをアンカー作品として提示した

（資料１）。 

 
【資料１ 授業者が作成したアンカー作品】 

このアンカー作品と共に数学科の教科ルーブリック

における創造性を具体化して設定した単元ルーブリッ

クは以下の通りである（表）。 
【表 モデレーションタイムで提示したルーブリック】 

 モデレーションタイムにおいて，議論の中心となった

のは，論理的思考における「場面の発展」や「妥当性の

確かめ」についてであった。特に，「場面を発展させて

考察」することについては，授業者が「６回折りのとき

にはどのようになるでしょう。」などの発問から学習活

動として設定してしまうと，子供自身の創造性が発揮さ

れたとは言えないのではないかという意見があり，本時

における活動構成を再検討する必要を感じた。そこで，

本時の展開後段において場面を発展させて，できあがる

形の特徴について話し合う場面では，授業者から発展を

促すような発問は行わずに，子供の発言や学習中の行動

からそれを全体で共有していくという計画に改善した。

また，子供が作成した多くの文様を全て提示すると，例

えば「３回折りのときは点対称にもなるのではないか」

といった妥当性の検討が難しくなるのではないかとい

う意見から，共通して提示する文様を以下の 10 種類に

改善することとした（資料２）。 

【資料２ モデレーションタイム後に改善した文様】 

３ 授業の実際 

本時の導入段階では，資料２で示した文様を１回折り

から順に提示し，どのような問いを基に追究していきた

いかを話し合った（資料３）。 

【資料３ 本時追究する問いについての話合い】 

これらの問いを基に個やグループで追究をしていっ

た。展開段階後半では，追究して気付いたことやさらに

生まれてきた問いについて話し合った（資料３）。 
Ｔ ：追究をしてどのようなことが見つかりましたか。 

Ｃ３：何回折りの何回というのが偶数

のときに，線対称と点対称にな

るということが分かりました。

なぜ奇数回折ったところが点

対称にならないのかというこ

とを調べると，図形の中に線対

称が２つあり，それぞれの形が

違ったので点対称にはならないということが分かりま

した（右図を基に説明）。 

Ｔ ：芸術の学習で見つけたいろいろな文様を基にどのような

問いで追究していきたいですか。 

Ｃ１：１つ折りや２つ折りは，対称の軸と関係するのか。 

Ｃ２：折ったときの角度や対称の軸との関係についてです。 

Ｃ４：「360÷折っている回数」でまわしたら同じ図形にな

るということに気付きました。例えば，２回折りで

は 360÷２＝180 だから 180 度まわして同じ図形に

なるので点対称となります。３回折りも 120 度回す

と同じ図形になるのでこの式が成り立つのではない

かなと思います。 

【資料４ 見いだした形の特徴についての話合い】 

 Ｃ３の発言のように，折りの回数と形の特徴に帰納的

に気付き，それについて図を基に説明したり，Ｃ４の発

言のように回転する角度と図形の特徴を関係付けなが

ら説明したりする姿が見られた（写真）。 

【写真 角度の視点から説明する子供】 

また，最初は「３回折りだから線対称」と捉えていた

Ａ児は同じグループのＢ児の「この文様（３回折り）は

点対称にも見えるのではない？」という発言から，実際

に紙を折ってみたり，対応する部分の長さを測ってみた

りすることで繰り返し考察する姿が見られた（資料５）。 

【資料５ Ａ児のグループのホワイトボード】 

 このように，本時見いだした規則性や問いを基に次時

はその妥当性を検討する活動を設定した。このことで，

紙を折って再度線対称と点対称の違いを調べてみたり，

１回折りから順に対称の軸の本数や形の特徴を表や図

に表現したりして，その理由を数学的に説明する姿が見

られた（資料６）。 

【資料６ 次時に妥当性を検討したＡ児のノート】 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業整理会で，まず中心となったことは，資料４のＣ

３の発言である。その発言の価値について「折りの回数

が偶数や奇数のときの形の特徴に帰納的に気付き，それ

がなぜであるかについて説明することができている。」

や「芸術の時間に重ねて折った折り方と関連付けること

で対称性の説明につながっている。」といった芸術科と

のリレーション学習としての価値について発言があっ

た。また，Ｃ４の発言についても，議論となった。それ

は，角度という視点に着目して何度回転するかというこ

とと，点対称や線対称という形の特徴とを関係付けて捉

えようとしていることが，中学校以降の数学における

「回転対称」の概念につながる気付きであると解釈した

からである。このＣ４の発言に対しては，「規則性を見

いだそうという姿は確かに帰納的に考える姿であるが，

一般化をめざし新たな問いを設定している姿と言える

のではないか。」といった意見があり，表１で示した単

元ルーブリックにおける創造性について見直す議論と

なった。次に議論となったのは，数学科における協働性

についてである。特に，資料５で示した，Ａ児がＢ児の

発言をきっかけに，繰り返し考察していった場面が話題

になった。このように，他者と共に対象に働きかけ，自

分の考えを洗練していく姿は数学科における協働性と

言えるのではないかという議論になった。つまり，数学

科で主として目指す創造性の育成において，個の追究に

加えて他の気付きを受け入れ，取り込む協働性の発揮が

効果的であることが明らかになった。 

５ カリキュラムの変更，更新 
今回の授業実践を通して，教科ルーブリックの創造性

や学習活動の場の設定を資料７のように変更，更新すべ

きであると考える（資料７）。 

【資料７ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

○ 場面を発展させたりその妥当性を検討したりするだ

けでなく，規則性に気付き一般化を目指した問いを見

いだす姿も数学の本質に迫る創造性となり得るため 

○ 問いを出し合い，それを協働的に解決していくために

自己追究や集団追究などの活動の場の設定や形態

は自由度を上げていく必要があるため 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

 

健健康康科科実実践践事事例例  第第６６学学年年    フフォォーーカカスス学学習習「「食食でで全全力力！！脳脳力力アアッッププ」」フフォォーーカカスス学学習習  

指指導導者者      永永  松松  聖聖  子子   

１ 目標  

◎ 脳のパフォーマンスを向上させる効果のある栄養素

やそれらが含まれている食材を捉え，栄養バランスの

取れた献立を考えることができる。   （創造性） 
○ 脳のパフォーマンスを向上させることができるよう

な食事の内容について話し合い，献立をよりよいもの

にしようとすることができる。     （協働性） 
○ 健康的な食生活の１つに脳のパフォーマンスを上げ

るような食事があることに気付き，自分の食生活をよ

りよくするために学んだことを生かして実践しようと

することができる。          （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元「食で全力！脳力アップ！」は，脳によい食

事について追究活動を行うことで，健康的な食生活の

１つに脳の働きをよくするものがあることに気付き，

これからの食生活に生かそうとすることをねらいとし

たフォーカス学習である。本単元は一昨年，第５学年

において実践を行った。しかし，目標や内容，系統性

を再考したところ，第６学年での学習が望ましいと判

断し，本年度第６学年にて実践を行っている。そのた

め，モデレーションタイムでは，一昨年度の５年生児

童が作成した給食の献立の内容を基に，以下の作品を

アンカー作品として提示した（資料１）。 

【資料１ モデレーションタイムで提示したアンカー作品】 
このアンカー作品と共に健康科の教科ルーブリック

における創造性を具体化して設定した単元ルーブリッ

クは以下の通りである（表１）。 
【表１ モデレーションタイム前のルーブリック】 

 ⾃分の変容 
（実践知） 

周囲との関わりの変容 
（ひと） 

周囲との関わりの変容
（もの・こと） 

３ 豊かな⾷⽣活を形成する
ために，脳の働きを向上
させる⾷材を使って給⾷
の献⽴を考え，栄養バラ
ンスの取れた⾷事の⼤切
さを実感的に理解するこ
とができる。 

栄養教諭や友達の意⾒を取
り⼊れたり，⾃分の意⾒を
伝えたりしながら，学校の
みんなの脳⼒がアップする
ような栄養バランスの取れ
た給⾷の献⽴を考えようと
することができる。 

給⾷の献⽴を作成する際
には様々なポイントがあ
ることや，献⽴を構成する
要素を満たすことで栄養
バランスの取れた⾷事の
内容になることを⾒いだ
すことができる。 

２ 脳のパフォーマンスを向
上させるような⾷材を使
った⾷事の内容を考える
ことができる。 

学校のみんなのために，脳
⼒がアップする給⾷の献⽴
を考えようとすることがで
きる。 

給⾷の献⽴を作成する際
には，アレルギーなど，様
々なポイントがあること
を⾒いだすことができる。 

 モデレーションタイムにおいて，議論の中心となった

のは，健康科の食領域における創造性が最も育成される

場面はどのような場面なのか，またそのためにはどのよ

うな活動の設定が効果的なのかということについてで

あった。特に，健康科の創造性が育成される場面につい

ては，給食の献立を作成する際にどこまで条件を設定す

るのかで，子供たちが見いだす課題が変わってくるので

はないかという意見があり，本時における活動構成につ

いて，再検討する必要性があると感じた。そこで，本時

の学習活動１において，給食の献立を作成する際に，脳

によい食事の内容と給食として出すことができるよう

な献立を考えることができるように，「脳力アップ」と

「実現可能性」の２つの視点から考えていくように計画

を改善した。また，モデレーションタイムを受けて，単

元全体のルーブリックから活動ごとのルーブリックへ

と以下のように変更した（表２）。 
【表２ モデレーションタイム後の活動ルーブリック】 

３ 授業の実際 

本時の導入段階では，表２で示した活動ルーブリック

を子供たちに提示し，共有した上で，本時の学習で目指

す姿について話し合った（資料２）。 

【資料２ 本時学習のルーブリックについての話合い】 

展開段階前半では，タブレットを活用しながらこれま

で調べてきたことを基に，各グループで給食の献立を作

成していった（写真）。 

【写真 給食献立作成の様子】 

Ｔ ：ルーブリックを確認します。３のよいになるには，どの

ようなことを目指していけばよいですか。 

Ｃ１：ブレインフードを使って給食の献立を考えることです。 

Ｃ２：コストや実際につくる手間，アレルギー，栄養バランス

なども考えて，実現可能性のある給食の献立を考えるこ

とです。 

社会科  
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展開段階後半では，各グループが作成した献立を全体

交流し，共通点について話し合った（資料３）。 
Ｔ ：どのような給食の献立を考えましたか。 

Ｃ３：主食は玄米にしました。でも，玄米は今まで給食に出た

ことがないと山中先生に聞いたので，だめなときは今ま

で出たことがあるもち麦玄米でもよいようにしました。 

Ｃ４：おかずは鮭のみそ煮です。魚にはＤＨＡがたくさん含ま

れていて，味付けは迷ったけど大豆が含まれるみそ煮に

しました。ひじきも昨日の給食みたいに大豆を入れて，

大豆を多くとれるようにしています。汁物は豆乳スープ

で，脳によいブロッコリーも入れます。デザートはチョ

コプリンにして，アレルギー対応できるものにします。 

Ｃ５：工夫したところはチョコレートや大豆，玄米などのブレ

インフードを使ったことと，アレルギー食品をなるべく

減らしたことです。 

Ｔ ：各グループの考えた給食の献立の内容にはどのような共

通点がありますか。 

Ｃ６：バランスよく栄養素を取り入れているところです。 

【資料３ 各班の献立についての話し合い】 

 C３や C４の発言のように，脳力アップの視点では，

脳の働きをよくする栄養素を含んだ大豆や魚などの食

材を使って，給食の献立を考えていた。実現可能性の視

点では，給食として出せない場合の代替案やいつも給食

に出るおかずを取り入れ，アレルギー食材も使わないよ

うにして，献立を作成する姿が見られた。各班が作成し

た献立の共通点についての話し合いでは，C３の発言の

ように栄養バランスについて着目した発言が見られた。 
 終末段階では，ルーブリックを活用して自己評価を行

い，本時の学習で学んだことを振り返った（資料４）。 

【資料４ Ａ児の自己評価と振り返り】 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業者は資料３のＣ３やＣ４の発言を，目指していた

姿として提示した。整理会の中で，その発言の価値につ

いて「脳力アップや実現可能性の２つの視点から給食の

献立を考えることができている。」や「脳によい食事に

ついて考えることは子供の文脈に沿っていた。」「今回

の課題は子供がエンドレスで考えることができるもの

であった。」といった健康科のフォーカス学習としての

価値についての発言があった。また，Ｃ６の発言につい

ても，議論となった。それは，各班の献立の共通点につ

いて見いだすことはできているが，本時において単元ル

ーブリックにある実感的な理解までできていなかった

からである。このＣ３の発言に対しては，「本時で実感

的な理解まで促すことは難しかったのではないか。」と

いった意見があり，単元構成や活動構成について実感的

理解をどこに位置付けるのか見直す議論となった。 
次に議論となったのは，展開前半における１班のホワ

イトボードである（資料５）。モデレーションタイムで

も議論となったように，献立作成の条件の設定に関して

は，脳力アップと実現可能性の２つの視点を提示しただ

けで，他は何も行わなかった。整理会の中では，あえて

条件を設けなかったことや，給食の献立を話し合う子供

の姿について議論となった。この班では，子供たちが自

分のもっている知識や経験をもち寄りながら献立を作

成していた。この姿から，「協働性や省察性が発揮され

ながら創造性が育成されているのではないか。」といっ

た意見があり，健康科の食領域における創造性の育成や

３つの資質・能力について議論となった。 

【資料５ １班の作成した献立】 

５ カリキュラムの変更，更新 
今回の授業実践を通して，教科ルーブリックの創造性

に関わる実感的理解を目指す場面や学習活動の場の設

定を資料６のように変更，更新すべきであると考える

（資料６）。 

【資料６ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

○ 健康的な食生活に対する実感的な理解を促すため

に，単元の終末において，その価値について考える活

動を設定するため 

○ 協働性や省察性を発揮しながら創造性を育成するた

めに，他の班の献立を見て回る活動を設定するため 
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健健康康科科実実践践事事例例  第第６６学学年年    フフォォーーカカスス学学習習「「食食でで全全力力！！脳脳力力アアッッププ」」フフォォーーカカスス学学習習  

指指導導者者      永永  松松  聖聖  子子   

１ 目標  

◎ 脳のパフォーマンスを向上させる効果のある栄養素

やそれらが含まれている食材を捉え，栄養バランスの

取れた献立を考えることができる。   （創造性） 
○ 脳のパフォーマンスを向上させることができるよう

な食事の内容について話し合い，献立をよりよいもの

にしようとすることができる。     （協働性） 
○ 健康的な食生活の１つに脳のパフォーマンスを上げ

るような食事があることに気付き，自分の食生活をよ

りよくするために学んだことを生かして実践しようと

することができる。          （省察性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元「食で全力！脳力アップ！」は，脳によい食

事について追究活動を行うことで，健康的な食生活の

１つに脳の働きをよくするものがあることに気付き，

これからの食生活に生かそうとすることをねらいとし

たフォーカス学習である。本単元は一昨年，第５学年

において実践を行った。しかし，目標や内容，系統性

を再考したところ，第６学年での学習が望ましいと判

断し，本年度第６学年にて実践を行っている。そのた

め，モデレーションタイムでは，一昨年度の５年生児

童が作成した給食の献立の内容を基に，以下の作品を

アンカー作品として提示した（資料１）。 

【資料１ モデレーションタイムで提示したアンカー作品】 
このアンカー作品と共に健康科の教科ルーブリック

における創造性を具体化して設定した単元ルーブリッ

クは以下の通りである（表１）。 
【表１ モデレーションタイム前のルーブリック】 

 ⾃分の変容 
（実践知） 

周囲との関わりの変容 
（ひと） 

周囲との関わりの変容
（もの・こと） 

３ 豊かな⾷⽣活を形成する
ために，脳の働きを向上
させる⾷材を使って給⾷
の献⽴を考え，栄養バラ
ンスの取れた⾷事の⼤切
さを実感的に理解するこ
とができる。 

栄養教諭や友達の意⾒を取
り⼊れたり，⾃分の意⾒を
伝えたりしながら，学校の
みんなの脳⼒がアップする
ような栄養バランスの取れ
た給⾷の献⽴を考えようと
することができる。 

給⾷の献⽴を作成する際
には様々なポイントがあ
ることや，献⽴を構成する
要素を満たすことで栄養
バランスの取れた⾷事の
内容になることを⾒いだ
すことができる。 

２ 脳のパフォーマンスを向
上させるような⾷材を使
った⾷事の内容を考える
ことができる。 

学校のみんなのために，脳
⼒がアップする給⾷の献⽴
を考えようとすることがで
きる。 

給⾷の献⽴を作成する際
には，アレルギーなど，様
々なポイントがあること
を⾒いだすことができる。 

 モデレーションタイムにおいて，議論の中心となった

のは，健康科の食領域における創造性が最も育成される

場面はどのような場面なのか，またそのためにはどのよ

うな活動の設定が効果的なのかということについてで

あった。特に，健康科の創造性が育成される場面につい

ては，給食の献立を作成する際にどこまで条件を設定す

るのかで，子供たちが見いだす課題が変わってくるので

はないかという意見があり，本時における活動構成につ

いて，再検討する必要性があると感じた。そこで，本時

の学習活動１において，給食の献立を作成する際に，脳

によい食事の内容と給食として出すことができるよう

な献立を考えることができるように，「脳力アップ」と

「実現可能性」の２つの視点から考えていくように計画

を改善した。また，モデレーションタイムを受けて，単

元全体のルーブリックから活動ごとのルーブリックへ

と以下のように変更した（表２）。 
【表２ モデレーションタイム後の活動ルーブリック】 

３ 授業の実際 

本時の導入段階では，表２で示した活動ルーブリック

を子供たちに提示し，共有した上で，本時の学習で目指

す姿について話し合った（資料２）。 

【資料２ 本時学習のルーブリックについての話合い】 

展開段階前半では，タブレットを活用しながらこれま

で調べてきたことを基に，各グループで給食の献立を作

成していった（写真）。 

【写真 給食献立作成の様子】 

Ｔ ：ルーブリックを確認します。３のよいになるには，どの

ようなことを目指していけばよいですか。 

Ｃ１：ブレインフードを使って給食の献立を考えることです。 

Ｃ２：コストや実際につくる手間，アレルギー，栄養バランス

なども考えて，実現可能性のある給食の献立を考えるこ

とです。 

社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

 

展開段階後半では，各グループが作成した献立を全体

交流し，共通点について話し合った（資料３）。 
Ｔ ：どのような給食の献立を考えましたか。 

Ｃ３：主食は玄米にしました。でも，玄米は今まで給食に出た

ことがないと山中先生に聞いたので，だめなときは今ま

で出たことがあるもち麦玄米でもよいようにしました。 

Ｃ４：おかずは鮭のみそ煮です。魚にはＤＨＡがたくさん含ま

れていて，味付けは迷ったけど大豆が含まれるみそ煮に

しました。ひじきも昨日の給食みたいに大豆を入れて，

大豆を多くとれるようにしています。汁物は豆乳スープ

で，脳によいブロッコリーも入れます。デザートはチョ

コプリンにして，アレルギー対応できるものにします。 

Ｃ５：工夫したところはチョコレートや大豆，玄米などのブレ

インフードを使ったことと，アレルギー食品をなるべく

減らしたことです。 

Ｔ ：各グループの考えた給食の献立の内容にはどのような共

通点がありますか。 

Ｃ６：バランスよく栄養素を取り入れているところです。 

【資料３ 各班の献立についての話し合い】 

 C３や C４の発言のように，脳力アップの視点では，

脳の働きをよくする栄養素を含んだ大豆や魚などの食

材を使って，給食の献立を考えていた。実現可能性の視

点では，給食として出せない場合の代替案やいつも給食

に出るおかずを取り入れ，アレルギー食材も使わないよ

うにして，献立を作成する姿が見られた。各班が作成し

た献立の共通点についての話し合いでは，C３の発言の

ように栄養バランスについて着目した発言が見られた。 
 終末段階では，ルーブリックを活用して自己評価を行

い，本時の学習で学んだことを振り返った（資料４）。 

【資料４ Ａ児の自己評価と振り返り】 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

授業者は資料３のＣ３やＣ４の発言を，目指していた

姿として提示した。整理会の中で，その発言の価値につ

いて「脳力アップや実現可能性の２つの視点から給食の

献立を考えることができている。」や「脳によい食事に

ついて考えることは子供の文脈に沿っていた。」「今回

の課題は子供がエンドレスで考えることができるもの

であった。」といった健康科のフォーカス学習としての

価値についての発言があった。また，Ｃ６の発言につい

ても，議論となった。それは，各班の献立の共通点につ

いて見いだすことはできているが，本時において単元ル

ーブリックにある実感的な理解までできていなかった

からである。このＣ３の発言に対しては，「本時で実感

的な理解まで促すことは難しかったのではないか。」と

いった意見があり，単元構成や活動構成について実感的

理解をどこに位置付けるのか見直す議論となった。 
次に議論となったのは，展開前半における１班のホワ

イトボードである（資料５）。モデレーションタイムで

も議論となったように，献立作成の条件の設定に関して

は，脳力アップと実現可能性の２つの視点を提示しただ

けで，他は何も行わなかった。整理会の中では，あえて

条件を設けなかったことや，給食の献立を話し合う子供

の姿について議論となった。この班では，子供たちが自

分のもっている知識や経験をもち寄りながら献立を作

成していた。この姿から，「協働性や省察性が発揮され

ながら創造性が育成されているのではないか。」といっ

た意見があり，健康科の食領域における創造性の育成や

３つの資質・能力について議論となった。 

【資料５ １班の作成した献立】 

５ カリキュラムの変更，更新 
今回の授業実践を通して，教科ルーブリックの創造性

に関わる実感的理解を目指す場面や学習活動の場の設

定を資料６のように変更，更新すべきであると考える

（資料６）。 

【資料６ 本実践を通したカリキュラム改善の具体】 

その理由は以下の通りである。 

○ 健康的な食生活に対する実感的な理解を促すため

に，単元の終末において，その価値について考える活

動を設定するため 

○ 協働性や省察性を発揮しながら創造性を育成するた

めに，他の班の献立を見て回る活動を設定するため 
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学年⽬標︓「がっこう だいすき︕」
前期

９月４月 ５月 ６月 ７月

2
Storytelling

えいごで　おはなしを

ふくおかにつたわるおはなし 7 カルタであそぼう
T

かみひこうき　けんきゅうじょ 8

のこりは　いくつ　ちがいは　いくつ

4みつけた友達のよいところ なかよし会をしよう

みんなでつくろうプレイパーク 12

おおきくなあれ！わたしのおはな

ひらがなやかたかな、かんじをつかってかこう 10 くてんやかぎをつかってかこう 7 アル

4

6

7きいて　おしえて　じゆうけんきゅう いきものって　おもしろい

いきものクイズをつくろう

4Ｂ他者と世界

4

16 大きな　かずの　けいさん

5

3

2

A自己省察

つづ

13

I`m happy.ジェスチャーをつけて
伝えよう

教育実習

防災訓練② 月見学芸会 あらつ大運動会

4

ありがとうを伝えよう 3

15

丸めて　のば

自然とふれあおう

しょうじきの大切さ 2 ありがとうを伝えよう②

「ボールとなかよし

5

15

わくわくリズム
みいつけた

4 ドレミとリズ

みんなが笑顔でくらすために

ふ

みんなの　にし

3

Ｂ形

Ｃデータ・変化

Ａ物質・エネルギーに学ぶ 12 5

みんなの　にしこうえん 6

いろいろな　りょうを

いえの　しごとって　ぼくの　わたしの　しごと？ 8

なぜだか　かんがえよう 8

すきなばしょをみつけて
はなそう 8

Hello,world　せかいの
いろいろなことばで　あいさつしよう

8

しぜんを　つかって　あそぼう

17Ａ数・量 16

15

3

なんばんめかずって　おもしろい 12

おはなしを　きこう

6

2

言
葉

始業式 入学式 歓迎遠足 藤見学芸会 防災訓練  授業づくりセミナー

2

ひらがなをかこう 7 アルファベットとなかよし(大文字) 2 かたかなをかこう 3

6
どうしてかというと

～とっておきのたからもの～

Ａ言語基礎

Ｂ言語論理

Ｃ言語文化

学校行事

た

ん

れ

ん

Numbers １から１０までのかず

社
会

人
間

4

4
Storytelling

えいごで　おはなしをきこう

はじめまして

しょうがっこうって　どんな　ところ 10

Brown Bear,Brown Bear
what do you see

みずを　つかって　あそぼう

自分の学びはどのようなもの

じぶんだけの　かたちぱずるを　つくろう

10

Ｃエンジニアリング・テクノロジーに学ぶ

あわせて　いくつ　ふえると　いくつ

テ
ー

マ
・
リ
レ
ー

シ
ョ

ン

朝タイム×週５

オリエンテーション

げんきいっぱいはしろう 8 力いっぱいひいたりおしたり

すきなかたち　いっぱい

Ａ身体

5 はこハコ　大しゅうごう

つくってあそぼうぴょんぴょ
んコース

8
Ｃ技能

Ｄ受容・調整

すきなもの　いっぱい 6 すきないろ　いっぱい 5 ひもひも　ねんど

チ

ャ

レ

ン

ジ

音楽

Ａ感受・発想・構想

Ｂ分析

11

造形

Ｂ食

Ｃ運動

Ａ環境

Ｂ経済

Ｃ政治

おおきくなあれ！わたしのおはな

Ｂ生命・地球に学ぶ

はくをかんじて

Ｂ自分

こんなに増えたよ，できるようになったこと 4

Ｂ生命

みんなで　うたおう

7 水となかよし 9

言葉（日本語，英語，ことわざ，辞書引き，文学） 数学（四則計算，単位，公式，図形）

1

きゅうしょく　おいしいね 4
健
康

Ｒ3年度 年間指導計画 第1学年

5
みみをすまして
いろんなおと

2

Ｂ仲間 やってみよう係活動 4 もっと楽しく過ごそう 4

学校に慣れよう 2

Ｃ文化創造

おじいちゃんおばあちゃんありがとう

芸
術

数
学

科
学

1

プール清掃 相撲・綱引き大会

しりとりをしよう
なかまのことばを

みつけよう

テーマ

「もっとがっこうだいすき

リレーション

社会・科学

リレーション

数学・芸術
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学年⽬標︓「がっこう だいすき︕」
前期

９月４月 ５月 ６月 ７月

2
Storytelling

えいごで　おはなしを

ふくおかにつたわるおはなし 7 カルタであそぼう
T

かみひこうき　けんきゅうじょ 8

のこりは　いくつ　ちがいは　いくつ

4みつけた友達のよいところ なかよし会をしよう

みんなでつくろうプレイパーク 12

おおきくなあれ！わたしのおはな

ひらがなやかたかな、かんじをつかってかこう 10 くてんやかぎをつかってかこう 7 アル

4

6

7きいて　おしえて　じゆうけんきゅう いきものって　おもしろい

いきものクイズをつくろう

4Ｂ他者と世界

4

16 大きな　かずの　けいさん

5

3

2

A自己省察

つづ

13

I`m happy.ジェスチャーをつけて
伝えよう

教育実習

防災訓練② 月見学芸会 あらつ大運動会

4

ありがとうを伝えよう 3

15

丸めて　のば

自然とふれあおう

しょうじきの大切さ 2 ありがとうを伝えよう②

「ボールとなかよし

5

15

わくわくリズム
みいつけた

4 ドレミとリズ

みんなが笑顔でくらすために

ふ

みんなの　にし

3

Ｂ形

Ｃデータ・変化

Ａ物質・エネルギーに学ぶ 12 5

みんなの　にしこうえん 6

いろいろな　りょうを

いえの　しごとって　ぼくの　わたしの　しごと？ 8

なぜだか　かんがえよう 8

すきなばしょをみつけて
はなそう 8

Hello,world　せかいの
いろいろなことばで　あいさつしよう

8

しぜんを　つかって　あそぼう

17Ａ数・量 16

15

3

なんばんめかずって　おもしろい 12

おはなしを　きこう

6

2

言
葉

始業式 入学式 歓迎遠足 藤見学芸会 防災訓練  授業づくりセミナー

2

ひらがなをかこう 7 アルファベットとなかよし(大文字) 2 かたかなをかこう 3

6
どうしてかというと

～とっておきのたからもの～

Ａ言語基礎

Ｂ言語論理

Ｃ言語文化

学校行事

た

ん

れ

ん

Numbers １から１０までのかず

社
会

人
間

4

4
Storytelling

えいごで　おはなしをきこう

はじめまして

しょうがっこうって　どんな　ところ 10

Brown Bear,Brown Bear
what do you see

みずを　つかって　あそぼう

自分の学びはどのようなもの

じぶんだけの　かたちぱずるを　つくろう

10

Ｃエンジニアリング・テクノロジーに学ぶ

あわせて　いくつ　ふえると　いくつ

テ
ー

マ
・
リ
レ
ー

シ
ョ

ン

朝タイム×週５

オリエンテーション

げんきいっぱいはしろう 8 力いっぱいひいたりおしたり

すきなかたち　いっぱい

Ａ身体

5 はこハコ　大しゅうごう

つくってあそぼうぴょんぴょ
んコース

8
Ｃ技能

Ｄ受容・調整

すきなもの　いっぱい 6 すきないろ　いっぱい 5 ひもひも　ねんど

チ

ャ

レ

ン

ジ

音楽

Ａ感受・発想・構想

Ｂ分析

11

造形

Ｂ食

Ｃ運動

Ａ環境

Ｂ経済

Ｃ政治

おおきくなあれ！わたしのおはな

Ｂ生命・地球に学ぶ

はくをかんじて

Ｂ自分

こんなに増えたよ，できるようになったこと 4

Ｂ生命

みんなで　うたおう

7 水となかよし 9

言葉（日本語，英語，ことわざ，辞書引き，文学） 数学（四則計算，単位，公式，図形）

1

きゅうしょく　おいしいね 4
健
康

Ｒ3年度 年間指導計画 第1学年

5
みみをすまして
いろんなおと

2

Ｂ仲間 やってみよう係活動 4 もっと楽しく過ごそう 4

学校に慣れよう 2

Ｃ文化創造

おじいちゃんおばあちゃんありがとう

芸
術

数
学

科
学

1

プール清掃 相撲・綱引き大会

しりとりをしよう
なかまのことばを

みつけよう

テーマ

「もっとがっこうだいすき

リレーション

社会・科学

リレーション

数学・芸術

782 時数計

後期
１１月 １２月 １月 ２月 ３月１０月 １０月

2 Let's make a speech.　ありがとうのきもちをつたえよう

2

てでさわって　きもちいいね
～あたらしい　じぶんをひょうげん！～

おにあそび

うごくおもちゃは　たのしいね

ドロップボールゲームであそぼう

6

10がっこうの　おすすめの　ばしょを　しょうかいしよう

きらきらかがやく　ぼくたちわたしたち 7

音って　ふしぎ？ 4

まもろう！ふぞく小のルール
考えよう！おうちの自分ルール

10

家族への思い 1 自分と友達

2

ブロックやつみ木であそぼう

1年生卒業の会をしよう

.
を　きこう 2

がっきとなかよくなろう 3

This is me!　じぶんのことを
しょうかいしよう

13

4
Christmas songs.
えいごでうたおう

6

ルファベットとなかよし(大文字) 2

えほんトークでもっと
なかよし

6 6

学びをつなげよう

づきの　はなしを　つくろう

Fruits and Vegetables.　くだものと
やさいのいいかたをしろう

時数計

  持久走記録会走ろう会終業式 始業式 あらつフェスタ 修了式お別れ集会 卒業証書授与式遠行会
会

防災訓練③

チ

ャ

レ

ン

ジ

芸
術

健
康

た

ん

れ

ん

人間（討論）

ふぞく　オリジナルソングを　つくろう 6

8 6

8 8

ばして

8

102

102

7

8

なぜ遊びは楽しいの4

5 つづけてはしろう４ふんかん

10

ズム 4

10

くしゃくしゃ 大へんしん

がっこうでのせいかつをみなおしてげんきなからだをつくろう 4

きいてほしいな　わたしたちのうた

204

170

68

68

あつめて　わけよう
にている　かたち 8

すうがくじゆう
けんきゅう
（１年生）

最後まで続けよう １年間の成長1

しん１年生に　しょうかいす
る　ばしょを　きめよう 4 4

68

2

57 きせつのことばをつかってあらわそう 「Fukuwarai　からだのぶいのいいかたをしろう8

みんなが楽しめる
ふぞくスポーツをつくろう

しょうてんがいで　かいものをしよう

かたちっておもしろい

14みんな　なっとく！大きさくらべ

8

1

7

3

せんのかんじ　いいかんじ

ふじ組ともっとなかよし 8

こうえん

1

3

しをつくろう

こんなにできるようになったよ
～げきであらわそう～ 6

9

もじのかたちのひみつをみつけよう 5 かみにあわせてかこう 3 アルファベットとなかよし（大文字

9

1

○○ずかんをつくろう

Storytelling　えいごでおはなしをきこう

すごろくあそび
パズルあそび

4

33

4

3
なかよくわけて

プレイパークを　つくろう 6を　くらべよう 7

5 おはなしをくらべよう

6 たいようと　つきのふしぎ

みのまわりの
すうがくを
さがそう

カルタをつくろう

9

4

4

言
葉

数
学

科
学

社
会

テ
ー

マ
・
リ
レ
ー

シ
ョ

ン

人
間

環境（都道府県，地図記号，世界の国旗，歴史人物） 科学（身近な生き物，星座，実験器具，科学記号）

教育研究発表会

へんしんしてあそぼう

き」

テーマ「もっと もーっと

がっこうだいすき」

～どんなことが せいちょう

リレーション

社会・数学
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学
年
年
間
指
導
計
画



学年⽬標︓⾃分でできる みんなとならもっとできる︕

百人一首であそぼう 5 日本につたわるお話 10

4 せつ明し

表と

7

4

九九のふしぎをさぐろう 15

防災訓練② 月見学芸会 あらつ大運動

前期後半の行じの志を
立てよう

 教生先生とおわかれの会をしよう

力を合わせて

ボールエネルギーを

集めよう！
5

自分の役わりを　はたすには

あわあわからのひらめき

西公園のみ力発見

 身の回りのものでうごくおもちゃをつくろう 10

生き物を飼おう

前期
９月４月 ５月 ６月 ７月

 やくになりきってげきをつくろう

びょうきから体をまもろう 4

ひつじゅんに気をつけて書こう 7

8 リズムをかさね

 I like soccer.すきなものをつたえよう 3

2

 Storytelling.えい語

4

聞いて教えて夏休みのこと 8 読んで考えたことを話そう

目ざせ！九九マスター 22

ようすをあらわす言ばをあつめよう 3

2

空気のふしぎ発見～パラシュートをつくろう～

話の組み立てを考えよう

数学（四則計算，単位，公式，図形）

力いっぱい引いたりおしたり 9

4 チョキチョキ　つないで　ドンドンドン 4

ボールはこび

シュートゲーム

を楽しもう！
水の中で　やってみよう 11

 光のプレゼント～光と

46
じゃまじゃま

キャッチ

ゲーム

力を合わせて

ボールエネルギーを

集めよう！

 せい長する自分せい長日記をつくろう 6 2

Let's make a speech.わたしの家ぞく

三角四角を見つけよう

11

4

2

『なかよく』ってどういうこと？ 4

Ｒ３年度 年間指導計画 第２学年

音読げきをしよう 10 インタビューをしよう

2 Nombers１～20までの数

なか間の言ばをあつめよう

8

6

1

教育実習

前期前半の行じの志を
立てよう

前期前半のまとめの会をしよう

楽きの音色

4

8

 学級をよりよくするかかりかつどうをつくろう

なりたい自分　２年生になって

学級くんや学級のめあてをつくろう

5

2

1000までの数と計算 18

 ふぞくふくおか小マナーアッププロジェクト

 １年生にしょうかいしようふぞく小のすてきなところ

思いやり　友だちのよいところ 2

2

Ｃ運動 おりかえしリレーきょうそうをつくろう！

芸
術

からだのふしぎ

言葉（日本語，英語，ことわざ，辞書引き，文学）

4 ぼかしあそびで

健
康

チ

ャ

レ

ン

ジ

10

3

Ｃ技能

Ｄ受容・調整

7
Ｂ分析

藤見学芸会 防災訓練

16

12

10

いろいろまぜて　色あそび 6 ぎゅっとにぎってどろだんご

3

表とグラフであらわそう 10

20

入学式 プール清掃

アルファベットとなかよし

6

相撲・綱引き大会歓迎遠足

 Storytellingえい語でお話を聞こう

始業式  授業づくりセミナー

科
学

A物質・エネルギーに学ぶ

B生命・地球に学ぶ

Ｃエンジニアリング・テクノロジーに学ぶ

じゅんじょに気をつけて書こう 8 おすすめします5

7大じなことをおとさずに

 Do you hava "a"?アルファベットクイズをつくろう 3

はるとなかよし

数
学

日本の言葉をあつめよう

Ａ数・量

学校行事

言
葉

Ａ言語基礎

Ｂ言語論理

Ｂ他者と世界

人
間

た

ん

れ

ん

うつくしい字形で書こう 7

春を見つけた

伝えよう，長さ，かさ

Ｃ言語文化

Ｃ文化創造

テ
ー

マ
・
リ
レ
ー

シ
ョ

ン

Ａ環境

Ｂ形

Ｃデータ・変化

Ｃ政治

社
会

2

朝タイム×週５

造形 ビリッ　クシャ　はっ見

Ａ身体

Ｂ食

 

2

Ｂ経済

A自己省察

Ｂ自分 人にやさしく 4

Ｂ仲間

Ｂ生命

Ａ発想・構想

音楽 うた声と楽きの音を合わせてみよう 8 耳をすませて　いろいろな音

リレーション

社会・数学
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学年⽬標︓⾃分でできる みんなとならもっとできる︕

百人一首であそぼう 5 日本につたわるお話 10

4 せつ明し

表と

7

4

九九のふしぎをさぐろう 15

防災訓練② 月見学芸会 あらつ大運動

前期後半の行じの志を
立てよう

 教生先生とおわかれの会をしよう

力を合わせて

ボールエネルギーを

集めよう！
5

自分の役わりを　はたすには

あわあわからのひらめき

西公園のみ力発見

 身の回りのものでうごくおもちゃをつくろう 10

生き物を飼おう

前期
９月４月 ５月 ６月 ７月

 やくになりきってげきをつくろう

びょうきから体をまもろう 4

ひつじゅんに気をつけて書こう 7

8 リズムをかさね

 I like soccer.すきなものをつたえよう 3

2

 Storytelling.えい語

4

聞いて教えて夏休みのこと 8 読んで考えたことを話そう

目ざせ！九九マスター 22

ようすをあらわす言ばをあつめよう 3

2

空気のふしぎ発見～パラシュートをつくろう～

話の組み立てを考えよう

数学（四則計算，単位，公式，図形）

力いっぱい引いたりおしたり 9

4 チョキチョキ　つないで　ドンドンドン 4

ボールはこび

シュートゲーム

を楽しもう！
水の中で　やってみよう 11

 光のプレゼント～光と

46
じゃまじゃま

キャッチ

ゲーム

力を合わせて

ボールエネルギーを

集めよう！

 せい長する自分せい長日記をつくろう 6 2

Let's make a speech.わたしの家ぞく

三角四角を見つけよう

11

4

2

『なかよく』ってどういうこと？ 4

Ｒ３年度 年間指導計画 第２学年

音読げきをしよう 10 インタビューをしよう

2 Nombers１～20までの数

なか間の言ばをあつめよう

8

6

1

教育実習

前期前半の行じの志を
立てよう

前期前半のまとめの会をしよう

楽きの音色

4

8

 学級をよりよくするかかりかつどうをつくろう

なりたい自分　２年生になって

学級くんや学級のめあてをつくろう

5

2

1000までの数と計算 18

 ふぞくふくおか小マナーアッププロジェクト

 １年生にしょうかいしようふぞく小のすてきなところ

思いやり　友だちのよいところ 2

2

Ｃ運動 おりかえしリレーきょうそうをつくろう！

芸
術

からだのふしぎ

言葉（日本語，英語，ことわざ，辞書引き，文学）

4 ぼかしあそびで

健
康

チ

ャ

レ

ン

ジ

10

3

Ｃ技能

Ｄ受容・調整

7
Ｂ分析

藤見学芸会 防災訓練

16

12

10

いろいろまぜて　色あそび 6 ぎゅっとにぎってどろだんご

3

表とグラフであらわそう 10

20

入学式 プール清掃

アルファベットとなかよし

6

相撲・綱引き大会歓迎遠足

 Storytellingえい語でお話を聞こう

始業式  授業づくりセミナー

科
学

A物質・エネルギーに学ぶ

B生命・地球に学ぶ

Ｃエンジニアリング・テクノロジーに学ぶ

じゅんじょに気をつけて書こう 8 おすすめします5

7大じなことをおとさずに

 Do you hava "a"?アルファベットクイズをつくろう 3

はるとなかよし

数
学

日本の言葉をあつめよう

Ａ数・量

学校行事

言
葉

Ａ言語基礎

Ｂ言語論理

Ｂ他者と世界

人
間

た

ん

れ

ん

うつくしい字形で書こう 7

春を見つけた

伝えよう，長さ，かさ

Ｃ言語文化

Ｃ文化創造

テ
ー

マ
・
リ
レ
ー

シ
ョ

ン

Ａ環境

Ｂ形

Ｃデータ・変化

Ｃ政治

社
会

2

朝タイム×週５

造形 ビリッ　クシャ　はっ見

Ａ身体

Ｂ食

 

2

Ｂ経済

A自己省察

Ｂ自分 人にやさしく 4

Ｂ仲間

Ｂ生命

Ａ発想・構想

音楽 うた声と楽きの音を合わせてみよう 8 耳をすませて　いろいろな音

リレーション

社会・数学

11

1

 

長いものの長さ 9

805 時数計

 Let's make a speech.1年間の思い出を気持ちとともに伝えよう

 数学自由研究（２年生）

 Storytelling.英語でお話を聞こう 1  I like stsr!すきな形をつたえよう

7 みんなで楽しく 5

4

2

時数計

あかりは　なぜつくの 7

自分の高まりおわかれ集会の志を立てよう

 

 お気に入りの作品を見つけよう おめんでつたえようぼく・わたし 6

2 アルファベットとなかよし(小文字) 1

32

2  What day is it today?今日は何曜日？

9

はこのかたちの　ひみつをさぐろう 7

8

6ものの分け方を考えよう

１年生とのあそびを決めよう 8

2

 Let's make a speech.わたしのお気に入り 1 Chiratmas songs.英語で歌おう

4 発明したよ

冬となかよし 7

せかいの絵本

しよう 6  ようこそ！お話広場へ

とグラフで調べよう 10

 光のふしぎ発見～光と色で表すアートラボ～

14

げきに表そう 4

8

4

10000までの数と計算

お別れ集会 卒業証書授与式 修了式
動会

とびばこやマットを

つかってあそぼう3を

 『いのちの大切さ』について考えよう

9

生きものを　かおう

見！!プロジェクト

おしごとちょうさたい

10

 ようすがくわしくつたわるように話そう

後期
１０月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

遠行会

8

4

ねて楽しもう 10 くりかえしを見つけよう

手紙を出そう

でお話を聞こう

3

3

終業式

2

8

始業式 あらつフェスタ   持久走記録会走ろう会

12

4

2  Let's play cards.休み時間を楽しもう

気もちをあらわす言ばをあつめよう 3 アルファベットとなかよし 2

 自分にできることについて考えよう

人間             （討論）

10

コロコロおもちゃ色でつくる世界～ 5

10 つづけて走ろう　５分間

科学（身近な生き物，星座，実験器具，科学記号）

た

ん

れ

ん

105

環境（都道府県，地図記号，世界の国旗，歴史人物）

6

ようすを音楽で 8

8 9
力を合わせて

ミッションクリアを目指そう！

マルチアタックボール！
キックターゲットゲーム 10

ワンダフル！ベジタブル！

にぎにぎねんど

3 105

みんなで合わせて

数
学

1756

3

70
科
学

70
社
会

テ
ー

マ
・
リ
レ
ー

シ
ョ

ン

70
人
間 

ど力の大切さ家ぞくとのかかわり  

自分の思いを　形にしよう～モーターカーをうごかそう～

健
康

芸
術

チ

ャ

レ

ン

ジ

みんな楽しくできるかな？
１年生と楽しく遊ぼう！

 

4

学級のおわかれ会をしよう

何があるかな？自分のしごと

1学びをふり返ろう

2

自分の高まりをまとめよう

2

手をとりあって 4

4

210
言
葉

防災訓練③ 教育研究発表会

 よんでほしいなわたしのおはなし 10

学んだかん字をつかおう 5

自ぜんをあらわす しをつくろう 9

 うごきをあらわす言ばをつかって文を作ろう 2 マス目に合わせて書こう

3

6

10

わたしたちにつかわれているお金っていくら？ 10

 

 

へんしんしてあそぼう

テーマ

友達と学ぶよさを

見つけよう

リレーション

芸術・言葉

テーマ

学びの輪を広げよう
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学
年
年
間
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学年⽬標︓よさを取り⼊れ，⾼め合おう

リレーにチャレンジ

オリエンテーション

7
ディスク

キックゲーム
6

ダブルバッター
ベースボール 8

毎日元気なわたしのた

前期

Show and te

９月 １０
教育実習

終
防災訓練② 月見学芸会 あらつ大運動会

マット運動

1

数学（四則計算，単位，公式，図形）言葉（日本語，英語，ことわざ，辞書引き，文学）

幅跳びに挑戦 7 縄跳びに挑戦

修飾語 2

7
話題と例の書かれ方を

とらえて読もう

6

5

2

自分

み

ぬのをつないで

13
そろえる

リズムで表現

 組み合わせて楽しもう！森のおくりもの

4

話題と例の書かれ方に
ついて話し合おう

5  What time is it ?今，何

14
組み立

物語のおも

わたしの学校じまん

漢字の意味

9

 ひっ算の世界を広げよう足し算と引き算 20 かけ算の

 What's this ?英語でクイズ

Ｒ3年度 年間指導計画 第３学年

相撲・綱引き大会 授業づくりセミナー プール清掃

アルファベットを書いてみよう 5

7

2

6 俳句に親しもう 2 あらつ地域に残る物語を探そう

様々な仕事のくふうへ
-報告する文章を書こう-

4
Storytelling

英語を聞いて想像しよう

学校行事 始業式

言
葉

4

8Ｃ言語文化

山小屋で三日間すごすなら

た

ん

れ

ん

朝タイム×週５

6わり算の世界 22

公園をさがしてみよう～周りの地図を書いてみよう～ 11

15

10

4

2

4自分のルーツを探ろう

 『働くこと』について考えよう

Ａ環境

Ｂ自分

数
学

科
学

社
会

テ
ー

マ
・
リ
レ
ー

シ

ョ
ン

Ｂ経済

広がれ　絵の具の世界

人
間 Ｂ生命

Ｂ仲間

Ａ身体

Ｂ他者と世界

Ｃ文化創造

Ｃ技能

Ｄ受容・調整

チ

ャ

レ

ン

ジ

97 すもう・つなひき 6

芸
術

Ａ感受・発想・構想

音楽

Ｂ分析

造形

A自己省察

発見！大きな数のしくみ 17 重さの世界

Ｂ食

Ｃ運動

友達と協力しよう

つくろう！げきの世界へ

 学級訓や学級のめあてをつくろう

３年生になって

6  新たな表し方との出合い～リコーダーの音色Ⅰ～

前期前半の行事の
志を立てよう

水泳運動

Ａ数・量

Ｂ形

Ｃデータ・変化

Ａ物質・エネルギーに学ぶ

Ｂ生命・地球に学ぶ

Ｃエンジニアリング・テクノロジーに学ぶ

Ａ言語基礎

Ｂ言語論理

Ｃ政治

藤見学芸会 防災訓練

こそあど言葉

すがたをかえる食べもののひみつを読み合おう

 What sport do you like?好きなスポーツを伝えよう

生活の中のことわざと故事成語

入学式 歓迎遠足

漢字の音と訓 2

 登場人物の変化に気をつけて読もう 12

4

 How many? １から60までの数

国語辞典 2

8 Show and ｔell.　わたしの特技

3

2

 I can swim.できることを伝えよう

バイリンガル絵本の世界

7

すごいね　生き物のひみつ

地域にあるいろいろなきまり～みんなで守ろう地域のルール～

広がれ　すてきな世界 3 3
お家をいろどる
ランタンアート

7

2  学級をよりよくする係活動をつくろう 2

健
康

8  せんりつのとくちょうをかんじとろう

2 前期前半のまとめの会をしよう

自分史をつくろう2

Ｄ文化

４月 ５月 ６月 ７月

「友情」に

教生先生とのお別れ会をしよう

 重ねてつくろう！木の音楽

2

6

12

 グラフで発見！みんなのす

前期後半の行事の志を立てよう

障がいについて考えよう

 地域を支えるいろいろな仕事～農家や工場，スーパーマーケット～ 18

福岡のス

地球は大きな磁石なの？発見しようじしゃくのふしぎ

8

スピードウインドカーにちょうせん 5 8 も

いろいろな生き物を育てよう

2 みんなちがって　みんなよい？

2 学びを

テーマ

「みんなちがっ
リレーション

言葉・芸術

跳び箱運動 7
続けて走ろう

６分間

ために

後期

 ell.クイズ大会をしよう

10

お別れ集会の志をたてよう

3

3

22

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

教育研究発表会 お別れ集会 卒業証書授与式終業式 始業式 あらつフェスタ   持久走記録会走ろう会 遠行会

805 時数計

3

7 リズムダンスを楽しもう 7

人間（討論）

 学校の長さをはかろう

2  Storytelling英語を聞いて想像しよう

時数計

単語を書いてみよう

9

修了式

グループで意見をまとめよう

8

8

17

防災訓練③

世界で使われる日本語を探そう

１より小さい数の計算

4

学級のお別れ会をしよう

音色とリズムでつくろう！
３年○組動物園

5

5

8

積んでつなげて ならべて組んで

大きくなるからだ 4

8

詩を味わおう 5 登場人物のせいかくをとらえよう

 What's “Osechi”?日本のお正月を伝えよう

 数学自由研究（３年生）
図形を組み合わせて

もようをつくろう 7

 みんなちがってみんないい！(「HAIKU」の世界）　3

14

分けるくらべる 2 コンピューターのローマ字入力伝わる言葉 2

4

これがわたしのお気に入り 5

分のいのち　みんなのいのち

みんなが笑顔でくらすために

2

8

4 言葉から形・色 8

！重ねる！ずらす！
現！ボディパーカッション

12

気もちを合わせて　歌と合奏で

時？

立てをとらえて
もしろさを伝えよう

14

笑顔になれる絵本を
つくろう

～絵と言葉の力とは～
6

3 アルファベット（小文字）を書いてみよう 3

2

158
数
学

8

87
科
学

未来につながるひみつ道具

210
言
葉

 Storytelling.英語を聞いて想像しよう

4  Chiratmas songs.英語で歌おう 4

18 のひっ算 15

70
社
会

テ
ー

マ
・
リ
レ
ー

シ

ョ
ン

2

11

 地図をもっとひろげよう～わたしたちのすむまち～ 10

 知りたいな値段の秘密～リユースのよさってなんだろう～

友達とのなかを深めよう

つくろう　創造の世界

3

ぼくたち，わたしたちだからできること

1

105
芸
術

105
健
康

70
人
間

環境（都道府県，地図記号，世界の国旗，歴史人物） 科学（身近な生き物，星座，実験器具，科学記号）

た

ん

れ

ん

6

チ

ャ

レ

ン

ジ

プレルボール 9 ターゲットゲーム 6

2

思いから生まれるかげ絵げき

 もっとよくしたいな！わたしたちの福岡小学校

めざせ　さわやか生活

3

10

2について考えよう

9

4

すきなもの

11 ステキ発見～子供福岡検定をつくろう～

13  わたしたちのすむ地球と月・太陽の関係

ものと重さについて調べよう

15

8

成長を振り返ろうを振り返ろう

て みんなよい？」
テーマ
「ぼくたち，わたしたちだからできること」

リレーション

人間・健康

― 118 ―



学年⽬標︓よさを取り⼊れ，⾼め合おう

リレーにチャレンジ

オリエンテーション

7
ディスク

キックゲーム
6

ダブルバッター
ベースボール 8

毎日元気なわたしのた

前期

Show and te

９月 １０
教育実習

終
防災訓練② 月見学芸会 あらつ大運動会

マット運動

1

数学（四則計算，単位，公式，図形）言葉（日本語，英語，ことわざ，辞書引き，文学）

幅跳びに挑戦 7 縄跳びに挑戦

修飾語 2

7
話題と例の書かれ方を

とらえて読もう

6

5

2

自分

み

ぬのをつないで

13
そろえる

リズムで表現

 組み合わせて楽しもう！森のおくりもの

4

話題と例の書かれ方に
ついて話し合おう

5  What time is it ?今，何

14
組み立

物語のおも

わたしの学校じまん

漢字の意味

9

 ひっ算の世界を広げよう足し算と引き算 20 かけ算の

 What's this ?英語でクイズ

Ｒ3年度 年間指導計画 第３学年

相撲・綱引き大会 授業づくりセミナー プール清掃

アルファベットを書いてみよう 5

7

2

6 俳句に親しもう 2 あらつ地域に残る物語を探そう

様々な仕事のくふうへ
-報告する文章を書こう-

4
Storytelling

英語を聞いて想像しよう

学校行事 始業式

言
葉

4

8Ｃ言語文化

山小屋で三日間すごすなら

た

ん

れ

ん

朝タイム×週５

6わり算の世界 22

公園をさがしてみよう～周りの地図を書いてみよう～ 11

15

10

4

2

4自分のルーツを探ろう

 『働くこと』について考えよう

Ａ環境

Ｂ自分

数
学

科
学

社
会

テ
ー

マ
・
リ
レ
ー

シ

ョ
ン

Ｂ経済

広がれ　絵の具の世界

人
間 Ｂ生命

Ｂ仲間

Ａ身体

Ｂ他者と世界

Ｃ文化創造

Ｃ技能

Ｄ受容・調整

チ

ャ

レ

ン

ジ

97 すもう・つなひき 6

芸
術

Ａ感受・発想・構想

音楽

Ｂ分析

造形

A自己省察

発見！大きな数のしくみ 17 重さの世界

Ｂ食

Ｃ運動

友達と協力しよう

つくろう！げきの世界へ

 学級訓や学級のめあてをつくろう

３年生になって

6  新たな表し方との出合い～リコーダーの音色Ⅰ～

前期前半の行事の
志を立てよう

水泳運動

Ａ数・量

Ｂ形

Ｃデータ・変化

Ａ物質・エネルギーに学ぶ

Ｂ生命・地球に学ぶ

Ｃエンジニアリング・テクノロジーに学ぶ

Ａ言語基礎

Ｂ言語論理

Ｃ政治

藤見学芸会 防災訓練

こそあど言葉

すがたをかえる食べもののひみつを読み合おう

 What sport do you like?好きなスポーツを伝えよう

生活の中のことわざと故事成語

入学式 歓迎遠足

漢字の音と訓 2

 登場人物の変化に気をつけて読もう 12

4

 How many? １から60までの数

国語辞典 2

8 Show and ｔell.　わたしの特技

3

2

 I can swim.できることを伝えよう

バイリンガル絵本の世界

7

すごいね　生き物のひみつ

地域にあるいろいろなきまり～みんなで守ろう地域のルール～

広がれ　すてきな世界 3 3
お家をいろどる
ランタンアート

7

2  学級をよりよくする係活動をつくろう 2

健
康

8  せんりつのとくちょうをかんじとろう

2 前期前半のまとめの会をしよう

自分史をつくろう2

Ｄ文化

４月 ５月 ６月 ７月

「友情」に

教生先生とのお別れ会をしよう

 重ねてつくろう！木の音楽

2

6

12

 グラフで発見！みんなのす

前期後半の行事の志を立てよう

障がいについて考えよう

 地域を支えるいろいろな仕事～農家や工場，スーパーマーケット～ 18

福岡のス

地球は大きな磁石なの？発見しようじしゃくのふしぎ

8

スピードウインドカーにちょうせん 5 8 も

いろいろな生き物を育てよう

2 みんなちがって　みんなよい？

2 学びを

テーマ

「みんなちがっ
リレーション

言葉・芸術

跳び箱運動 7
続けて走ろう

６分間

ために

後期

 ell.クイズ大会をしよう

10

お別れ集会の志をたてよう

3

3

22

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

教育研究発表会 お別れ集会 卒業証書授与式終業式 始業式 あらつフェスタ   持久走記録会走ろう会 遠行会

805 時数計

3

7 リズムダンスを楽しもう 7

人間（討論）

 学校の長さをはかろう

2  Storytelling英語を聞いて想像しよう

時数計

単語を書いてみよう

9

修了式

グループで意見をまとめよう

8

8

17

防災訓練③

世界で使われる日本語を探そう

１より小さい数の計算

4

学級のお別れ会をしよう

音色とリズムでつくろう！
３年○組動物園

5

5

8

積んでつなげて ならべて組んで

大きくなるからだ 4

8

詩を味わおう 5 登場人物のせいかくをとらえよう

 What's “Osechi”?日本のお正月を伝えよう

 数学自由研究（３年生）
図形を組み合わせて

もようをつくろう 7

 みんなちがってみんないい！(「HAIKU」の世界）　3

14

分けるくらべる 2 コンピューターのローマ字入力伝わる言葉 2

4

これがわたしのお気に入り 5

分のいのち　みんなのいのち

みんなが笑顔でくらすために

2

8

4 言葉から形・色 8

！重ねる！ずらす！
現！ボディパーカッション

12

気もちを合わせて　歌と合奏で

時？

立てをとらえて
もしろさを伝えよう

14

笑顔になれる絵本を
つくろう

～絵と言葉の力とは～
6

3 アルファベット（小文字）を書いてみよう 3

2

158
数
学

8

87
科
学

未来につながるひみつ道具

210
言
葉

 Storytelling.英語を聞いて想像しよう

4  Chiratmas songs.英語で歌おう 4

18 のひっ算 15

70
社
会

テ
ー

マ
・
リ
レ
ー

シ

ョ
ン

2

11

 地図をもっとひろげよう～わたしたちのすむまち～ 10

 知りたいな値段の秘密～リユースのよさってなんだろう～

友達とのなかを深めよう

つくろう　創造の世界

3

ぼくたち，わたしたちだからできること

1

105
芸
術

105
健
康

70
人
間

環境（都道府県，地図記号，世界の国旗，歴史人物） 科学（身近な生き物，星座，実験器具，科学記号）

た

ん

れ

ん

6

チ

ャ

レ

ン

ジ

プレルボール 9 ターゲットゲーム 6

2

思いから生まれるかげ絵げき

 もっとよくしたいな！わたしたちの福岡小学校

めざせ　さわやか生活

3

10

2について考えよう

9

4

すきなもの

11 ステキ発見～子供福岡検定をつくろう～

13  わたしたちのすむ地球と月・太陽の関係

ものと重さについて調べよう

15

8

成長を振り返ろうを振り返ろう

て みんなよい？」
テーマ
「ぼくたち，わたしたちだからできること」

リレーション

人間・健康
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Ｒ３年度 年間指導計画 第４学年
学年⽬標︓One for All  ,  All  for  one

髙跳びに挑戦 11 すもう・つなひき 10 水泳運動

数学（四則計算，単位，公式，図形）

陸上運動に取り組もう 6  ラリーゲームを楽しもう 8  マット運動を楽しもう 7

言語文化

くらしを守る～水の確保とゴミ処理～ 19

Ｄ文化 福岡の発展につくした人たち 14

テ
ー

マ
・
リ
レ
ー

シ

ョ
ン

社
会 Ｃ政治

Ａ環境

自

理由や例を

 Ｓtorytelling英語を聞いて想像しよう 2

6 季節の言葉 6

9聞き取りメモの工夫

広めよう！日本の心～英語にしたい日本の言葉～

What color do you want?
～オリジナルマスクをプレゼント～

慣用句

This is me.～思いを伝えるshow＆Tell～　

Ｂ生命

Ｂ他者と世界

友達のために 1

 『働くこと』について考えよう

人
間

A自己省察

Ｂ自分

Ｃ技能

Ａ感受・発想・構想

4

前期前半の行事の
志を立てよう 2

Ｃ文化創造 3

Ｂ分析

前期後半の行事の志を立てよう 2

成長する自分たち

前期前半のまとめの会をしよう 2

4年生になって 3 6障がいについて考えよう

4

Ｂ仲間

言葉（日本語，英語，ことわざ，辞書引き，文学）

Ａ身体

Ｂ食

Ｃ運動

朝タイム×週５

造形

健
康

チ

ャ

レ

ン

ジ

た

ん

れ

ん

Ｄ受容・調整

科学・実験

数
学

Ａ数・量

芸
術

音楽 気持ちを合わせて歌と合奏で

友達と協力しよう 2

 学級訓や学級のめあてをつくろう 2  学級をよりよくする係活動をつくろう

Ｂ経済

科
学

熱をくわえて大きさへんしん水・空気・金属のひみつ 10
電池はどのような性質かな

電池のひみつをさぐろう

大きな大きな数 12 およその数

角の大きさを比べよう 10 いろいろな四角形 13

変わり方に目をつけて

漢字の組み立て 2

 筆者の考えをとらえて自分の考えを発表しよう 8 新聞をつくろう 9

7

 特別な言葉に着目して読もう 7  感じ方のちがいに気付きよさを見つけよう

6

4 熟語の意味

7

ミュージック

食の安全を考えよ

光のさしこむ絵 12 ハッピーカード 10

オリエンテーション 1

 新たな表し方との出合い～リコーダーの音色Ⅱ～ 5 夏の音楽 4

9

快適な住まい方 4

プール清掃

要約

6

短い言葉を書き写そう 4

言
葉

Ａ言語基礎

Ｂ言語論理

Ｃ言語文化

入学式 歓迎遠足

4

場面と場面のつながりをとらえて読もう 9

 漢字辞典の使い方 2  つなぎ言葉のはたらき

Ｂ形

A物質・エネルギーに学ぶ

B生命・地球に学ぶ

Ｃエンジニアリング・テクノロジーに学ぶ

自然の生き物たちの生長 8

8

Ｃデータ・変化

広さを表そう

便利な計算の仕組み8

12

マイ　レインボーをつく

表やグラフで調べよう 810

ふしぎだね　自然の中の水

前期
９月 １０

教育実習
終藤見学芸会 防災訓練 相撲・綱引き大会学校行事 始業式  授業づくりセミナー

防災訓練② 月見学芸会 あらつ大運動会

くらしを守る〜調べてみよう〜 15

どうすればお金は増

7

広がる小数の世界

Ｓtorytelling
英語を聞いて想像しよ

時代と共に変わる言葉

7

発育とは何だろう

2

「友情」に

教生先生とのお別れ会をしよう

日本の秋 7 音のひ

自分を彩るアート展 7 まぼろしの花

学びを

6

自分

４月 ５月 ６月 ７月

テーマ

「成長する

リレーション

社会・数学

910 時数計

人間（討論）

ダンス ロープジャンプ アート

6分間走 8 ハンドボールをしよう 10

12

くわしく様子を表す言葉 3

分数の計算

 登場人物の変化と出来事の関係をとらえよう 8

自分の思いを的確に表そう

9 調べて話そう，生活調査隊 を挙げて伝えよう

17

4 短い英語を書き写そう

数
学

言
葉

210

158

70

5

105

まちがえやすい漢字 2 分ける・くらべる 4 短い英語を書き写そう

5

 数学自由研究（４年生）

 文章を要約して分かりやすく伝えよう 7 文章の感想を伝え合おう

5

8

百科事典の調べ方 2

数の仕組みを探ろう

立体のしくみ 13

た

ん

れ

ん

70

科学（身近な生き物，星座，実験器具，科学記号）

MOM

リズム縄跳びに
挑戦しよう 6

ヘルスアップ
タイムズ

～めんえき力UPで
毎日元気～

5

 リズムダンスを楽しもう 95スポーツ鬼ごっこ

環境（都道府県，地図記号，世界の国旗，歴史人物）

105
健
康

チ

ャ

レ

ン

ジ

う

芸
術

11

日本の音楽でつながろう

105

11

3

2

社
会

87 科
学

人
間

テ
ー

マ
・
リ
レ
ー

シ

ョ
ン

実現したいな！ぼく・わたしのアイデア～クラウドファンディングしてみよう～ 14

ユニバーサル都市ふくおか

7

14

6

ノータッチ　鬼ごっこで　遊ぼう

夜空を見上げよう

遠行会 防災訓練③ 教育研究発表会 お別れ集会 卒業証書授与式 修了式

わり算マスター

10

くろう

8

色を変える葉
～秋の自然～

10

後期

時数計
月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

終業式 始業式 あらつフェスタ   持久走記録会走ろう会

アジアの玄関口福岡 18

増えるの？ 13

7

8

7

5

界 15

8

4

2 Where is the treasure?宝さがしをしよう
よう

くらしをゆたかにするお金

7 曲の気分を感じ取ろう

気持ちを伝える色・形

学級のお別れ会をしよう

う 4

について考えよう

6

4 8

5

11

ひびきを感じ取ろう

8 日本の秋～灯明アート～

2

2

成長を振り返ろうを振り返ろう 3 2

2

分のいのち　みんなのいのち

きまりってだれのもの？

色でつくろう～インスタレーションでつくる世界～

のぞいてみよう
２つのレンズの世界

5

5

6 8

6

1

クラスみんなで決めるには

もっとよくしたいな！私たちの学校

37  Ｓtorytelling英語を聞いて想像しよう

どうしてちがうのＳＵＫＩＹＡＫＩソング  昔話でLet's talk!～We are good friends.～Ⅰ

お別れ集会の志をたてよう

5将来なりたい自分について考えよう

みんなが笑顔でくらすために

る自分たち」
テーマ

「みんなが笑顔でくらために」

― 120 ―



Ｒ３年度 年間指導計画 第４学年
学年⽬標︓One for All  ,  All  for  one

髙跳びに挑戦 11 すもう・つなひき 10 水泳運動

数学（四則計算，単位，公式，図形）

陸上運動に取り組もう 6  ラリーゲームを楽しもう 8  マット運動を楽しもう 7

言語文化

くらしを守る～水の確保とゴミ処理～ 19

Ｄ文化 福岡の発展につくした人たち 14

テ
ー

マ
・
リ
レ
ー

シ

ョ
ン

社
会 Ｃ政治

Ａ環境

自

理由や例を

 Ｓtorytelling英語を聞いて想像しよう 2

6 季節の言葉 6

9聞き取りメモの工夫

広めよう！日本の心～英語にしたい日本の言葉～

What color do you want?
～オリジナルマスクをプレゼント～

慣用句

This is me.～思いを伝えるshow＆Tell～　

Ｂ生命

Ｂ他者と世界

友達のために 1

 『働くこと』について考えよう

人
間

A自己省察

Ｂ自分

Ｃ技能

Ａ感受・発想・構想

4

前期前半の行事の
志を立てよう 2

Ｃ文化創造 3

Ｂ分析

前期後半の行事の志を立てよう 2

成長する自分たち

前期前半のまとめの会をしよう 2

4年生になって 3 6障がいについて考えよう

4

Ｂ仲間

言葉（日本語，英語，ことわざ，辞書引き，文学）

Ａ身体

Ｂ食

Ｃ運動

朝タイム×週５

造形

健
康

チ

ャ

レ

ン

ジ

た

ん

れ

ん

Ｄ受容・調整

科学・実験

数
学

Ａ数・量

芸
術

音楽 気持ちを合わせて歌と合奏で

友達と協力しよう 2

 学級訓や学級のめあてをつくろう 2  学級をよりよくする係活動をつくろう

Ｂ経済

科
学

熱をくわえて大きさへんしん水・空気・金属のひみつ 10
電池はどのような性質かな

電池のひみつをさぐろう

大きな大きな数 12 およその数

角の大きさを比べよう 10 いろいろな四角形 13

変わり方に目をつけて

漢字の組み立て 2

 筆者の考えをとらえて自分の考えを発表しよう 8 新聞をつくろう 9

7

 特別な言葉に着目して読もう 7  感じ方のちがいに気付きよさを見つけよう

6

4 熟語の意味

7

ミュージック

食の安全を考えよ

光のさしこむ絵 12 ハッピーカード 10

オリエンテーション 1

 新たな表し方との出合い～リコーダーの音色Ⅱ～ 5 夏の音楽 4

9

快適な住まい方 4

プール清掃

要約

6

短い言葉を書き写そう 4

言
葉

Ａ言語基礎

Ｂ言語論理

Ｃ言語文化

入学式 歓迎遠足

4

場面と場面のつながりをとらえて読もう 9

 漢字辞典の使い方 2  つなぎ言葉のはたらき

Ｂ形

A物質・エネルギーに学ぶ

B生命・地球に学ぶ

Ｃエンジニアリング・テクノロジーに学ぶ

自然の生き物たちの生長 8

8

Ｃデータ・変化

広さを表そう

便利な計算の仕組み8

12

マイ　レインボーをつく

表やグラフで調べよう 810

ふしぎだね　自然の中の水

前期
９月 １０

教育実習
終藤見学芸会 防災訓練 相撲・綱引き大会学校行事 始業式  授業づくりセミナー

防災訓練② 月見学芸会 あらつ大運動会

くらしを守る〜調べてみよう〜 15

どうすればお金は増

7

広がる小数の世界

Ｓtorytelling
英語を聞いて想像しよ

時代と共に変わる言葉

7

発育とは何だろう

2

「友情」に

教生先生とのお別れ会をしよう

日本の秋 7 音のひ

自分を彩るアート展 7 まぼろしの花

学びを

6

自分

４月 ５月 ６月 ７月

テーマ

「成長する

リレーション

社会・数学

910 時数計

人間（討論）

ダンス ロープジャンプ アート

6分間走 8 ハンドボールをしよう 10

12

くわしく様子を表す言葉 3

分数の計算

 登場人物の変化と出来事の関係をとらえよう 8

自分の思いを的確に表そう

9 調べて話そう，生活調査隊 を挙げて伝えよう

17

4 短い英語を書き写そう

数
学

言
葉

210

158

70

5

105

まちがえやすい漢字 2 分ける・くらべる 4 短い英語を書き写そう

5

 数学自由研究（４年生）

 文章を要約して分かりやすく伝えよう 7 文章の感想を伝え合おう

5

8

百科事典の調べ方 2

数の仕組みを探ろう

立体のしくみ 13

た

ん

れ

ん

70

科学（身近な生き物，星座，実験器具，科学記号）

MOM

リズム縄跳びに
挑戦しよう 6

ヘルスアップ
タイムズ

～めんえき力UPで
毎日元気～

5

 リズムダンスを楽しもう 95スポーツ鬼ごっこ

環境（都道府県，地図記号，世界の国旗，歴史人物）

105
健
康

チ

ャ

レ

ン

ジ

う

芸
術

11

日本の音楽でつながろう

105

11

3

2

社
会

87 科
学

人
間

テ
ー

マ
・
リ
レ
ー

シ

ョ
ン

実現したいな！ぼく・わたしのアイデア～クラウドファンディングしてみよう～ 14

ユニバーサル都市ふくおか

7

14

6

ノータッチ　鬼ごっこで　遊ぼう

夜空を見上げよう

遠行会 防災訓練③ 教育研究発表会 お別れ集会 卒業証書授与式 修了式

わり算マスター

10

くろう

8

色を変える葉
～秋の自然～

10

後期

時数計
月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

終業式 始業式 あらつフェスタ   持久走記録会走ろう会

アジアの玄関口福岡 18

増えるの？ 13

7

8

7

5

界 15

8

4

2 Where is the treasure?宝さがしをしよう
よう

くらしをゆたかにするお金

7 曲の気分を感じ取ろう

気持ちを伝える色・形

学級のお別れ会をしよう

う 4

について考えよう

6

4 8

5

11

ひびきを感じ取ろう

8 日本の秋～灯明アート～

2

2

成長を振り返ろうを振り返ろう 3 2

2

分のいのち　みんなのいのち

きまりってだれのもの？

色でつくろう～インスタレーションでつくる世界～

のぞいてみよう
２つのレンズの世界

5

5

6 8

6

1

クラスみんなで決めるには

もっとよくしたいな！私たちの学校

37  Ｓtorytelling英語を聞いて想像しよう

どうしてちがうのＳＵＫＩＹＡＫＩソング  昔話でLet's talk!～We are good friends.～Ⅰ

お別れ集会の志をたてよう

5将来なりたい自分について考えよう

みんなが笑顔でくらすために

る自分たち」
テーマ

「みんなが笑顔でくらために」
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学年⽬標︓元気はつらつ A B C 〜Active，Believe，
４月 ５月 ６月 ７月

2

科学・実験 ミュージック

2

詩に込められた思い

前期後半の行事の志を立てよう

Storytelling　読み聞かせをしよう 3
She can sing well.

マイ・スーパースターを紹介しよう

論理パズルに挑戦！

8

5

7

Ｃ運動

音楽

2

友との絆を歌と合奏で 3 アンサンブルの魅力 6 和音の移り変わり 3

Ｂ生命 自分のルーツを探ろう

Ｃ文化創造  学級訓や学級のめあてをつくろう 2

自然は大きなキャン

プール清掃 相撲・綱引き大会

8 文章の要旨をとらえ，自分の考えを伝え合おう 8 みんなが過ごしやすい町へ 8

2 英語を書き写そう和語・漢語・外来語 2 同じ読み方の漢字

物語の全体像をとらえ，考えたことを伝え合おう

2

９月
教育実習

防災訓練② 月見学芸会 あらつ大運動会

漢字の成り立ち

4

ビー玉コースターをつくろう

10

11

9

13

どうする食糧問題？

発見！ゆれるきまりの規則性 5

10 Let's make a speech.　わたしの憧れの人

オリエンテーション

巧みに体を動かす運動に挑戦

日本ってどんな国？ 8 どうする？わが国の領土問題

わが国を支える食料生産

6 水泳運動 6

言葉（日本語，英語，ことわざ，辞書引き，文学）

言
葉

数
学

ぼくもわたしも小数博士

5

2Ａ言語基礎

Ｂ言語論理

Ｃ言語文化

Ａ数・量

Ｂ形

Ｃデータ・変化

A物質・エネルギーに学ぶ

Ｃエンジニアリング・テクノロジーに学ぶ

Ａ環境

Ｂ経済

Ｃ政治

B生命・地球に学ぶ

科
学

人
間

Ｄ文化

数学（四則計算，単位，公式，図形）

2

社
会

テ
ー

マ

・

リ

レ
ー

シ

ョ
ン

A自己省察
前期前半の行事の

志を立てよう 2

言語文化
た

ん

れ

ん

チ

ャ

レ

ン

ジ

芸
術

健
康

Ａ身体

Ｂ食

Ａ感受・発想・構想

Ｂ分析

Ｃ技能

Ｄ受容・調整

朝タイム×週５

造形

7 相撲･綱引き

7

神力栽培プロジェクト 6

つくろう　ごはんとおみそしる

気持ちを伝える
色・形

8 ビー玉大ぼうけん 8
消してかこう

～コンテと消しゴムで～

神力栽培プロジェクト 6

 学級をよりよくする係活動をつくろう

4年生になって

10

7 This is HAIKU.　俳句で広がる言葉の世界 6

I want to go to I
友達を旅行に誘

線と形をつくり出そう
～空間アート～

Ｒ3年度 年間指導計画 第５学年

4

6

2

前期

学校行事

Ｂ自分 自分史をつくろう

Ｂ仲間 友達と協力しよう 2

Ｂ他者と世界  『働くこと』について考えよう 4

始業式 入学式 歓迎遠足 藤見学芸会 防災訓練  授業づくりセミナー

登場人物どおしの関わりをとらえ，感想を伝え合おう

工夫して求めよう　いろいろな面積 16

倍数と約数 10

9

オオカミと７ひきの子やぎ

When is your birthday?
友達の誕生日を尋ねよう 5

あなたはどう考

2

セレクトベースボールを楽しもうマット運動でマイメロディーを奏でよう

教生先生とのお別れ会をしよう 2

自分らしさを見つめよう

8

生活習慣がもとで起こる病気

3

「友

3

前期前半のまとめの会をしよう

広げよう！ツナガル＋　高め

17

2

生活の中で詩を楽しもう 2

敬語

障がいについて考えよう

盛んなのか？わが国の工業

6

15

パターンブロックから見える数と形

しきつめ模様のひみつを探ろう

短歌・俳句を楽しもう 8
古典の世界

－声に出して楽しもう－

22 9

よりよい学校生活のために 9

7

漢字の読み方と使い方 2

学

発見しよう！もののとけ方のひみつ 9

テーマ「わ
リレーション

社会・科学
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910 時数計

社
会

105

テ
ー

マ

・

リ

レ
ー

シ

ョ
ン

ロープジャンプ アート MOM 70ダンス

環境（都道府県，地図記号，世界の国旗，歴史人物） 科学（身近な生き物，星座，実験器具，科学記号）

ンパスだ

時数計
１０月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

終業式 始業式 あらつフェスタ   持久走記録会走ろう会 遠行会 防災訓練③ 教育研究発表会 お別れ集会 卒業証書授与式 修了式
会

た

ん

れ

ん
人間（討論）

言
葉

数
学

科
学

人
間

チ

ャ

レ

ン

ジ

芸
術

健
康

トップオブメディアは何か？
比べてみよう！いろいろなメディア

「思いを表現に生かそう」

未来をのせて！ドローン

自然災害はなぜ起こるのか

10

210

158

87

70

105

105

5

7

5

7

英語を書き写そう日本語の表記 2

この本，おすすめします9

事例と意見の関係をおさえて読み，考えたことを話し合おう

すぐれた表現に着目して読み，物語のみりょくを話し合おう

複合語 2

Italy.
誘おう

後期

5

6

7

英語を書き写そう

新聞投書をしよう

言葉をよりすぐって俳句・短歌をつくろう

I  study japanese.
マイ時間割をつくろう

みんなでトークSNS考える 8

6

8

自分のいのち　みんなのいのち

８分間走

パシャリ！コマ動きで
ストーリーをつくりだそう

跳び箱運動 86

成長を振り返ろう 2

わたしたちにできること 6

全力！脳力アップタイムズ 6

友情」について考えよう 2

6

13

見つけよう！日本の魅力 7

15なるかもしれない　裁判員めよう！防災の意識

7

2

8

2

『博多張子』に思いをこめて5

12 5ぼくもわたしも分数博士Ⅱ

おすすめの旅行プランを提案しよう 8

10

もっとよくしたいな！
わたしたちの福岡小学校

2

4

5

9

12

9

お別れ集会の志をたてよう 1

ワンヘルス～ともに生きていくためにできること～

5

ワンヘルス～みんなで守ろう　我が国の環境～ 7

割合をつかって調べよう

学びを振り返ろう 3

11

世界がもし100人の村だったら 15

いろいろな物の体積を求めよう

8

みんなで楽しく
ハイ・ポーズ

形を集めて

方言と共通語 2

数学自由研究

11ロケットを飛ばそう　水で飛ぶ？空気で飛ぶ？

5 小さな自然を水槽の中に再現しよう

海外に広がる日本語

9

本当に便利？
てこの原理

5

ワンヘルス
～見えない世界をみてみよう～

7

6 8

5

2

提案しよう言葉とわたしたち

Let's make a speech.　最後の一年に期待をこめて

いろいろな立体を調べよう 12

Who is your hero?　もうすぐ６年生

9

5
ワンヘルス

～腸内環境を整えるために～
5

日本の音楽に親しもう

つないでシュートゴールゲーム
ワンヘルス

～自分の体の状態をさらに高めるために～

世界とつながる和食

将来なりたい自分について考えよう

10

8

8

ワンヘルス
～ウイルスや細菌がいる環境の中で生きるために～

学級のお別れ会をしよう

わたしたちにできること」
テーマ

「ワンヘルス」
リレーション

数学・科学
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環境（都道府県，地図記号，世界の国旗，歴史人物） 科学（身近な生き物，星座，実験器具，科学記号）

ンパスだ

時数計
１０月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

終業式 始業式 あらつフェスタ   持久走記録会走ろう会 遠行会 防災訓練③ 教育研究発表会 お別れ集会 卒業証書授与式 修了式
会

た

ん

れ

ん
人間（討論）

言
葉

数
学

科
学

人
間

チ

ャ

レ

ン

ジ

芸
術

健
康

トップオブメディアは何か？
比べてみよう！いろいろなメディア

「思いを表現に生かそう」

未来をのせて！ドローン

自然災害はなぜ起こるのか

10

210

158

87

70

105

105

5

7

5

7

英語を書き写そう日本語の表記 2

この本，おすすめします9

事例と意見の関係をおさえて読み，考えたことを話し合おう

すぐれた表現に着目して読み，物語のみりょくを話し合おう

複合語 2

Italy.
誘おう

後期

5

6

7

英語を書き写そう

新聞投書をしよう

言葉をよりすぐって俳句・短歌をつくろう

I  study japanese.
マイ時間割をつくろう

みんなでトークSNS考える 8

6

8

自分のいのち　みんなのいのち

８分間走

パシャリ！コマ動きで
ストーリーをつくりだそう

跳び箱運動 86

成長を振り返ろう 2

わたしたちにできること 6

全力！脳力アップタイムズ 6

友情」について考えよう 2

6

13

見つけよう！日本の魅力 7

15なるかもしれない　裁判員めよう！防災の意識

7

2

8

2

『博多張子』に思いをこめて5

12 5ぼくもわたしも分数博士Ⅱ

おすすめの旅行プランを提案しよう 8

10

もっとよくしたいな！
わたしたちの福岡小学校

2

4

5

9

12

9

お別れ集会の志をたてよう 1

ワンヘルス～ともに生きていくためにできること～

5

ワンヘルス～みんなで守ろう　我が国の環境～ 7

割合をつかって調べよう

学びを振り返ろう 3

11

世界がもし100人の村だったら 15

いろいろな物の体積を求めよう

8

みんなで楽しく
ハイ・ポーズ

形を集めて

方言と共通語 2

数学自由研究

11ロケットを飛ばそう　水で飛ぶ？空気で飛ぶ？

5 小さな自然を水槽の中に再現しよう

海外に広がる日本語

9

本当に便利？
てこの原理

5

ワンヘルス
～見えない世界をみてみよう～

7

6 8

5

2

提案しよう言葉とわたしたち

Let's make a speech.　最後の一年に期待をこめて

いろいろな立体を調べよう 12

Who is your hero?　もうすぐ６年生

9

5
ワンヘルス

～腸内環境を整えるために～
5

日本の音楽に親しもう

つないでシュートゴールゲーム
ワンヘルス

～自分の体の状態をさらに高めるために～

世界とつながる和食

将来なりたい自分について考えよう

10

8

8

ワンヘルス
～ウイルスや細菌がいる環境の中で生きるために～

学級のお別れ会をしよう

わたしたちにできること」
テーマ

「ワンヘルス」
リレーション

数学・科学
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画



学年⽬標︓よりよい学校・社会の担い⼿として，主体的に

10 ８分間走をしよう

どうして選んだ？

戦争への道 6 世界の中の日本 7

仲間っ

What

12 つくろう！時代を表す音や

2

わたしたちが残したいもの 5 教生先生とのお別れ会をしよう 2

2学期のゴールを見つめよう 2 １２才の哲学

残したい音・音楽

歴

生

古地図から浮かび上がる数と形 13 文様の美

2

15

電気の利用について学ぼう 6

4 自分

I want to…私が言葉を選ぶ理由 5

伴って変わる量

前期

あらつ大運動会

日本

筆者の主張や意図をとらえ，考えを書こう

提案書　～書き言葉で伝える意味を求めて～ 8

作品の世界を捉え自分の考えを書こう

話し言葉と書き言葉 3

 This is my weekend.休日のすごしかた 6  Welecome to Japan.四季を受け継ぐ国日本

相撲・綱引き大会プール清掃

 My summer vacation.夏休みの思い出 5

学校行事

９月 １０
教育実習

終

Ｒ3年度 年間指導計画 第６学年

言語文化 科学・実験 ミュージック

デー

 音の震え方を利用して糸

センサーAIの強みとは？ 5

2 言葉の変化

2

2

自分の長所・短所 2 違いはよいこと悪いこと 22 自分の将来の道1年生に教えることは 2

6

言葉（日本語，英語，ことわざ，辞書引き，文学）

Ａ身体

朝タイム×週５

造形 感じたままに花

つくろう　朝の食事 7

光の形 66

相撲・綱引きに挑戦13

Ｄ受容・調整

A自己省察

Ｂ自分

Ｂ仲間

Ｂ生命

Ｂ他者と世界

Ｃ文化創造

Ｃ技能

Ａ感受・発想・構想

4

6

5 世界に広がる三十一文字 6 修学旅行の思い出

社
会

アクアビクス

薬やサプリメントについて調べよう

Ｂ分析

2

分数のしくみをみつけよう 20

健
康

Ｂ食

Ｃ運動

前期後半の行事の志を立てよう

8
つくろう！ぼくたちわたしたちの

合唱・合奏Ⅰ

体力を高める運動に挑戦

人
間

始業式

言
葉

Ａ言語基礎

Ｂ言語論理

Ｃ言語文化

Ｃデータ・変化

数
学

わらしべ長者

入学式 歓迎遠足

漢字の形と音・文の組み立て 4

視点の違いに着目して読み感想を書こう 8

8表現の工夫を捉えて読み，それをいかして書こう

学級討論会をしよう

自分の意見を論理的に伝える意見文を書こう

7

藤見学芸会 防災訓練  授業づくりセミナー

Ａ数・量

人間

なぜ自然災害は起きる？ 13

11

13

芸
術

音楽 つくろう！ぼくたちわたしたちの劇

友達と協力しよう 2

学級訓をつくろう 2 わたしたちがつくる　福岡小学校

表そう！ぼくたち・わたしたちの
思いを音楽で

前期前半の行事の
志を立てよう

9

テ
ー

マ
・
リ
レ
ー

シ
ョ

ン

チ

ャ

レ

ン

ジ

た

ん

れ

ん

数学（四則計算，単位，公式，図形）

10 アウトナ9

 つくろう！ぼくたち・わたしたちの福岡小学校の誇り 6

工夫しよう１食分の食事 6

自分に合った陸上運動

同じ命ちがう命

Ｃ政治

なぜものは燃える？

Ａ環境

Ｂ経済

12 円の面積 10

全部で何通り？

地球と月・太陽の奇跡の関係 6

6
どうして進んだ？

国の発展 6
どうして続いた？

江戸時代

２つの数で割合を表そう 4

Ｂ形

科
学

Ａ物質・エネルギーに学ぶ

Ｂ生命・地球に学ぶ

Ｃエンジニアリング・テクノロジーに学ぶ

Ｄ文化

立体の体積

なぜ

４月 ５月 ６月 ７月

8
何が変わった？

狩りから稲作へ 6
どうしているの？

古墳に大仏 6
天下をまとめる

リーダーたち 7
何を変えるの？

日本国憲法 5
国の予算の

使い道

英語を書いてみよう 4

8

10

防災訓練② 月見学芸会

熟語の成り立ち

12

6

テーマ

「わ
リレーション

社会・数学・芸術

（哲学的な問いについての討論）

に⾏動する⼦供

56 7

 さらなる数学の世界へ 数学自由研究（６年生）

7

 小学校のまとめ

データでせまる
わたしたちの未来

生活を豊かにするプログラミング

しょうとつのエネルギーってどれくらい？

2

って何だろう 4

積み上げよう　生活と学び

6

3

漢字を正しく使う 2 思いや考えを英語でかいてみよう

5

6

 Let's make a speech.卒業を前に今思うこと

 登場人物の関係をとらえ人物の生き方を書こう 7  筆者の考えを読み取り社会と生き方を書こう 7
映像化する物語の世界

～見ることを学ぶ～

6

今，私はぼくは

翻訳にチャレンジ～生き方を伝える言葉の力とは～ 6

5 55

3

 t do you want to do?将来の夢

や音楽 7

4

4

8

歴史の中にいるわたしたち

 つくろう！ぼくたちわたしたちの合唱・合奏Ⅱ

生きるとはどのようなことか

6仮名の由来

文字を使って広がる数学 7

美しさのひみつ 6

分の思いや考えを英語で書こう

その映像の真偽は？13

10

日本と関係の深い国々

後期

時数計

修了式

文化を発信 9

  持久走記録会走ろう会

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

終業式 始業式 あらつフェスタ 遠行会 防災訓練③ 教育研究発表会 お別れ集会 卒業証書授与式

ロープジャンプ アート MOM

4

8ータでせまる　福岡小の現実

糸電話をつくろう

継承されてきた言語文化

～古典芸能の世界～

5

６

6

ープログラムで実現しよう　私たちのIoT

生きるために必要な水を確保できるのか 8

9

2

10
提案しよう！

未来へつながるまちづくり

言
葉

210

158

6 My best Memory　私の６年間

心を動かすプレゼンテーション

数
学

4

5

8

ダンス

卒業するわたしたち

環境（都道府県，地図記号，世界の国旗，歴史人物）

支え合うわたしたちの命

ナンバーバスケットボールを楽しもう 8

7

3

7

 文様デザイン～わたしの願いをこめて～

全力！脳力アップタイムズ

2

みんなで難しい跳び方に挑戦しよう

飲酒や喫煙について調べよう

未来のまちをつくろう

3

8

これからのわたしの健康をつくろう

芸
術

学級のお別れ会をしよう 2

2思い出のあの場所に

つくろう！ぼくたちわたしたちの
合唱・合奏Ⅱ

つながって分かり合おう

つくろう！ぼくたちわたしたちの
マイミュージック

70

105

12 8

4

5

将来なりたい自分を考えよう

人
間5

わたしたちは未来社会をどう生きるのか

見つめよう　自分の生き方

3
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学年⽬標︓よりよい学校・社会の担い⼿として，主体的に

10 ８分間走をしよう

どうして選んだ？

戦争への道 6 世界の中の日本 7

仲間っ

What

12 つくろう！時代を表す音や

2

わたしたちが残したいもの 5 教生先生とのお別れ会をしよう 2

2学期のゴールを見つめよう 2 １２才の哲学

残したい音・音楽

歴

生

古地図から浮かび上がる数と形 13 文様の美

2

15

電気の利用について学ぼう 6

4 自分

I want to…私が言葉を選ぶ理由 5

伴って変わる量

前期

あらつ大運動会

日本

筆者の主張や意図をとらえ，考えを書こう

提案書　～書き言葉で伝える意味を求めて～ 8

作品の世界を捉え自分の考えを書こう

話し言葉と書き言葉 3

 This is my weekend.休日のすごしかた 6  Welecome to Japan.四季を受け継ぐ国日本

相撲・綱引き大会プール清掃

 My summer vacation.夏休みの思い出 5

学校行事

９月 １０
教育実習

終

Ｒ3年度 年間指導計画 第６学年

言語文化 科学・実験 ミュージック
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センサーAIの強みとは？ 5

2 言葉の変化

2

2

自分の長所・短所 2 違いはよいこと悪いこと 22 自分の将来の道1年生に教えることは 2

6
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 つくろう！ぼくたち・わたしたちの福岡小学校の誇り 6

工夫しよう１食分の食事 6

自分に合った陸上運動

同じ命ちがう命

Ｃ政治

なぜものは燃える？

Ａ環境

Ｂ経済

12 円の面積 10

全部で何通り？

地球と月・太陽の奇跡の関係 6

6
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国の発展 6
どうして続いた？
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なぜ
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8
何が変わった？

狩りから稲作へ 6
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古墳に大仏 6
天下をまとめる

リーダーたち 7
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日本国憲法 5
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7

 小学校のまとめ

データでせまる
わたしたちの未来

生活を豊かにするプログラミング

しょうとつのエネルギーってどれくらい？

2

って何だろう 4

積み上げよう　生活と学び

6

3

漢字を正しく使う 2 思いや考えを英語でかいてみよう

5

6

 Let's make a speech.卒業を前に今思うこと
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生きるとはどのようなことか

6仮名の由来

文字を使って広がる数学 7

美しさのひみつ 6

分の思いや考えを英語で書こう

その映像の真偽は？13

10

日本と関係の深い国々

後期

時数計

修了式

文化を発信 9

  持久走記録会走ろう会

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

終業式 始業式 あらつフェスタ 遠行会 防災訓練③ 教育研究発表会 お別れ集会 卒業証書授与式

ロープジャンプ アート MOM

4

8ータでせまる　福岡小の現実

糸電話をつくろう

継承されてきた言語文化

～古典芸能の世界～

5

６

6

ープログラムで実現しよう　私たちのIoT

生きるために必要な水を確保できるのか 8

9

2

10
提案しよう！

未来へつながるまちづくり

言
葉

210

158

6 My best Memory　私の６年間

心を動かすプレゼンテーション

数
学

4

5

8

ダンス

卒業するわたしたち

環境（都道府県，地図記号，世界の国旗，歴史人物）

支え合うわたしたちの命

ナンバーバスケットボールを楽しもう 8

7

3

7

 文様デザイン～わたしの願いをこめて～

全力！脳力アップタイムズ

2

みんなで難しい跳び方に挑戦しよう

飲酒や喫煙について調べよう

未来のまちをつくろう

3

8

これからのわたしの健康をつくろう

芸
術

学級のお別れ会をしよう 2

2思い出のあの場所に

つくろう！ぼくたちわたしたちの
合唱・合奏Ⅱ

つながって分かり合おう

つくろう！ぼくたちわたしたちの
マイミュージック

70

105

12 8

4

5

将来なりたい自分を考えよう

人
間5

わたしたちは未来社会をどう生きるのか

見つめよう　自分の生き方

3

910

105
健
康

チ

ャ

レ

ン

ジ

た

ん

れ

ん

70

科学（身近な生き物，星座，実験器具，科学記号）

10

7

時数計

4リズムダンス

87
科
学

105
社
会

テ
ー

マ
・
リ
レ
ー

シ
ョ

ン

7

11

伝統や文化は，

ぜ生まれ，変化するのか

14

ソーシャルビジネスで世界を救え！

～目指せ！小学生起業家～

世界の宗教に
ついて知ろう7 5

5
世界で活躍する

日本

マ

わたしたちが残したいもの」

テーマ

「わたしたちは未来社会をどう生きるのか？」

― 125 ―

学
年
年
間
指
導
計
画



特別支援教育部  
⽣活への関わりを広げる⼦供の育成(３３年次) 
〜⼦供の経験の関連を図るカリキュラム・マネジメント〜 

１ これまでの歩みから  

(1) 子供の育ちから 

令和元年度から「生活への関わりを広げる子供の育

成」と主題を掲げ，「自分で立てた目標や課題を解決

するために，できることを増やして働かせたり，友達

と協力したりすることを通して，自信をもって対象に

関わろうとする子供」の姿を目指し，そのために必要

な３つの資質能力の育成を図ってきた１。 
① 自発性 

  自ら目標や見通しをもち，身の回りの対象に働き
かけようとする意欲や，粘り強く関わっていこうと
する資質・能力のこと 
② 自己発揮性 
 体験や経験によって統合化に向かう内容知や方法
知を様々な場面で働かせる資質・能力のこと 
③ 成就性 
 自分の行動や他者との協働によって目的や願いを
達成したことに対する充実感を味わう資質・能力の
こと 
 (2) これまでの研究の成果から 

 ３つの資質能力を育成するための，２年間の研究の

成果を大まかにまとめると次のようになる。 
１年次…子供のよさを生かした活動づくり 
２年次…パフォーマンス場面を設定した単元の配列 

研究１年次は，「一人一人のよさを生かした活動づ

くり」について究明し，子供のよさを各教科等で有し

ている「知識」と認知や障害特性に着目した「学び方

の特性」から捉え，指導の形態における繰り返しの学

習に取り組める活動づくりについて明らかにすること

ができた２。研究２年次では，「子供のよさを生かし

た関連性のあるカリキュラム」について究明し，各教

科の学びを生活単元学習でパフォーマンスとして生か

す場面を設定するなど，対象や場所が変わっても知を

発揮できる単元の配列や授業づくりの開発を行うこと

で未知の対象にも自ら関わろうとする子供の姿が見ら

れるようになってきた３。しかし，カリキュラム・マ

ネジメントの研究を進めていく２年間で，以下のよう

な課題も見られた。 
 
 
 
 

そこで，研究３年次では，年間指導計画の作成・改

善の手順を明らかにしたり，生活場面に生かすことの

できる授業づくりについて，更なる究明をしたりする

必要があると考える。 

２ 研究構想の概要 

◯ 目的 

 自発性，自己発揮性，成就性の３つの資質・能

力を育む，カリキュラム・マネジメントを行うこ

とで，生活への関わりを広げる子供を育成する。 

◯ 仮説 

 経験の関連を図るカリキュラム・マネジメント

を２つの視点から行うことで，生活への関わりを

広げる子供を育成することができるだろう。 
(1) 経験を螺旋的に繰り返し，個別の指導計画の 

評価・改善と連動した年間指導計画の作成 

  (2) 生活場面に生きる授業づくりの工夫 

 
【図１ 研究構想図】 

３ 主題について 

  (1) 生活への関わりを広げる子供 

  生活とは，日常的な子供にとって意味のある営みの

集合体のことである。知的障害のある子供の自立を軸

にした営みは，適応行動を基にした３つのスキルから

構成されており，自己発揮性に包含されている 4。１つ

は，言語，金銭処理などを自らの行動を統御する概念

的スキルであり，主に各教科が育成を担う。２つは，

着替えやスケジュール管理など日常生活に関わる実用

的スキルであり，主に生活単元学習が育成を担う。３

つは，対人関係やきまりを守るなど，共同体の中での

役割の遂行に関する社会的スキルであり，主に自立活

動が育成を担う。しかし，知的発達が未分化な子供た

ちにとって，３つを完全に分担するのではなく，相互

に関連を図りながら３つのスキルの育成を図っていく

ことが必要である。また，自発性と成就性は各教科に

よる共通性が多いことから，教育活動全体の中で育成

を図っていくものと捉える。生活への関わりを広げる

子供とは，成功体験を積み重ねながら，自立を軸にし

た３つのスキルを高め，自信をもって身の回りの対象

に働きかけようとする子供のことである。 

① 学びの関連を図る具体的な年間指導計画の作成・
改善の PDCA サイクルが明らかにされていないこと 

② 学んだことを生活場面に般化する授業づくりのプ
ロセスが明らかにされていないこと 

４ 副主題について 

 子供の経験とは，自発的な行為を通した認識を基に

して，断片的な知識を再構成することである。認識と

は，学んだことを理解して判断する心の働きのことで

ある。これはデューイが示すように，「能動的行為と

受動的要素」から経験が成り立っており，行為に対応

して生じた変化を結び付けて知識を再構成することを

指している５。子供の経験の関連を図るとは，生活で

の体験と再構成された知識や，学習場面における経験

同士をつなげることのできる単元や題材を螺旋的に配

列することである。これは，本校の研究で明らかにさ

れてきた繰り返しの活動や，身近な生活対象から単元

化を図ることが，知的障害のある子供たちに有効であ

ることを踏まえたものである。子供の経験の関連を図

るカリキュラム・マネジメントとは，知識の再構成や

活用を繰り返す単元や題材を教科内，または教科横断

的に螺旋的に配列したり，授業で見えた子供の姿から

個別の指導計画と年間指導計画を関連させながら改善

を図ったりする PDCA サイクルのことである６。 

５ 具体的方途 

 子供の経験の関連を図るカリキュラム・マネジメン

トは，２つの視点から研究を進めていく（図２）。 

 
【図２ カリキュラム・マネジメントの視点】  
 (1) 年間指導計画・個別の指導計画の PDCA サイクル 

子供の経験を関連させるには，教科横断的な視点か

ら，螺旋的な経験をすることのできる年間指導計画

と，長・中・短期的な視点でめざす姿を明確にした個

別の指導計画を関連させ

た PDCA サイクルを明確

にすることが必要である

と考える。そこで，次の

ような過程でサイクルを

進める（図３）。        
① 絞る（Plan）     

年間指導計画では，各教科（指導の形態）の発達段

階に応じて，させたい経験を絞ることが螺旋的な年間

指導計画の作成には必要であると考える。そこで，ま

ず，自己発揮性に包含されている３つのスキルを基に

して，各教科（指導の形態）でさせたい経験を焦点化

していく。生活単元学習では，まず，実用的スキルを

日常生活動作と手段的日常生活動作に大別し，そこか

ら個の実態に応じて卒業時のめざす姿と必要なスキル

を焦点化していく。各教科では，本校が作成してきた

指導内容表と特別支援学校学習指導要領各教科編から

させたい経験を４段階で絞っていく（図４）。 
個別の指導計画では，昨年度からの classroom 連絡

帳の引継ぎを基に，各教科（指導の形態）で卒業時の

長期，１年後の中期，学期毎の短期という３段階での

目標と，達成に向けた指導の内容・支援を設定する。 

 
【図４ 指導の形態ごとに経験を絞るステップ】 

② 計画する（Plan） 

年間指導計画は２つの点に留意して，経験や単元を年

間指導計画の中に配列していく。 
１つは，生活単元学習を中心として，教科横断的に螺

旋的な経験を繰り返すことのできる単元の配列をしてい

くことである。本校のカリキュラム設計の中心を生活単

元学習とし，各教科，自立活動との関連を図っていく。

その際は，子供の生活課題を解決する生活単元学習を出

発点として各教科の学びにつなげたり，各教科の学びを

生かして生活単元学習で活用したりするなど，螺旋的な

経験ができるようにしていく（図５）。 

 
【図５ 生単を中心としたカリキュラム設計】 

２つは，各教科の中で，焦点化した経験を螺旋的に

繰り返し配列することである。その際は，ブルーナー

の認知発達の高まりに即して，経験を繰り返しながら

も，段階的に内容を高めていく７（図６）。 

 
【図６ 「合わせる経験」の螺旋的な配列の例】 

【図３ PDCA サイクル】 
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特別支援教育部  
⽣活への関わりを広げる⼦供の育成(３３年次) 
〜⼦供の経験の関連を図るカリキュラム・マネジメント〜 

１ これまでの歩みから  

(1) 子供の育ちから 

令和元年度から「生活への関わりを広げる子供の育

成」と主題を掲げ，「自分で立てた目標や課題を解決

するために，できることを増やして働かせたり，友達

と協力したりすることを通して，自信をもって対象に

関わろうとする子供」の姿を目指し，そのために必要

な３つの資質能力の育成を図ってきた１。 
① 自発性 

  自ら目標や見通しをもち，身の回りの対象に働き
かけようとする意欲や，粘り強く関わっていこうと
する資質・能力のこと 
② 自己発揮性 
 体験や経験によって統合化に向かう内容知や方法
知を様々な場面で働かせる資質・能力のこと 
③ 成就性 
 自分の行動や他者との協働によって目的や願いを
達成したことに対する充実感を味わう資質・能力の
こと 
 (2) これまでの研究の成果から 

 ３つの資質能力を育成するための，２年間の研究の

成果を大まかにまとめると次のようになる。 
１年次…子供のよさを生かした活動づくり 
２年次…パフォーマンス場面を設定した単元の配列 

研究１年次は，「一人一人のよさを生かした活動づ

くり」について究明し，子供のよさを各教科等で有し

ている「知識」と認知や障害特性に着目した「学び方

の特性」から捉え，指導の形態における繰り返しの学

習に取り組める活動づくりについて明らかにすること

ができた２。研究２年次では，「子供のよさを生かし

た関連性のあるカリキュラム」について究明し，各教

科の学びを生活単元学習でパフォーマンスとして生か

す場面を設定するなど，対象や場所が変わっても知を

発揮できる単元の配列や授業づくりの開発を行うこと

で未知の対象にも自ら関わろうとする子供の姿が見ら

れるようになってきた３。しかし，カリキュラム・マ

ネジメントの研究を進めていく２年間で，以下のよう

な課題も見られた。 
 
 
 
 

そこで，研究３年次では，年間指導計画の作成・改

善の手順を明らかにしたり，生活場面に生かすことの

できる授業づくりについて，更なる究明をしたりする

必要があると考える。 

２ 研究構想の概要 

◯ 目的 

 自発性，自己発揮性，成就性の３つの資質・能

力を育む，カリキュラム・マネジメントを行うこ

とで，生活への関わりを広げる子供を育成する。 

◯ 仮説 

 経験の関連を図るカリキュラム・マネジメント

を２つの視点から行うことで，生活への関わりを

広げる子供を育成することができるだろう。 
(1) 経験を螺旋的に繰り返し，個別の指導計画の 

評価・改善と連動した年間指導計画の作成 

  (2) 生活場面に生きる授業づくりの工夫 

 
【図１ 研究構想図】 

３ 主題について 

  (1) 生活への関わりを広げる子供 

  生活とは，日常的な子供にとって意味のある営みの

集合体のことである。知的障害のある子供の自立を軸

にした営みは，適応行動を基にした３つのスキルから

構成されており，自己発揮性に包含されている 4。１つ

は，言語，金銭処理などを自らの行動を統御する概念

的スキルであり，主に各教科が育成を担う。２つは，

着替えやスケジュール管理など日常生活に関わる実用

的スキルであり，主に生活単元学習が育成を担う。３

つは，対人関係やきまりを守るなど，共同体の中での

役割の遂行に関する社会的スキルであり，主に自立活

動が育成を担う。しかし，知的発達が未分化な子供た

ちにとって，３つを完全に分担するのではなく，相互

に関連を図りながら３つのスキルの育成を図っていく

ことが必要である。また，自発性と成就性は各教科に

よる共通性が多いことから，教育活動全体の中で育成

を図っていくものと捉える。生活への関わりを広げる

子供とは，成功体験を積み重ねながら，自立を軸にし

た３つのスキルを高め，自信をもって身の回りの対象

に働きかけようとする子供のことである。 

① 学びの関連を図る具体的な年間指導計画の作成・
改善の PDCA サイクルが明らかにされていないこと 

② 学んだことを生活場面に般化する授業づくりのプ
ロセスが明らかにされていないこと 

４ 副主題について 

 子供の経験とは，自発的な行為を通した認識を基に

して，断片的な知識を再構成することである。認識と

は，学んだことを理解して判断する心の働きのことで

ある。これはデューイが示すように，「能動的行為と

受動的要素」から経験が成り立っており，行為に対応

して生じた変化を結び付けて知識を再構成することを

指している５。子供の経験の関連を図るとは，生活で

の体験と再構成された知識や，学習場面における経験

同士をつなげることのできる単元や題材を螺旋的に配

列することである。これは，本校の研究で明らかにさ

れてきた繰り返しの活動や，身近な生活対象から単元

化を図ることが，知的障害のある子供たちに有効であ

ることを踏まえたものである。子供の経験の関連を図

るカリキュラム・マネジメントとは，知識の再構成や

活用を繰り返す単元や題材を教科内，または教科横断

的に螺旋的に配列したり，授業で見えた子供の姿から

個別の指導計画と年間指導計画を関連させながら改善

を図ったりする PDCA サイクルのことである６。 

５ 具体的方途 

 子供の経験の関連を図るカリキュラム・マネジメン

トは，２つの視点から研究を進めていく（図２）。 

 
【図２ カリキュラム・マネジメントの視点】  
 (1) 年間指導計画・個別の指導計画の PDCA サイクル 

子供の経験を関連させるには，教科横断的な視点か

ら，螺旋的な経験をすることのできる年間指導計画

と，長・中・短期的な視点でめざす姿を明確にした個

別の指導計画を関連させ

た PDCA サイクルを明確

にすることが必要である

と考える。そこで，次の

ような過程でサイクルを

進める（図３）。        
① 絞る（Plan）     

年間指導計画では，各教科（指導の形態）の発達段

階に応じて，させたい経験を絞ることが螺旋的な年間

指導計画の作成には必要であると考える。そこで，ま

ず，自己発揮性に包含されている３つのスキルを基に

して，各教科（指導の形態）でさせたい経験を焦点化

していく。生活単元学習では，まず，実用的スキルを

日常生活動作と手段的日常生活動作に大別し，そこか

ら個の実態に応じて卒業時のめざす姿と必要なスキル

を焦点化していく。各教科では，本校が作成してきた

指導内容表と特別支援学校学習指導要領各教科編から

させたい経験を４段階で絞っていく（図４）。 
個別の指導計画では，昨年度からの classroom 連絡

帳の引継ぎを基に，各教科（指導の形態）で卒業時の

長期，１年後の中期，学期毎の短期という３段階での

目標と，達成に向けた指導の内容・支援を設定する。 

 
【図４ 指導の形態ごとに経験を絞るステップ】 

② 計画する（Plan） 

年間指導計画は２つの点に留意して，経験や単元を年

間指導計画の中に配列していく。 
１つは，生活単元学習を中心として，教科横断的に螺

旋的な経験を繰り返すことのできる単元の配列をしてい

くことである。本校のカリキュラム設計の中心を生活単

元学習とし，各教科，自立活動との関連を図っていく。

その際は，子供の生活課題を解決する生活単元学習を出

発点として各教科の学びにつなげたり，各教科の学びを

生かして生活単元学習で活用したりするなど，螺旋的な

経験ができるようにしていく（図５）。 

 
【図５ 生単を中心としたカリキュラム設計】 

２つは，各教科の中で，焦点化した経験を螺旋的に

繰り返し配列することである。その際は，ブルーナー

の認知発達の高まりに即して，経験を繰り返しながら

も，段階的に内容を高めていく７（図６）。 

 
【図６ 「合わせる経験」の螺旋的な配列の例】 

【図３ PDCA サイクル】 
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③ 取り組む（Do） 

 具体的方途（２）に基づいた授業実践を行う。 

④ 見直す（Check）・改善する（Action） 

生活場面や学習状況から子供の実態を把握し，個別

の指導計画と年間指導計画の改善を図っていく。学習

状況の把握は，複数の教師で行っていくことが必要で

あると考える。そこで，年度当初に作成した個別の指

導計画と，それを基にした単元のルーブリックを作成

して，子供のめざす姿を教師間で共有する。共有した

めざす姿を基に授業の参観を行い，学習状況を見取と

ることで，個別の指導計画の目標や支援の方法の改善

につなげていく。次に，保護者との個別の指導計画の

修正や改善を図っていく。そこで，Google classroom

でのデジタル連絡帳や授業のポートフォリオ等を通し

て，子供の姿を作品や動画で可視化し，教師と保護者

で１年後の中期目標，学期ごとの短期目標の改善を図

っていく。最後に，年間指導計画の改善を図る。そこ

では，明確にしためざす姿を基にした単元の配列や，

学習内容・活動・支援など授業レベルでの改善を図る

ことができるようにしていく（図７）。

 
【図７ 見直す（Check）・改善する（Action）の手順】 

 (2) 生活場面に生きる授業づくりの工夫 
① 資質・能力を発揮させる単元構成の工夫 

これまでの本校の研究では，子供のよさを生かし，

変化と繰り返しを位置付けたスモールステップの活動

が，熱中して課題に取り組む姿につながるという成果

を残してきた。それを生かし，動機・熱中・発展の３

つの段階で，一層，資質・能力が発揮され，生活場面

に生きる単元構成の工夫を図っていく（図８）。 

 
【図８ 単元構成と資質能力との関係】 

動機段階では，主に自発性を発揮することができる

よう，目標を立て，粘り強く学習に取り組む子供の姿

をめざし，単元のゴールを子供と教師で共有・設定す

るようにする。ゴール像は図９にある３種類の中から

教師が発達段階や単元の特性に応じて，子供と設定で

きるようにする（図９）。その際は，個別の指導計画

を活用し，これまでの経験を想起させる活動を設定す

ることで，学習や生活の中で得た断片的な知識を単元

の学習の中に引き込むことができるようにする。 

 
【図９ ３種類のゴール像】 

熱中段階では，主に自己発揮性を発揮することがで

きるよう，子供が行為や操作を基に，知識の習得に向

かうことができるよう，変化と繰り返しのあるスモー

ルステップでの活動を設定する。また，授業の学びと

生活場面の般化を促すために，自己選択の場面を設定

する。一単位時間の導入段階の中で「どうしたら○○

（「正確」など）にできるか。」といった学びの「方

法」を選択させることで，般化につなげていく。その

際は，言葉での表出，メタ認知，プランニング能力に

困難を示す知的障害の特性に応じて，写真や映像を視

覚的に提示する ICT の活用や，課題解決のステップの

段階的な提示をするなど，個々の実態に応じて自己選

択ができる状況づくりを行っていく。 
発展段階では，主に成就性を発揮することができる

よう，自信をもって身の周りの対象に働きかける子供

の姿をめざして，達成場面を位置付ける。達成場面と

は，学習や生活場面で，子供と教師で共有・設定した

課題を基に，学習を進めながら課題解決をしたり，別

の場面や対象で生かしたりすることである。達成場面

は大きく２種類に大別することができる（図 10）。 

【図 10 ２種類の達成場面】 

１つは，学びの蓄積が成果物として視覚化されるこ

とである。例えば，生活単元学習で，季節行事を成功

させるために，飾りを作成して，成果物として掲示す

ることや，学びの過程をポートフォリオに蓄積してい

くことなどが考えられる。 
２つは，各教科や生活単元学習，自立活動で学んだ

活動や内容をパフォーマンス場面８として生かすこと

である。例えば，算数科で学んだ数え方を生かして，

生活単元学習でゲームの得点を計算したり，自立活動

で学んだ行動の調整の仕方を休み時間に生かしたりす

るなど，教科横断的や生活とのつながりからパフォー

マンス場面を設定する。 
② 短期・中期的な自己評価活動の設定 

生活場面へ学びを生かすためには，授業での成功体

験の実感を繰り返し，自己の変容を振り返る仕組みが

必要であると考える。そこで，単元を通して，２つの

側面から自己評価活動を設定していく。 
 １つは，試行に対する自己評価である。課題解決の

ために，行った操作や表現を自己評価できる仕組みづ

くりを行っていく。１単位時間での成功体験を積み重

ねることが資質・能力を往還させる姿につながってい

くと考える。 
 ２つは，変容に対する自己評価である。そこで，年

度の初めや，前単元での子供の姿が表れるプリント，

写真，動画などを記録し，ポートフォリオなどを活用

して自己の姿を比較させ，変容の実感につなげていく

ことができるようにする（図 11）。

【図 11 自己評価活動の視点】 

６ PDCA サイクルの実際 

図 12 は，Ａ児の自立活動における PDCA サイクル

である（図 12）。 

  

【図 12  A 児の自立活動の PDCA サイクルの実際】 

① PLAN（４-６月） 

実態把握を基にした個別の指導計画の目標と年間

指導計画の作成を行った。４月の実態として，休み

時間の終わりのチャイムを聞いても，遊びをやめる

ことができず，気持ちの切り替えに課題があった。

そこで，個別の指導計画での年間目標を「終わりの

合図を聞いて，気持ちを切り替えてすぐに集合する

こと」とした。その年間目標に基づき，自立活動に

おける年間での重点題材と題材での目標を設定し，

教師間でめざす姿を共有した。 

ここから，具体的な場面で年間目標を設定するこ

と，動画で子供の姿を具体的に記録しておくことが

PDCA サイクルにおいては重要であることが分かっ

た。それは子供と教師，教師間でめざす姿を細かな

共有につながることや，後の「C→A」のサイクルに

おいて，話し合いの土台が整い，目標の具体的な改

善につなげることができたからである。 

② Do（７月） 

 授業実践Ⅰで「梅組トラックドライバー」を行っ

た。子供たちがトラックドライバーとなり，荷物を

載せた梅組トラックを目的地まで協力して走らせる

活動を通して，状況に応じた声かけをしたり，気持

ちを落ち着かせたりすることができるようになるこ

とをねらいとした。Ａ児の目標は，ゲームの終わり

の合図を聞いて気持ちを切り替え，すぐに着席する

ことであった。その際の支援として，日常の経験と

授業場面での経験の関連を図るために，ICT を活用

した。具体的には，休み時間に合図ですぐに集合で

きない不適切な姿と，合図ですぐに気持ちを切り替

えて集合する適切な姿のモデルを動画で提示した。

そうすることで，Ａ児が合図を基にすぐに集合しよ

うとする姿が増えてきた。また，題材の学習後の休

み時間でも，気持ちを切り替え，素早く遊びをやめ

る姿が多く見られるようになってきた。 

ここから，日常生活と授業場面での経験の関連を

図る際は，ICT 等を用いて自己の姿の視覚的な提示

をすることに効果があることが分かった。それは，

「合図を基に切り替える」という自ら目標をもつ自

発性や，気持ちを切り替えてすぐに集合する自己発

揮性など，Ａ児の資質能力を授業の中で顕在化され

ていたからである。 

③ Check（７-９月） 

 授業での子供の姿から，個別の指導計画の改善や

年間指導計画への反映を行った。授業での子供の姿

として，「気分がいい時は，気持ちを切り替えてす

ぐに集合することができていた」という姿がある一

方で，「ゲームでのチャレンジに失敗し，落ち込ん

だ際に気持ちを切り替えることが難しい」という課

題が見られた。そこで，個別の指導計画の年間目標

を「落ち込んだ時に，自分なりの方法を用いて気持

ちを切り替えることができる」と改善した。また，

それに伴い，年間指導計画の中での指導内容も図 12

のように改善を図った。 

 ここから，PLAN で教師間のめざす姿の共有を図っ

たことが有効であることが分かった。それは，個別

の指導計画の改善の話し合いをする際に，めざす姿

と現在の学習状況のずれや修正を円滑に話し合い，

改善の方向性が明確になったからである。 

④ Action（10-11 月） 

 改善した個別の指導計画と年間指導計画を基に，
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③ 取り組む（Do） 

 具体的方途（２）に基づいた授業実践を行う。 

④ 見直す（Check）・改善する（Action） 

生活場面や学習状況から子供の実態を把握し，個別

の指導計画と年間指導計画の改善を図っていく。学習

状況の把握は，複数の教師で行っていくことが必要で

あると考える。そこで，年度当初に作成した個別の指

導計画と，それを基にした単元のルーブリックを作成

して，子供のめざす姿を教師間で共有する。共有した

めざす姿を基に授業の参観を行い，学習状況を見取と

ることで，個別の指導計画の目標や支援の方法の改善

につなげていく。次に，保護者との個別の指導計画の

修正や改善を図っていく。そこで，Google classroom

でのデジタル連絡帳や授業のポートフォリオ等を通し

て，子供の姿を作品や動画で可視化し，教師と保護者

で１年後の中期目標，学期ごとの短期目標の改善を図

っていく。最後に，年間指導計画の改善を図る。そこ

では，明確にしためざす姿を基にした単元の配列や，

学習内容・活動・支援など授業レベルでの改善を図る

ことができるようにしていく（図７）。

 
【図７ 見直す（Check）・改善する（Action）の手順】 

 (2) 生活場面に生きる授業づくりの工夫 
① 資質・能力を発揮させる単元構成の工夫 

これまでの本校の研究では，子供のよさを生かし，

変化と繰り返しを位置付けたスモールステップの活動

が，熱中して課題に取り組む姿につながるという成果

を残してきた。それを生かし，動機・熱中・発展の３

つの段階で，一層，資質・能力が発揮され，生活場面

に生きる単元構成の工夫を図っていく（図８）。 

 
【図８ 単元構成と資質能力との関係】 

動機段階では，主に自発性を発揮することができる

よう，目標を立て，粘り強く学習に取り組む子供の姿

をめざし，単元のゴールを子供と教師で共有・設定す

るようにする。ゴール像は図９にある３種類の中から

教師が発達段階や単元の特性に応じて，子供と設定で

きるようにする（図９）。その際は，個別の指導計画

を活用し，これまでの経験を想起させる活動を設定す

ることで，学習や生活の中で得た断片的な知識を単元

の学習の中に引き込むことができるようにする。 

 
【図９ ３種類のゴール像】 

熱中段階では，主に自己発揮性を発揮することがで

きるよう，子供が行為や操作を基に，知識の習得に向

かうことができるよう，変化と繰り返しのあるスモー

ルステップでの活動を設定する。また，授業の学びと

生活場面の般化を促すために，自己選択の場面を設定

する。一単位時間の導入段階の中で「どうしたら○○

（「正確」など）にできるか。」といった学びの「方

法」を選択させることで，般化につなげていく。その

際は，言葉での表出，メタ認知，プランニング能力に

困難を示す知的障害の特性に応じて，写真や映像を視

覚的に提示する ICT の活用や，課題解決のステップの

段階的な提示をするなど，個々の実態に応じて自己選

択ができる状況づくりを行っていく。 
発展段階では，主に成就性を発揮することができる

よう，自信をもって身の周りの対象に働きかける子供

の姿をめざして，達成場面を位置付ける。達成場面と

は，学習や生活場面で，子供と教師で共有・設定した

課題を基に，学習を進めながら課題解決をしたり，別

の場面や対象で生かしたりすることである。達成場面

は大きく２種類に大別することができる（図 10）。 

【図 10 ２種類の達成場面】 

１つは，学びの蓄積が成果物として視覚化されるこ

とである。例えば，生活単元学習で，季節行事を成功

させるために，飾りを作成して，成果物として掲示す

ることや，学びの過程をポートフォリオに蓄積してい

くことなどが考えられる。 
２つは，各教科や生活単元学習，自立活動で学んだ

活動や内容をパフォーマンス場面８として生かすこと

である。例えば，算数科で学んだ数え方を生かして，

生活単元学習でゲームの得点を計算したり，自立活動

で学んだ行動の調整の仕方を休み時間に生かしたりす

るなど，教科横断的や生活とのつながりからパフォー

マンス場面を設定する。 
② 短期・中期的な自己評価活動の設定 

生活場面へ学びを生かすためには，授業での成功体

験の実感を繰り返し，自己の変容を振り返る仕組みが

必要であると考える。そこで，単元を通して，２つの

側面から自己評価活動を設定していく。 
 １つは，試行に対する自己評価である。課題解決の

ために，行った操作や表現を自己評価できる仕組みづ

くりを行っていく。１単位時間での成功体験を積み重

ねることが資質・能力を往還させる姿につながってい

くと考える。 
 ２つは，変容に対する自己評価である。そこで，年

度の初めや，前単元での子供の姿が表れるプリント，

写真，動画などを記録し，ポートフォリオなどを活用

して自己の姿を比較させ，変容の実感につなげていく

ことができるようにする（図 11）。

【図 11 自己評価活動の視点】 

６ PDCA サイクルの実際 

図 12 は，Ａ児の自立活動における PDCA サイクル

である（図 12）。 

  

【図 12  A 児の自立活動の PDCA サイクルの実際】 

① PLAN（４-６月） 

実態把握を基にした個別の指導計画の目標と年間

指導計画の作成を行った。４月の実態として，休み

時間の終わりのチャイムを聞いても，遊びをやめる

ことができず，気持ちの切り替えに課題があった。

そこで，個別の指導計画での年間目標を「終わりの

合図を聞いて，気持ちを切り替えてすぐに集合する

こと」とした。その年間目標に基づき，自立活動に

おける年間での重点題材と題材での目標を設定し，

教師間でめざす姿を共有した。 

ここから，具体的な場面で年間目標を設定するこ

と，動画で子供の姿を具体的に記録しておくことが

PDCA サイクルにおいては重要であることが分かっ

た。それは子供と教師，教師間でめざす姿を細かな

共有につながることや，後の「C→A」のサイクルに

おいて，話し合いの土台が整い，目標の具体的な改

善につなげることができたからである。 

② Do（７月） 

 授業実践Ⅰで「梅組トラックドライバー」を行っ

た。子供たちがトラックドライバーとなり，荷物を

載せた梅組トラックを目的地まで協力して走らせる

活動を通して，状況に応じた声かけをしたり，気持

ちを落ち着かせたりすることができるようになるこ

とをねらいとした。Ａ児の目標は，ゲームの終わり

の合図を聞いて気持ちを切り替え，すぐに着席する

ことであった。その際の支援として，日常の経験と

授業場面での経験の関連を図るために，ICT を活用

した。具体的には，休み時間に合図ですぐに集合で

きない不適切な姿と，合図ですぐに気持ちを切り替

えて集合する適切な姿のモデルを動画で提示した。

そうすることで，Ａ児が合図を基にすぐに集合しよ

うとする姿が増えてきた。また，題材の学習後の休

み時間でも，気持ちを切り替え，素早く遊びをやめ

る姿が多く見られるようになってきた。 

ここから，日常生活と授業場面での経験の関連を

図る際は，ICT 等を用いて自己の姿の視覚的な提示

をすることに効果があることが分かった。それは，

「合図を基に切り替える」という自ら目標をもつ自

発性や，気持ちを切り替えてすぐに集合する自己発

揮性など，Ａ児の資質能力を授業の中で顕在化され

ていたからである。 

③ Check（７-９月） 

 授業での子供の姿から，個別の指導計画の改善や

年間指導計画への反映を行った。授業での子供の姿

として，「気分がいい時は，気持ちを切り替えてす

ぐに集合することができていた」という姿がある一

方で，「ゲームでのチャレンジに失敗し，落ち込ん

だ際に気持ちを切り替えることが難しい」という課

題が見られた。そこで，個別の指導計画の年間目標

を「落ち込んだ時に，自分なりの方法を用いて気持

ちを切り替えることができる」と改善した。また，

それに伴い，年間指導計画の中での指導内容も図 12

のように改善を図った。 

 ここから，PLAN で教師間のめざす姿の共有を図っ

たことが有効であることが分かった。それは，個別

の指導計画の改善の話し合いをする際に，めざす姿

と現在の学習状況のずれや修正を円滑に話し合い，

改善の方向性が明確になったからである。 

④ Action（10-11 月） 

 改善した個別の指導計画と年間指導計画を基に，
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授業実践Ⅱの「ためよう きょうりょくメダル」を

行った。本題材においては，学習場面同士の経験の

関連を図った。Google site を用いたデジタルポー

トフォリオを活用し，７月の実践（梅組トラックド

ライバー）の中で，落ち込んだ際にそのままうずく

まる様子を提示することで，気持ちを切り替えて，

一人で最後までゲームに参加することを学ぶ必然性

をもたせたり，経験の関連を図ったりした。詳しく

は 140 ページの実践のまとめを参照されたい。また

学習後の日常生活場面においても，自分なりの方法

で気持ちを切り替える姿が見られた。例えば，友達

とトラブルになった際に，泣いてしまっているため

に，何があったかを説明することができない姿が見

られた。その時にＡ児は，自ら水筒を取りに行き，

お茶を飲んで気持ちを落ち着かせるという方法を選

択し，教師に何があったかを伝えることができた。 

 ここから，PDCA サイクルを１年間の中で短期的に

位置付けることが，特別支援教育のカリキュラム・

マネジメントにおいて有効であることが分かった。

一人一人の実態が細かく変化する子供たちの特性を

捉え，目標や支援のよりよい改善を行うことにつな

がると共に，子供が学んだことを生かし，身の回り

の生活対象に自ら関わろうとする姿が見られたから

である。課題として PDCA サイクルを短期的に行うた

めの教師の負担が大きく，複数回のサイクルを回す

ことができなかった。教師が無理のない範囲で短期

的なサイクルを回すことができる仕組みが，特別支

援教育のカリキュラム・マネジメントにおいては必

要であると考える。 

７ 成果と課題 

(1) 成果 

 ① Ａ児の姿から 

○ 経験の関連と知的障害の子供の学びの般化 
   日常と学習場面の経験，学習場面同士の経験を

関連することができる姿を動画，写真等などの視

覚的な資料を用いて，年間を通じたサイクルで提

示することが生活場面への学びの般化に有効であ

ること 
 ② カリキュラム・マネジメントの視点から 

○ 特別支援教育の短期的 PDCA サイクルの有効性 
日々変化する子供の実態を改めて捉え直し，目

標設定の改善を行う短期的な PDCA サイクルを年

間の中に繰り返し位置付けることが，特別支援教

育におけるカリキュラム・マネジメントにおいて

は，有効であること 

(2) 課題 

 ① Ａ児の姿から 
● カリキュラム全体で変容を捉える仕組み 

Ａ児の姿から，単元や生活の一部分の経験を関

連させる姿が見られ，知的障害のある子供におい

ても，学びを関連して，生活への関わりを広げて

いる姿は見られた。しかし，カリキュラム全体

で，学びの関連を通して生活への関わりを広げる

姿を，子供自身が捉えることのできる仕組みを十

分に構築できていなかった。今後は，Google 

classroom を活用した，子供が自身の変容を長期

的に捉えることのできる仕組みづくりを進めてい

く必要がある。 

 ② カリキュラム・マネジメントの視点から 
● マネジメントサイクルの深化 

   PDCA サイクルは時間がかかりやすく，教師の負

担が大きいというデメリットがあり，本研究にお

いても，複数回の PDCA サイクルを回すことはでき

なかった。実態や変化に対応しやすく，短期的な

サイクルを回すことに長けている特別支援教育に

適したマネジメントサイクルを構築していく必要

がある。 

８ 今後の方向性 

○ 長期的な変容を捉える仕組みづくり 

子供が学びを生活や学習場面に生かすためには，

カリキュラム全体を通して，経験の関連を通した行

動の変容を実感することのできる仕組みが必要であ

ることが分かった。そこで，今年度も活用した

Google classroom 連絡帳の深化を図っていく。今年

度は連絡事項を共有することに留まることが多く，

個別の指導計画の改善につなげる実践まで取り組む

ことができなかった。子供の作品，学校や家庭の様

子の動画などを保護者と双方向的にやりとりできる

ようにすることで，個別の指導計画の改善につなげ

ることができるようにしていきたい。 

○ 短期的なマネジメントサイクルの活用 

 課題でも述べたように，特別支援教育におけるマ

ネジメントシステムでは，実態や変化に対応しやす

こと，短期的なサイクルを何度も繰り返すことの２

点が重要であると明らかになった。そこで，その２

点の課題を解決することに長けている OODA ループや

PDR サイクルを活用したマネジメントサイクルの開

発に取り組んでいく。 

＜註＞ 
１３つの資質能力は往還する関係にある。主に自発性を出発点として，自己発揮

性，成就性の順序を辿りながらも，目的を達成できたという成就性から，自発性

に戻るという関係性である。 
福岡教育大学附属福岡小学校（2020） 

令和元年度教育研究発表会研究紀要第五十冊.pp.140-144 

文部科学省 特別支援学校学習指導要領各教科等編 2018 
２研究１年次では，指導の形態ごとに子供のよさの視点を明確にすることで，子

供が熱中する活動づくりを構想することができた。各教科は認知特性，生活単元

学習は子供の生活課題を大切にすることから興味関心，自立活動は個別の指導計

画と子供のよさをどこから捉えるのかを共有することができた。 

福岡教育大学附属福岡小学校（2020） 

令和元年度教育研究発表会研究紀要第五十冊.pp.140-144 
3研究２年次では，各教科と生単のつながりについて明らかすることができた。

各教科で学んだことを生活単元学習でパフォーマンスとして発揮する単元の配列

をした結果として，学んだことを生活場面に般化させる子供の姿が見られた。 

福岡教育大学附属福岡小学校（2021） 

令和２年度教育研究発表会研究紀要第五十一冊.pp.140-157 
4 アメリカ知的・発達障害協会（AAID）によると生活上の自立を支える３つ

のスキルを本校の自立を軸にした営みとしている。  

前川 久男他（2006） 

特別支援教育における障害の理解 教育出版.pp.98-101 
５デューイは，「われわれは事物に対して何ごとかをする，そうするとその事

物は逆にわれわれに対して何ごとかをする，それは特別な結びつきである」とし

て，経験の中に学習者の学んだ意味を内包しているものとして捉えている。 

ジョンデューイ（2004）経験と教育 講談社学術文語 
６特別支援学校学習指導要領解説総則編では，特別支援学校におけるカリキ

ュラム・マネジメントの４つの側面を次のようにしている。 

①教科等横断的な視点で組み立てていくこと 

②教育課程を編成，実施，評価，改善のＰＤＣＡサイクルの確立 

③人的，物的な体制確保 

④個別の指導計画と教育課程の評価と改善につなげる工夫をすること 

本研究においては，研究の経過，子供の実態等を踏まえ，①，②，④の３

つの側面から重点的に取り組んでいくこととする。 

文部科学省 特別支援学校学習指導要領総則編 2018 
７ブルーナーは学習者の理解できる段階で，学習させ，その理解度に合わせ

て内容を高めていくことを繰り返すことで，連続的な発展のできる螺旋型

カリキュラムを提唱した。また学習者の理解（表象）は，行動，映像，記

号的という３つの段階があることを示している。 

J.S.ブルーナー（1970）認知能力の成長（上）明治図書.p.24 
８本来，教育における「パフォーマンス」という用語は石井（2021）が定義

するようにリアルな文脈の中で，様々な知識やスキルを応用・総合しつつ

何らかの実践を行うことを求める課題の「パフォーマンス課題」と，その

評価を行う「パフォーマンス評価」で成り立っている。しかし，本校の知

的障害のある子供たちの実態からすると，学びを生かして，別の場面で発

揮したり，成果物ができたりすることを最終的な学びの到達点と捉えるた

めに，「パフォーマンス場面」と定義した。 

石井英真・鈴木秀幸（2021） 

ヤマ場をおさえる学習評価 小学校 図書文化.pp.42-45 
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授業実践Ⅱの「ためよう きょうりょくメダル」を

行った。本題材においては，学習場面同士の経験の

関連を図った。Google site を用いたデジタルポー

トフォリオを活用し，７月の実践（梅組トラックド

ライバー）の中で，落ち込んだ際にそのままうずく

まる様子を提示することで，気持ちを切り替えて，

一人で最後までゲームに参加することを学ぶ必然性

をもたせたり，経験の関連を図ったりした。詳しく

は 140 ページの実践のまとめを参照されたい。また

学習後の日常生活場面においても，自分なりの方法

で気持ちを切り替える姿が見られた。例えば，友達

とトラブルになった際に，泣いてしまっているため

に，何があったかを説明することができない姿が見

られた。その時にＡ児は，自ら水筒を取りに行き，

お茶を飲んで気持ちを落ち着かせるという方法を選

択し，教師に何があったかを伝えることができた。 

 ここから，PDCA サイクルを１年間の中で短期的に

位置付けることが，特別支援教育のカリキュラム・

マネジメントにおいて有効であることが分かった。

一人一人の実態が細かく変化する子供たちの特性を

捉え，目標や支援のよりよい改善を行うことにつな

がると共に，子供が学んだことを生かし，身の回り

の生活対象に自ら関わろうとする姿が見られたから

である。課題として PDCA サイクルを短期的に行うた

めの教師の負担が大きく，複数回のサイクルを回す

ことができなかった。教師が無理のない範囲で短期

的なサイクルを回すことができる仕組みが，特別支

援教育のカリキュラム・マネジメントにおいては必

要であると考える。 

７ 成果と課題 

(1) 成果 

 ① Ａ児の姿から 

○ 経験の関連と知的障害の子供の学びの般化 
   日常と学習場面の経験，学習場面同士の経験を

関連することができる姿を動画，写真等などの視

覚的な資料を用いて，年間を通じたサイクルで提

示することが生活場面への学びの般化に有効であ

ること 
 ② カリキュラム・マネジメントの視点から 

○ 特別支援教育の短期的 PDCA サイクルの有効性 
日々変化する子供の実態を改めて捉え直し，目

標設定の改善を行う短期的な PDCA サイクルを年

間の中に繰り返し位置付けることが，特別支援教

育におけるカリキュラム・マネジメントにおいて

は，有効であること 

(2) 課題 

 ① Ａ児の姿から 
● カリキュラム全体で変容を捉える仕組み 

Ａ児の姿から，単元や生活の一部分の経験を関

連させる姿が見られ，知的障害のある子供におい

ても，学びを関連して，生活への関わりを広げて

いる姿は見られた。しかし，カリキュラム全体

で，学びの関連を通して生活への関わりを広げる

姿を，子供自身が捉えることのできる仕組みを十

分に構築できていなかった。今後は，Google 

classroom を活用した，子供が自身の変容を長期

的に捉えることのできる仕組みづくりを進めてい

く必要がある。 

 ② カリキュラム・マネジメントの視点から 
● マネジメントサイクルの深化 

   PDCA サイクルは時間がかかりやすく，教師の負

担が大きいというデメリットがあり，本研究にお

いても，複数回の PDCA サイクルを回すことはでき

なかった。実態や変化に対応しやすく，短期的な

サイクルを回すことに長けている特別支援教育に

適したマネジメントサイクルを構築していく必要

がある。 

８ 今後の方向性 

○ 長期的な変容を捉える仕組みづくり 

子供が学びを生活や学習場面に生かすためには，

カリキュラム全体を通して，経験の関連を通した行

動の変容を実感することのできる仕組みが必要であ

ることが分かった。そこで，今年度も活用した

Google classroom 連絡帳の深化を図っていく。今年

度は連絡事項を共有することに留まることが多く，

個別の指導計画の改善につなげる実践まで取り組む

ことができなかった。子供の作品，学校や家庭の様

子の動画などを保護者と双方向的にやりとりできる

ようにすることで，個別の指導計画の改善につなげ

ることができるようにしていきたい。 

○ 短期的なマネジメントサイクルの活用 

 課題でも述べたように，特別支援教育におけるマ

ネジメントシステムでは，実態や変化に対応しやす

こと，短期的なサイクルを何度も繰り返すことの２

点が重要であると明らかになった。そこで，その２

点の課題を解決することに長けている OODA ループや

PDR サイクルを活用したマネジメントサイクルの開

発に取り組んでいく。 

＜註＞ 
１３つの資質能力は往還する関係にある。主に自発性を出発点として，自己発揮

性，成就性の順序を辿りながらも，目的を達成できたという成就性から，自発性

に戻るという関係性である。 
福岡教育大学附属福岡小学校（2020） 

令和元年度教育研究発表会研究紀要第五十冊.pp.140-144 

文部科学省 特別支援学校学習指導要領各教科等編 2018 
２研究１年次では，指導の形態ごとに子供のよさの視点を明確にすることで，子

供が熱中する活動づくりを構想することができた。各教科は認知特性，生活単元

学習は子供の生活課題を大切にすることから興味関心，自立活動は個別の指導計

画と子供のよさをどこから捉えるのかを共有することができた。 

福岡教育大学附属福岡小学校（2020） 

令和元年度教育研究発表会研究紀要第五十冊.pp.140-144 
3研究２年次では，各教科と生単のつながりについて明らかすることができた。

各教科で学んだことを生活単元学習でパフォーマンスとして発揮する単元の配列

をした結果として，学んだことを生活場面に般化させる子供の姿が見られた。 

福岡教育大学附属福岡小学校（2021） 

令和２年度教育研究発表会研究紀要第五十一冊.pp.140-157 
4 アメリカ知的・発達障害協会（AAID）によると生活上の自立を支える３つ

のスキルを本校の自立を軸にした営みとしている。  

前川 久男他（2006） 

特別支援教育における障害の理解 教育出版.pp.98-101 
５デューイは，「われわれは事物に対して何ごとかをする，そうするとその事

物は逆にわれわれに対して何ごとかをする，それは特別な結びつきである」とし

て，経験の中に学習者の学んだ意味を内包しているものとして捉えている。 

ジョンデューイ（2004）経験と教育 講談社学術文語 
６特別支援学校学習指導要領解説総則編では，特別支援学校におけるカリキ

ュラム・マネジメントの４つの側面を次のようにしている。 

①教科等横断的な視点で組み立てていくこと 

②教育課程を編成，実施，評価，改善のＰＤＣＡサイクルの確立 

③人的，物的な体制確保 

④個別の指導計画と教育課程の評価と改善につなげる工夫をすること 

本研究においては，研究の経過，子供の実態等を踏まえ，①，②，④の３

つの側面から重点的に取り組んでいくこととする。 

文部科学省 特別支援学校学習指導要領総則編 2018 
７ブルーナーは学習者の理解できる段階で，学習させ，その理解度に合わせ

て内容を高めていくことを繰り返すことで，連続的な発展のできる螺旋型

カリキュラムを提唱した。また学習者の理解（表象）は，行動，映像，記

号的という３つの段階があることを示している。 

J.S.ブルーナー（1970）認知能力の成長（上）明治図書.p.24 
８本来，教育における「パフォーマンス」という用語は石井（2021）が定義

するようにリアルな文脈の中で，様々な知識やスキルを応用・総合しつつ

何らかの実践を行うことを求める課題の「パフォーマンス課題」と，その

評価を行う「パフォーマンス評価」で成り立っている。しかし，本校の知

的障害のある子供たちの実態からすると，学びを生かして，別の場面で発

揮したり，成果物ができたりすることを最終的な学びの到達点と捉えるた

めに，「パフォーマンス場面」と定義した。 

石井英真・鈴木秀幸（2021） 

ヤマ場をおさえる学習評価 小学校 図書文化.pp.42-45 
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特特別別支支援援教教育育部部生生活活単単元元学学習習  

一一人人一一人人ががででききたたここととをを実実感感ででききるる生生活活単単元元学学習習  

１ 主題の説明 

 〇 主題設定の理由 

 本年度，本校では子供の自発性，自己発揮性，成就性の

３つの資質・能力を伸ばしながら，生活への関わりを広げ

る子供の育成を図っている。生活単元学習においては，生

活上の課題を達成するために単元を通して協働的な学習

活動を行う。本校の子供たちは，生活課題を達成した喜び

を感じている様子はある。しかし，課題の達成に向けて，

自分が何をどれだけできたのかという具体的な評価を自

分自身で行うことに課題がある。武富(2020)は，「指導方

法」や，「子供に身に付けさせるスキル」として，自己評

価の重要性を説いている。そして，効果的に自己評価を行

うためには，学習の評価項目やその基準を子供に明確に示

すことが重要であるとしている。そこで，本研究では，各

子供に対してそれぞれの評価を明確にすることで，子供一

人一人が自分のできたことを実感して，生活を広げること

ができるようにすることを目指す。 
 〇 主題の意味 

 一人一人ができたことを実感するとは，子供が生活単元

学習の中で自分の成長を自覚することである。そのために

は，各子供が評価の視点をもって学習に取り組む必要があ

る。生活課題の達成に向けて各々が課題解決を行う生活単

元学習では，個々の行うべきことを明確にした役割を提示

することで，個々の評価の視点を明確にできる。また，子

供ができたことを数値やグラフに置き換えて評価を視覚

的に提示していく必要がある。 

２ めざす子供の姿 

【図１ 研究構想図】 

 

 

 

３  具体的方途 

  （1） 協働的な学習の中での個々の役割の抽出・設定 

協働的な学習活動によって生活課題を達成する生活単

元学習においては，一人一人の子供への役割を抽出し，設

定することによって，個々の役割を果たした成果が明確に

なるような状況を設定する。 
 個々の役割を抽出する手順は，①イメージマップを用い

て生活課題の達成に必要なことを子供と出し合うこと，②

子供の実態に応じたものか検討することである。検討する

際に，子供の興味や関心があるものか，子供に合った学習

内容を設定できるものか，子供が活動できるものかという

３つの視点で検討を行い，役割として抽出する。 
 子供への役割の設定は，子供自身に選択させる。しかし，

自分を客観視することは難しい。そこで，単元に関する学

習内容や活動に関する子供の学校での経験や，連絡帳で保

護者から得た家庭での経験について，言葉や写真で提示す

ることで，子供が自分の得意なことやできることを自覚し

て役割を選択できるようにする（図２）。 

【図２ 個々の役割の抽出・設定の手順】 

 （2）評価の視覚化 

 子供が自分のできたことを実感できるようにするため

に，２つの手段で評価を視覚化する。１つは子供の学習で

の成果を量や質で示すことである。量について提示する場

合には数値やグラフなどで具体的に提示する。例えば，子

供が物を製作する活動を含む単元を行った場合，いくつで

きたか(量)を数字で示したり，グラフの増加を示したりす

る。それにより，子供は自分のできたことを実感できると

考える。また，質について提示する場合は，動画や実物の

提示を行う。提示する際には質の違いが表れる箇所につい

て，子供と教師の間で視点を共有しておく。２つは，他者

から自分の行ったことに対する直接的な称賛場面を設定

することである。子供たちが果たした役割について他者か

ら価値付けられることにより，子供は協働的な学習活動の

中で，自分が行ったことについて役に立つことができたと

実感することができる（図３）。 

【図３ 評価の視覚化】 

○ 生活課題の達成に向けて自分のできることを進ん

で行う子供               （自発性） 

○ できるようになったことを生かして課題を達成す

る子供                （自己発揮性） 
○ 自分のできるようになったことを実感する子供  

（成就性） 

特特別別支支援援教教育育部部算算数数科科  

数数のの有有用用性性にに気気付付くく算算数数科科学学習習 

１ 主題の説明 

 〇 主題設定の理由 

 知的障害のある子供が自立し，社会参加していくため

に，本校特別支援教育部では，算数科の学習において概念

的スキルの育成に焦点を当て，子供が個数，金銭といった

生活の中に内在する数量をもつ課題を解決していくこと

に重点を置いている。昨年度は，学んだことを発揮するパ

フォーマンス場面の設定により数の有用性を実感する子

供の姿が見られた。しかし，パフォーマンス場面に向かう

までにどのように数を捉えさせれば，学んだことを発揮す

る姿につながるのか明らかにされていない。実際に，本校

特別支援学級の子供は，学習中に計数や計算ができたとし

ても，実生活では，それを発揮して課題を解決することが

難しい姿が見られる。このような実態の子供が，数の理解

を広げ，数の有用性に気付き，学んだ数を基に課題解決で

きるようにしていくことは，子供が自立し，社会参加しな

がら豊かな生活を送っていくことにつながるものである。 

 〇 主題の意味 

 数の有用性とは，数理によって課題を解決したり，学ん

だ数理を他の場面でも生かすことができたりすることで

ある。数の有用性に気付くとは，繰り返しの操作活動を通

して，その操作や数え方，計算の方法といった計数や計算

のよさを子供が捉えることである。知的障害のある子供の

場合，抽象的な思考が難しい特性から数を捉える上で具体

操作が重要である。そこで，具体操作を通して計数や計算

のよさを実感しやすいものに焦点化し，正確性（間違いな

く結果を導き出すことができる），能率性（早くできる）

の２つとした（図１）。そうすることで，子供は計数や計

算のよさを実感しやすくなり，学

んだことを算数科だけでなく学

校生活や日常生活といった他の

場面につなげることができると

考える。このことは，本校特別支

援教育部の全体構想に示す概念

的スキルの育成につながるもの

である。 

２ めざす子供の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 具体的方途     

(1) 正確性を捉える操作活動 

正確性を捉えさせるために，

具体物を整理する活動を設定す

る。数を整理する活動は，展開前

段では，教師が意図的に数を整

理した状況で操作活動を行い，

計数や計算の方法を捉えさせる

ことを目的し，後段では，具体物

を用いて自分で数を整理しなが

ら計数や計算を行い，捉えた方

法を発揮することを目的とする

（図３）。また，展開後段では，

子供が操作した結果が正しいか

操作の一試行ごとに自己評価する自己評価活動を行う。自

分で数を整理する際に，子供が捉えた計数や計算の方法で

求めた結果が正しいか繰り返し自己評価を行い，安定して

正解を導き出すことで，その操作の正確性に気付くと考え

る（図４）。 
(2) 能率性を捉えさせる仕組み 

 能率性を捉えさせるため

には，早く数えることがで

きた成功体験から，その方

法を使えば早くできること

に気付くことができるよう

にする。そこで「早く数え

る必然性をもたせる状況設

定」と「結果の提示」を行

う（図５）。状況設定は２点から行う。１つは，早く数

える目的を意識させる相手の設定，２つは，時間を意識

させる試行数の設定である。結果の提示は，子供が早く

数えたことで相手が喜ぶと言った相手の反応や，多くの

ものを時間内に数えられた試行の結果を視覚的に提示す

る。これらの早く数える必然性をもたせる状況設定と結

果の提示により，子供は早く数えた達成感を感じ，計数

や計算の能率性に気が付くことができると考える。 

〇 数理的な情報をもつ課題に対して，自ら取り組み，

粘り強く解決しようとする子供     （自発性） 

○ 計数や計算の方法を使いながら，課題を解決し，計

数や計算の方法のよさを捉える子供 （自己発揮性） 

○ 課題解決の過程を振り返り，数を用いて新たにでき

るようになったことを自覚する子供   （成就性） 

【図５ 能率性を捉えさせる仕組み】 
【図１ 計数や計算のよさ】

【図４ 自己評価活動】 

【図３ 数を整理する活動の例】 

【図２ 研究構想図】 
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特特別別支支援援教教育育部部生生活活単単元元学学習習  

一一人人一一人人ががででききたたここととをを実実感感ででききるる生生活活単単元元学学習習  

１ 主題の説明 

 〇 主題設定の理由 

 本年度，本校では子供の自発性，自己発揮性，成就性の

３つの資質・能力を伸ばしながら，生活への関わりを広げ

る子供の育成を図っている。生活単元学習においては，生

活上の課題を達成するために単元を通して協働的な学習

活動を行う。本校の子供たちは，生活課題を達成した喜び

を感じている様子はある。しかし，課題の達成に向けて，

自分が何をどれだけできたのかという具体的な評価を自

分自身で行うことに課題がある。武富(2020)は，「指導方

法」や，「子供に身に付けさせるスキル」として，自己評

価の重要性を説いている。そして，効果的に自己評価を行

うためには，学習の評価項目やその基準を子供に明確に示

すことが重要であるとしている。そこで，本研究では，各

子供に対してそれぞれの評価を明確にすることで，子供一

人一人が自分のできたことを実感して，生活を広げること

ができるようにすることを目指す。 
 〇 主題の意味 

 一人一人ができたことを実感するとは，子供が生活単元

学習の中で自分の成長を自覚することである。そのために

は，各子供が評価の視点をもって学習に取り組む必要があ

る。生活課題の達成に向けて各々が課題解決を行う生活単

元学習では，個々の行うべきことを明確にした役割を提示

することで，個々の評価の視点を明確にできる。また，子

供ができたことを数値やグラフに置き換えて評価を視覚

的に提示していく必要がある。 

２ めざす子供の姿 

【図１ 研究構想図】 

 

 

 

３  具体的方途 

  （1） 協働的な学習の中での個々の役割の抽出・設定 

協働的な学習活動によって生活課題を達成する生活単

元学習においては，一人一人の子供への役割を抽出し，設

定することによって，個々の役割を果たした成果が明確に

なるような状況を設定する。 
 個々の役割を抽出する手順は，①イメージマップを用い

て生活課題の達成に必要なことを子供と出し合うこと，②

子供の実態に応じたものか検討することである。検討する

際に，子供の興味や関心があるものか，子供に合った学習

内容を設定できるものか，子供が活動できるものかという

３つの視点で検討を行い，役割として抽出する。 
 子供への役割の設定は，子供自身に選択させる。しかし，

自分を客観視することは難しい。そこで，単元に関する学

習内容や活動に関する子供の学校での経験や，連絡帳で保

護者から得た家庭での経験について，言葉や写真で提示す

ることで，子供が自分の得意なことやできることを自覚し

て役割を選択できるようにする（図２）。 

【図２ 個々の役割の抽出・設定の手順】 

 （2）評価の視覚化 

 子供が自分のできたことを実感できるようにするため

に，２つの手段で評価を視覚化する。１つは子供の学習で

の成果を量や質で示すことである。量について提示する場

合には数値やグラフなどで具体的に提示する。例えば，子

供が物を製作する活動を含む単元を行った場合，いくつで

きたか(量)を数字で示したり，グラフの増加を示したりす

る。それにより，子供は自分のできたことを実感できると

考える。また，質について提示する場合は，動画や実物の

提示を行う。提示する際には質の違いが表れる箇所につい

て，子供と教師の間で視点を共有しておく。２つは，他者

から自分の行ったことに対する直接的な称賛場面を設定

することである。子供たちが果たした役割について他者か

ら価値付けられることにより，子供は協働的な学習活動の

中で，自分が行ったことについて役に立つことができたと

実感することができる（図３）。 

【図３ 評価の視覚化】 

○ 生活課題の達成に向けて自分のできることを進ん

で行う子供               （自発性） 

○ できるようになったことを生かして課題を達成す

る子供                （自己発揮性） 
○ 自分のできるようになったことを実感する子供  

（成就性） 

特特別別支支援援教教育育部部算算数数科科  

数数のの有有用用性性にに気気付付くく算算数数科科学学習習 

１ 主題の説明 

 〇 主題設定の理由 

 知的障害のある子供が自立し，社会参加していくため

に，本校特別支援教育部では，算数科の学習において概念

的スキルの育成に焦点を当て，子供が個数，金銭といった

生活の中に内在する数量をもつ課題を解決していくこと

に重点を置いている。昨年度は，学んだことを発揮するパ

フォーマンス場面の設定により数の有用性を実感する子

供の姿が見られた。しかし，パフォーマンス場面に向かう

までにどのように数を捉えさせれば，学んだことを発揮す

る姿につながるのか明らかにされていない。実際に，本校

特別支援学級の子供は，学習中に計数や計算ができたとし

ても，実生活では，それを発揮して課題を解決することが

難しい姿が見られる。このような実態の子供が，数の理解

を広げ，数の有用性に気付き，学んだ数を基に課題解決で

きるようにしていくことは，子供が自立し，社会参加しな

がら豊かな生活を送っていくことにつながるものである。 

 〇 主題の意味 

 数の有用性とは，数理によって課題を解決したり，学ん

だ数理を他の場面でも生かすことができたりすることで

ある。数の有用性に気付くとは，繰り返しの操作活動を通

して，その操作や数え方，計算の方法といった計数や計算

のよさを子供が捉えることである。知的障害のある子供の

場合，抽象的な思考が難しい特性から数を捉える上で具体

操作が重要である。そこで，具体操作を通して計数や計算

のよさを実感しやすいものに焦点化し，正確性（間違いな

く結果を導き出すことができる），能率性（早くできる）

の２つとした（図１）。そうすることで，子供は計数や計

算のよさを実感しやすくなり，学

んだことを算数科だけでなく学

校生活や日常生活といった他の

場面につなげることができると

考える。このことは，本校特別支

援教育部の全体構想に示す概念

的スキルの育成につながるもの

である。 

２ めざす子供の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 具体的方途     

(1) 正確性を捉える操作活動 

正確性を捉えさせるために，

具体物を整理する活動を設定す

る。数を整理する活動は，展開前

段では，教師が意図的に数を整

理した状況で操作活動を行い，

計数や計算の方法を捉えさせる

ことを目的し，後段では，具体物

を用いて自分で数を整理しなが

ら計数や計算を行い，捉えた方

法を発揮することを目的とする

（図３）。また，展開後段では，

子供が操作した結果が正しいか

操作の一試行ごとに自己評価する自己評価活動を行う。自

分で数を整理する際に，子供が捉えた計数や計算の方法で

求めた結果が正しいか繰り返し自己評価を行い，安定して

正解を導き出すことで，その操作の正確性に気付くと考え

る（図４）。 
(2) 能率性を捉えさせる仕組み 

 能率性を捉えさせるため

には，早く数えることがで

きた成功体験から，その方

法を使えば早くできること

に気付くことができるよう

にする。そこで「早く数え

る必然性をもたせる状況設

定」と「結果の提示」を行

う（図５）。状況設定は２点から行う。１つは，早く数

える目的を意識させる相手の設定，２つは，時間を意識

させる試行数の設定である。結果の提示は，子供が早く

数えたことで相手が喜ぶと言った相手の反応や，多くの

ものを時間内に数えられた試行の結果を視覚的に提示す

る。これらの早く数える必然性をもたせる状況設定と結

果の提示により，子供は早く数えた達成感を感じ，計数

や計算の能率性に気が付くことができると考える。 

〇 数理的な情報をもつ課題に対して，自ら取り組み，

粘り強く解決しようとする子供     （自発性） 

○ 計数や計算の方法を使いながら，課題を解決し，計

数や計算の方法のよさを捉える子供 （自己発揮性） 

○ 課題解決の過程を振り返り，数を用いて新たにでき

るようになったことを自覚する子供   （成就性） 

【図５ 能率性を捉えさせる仕組み】 
【図１ 計数や計算のよさ】

【図４ 自己評価活動】 

【図３ 数を整理する活動の例】 

【図２ 研究構想図】 

― 133 ―

特
別
支
援
教
育
部
研
究
構
想

実
践
事
例



特特別別支支援援教教育育部部自自立立活活動動  

生生活活上上のの課課題題にに自自らら働働ききかかけけよよううととすするる自自立立活活動動 

１ 主題の説明 

 〇 主題設定の理由 

 自立活動は，障害による学習上又は生活上の困難を改

善・克服のための知識，技能，態度を育み，心身の調和的

発達を図る領域であり，本研究においては，社会的スキル

の育成を担うものである。本校のこれまでの自立活動の研

究においては，個に応じた指導内容の設定の手順や，個々

の特性に応じた活動構成の在り方について究明されてい

る。しかし，学習指導要領自立活動編では，具体的な指導

内容を設定する配慮事項の６点の内，５点に「主体的」「意

欲を喚起」などの心の調和的発達を重視した内容が記載さ

れている。つまり，これからの自立活動では，障害による

困難を改善・克服する知識及び技能と共に，得意や苦手を

自覚し，自己の生活上の課題解決に自ら働きかけようとす

る子供を育成する取り組みが求められていると考える。 
 〇 主題の意味 

 生活上の課題に自ら働きかけようとするとは，経験した

ことのある場面における課題に対して，行動を調整して解

決を図ろうとしたり，自立活動の指導の時間で学んだ方法

を用いて，生活場面に生かそうとしたりする態度のことで

ある。知的障害のある子供が行動を調整するには，解決方

法の知識を自覚させ，実践するという過程を繰り返す必要

がある。生活場面に生かそうとするには，自己の変容を実

感し，自信をもたせることが必要であり，教育課程全体を

通した長期的な学びの蓄積が必要である（図１）。 

２ めざす子供の姿 

 
【図１ 研究構想図】 

 

 

 

３ 具体的方途 

（1）課題の自覚化と実践を繰り返す活動構成の工夫  

行動を調整し，解決を図ろうとする態度の形成のため

に，課題を自覚化させ，実践するというプロセスを単元を

通して繰り返す活動構成が必要であると考える。そこで，

一単位時間の展開前半では，課題の自覚化を促す「かくに

んタイム」を設定する。その際は，教師との目標設定や，

ICT を用いたモデル行動の提示などを通して，課題を自覚

化させる。展開後半では，自覚化した課題を基に，実践に

取り組む「チャレンジタイム」を設定する。実践では，課

題解決ができた際に，教師や友達からの他者評価，活動に

対する自己評価を即自的に行うことで，行動の調整を促す

ことができるようにしていく（図２）。 

 
【図２ 課題の自覚と実践を繰り返す活動構成】 

（2） 生活場面とつなぐ長期的な自己評価活動の設定  

 自立活動をきっかけにした行動の変容を自覚化させる

ために，日常生活の指導を含む，教育課程全体を見渡した

長期的な自己評価活動が必要となる。そこで，Google site

を用いたポートフォリオを作成する。デジタル化すること

で，動画や写真などの視覚的，かつ長期的な学びの蓄積が

容易となり，いつでも閲覧することができるため，保護者

と変容を共有することにもつながる。ポートフォリオに

は，課題を自覚化できる事前の姿，モデル提示，指導の時

間における課題解決の姿，学びを生かして他教科，日常生

活で課題解決を図る事後の様子を記録し，自己の変容を捉

えることができるようにする（図３）。 

 

【図３  Google site を活用したポートフォリオ】 

○ 自らの課題を自覚して，課題を解決する活動に粘

り強く取り組める子供        （自発性） 

○ 課題を基に自らの行動の調整を繰り返したり，行

動の変容を実感できたりする子供 （自己発揮性） 
○ 行動の変容に対して，達成感や自信をもつことの

できる子供             （成就性） 
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特特別別支支援援教教育育部部自自立立活活動動  

生生活活上上のの課課題題にに自自らら働働ききかかけけよよううととすするる自自立立活活動動 

１ 主題の説明 

 〇 主題設定の理由 

 自立活動は，障害による学習上又は生活上の困難を改

善・克服のための知識，技能，態度を育み，心身の調和的

発達を図る領域であり，本研究においては，社会的スキル

の育成を担うものである。本校のこれまでの自立活動の研

究においては，個に応じた指導内容の設定の手順や，個々

の特性に応じた活動構成の在り方について究明されてい

る。しかし，学習指導要領自立活動編では，具体的な指導

内容を設定する配慮事項の６点の内，５点に「主体的」「意

欲を喚起」などの心の調和的発達を重視した内容が記載さ

れている。つまり，これからの自立活動では，障害による

困難を改善・克服する知識及び技能と共に，得意や苦手を

自覚し，自己の生活上の課題解決に自ら働きかけようとす

る子供を育成する取り組みが求められていると考える。 
 〇 主題の意味 

 生活上の課題に自ら働きかけようとするとは，経験した

ことのある場面における課題に対して，行動を調整して解

決を図ろうとしたり，自立活動の指導の時間で学んだ方法

を用いて，生活場面に生かそうとしたりする態度のことで

ある。知的障害のある子供が行動を調整するには，解決方

法の知識を自覚させ，実践するという過程を繰り返す必要

がある。生活場面に生かそうとするには，自己の変容を実

感し，自信をもたせることが必要であり，教育課程全体を

通した長期的な学びの蓄積が必要である（図１）。 

２ めざす子供の姿 

 
【図１ 研究構想図】 

 

 

 

３ 具体的方途 

（1）課題の自覚化と実践を繰り返す活動構成の工夫  

行動を調整し，解決を図ろうとする態度の形成のため

に，課題を自覚化させ，実践するというプロセスを単元を

通して繰り返す活動構成が必要であると考える。そこで，

一単位時間の展開前半では，課題の自覚化を促す「かくに

んタイム」を設定する。その際は，教師との目標設定や，

ICT を用いたモデル行動の提示などを通して，課題を自覚

化させる。展開後半では，自覚化した課題を基に，実践に

取り組む「チャレンジタイム」を設定する。実践では，課

題解決ができた際に，教師や友達からの他者評価，活動に

対する自己評価を即自的に行うことで，行動の調整を促す

ことができるようにしていく（図２）。 

 
【図２ 課題の自覚と実践を繰り返す活動構成】 

（2） 生活場面とつなぐ長期的な自己評価活動の設定  

 自立活動をきっかけにした行動の変容を自覚化させる

ために，日常生活の指導を含む，教育課程全体を見渡した

長期的な自己評価活動が必要となる。そこで，Google site

を用いたポートフォリオを作成する。デジタル化すること

で，動画や写真などの視覚的，かつ長期的な学びの蓄積が

容易となり，いつでも閲覧することができるため，保護者

と変容を共有することにもつながる。ポートフォリオに

は，課題を自覚化できる事前の姿，モデル提示，指導の時

間における課題解決の姿，学びを生かして他教科，日常生

活で課題解決を図る事後の様子を記録し，自己の変容を捉

えることができるようにする（図３）。 

 

【図３  Google site を活用したポートフォリオ】 

○ 自らの課題を自覚して，課題を解決する活動に粘

り強く取り組める子供        （自発性） 

○ 課題を基に自らの行動の調整を繰り返したり，行
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

生生活活単単元元学学習習実実践践事事例例  第第１１・・２２学学年年  「「たたななばばたたかかいいをを  ししよようう」」  

指指導導者者      岩岩田田    健健吾吾     

１ 目標  

○ 七夕会に向けて，会場を飾り付ける活動に進んで取

り組むことができる。         （自発性） 

○ 飾り作りに必要な材料や飾りの作り方を説明する手

順書を準備することができる。   （自己発揮性） 

（Ａ児）提灯飾りを作る際に必要な切り込み線を定規で

測って引くことができる。 

○ 自分の役割を果たして，七夕会の準備をすることが

できたという成就感を味わうことができる。（成就性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元では，七夕会に向けて特別支援学級全体で作る

七夕飾りの材料を準備するという課題を設定し，それぞ

れ子供が役割を分担する学習を設定した。単元の動機段

階では，他の学級（さくら組・梅組）の友達から，飾り

づくりに必要な材料の準備を依頼される場面を設定す

ることで，ふじ組の子供たちに単元を通しての課題意識

をもたせた。役割を分担する際には，それぞれの経験を

基に役割を選択させた。Ａ児は，算数科の学習において，

長さを比べる学習をしており，端と端を揃える経験をし

ていた。その経験から，Ａ児は提灯飾りに，定規を使っ

て切り込み線を入れる役割を選択した。 
本単元に入る前にモデレーションタイムを実施し，単

元のルーブリックを３段階に分けて，Ａ児の本単元でめ

ざす姿を提示した（表１）。 

【表１ モデレーションタイム前のルーブリック】 

 モデレーションタイムにおいて，議論されたのは「子

供が学んだことを生かしながら活動している様子が見

とれるか」ということであった。課題解決の場面で，子

供が学んだことを自覚しながら飾り作りに向けた準備

をしているかどうかは評価することができないという

課題が明確になった。そこで，「支援を受けなくても課

題を達成する姿が自立につながるのではないか」という

意見から，支援の有無によって評価できるようなルーブ

リックに改善することとした（表２）。 
【表２ モデレーションタイム後のルーブリック】 

３ 授業の実際 

本時では，笹に飾る提灯飾りづくりに必要な切り込

み線を引く役割，会場を飾り付けるための花飾りの折

り紙を準備する役割，それぞれの飾りの作り方を説明

する文書の作成をする役割と，３つの役割を子供たち

が分担をして準備を行った。それぞれの準備と，それ

に含まれる学習内容は以下の通りである（資料１）。 

【資料１ 各子供の役割と学習内容】 

導入場面では，自分の役割を確認した後に，飾りづ

くりに向けた材料の準備を行った。さくら組の分の準

備をする活動の展開前段で，Ａ児は支援具を用いて，

定規と折った折り紙の長辺の端を「かっちゃん」と言

いながら揃えることができた。そこで，梅組の分の材

料を準備する活動の展開後段では，支援の減った支援

具を用いて，定規と折った折り紙の長辺の端を揃えて

から切り込み線を引くことができるようにした。しか

し，端を揃える支援の減った状態の支援具では，Ａ児

は定規と折り紙の端を合わせて切り込み線を引くこと

が難しかった。そこで，展開前段で使用した支援具を

再度用いて，材料の準備を行った（資料２）。 

【資料２ 展開前段と後段の支援具の変化】 

Ａ児は展開後段において，支援が減った状態では，提

灯飾りに必要な切り込み線を入れることが難しかった。

このようなＡ児の姿から授業者は，ルーブリックのＢ評

価の姿に該当すると考えた。 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

整理会では，子供自身が役割を果たしたことを自覚す

るための評価方法について議論を行った。授業者は，定

規と折り紙の端を揃えて線を引くことができているか

を自己評価できるシートを準備したことと，友達の分の
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み線を引いたり，支

援具を用いても線を
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材料を準備できる度に，友達の顔写真に花丸のマークを

付ける活動を設定することで，Ａ児自身が分かるように

活動の質や量の評価を視覚化した（資料３）。 

【資料３ 授業者の実施した評価の視覚化】 

Ａ児が準備した材料の中には線が斜めになっている

ものもあり，そのままでは提灯飾りを作ることができな

い材料もあった。要因として２つのことが考えられる。

１つは，線をまっすぐに引かなければ提灯作りの材料と

して使えないことをＡ児が認識できていないこと，２つ

は，材料を準備する過程の中で，「定規と折り紙の端を

揃えること」と，「線をまっすぐに引くこと」という２

つの内容が混在していることである。Ａ児自身が，切り

込み線はまっすぐに引く必要があることを実感する場

面や，学習内容を「端を揃えること」の１つに絞って，

Ａ児がまっすぐな切り込み線を引くことができる活動

を仕組む必要があると考えた。そこで，以下の２点を改

善して，材料を準備する場面の授業を再度，実施した。 
① 自分が準備した材料を使って，提灯飾りを作ること

ができるか確かめる活動を仕組むこと 

② 定規と折り紙の端を揃えることだけを学習内容として

扱い，線をまっすぐに引く活動に支援を加えること 

単元計画に変更を加えて，Ａ児自身が提灯飾りの切り

込み線をまっすぐに引く必要があることを認識させる

ために，自分が準備した材料で提灯飾りを作る活動を設

定した。準備した材料のうち，切り込み線をまっすぐに

引くことができたものと，斜めに引いてしまったものを

使って，提灯飾りを作る活動を行った。それにより，Ａ

児は，「線がまっすぐじゃないからできない」と発言し，

材料準備の際に切り込み線を真っ直ぐに引くことの必

要性を実感することができた。材料の準備を再度，行う

学習においては，定規と折り紙の端を揃えることに学習

内容を焦点化して，活動を構成した。具体的には，線を

引くための定規に，線を引く場所のスリットを施して，

Ａ児がまっすぐに切り込み線を引くことができるよう

に支援具の改善を行った（資料４）。 

【資料４ 教具の改善点】 

改善した教具を用いて線を引いた際にも，斜めになっ

てしまうことがあった。その際，Ａ児は消しゴムで消し

て，線を弾き直す姿が見られた。これは，Ａ児自身が，

切り込み線をまっすぐに引くことを意識できている姿

と考える。これらの改善によって，Ａ児が準備した材料

はまっすぐに線を引くことができた（資料５）。 

【資料５ Ａ児が引いた線の比較】 

単元の終わりに，材料を準備したことに対して感謝さ

れる場面を設定すると，Ａ児は嬉しそうにどの材料を準

備したのか友達に話していた。この姿から，Ａ児は自分

の役割を果たしたことを自覚したと考える。 

５ カリキュラムの更新，変更 

今回の授業実践を通して，「たなばたかいを しよ

う」や他の行事と関連させた行事単元の単元計画とＡ

児の個別の指導計画の年間目標を次のように改善すべ

きであると考える（資料６）。 

【資料６ 単元計画，個別の指導計画の変更点】 

単元計画の変更，更新は，子供自身が役割を果たす

ために活動をした成果について，確認する活動を設定

するように単元計画を変更する。また，個別の指導計

画は，今回の授業実践を通して見えたＡ児の現段階で

の実態を踏まえて変更，更新を行う。 

その理由は以下の通りである。 

○ 自分が担った役割を果たすためには，何をどうすれ

ばよいのか，子供自身が個人の課題達成に不可欠な

要素を明確にもつ必要があるため 

○ 役割を果たすために，活動の仕方を修正したり，新

たな個人の課題を明確にしたりする必要があるため 

○ Ａ児が定規を用いて目的の長さの線を引くためには

端を揃えること，まっすぐに線を引くこと，目盛を正確

に読むことの３つのステップを踏む必要があるため 

○ Ａ児の本単元の姿から，点と点を結んで直線を引く

経験を多く積む必要があるため 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

生生活活単単元元学学習習実実践践事事例例  第第１１・・２２学学年年  「「たたななばばたたかかいいをを  ししよようう」」  

指指導導者者      岩岩田田    健健吾吾     

１ 目標  

○ 七夕会に向けて，会場を飾り付ける活動に進んで取

り組むことができる。         （自発性） 

○ 飾り作りに必要な材料や飾りの作り方を説明する手

順書を準備することができる。   （自己発揮性） 

（Ａ児）提灯飾りを作る際に必要な切り込み線を定規で

測って引くことができる。 

○ 自分の役割を果たして，七夕会の準備をすることが

できたという成就感を味わうことができる。（成就性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本単元では，七夕会に向けて特別支援学級全体で作る

七夕飾りの材料を準備するという課題を設定し，それぞ

れ子供が役割を分担する学習を設定した。単元の動機段

階では，他の学級（さくら組・梅組）の友達から，飾り

づくりに必要な材料の準備を依頼される場面を設定す

ることで，ふじ組の子供たちに単元を通しての課題意識

をもたせた。役割を分担する際には，それぞれの経験を

基に役割を選択させた。Ａ児は，算数科の学習において，

長さを比べる学習をしており，端と端を揃える経験をし

ていた。その経験から，Ａ児は提灯飾りに，定規を使っ

て切り込み線を入れる役割を選択した。 
本単元に入る前にモデレーションタイムを実施し，単

元のルーブリックを３段階に分けて，Ａ児の本単元でめ

ざす姿を提示した（表１）。 

【表１ モデレーションタイム前のルーブリック】 

 モデレーションタイムにおいて，議論されたのは「子

供が学んだことを生かしながら活動している様子が見

とれるか」ということであった。課題解決の場面で，子

供が学んだことを自覚しながら飾り作りに向けた準備

をしているかどうかは評価することができないという

課題が明確になった。そこで，「支援を受けなくても課

題を達成する姿が自立につながるのではないか」という

意見から，支援の有無によって評価できるようなルーブ

リックに改善することとした（表２）。 
【表２ モデレーションタイム後のルーブリック】 

３ 授業の実際 

本時では，笹に飾る提灯飾りづくりに必要な切り込

み線を引く役割，会場を飾り付けるための花飾りの折

り紙を準備する役割，それぞれの飾りの作り方を説明

する文書の作成をする役割と，３つの役割を子供たち

が分担をして準備を行った。それぞれの準備と，それ

に含まれる学習内容は以下の通りである（資料１）。 

【資料１ 各子供の役割と学習内容】 

導入場面では，自分の役割を確認した後に，飾りづ

くりに向けた材料の準備を行った。さくら組の分の準

備をする活動の展開前段で，Ａ児は支援具を用いて，

定規と折った折り紙の長辺の端を「かっちゃん」と言

いながら揃えることができた。そこで，梅組の分の材

料を準備する活動の展開後段では，支援の減った支援

具を用いて，定規と折った折り紙の長辺の端を揃えて

から切り込み線を引くことができるようにした。しか

し，端を揃える支援の減った状態の支援具では，Ａ児

は定規と折り紙の端を合わせて切り込み線を引くこと

が難しかった。そこで，展開前段で使用した支援具を

再度用いて，材料の準備を行った（資料２）。 

【資料２ 展開前段と後段の支援具の変化】 

Ａ児は展開後段において，支援が減った状態では，提

灯飾りに必要な切り込み線を入れることが難しかった。

このようなＡ児の姿から授業者は，ルーブリックのＢ評

価の姿に該当すると考えた。 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

整理会では，子供自身が役割を果たしたことを自覚す

るための評価方法について議論を行った。授業者は，定

規と折り紙の端を揃えて線を引くことができているか

を自己評価できるシートを準備したことと，友達の分の
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とができる。 
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いて，提灯飾りの切

り込み線を引くこと

ができる。 

教師の補助を受け

て提灯飾りの切り込

み線を引いたり，支

援具を用いても線を

引くことができなか

ったりする。 

材料を準備できる度に，友達の顔写真に花丸のマークを

付ける活動を設定することで，Ａ児自身が分かるように

活動の質や量の評価を視覚化した（資料３）。 

【資料３ 授業者の実施した評価の視覚化】 

Ａ児が準備した材料の中には線が斜めになっている

ものもあり，そのままでは提灯飾りを作ることができな

い材料もあった。要因として２つのことが考えられる。

１つは，線をまっすぐに引かなければ提灯作りの材料と

して使えないことをＡ児が認識できていないこと，２つ

は，材料を準備する過程の中で，「定規と折り紙の端を

揃えること」と，「線をまっすぐに引くこと」という２

つの内容が混在していることである。Ａ児自身が，切り

込み線はまっすぐに引く必要があることを実感する場

面や，学習内容を「端を揃えること」の１つに絞って，

Ａ児がまっすぐな切り込み線を引くことができる活動

を仕組む必要があると考えた。そこで，以下の２点を改

善して，材料を準備する場面の授業を再度，実施した。 
① 自分が準備した材料を使って，提灯飾りを作ること

ができるか確かめる活動を仕組むこと 

② 定規と折り紙の端を揃えることだけを学習内容として

扱い，線をまっすぐに引く活動に支援を加えること 

単元計画に変更を加えて，Ａ児自身が提灯飾りの切り

込み線をまっすぐに引く必要があることを認識させる

ために，自分が準備した材料で提灯飾りを作る活動を設

定した。準備した材料のうち，切り込み線をまっすぐに

引くことができたものと，斜めに引いてしまったものを

使って，提灯飾りを作る活動を行った。それにより，Ａ

児は，「線がまっすぐじゃないからできない」と発言し，

材料準備の際に切り込み線を真っ直ぐに引くことの必

要性を実感することができた。材料の準備を再度，行う

学習においては，定規と折り紙の端を揃えることに学習

内容を焦点化して，活動を構成した。具体的には，線を

引くための定規に，線を引く場所のスリットを施して，

Ａ児がまっすぐに切り込み線を引くことができるよう

に支援具の改善を行った（資料４）。 

【資料４ 教具の改善点】 

改善した教具を用いて線を引いた際にも，斜めになっ

てしまうことがあった。その際，Ａ児は消しゴムで消し

て，線を弾き直す姿が見られた。これは，Ａ児自身が，

切り込み線をまっすぐに引くことを意識できている姿

と考える。これらの改善によって，Ａ児が準備した材料

はまっすぐに線を引くことができた（資料５）。 

【資料５ Ａ児が引いた線の比較】 

単元の終わりに，材料を準備したことに対して感謝さ

れる場面を設定すると，Ａ児は嬉しそうにどの材料を準

備したのか友達に話していた。この姿から，Ａ児は自分

の役割を果たしたことを自覚したと考える。 

５ カリキュラムの更新，変更 

今回の授業実践を通して，「たなばたかいを しよ

う」や他の行事と関連させた行事単元の単元計画とＡ

児の個別の指導計画の年間目標を次のように改善すべ

きであると考える（資料６）。 

【資料６ 単元計画，個別の指導計画の変更点】 

単元計画の変更，更新は，子供自身が役割を果たす

ために活動をした成果について，確認する活動を設定

するように単元計画を変更する。また，個別の指導計

画は，今回の授業実践を通して見えたＡ児の現段階で

の実態を踏まえて変更，更新を行う。 

その理由は以下の通りである。 

○ 自分が担った役割を果たすためには，何をどうすれ

ばよいのか，子供自身が個人の課題達成に不可欠な

要素を明確にもつ必要があるため 

○ 役割を果たすために，活動の仕方を修正したり，新

たな個人の課題を明確にしたりする必要があるため 

○ Ａ児が定規を用いて目的の長さの線を引くためには

端を揃えること，まっすぐに線を引くこと，目盛を正確

に読むことの３つのステップを踏む必要があるため 

○ Ａ児の本単元の姿から，点と点を結んで直線を引く

経験を多く積む必要があるため 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

特特支支算算数数科科実実践践事事例例  第第３３・・４４学学年年  「「ままととめめてて  かかぞぞええてて  ハハンンババーーガガーーシショョッッププ」」  

指指導導者者      横横田田    純純也也     

１ 目標  

〇 他クラスと行うハンバーガー屋遊びをするために，

繰り返し数えたり計算したりすることに間違えても

粘り強く意欲的に取り組むことができる。 (自発性)          

〇 数を５や 10 のまとまりを基に数えたり，２の段や

５の段のかけ算，かけ算の筆算を使って計算したりし

て正しい数を求めることができる。  (自己発揮性) 

 （Ａ児）10 のまとまりを用いて，10 といくつで具体

物を数えることができる。 

〇 数をまとめて数えたり計算したりしたことの達成

感を味わうことができる。        （成就性） 

２ モデレーションにおける気付き 

題材全体の流れは資料１に示す通りである。題材を通

して，お客さんに商品を早く正確に届けるという意識を

もたせ，要項に示す計数や計算の方法の正確性と能率性

のよさを捉えていくことを目的として授業を構想した。 
モデレーションタイムでは，Ａ児の本単元でめざす姿

をアンカー作品として提示した（資料２）。 

【資料２ 授業者が作成したアンカー作品】 
また，このアンカー作品を表すルーブリックは以下の

通りである（表）。 
【表 モデレーションタイム前のルーブリック】 

 モデレーションタイムにおいて，議論されたのは「Ａ

とＢのルーブリックの姿をどのように評価をするか」で

あった。これは，Ａ評価とＢ評価は，子供が実際に数え

る際には，５が２つで 10 と見ているのか，ただ 10 のま

とまりとして捉えているのかは，子供の思考が見えない

ために出された意見である。そこで，Ａ評価とＢ評価の

基準について，子供が数を数えた後に教師が「どのよう

に数えたのか」と質問を行い，その中で「５と５で 10，

10 と３で 13」と答えた場合にＡ評価，「10 と３で 13」

と答えた場合にはＢ評価と設定を行った。  

３ 授業の実際 

本時は，熱中段階の３時間目である。Ａ児はチキンナ

ゲットの数を 10 のまとまりで数える活動を行った。展

開前段では学習プリントを使って数える活動を，展開後

段ではお店屋の実際の場で注文に応じて数える活動を

行った（資料３）。 

展開前段では，計数の活動の１回目，２回目両方共に

間違えることなくプリントに数字を書き込み，数を数え

ることができていた。３回目では，書き込む数字を間違

える姿が見られたが，自分で誤りに気付き，修正する姿

が見られた（資料４）。 

展開後段では，チキンナゲットを客の注文に応じて必

要な数を数える活動を行った。ここでは，チキンナゲッ

ト 11 個の注文に対してまず，10 個分を用意し，残りの

1 個分を用意する姿が見られた（資料５）。 

 

A B C 
５が２つで 10

のまとまりをつ

くり，10 のまと

まりと端数を合

わせて，個数を
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きる。 

10 のまとまり

と端数の数を合

わせて，10 と３

で 13 などと，い

くつあるかを数

えることができ

る。 

10 のまとまり

に着目せずに，

１から順番に数

えて全部でいく

つあるかを数え

よ う と し て い

る。 

【資料４ 展開前段の様子】 

【資料１ 題材全体の流れ】 

【資料３ 展開段階の流れ】 

【資料５ 展開前段の様子】 

しかし，Ａ児に教師が「どのように数えたのか」と質

問をすると，うまく答えられないことがあった。具体的

には，教師の「10 と４でいくつになったの」という質問

について「10 と４で５」とＡ児は答えた。それに対して

「５と５でいくつになったの」という質問をさらに行う

と，「１」と答える姿が見られた（資料６）。  

４ 授業整理会で明らかになったこと 
整理会で中心となった授業の課題は，展開後段のＡ児

の活動である。この活動において，要項に示す正確性や

能率性のよさを捉えていたのかという意見も出された

が，最も議論された点は，本時のねらいの中心である「10

のまとまりをＡ児がつくっていたのかどうか」という点

であった。具体的には，Ａ児が行った活動で，あらかじ

め５個詰められたパックを２つ取り出す場面，つまり

10 個分のナゲットを取り出す場面において，Ａ児はナ

ゲットのパックを２つ取ればよいという認識であり，５

や 10 の数量の理解をしていないのではないかというこ

とであった（資料７）。今回の活動では，具体物を用い

てはいたが，５個や 10 個を数えることはしていなかっ

たため，数操作を行っていなかったことが気付きとして

得られた。そこで，子供自身で 10 個を数えて 10 のまと

まりをつくっていくことの必要性を感じた。また，実際

に自分の手で数えて 10 のまとまりをつくる経験が日常

生活での計数にもつながるということも分かった。 

授業整理会を受けて，以下の点について改善した。 
○ 子供自身が，10 のまとまりをつくった後に，10

と２で 12 といった 10 といくつで数えるというま

とめて数えることを意識しながら計数を行うこと

で，正確性や能率性のよさを捉えることができる

ようにすること 

上記のことを踏まえて，改善した教具が資料８に示す

ものである。本時では，事前に５個分の具体物が入った

パックを用意していたことで，10 個を数えることがで

きていなかったため，子供が１個ずつ操作をしながら

10 のまとまりをつくり，端数の数と合わせて必要な数

をつくることができるようにした。また，準備した具体

物の数が求められている数と同じかどうかを自己評価

するための数パネルを用いることとした。 

本時を受けて改善した次時の学習で見られたＡ児の

姿が資料９である。 

 このように，Ａ児は自分で 10 のまとまりをつくりな

がら数えて，10 と端数の１に分けて箱に詰めることが

できていた。また教師に対して「10 と１で 11」と，ど

のように数えたのかを話すこともできていた。これは，

ルーブリックに示す 10 のまとまりと端数の数を合わせ

て数えることができた姿だと捉える。 

５ カリキュラムの変更，更新 
授業を通して，個別の指導計画と年間指導計画を次

のように変更，更新を行いたいと考える（資料 10）。 

【資料 10 個別の指導計画の変更・更新】 

その理由は以下の通りである。 

《個別の指導計画の目標》 

Ａ児が 10 の量の理解を十分にできておらず，10 のま

とまりをつくることに重点を置く必要があると考えたため。 

《年間指導計画》 

個別の指導計画の目標の改善に基づき，年間での指

導事項に変更が必要と判断したため。 
 

【資料６ Ａ児の誤答】 

【資料７ 展開後段のＡ児の活動】 

【資料９ 次時のＡ児の姿】 

【資料８ 改善した教具】 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

特特支支算算数数科科実実践践事事例例  第第３３・・４４学学年年  「「ままととめめてて  かかぞぞええてて  ハハンンババーーガガーーシショョッッププ」」  

指指導導者者      横横田田    純純也也     

１ 目標  

〇 他クラスと行うハンバーガー屋遊びをするために，

繰り返し数えたり計算したりすることに間違えても

粘り強く意欲的に取り組むことができる。 (自発性)          

〇 数を５や 10 のまとまりを基に数えたり，２の段や

５の段のかけ算，かけ算の筆算を使って計算したりし

て正しい数を求めることができる。  (自己発揮性) 

 （Ａ児）10 のまとまりを用いて，10 といくつで具体

物を数えることができる。 

〇 数をまとめて数えたり計算したりしたことの達成

感を味わうことができる。        （成就性） 

２ モデレーションにおける気付き 

題材全体の流れは資料１に示す通りである。題材を通

して，お客さんに商品を早く正確に届けるという意識を

もたせ，要項に示す計数や計算の方法の正確性と能率性

のよさを捉えていくことを目的として授業を構想した。 
モデレーションタイムでは，Ａ児の本単元でめざす姿

をアンカー作品として提示した（資料２）。 

【資料２ 授業者が作成したアンカー作品】 
また，このアンカー作品を表すルーブリックは以下の

通りである（表）。 
【表 モデレーションタイム前のルーブリック】 

 モデレーションタイムにおいて，議論されたのは「Ａ

とＢのルーブリックの姿をどのように評価をするか」で

あった。これは，Ａ評価とＢ評価は，子供が実際に数え

る際には，５が２つで 10 と見ているのか，ただ 10 のま

とまりとして捉えているのかは，子供の思考が見えない

ために出された意見である。そこで，Ａ評価とＢ評価の

基準について，子供が数を数えた後に教師が「どのよう

に数えたのか」と質問を行い，その中で「５と５で 10，

10 と３で 13」と答えた場合にＡ評価，「10 と３で 13」

と答えた場合にはＢ評価と設定を行った。  

３ 授業の実際 

本時は，熱中段階の３時間目である。Ａ児はチキンナ

ゲットの数を 10 のまとまりで数える活動を行った。展

開前段では学習プリントを使って数える活動を，展開後

段ではお店屋の実際の場で注文に応じて数える活動を

行った（資料３）。 

展開前段では，計数の活動の１回目，２回目両方共に

間違えることなくプリントに数字を書き込み，数を数え

ることができていた。３回目では，書き込む数字を間違

える姿が見られたが，自分で誤りに気付き，修正する姿

が見られた（資料４）。 

展開後段では，チキンナゲットを客の注文に応じて必

要な数を数える活動を行った。ここでは，チキンナゲッ

ト 11 個の注文に対してまず，10 個分を用意し，残りの

1 個分を用意する姿が見られた（資料５）。 

 

A B C 
５が２つで 10

のまとまりをつ

くり，10 のまと

まりと端数を合

わせて，個数を

数えることがで

きる。 

10 のまとまり

と端数の数を合

わせて，10 と３

で 13 などと，い

くつあるかを数

えることができ

る。 

10 のまとまり

に着目せずに，

１から順番に数

えて全部でいく

つあるかを数え

よ う と し て い

る。 

【資料４ 展開前段の様子】 

【資料１ 題材全体の流れ】 

【資料３ 展開段階の流れ】 

【資料５ 展開前段の様子】 

しかし，Ａ児に教師が「どのように数えたのか」と質

問をすると，うまく答えられないことがあった。具体的

には，教師の「10 と４でいくつになったの」という質問

について「10 と４で５」とＡ児は答えた。それに対して

「５と５でいくつになったの」という質問をさらに行う

と，「１」と答える姿が見られた（資料６）。  

４ 授業整理会で明らかになったこと 
整理会で中心となった授業の課題は，展開後段のＡ児

の活動である。この活動において，要項に示す正確性や

能率性のよさを捉えていたのかという意見も出された

が，最も議論された点は，本時のねらいの中心である「10

のまとまりをＡ児がつくっていたのかどうか」という点

であった。具体的には，Ａ児が行った活動で，あらかじ

め５個詰められたパックを２つ取り出す場面，つまり

10 個分のナゲットを取り出す場面において，Ａ児はナ

ゲットのパックを２つ取ればよいという認識であり，５

や 10 の数量の理解をしていないのではないかというこ

とであった（資料７）。今回の活動では，具体物を用い

てはいたが，５個や 10 個を数えることはしていなかっ

たため，数操作を行っていなかったことが気付きとして

得られた。そこで，子供自身で 10 個を数えて 10 のまと

まりをつくっていくことの必要性を感じた。また，実際

に自分の手で数えて 10 のまとまりをつくる経験が日常

生活での計数にもつながるということも分かった。 

授業整理会を受けて，以下の点について改善した。 
○ 子供自身が，10 のまとまりをつくった後に，10

と２で 12 といった 10 といくつで数えるというま

とめて数えることを意識しながら計数を行うこと

で，正確性や能率性のよさを捉えることができる

ようにすること 

上記のことを踏まえて，改善した教具が資料８に示す

ものである。本時では，事前に５個分の具体物が入った

パックを用意していたことで，10 個を数えることがで

きていなかったため，子供が１個ずつ操作をしながら

10 のまとまりをつくり，端数の数と合わせて必要な数

をつくることができるようにした。また，準備した具体

物の数が求められている数と同じかどうかを自己評価

するための数パネルを用いることとした。 

本時を受けて改善した次時の学習で見られたＡ児の

姿が資料９である。 

 このように，Ａ児は自分で 10 のまとまりをつくりな

がら数えて，10 と端数の１に分けて箱に詰めることが

できていた。また教師に対して「10 と１で 11」と，ど

のように数えたのかを話すこともできていた。これは，

ルーブリックに示す 10 のまとまりと端数の数を合わせ

て数えることができた姿だと捉える。 

５ カリキュラムの変更，更新 
授業を通して，個別の指導計画と年間指導計画を次

のように変更，更新を行いたいと考える（資料 10）。 

【資料 10 個別の指導計画の変更・更新】 

その理由は以下の通りである。 

《個別の指導計画の目標》 

Ａ児が 10 の量の理解を十分にできておらず，10 のま

とまりをつくることに重点を置く必要があると考えたため。 

《年間指導計画》 

個別の指導計画の目標の改善に基づき，年間での指

導事項に変更が必要と判断したため。 
 

【資料６ Ａ児の誤答】 

【資料７ 展開後段のＡ児の活動】 

【資料９ 次時のＡ児の姿】 

【資料８ 改善した教具】 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

自自立立活活動動実実践践事事例例  第第５５・・６６学学年年  「「たためめよようう！！ききょょううりりょょくくメメダダルル～～梅梅組組わわくくわわくくゲゲーームム～～」」  

指指導導者者      坂坂牧牧      淳淳     

１ 目標  

○ メダルを獲得するために，友達と協力して２種類の

ゲームに進んで取り組むことができる。 （自発性） 

○ 他者との関わり方や行動を調整する方法を捉えるこ

とができる。           （自己発揮性） 

（Ａ児）気持ちを切り替える方法を自分で選択し，最後

までゲームに参加することができる。 

○ 協力して，ゲームをしたことや関わり方の変容に対    

する達成感を味わうことができる。   （成就性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本題材は，学級の友達と協力してゲームをすることを

通して，相手との意思疎通の方法や，自己の気持ちや行

動を調整する方法を捉えることをねらいとし，10 月か

ら 11 月にかけて実践を行った。題材を通して，「ぼう

をたおすな！」「スローイングビンゴゲーム」の２つの

ゲームで成功した数に応じて，「協力メダル」を獲得す

るという活動を設定した（資料１）。 

 
【資料１ 題材を通して行ったゲームの詳細】 

モデレーションタイムにおいて，Ａ児の本題材でめざ

す姿をアンカー作品として提示した（資料２）。 

【資料２ アンカー作品を基にしたルーブリック】 
この姿をめざした理由は，７月に行った自立活動「梅

組トラックドライバー」において，失敗して落ち込んだ

際に，気持ちを切り替えて，最後まで活動に参加できな

い姿が見られたからである。このアンカー作品と共に設

定していたルーブリックは次の通りである（表１）。 

【表１ モデレーションタイム前のルーブリック】 

 モデレーションタイムにおいて，議論の中心となった

のは，「落ち込んだ時に，どの時点でゲームに戻ること

ができればＡなのか」「どこまでを教師の支援とするの 
か」といったことであった。特に，「順番通りでなくて

も，自分自身で復帰するための行動を起こすことが将来

の自立と社会参加のためには必要ではないか」という意

見から，「落ち込んだ際，いつゲームに復帰するのか」

というタイミングや順番通りに参加できるという視点

ではなく，「失敗して落ち込んだ際に，どのように最後

まで参加することができるのか。」という，自分一人の

力でゲームに参加する過程を評価できるようなルーブ

リックに改善することとした。モデレーションタイムを

受けて，改善したルーブリックは次の通りである。 
【表２ モデレーションタイム後のルーブリック】 

３ 授業の実際 

活動の２－（１）では，前時までと前題材での様子

を動画で提示し，本時の目標を選択させる「かくにん

タイム」を設定した（資料３）。 

【資料３ かくにんタイムの詳細】 
まず，Google site を用いたデジタルポートフォリ

オでの学びの蓄積から抽出された課題を自覚化できる

動画を提示した。動画の内容は，次の通りである。 
①落ち込む様子を表した本題材における課題の姿 
②落ち込んだ時に友達に助けてもらいながら立ち直る

前題材で表出された課題の姿 
③髪を結んだりお茶を飲んだりして，１人で気持ちを

切り替えている本時のモデルの姿 

A B C 
気持ちを切り替

える方法を選択し，

順番を守りながら，

最後までゲームに

参加することがで

きる。 

教師や友達の支

援を受けながら，気

持ちを切り替える

方法を選択し，最後

までゲームに参加

することができる。 

失敗した時に気

持ちを切り替える

ことができず，最後

までゲームに参加

することができな

い。 

A B C 
気気持持ちちをを切切りり替替

ええるる方方法法をを選選択択しし，，

そそのの方方法法をを用用いいなな

ががらら，，最後まで一人

でゲームに参加す

ることができる。 

教師や友達の支

援を受けながら，気

持ちを切り替える

方法を選択し，最後

までゲームに参加

することができる。 

失敗した時に気

持ちを切り替える

ことができず，最後

までゲームに参加

することができな

い。 

①から③の一連の流れを動画で提示しながら，Ａ児が

課題を自覚化することができるように，教師と以下の

ようなやりとりを行った（資料４）。 

【資料４ 課題を自覚化するやりとり】 

活動２－（２）のチャレンジタイムではゲームを行

い，活動の中で，気持ちを切り替えて，行動した詳細

は以下の通りである（資料５）。 

 
【資料５ ゲームと A 児の行動詳細】 

ゲーム①「ぼうをたおすな！」では，棒をキャッチ

できなかった際にバランスを崩し，転んで落ち込んだ

場面があった。Ａ児は体操座りの態勢で下を向き，４

秒ほど俯いた。その際，「自分で行ける？」という教

師の問いかけに対して「うん」とうなずき，髪を結び

直した後，立ち上がり，ゲームに自分１人の力で復帰

することができた。 
ゲーム②「スローイングビンゴ」では，３回の気持

ちを切り替える場面があった。１回目は，狙った箇所

にボールを投げることができず，その場に座り込んで

下を向き，俯いた。５秒間ほど俯いた後，教師が提示

した気持ちを切り替える方法が描かれたイラストを見

ると，髪を結び直した後に立ち上がり，自分の席に戻

ることができた。２回目も狙った箇所にボールを投げ

ることができないという１回目と同様の場面だった。

しかし，１回目とは異なり，座り込んだり，俯いたり

せずに，自分で髪を結び直し，深呼吸を一度した後，

気持ちを切り替えて自分の席に戻ることができた。３

回目は，これまでの２回とは異なり，失敗場面以外で

気持ちを切り替える方法を使う姿が見られた。狙い通

りの場所にボールを投げた後，喜んだ様子を見せたＡ

児は，教師に向かってお茶を飲むサインをした。その

後，所定の場所に保管していた水筒を取りに行き，お

茶を飲んだ後，自分の席に戻った。 
 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

 授業整理会で議題になったのは，「一人で最後まで参

加することを自分の課題であると認識できていたの

か。」という視点であった。本時の資料４のＣ４やＣ５

の発言から，「かくにんタイム」で，自らの課題を自覚

化ができていると授業者は考えていた。しかし「課題を

自覚化したから取り組めた訳ではなく，Ａ児にとって最

後までゲームに参加すれば，メダルがゲットできるとい

う状況のため，切り替える姿が表れたのではないか。」

といった意見があった。そこから，Ａ児が気持ちを切り

替えることで，よい状況が生まれなくても，授業や日常

生活で，自らの課題を自覚し，切り替えていく姿を，継

続的に評価していく必要があることが分かった。そこ

で，ポートフォリオサイトに，他教科や日常生活で気持

ちを切り替え，活動に参加している様子を学びの蓄積と

して積み上げていくこととした（資料６）。 

 
【資料６ Ａ児のポートフォリオサイトの詳細】 

題材実施前は，雨の日の休み時間にタブレットをして

いた際に，終わりの合図を聞いても，すぐにやめること

ができなかった。しかし，実施後は，終わりの合図を聞

くと，自分で髪を結び，片づける様子が何度も見られ，

自立活動での学びを生かしている姿が表れていた。 

５ カリキュラムの変更，更新 
授業実践を通して，個別の指導計画と年間指導計画

を次のように改善すべきであると考える（資料７）。 

 
【資料７ カリキュラムの変更・更新】 

その理由は以下の通りである。 

《個別の指導計画の目標》 

Ａ児の姿としてルーブリックのＡに到達している姿が見

られ始めたため 

《年間指導計画》 

個別の指導計画の目標の改善に基づき，年間での指

導内容が変更すると判断したため 
 

Ｔ１：（動画①を提示して）失敗して落ち込んだらどうする？  

Ｃ１：（髪を結ぶ動作を行う） 

Ｔ２：（動画②を提示して）今日の勉強でもこうしたい？ 

Ｃ２：違うよ（首を横に振る）。 

Ｃ３：（動画③を視聴した後）うんうん。 

Ｔ４：今日は最後まで一人でしたいですか。 

Ｃ４：うん。したい。 

Ｔ５：どれを使って気持ちを切り替えますか？ 

Ｃ５：「これ（髪を結ぶ）とこれ（お茶を飲む）。」 
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社会科  
              先生  ご指導よろしくお願いいたします。   平成 27 年 10 月 14 日(水) 

自自立立活活動動実実践践事事例例  第第５５・・６６学学年年  「「たためめよようう！！ききょょううりりょょくくメメダダルル～～梅梅組組わわくくわわくくゲゲーームム～～」」  

指指導導者者      坂坂牧牧      淳淳     

１ 目標  

○ メダルを獲得するために，友達と協力して２種類の

ゲームに進んで取り組むことができる。 （自発性） 

○ 他者との関わり方や行動を調整する方法を捉えるこ

とができる。           （自己発揮性） 

（Ａ児）気持ちを切り替える方法を自分で選択し，最後

までゲームに参加することができる。 

○ 協力して，ゲームをしたことや関わり方の変容に対    

する達成感を味わうことができる。   （成就性） 

２ モデレーションにおける気付き 

本題材は，学級の友達と協力してゲームをすることを

通して，相手との意思疎通の方法や，自己の気持ちや行

動を調整する方法を捉えることをねらいとし，10 月か

ら 11 月にかけて実践を行った。題材を通して，「ぼう

をたおすな！」「スローイングビンゴゲーム」の２つの

ゲームで成功した数に応じて，「協力メダル」を獲得す

るという活動を設定した（資料１）。 

 
【資料１ 題材を通して行ったゲームの詳細】 

モデレーションタイムにおいて，Ａ児の本題材でめざ

す姿をアンカー作品として提示した（資料２）。 

【資料２ アンカー作品を基にしたルーブリック】 
この姿をめざした理由は，７月に行った自立活動「梅

組トラックドライバー」において，失敗して落ち込んだ

際に，気持ちを切り替えて，最後まで活動に参加できな

い姿が見られたからである。このアンカー作品と共に設

定していたルーブリックは次の通りである（表１）。 

【表１ モデレーションタイム前のルーブリック】 

 モデレーションタイムにおいて，議論の中心となった

のは，「落ち込んだ時に，どの時点でゲームに戻ること

ができればＡなのか」「どこまでを教師の支援とするの 
か」といったことであった。特に，「順番通りでなくて

も，自分自身で復帰するための行動を起こすことが将来

の自立と社会参加のためには必要ではないか」という意

見から，「落ち込んだ際，いつゲームに復帰するのか」

というタイミングや順番通りに参加できるという視点

ではなく，「失敗して落ち込んだ際に，どのように最後

まで参加することができるのか。」という，自分一人の

力でゲームに参加する過程を評価できるようなルーブ

リックに改善することとした。モデレーションタイムを

受けて，改善したルーブリックは次の通りである。 
【表２ モデレーションタイム後のルーブリック】 

３ 授業の実際 

活動の２－（１）では，前時までと前題材での様子

を動画で提示し，本時の目標を選択させる「かくにん

タイム」を設定した（資料３）。 

【資料３ かくにんタイムの詳細】 
まず，Google site を用いたデジタルポートフォリ

オでの学びの蓄積から抽出された課題を自覚化できる

動画を提示した。動画の内容は，次の通りである。 
①落ち込む様子を表した本題材における課題の姿 
②落ち込んだ時に友達に助けてもらいながら立ち直る

前題材で表出された課題の姿 
③髪を結んだりお茶を飲んだりして，１人で気持ちを

切り替えている本時のモデルの姿 

A B C 
気持ちを切り替

える方法を選択し，

順番を守りながら，

最後までゲームに

参加することがで

きる。 

教師や友達の支

援を受けながら，気

持ちを切り替える

方法を選択し，最後

までゲームに参加

することができる。 

失敗した時に気

持ちを切り替える

ことができず，最後

までゲームに参加

することができな

い。 

A B C 
気気持持ちちをを切切りり替替

ええるる方方法法をを選選択択しし，，

そそのの方方法法をを用用いいなな

ががらら，，最後まで一人

でゲームに参加す

ることができる。 

教師や友達の支

援を受けながら，気

持ちを切り替える

方法を選択し，最後

までゲームに参加

することができる。 

失敗した時に気

持ちを切り替える

ことができず，最後

までゲームに参加

することができな

い。 

①から③の一連の流れを動画で提示しながら，Ａ児が

課題を自覚化することができるように，教師と以下の

ようなやりとりを行った（資料４）。 

【資料４ 課題を自覚化するやりとり】 

活動２－（２）のチャレンジタイムではゲームを行

い，活動の中で，気持ちを切り替えて，行動した詳細

は以下の通りである（資料５）。 

 
【資料５ ゲームと A 児の行動詳細】 

ゲーム①「ぼうをたおすな！」では，棒をキャッチ

できなかった際にバランスを崩し，転んで落ち込んだ

場面があった。Ａ児は体操座りの態勢で下を向き，４

秒ほど俯いた。その際，「自分で行ける？」という教

師の問いかけに対して「うん」とうなずき，髪を結び

直した後，立ち上がり，ゲームに自分１人の力で復帰

することができた。 
ゲーム②「スローイングビンゴ」では，３回の気持

ちを切り替える場面があった。１回目は，狙った箇所

にボールを投げることができず，その場に座り込んで

下を向き，俯いた。５秒間ほど俯いた後，教師が提示

した気持ちを切り替える方法が描かれたイラストを見

ると，髪を結び直した後に立ち上がり，自分の席に戻

ることができた。２回目も狙った箇所にボールを投げ

ることができないという１回目と同様の場面だった。

しかし，１回目とは異なり，座り込んだり，俯いたり

せずに，自分で髪を結び直し，深呼吸を一度した後，

気持ちを切り替えて自分の席に戻ることができた。３

回目は，これまでの２回とは異なり，失敗場面以外で

気持ちを切り替える方法を使う姿が見られた。狙い通

りの場所にボールを投げた後，喜んだ様子を見せたＡ

児は，教師に向かってお茶を飲むサインをした。その

後，所定の場所に保管していた水筒を取りに行き，お

茶を飲んだ後，自分の席に戻った。 
 

４ 授業整理会で明らかになったこと 

 授業整理会で議題になったのは，「一人で最後まで参

加することを自分の課題であると認識できていたの

か。」という視点であった。本時の資料４のＣ４やＣ５

の発言から，「かくにんタイム」で，自らの課題を自覚

化ができていると授業者は考えていた。しかし「課題を

自覚化したから取り組めた訳ではなく，Ａ児にとって最

後までゲームに参加すれば，メダルがゲットできるとい

う状況のため，切り替える姿が表れたのではないか。」

といった意見があった。そこから，Ａ児が気持ちを切り

替えることで，よい状況が生まれなくても，授業や日常

生活で，自らの課題を自覚し，切り替えていく姿を，継

続的に評価していく必要があることが分かった。そこ

で，ポートフォリオサイトに，他教科や日常生活で気持

ちを切り替え，活動に参加している様子を学びの蓄積と

して積み上げていくこととした（資料６）。 

 
【資料６ Ａ児のポートフォリオサイトの詳細】 

題材実施前は，雨の日の休み時間にタブレットをして

いた際に，終わりの合図を聞いても，すぐにやめること

ができなかった。しかし，実施後は，終わりの合図を聞

くと，自分で髪を結び，片づける様子が何度も見られ，

自立活動での学びを生かしている姿が表れていた。 

５ カリキュラムの変更，更新 
授業実践を通して，個別の指導計画と年間指導計画

を次のように改善すべきであると考える（資料７）。 

 
【資料７ カリキュラムの変更・更新】 

その理由は以下の通りである。 

《個別の指導計画の目標》 

Ａ児の姿としてルーブリックのＡに到達している姿が見

られ始めたため 

《年間指導計画》 

個別の指導計画の目標の改善に基づき，年間での指

導内容が変更すると判断したため 
 

Ｔ１：（動画①を提示して）失敗して落ち込んだらどうする？  

Ｃ１：（髪を結ぶ動作を行う） 

Ｔ２：（動画②を提示して）今日の勉強でもこうしたい？ 

Ｃ２：違うよ（首を横に振る）。 

Ｃ３：（動画③を視聴した後）うんうん。 

Ｔ４：今日は最後まで一人でしたいですか。 

Ｃ４：うん。したい。 

Ｔ５：どれを使って気持ちを切り替えますか？ 

Ｃ５：「これ（髪を結ぶ）とこれ（お茶を飲む）。」 

― 141 ―

特
別
支
援
教
育
部
研
究
構
想

実
践
事
例



お わ り に 

 副校長  平 川 洋 一 

 

 2020年，社会は大きく変化し，教育現場においてはその対応を余儀なくされる１年でありました。2021年，

学校にはどのような役割があるのか改めて立ち止まり，向き合う時間を得たように思います。コンテンツ・ベ

ースからコンピテンシー・ベースへと転換し，これまで以上に子供の可能性を最大限に引き出す学習をつくる

ことの必要性を改めて感じます。同時に，このような学習の実現には，本校が取り組んでいるカリキュラム・

マネジメントが有効であると感じた１年でもありました。 

 本年度の教育研究は，「子供の姿を基に語る」ことをこれまで以上に大切にしてきました。カリキュラムと

いうとても大きく実態として捉えにくいものを扱う研究だからこそ，目の前の「子供の姿」で研究の成果や課

題を考えようとしてきました。そうする中で起きた変化が３つあります。 

 一つは，教員の協働性が一層高まりました。学校教育目標の具現化，そして，子供たちと考えた学年テーマ

の実現のためにカリキュラムをつくる過程で，教員が相互に目指す子供の姿を共有し，授業の中での具体的な

子供の姿を語り合い，これまで以上に協働する姿が見られました。 

 二つは，教員の創造性が一層高まりました。子供たちの資質・能力を育成し，可能性を引き出したいと考え

れば考えるほど，学習はシンプルになりました。子供たちの求め（子供の文脈）を大切にしながら学習を構成

するようになりました。子供たちを主体的な評価者として育て，子供たちが学びに意義や意味を見いだせるよ

うに学習をつくっていきました。無駄を省きシンプルに学習を構成するという作業は，新たな創造とも言えま

す。 

 三つは，教員の省察性が一層高まりました。本年度はカリキュラム改善サイクルを基に，撮影した授業動画

をクラウドで共有し，協議に参加する教員は全員視聴した上で協議を行ってきました。同じ子供の姿から教員

同士が語り合う中で，自分の学習づくりに対する姿勢を見直し，teachingではなく learningへ意識を変えていく

教員が多く見られました。 

 本校では，省察性，協働性，創造性を身に付けた子供の育成を目指しています。そのような子供を育成する

最前線に立つ教員が同じ資質・能力を発揮していることはとても頼もしいことであり，あるべき姿なのだと感

じます。多くの課題に向き合う昨今の教育現場において，特効薬は見つからないかもしれません。ですが，

「子供の姿を基に語り」子供の可能性を最大限に引き出すカリキュラムの実現に取り組む中で，その糸口が見

えてくると実感した１年でした。本校の提案がお役に立てば幸いです。 

 最後になりますが，本校の研究開発に関わる研究推進に当たり，上智大学人間科学部教育学科 教授 奈須 正

裕 先生，文部科学省在職時からご指導いただいております國學院大學人間開発学部初等教育学科 教授 田村 

学 先生，京都大学大学院教育学研究科 准教授 石井 英真 先生，国立教育政策研究所 総括研究官 福本 徹 先

生，上越教育大学 准教授 河野 麻沙美 先生をはじめ，共同研究者としてご指導いただきました，福岡教育大

学の先生方，各教科の実践への助言を賜りました，本校OB，深交会を中心とした研究協力者の先生方，研究全

体の運営を含めてご指導いただきました運営指導委員の皆様に，衷心より感謝申し上げます。 

◆運営指導委員 

上智大学 総合人間科学部 教育学科 

國學院大學 人間開発学部 初等教育学科 

京都大学 大学院 教育学研究科 

上越教育大学 学校教育研究科 

国立教育政策研究所 

大野城市教育委員会 

福岡県教育庁 福岡教育事務所 

福岡市立東福岡特別支援学校 

筑紫野市立二日市東小学校 

福岡市教育委員会 学校企画課 

福岡教育大学 社会科教育ユニット 

福岡教育大学  教育心理ユニット 

福岡教育大学 教職実践ユニット 

福岡教育大学 学校教育ユニット 

福岡教育大学 教育心理ユニット 

教    授 
教    授 
准  教  授 
准  教  授 
総 括研究官 
教  育   長 
主幹指導主事 
校    長 
副   校   長 
第 一 係 長 
教    授 
教    授 
特 任 教 授 
准  教  授 
講    師 

奈 須 正 裕    様 
田 村   学    様 
石 井 英 真    様 
河 野 麻沙美    様 
福 本   徹    様 
伊 藤 啓 二  様 
髙 野 誠 一  様 
野 口 信 介  様 
礒 部 年 晃  様 
三 浦 研 一  様 
豊 嶌 啓 司    様 
生 田 淳 一    様 
芋 生 修 一  様 
樋 口 裕 介  様 
熊 木 悠 人  様 

◆共同研究者・研究協力者 

教科等 共同研究者 研究協力者 
人間科     教育心理ユニット   教授 生田淳一先生 

    学校教育ユニット  准教授 樋口裕介先生 

糸島市立波多江小学校    校長 石硯昭雄先生 

福岡県教育センター 主任指導主事 谷岡良寛先生 

社会科 副学長 社会科教育ユニット  教授 豊嶌啓司先生 

   教職実践ユニット 特任教授 芋生修一先生 

   教職実践ユニット  准教授 坂井清隆先生 

春日市立大谷小学校     校長 髙瀬雄大先生 
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お わ り に 

 副校長  平 川 洋 一 

 

 2020年，社会は大きく変化し，教育現場においてもその変化を余儀なくされ，対応に追われる１年でありま

した。2021年，対応に追われる一方で，学校には，どのような役割があるのか改めて立ち止まり，向き合う時

間を得たように思います。コンテンツ・ベースからコンピテンシー・ベースへ変化し，これまで以上に子供の

可能性を最大限に引き出す学習をつくることの必要性を改めて感じます。それと共に，そのような学習の実現

には，本校が取り組んでいるカリキュラム・マネジメントが有効であると感じた１年でもありました。 

 本年度の教育研究は，「子供の姿を基に語る」ことをこれまで以上に大切にしてきました。カリキュラムと

いうとても大きく実態として捉えにくいものを扱う研究だからこそ，目の前の「子供の姿」で研究の成果や課

題を考えようとしてきました。そうする中で起きた変化が３つあります。 

 一つは，教員の協働性が一層高まりました。学校教育目標の具現化，そして，子供たちと考えた学年テーマ

の実現のためにカリキュラムをつくる過程で教員の協働性が発揮されていました。目指す子供の姿を共有し，

その実現のために，子供の姿を語り合い，例年以上に力を合わせていました。 

 二つは，教員の創造性が一層高まりました。子供たちの資質・能力を育成し，可能性を引き出したいと考え

れば考えるほど，学習はシンプルになりました。子供たちの求め（子供の文脈）を大切にしながら学習を構成

するようになりました。子供たちを主体的な評価者として育て，子供たちが学びに意義や意味を見いだせるよ

うに学習をつくっていきました。無駄を省きシンプルに学習を構成するということは，加えること以上に難し

いとも言えます。 

 三つは，教員の省察性が一層高まりました。本年度はカリキュラム改善サイクルを基に，撮影した授業動画

をクラウドで共有し，協議に参加する教員は全員視聴した上で協議を行ってきました。同じ子供の姿から教員

同士が語り合う中で，自分の学習づくりに対する姿勢を見直し，teachingではなく learningへ意識を変えていく

教員が多くいました。 

 本校では，創造性，協働性，創造性を身に着けた子供の育成を目指しています。そのような子供を育成する

最前線に立つ教員が同じ資質・能力を発揮していることはとても頼もしいことであり，あるべき姿なのだと感

じます。多くの課題に向き合う昨今の教育現場において，特効薬は見つからないかもしれません。ですが，

「子供の姿を基に語り」子供の可能性を最大限に引き出すカリキュラムの実現に取り組む中で，その糸口が見

えてくるのかもしれないと感じた１年でした。本校の提案がお役に立てば幸いです。 

 最後になりますが，本校の研究開発に関わる研究推進に当たり，上智大学人間科学部教育学科 教授 奈須 正

裕 先生，文部科学省在職時からご指導いただいております國學院大學人間開発学部初等教育学科 教授 田村 

学 先生，京都大学大学院教育学研究科 准教授 石井 英真 先生，国立教育政策研究所 総括研究官 福本 徹 先

生，上越教育大学 准教授 河野 麻沙美 先生をはじめ，共同研究者としてご指導いただきました，福岡教育大

学の先生方，各教科の実践への助言を賜りました，本校OB，深交会を中心とした研究協力者の先生方，研究全

体の運営を含めてご指導いただきました運営指導委員の皆様に衷心より感謝申し上げます。 

◆運営指導委員 

上智大学 総合人間科学部 教育学科 
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福岡教育大学 社会科教育ユニット 
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福岡教育大学 教育心理ユニット 

教    授 
教    授 
准  教  授 
准  教  授 
総 括研究官 
教  育   長 
主幹指導主事 
校    長 
副   校   長 
第 一 係 長 
教    授 
教    授 
特 任 教 授 
准  教  授 
講    師 

奈 須 正 裕    様 
田 村   学    様 
石 井 英 真    様 
河 野 麻沙美    様 
福 本   徹    様 
伊 藤 啓 二  様 
髙 野 誠 一  様 
野 口 信 介  様 
礒 部 年 晃  様 
三 浦 研 一  様 
豊 嶌 啓 司    様 
生 田 淳 一    様 
芋 生 修 一  様 
樋 口 裕 介  様 
熊 木 悠 人  様 

◆共同研究者・研究協力者 

教科等 共同研究者 研究協力者 
人間科     教育心理ユニット   教授 生田淳一先生 

    学校教育ユニット  准教授 樋口裕介先生 

糸島市立波多江小学校    校長 石硯昭雄先生 

福岡県教育センター 主任指導主事 谷岡良寛先生 

社会科 副学長 社会科教育ユニット  教授 豊嶌啓司先生 

   教職実践ユニット 特任教授 芋生修一先生 

   教職実践ユニット  准教授 坂井清隆先生 

春日市立大谷小学校     校長 髙瀬雄大先生 

北筑後教育事務所    指導主事 鐘江貴子先生 

言葉科 
   国語教育ユニット   教授 河野智文先生 

   英語教育ユニット   教授 後藤美映先生 

福岡教育大学 教職大学院  教授 田渕 聡先生 

太宰府市立太宰府南小学校  校長 平島健二先生 

福岡市立内浜小学校     教頭 菊竹一平先生 

筑紫野市立筑紫小学校  主幹教諭 杉本克如先生 

数学科 副学長 数学教育ユニット  教授 清水紀宏先生  

副学長 教職実践ユニット  教授 森 保之先生 

糸島市立雷山小学校     校長 田中健悟先生 

福岡県教育センター 主任指導主事 二串英一先生 

科学科 
    理科教育ユニット  教授 坂本憲明先生 

福岡市立東福岡特別支援学校 校長 野口信介先生 

福岡市教育センター 主任指導主事 永田裕二先生 

芸術科     美術教育ユニット 准教授 笹原浩仁先生 

    音楽教育ユニット 准教授 山中和佳子先生 

糸島市立南風小学校     校長 原 クミ先生 

飯塚市立上穂波小学校    校長 合田賢治先生 

健康科     保健体育ユニット  教授 本多壮太郎先生 

    保健体育ユニット 准教授 樋口善之先生 

    家政教育ユニット  教授 貴志倫子先生 

篠栗町立勢門小学校     校長 稲津一徳先生  

春日市立春日原小学校    教頭 平井源樹先生 

福岡市教育センター 主任指導主事 鞭馬あゆみ先生 

特別支援教育 
    教職実践ユニット  教授 中山 健先生 

    教職実践ユニット  教授 納富恵子先生 

    教育心理ユニット  講師 熊木悠人先生 

大野城市立大野東小学校   校長 落合純哉先生 

大川市立大川小学校     校長 下川勝彦先生 

福岡市発達教育センター  所長 諏訪原佳子先生 

久留米市教育委員会   指導主事 中島卓哉先生 

◆本校教員（○は本年度研究部） 

校長   相澤 宏充 
副校長  平川 洋一 
教頭   齋藤  淳 
研究部長 井手  司 
教務主任 関  尚幸 
総括主任 石橋 大輔○ 
総括学年主任 大村 拓也○ 

扇  裕人 
坂本 香織 
烏田 聖良 
古賀  晃 
中河原絵里 
田中 智史 
宇戸 勝則 

藤  大航 
大橋翔一朗 
新田  聖 
西島 大祐○ 
小島 恵太 
池田 裕美 
永松 聖子 

坂牧  淳○ 
岩田 健吾 
横田 純也 
土橋 和恵 
西田 淑恵 
山中 裕希 
藤木 雄飛 

田中 陽子 
坂元 勇生 
松木 俊光 
杉本 竜也 
清水 知子 
阿久津奈美恵 
ラヴィチャンドラン 

 

― 143 ―



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本校教育研究発表会参加の皆様へ 

 

カメラ及びビデオ等による撮影，録⾳，録画等に関するお願い 

 

個⼈情報の保護法の趣旨に基づき，本校の教育研究発表会における授業等において撮
影，録⾳，録画した本校児童・職員の映像，写真，⾳声及び個⼈情報等については，研究・
研修を⽬的とした個⼈的使⽤以外に利⽤することをご遠慮いただいています。また，本校
職員・児童・保護者の承諾を得ずに，公表・発表等を⾏わないようにお願いいたします。
ご理解とご協⼒のほど，よろしくお願いいたします。 

 
 

 令和４年６⽉２⽇（⽊）・３⽇（⾦）

福岡教育⼤学附属福岡⼩学校
福岡県福岡市中央区⻄公園12-1
TEL：092-741-4731 FAX：092-741-4744

《⽇時・実施形態》

国⽴⼤学法⼈ 福岡教育⼤学附属福岡⼩学校

授業づくりセミナー2022

《会場》

来校型，on-line型，共に無料
《参加費》

来校型
令和４年７⽉２１⽇（⽊）
On-line型

詳細につきましては，本校HPで令和４年５⽉頃にお知らせします。

今今求められる
各教科の授業づくり

https://fukuokaes.fukuoka-edu.ac.jp

申し込みいただいた⽅には，
オンデマンドで，学習の様⼦を
限定公開する予定です。
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